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　鹿児島大学総合研究博物館では、「鹿児島県魚類

多様性調査プロジェクト」の一環として毎年各島嶼

海域の魚類相調査を行っている。2008 年～ 2009 年

には屋久島の調査を行い、同島から標本に基づく初

記 録 374 種 を 含 む 951 種 を 報 告 し た（Motomura & 

Matsuura, 2010）。2010 年～ 2011 年には地理的に屋久

島と県本土の中間に位置する三島村（硫黄島、竹島、

昭和硫黄島）の調査を行い 414 種を報告した（本村

ほか、2013）。

　2011 年 ～ 2014 年 に は 与 論 島 の 魚 類 調 査 を 行 っ

た。与論島周辺海域の包括的な魚類調査はこれまで

実施された記録がない。本調査によってヨロンスズ

メダイ Chromis insularis やホムラトラギス Parapercis 

randalli、ヒメトゲウミヤッコ Halicampus spinirostris

が、日本初記録などによって新標準和名が提唱さ

れ（西山ほか、2012；日比野ほか、2013；松沼ほか、

2013）、オニボラ Ellochelon vaigiensis やアカヒレハダ

カハゼ Kelloggella cardinalis、ゼブラハゼ Ptereleotris 

zebra、イレズミオオメエソ Synodus oculeus、コクテ

ンハギ Pseudomonacanthus macrurus などが分布の空

白地を埋める記録として報告された（畑ほか、2012；

岩 坪・ 本 村、2013a,b； 笹 木 ほ か、2013；Matsuura 

& Chiba, 2013）。 ま た、 キ ホ シ ス ズ メ ダ イ Chromis 

yamakawai は今回の調査によって得られた標本に基

づいて新種として記載された（Iwatsubo & Motomura, 

2013）。

　本調査によって、与論島周辺海域から 111科 323属
697種が記録された。本書ではこれら全種を 1808 枚

のカラー写真で紹介する。上記のすでに出版済の種

の他に、本書には 5 種が日本初記録として掲載され

ている（全て新称：スズランヒメウツボ Gymnothorax 

fuscomaculatus、チュラプシホウネンエソ Polyipnus 

ovatus、フジナハナダイ Plectranthias wheeleri、ヒメ

クロコバンハゼ Gobiodon ater、アシナガシマイソハ

ゼ Trimmatom macropodus）。本書は与論島海域にご

く普通に生息する種が概ね網羅されていると思うが、

未だ同海域における魚類相を十分に解明したとは言

えない。本書を基礎資料として、今後のさらなる調

査が期待される。なお、与論島における魚類の呼び

名一覧を巻末に掲載した。
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凡例

　 各 種 の 解 説 は Carpenter & Niem 
(1999–2001)、Randall (2005)、 中 坊

（2013）、神奈川県立生命の星・地球
博物館の「魚類写真資料データベー
ス（http://fishpix.kahaku.go.jp/fishimage 
/index.html）」などを基本的な参考資
料とし、各種の最新の文献を個別に
参照して書かれている。右解説例の
赤丸番号が以下の番号に対応する。

①対象種の目、科、属の和名。本書
の科の掲載順は Nelson (2006) に準拠

②標準和名。与論島における地方名
は本書の巻末に掲載

③学名。属名と種小名の二語。亜種
の場合は三語

④学名の命名者と記載年。括弧付は
原記載（新種発表時）以降、属名が
変わったことを示す

⑤形態的特徴の記載。計数形質は「数」
を省略（例えば、脊椎骨数は脊椎骨
と表記）。種の一般的な記載であるが、
与論島から採集された標本に基づく
記載の場合は、備考にその旨を明示

⑥色彩的特徴の記載。生鮮時の写真
や生時の水中写真などに基づく（一
部、固定後の標本の色彩を記載）。一
部、神奈川県立生命の星・地球博物
館の「魚類写真資料データベース」
も参照

⑦分布は概ね Carpenter & Niem (1999 
–2001)、中坊（2013）、本村ほか（2013）、

「魚類写真資料データベース」に基づ
く。一部、各著者の未発表研究デー
タも含まれる。種子島、屋久島、硫
黄島、竹島などは大隅諸島、トカラ
列島以南は琉球列島と表記した

⑧近縁種との比較や分類学的問題点
の記述。一部の種には生息環境や生
態情報も記載

⑨解説文の著者名。本書全体ではな
く、特定の種を引用する場合は、次
のように書く：本村浩之．2014．プ
チフサカサゴ．Pages 132–133．本村
浩之・松浦啓一（編）．奄美群島最南
端の島－与論島の魚類．鹿児島大学
総合研究博物館，鹿児島市・国立科
学博物館，つくば市．

⑩写真の説明。標本写真は「標準和
名、 学 名、 標 本 番 号、 サ イ ズ 」 の
順。標本番号は博物館における写真
個体の登録番号で、BSKU は高知大
学理学部海洋生物学研究室、FRLM

は三重大学大学院水産実験所、KPM-
NI は神奈川県立生命の星・地球博物
館、KAUM–I. は鹿児島大学総合研究
博物館、NSMT-P は国立科学博物館
の機関略号。写真個体のサイズは SL

（Standard length：標準体長）あるい
は TL（Total length：全長）で表記。
雌雄が明らかな写真には学名と標本
番号の間に性（Male・Female）を加筆。
標本写真以外は撮影者と撮影日を記
載

⑪全て与論島の魚の写真。他水域か
ら採集された魚の写真は一切使用し
ていない。標本の処理と撮影方法は
本村（2009）と Motomura & Ishikawa 
(2013) に準拠
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博 物 館， 鹿 児 島 市．70 pp. Download: 
http://www.museum.kagoshima-u.ac.jp/staff/
motomura/dl.html
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魚類．鹿児島大学総合研究博物館，鹿児
島市・国立科学博物館，つくば市．390 
pp., 883 figs. Download: http://www.museum.
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■ プチフサカサゴ　Sebastapistes fowleri　KAUM–I. 45856, 22.1 mm SL

カサゴ目 フサカサゴ科 マダラフサカサゴ属

プチフサカサゴ
Sebastapistes fowleri
(Pietschmann, 1934)

形態　背鰭 XII, 9 ； 臀鰭 III, 5 ； 胸鰭 15–
16；腹鰭 I, 5；側線上方横列鱗 30–34。 体

側上方の鱗は櫛鱗。 口蓋骨歯はない。 涙

骨下縁には 3 棘あり、 後方棘は下向き。

涙骨側棘はない。 眼下骨棘は 2 本で、 第

1 棘は眼の下方、 2 棘は眼の後方に位置

する。 第 1 眼下骨棘の下方に棘はない。

鼻棘は単尖頭で、 しばしば皮下に埋没す

る。 眼隔域中央隆起、 眼隔棘、 額棘、 お

よび余棘はない。 眼上棘と眼後棘は単尖頭

で、 耳棘より小さい。 後頭窩はなく、 ほぼ

平ら。 後頭域の前後縁に明瞭な隆起線は

ない。 下後側頭棘、 頭頂棘、 上擬鎖骨棘、

主鰓蓋骨上方 ・ 下方棘は単尖頭。

色彩　体色は変異に富む。 色彩における性

的二型は知られていない。

分布　インド ・ 太平洋域に広く分布する。

国内では伊豆半島東岸、 高知県、 大隅諸

島、 琉球列島から標本が得られている。

備考　本項の計数形質の記載は日本産 15
個体に基づく。 本種は口蓋骨歯がないこと

から、 長い間オニカサゴ属に帰属されてい

た。 しかし、 近年はマダラフサカサゴ属で

あると考えられている。 本種は口蓋骨歯が

ないことから、 同歯があるマダラフサカサゴ

属全種から容易に区別されるが、 他にも涙

骨後方棘が下向きであること （同属他種で

は後向き） からも識別される。

　プチフサカサゴの最大体長は 37 mm で、

フサカサゴ科魚類の中で最も小型であり、

体長 18 mm で成熟したメス個体もみつかっ

ている。 これは標準和名プチフサカサゴの

由来でもある。

（本村浩之）
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the Pitcairn Islands. University of Hawai‘i 
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与論島の位置

調査期間

　与論島の魚類調査は 2011 年 8 月か
ら 2014 年 1 月までの 7 回（2011 年 8
月 1 ～ 24 日、10 月 31 日～ 11 月 9 日、
2012 年 4 月 14 ～ 24 日、8 月 11 ～ 24 日、
10 月 20 日～ 11 月 1 日、2013 年 6 月
29 日 ～ 7 月 4 日、2014 年 1 月 20 日
～ 25 日）、合計約 80 日間行われた。
調査隊のメンバーは鹿児島大学総合
研究博物館魚類分類学研究室を中心
に、国立科学博物館、高知大学、三
重大学、神奈川県立生命の星・地球
博物館、広島大学などの研究者や学
生、ボランティアの合わせて延べ 70
名。
　上記期間外にも与論町漁業協同組
のご協力で魚類のサンプル確保を
行った。

調査地

　与論島の沿岸性魚類の主な調査地
点は右図のとおり。淡水魚の調査地
点の詳細は松沼ほか（2012）を参照。

調査方法

　沿岸性魚類の調査は、曳網、スクー
バダイビング（手網・追込網など）、
釣りなど様々な方法で行い、深海性
あるいは沖合に生息する魚類につい
ては深海船釣りや地元の市場調査に
よって標本を確保した。調査風景の
写真は次の頁を参照。
　採集された魚は、博物館と大学に
研究用標本として登録されている。
採集後、DNA 解析用の組織切片を各
個体から採取し、展鰭、写真撮影、
固定作業を行った。その後、固定標
本の形態観察を行い、レファレンス
コレクションや文献との比較検討に
基づいて種の同定を行った。

引用文献
松沼瑞樹・龍野勝志・本村浩之．2012．鹿児

島県与論島で採集された汽水・淡水産魚
類．Nature of Kagoshima，38: 109–114.

与論島内における沿岸性魚類の主な調査地点（深海魚や淡水魚の調査地点は省略）

標本作製のために鹿児島大学与論活性化センターに持ち帰った採集魚類
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大型曳網採集 中型曳網採集 深海釣り採集

浅海釣り採集 深夜の集魚灯採集 深夜の集魚灯採集

タイドプール採集調査 市場調査 採集された魚の展鰭作業

魚類標本の撮影 魚類標本作製作業 魚類標本作製作業



　鹿児島大学与論活性化センターの高橋　肇氏と竹村浩之氏、ヨロンダイビングサービスの竹下

敏夫氏、岩下富孝氏、竹下尚登氏、与論町漁業協同組の酒匂兼峯氏、林　慶子氏、箕作広光氏、

髙野壽師氏、裾分　徹氏、鬼塚祐二氏、与論町役場の龍野勝志氏、山下高明氏、与論町教育委員

会の町岡光弘氏、与論町商工会の岩村中里氏、与論町の港　信介氏、神奈川県立生命の星・地球

博物館魚類ボランティアの内野啓道氏、鹿児島大学大学院連合農学研究科の荻原豪太氏、元鹿児

島大学水産学部の中村千愛氏、オーストラリア博物館の J. Leis 氏、ビクトリア博物館の M. Gomon

氏と D. Bray 氏、南アフリカ水棲生物多様性研究機関の O. Gon 氏、ニュージーランド国立博物館

の C. Struthers 氏、オークランド戦争記念博物館の T. Trnski 氏、琉球大学の栗岩　薫氏、NHK 鹿児

島放送局の川添哲也氏、鹿児島大学水産学部の金出侑佳氏と江口慶輔氏には魚類の採集調査や標

本作製にご協力頂いた。与論町の髙元博志氏、斉藤一司氏、田畑健吉氏、関野裁沢氏には深海籠

漁の漁獲物を提供して頂いた。与論町の町　英八郎氏と阿野忠義氏には採集調査のご協力を頂く

とともに漁獲物の写真を提供して頂いた。与論町の原田洋和氏には魚類の地方名を教えて頂いた。

鹿児島大学水産学部の鈴木廣志氏と鹿児島市の出羽慎一氏には与論島の陸水域に関する情報を提

供していただいた。国立科学博物館の篠原現人氏には所蔵標本を調査する機会を頂いた。大阪市

立自然史博物館の波戸岡清峰氏には Kaupichthys japonicus の記載年とミナミミゾレウツボの国内

での分布についてご助言を頂いた。沖縄美ら島財団の吉野哲夫氏には Plectorhinchus picus の記載

年についてご助言を頂いた。北海道大学大学院水産科学研究院の今村　央氏にはコチ科魚類の同

定にご協力頂いた。国立科学博物館の田城文人氏にはホラアナゴ科魚類の歯列・歯数の種内変異

に関する情報を提供頂いた。沖縄美ら島財団の宮本　圭氏には名護市場産のクロアナゴの標本に

ついての情報を提供頂いた。兵庫県川西市の細川正富氏にはキカイカエルウオの同定についての

助言をいただいた。高知大学大学院の鈴木貴志氏と内藤大河氏には標本の軟 X 線写真を撮影して

頂いた。台湾国立海洋生物博物館の H.-C. Ho 氏には文献の入手にご協力を頂いた。鹿児島大学総

合研究博物館の内村公大氏には与論島の地図を作成して頂いた。神奈川県立生命の星・地球博物

館の高橋里恵氏や鹿児島大学総合研究博物館の高山真由美氏をはじめとする魚類ボランティアの

方々には標本や画像の登録・整理にご協力頂いた。これらの方々に深くお礼申し上げる。

　「与論島魚類多様性調査プロジェクト」は、鹿児島大学総合研究博物館の「鹿児島県産魚類の多

様性調査プロジェクト」、国立科学博物館の「黒潮プロジェクト（浅海性生物の時空間分布と巨大

海流の関係を探る）」、JSPS 科研費（19770067、23570114、23580259、24370041、24501278）、JSPS

アジア研究教育拠点事業「東南アジアにおける沿岸海洋学の研究教育ネットワーク構築」、総合地

球環境学研究所「東南アジア沿岸域におけるエリアケイパビリティーの向上プロジェクト」、鹿児

島大学「奄美群島における生態系保全の教育研究プロジェクト」の援助を受けて実施された。

謝　辞



与論の海（与論町）
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Hagfish

■ ムラサキヌタウナギ　Eptatretus okinoseanus　KAUM–I. 51408, 574.8 mm TL

ヌタウナギ目 ヌタウナギ科 ヌタウナギ属

ムラサキヌタウナギ
Eptatretus okinoseanus
(Dean, 1904)

形態　前列片側舌歯 11–13 ； 後列片側舌

歯 10–12 ； 前列片側癒合舌歯 3 ； 後列片

側癒合舌歯 2；外鰓孔 8；鰓嚢 8。 体は長く、

円筒形で、 尾部後方は側扁する。 腹側に

皮褶をもつ。 肛門は著しく後方に位置する。

体側には粘液孔が体側方向に 1 列に並ぶ。

外鼻孔側縁に 2 対、 口の側部に 1 対の触

髭がある。 眼は皮下に埋没し痕跡的。 導

出鰓管は 8 個の外鰓孔に開く。 口蓋中央

に針状歯を 1 本もつ。 舌があり、 舌上には

2 列の櫛状舌歯がある。 鰭は尾鰭のみで

鰭条を欠く。

色彩　体は一様に暗褐色で、 口、 外鰓孔、

肛門、 および腹側正中線上の皮褶の辺縁

は白い。 白色眼点をもつ。

分布　国外では台湾のみから知られてお

り、 国内では福島県から土佐湾にかけての

太平洋岸、 富山湾および沖縄舟状海盆か

ら標本に基づく記録がある。

備考　本種はヌタウナギ E. burgeri (Girard, 
1855) と類似しているが、 背面に皮褶がな

いこと （ヌタウナギでは淡色の皮褶をもつ）、

外鰓孔が 8 対であること （6 または 7 対）、

体が暗褐色であること （褐色） によって区

別される。

　本種は水深 200 m から 765 m に生息す

る深海性魚類で、 籠漁や底曳網で漁獲さ

れる。 外的刺激を受けると粘液孔から大量

の糸状粘液を分泌する。 本種の生態はほ

とんど知られていないが、 熊野灘沿岸では

秋に成熟した個体が採集されている。

（日比野友亮）
■ ムラサキヌタウナギ　Eptatretus okinoseanus　FRLM 43028, 610.0 mm TL

■ ムラサキヌタウナギ　Eptatretus okinoseanus　KAUM–I. 51408, 574.8 mm TL
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Scyliorhinidae
Cat shark

メジロザメ目 トラザメ科 ヤモリザメ属

ニホンヤモリザメ
Galeus nipponensis
Nakaya, 1975

形態　体は紡錘形で細長く、 頭部は尖る。

体高はやや低く、 胸鰭基底後端の位置で

最大となる。 眼は背側にあり、 腹面からは

見えない。 鼻孔前吻長は眼径より大きい。

背鰭は 2 基。 第 1 背鰭起部は腹鰭基底

後端の直上に位置する。 第 2 背鰭は臀鰭

基底中央の直上よりやや後方に位置する。

尾鰭上葉はやや長く、 先端付近に欠刻が

ある。

色彩　体は焦げ茶色で、 側部中央は淡く、

腹面は白色。 各鰭は濃いこげ茶色。

分布　千葉県以南の太平洋岸沖、 与論島

を含む沖縄諸島周辺、 九州 ・ パラオ海嶺

に分布する。

備考　性的二型があり、 雄の臀鰭は雌より

全長の 2% ほど短い。 卵生。 最大で約 66 
cm まで達する。 深海性で、 水深 250–840 
m に生息する。 与論島では、 延縄漁で水

深 500–600 m で採集された。

（福井美乃）

■ ニホンヤモリザメ　Galeus nipponensis　Male　KAUM–I. 51266, 680.0 mm TL

■ ニホンヤモリザメ　Galeus nipponensis　Young male　KAUM–I. 51267, 582.0 mm TL
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Requiem shark

メジロザメ目 メジロザメ科 メジロザメ属

クロトガリザメ
Carcharhinus falciformis
(Müller & Henle, 1839)

形態　体は紡錘形で細長く、 頭部は尖る。

体高はやや高く、 背鰭起部でもっとも高い。

背鰭は 2 基。 第 1 背鰭は丸みを帯び、 そ

の起部は胸鰭内角より後方につく。 第 1 背

鰭後端は腹鰭起部より前。 第 2 背鰭はひ

じょうに小さい。 第 2 背鰭起部は臀鰭基底

の中央直上にある。 臀鰭がある。 胸鰭は

大きい。 尾鰭上葉は著しく長い。 上顎歯列

数は片側 14 以上。 第 1 背鰭と第 2 背鰭

の間に背中隆起線がある。

色彩　体は黒色。 側部から下方にかけて淡

くなる。 腹部は白色。 臀鰭、 腹鰭および尾

鰭下葉の先端は黒色がかる。

分布　全世界の熱帯 ・ 亜熱帯域に分布す

る。 日本では本州中部太平洋側と琉球列

島に分布する。

備考　通常は外洋域の表層付近から水深

500 m までに生息するが、 稀に沿岸の水

深 18 m 付近に出現する。 胎生。 一度の

出産で 2–14 個体を産出する。 遊泳速度が

速く、 人間を襲うこともある。

（福井美乃）

■ クロトガリザメ　Carcharhinus falciformis　Female　KAUM–I. 51341, 774.0 mm TL
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Hexanchidae
Cow shark

カグラザメ目 カグラザメ科 エドアブラザメ属

エドアブラザメ
Heptranchias perlo
(Bonnaterre, 1788)

形態　体は紡錘形で細長く、 頭部は小さく

吻は尖る。 眼は大きい。 口は下位につく。

下顎には 5 列の大きく櫛状の歯がある。 鰓

孔は 7 対。 背鰭は 1 基で腹鰭の直後にあ

る。 臀鰭がある。 尾鰭の上葉は長く、 先端

付近には欠刻がある。 側線は閉じており、

溝状ではない。

色彩　体は明灰色で、 腹部から下方につれ

て明るくなる。 頭部下方は白色がかる。 背

鰭を除く各鰭の縁辺は白い。 背鰭の先端

は明灰色。 生鮮時、 眼は蛍光のある緑色。

分布　北半球の東太平洋を除く温帯から熱

帯域に分布。 国内では北海道南部から九

州南部の太平洋 ・ 日本海 ・ 東シナ海沿岸、

小笠原諸島および沖縄諸島に分布する。

備考　通常水深 300–600 m に生息するが、

水深 27–1070 m からも記録されている。

与論島では水深 500–600 m、 延縄漁で採

集された。 胎生。 最大 139 cm まで達する。

雄は 75–85 cm で、 雌は 90–105 cm で成

熟する。 硬骨魚類のほか、 頭足類も食す。

（福井美乃）

■ エドアブラザメ　Heptranchias perlo　Male　KAUM–I. 51264, 830.0 mm TL

■ エドアブラザメ　Heptranchias perlo　Female　FRLM 42851, 662.0 mm TL
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Dogfish shark

ツノザメ目 ツノザメ科 ツノザメ属

ツマリツノザメ
Squalus brevirostris
Tanaka, 1917

形態　体は紡錘形で細長く、 頭部は尖る。

口は下位につく。 両顎歯とも主尖頭が幅

広い。 鼻孔前縁の皮弁は短く、 二叉する。

鼻孔前吻長は鼻孔後吻長より短い。 背鰭

は 2 基でそれぞれに発達した棘をもつ。 臀

鰭がない。 胸鰭内角はよく尖る。 胸鰭後端

は、 第 1 背鰭棘起部より前方にある。 尾

鰭に欠刻がない。

色彩　体は暗灰色、 鼻孔から鰓孔下部、

腹部にかけては白色。

分布　日本では青

森県八戸、 千葉県

銚子から九州南岸

の太平洋沿岸、 玄

海灘、 与論島以南

の琉球列島に分布

する。

備考　深海性で水

深 100–640 m で

記 録 さ れ て い る。

与 論 島 で は、 延

縄 漁 に よ り 水 深

500–600 m で採集

された。

（福井美乃）

■ ツマリツノザメ　Squalus brevirostris　Female　KAUM–I. 51268, 994.0 mm TL

■ ツマリツノザメ　Squalus brevirostris　Larva (from KAUM–I. 51268)
　KAUM–I. 51269, 104.9 mm TL
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Squalidae
Dogfish shark

■ トガリツノザメ　Squalus japonicus　Male　KAUM–I. 58553, 557.0 mm TL

■ トガリツノザメ　Squalus japonicus　Male　KAUM–I. 58559, 524.9 mm TL
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Dogfish shark

ツノザメ目 ツノザメ科 ツノザメ属

トガリツノザメ
Squalus japonicus
Ishikawa, 1908

形態　体は紡錘形で細長く、 吻は尖る ； 吻

端から口までの距離は口の幅よりも長い。

口は下位につく。 背鰭は 2 基で発達した棘

をともなう。 臀鰭はない。

色彩　頭部と体は暗灰色で腹面は白色。 尾

鰭縁辺は湾入部からその上方にかけて広

い黒色域があり、 その上下は淡色から白

色。

分布　日本国内では小笠原諸島、 千葉県

以南の南日本太平洋沿岸、 琉球列島、 お

よび東シナ海に分布する。 国外では朝鮮

半島南岸と台湾から知られる。

備 考　 同 定 は White & Iglésias (2011) と

■ トガリツノザメ　Squalus japonicus　Female　KAUM–I. 58821, 669.0 mm TL

波 戸 岡 ほ か （2013a） に よ っ た。 な お、

White & Iglésias (2011) は台湾産の標本

を基に新種 S. formosus を記載し、 波戸岡

（2000） や波戸岡ほか （2013 a） のヒレタ

カツノザメ Squalus sp. 1 を本種に同定して

いる。

　水深 114–835 m に生息する。 与論島で

は沖合の水深 350–600 m から籠漁で採集

された。

（松沼瑞樹）
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Centrophoridae
Gulper shark

ツノザメ目 アイザメ科 アイザメ属

ゲンロクザメ
Centrophorus tessellatus
Garman, 1906

形態　体は中庸で紡錘形。 体高はやや高

く、 腹部は丸みを帯びる。 頭部はやや尖

る。吻は中庸。眼は大きい。背鰭は 2 基で、

それぞれに棘がある。 尻鰭尾鰭上葉は幅

広く、上部に欠刻がある。 鱗は無柄でブロッ

ク状に並ぶ。

色彩　体は明灰色で背中側は濃い色を呈

する。 頭部下方および腹部は白色。 体に

無数の白色点を有する。 両背鰭上部は黒

みがかる。

分布　国内では相模灘と熊野灘、 および与

論島以南の琉球列島に分布する。 国外で

は西沙諸島とハワイ諸島から記録されてい

る。

備考　深海性で水深 260–820 m に生息す

る。 与論島産の標本は釣りで採集された。

（福井美乃）

■ ゲンロクザメ　Centrophorus tessellatus　Female　KAUM–I. 45787, 894.0 mm TL
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Lantern sharks

ツノザメ目 カラスザメ科 カラスザメ属

ホソフジクジラ
Etmopterus brachyurus
Smith & Radcliffe, 1912

形態　体は細長く、 吻端は丸い。 口は下位

につき、 上顎歯は多尖頭で下顎歯は単尖

頭。 背鰭は 2 基で鋭い棘をともなう。 臀鰭

はない。 鱗は棘状で規則的に並ぶ。

色彩　頭部と体は黒褐色。 各鰭は黒褐色

で縁辺にむかうにつれ薄くなる。 腹鰭後方

の腹部側面に黒色斑がある ； 斑紋は前後

に細長い黒色縦線をともなう。 尾鰭の下葉

と上葉に細長い黒色縦線がある。

分布　北西太平洋に分布し、 日本国内では

千葉県以南の南日本太平洋沖、 琉球列島

および沖縄舟状海盆から記録されている。

備考　Last & Stevens (2009) や波戸岡ほ

か （2013b） は本種の分布にオーストラリ

アを含めたが、 Ebert et al. (2011) によれ

ば本種は北西太平洋にのみ分布し、 オー

ストラリアから本種として報告されているも

のは複数の未記載種である。 また、 波戸

岡ほか （2013b） はアフリカ南岸を本種の

分布に含めたが、 アフリカから本種として

報告されたものは Ebert et al. (2011) によ

り新種 E. sculptus として記載された。

　大陸棚斜面の水深 400–915 m に生息し、

与論島からは沖合の水深 500–600 m から

籠漁で採集された。

（松沼瑞樹）

■ ホソフジクジラ　Etmopterus brachyurus　Female　KAUM–I. 58573, 243.9 mm TL
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Etmopteridae
Lantern sharks

ツノザメ目 カラスザメ科 カラスザメ属

フトカラスザメ
Etmopterus princeps
Collett, 1904

形態　体は中庸で太短く、 頭部は丸みを帯

びる。 下顎は丸い。 上顎歯は多尖頭だが、

下顎歯は単尖頭。 背鰭は 2 基。 第 1 背鰭

起部は胸鰭基底後端の直上より後方にあ

る。 第 2 背鰭後端は尾鰭下葉起部に接近

する。 臀鰭が無い。 鱗は列をなし、 表皮は

筋があるようにみえる。

色彩　体は焦げ茶色、 腹部にむかうにつれ

て淡くなる。 各鰭も焦げ茶色で、 縁辺にむ

かうにつれ淡くなる。

分布　国内では熊野灘、 与論島および九

州 ・ パラオ海嶺、 国外では北大西洋とヨー

ロッパ沿岸に分布する。

備考　大陸棚斜面の 567–2,213 m に生息

する。 雄は全長 55 cm で成熟し、 最大全

長 75 cm に達する。 与論島からは初記録

で、 水深 1,000 m から採集された。

（福井美乃）

■ フトカラスザメ　Etmopterus princeps　Female　KAUM–I. 51387, 595.0 mm TL
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Lantern sharks

ツノザメ目 カラスザメ科 カラスザメ属

カラスザメ
Etmopterus pusillus
(Lowe, 1839)

形態　体は中庸で細長く、 吻端は丸い。 口

は下位につき、 上顎歯は多尖頭で下顎歯

は単尖頭。 背鰭は 2 基で鋭い棘をともなう。

臀鰭はない。 鱗は先端が平たく、 整列しな

い。

色彩　頭部と体は黒褐色で、 腹面はさらに

暗い。 各鰭は体と同様に黒褐色で縁辺に

むかうにつれ薄くなる。

分布　ハワイ諸島を含む西太平洋、 インド

洋および大西洋の亜熱帯域から温帯域に

かけて分布する。 国内では北海道から土

佐湾の太平洋岸、 琉球列島、 東シナ海と

九州 ・ パラオ海嶺に分布する。

備考　大陸棚上から大陸棚斜面の 275–
1120 m に生息する。 全長 50 cm ほどま

で成長する。 与論島からは沖合の水深

500–600 m から籠漁で採集された。

（松沼瑞樹）

■ カラスザメ　Etmopterus pusillus　Male　KAUM–I. 58551, 427.1 mm TL
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Somniosidae
Sleeper sharks

ツノザメ目 オンデンザメ科 ユメザメ属

ユメザメ
Centroscymnus owstonii
Garman, 1906

形態　体は中庸で細長い。口は下位につく。

下顎歯は強く側方に傾く。 背鰭は 2 基で、

微小ながら棘がある。 第 1 背鰭起部は胸

鰭基底後端より後ろにつく。 第 2 背鰭は第

1 背鰭より大きい。 第 2 背鰭起部は腹鰭基

底後端より後ろに位置する。 臀鰭が無い。

躯幹部腹側縁辺に隆起線がある。 鱗は小

さい。

色彩　体は焦げ茶色。 各鰭も焦げ茶色で、

縁辺にむかうにつれ淡くなる。

分布　世界ではオーストラリア南岸、 ペルー

中部沖、 メキシコ湾、 北東 ・ 南大西洋に

分布する。 国内では千葉県以南の南日本、

伊豆諸島、与論島、八重山諸島に分布する。

備考　水深 500–1,400 m の大陸斜面に生

息する。 与論島では 750–820 m で採集さ

れた。 最大で全長 1.2 m に達する。 胎生。

一回で 30 個体ほどの子を産む。

（福井美乃）

■ ユメザメ　Centroscymnus owstonii　Female　KAUM–I. 51402, 341.0 mm TL
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Sleeper sharks

ツノザメ目 オンデンザメ科 ビロウドザメ属

ビロウドザメ
Zameus squamulosus
(Günther, 1877)

形態　体は中庸で細長い。口は下位につく。

下顎縫合歯はほぼ対称。 第 1 背鰭と第 2
背鰭の大きさはほぼ等しい。 第 1 背鰭起

部は胸鰭後端より後方につく。 第 2 背鰭起

部は腹鰭基底後端直上よりやや後方につ

く。 後縁の傾斜はゆるやか。 臀鰭が無い。

尾鰭上葉に幅広で、 先端付近に浅い欠刻

がある。 鱗に助状隆起がある。

色彩　体はすべて黒色。 尾鰭後方にかけ

てやや淡い茶色になる。

分布　世界ではサハリン両岸、 オホーツク

海、 チュクチ海、 バーリング海からカリフォ

ルニア南部の太平洋沿岸、 南西太平洋に

分布する。 日本では北海道から高知、 お

よび与論島に分布する。

備考　通常水深 400–900 m に生息するが、

最浅で 27 m、 最深で 2,000 m からも記録

されている。 与論島では水深 750–820 m
から採集された。

　最大 84 cm まで達する。 雄は 49–51 cm
で、 雌は 59 cm で成熟する。

（福井美乃）

■ ビロウドザメ　Zameus squamulosus　Female　KAUM–I. 51392, 483.9 mm TL
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Megalopidae
Tarpon

カライワシ目 イセゴイ科 イセゴイ属

イセゴイ
Megalops cyprinoides
(Broussonet, 1782)

形 態　 背 鰭 16–20 ； 臀 鰭 23–31 ； 胸 鰭

15 ； 腹鰭 10–11 ； 側線上方横列鱗 6 ； 側

線下方横列鱗 8 ； 縦列鱗 30–40 ； 鰓条骨

23–27 ； 第 1 鰓弓上枝鰓耙 15–17 ； 第 1
鰓弓下枝鰓耙 31–35 ； 第 1 鰓弓総鰓耙

46–52 ； 脊椎骨 66–70。 体は細長い楕円

形で側扁し、 体高はやや高く、 背鰭起部付

近で最大となる。 背鰭の最後の軟条は糸

状に伸長する。 胸鰭の後端は背鰭起部直

下に達しない。 胸鰭および腹鰭の起部に腋

鱗を備える。 臀鰭起部は背鰭基底後端直

下よりわずかに後方に位置する。 臀鰭基底

は背鰭基底より長い。 体側鱗は大きく、 円

鱗。 側線を有する。 口は端位で大きく、 そ

の後端は瞳孔の後縁を越える。 喉板を有

する。 下顎は上顎よりわずかに突出する。

色彩　頭部背面および体背面は暗緑色。

頭側面上部および体側面上部は一様に緑

がかった銀色。 体側面から体腹面は一様

に銀色。 背鰭および尾鰭の各軟条は緑が

かった黒色であるが、 鰭膜は無色透明。

胸鰭、 腹鰭および臀鰭の各軟条は白色。

分布　紅海、アフリカ東岸からソシエテ諸島、

オーストラリア、 台湾、 朝鮮半島南岸に至

るインド ・ 太平洋の暖海域に分布する。 国

内では新潟県以南の日本海 ・ 東シナ海沿

岸、 青森県八戸以南の太平洋沿岸および

琉球列島から知られる。

備考　成魚は主に沿岸の浅海域に生息す

る。 広塩性で、 また鰾を用いて空気呼吸

を行うことが可能なため低酸素に強く、 幼

魚を中心に汽水域や淡水域にも侵入する。

主に魚類や甲殻類を餌とする。 本種はレプ

トセファルス型幼生期を経る。 二叉した尾

鰭を有する特徴的なレプトセファルス型幼

生として体長 30 mm 程度まで成長し、 そ

の後体長 20 mm 未満まで収縮した後に変

態し、 成魚に似た体形となり、 再び体長を

増す。

（畑　晴陵）

■ イセゴイ　Megalops cyprinoides　KAUM–I. 39852, 90.4 mm SL

■ イセゴイ　Megalops cyprinoides　KAUM–I. 39852, 90.4 mm SL
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Spaghetti eel

ウナギ目 ハリガネウミヘビ科 ハリガネウミヘビ属

トビハリガネウミヘビ
Moringua javanica
(Kaup, 1856)

形態　総脊椎骨 154 ； 肛門前脊椎骨 101 ；

肛門前感覚孔 99。 鰓孔における体高は全

長の 1.4%。体はきわめて細長く、円筒形で、

尾部後方はわずかに側扁する。 尾部は短

く、 肛門は体中央よりはるかに後方に位置

する。 頭部は小さい。 吻は比較的鈍く、 そ

の先端は下顎先端を越えない。 下顎は太く

先端は鈍い。 唇に遊離縁がない。 前鼻孔

は管状で短く、 その長さは眼径と同程度。

後鼻孔は眼の直前に開口し、 周縁にごく短

い皮弁をもつ。 眼はひじょうに小さい。 口

裂の後端は眼の後縁を越える。 歯はすべ

て鋭い円錐歯。 両顎歯と鋤骨歯は各 1 列

で、 後方の鋤骨歯は両顎歯に比べ小さい。

下顎歯は前端付近でやや大きく、 後半では

小さい。 上顎間歯は主上顎骨歯に比べや

や大きく、上唇内側に沿って円弧状に並ぶ。

鰓孔はやや大きく、 体側下部に開口する。

頭部感覚孔を欠く。 側線感覚孔は小さく不

明瞭であるがほぼ完全で、 尾部後端付近

まで達する。 背鰭、 臀鰭はきわめて低く、

尾部後半部より始まり尾鰭と連続する。 胸

鰭は鰓孔直後に位置し、 痕跡的できわめ

て小さい。

色彩　体背側は暗褐色で尾部後方に向かう

につれ淡くなり黄褐色となる。 腹側は暗紫

色で銀色の光沢をもつ。 頭部はやや赤み

を帯びる。 背鰭、 臀鰭および尾鰭は黄色。

分布　インド ・ 西太平洋とミクロネシア、 マ

ルケサス諸島に分布する。 国内では与論

島を含む琉球列島に分布する。

備考　本項は与論島産の標本に基づき、

同定および分布情報は波戸岡 （2013） に

よった。 波戸岡 （2013） は本種の日本で

の分布は再検討を要するとしたが、 今回の

調査により国内での分布を裏付ける標本が

採集された。

　本種のタイプ標本はシンタイプであると考

えられてきたが、 実際には単一の標本に基

づいている可能性があり、現在著者らによっ

て研究が行われている。

　日本沿岸からは本種の他にハリガネウミ

ヘビ M. microchir Bleeker, 1853 とセグロ

ハリガネウミヘビ M. bicolor Kaup, 1856
の 2 種が知られているが、 ハリガネウミヘ

ビとは総脊椎骨数が 153–160 であること

（105–113）、 肛門前感覚孔数が 99–101
であること （63–64）、 体高が全長の 1.4%
以下であること （2.0% 以上） などによって、

セグロハリガネウミヘビとは総脊椎骨数が

153–160 であること （147–148） および頭

長は全長の 5.3–6.3% であること （7.1%）

によって区別される。

（日比野友亮）

■ トビハリガネウミヘビ　Moringua javanica　KAUM–I. 55138, 446.4 mm TL
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Chlopsidae
False morays

ウナギ目 イワアナゴ科 イワアナゴ属

クロヒゲイワアナゴ
Kaupichthys atronasus
Schultz, 1953

形態　総脊椎骨 113 ； 臀鰭前脊椎骨 30 ；

胸鰭 11。 体は長く、尾部では強く側扁する。

尾部は長く、 肛門は体中央よりはるかに前

方に位置する。 吻は長く、 その長さは眼径

の約 3 倍で、 吻端は鈍い。 吻、 下顎、 眼

の周縁、 唇に絨毛状皮弁を多数もつ。 口

は亜端位で、 唇に遊離縁がない。 前鼻孔

は管状で極めて短い。 後鼻孔は眼の直前

下方で腹側方向に開口し、 その外側に皮

弁をもつ。 眼は大きい。 口裂の後端は眼

の後縁を越える。 主上顎骨歯は 2 列で、

内列歯は外列歯に比べて長い。 上顎間歯

は密生し、 鋤骨直前の 4 本は大きい。 鋤

骨歯は 2 列で、 両列間は完全に分離する。

下顎歯は前端部で 3 列をなすが他は 2 列

で、 内列歯の長さは外列歯の 2 倍程度。

眼隔域中央は溝状に窪む。 鰓孔は小さく、

円孔状。 頭部感覚孔は、 眼上感覚孔が 3
個、 眼下感覚孔が 4 個、 下顎 ― 前鰓蓋

感覚孔が 5 個で、 上側頭感覚孔、 眼窩間

感覚孔を欠く。 側線は不完全で、 側線感

覚孔は 1 個のみ鰓嚢部後方にある。 体側

中線上に微小孔器をもち、 尾部後端まで連

続する。 背鰭および臀鰭は高く、 背鰭始部

は胸鰭後端直上に位置する。 背鰭、 臀鰭、

尾鰭は連続する。 胸鰭は大きく、 鰓孔直後

に位置する。

色彩　体はほぼ一様に白色で、 体側に雀

斑状の褐色不定形斑紋を多数もつ。 側中

線上の微小孔器は褐色で顕著。 前鼻孔と

その周縁は明瞭な黒褐色で、 眼の周辺も

他の斑紋に比べて濃い。 鰭はほぼ無色。

分布　紅海を含むインド洋と、 インドネシア

からフィジーに至る太平洋の熱帯域に広く

分布する。 国内では奄美群島の喜界島と

与論島のみから知られる。

備考　本種は与論島から採集された標本

（写真） に基づき、 日比野 ・ 木村 （2013）

によって日本沿岸からの 2 番目の記録とし

て報告された。

（日比野友亮）

ウナギ目 イワアナゴ科 イワアナゴ属

イワアナゴ
Kaupichthys japonicus
Matsubara & Asano, 1959

形態　総脊椎骨 113 ； 臀鰭前脊椎骨 25–
26；胸鰭 14。 体は長く、 尾部では強く側扁

する。 肛門は体中央よりはるかに前方に位

置する。 吻は長く、吻端は鈍い。 吻、下顎、

眼の周縁、 唇および眼隔域に絨毛状皮弁

を多数もつ。 唇に遊離縁がない。 前鼻孔

は管状で短い。 後鼻孔は眼の直前下方に

開口し、 その外側に皮弁をもつ。 主上顎骨

歯は前方では 3 列で、 後方では 2 列。 最

内列歯は外列歯に比べて長い。 上顎間歯

は密生し、 鋤骨直前の数本は大きい。 鋤

骨歯は 2 列で、 両列間は完全に分離する。

下顎歯は前端部で 4 列、 後方で 3 列。 鰓

孔は円孔状。 頭部感覚孔は、 眼上感覚孔

が 3 個、 眼下感覚孔が 4 個、 下顎 ― 前

鰓蓋感覚孔が 6 個で、 上側頭感覚孔、 眼

窩間感覚孔を欠く。 側線は不完全で、 側

線感覚孔は 2 個のみ鰓嚢部後方にある。

頭部には微小孔器が密集し、側中線に沿っ

て尾部後端まで連続する。 背鰭始部は胸

鰭基部直後に位置する。 胸鰭は大きい。

色彩　体はほぼ一様に茶褐色で、 腹側は

やや淡い。 頭部感覚孔および側線感覚孔

は白色で明瞭。 背鰭、 臀鰭の後端および

尾鰭は淡褐色。

分布　少なくとも南シナ海 （台湾南部） に

分布し、 国内では奄美群島の徳之島と与

論島のみから知られる。

備考　本種は与論島から採集された標本

（写真） に基づき、 日比野 ・ 木村 （2013）

によって日本沿岸からの成魚の 2 番目の

記録として報告された。

　本種を K. diodontus Schultz, 1943 （タイ

プ産地 ： サモア諸島） や K. hyoproroides 
Strömman, 1896 （タイプ産地 ： 北大西洋、

バハマ沖） の新参異名とする意見もあるが、

Tighe in Randall & Lim (2000) が南シナ海

から根拠を明示せずに有効種 K. japonicus
として報告し、 波戸岡 （2013） も K. japo-
nicus を採用していることなどから、 本項で

はイワアナゴの学名を K. japonicus とした。

　 日 比 野 ・ 木 村 （2013） は Eschmeyer
（2013） にしたがい本種の原記載の公表日

を 1960 年 1 月 12 日としたが、 実際には

前刷りが 1959 年 12 月 30 日付で発行さ

れていることから （波戸岡氏、 私信）、 国

際動物命名規約の公表の日付に関する条

21.8 にしたがい本種の記載年を 1959 年と

した。

（日比野友亮）

■ クロヒゲイワアナゴ　Kaupichthys atronasus　KAUM–I. 55159, 62.4 mm TL

■ イワアナゴ　Kaupichthys japonicus　KAUM–I. 55154, 140.3 mm TL

■ イワアナゴ　Kaupichthys japonicus　KAUM–I. 55157, 82.0 mm TL
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Moray eels

ウナギ目 ウツボ科 アラシウツボ属

クモウツボ
Echidna nebulosa
(Ahl, 1789)

形態　総脊椎骨 119–127。 鰓孔における

体高は全長の 4.3–7.1%。 体は長く、 全体

にやや側扁する。 肛門は体中央よりわず

かに前方に位置する。 吻は丸く短い。 両顎

歯は鈍く 1 列に並び、 鋤骨歯は大小さまざ

まな歯が混在し幅広い歯帯をなす。 前上顎

骨板の歯には性的二型がみられ、 雌では

他の歯と同様に臼歯状であるが、 雄では

鋭く、 鋸歯縁をもつ。 背鰭始部は鰓孔直上

か、 またはそれより前方に位置する。

色彩　地色は白から淡褐色で、 腹側の方

■ クモウツボ　Echidna nebulosa　FRLM 43031, 500.5 mm TL

■ クモウツボ　Echidna nebulosa　KAUM–I. 39706, 154.9 mm TL
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ウナギ目 ウツボ科 ゼブラウツボ属

ゼブラウツボ
Gymnomuraena zebra
(Shaw, 1797)

形態　総脊椎骨 129–139。 鰓孔における

体高は全長の 4.8–6.7%。 体は長く、 全体

にやや側扁する。 肛門は体中央よりはるか

に後方に位置する。 頭部は小さいが後頭

部は隆起し、吻はきわめて短く吻端は鈍い。

歯は臼歯状で、 両顎歯は 2–3 列、 鋤骨歯

は 5–6 列の歯帯をなす。 背鰭は低く不明

瞭で、 その始部は鰓孔直上よりはるかに後

方に位置する。

色彩　暗褐色の地色に、 白色から淡黄色

の細い横帯を多数もつ。

分布　インド ・ 太平洋に広く分布する。 国

内では小笠原諸島、 伊豆諸島、 屋久島以

南の大隅諸島および琉球列島から標本に

基づく記録がある。

備考　サンゴ礁域の浅所に生息し、 少なく

とも全長 1 m になる大型種。

（日比野友亮）

■ ゼブラウツボ　Gymnomuraena zebra　KAUM–I. 41110, 650.0 mm TL

が淡い。 黄色の縁取りをもつ黒色の不定形

の斑紋が 2–3 列あり、 その中に 1 個また

は複数の黄色点を含む。 斑紋間には黒色

斑が散在する。 眼の虹彩と前鼻孔は橙色。

分布　インド ・ 太平洋に広く分布する。 国

内では和歌山県以南の南日本から標本に

基づく記録がある。

備考　礁湖や浅海岩礁域に生息し、 全長

70 cm を越える中型種。

（日比野友亮）
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ウナギ目 ウツボ科 ウツボ属

ハワイウツボ
Gymnothorax berndti
Snyder, 1904

形態　総脊椎骨 130–139。 体は延長し、

やや側扁する。 背鰭起部は鰓孔直上より

前方に位置する。 肛門は体中央にある。

吻は長く、 やや尖る。 前鼻孔は管状で、

吻端に位置する。 歯は鋭く、 切縁に鋸歯を

もたない。 前上顎骨の歯は互いによく離れ

る。 前上顎骨中央部の歯、 主上顎骨歯は

1 列。 鋤骨歯は他の歯に比べ小さく鈍い。

色彩　体は淡色で頭部を除く体側全体が黄

色がかる。 頭部に黒色斑点が散在する。

体側には約 30 本の不規則な黒色横帯が

はいる。 眼の虹彩は黄色。

分布　西インド洋と太平洋に分布する。 国

内では静岡県、 和歌山県、 琉球列島およ

び尖閣諸島から記録されている。

備考　ハワイウツボはオキノシマウツボ G. 
ypsilon Hatooka & Randall, 1992 と 色 彩

が酷似するが、 後者は頭部が一様に褐色

で黒色斑をもたない、 体側に走る横帯の幅

がやや太く一様であることなどから容易に

識別される。

　与論島産の標本は水深 200–700 m から

深海籠漁で漁獲された。

（田代郷国）

■ ハワイウツボ　Gymnothorax berndti　KAUM–I. 56954, 580.0 mm TL
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ウナギ目 ウツボ科 ウツボ属

ミナミウツボ
Gymnothorax chilospilus
Bleeker, 1864

形態　総脊椎骨 124–136。 鰓孔における

体高は全長の 5.0–5.6%。 体は長く、 全体

に側扁する。 肛門は体の中央か、 または

それよりわずかに前方に位置する。 吻長は

中庸で吻端はいくらか鈍い。 両顎歯は鋭く

扁平で、 大きな三角形を呈する。 やや粗に

並び 1 列であるが、 雌では主上顎骨歯の

前方は 2 列。 前上顎骨板の中央部は 1 列

で両顎歯より大きい。 鋤骨歯は小さく 1 列。

背鰭始部は鰓孔直上よりはるかに前方に

位置する。

色彩　褐色の地色に不明瞭な暗褐色横帯

をもつ。 頭部感覚孔は白く縁取られる。

分布　インド ・ 太平洋に広く分布する。 国

内では伊豆諸島と高知県以南の南日本か

ら標本に基づく記録がある。

備考　本州周辺に分布するウツボ G. kida-
ko (Temminck & Schlegel, 1847) に 類 似

するが、 本種の臀鰭には明瞭な白色の縁

取りがないこと （ウツボではある）、 両顎の

頭部感覚孔の周囲は白く縁どられること（縁

取りはない） によって区別される。

　本種はサンゴ礁域の浅所でみられ、 全長

30 cm 程度の小型種。

（日比野友亮）

■ ミナミウツボ　Gymnothorax chilospilus　KAUM–I. 40093, 283.4 mm TL

ウナギ目 ウツボ科 ウツボ属

シマウツボ
Gymnothorax enigmaticus
McCosker & Randall, 1982

形態　総脊椎骨 126–134。 鰓孔における

体高は全長の 4.3–6.7%。 体は長く、 全体

に側扁する。 肛門は体中央より前方に位

置する。 吻端はいくぶん尖る。 両顎はわず

かに湾曲する。 歯は鋭い円錐歯で、 その

切縁は滑らか。 両顎歯、鋤骨歯ともに 1 列。

前上顎骨板の歯は大きく犬歯状。 背鰭は

低く、 その始部は鰓孔直上より前方にある。

色彩　濃褐色または黒色の輪状横帯を

17–21 本もつ。 尾部後端は通常この横帯

がないが、 稀にあることもある。 地色は幼

魚では白から淡黄色であるが成長とともに

褐色になる。

分布　紅海とハワイ諸島をのぞくインド ・ 太

平洋に分布する。 国内では屋久島以南の

大隅諸島と琉球列島から標本に基づく記録

がある。

備考　本種はクラカケウツボ G. ruepelli 
(McClelland, 1844) と形態や色彩が類似し

ているが、 左右の横帯が腹面でつながるこ

と （クラカケウツボでは躯幹部腹面では通

常つながらない）、 口角に黒斑がないこと

（ある）、尾部後端は通常黒くないこと（黒い）

によって区別される。 全長 60 cm になる中

型種。

（日比野友亮）

■ シマウツボ　Gymnothorax enigmaticus　KAUM–I. 46119, 79.6 mm TL
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ウナギ目 ウツボ科 ウツボ属

ゴマウツボ
Gymnothorax flavimarginatus
(Rüppell, 1830)

形態　総脊椎骨 131–140。 鰓孔における

体高は全長の 5.0–9.1%。 体は長く、 全体

に側扁する。 肛門は体の中央よりわずかに

前方に位置する。 歯は鋭い。 主上顎骨歯

は小さな歯が比較的密に 1 列をなし、 その

内側に数本の大きな歯が並ぶ。 前上顎骨

歯は大小の歯が混在し、 不規則な 2 列を

なすが、 前上顎骨板中央部では数本の歯

が 1 列で並ぶ。 鋤骨歯は 1 列。 下顎歯は

前方では 2 列で内側に数本の大きな歯をも

つが他は 1 列。 背鰭始部は肛門直上より

前方に位置する。

色彩　地色は全体に黄褐色で、 頭部前方と

尾部後方は暗紫色から暗褐色。 体全体に

暗褐色の小斑点が密に分布する。 眼の虹

彩は橙色で、 鰓孔周辺は黒色斑となりよく

目立つ。 背鰭、 臀鰭の後方と尾鰭の辺縁

は黄緑色。

分布　インド ・ 太平洋に広く分布する。 国

内では伊豆諸島、 小笠原諸島と、 高知県

以南の南日本から標本に基づく記録があ

る。

備考　全長 1.2 m に達する大型種で、 サン

ゴ礁の浅所から比較的深い場所まで生息

する。

（日比野友亮）

■ ゴマウツボ　Gymnothorax flavimarginatus　KAUM–I. 51195, 414.7 mm TL

■ ゴマウツボ　Gymnothorax flavimarginatus　KAUM–I. 51195, 414.7 mm TL

■ シマウツボ　Gymnothorax enigmaticus
　KAUM–I. 46119, 79.6 mm TL
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ウナギ目 ウツボ科 ウツボ属

スズランヒメウツボ（新称）
Gymnothorax fuscomaculatus
(Schultz, 1953)

標本　KAUM–I. 55132、 全長 148.4 mm、

鹿児島県大島郡与論町前浜沖 （北緯 27
度 01 分 13 秒、東経 128 度 26 分 26 秒）、

水深 12–15 m、2013 年 7 月１日、タモ網、T. 
Trnski,・C. Struthers・J. Leis・D. Bray・M. 
Gomon ・ O. Gon ・ 本村浩之 ・ 吉田朋弘 ・

田代郷国。

形態　体各部位の全長に対する割合は、

背鰭前長 40.6%、 肛門前長 45.8%、 頭

長 12.4%、 肛門における体高 5.1%、 鰓

孔における体高 5.7%。 体各部位の頭長に

対する割合は、 背鰭前長 320.2%、 口裂

長 37.3%、 吻長 17.6%、 眼径 12.4%、 両

眼間隔 17.2%、 鰓孔径 5.3%。 総脊椎骨

117、 背鰭前方脊椎骨 37、 臀鰭前方脊椎

骨 46。

　体は伸長し、 側扁する。 背鰭起部は鰓孔

よりかなり後方に位置し、 背鰭前長は頭長

の 3 倍以上。 肛門は体の中央よりやや前

方に位置する。 臀鰭起部は肛門直後に位

置する。 頭部背面は緩やかに曲がり、 額

はやや隆起する。 吻は短く、丸みを帯びる。

前鼻孔は管状で、長さは眼径とほぼ等しい。

後鼻孔は眼の直上にある。 眼は口裂中央

に位置する。 口は完全に閉じることができ、

上顎は下顎より突出する。 頭部側線管は

明瞭で、 開口数は左右で等しい。 眼上管

の開口数は 3 で、 最前端のものは前鼻孔

の前下方に、 最後端のものは前鼻孔と後

鼻孔の中間に位置する。 眼下管の開口数

は 4 で、 前鼻孔の後下方から眼後端の垂

直下方にかけてほぼ等間隔に並ぶ。 下顎

管の開口数は 6。 鰓嚢上にある側線管の

開口数は 2 で、 体側中央より上方に位置

する。 側線管の後方に、 開口部の不明瞭

な側線孔が 1 直線に並び、 尾部後端に達

する。

　歯はほとんどが鈍い。 前上顎骨歯は鋸

歯縁のない大きな円錐歯で、 全部で 14
本。 中央部に 2 本の歯が並び、 後方の歯

は前方のものより長く鋭い。 主上顎骨歯は

2 列で小さく、 歯列長は等しい。 外列歯は

11–12 本で小さく鈍い。 内列歯は 8–11 本

で長さは外列歯の約 2 倍で細長く、 先端は

やや尖る。 鋤骨部には大きな 5 本の歯が

１列に並び、 歯列長は主上顎骨の歯列長

と等しい。 下顎前端部には大きく鈍い歯が

11 本並び、 その内側に同型の歯が 4 本あ

る。 前端部から後方に向かって片側 14 本

の小さく短い歯が 1 列に並ぶ。

色彩　体と鰭は茶褐色で体前方は濃く、 後

方に向かうにつれて褐色が薄れ黄色味を

帯びる。 頭部下面と腹部は黄色味を帯び

た白色。 頭部後方から尾鰭にかけて輪郭

の不明瞭な暗褐色斑が散在し、 体後方に

向かって斑は鮮明になる。 眼上管、 眼下

管および下顎管の開口部周辺は白く縁取ら

れ、 後方のものほど白色域は大きくなる。

眼の周辺は白く、 第 3 眼下管の白色域と

つながる。 眼の虹彩は黄色に垂直な黒色

帯が入り、 その幅は瞳孔径とほぼ等しい。

分布　本種はインド洋（コモロ諸島、セーシェ

ル、 チャゴス諸島、 西オーストラリア） と太

平洋 （ハワイ諸島、 ジョンストン島、 ピトケ

アン諸島、 ツアモツ諸島、 ライン諸島、 クッ

ク諸島、 ギルバート諸島、 マーシャル諸島、

サモア、トンガ、ニューカレドニア、チェスター

フィールド諸島、西パプア、フィリピン、台湾、

与論島） の島嶼域から広く報告されている。

　与論島産の 1 標本は本種の日本からの

初めての記録である。

■ スズランヒメウツボ　Gymnothorax fuscomaculatus　KAUM–I. 55132, 148.4 mm TL
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備考　与論島から得られた 1 標本は背鰭

起部が頭部より著しく後方に位置する、 全

脊椎骨数 117、 背鰭前方脊椎骨数 37、

臀鰭前方脊椎骨数 46、 体側に輪郭の不

明瞭な暗褐色斑をもつなどの特徴が G. 
fuscomaculatus の原記載および Böhlke & 
Randall (2000) の記載とよく一致した。

　 ウ ツ ボ 属 Gymnothorax の 中 で 背 鰭

前 長 が 頭 長 の 2 倍 以 上 で あ る の は G. 
fuscomaculatus と G. marshallensis 
(Schultz,1953) の 2 種のみである（McCos-
ker & Rosenblatt, 1975）。 Gymnothorax 
fuscomaculatus は 後 者 と 比 較 し て、 体

側後方に不明瞭な暗褐色斑が散在するこ

と （G. marshallensis では暗褐色斑がな

く、 体色は一様に淡い）、 全脊椎骨数が

112–122 であること （後者では 132） など

から識別される。

　Schultz(1953) は上記 2 種をはじめて記

載し、 他のウツボ属に比べ背鰭起部が著し

■ スズランヒメウツボ　Gymnothorax fuscomaculatus　KAUM–I. 55132, 148.4 mm TL

く後方に位置することから両種を Rabula 属

とした。 その後、 McCosker & Rosenblatt 
(1975) は Rabula 属の再検討を行い、 本

属の記載に用いられた R. davisi Fowler, 
1912 のホロタイプが背鰭前部を欠いた奇

形の G. mordax (Ayer, 1859) であることを

標本の X 線写真より明らかにし、 Rabula
属を Gymnothorax 属の新参異名とした。

その際、 彼らは G. fuscomaculatus と G. 
marshallensis の 両 種 に 関 し て も 検 討 を

行ったが、 背鰭の位置が異なることを除き

ウツボ属との相違はみられなかった為、 両

種をウツボ属として扱った。

　本種は小型のウツボ属魚類であり、 標本

に基づく最大全長は 198 mm。本報告は G. 
fuscomaculatus の日本における初めての

記録となる。 本種の口周辺の鈴なりに配列

する白色斑と小型種であることに因み新標

準和名スズランヒメウツボを提唱する。

（田代郷国 ・ 日比野友亮 ・ 本村浩之）■ スズランヒメウツボの歯　KAUM–I. 55132,
148.4 mm TL

ウナギ目 ウツボ科 ウツボ属

ミナミミゾレウツボ
Gymnothorax intesi
(Fourmanoir & Rivaton, 1979)

形態　総脊椎骨 147–163。 鰓孔における

体高は全長の 6.4% ； 肛門における体高

は全長の 4.5%。 体は長く、 全体に側扁

し、 尾部は先端に向かうにつれて著しく細く

なる。 肛門は体中央よりわずかに後方に位

置する。 吻はやや短く、 吻端は鈍い。 吻

端は下顎先端をわずかに越える。 前鼻孔

は管状で、 吻端にある。 後鼻孔は眼の前

縁上方に開き、 孔状で辺縁にごく短い皮弁

をもつ。 口は大きく、 口裂後端は眼の後縁

をはるかに越える。 上顎はほとんど湾曲せ

ず、 下顎はわずかに湾曲する。 両顎歯お

よび前上顎骨歯は明瞭な鋸歯状縁をもつ。

主上顎骨歯、 下顎歯は扁平でやや後方に

湾曲した犬歯状歯で、 ともに 1 列をなし、

下顎歯は前端部で大きい。 前上顎骨板中

央には歯をもたず、 鋤骨では小歯が 1 列

をなす。 背鰭はやや高く、 その始部は鰓孔

直上より明らかに前方に位置する。

色彩　体は褐色の地色で、 頭部から躯幹

部にかけての腹側では淡褐色。 体側、 背

■ ミナミミゾレウツボ　Gymnothorax intesi　KAUM–I. 58557, 703.0 mm TL
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■ シンジュウツボ　Gymnothorax margaritophorus　KAUM–I. 55163, 52.1 mm TL

鰭および臀鰭に淡黄色の不定形斑紋をも

ち、 その密度は頭部でもっとも高く、 尾部

先端に向かうにつれ斑紋は小さくなり、 密

度も低くなる。 吻および下顎では細かい斑

紋が密集する。 口腔内にも斑紋をもつ。 頭

部感覚孔および鰓孔は目立った縁取りをも

たない。 背鰭、 臀鰭および尾鰭の辺縁は

白色で縁取られる。 眼の虹彩は暗黄色で

無斑。 鮮時には全体的に黄色みを帯びて

いたが冷凍後解凍すると褪色した。

分布　西太平洋に広く分布する （Smith, 
2012）。 国内では、 紀伊半島および琉球

列島から記録がある。 与論島産の標本は

鹿児島県における本種の初記録。

備考　本項の計数形質の変異幅は波戸岡

（2013） にしたがい、 他の記載および色彩

は与論島産標本に基づく。 本種はミゾレウ

ツボ G. neglectus Tanaka, 1911 と類似す

るが、総脊椎骨数が 147–163 と多いこと（ミ

ゾレウツボでは 141–143）、 体側の斑紋は

隣り合うものが連続して不定形斑紋をなす

こと （斑紋は連続せず点状で小さい） など

によって区別される。

　本種は沿岸のやや深所に生息し、 本標

本は与論島南東沖の水深 300–350 m で

行われた籠漁によって採集された。 全長 1 
m 程度になる大型種。 波戸岡 （2013） で

示された分布には誤りがある （波戸岡氏、

私信）。

（日比野友亮）

■ ミナミミゾレウツボ　Gymnothorax intesi　KAUM–I. 58557, 703.0 mm TL
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ウナギ目 ウツボ科 ウツボ属

シンジュウツボ
Gymnothorax margaritophorus
Bleeker, 1864

形態　総脊椎骨 123–133。 鰓孔における

体高は全長の 4.3–5.6%。 体は長く、 全体

にやや側扁する。 肛門は体中央より前方

に位置する。 前上顎骨には長く細いやや湾

曲した歯と小円錐歯が交互に並び、 前上

顎骨板中央部の歯は最大。 主上顎骨歯は

2 列で、 外列は小歯が近接して並び、 内

列は細長い歯が数本ある。鋤骨歯は小さく、

1 列。 下顎には前方に 3 対の細長い歯が

あり、 後方では小歯が 1 列をなす。 鰓嚢

部腹側面に皺がある。 側線感覚孔は背鰭

始部付近に明瞭な 2 個があり、 頭部と体

側中央に微小孔器が多数存在する。 背鰭

始部は鰓孔直上より前方に位置する。

色彩　体は褐色の地色で、 腹側は淡い。

体全体に淡褐色から黄色の横帯をもち、 後

頭部と躯幹部前方の背側に 2–10 個程度

の黒褐色の縦帯状斑をもつが、 幼魚では

無紋であり、 縦帯状斑は成長にともない不

明瞭になる。 下顎は淡褐色で、 幼魚では

白色。 鰓嚢部腹側面の皺は暗褐色。 吻の

頭部感覚孔は黒褐色で縁取られる。 頭部

背面に 1 白色縦線をもつが成長につれて

不明瞭になる。 眼の虹彩は褐色。 背鰭、

臀鰭の後半と尾鰭の辺縁は不明瞭な淡黄

色。

分布　ハワイ諸島を除くインド ・ 太平洋に分

布する。 国内では小笠原諸島と琉球列島

から標本に基づく記録がある。

備考　サンゴ礁域の浅所に生息する。 全長

70 cm になる中型種であるが、 40 cm 以

上は稀。 ダイバーによる観察例は少ない。

（日比野友亮）

■ シンジュウツボ　Gymnothorax margaritophorus　KAUM–I. 47834, 149.5 mm TL
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■ シンジュウツボ　Gymnothorax margaritophorus　KAUM–I. 55032, 176.0 mm TL

ウナギ目 ウツボ科 ウツボ属

ワカウツボ
Gymnothorax meleagris
(Shaw, 1795)

形態　総脊椎骨 119–130。 肛門における

体高は全長の 5–8%。 体は長く、 全体に

側扁する。 肛門は体の中央より前方に位

置する。 両顎はいくぶん湾曲する。 歯は鋭

い。 主上顎骨歯は 2 列、 下顎歯は前方で

は 2 列で、両顎ともに内列歯の方が大きい。

前上顎骨板中央部の歯は 3 列。 背鰭始部

は鰓孔より前方に位置する。

色彩　体色はひじょうに変異に富むが、 通

常あずき色の地色に黄白色の円形から長

円形に近い不定形の斑紋と黒色点をもつ。

中には黒色点がなく、 黄白色の斑紋だけを

もつもの、 全体が白色のものもある。 眼の

虹彩は橙色から暗褐色。 口腔内は体と同

様の色彩。

分布　北西部を除くインド洋と太平洋に広く

分布する。 国内では房総半島から高知県

にかけての太平洋沿岸、 小笠原諸島、 大

隅諸島および琉球列島に分布する。

備考　沿岸の岩礁域やサンゴ礁域の浅所

でごく普通にみられる。 海外の研究者は本

種の学名に G. eurostus (Abbott, 1860) を

用いているが、 本書では波戸岡 （2013）

の見解にしたがいワカウツボの学名に G. 
meleagris を用いた。 なお海外の研究者

は G. meleagris をハナビラウツボに適用

しているが、 本種の学名は実際には G. 
chlorostigma (Kaup, 1856) である （波戸

岡、2013）。全長 60 cm 程度になる中型種。

（日比野友亮）

■ ワカウツボ　Gymnothorax meleagris　KAUM–I. 55134, 186.8 mm TL
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ウナギ目 ウツボ科 ウツボ属

アセウツボ
Gymnothorax pictus
(Ahl, 1789)

形態　総脊椎骨 126–135。 鰓孔における

体高は全長の 4.5–6.6%。 体は長く、 全体

に側扁する。 肛門はほぼ体中央に位置す

る。 吻端はやや尖る。 両顎の長さは中庸

で、 口裂後端は眼の後縁をはるかに越え

る。 歯は大きくやや扁平で先端は尖る。 両

顎歯は 1 列。 鋤骨歯は 2 列で両顎歯に比

べ小さい。 前上顎骨板中央部前端と下顎

先端には臼歯がある。 背鰭始部は鰓孔直

上か、 またはそれより前方に位置する。

色彩　白色から淡灰色の地色に黒色から黒

灰色の小斑点が無数に散らばり、 その密

度は背側から腹側に向かって低くなる。 さ

らに、 不明瞭な円斑が体側に 2 列に並ぶ。

幼魚では輪状紋と小斑点が混在する。 眼

の虹彩には黒斑がある。

分布　インド ・ 太平洋に広く分布する。 国

内では伊豆諸島、 小笠原諸島、 大隅諸島

および琉球列島から標本に基づく記録があ

る。

備 考　 大 型 種

で 全 長 1.2 m
に 達 す る。 サ

ン ゴ 礁 域 の き

わめて浅い場

所やタイドプー

ルに出現する。

（日比野友亮）

■ アセウツボ　Gymnothorax pictus　KAUM–I. 41111, 628.0 mm TL

■ アセウツボ　Gymnothorax pictus　KAUM–I. 46118, 158.4 mm TL
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■ アセウツボ　Gymnothorax pictus　FRLM 43032, 514.0 mm TL

■ ノコギリウツボ　Gymnothorax pindae　KAUM–I. 55130, 290.1 mm TL
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ウナギ目 ウツボ科 ウツボ属

ノコギリウツボ
Gymnothorax pindae
Smith, 1962

形態　総脊椎骨 121 ； 背鰭前脊椎骨 5 ；

臀鰭前脊椎骨 44。 鰓孔における体高は全

長の 9.0%。 体は長いがやや太く、 全体に

側扁する。 肛門は体中央より明らかに前方

に位置する。 吻はやや短く、 吻端は鈍い。

前鼻孔は管状で、 吻端にある。 後鼻孔は

眼の前縁上方に開き、 孔状で辺縁に短い

皮弁をもつ。 両顎はほぼ同長で、 わずか

に湾曲する。 両顎歯は扁平で大きな三角

形を呈し、 明瞭な鋸歯状縁をもち、 1 列。

前上顎骨板中央には 1 本の大きな歯があ

り、 鋤骨後方では小歯が 1 列をなす。 背

鰭はやや高く、 その始部は鰓孔直上よりわ

ずかに前方に位置する。

色彩　体は一様に褐色で、 背鰭の辺縁は

黄褐色であるが、 背鰭、 臀鰭の後方と尾

鰭の辺縁は暗褐色。 鰓孔周辺は暗褐色で、

頭部感覚孔および眼も暗褐色で縁取られ

る。 眼の虹彩は濃黄色。

分布　ハワイ諸島を除くインド ・ 太平洋に分

布する。 国内では小笠原諸島と琉球列島

から標本に基づく記録がある。

備考　本項は与論島産の標本に基づく。 本

種 は た び た び G. moluccensis (Bleeker, 
1864) と混同されてきたが、 肛門前長が全

長の 41–43% と短いこと （G. moluccensis
では 50–53%）、 総脊椎骨数が 110–124

と少ないこと （130–138） などによって区

別される。

　日本沿岸では本種に類似する種とし

て ヤ ミ ウ ツ ボ G. monochrous (Bleeker, 
1856) が 生 息 す る が、 鰓 孔 に お け る 体

高が 6.7–9.1% と高いこと （ヤミウツボで

は 4.5–5.3%）、 総脊椎骨数が少ないこと

（136–143）、 歯に鋸歯状縁をもつこと （な

い） などによって区別される。

　本種は Hatooka (1988) によって奄美諸

島徳之島から採集された全長 358.5 mm
の標本に基づいて日本初記録種として報告

されており、 与論島産の標本は国内では 2
番目の記録である。 全長 40 cm 程度にな

る小型種。

（日比野友亮）

■ ノコギリウツボ　Gymnothorax pindae　KAUM–I. 55130, 290.1 mm TL
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■ ユリウツボ　Gymnothorax prionodon　KAUM–I. 56955, 610.0 mm TL

ウナギ目 ウツボ科 ウツボ属

ユリウツボ
Gymnothorax prionodon
Ogilby, 1895

形態　総脊椎骨 134–142。 体は延長し、

やや側扁する。 背鰭起部は鰓孔直上より

前方に位置する。 肛門は体中央にある。

吻はやや尖る。 両顎は完全に閉じられる。

歯は鋭く、 切縁に鋸歯をもたない。 前上顎

骨と下顎先端部の歯は長く鋭い。 前上顎骨

中央部の歯、 主上顎骨歯は 1 列。 主上顎

骨歯の歯列長は鋤骨歯の歯列長より長い。

鋤骨歯は他の歯に比べ小さく鈍い。

色彩　体は茶褐色。 頭部背面と体側全体

に大きな石垣状の淡褐色斑がはいり、 体

後方に向かうにつれ斑紋は小さくなる。 頭

部前方に斑紋はない。 眼の虹彩は黄色。

分布　西太平洋に分布する。 国内では小

笠原諸島、 千葉県以南の大平洋沿岸、 琉

球列島から報告されている。

備考　本種は最大全長 80 cm とやや大型

になる。 与論島産の標本は水深 200–700 
m から深海籠漁で漁獲された。

（田代郷国）

ウナギ目 ウツボ科 ウツボ属

サビウツボ
Gymnothorax thyrsoideus
(Richardson, 1845)

形態　総脊椎骨 123–138。 鰓孔における

体高は全長の 4.5–5.9%。 体は長く、 全体

に側扁する。 肛門は体中央より明らかに

前方に位置する。 頭部は大きい。 吻は短

く、 吻端は丸い。 口は小さい。 主上顎骨

歯の先端はやや尖り、 2 列で近接して並

び、 内列のものはやや細い。 下顎歯の前

方は 2–3 列で、後方では 1 列。 前方のうち、

外列をのぞいた歯は鈍い。 前上顎骨板中
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央に 1–2 本の歯がある。 鋤骨歯は 2 列で

前上顎骨板歯とほぼ同大でやや大きく、 先

端は鈍い。 なお下顎歯は主上顎骨歯に比

べ後方まで存在する。 背鰭始部は鰓孔直

上より前方に位置する。

色彩　淡褐色の地色にそれよりやや濃い小

褐色斑点が密に分布し、 背側の方が明瞭

で濃い。 頭部前半は一様に体色より濃い

褐色。 眼の虹彩は白色でよく目立つ。

分布　ハワイ諸島を除くインド ・ 太平洋に分

布する。 国内では三重県以南の南日本か

ら標本に基づく記録がある。

備考　サンゴ礁域の浅所ではごく普通にみ

られる。 中型種で全長 60 cm くらいになる。

ホルマリン溶液で固定された標本の粘液は

緑色になる。

（日比野友亮）

■ サビウツボ　Gymnothorax thyrsoideus　KAUM–I. 47836, 48.9 mm TL

■ サビウツボ　Gymnothorax thyrsoideus　KAUM–I. 48094, 277.2 mm TL

■ サビウツボ　Gymnothorax thyrsoideus　KAUM–I. 39962, 219.2 mm TL
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ウナギ目 ホラアナゴ科 ヒレジロアナゴ属

ヒレジロアナゴ
Meadia abyssalis
(Kamohara, 1938)

形態　総脊椎骨 165–174 ； 肛門前感覚孔

18–19 ； 胸鰭 14–18。 体は長く、 全体に

側扁し尾部では強く側扁する。 尾部はきわ

めて長く、肛門は胸鰭後端直後に位置する。

吻は長く、 吻端はやや鈍い。 吻、 下顎全

体および両唇に絨毛状皮弁を多数もつ。 口

は亜端位。 前鼻孔は管状をなす。 後鼻孔

は円形で眼の直前に開口する。 眼は大き

い。 口裂の後端は眼の後縁を越える。 主

上顎骨歯は 2 列から 4 列。 上顎間歯は比

較的密生する。 鋤骨歯は 1 列から 4 列。

下顎歯は 2 列から 3 列。 鰓孔は裂孔状で

腹側下方に開き、 その直径は眼径とほぼ

同長。 埋没鱗を欠く。 頭部感覚孔は眼上

感覚孔が 3 個、 眼下感覚孔が 6 個、 下顎

― 前鰓蓋感覚孔が 7 個で、 上側頭感覚孔

および眼窩間感覚孔を欠く。側線は明瞭で、

尾部後方まで連続する。 眼後部、 上側頭

部および体側中線上に微小孔器をもち、 尾

部後方まで連続する。 背鰭および臀鰭は

比較的高く、 背鰭始部は胸鰭中央直上に

位置する。 背鰭、 臀鰭と尾鰭は連続する。

胸鰭は大きく、 鰓孔の上方に位置する。

色彩　体と頭部は褐色で、 尾部後方をのぞ

く腹側は淡褐色。 前鼻孔、 後鼻孔、 側線

感覚孔および微小孔器は白色で顕著。 胸

鰭、 背鰭および臀鰭の基底は濃褐色を呈

し、 ほかは白色。

分布　南西インド洋と台湾からハワイ諸島

にかけての太平洋に分布する。 国内では

相模湾以南の太平洋沿岸と山口県、 与論

島以南の琉球列島、 九州 ・ パラオ海嶺、

天皇海山および第二春日海山から知られ

る。

備考　本種は前上顎域に大型の犬歯をもつ

とされているが、 与論島産の標本からは確

認されなかった。 さらに、 鋤骨歯は従来で

は 1 列から 2 列とされていたのに対し、 本

標本では 4 列で、 主上顎骨歯および下顎

歯も多かった。 しかし、 歯以外の形質では

本種の原記載や Robins & Robins (1976)
の記載とほぼ一致することから、 この差異

は種内変異とみなした。

（日比野友亮）

■ ヒレジロアナゴ　Meadia abyssalis　KAUM–I. 56958, 673.0 mm TL
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Cutthroat eels

ウナギ目 ホラアナゴ科 コンゴウアナゴ属

コンゴウアナゴ
Simenchelys parasitica
Gill, 1879

形態　総脊椎骨 115–125 ； 肛門前感覚孔

44–45 ； 胸鰭 14–16。 体は細長く、 尾部

は強く側扁する。 肛門は体中央よりわずか

に前方に位置する。 吻は短く鈍い。 眼は小

さい。 前鼻孔は管状で、 後鼻孔は眼の直

前中央に開口する。 口は小さく眼の前縁に

達しない。 歯は先の鈍い円錐歯で小さく、

両顎ともに 1 列で唇に埋没する。 舌は幅広

く先端は下顎から遊離する。 鰓孔は裂孔状

で腹面に開くが左右は分離する。 体は頭

部と胸部をのぞき相互に直角に並ぶ棒状

の埋没鱗に覆われる。 側線は不完全であ

るが明瞭。 胸鰭は大きい。 背鰭始部は胸

鰭後端の直上より後方に位置する。 背鰭、

臀鰭は尾鰭と連続する。

色彩　体は一様に黒褐色から暗褐色。 鰭

は淡灰色で背鰭、 臀鰭後半部と尾鰭の辺

縁は暗褐色。

分布　大西洋、 インド ・ 太平洋の主に温帯

域に分布する。 国内では北海道から土佐

湾にかけての日本列島太平洋側と琉球列

島から標本に基づく記録がある。 与論島産

の標本は鹿児島県における本種の初記録。

備考　本種は他のホラアナゴ科とは左右の

鰓孔が分離すること、 鱗があること、 吻が

短く鈍いこと、 肛門が体のほぼ中央に位置

することによって容易に区別される。 現在

知られている本種の生息水深は 136–2620 
m で、 与論島産の標本は水深 800 m 前後

の籠漁で混獲された。

（日比野友亮）

■ コンゴウアナゴ　Simenchelys parasitica　KAUM–I. 51406, 227.8 mm TL

■ コンゴウアナゴ　Simenchelys parasitica　KAUM–I. 51405, 167.2 mm TL

■ コンゴウアナゴ　Simenchelys parasitica　FRLM 42986, 263.0 mm TL
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Ophichthidae
Snake eel

ウナギ目 ウミヘビ科 ミナミミミズアナゴ属

ミナミミミズアナゴ
Muraenichthys schultzei
Bleeker, 1857

形態　総脊椎骨 135 ； 臀鰭前脊椎骨 52 ；

背鰭前脊椎骨 61 ； 肛門前感覚孔 42。 体

は細長く、 頭部から躯幹部にかけては円

筒形で、 尾部は先端に向かって側扁する。

肛門は体中央より前方に位置する。 吻端

は丸みを帯びる。 前鼻孔は管状で、 後鼻

孔は眼前下部側面に開口し、 微小な皮弁

をもつ。 口裂の後端は眼の後縁をはるかに

越える。 歯はやや尖った円錐歯。 主上顎

骨歯は 2 列で、 外列の方が大きい。 鋤骨

歯と下顎歯は 1 列。 鰓孔は体側の中央下

部に開き、 その開口部はやや窄まる。 側

線は不完全で、 肛門直上より前方で途切

れる。 胸鰭はない。 背鰭始部は肛門直上

より頭長の 70% 程度後方に位置し、 背鰭、

臀鰭は尾鰭と連続する。 尾鰭は微小ながら

明瞭。

色彩　全体に透明感があり頭部および躯幹

部腹側を除き黄褐色。 頭部と躯幹部の腹

側は白色。

分布　インド ・ 太平洋の熱帯域に分布する。

国内では奄美大島以南の琉球列島から標

本に基づく記録がある。

備考　本項の形態と色彩の記載は与論

島産の標本に基づく。 本種のホロタイプ

（BMNH 1867.11.28.331、 全 長 94 mm、

インドネシア、 ヌサ ・ カンバンガン島産） は

総脊椎骨数が 124、 背鰭前脊椎骨数が 44
で、 与論島を含む日本国内から採集されて

いる標本に比べ明らかに少ない。 本種の

分布範囲はひじょうに広いため、 今後、 分

布範囲を網羅した多数の標本に基づく分類

学的再検討が必要である。

　本種はサンゴ礁域の浅所に生息する小型

種で、 日本産のものは全長 115 mm 程度

で成熟する。 産卵期は 6 月から 7 月。

（日比野友亮）

■ ミナミミミズアナゴ　Muraenichthys schultzei　KPM-NI 30763, 129.8 mm TL

■ スズランヒメウツボ　Gymnothorax fuscomaculatus　(p. 30)
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Conger

ウナギ目 アナゴ科 クロアナゴ属

ダイナンアナゴ
Conger erebennus
(Jordan & Snyder, 1901)

形態　総脊椎骨 137–147 ； 肛門前感覚孔

37–40 ； 胸鰭 19–21。 体は細長く、 やや

側扁した円筒形で尾部は先端に向かって強

く側扁する。 肛門は体中央より前方に位置

する。 頭部は大きく、 全長の 18%。 前鼻

孔は管状で、 後鼻孔は眼の直前に開口す

る。 口は大きく、口裂後端は眼の中央直下。

上唇、 下唇ともにきわめて発達し、 遊離縁

がある。 主上顎骨歯は 1 列で、 下顎歯は

前端部のみ 2–3 列の歯帯をなし、 後方で

は 1 列。 鋤骨歯は上顎間歯と連続し、 とも

に歯帯状。 側線はきわめて明瞭。 胸鰭は

大きい。 背鰭始部は胸鰭後端の直上に位

置する。

色彩　体は暗紫褐色で、 腹側では淡い。

背鰭、 臀鰭、 尾鰭は淡紫色でその辺縁は

濃褐色。 胸鰭は淡紫色。

分布　国外では韓国釜山のみから知られて

おり、 国内では北海道から福岡県までの日

本海と、 東京湾から紀伊半島にかけての

太平洋岸および与論島に分布する。 与論

島産の標本は鹿児島県における本種の初

記録であるとともに本種の南限記録。

備考　本項の計数形質の変異幅は波戸岡

（2013） にしたがい、 他の記載および色

彩は与論島産標本に基づく。 本種は水深

100 m 以浅に生息するとされているが （波

戸岡、 2013）、 本標本は与論島南東沖の

水深 600 m から籠漁で採集されており、

本種の最深記録である。

（日比野友亮）

■ ダイナンアナゴ　Conger erebennus　KAUM–I. 58556, 799.0 mm TL
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Congridae
Conger

ウナギ目 アナゴ科 クロアナゴ属

クロアナゴ
Conger japonicus
Bleeker, 1879

形態　総脊椎骨 142–145 ； 肛門前感覚孔

35–39 ； 胸鰭 15–16。 体は細長く、 尾部

は先端に向かって強く側扁する。 肛門は体

中央より前方に位置する。吻端はやや尖る。

頭部はやや小さい。 前鼻孔は管状で、 後

鼻孔は眼の直前に開口する。 口は大きく、

口裂後端は眼の中央直下。 上唇、 下唇は

発達し、遊離縁がある。 歯は小さくて細長く、

両顎歯はひじょうに近接して並ぶ。 両顎と

もに前方の一部のみ 2–3 列で、 残りは 1
列。 鋤骨歯は上顎間歯と連続し、 前方で

は歯帯状になる。 舌は下顎から分離する。

鰓孔は体側下方にあり、 胸鰭の直前に開

く。 側線はきわめて明瞭で完全。 胸鰭は大

きい。 背鰭始部は胸鰭後端の直上か、 ま

たはそれより後方に位置する。 背鰭と臀鰭

は大きく、 尾鰭と連続する。

色彩　体は腹側を除き一様に淡褐色から濃

褐色。 背鰭、 臀鰭、 尾鰭は淡紫色でその

辺縁は黒いことが多い。 胸鰭は淡紫色から

黒色まで変異に富む。

分布　中国福建省から朝鮮半島沿岸と台湾

に分布する。 国内では青森県以南の太平

洋岸、 京都府以西の日本海、 瀬戸内海、

八丈島、 大隅諸島および琉球列島に分布

する。

備考　本種はダイナンアナゴ C. erebennus 
(Jordan & Snyder, 1901) としばしば混同

されてきたが、 後者に比べ頭長が全長比

約 14% と短いこと （ダイナンアナゴでは約

18%）、 背鰭の始部が胸鰭後端の後方か、

稀に直上に位置すること （直上か、 または

わずかに前方）、 胸鰭条数が 15–16 と少

ないこと （19–21） によって区別できる。 本

属魚類のうち一般に奄美諸島や琉球列島

で出現するキリアナゴ C. cinereus Rüppel, 
1830 とは背鰭始部の位置 （キリアナゴで

は胸鰭中央付近に位置する） によって区別

できる。

　これまで本種の琉球列島からの記録は疑

問視されてきたが （波戸岡、 2013 ； 吉郷、

2014）、 与論島産の標本により分布が裏付

けられた。

（日比野友亮）

■ クロアナゴ　Conger japonicus　KAUM–I. 55158, 68.9 mm TL

■ クロアナゴ　Conger japonicus　KAUM–I. 45857, 60.8 mm TL
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Sardines

ニシン目 ニシン科 ヤマトミズン属

ヤマトミズン
Amblygaster leiogaster
(Valenciennes, 1847)

形 態　 背 鰭 17–18 ； 臀 鰭 18–21 ； 胸 鰭

16–17 ； 腹鰭 8 ； 縦列鱗 39–41 ； 腹鰭前

方稜鱗 17–18 ； 腹鰭後方稜鱗 13–15 ； 鰓

条骨 6 ； 第 1 鰓弓下枝鰓耙 31–36。 体は

細長い楕円形でやや側扁し、 体高は低い。

頭部はやや側扁する。 胸鰭の後端は背鰭

起部直下に達しない。 腹鰭は胸鰭より短

く、 起部に腋鱗を備える。 臀鰭起部は背鰭

基底後端直下より後方に位置する。 臀鰭

最後の 2 軟条は伸長する。 稜鱗を除いて、

鱗ははがれやすい。 体側鱗は円鱗。 背鰭

前方鱗は体の正中線上に配列する。 脂瞼

はよく発達し、 厚く、 後鼻孔後縁から眼窩

後縁まで広がる。 口は端位で、 下顎は上

顎よりわずかに突出する。

色彩　頭部背面および体背面は暗青色。

体側から体腹面は一様に銀色。 背鰭、 尾

鰭、胸鰭、腹鰭および臀鰭の各軟条は白色、

鰭膜は透明。

分布　紅海を含むインド ・ 西太平洋に分布

する。 国内では琉球列島から標本に基づ

いて記録されている。

備考　ヤマトミズンは、 体側に暗青色点が

ないこと、 第 1 鰓弓下枝鰓耙数が 31–36
であること、 腹鰭起部が背鰭第 1–3 軟条

起部直下に位置することから、 同属他種と

識別される。

（畑　晴陵）

■ ヤマトミズン　Amblygaster leiogaster　KAUM–I. 55088, 53.9 mm TL

ニシン目 ニシン科 ヤマトミズン属

ホシヤマトミズン
Amblygaster sirm
(Walbaum, 1792)

形 態　 背 鰭 17–19 ； 臀 鰭 15–19 ； 胸 鰭

16–17 ； 腹鰭 8 ； 縦列鱗 40–43 ； 腹鰭前

方稜鱗 16–18 ； 腹鰭後方稜鱗 13–15 ； 鰓

条骨 6 ； 第 1 鰓弓下枝鰓耙 33–43。 体は

細長い楕円形でやや側扁し、 体高は低い。

頭部はやや側扁する。 胸鰭の後端は背鰭

起部直下に達しない。 腹鰭は胸鰭より短

く、 起部に腋鱗を備える。 臀鰭起部は背鰭

基底後端直下より後方に位置する。 臀鰭

最後の 2 軟条は伸長する。 稜鱗を除いて、

鱗ははがれやすい。 体側鱗は円鱗。 背鰭

前方鱗は体の正中線上に配列する。 脂瞼

はよく発達し、 厚く、 後鼻孔後縁から眼窩

後縁まで広がる。 口は端位で、 下顎は上

顎よりわずかに突出する。

色彩　頭部背面および体背面は暗青色。

体側から体腹面の地色は一様に銀色で、

側中線上方にほぼ同大の暗黄褐色斑が鰓

蓋上方後方から尾柄にかけて 1 列に並ぶ。

頭部側面は一様に銀色であるが、 前鰓蓋

骨前縁から前鰓蓋骨後縁にかけては淡い

赤色。 脂瞼前方下部に暗青色の縦帯が入

る。 背鰭および尾鰭の各軟条は無色透明
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であるが、 鰭膜は黄褐色。 胸鰭、 腹鰭お

よび臀鰭の各軟条は白色。

分布　紅海を含むインド ・ 西太平洋に分布

する。 国内では鹿児島県薩摩半島西岸と

琉球列島から標本に基づいて記録されてい

る。

備考　ホシヤマトミズンは、 体側に 1 列の

暗青色点が並ぶこと、 第 1 鰓弓下枝鰓耙

数が 33–43 であることから、 同属他種と識

別される。

　礁湖やその付近の水域に群れで生活す

る。 日中は海底付近で群れているが、 夜

間は表層や中層に分散し、 摂餌を行う。 カ

イアシ類、 貝類の幼生を主な餌とする。 幼

魚は植物プランクトンも餌とする。

（畑　晴陵）

■ ホシヤマトミズン　Amblygaster sirm　17 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki

ニシン目 ニシン科 ミズン属

ミズン
Herklotsichthys quadrimaculatus
(Rüppell, 1837)

形 態　 背 鰭 19–20 ； 臀 鰭 16–19 ； 胸 鰭

15–17 ； 腹鰭 8 ； 腹鰭前方稜鱗 16–19 ；

腹鰭後方稜鱗 12–14 ； 鰓条骨 6 ； 第 1 鰓

弓上枝鰓耙 14–17 ； 第 1 鰓弓下枝鰓耙

33–36 ； 第 1 鰓弓総鰓耙 47–52。 体は細

長い楕円形で側扁し、 体高は低い。 胸鰭

の後端は背鰭起部直下に達しない。 腹鰭

は胸鰭より短く、 起部に腋鱗を備える。 臀

鰭起部は背鰭基底後端直下より後方に位

置する。 臀鰭最後の 2 軟条は伸長しない。

稜鱗を除いて、 鱗ははがれやすい。 体側

鱗は円鱗。 鰓孔後縁に 2 つの突起を備え

る。 口は端位で、 下顎は上顎よりわずかに

突出する。 第 2 上主上顎骨の下半分は肥

大し、 上下非対称となる。

色彩　頭部背面および体背面は暗青色。

体側から体腹面は一様に銀色。 背鰭、 尾

鰭の各軟条は黒色であるが、 胸鰭、 腹鰭

および臀鰭の各軟条は白色。 頭部側面は

一様に銀色であるが、 鰓孔後縁に 1–2 個

の黄色斑を有する。 鰓蓋上部後方から尾

柄にかけて青色縦帯が 1 本入る。

分布　アフリカ東岸からサモアにかけてのイ

ンド ・ 西太平洋の熱帯域に広く分布する。

ハワイにも導入されている。 国内では小笠

原諸島、 鹿児島県、 沖縄県から標本に基

づいて記録されている。

備考　成魚は日中、 沿岸の浅海域に群れ

を形成するが、 夜間は外洋の深海域に移

動し、 摂餌を行う。 甲殻類の幼生を中心と

した動物プランクトンを餌とするが、 大型個

体ではヤムシや多毛類、 エビや小魚も捕

食することが知られている。

（畑　晴陵）

■ ミズン　Herklotsichthys quadrimaculatus　KAUM–I. 51219, 114.7 mm SL
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■ ミズン　Herklotsichthys quadrimaculatus　KAUM–I. 51218, 104.9 mm SL

ニシン目 ニシン科 キビナゴ属

リュウキュウキビナゴ
Spratelloides atrofasciatus
Schultz, 1943

形 態　 背 鰭 11–13 ； 臀 鰭 10–12 ； 胸 鰭

10–12 ； 腹鰭 8 ； 第 1 鰓弓上枝鰓耙 7–9 ；

第 1 鰓弓下枝鰓耙 20–24。 体は細長い円

筒形で、 体高は低い。 胸鰭の後端は背鰭

起部直下に達しない。 胸鰭および腹鰭は

起部に腋鱗を備える。 臀鰭起部は背鰭基

底後端直下よりはるかに後方に位置する。

体側鱗は円鱗。 眼は大きく、 眼径は吻長よ

り長い。 口は端位で、 下顎は上顎よりわず

かに突出する。

色彩　体は乳白色の半透明。 眼窩前縁か

ら鰓蓋後縁にかけての頭部側面は一様に

銀色。 側中線に銀色縦帯があり、 その上

方に黒色縦帯が入る。 体側上方鱗の後縁

は黒色で縁取られる。 背鰭、 尾鰭の各軟

条は黒色であるが、 胸鰭、 腹鰭および臀

鰭の各軟条は白色。

分布　サモア諸島とマーシャル諸島から知

られる。 国内では琉球列島から記録されて

いる。

備考　リュウキュウキビナゴは、 同属のキ

ビナゴ S. gracilis (Temminck & Schlegel, 
1846) と比較して、 眼径が吻長より長いこ

と （後者では眼径が吻長より短い）、 胸鰭

軟条数が 10–12 であること （13–15）、 第

1 鰓弓の鰓耙数が 7–9 + 20–24 であること

（10–12 + 34–37） から識別される。 また、

本種は体長 5 cm 程度にしか成長しないの

に対し、 キビナゴは体長 10 cm 以上に達

する。

　Whitehead (1985) や Wongratana et al. 
(1999) は S. atrofasciatus を S. gracilis の

新参異名とした。 しかし、青柳・柳下（2013）

は両名義種を別種とし、本書でもそれに従っ

た。

（畑　晴陵）

■ リュウキュウキビナゴ　Spratelloides atrofasciatus　KAUM–I. 55089, 38.5 mm SL
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ニシン目 ニシン科 キビナゴ属

ミナミキビナゴ
Spratelloides delicatulus
(Bennett, 1832)

形 態　 背 鰭 12–13 ； 臀 鰭 10–11 ； 胸 鰭

11–12 ； 腹鰭 8 ； 縦列鱗 35–41 ； 背鰭前

方鱗 8–13 ； 鰓条骨 6–7 ； 第 1 鰓弓上枝

鰓 耙 9–11 ； 第 1 鰓 弓 下 枝 鰓 耙 27–30。

体は細長い円筒形で、 体高は低い。 胸鰭

の後端は背鰭起部直下に達しない。 胸鰭

および腹鰭は起部に腋鱗を備える。 臀鰭

起部は背鰭基底後端直下より後方に位置

する。 体側鱗は円鱗。 上顎に歯はない。

口は端位で、 下顎は上顎よりわずかに突

出する。

色彩　頭部背面および体背面は暗青色。

体側から体腹面の地色は一様に銀色。 尾

■ ミナミキビナゴ　Spratelloides delicatulus　FRLM 42710, 37.6 mm SL

■ ミナミキビナゴ　Spratelloides delicatulus　KAUM–I. 51220, 36.2 mm SL
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Sardines

鰭基底に 2 本の明瞭な黒色縦帯が入る。

背鰭、尾鰭の各軟条は黒色であるが、胸鰭、

腹鰭および臀鰭の各軟条は白色。

分布　紅海を含むインド ・ 太平洋に広く分

布する。 地中海からも 1 個体が得られてい

■ ミナミキビナゴ　Spratelloides delicatulus　KAUM–I. 55087, 33.8 mm SL

る。 国内では鹿児島県以南に分布する。

備考　ミナミキビナゴは、 体側に銀色帯が

ないこと、 上顎に歯がないこと、 第 2 上主

上顎骨の下半分は肥大せず、 上下対称で

あること、背鰭前方鱗数が 8–13 であること、

縦列鱗数が 35–41 であることなどから同属

他種と識別される。 日中は礁湖やその隣

接した水域、 または藻場などで群れをなし

ているが、 夜間は礁湖の表層や中層に分

散し、 摂餌を行う。

（畑　晴陵）

■ ミナミキビナゴ　Spratelloides delicatulus　KAUM–I. 51221, 34.4 mm SL
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Chanidae
Milkfish

ネズミギス目 サバヒー科 サバヒー属

サバヒー
Chanos chanos
(Forsskål, 1775)

形 態　 背 鰭 13–17 ； 臀 鰭 8–11 ； 胸 鰭

15–17 ； 腹鰭 9–12 ； 側線鱗 75–91 ； 鰓耙

147–160 + 107–165。 体側の鱗は円鱗。

体は側扁する。 眼に脂瞼がある。 口先は

尖る。 左右の鰓膜はつながる。 胸鰭は低

位で腹縁に近い。 背鰭基底は短く体の中

央に位置する。 尾鰭は長く、 二叉する。

色彩　体は銀白色で、 背部は暗色。

分布　インド ・ 太平洋および東太平洋の温

帯から熱帯域に広く分布する。 国内では青

森県から九州沿岸、 大隅諸島、 琉球列島

に分布する。

備考　主に沿岸の浅海域に生息するが、

汽水域や淡水域でもみられる。 琉球列島

以北からは幼魚のみが確認されることが多

い。 5 月から 11 月に仔稚魚がみられる。

全長 1.5 m に達する。 東南アジアでは養

殖されており、 重要な食用魚である。

（中村麻理子）

■ サバヒー　Chanos chanos　KAUM–I. 39853, 71.5 mm SL

■ サバヒー　Chanos chanos　KAUM–I. 39854, 59.5 mm SL

■ サバヒー　Chanos chanos　KAUM–I. 48078, 17.1 mm SL
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Eeltail catfish

ナマズ目 ゴンズイ科 ゴンズイ属

ゴンズイ
Plotosus japonicus
Yoshino & Kishimoto, 2008

形態　背鰭 I, 4 + 70–95 ； 臀鰭 58–75 ； 尾

鰭 10–11 ； 胸鰭 I, 10–12 ； 腹鰭 10–13 ；

鰓 条 骨 10–12 ； 鰓 耙 5–7 + 16–20 = 
21–27 ； 脊椎骨 48–53。 体はやや細長く、

おたまじゃくし形。 口のまわりに 8 本の長

いひげをもつ。 第 1 背鰭と胸鰭には毒腺を

ともなう鋭い 1 本の棘条をもつ。 第 2 背鰭

と臀鰭は尾鰭と完全に連続し、 尾鰭の後縁

は尖る。

色彩　体は茶色で体側の背部と腹部に白色

の縦帯をもつ。

分布　房総半島以南の南日本、 能登半島、

琉球列島に分布する。

備考　沿岸の岩礁域でみられる。 同じ体

サイズの個体が濃密な大群をつくることが

ある。 鰭の棘条に刺されるとひどく傷むの

で注意。 与論産のゴンズイ科魚類はすべ

てゴンズイであり、 近縁のミナミゴンズイ P. 
lineatus (Thunberg, 1787) は確認されな

かった。

（松沼瑞樹）

■ ゴンズイ　Plotosus japonicus　KAUM–I. 48079, 44.5 mm SL

■ ゴンズイ　Plotosus japonicus　KAUM–I. 39960, 29.7 mm SL

■ ゴンズイ　Plotosus japonicus　FRLM 42989, 30.6 mm SL
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Sternoptychidae
Marine hatchetfish

ワニトカゲギス目 ムネエソ科 ホウネンエソ属

チュラプシホウネンエソ（新称）
Polyipnus ovatus
Harold, 1994

標本　KAUM–I. 55125、 標準体長 118.1 
mm、 鹿児島県与論島赤崎沖 （北緯 26 度

55 分、 東経 128 度 31 分）、 水深 540 m、

2013 年 7 月 1 日、 釣り、 斉藤一司。

形態　背鰭 11 軟条 ； 臀鰭 17 軟条 ； 胸鰭

14 軟条 ； 腹鰭 7 軟条 ； 尾鰭 17 軟条 ； 鰓

耙数 18 ； 脊椎骨数 33。

　体各部の体長に対する割合 （%） は以

下の通り ： 体高 57.2 ； 体幅 18.3 ； 頭長

34.7 ； 吻長 9.2 ； 眼窩径 13.3 ； 両眼間隔

幅 10.4 ； 上顎長 25.7 ； 尾柄高 9.0 ； 尾鰭

長 11.5 ； 背鰭前長 56.5 ； 臀鰭前長 71.0 ；

腹鰭前長 62.7 ； 背鰭基底長 22.0 ； 臀鰭

基底長 27.1 ； 尾鰭長 20.3 ； 胸鰭長 23.7 ；

腹鰭長 11.2。

　体は楕円形でよく側扁する。 前鼻孔と後

鼻孔は楕円形。 後鼻孔は前鼻孔よりも大

きく、 眼窩前縁から吻長の約 1/3 前方にあ

る。 口裂は斜行し、 上顎よりも下顎が突出

する。 主上顎後端は虹彩の前縁に達する。

瞳孔は円形であるが、 虹彩は卵型で下方

に尖る。 上顎には 3–4 列の犬歯状歯があ

り、 後方に向かって列数が減り、 後部で

は 1 列になる。 下顎には 3–4 列の犬歯状

歯があり、 後方に向かって列数が減り、 後

部では 1 列になる。 鋤骨には犬歯が 2 列

に並ぶ。 胸鰭後端は腹鰭始部よりやや前

方に位置する。 腹鰭始部は背鰭始部より

やや前方直下に位置する。 臀鰭始部は背

鰭第 7 軟条基底直下に位置する。 脂鰭始

部は臀鰭第 11 軟条基底直上に位置する。

頭部背面に骨質の隆起縁が発達する。 尾

鰭は二叉する。 尾鰭下葉は上葉よりも長く、

後方に延長する。 背鰭前黒色帯は幅広く、

体側中線を越える。

　発光器 ： 腹部発光器 （AB） は 10 個で、

腹面に沿って一列に並ぶ。 腹部上部発光

器 （SAB） は 3 個で、 第 1 腹部発光器が

最高位に位置し、 第 2 腹部発光器が最低

位に位置し、 第 3 腹部発光器は両発光器

の中間よりやや下方に位置する。 臀鰭前

発光器 （PAN） は 5 個で、 第 1 および第

5 臀鰭発光器が最高位に位置する。 臀鰭

上発光器 （SAN） は 3 個で、 第 1 臀鰭上

発光器が最低位に位置し、 第 2 臀鰭上発

光器が第 3 臀鰭発光器のやや下方に位置

し、 第 3 臀鰭発光器が最高位に位置する。

臀鰭発光器 （AN） は 9 個で、 腹面に沿っ

て一列に並ぶ。 尾柄下部発光器 （SC） は

4 個で横一列に並ぶ。

色彩　体側の地色は光沢のある銀白色で、

吻端から下顎と吻端から頭頂部にかけては

半透明。 眼の後端から鰓蓋後縁にかけて

不規則な黒色帯がはしる。 頭頂部から尾

柄部にかけての体側上方の黒色帯は、 鰓

蓋上方から側線鱗 3 枚目にかけてなだらか

に上昇し、 側線鱗 5–6 枚目で下方へ大きく

張り出す。 その後、 前述の黒色帯は背鰭

始部直下で上方に大きく切れ込み、 背鰭第

6–8 軟条直下でやや下方に張り出す。 背

鰭基部後端直下から尾柄部にかけての黒

色帯の幅は一定。 背鰭と胸鰭は透明であ

るが、 鰭条に黒色素胞がやや密に分布す

る。 脂鰭は透明であるが、 各鰭の基部お

よび中央付近から縁辺にかけて黒色素胞

が分布する。 腹鰭と臀鰭は透明であるが、

各鰭の基部に黒色素胞が密に分布する。

尾鰭は透明であるが、 上下葉縁辺の 3 分

の 1 は黒色を呈し、 先端は黒色。

分布　本種はフィリピンのパガパス湾から

得られた 1 個体に基づいて新種記載され

た。 これまでの分布はフィリピンだけであっ

た （Harold, 1994）。 与論産の本標本は本

種の 2 個体目の記録であり、 日本におけ

る初めての記録となる。

備考　本種の発光器と各部の名称は、 藤

井 （1984） および藍澤 ・ 土居内 （2013）

に従った。

　本標本は、 体高は高く側扁すること、 腹

部発光器 （AB） が 10 個であること、 腹部

上部発光器 （SAB） があること、 臀鰭前

発光器 （PAN） が 5 個であること、 尾鰭

下部発光器 （SC） が 4 個であること、 臀

■ チュラプシホウネンエソ　Polyipnus ovatus　KAUM–I. 55125, 118.1 mm SL
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Marine hatchetfish

鰭基底部に透明域がないことなどの特徴か

ら、 Harold (1994) や藍澤・土居内 （2013）

が定義しているホウネンエソ属 Polyipnus
の特徴に一致する。 さらに、 背鰭前黒色

帯が体側中央線を越えること、 後側頭骨棘

が小さく分枝しないこと、 竜骨板の縁辺が

鋸歯状ではないこと、 臀鰭発光器 （AN）

数が 9 であること、 胸鰭軟条数が 14 であ

ること、 鰓耙数が 18 であること、 脊椎骨

数が 33 であることなどの特徴が、 Harold
（1994） による Polyipnus ovatus の原記

載とよく一致した。

　本標本は原記載と比較して、 背鰭軟条数

11 （原記載では 12）、臀鰭軟条数 17 （18）

および腹鰭軟条数 7 （6） とわずかに異なっ

ていた。 この程度の計数形質の差異は同

属他種でも同様に知られており、 また本種

のこれまでに知られている標本がホロタイ

プのみであることから、 本研究では種内変

異の範囲であると判断した。

　Polyipnus 属は世界で 32 種が有効種

とされている （Harold, 1994）。 その中で

も P. ovatus は、 臀 鰭 上 発 光 器 （SAN）

が 3 個で、 第 1 臀鰭上発光器が最低位

に位置し、 第 2 臀鰭上発光器が第 3 臀

鰭発光器のやや下方に位置し、 第 3 臀鰭

発光器が最高位に位置すること、 背鰭前

黒色帯が体側中央線を越えることなどから、

タスマン海とニュージーランド沖にのみ生息

する Polyipnus kiwiensis Baird, 1971 と酷

似する。 しかし、 P. ovatus は P. kiwiensis

と比較して、 胸鰭軟条数が 14 と少ないこ

と （P. kiwiensis では 15–16） および鰓耙

数が 18 と多いこと （15–17） から識別され

る （Harold, 1994）。 Harold （1994） は 2
種を臀鰭軟条数でも識別できるとしたが、 P. 
ovatus の臀鰭軟条数は 17–18 であり （P. 
kiwiensis では 15–17）、 範囲が重複する

ことが明らかになった。

　日本産ホウネンエソ属魚類は、 本種の

他 に ツ ノ ホ ウ ネ ン エ ソ P. fraseri Fowler, 
1934、 ホ シ ホ ウ ネ ン エ ソ P. matsubarai 
Schultz, 1961、 マルホウネンエソ P. parini 
Borodulina, 1979、 ノ コ バ ホ ウ ネ ン エ ソ

P. spinifer Borodulina, 1979、 カ タ ホ ウ

ネ ン エ ソ P. stereope Jordan & Starks, 
1904、 スルガホウネンエソ P. surugaensis 
Aizawa, 1990 およびミツユビホウネンエソ

Polyipnus sp. の 9 種が知られている （藍

澤 ・ 土居内、 2013 ； 本研究）。

　Polyipnus ovatus は先述の 9 種と比較

して、 単一の後側頭骨棘と平滑な竜骨板を

有することから、 分枝した後側頭骨棘と鋸

歯状になった竜骨板を有するツノホウネン

エソ、 マルホウネンエソ、 ノコバホウネンエ

ソおよびカタホウネンエソ （Harold, 1994 ；

藍澤・土居内、2013） と容易に識別される。

また、 本種は背鰭前黒色帯が体側中央線

を越えることから、 背鰭前黒色帯が体側中

央線をこえないスルガホウネンエソとミツユ

ビホウネンエソ （Harold, 1994 ； 藍澤 ・ 土

居内、 2013） から区別される。 本種はホ

シホウネンエソと比較して、 背鰭前黒色帯

は丸い （ホシホウネンエソでは尖る）、 鰓

耙数が 18 と少ない （22–24） の特徴によ

り識別される （Harold, 1994 ； 藍澤 ・ 土居

内、 2013 ； 本研究）。

　 本 種 は ホ ロ タ イ プ （CAS 33347, 47.0 
mm SL） のみしか知られておらず、 与論

島から得られた標本は世界で 2 番目の標

本であるとともに、最大個体である （Harold, 
1994 ； 本研究）。 また、 カラー写真に基づ

く本種の生鮮時の色彩は本書で初めて明ら

かにされた。

　与論産の標本は採集後、 真空パックで密

閉された状態のまま冷凍保存されていた。

標本作製における鮮魚の冷凍保存は、 こ

れまで魚と水 （海水魚なら海水、 淡水魚

なら淡水が好ましい） を一緒に入れて冷

凍する手法が主であった （本村、 2009; 
Motomura & Ishikawa, 2013）。 真空パッ

クを用いた保存は数日間ではあったが、 解

凍後の魚体はきわめて美しい状態であっ

た。

　きれいに残っている発光器が夜空の美し

い星を連想させることに因み、 採集された

与論島の方言を用いて 「美しい」 を意味

する 「チュラ」 と 「星」 を意味する 「プシ」

を用いて、 新標準和名チュラプシホウネン

エソを提唱する。

（吉田朋弘 ・ 本村浩之）

■ チュラプシホウネンエソ　Polyipnus ovatus　KAUM–I. 55125, 118.1 mm SL
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Synodontidae
Lizardfishes

■ マダラエソ　Saurida gracilis　KAUM–I. 39887, 186.3 mm SL

■ マダラエソ　Saurida gracilis　KAUM–I. 42280, 92.5 mm SL

■ マダラエソ　Saurida gracilis　KAUM–I. 55166, 96.7 mm SL
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Lizardfishes

■ マダラエソ　Saurida gracilis　KAUM–I. 39745, 90.3 mm SL

■ マダラエソ　Saurida gracilis　BSKU 108223, 50.2 mm SL

ヒメ目 エソ科 マエソ属

マダラエソ
Saurida gracilis
(Quoy & Gaimard, 1824)

形 態　 背 鰭 10–11 ； 臀 鰭 9–10 ； 胸 鰭

12–13 ； 側線有孔鱗 45–49 ； 側線上方鱗

3 1/2。 体は細長い円筒形。 前鼻孔後縁に

は、 中央やや下方に欠刻をもつ三角形の

皮弁がある。 両顎歯は太短い円錐歯で強

く広い歯帯を形成する。 口蓋骨歯は先端付

近が後方よりも大きい。 舌上歯は他の歯に

比べて小さい。 内翼状骨歯内側列は前部

が 2 列、 後部が 3–4 列の歯帯をなす。 胸

鰭後端は腹鰭基底後端を越える。

色彩　体側は褐色で黒色の横帯があり、 腹

部は白色である。 すべての鰭の鰭条に斑

紋があり、 尾鰭の斑紋は顕著。 脂鰭の中

心部や先端に黒斑がある。

分布　インド ・ 太平洋。 国内では小笠原諸

島、 伊豆諸島、 相模湾以南の太平洋沿岸、

大隅諸島、 琉球列島に分布する。

備 考　 本 種 は 尾 鰭 に 斑 紋 を 有 す る こ

と か ら ウ チ ウ ミ マ ダ ラ エ ソ S. nebulo-
sa Valenciennes, 1850 に最も類似する。

本種は内翼状骨歯内側列が後部で 3–4 列

であること （ウチウミマダラエソでは前後部

とも 2 列）、 胸鰭後端は腹鰭基底後端を越

えること （越えない）、 体側の横帯がみら

れること （みられない） などにより区別され

る。 また、 本種はサンゴ礁周辺に多いのに

対し、 ウチウミマダラエソでは内湾や河口

域の砂泥底や藻場に多い。

（笹木大地）

ヒメ目 エソ科 マエソ属

ウチウミマダラエソ
Saurida nebulosa
Valenciennes, 1850

形 態　 背 鰭 10–11 ； 臀 鰭 9–10 ； 胸 鰭

12–13 ； 側線有孔鱗 49–51 ； 側線上方鱗

3 1/2。 体は細長い円筒形。 前鼻孔後縁の

皮弁は三角形であり、 その高さは幅より大

きい。 両顎歯は太短い円錐歯で強く広い歯

帯を形成する。 口蓋骨歯は先端付近が後

方よりも大きい。 舌上歯は他の歯に比べ小

さい。 内翼状骨歯内側列はすべて 2 列で

ある。 胸鰭後端は腹鰭基底後端を越えな

い。

色彩　体側は褐色で小さな黒点があり、 腹

部は白色。 背鰭、 腹鰭、 尾鰭に顕著な斑

紋がある。 脂鰭は褐色。

分布　インド ・ 太平洋に分布する。 国内で

は小笠原諸島、 和歌山県以南の太平洋沿

岸、 琉球列島に分布する。

備考　マダラエソとの比較は上記参照。

（笹木大地）
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Synodontidae
Lizardfishes

■ ニテンエソ　Synodus binotatus　KAUM–I. 41145, 65.7 mm SL

■ ウチウミマダラエソ　Saurida nebulosa　KAUM–I. 51326, 135.3 mm SL

■ ニテンエソ　Synodus binotatus　17 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki



Synodontidae

エ
ソ
科

57

Lizardfishes

ヒメ目 エソ科 アカエソ属

ニテンエソ
Synodus binotatus
Schultz, 1953

形態　背鰭 12–14 ； 臀鰭 8–10 ； 胸鰭 12 ；

腹鰭 8 ； 側線有孔鱗 52–56 ； 側線上方鱗

3 1/2。 体は細長い円筒形。 吻はやや長く、

吻端は丸い。 前鼻孔後縁の皮弁は細長い。

下顎先端に 1 対の犬歯状歯がある。 先端

付近の口蓋骨歯は後方よりも大きい。 舌上

歯はよく発達する。 胸鰭後端は背鰭始部と

腹鰭始部を結んだ線に達するか越える。

色彩　色彩は与論島産の標本に基づく。 体

側背面は褐色、 腹面は白色。 体側正中線

よりやや下方に黒色の斑紋が大小交互に

並ぶ。 このうち大型の 4 斑紋は体側背面

まで伸長する。 吻背面に 2 つの小さな黒点

がある。 尾鰭に明瞭な黒色の斑模様があ

る。

分布　インド ・ 太平洋に分布する。 国内で

は与論島を含む琉球列島から記録がある。

備考　本種は吻背面に 2 つの小黒点がみ

られること、 側線上方鱗数が 3 1/2 である

こと、 先端付近の口蓋骨歯が後方より大

きいこと、 鰓蓋上部に黒斑をもたないこと、

胸鰭後端が背鰭始部と腹鰭始部を結んだ

線に達するか越えることにより日本産同属

他種から区別される。

（笹木大地）

■ ミナミアカエソ　Synodus dermatogenys　KAUM–I. 55167, 79.2 mm SL

ヒメ目 エソ科 アカエソ属

ミナミアカエソ
Synodus dermatogenys
Fowler, 1912

形態　背鰭 10–13 ； 臀鰭 8–10 ； 胸鰭 11– 
13 ； 側線有孔鱗 56–64 ； 側線上方鱗 5 
1/2。 体は細長い円筒形。 吻はやや長く、

吻端は丸い。 前鼻孔後縁の皮弁は細い。

下顎先端付近に 1 対の犬歯状歯がある。

先端付近の口蓋骨歯は後方よりも大きい。

舌上歯はよく発達する。

色彩　体色は変異に富む。 体側正中線に

沿って 8–9 個の黒色や赤色などの斑紋が

並ぶ。 胸鰭を除いた各鰭の鰭条には、 赤

色や黄色などの斑点が並ぶ。

分布　インド ・ 太平洋に分布する。 国内で

は小笠原諸島、 伊豆諸島、 相模湾以南の

太平洋沿岸、 大隅諸島、 琉球列島に分布

する。

備 考　 本 種 は 同 属 の ア カ エ ソ S. ulae 
Schultz, 1953 とヒトスジエソ S. variegatus 
(Lacepède, 1803) に 酷 似 す る が、 前 者

と は 背 鰭 軟 条 数 10–13 （ ア カ エ ソ で は

13–14）、 側線鱗数 56–64 （60–66）、 前

鼻孔の皮弁が細い （幅広くへら状） などの

特徴により区別される。 後者とは体側中線

に褐色縦帯がみられない （ヒトスジエソで

は明瞭な褐色縦帯がみられる） ことから容

易に区別される。

（笹木大地）

■ ミナミアカエソ　Synodus dermatogenys　KAUM–I. 51374, 104.0 mm SL
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Synodontidae
Lizardfishes

■ イレズミオオメエソ　Synodus oculeus　KAUM–I. 51373, 108.6 mm SL

ヒメ目 エソ科 アカエソ属

イレズミオオメエソ
Synodus oculeus
Cressey, 1981

形態　背鰭 12–13 ； 臀鰭 9–11 ； 胸鰭 12 ；

腹鰭 8 ； 側線有孔鱗 54–57 ； 側線上方鱗

3 1/2 ； 脊椎骨数 55–56。 体は細長い円筒

形である。 吻は短く、 側面から見た吻端は

尖る。 眼は大きい。 前鼻孔後縁の皮弁は

三角形であり、 その幅は高さにほぼ等しい。

下顎先端に 1 対の犬歯状歯がある。 口蓋

骨歯はすべてほぼ同大で、 両顎歯よりも大

きい。 舌上歯はよく発達する。

色彩　色彩は与論島産の標本に基づく。

吻、 頭部背面、 体背面および体背側面は

赤みがかった白色地に淡朱色斑が見られ

る。 頬、 鰓蓋および体腹側面はわずかに

赤みがかった白色で臀鰭始部より後方は薄

桃色。 瞳孔の周囲は朱色。 背鰭、 臀鰭、

尾鰭の鰭条は淡朱色で鰭膜は透明である。

背鰭の鰭条および鰭膜の先端は白く縁取ら

れる。 腹鰭は鰭条、 鰭膜ともに白色。 尾

鰭の下葉先端は白色。

分布　南シナ海、 小スンダ列島、 オースト

ラリア北岸、 アンダマン海、 ソマリア。 国内

では小笠原諸島と与論島から標本が得ら

れている。

備考　本種は小笠原諸島から標本が記録さ

れたことから Senou et al. (1995) により標

準和名が提唱された。 笹木ほか （2013）

は本種が鹿児島県与論島から記録された

ことから、 本種が西太平洋熱帯域から北で

は琉球列島や小笠原諸島まで広く分布する

ことを示唆した。

　与論島から得られた標本では、 Senou et 
al. (1995)、 Yamada (2002)、 山田 ・ 柳下

（2013） が本種の特徴とした生鮮時の眼か

ら後方へ向かう 3 赤色線は顕著ではなかっ

た。 しかし、 日本産同属他種とは吻端の形

状、 口蓋骨歯、 および体の色彩から容易

に区別される。

（笹木大地）

■ ヒトスジエソ　Synodus variegatus　KAUM–I. 51473, 88.8 mm SL

ヒメ目 エソ科 アカエソ属

ヒトスジエソ
Synodus variegatus
(Lacepède, 1803)

形 態　 背 鰭 11–13 ； 臀 鰭 8–11 ； 胸 鰭

12–13 ； 側線有孔鱗 60–63 ； 側線上方鱗

5 1/2。 体は細長い円筒形。 吻はやや長く、

吻端は丸い。 前鼻孔後縁の皮弁は三角形

で、 その幅は高さにほぼ等しい。 下顎先端

付近に 1 対の犬歯状歯がある。 先端付近

の口蓋骨歯は後方よりも大きい。 舌上歯は

よく発達する。

色彩　体側背面は赤色、腹面は赤みがかっ

た白色。 体側中線に沿って褐色の縦帯が

ある。 胸鰭を除いた各鰭の鰭条には赤色

の斑紋が並ぶ。

分布　インド ・ 太平洋に分布する。 国内で

は小笠原諸島、 伊豆諸島、 相模湾以南の

太平洋沿岸、 大隅諸島、 琉球列島に分布

する。

備 考　 本 種 は ア カ エ ソ S. ulae Schultz, 
1953 と ミ ナ ミ ア カ エ ソ S. dermatogenys 
Fowler, 1912 に酷似するが、 体側正中線

に明瞭な褐色縦帯がみられること （後者 2
種では褐色縦帯がみられない） から容易に

区別される。

（笹木大地）
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Lanternfish

■ ホクトハダカ　Benthosema fibulatum　KAUM–I. 39709, 53.8 mm SL

ハダカイワシ目 ハダカイワシ科 ソコハダカ属

ホクトハダカ
Benthosema fibulatum
(Gilbert & Cramer, 1897)

形態　背鰭 12；臀鰭 20；胸鰭 14；腹鰭 8；

鰓耙 6+1+16=23。 頭はやや大きく、 頭長

は体長の 3 分の１。 吻は短く、 吻端は上

顎前端に等しい。 眼は大きく、 眼径は体長

の 8 分の 1。 鰓蓋の後端は尖る。 臀鰭基

底は長く、 背鰭基底の約 1.5 倍。 胸鰭は

長く、 臀鰭起部をわずかに越える。 眼下発

光器はない。 胸鰭上発光器は胸鰭基底上

端よりも側線に近い。 腹鰭上発光器、 第

3 肛門上発光器および体側後部発光器は、

すべて側線下に位置する。 体側後部発光

器は 1 個。 腹部発光器は 4 個。 尾鰭前発

光器は 2 個で、 第 2 発光器は側線に近い。

尾柄上部発光腺は短く、 尾鰭に近い。

色彩　体の背面と腹面、 尾鰭基底は黒色。

虹彩、 眼下域、 頬部、 鰓蓋、 側線鱗およ

び発光器は銀白色。

分布　インド洋から中央太平洋の温帯から

熱帯域に分布する。 国内では熊野灘以南

の南日本から琉球列島、 東シナ海に分布

する。

備考　本項は与論島産の 1 標本に基づく。

ソコハダカ属の雄には尾柄上部発光腺、 雌

には尾柄下部発光腺があるが、 本種の雌

雄はともに両発光腺をもつ。 本標本では尾

柄部腹面が破損しており、 尾柄下部発光

腺の存在は確認できなかった。 本標本は

雌の抱卵個体である。 本種は中深層遊泳

性で、 日周鉛直移動を行う。

（遠藤広光）

■ アラハダカ　Myctophum asperum　KAUM–I. 58304, 69.9 mm SL

ハダカイワシ目 ハダカイワシ科 ススキハダカ属

アラハダカ
Myctophum asperum
Richardson, 1845

形態　背鰭 12–14 ； 臀鰭 17–20 ； 胸鰭 12 
–16 ； 腹鰭 8–9 ； 側線有孔鱗 38–41。 体

は細長く、 体高は体長の 21.3–24.4%。 体

側鱗は大きくて硬く、 はがれにくい。 雄は

尾柄上部発光腺を備え、 雌は尾柄下部発

光腺を備える。

色彩　頭部背面および体背面は黒色。 体

側から体腹面は一様に銀色。 背鰭、 尾鰭、

胸鰭、 腹鰭および臀鰭の各軟条は白色、
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Polymixiidae
Beardfish

■ オカムラギンメ　Polymixia sazonovi　KAUM–I. 51547, 339.0 mm SL

ギンメダイ目 ギンメダイ科 ギンメダイ属

オカムラギンメ
Polymixia sazonovi
Kotlyar, 1992

形態　背鰭 V, 35 ； 臀鰭 IV, 16 ； 胸鰭 17 ；

腹鰭 I, 6 ； 側線上方横列鱗 12 ； 側線鱗

35 ； 鰓耙 3+1+7=11 ； 脊椎骨 13+15=28。

体は長楕円形でよく側扁する。 頭部はやや

大きく、 頭長は体長の 35%。 体を覆う櫛

鱗は、 三角状の扁平な小棘を多数備える。

吻部、 眼下骨、 喉部と前鰓蓋骨の隅角部

は無鱗。 吻端は上顎先端より前方に突出

しない。 吻は寒天質で包まれず、 その皮

膚は肥厚し、 微小皮弁で覆われる。 両顎、

前鋤骨、 口蓋骨、 内翼状骨および舌上に

は絨毛状の歯帯をもつ。 喉部に 1 対のひ

げをもち、 その長さは頭長の 85%。 背鰭

第 5 棘は短く、 頭長の 14%。 胸鰭はやや

短く、 体長の 18%。 胸鰭後端は、 背鰭起

部の直下をわずかに越え、 腹鰭後端直上

に達しない。 尾柄は太く、 尾鰭はよく発達

する。

色彩　背側はやや黒みがかった灰青色、

体側と腹側は銀白色。 眼窩周辺、 吻端、

両顎は黒色。 垂直鰭はほぼ一様に暗色で、

背鰭の前縁から第 5 軟条付近までの上方、

尾鰭後縁は黒色。 生鮮時に胸鰭は一様に

黒色、 液浸下では灰色で後縁のみ黒色。

腹鰭は黒色で、 基底付近は白色。

分布　渥美半島沖、 与論島沖、 九州 ・ パ

ラオ海嶺からの採集記録がある。

備考　本項は与論島産の標本に基づく。 本

標本は体長 339 mm で、 既知の標本の中

では最大である （九州 − パラオ海嶺産の

標本では体長 311 mm）。 また、 本標本

の計数 ・ 計測形質や形態学的特徴は、 P. 
sazonovi Kotlyar, 1992 の原記載によく一

致するが、 生鮮時に胸鰭が一様に黒色で

あること、 背鰭の前方や尾鰭の後縁が黒

色であることで異なる。

（遠藤広光）

鰭膜は透明。

分布　全世界の熱帯 ・ 亜熱帯海域に分布

する。

備考　与論島北東部に位置する皆田海岸

に打ち上がった 1 個体が採集された。 左側

の鰓にペンネラによる寄生を受けているの

が観察された。

　本種は日周鉛直移動を行うことが知られ

る。 昼間は主に 400 m 以深に生息してい

るが、 夜間は表層付近に移動し、 小型甲

殻類などを摂餌する。 また、 耳石の縁辺の

成長率も夜間に大きいことが知られている。

（畑　晴陵）
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Morid cods

■ クロダラ　Laemonema robustum　KAUM–I. 56956, 228.7 mm SL

■ クロダラ　Laemonema robustum　KAUM–I. 56976, 266.0 mm SL

タラ目 チゴダラ科 イトヒキダラ属

クロダラ
Laemonema robustum
Johnson, 1862

形 態　 背 鰭 6-54–55 ； 臀 鰭 50–51 ； 胸

鰭 29 ； 腹鰭 2 ； 側線鱗 147–150 ； 鰓耙

4+13=17 ； 脊椎骨 14+37–39=51–53。 体

は延長し、 体高はやや高く、 尾部では著し

く側扁する。 第 1 背鰭の基底は短く、 第 2
鰭条は糸状に伸長する。 第 2 背鰭と臀鰭

の基底は長く、 臀鰭の後端は背鰭後端より

著しく前方に位置する。 尾柄は細長く、 尾

鰭は小さい。 腹鰭は伸長し、 その後端は

臀鰭起部をわずかに越える。 頭長は体長

の 25.2–27.7%。 吻は丸く、 上顎は下顎よ

り突出する。 眼径は頭長の 24.7–25.7%。

下顎に 1 本のひげをもつ （写真個体は奇

形で前後 2 本）。 口は大きく、 上顎後端は

眼窩後縁直下を越える。 両顎には不規則

な円錐歯の狭歯帯を備え、 上顎では 3–5
列、 下顎では 2–4 列で、 そのうち 1–2 列

は肥大した犬歯状。 鋤骨歯帯は小円形。

口蓋骨歯がない。 頭と体、 垂直鰭と胸鰭

の鰭膜の基部側半分は剥がれやすい円鱗

で覆われる。 吻前縁の無鱗域は狭い。 喉

部前方には円形の鱗域をもち （写真個体）、

鰓膜は無鱗。 腹部発光器がない。 肛門は

臀鰭起部からやや離れる。

色彩　生鮮時、 頭と体は黒褐色で、 頭部

下面と鰓膜はやや白色。 腹鰭は白色で、

他の鰭は一様に黒褐色で縁辺は赤味を帯

びる （液浸時は白色）。 両口唇は黒褐色。
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Moridae
Morid cods

■ チゴダラ属の一種　Physiculus sp.　KAUM–I. 55972, 200.1 mm SL

タラ目 チゴダラ科 チゴダラ属

チゴダラ属の一種
Physiculus sp.

形態　背鰭 8-70 ； 臀鰭 77 ； 胸鰭 24 ； 腹

鰭 5 ； 側線鱗 115 ； 鰓耙 3+8=11 ； 脊椎

骨 14+41=55。 体は延長し、 尾部では著し

く側扁する。 第 1 背鰭基底は短く、 鰭条は

糸状に伸長しない。 第 2 背鰭と臀鰭の基

底は長い。 尾鰭は小さい。 頭長は体長の

26.6%。 吻は丸く、 上顎は下顎よりやや突

出する。 眼径は頭長の 22.5%。 下顎先端

に 1 本のひげをもつ。 口は大きく、 上顎後

端は眼窩後縁直下に達する。 両顎には同

サイズの小円錐歯が密に並ぶ歯帯をもち、

上顎の縫合部付近では 9–10 列、 下顎で

は 6–7 列。 前鋤骨と口蓋骨には歯がない。

頭と体は円鱗で覆われ、 吻前縁の無鱗域

はやや広い。 喉部は中央の鱗域 （本標本

では脱落） 以外は無鱗。 鱗は剥がれやす

い。 腹部正中線上に小円形の 1 発光器を

もち、 腹鰭起部より後方に位置し、 肛門に

やや近い。

色彩　生鮮時、 頭と体は茶褐色で、 腹面

は黒褐色。 両口唇は明瞭な黒色帯で縁取

られる。 各鰭は尾鰭後縁を除き一様に暗い

赤色で、 胸鰭の腋部は黒色。 発光器と肛

門周辺は黒色。

分布　与論島北東沖の水深 750−850 m で

の籠漁で採集された。

備考　本項は与論島沖産の 1 標本に基づく

（標準体長 200.1 mm）。 本標本は下顎に

ひげをもつ、 第 1 背鰭鰭条が 6 本で伸長

しない、各鰭の鰭条数、吻の無鱗域が広い、

喉部に鱗域がある、 腹部発光器とその位

置、 鰭が一様に赤色であることから、 日本

産のチゴダラ属 6 種のうち、 アカチゴダラ 
P. rhodopinnis Okamura, 1982 とオシャレ

チゴダラ P. yoshidae Okamura, 1982 に

類似するが、 発光器が腹鰭起部より肛門

に近い、 背鰭下方が黒くない、 両口唇が

黒色帯で明瞭に縁取られることは、 後種に

一致する。 しかし、 本標本は両顎に小円

錐歯の広歯帯をもち、 上顎後端が眼窩後

縁下に達することは、 前種の特徴に一致す

る （後種では疎らな狭歯帯で外列歯が肥

大し、 上顎後端は眼窩後縁下に達しない）。

さらに、 本標本の特徴は、 ヒレグロチゴダ

ラ P. nigripinnis Okamura, 1982 にも概ね

一致するが、 鰭が一様に赤色、 喉部の一

部と峡部がすべて鱗に覆われることで異な

る （鰭が黒色、 喉部と峡部前方は無鱗）。

（遠藤広光）

分布　西太平洋、 ハワイ諸島、 東大西洋

の水深 210–1200 m からの記録がある。

国内では与論島、 神奈川県横浜 （おそらく

相模湾産）、 九州 ・ パラオ海嶺で採集され

た。

備考　本項は与論島東方沖の水深 200− 
700 m 間での籠漁で採集された 2 標本に

基づく。 本標本は下顎にひげをもつ、 両眼

窩幅が眼窩径より短い、 各鰭条数、 腹鰭

の 2 鰭条が発達し伸長する、 発光器がな

いことからイトヒキダラ属である。 本属には

12 有効種が知られ、 本種は両眼窩間隔が

狭い （体長の 3.0–7.0%）、 第 1 鰓弓の上

枝の鰓耙数が 2 以上、 背鰭と胸鰭の鰭条

数 （6, 25–31）、 側線に筒状の変形鱗が

ない、 腹鰭が中程度に伸長する （体長の

19.6–35.2%）、 背鰭と臀鰭後端に黒色斑

をもたないことで他種と異なる （Meléndez 
& Markle, 1997）。 日本周辺には、 本種

のほかにイトヒキダラ L. longipes Schmidt, 
1938 と パ ラ オ イ ト ヒ キ ダ ラ L. rhodochir 
Gilbert, 1905 が分布する。 前種とは両顎

先端の位置 （上顎が突出 vs. 下顎が突出）

と胸鰭の鰭条数 （25–30 vs. 15–18） によ

り、 後種とは各鰭条数 （第 2 背鰭 50–57 
vs. 61–66 ； 臀鰭 47–54 vs. 58–63 ； 胸鰭 
25–30 vs. 22–24）、 体高 （体長の 21.9–

27.7 % vs. 15.2–19.4） と頭長 （体長の

24.9–29.9% vs. 22.2–24.9） な ど に よ り

識別できる （Meléndez & Markle, 1997）。

Meléndez & Markle (1997) は 原 記 載 以

来報告のなかったクロダラ L. modestum 
Franz, 1910 （おそらく相模湾産） とホテイ

イトヒキダラ L. filodorsale Okamura, 1982
（九州・パラオ海嶺産） を、 東大西洋のマ

デイラ諸島沖を基産地とする L. robustum 
Johnson, 1862 の新参異名とみなしたが、

本種が不連続な分布を示すことから、 これ

ら 2 種が有効種であるか再検討が必要で

あろう。

（遠藤広光）
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Pearlfish / Viviparous brotulas

■ アマミカクレウオ　Encheliophis vermicularis　KAUM–I. 39778, 98.3 mm SL

アシロ目 カクレウオ科 カクレウオ属

アマミカクレウオ
Encheliophis vermicularis
Müller, 1842

形態　腹椎骨 20–23。 体はきわめて細長

く、 強く側扁する。 頭部は小さく、 全長の

約 19%。 主上顎骨は皮膚に覆われ露出し

ない。 吻の先端はやや尖る。 上顎歯は尖

り、 外列は内列に比べ大きく犬歯状。 内列

ではやや小さい円錐歯。 下顎歯および口

蓋骨歯は円錐歯で 1 列。 鋤骨歯は大きく、

やや湾曲する。 胸鰭、 腹鰭はない。 背鰭

始部は臀鰭始部よりはるかに後方に位置

する。 背鰭、 臀鰭は尾鰭と連続する。

色彩　体は全体に半透明で淡黄色。 腹膜と

尾部後半には黒色素胞が散在し、 尾部先

端は褐色。

分布　インド ・ 太平洋の熱帯域に広く分布

する。 国内では琉球列島から知られる。

備考　本種は浅海性の種で、 ニセクロナマ

コ、 バイカナマコ、 ハネジナマコなどを宿種

として利用する。

（日比野友亮）

■ リュウキュウイタチウオ属の一種 1　Alionematichthys sp. 1　KAUM–I. 55129, 33.6 mm SL

アシロ目 フサイタチウオ科 リュウキュウイタチウオ属

リュウキュウイタチウオ属の一種 1
Alionematichthys sp. 1

形態　背鰭 87 ； 臀鰭 66 ； 胸鰭 23 ； 腹鰭

1 ； 尾鰭 i+14+i ； 鰓耙 3+13=16 ； 脊椎骨

11+33=44。 体は延長し、 尾部に向かい著

しく側扁する。 頭はやや細く、 頭長は体長

の 28.0%。 前鼻孔は管状で、 上唇からや

や離れる。 眼はやや大きく、 眼径は体長

の 3.2%。 前鰓蓋骨上端に 1 個の感覚孔

がある。 主鰓蓋骨棘は 1 本。 口は大きく、

上顎長は体長の 13.1%。 両顎、 前鋤骨と

口蓋骨には微小な円錐歯からなる歯帯をも

つ。 上顎歯の縫合部付近と下顎歯の最内

列にはやや大きな犬歯状歯がまばらに並

ぶ。 尾鰭長は体長の 15.1%。 体は円鱗で

覆われ、 頭部は前鰓蓋骨上の頬部 （6–7
列） を除き無鱗。 背鰭の第 1 鰭条は第 6
椎体直上に、 臀鰭の第 1 鰭条は背鰭第

20 鰭条および第 13 椎体の直下に位置す

る。

色彩　生鮮時、 体、 垂直鰭と胸鰭は一様

に茶色。 腹鰭は基部付近が茶色で、 他は

白色。

分布　与論島。

備考　本項は与論島産の 1 標本に基づ

く。 本標本は雌の若魚で、 計数 ・ 計測形

質、 体色や前鰓蓋上端に感覚孔を１つも

つ、 頬部の被鱗状態などの特徴は、 リュ

ウキュウイタチウオ A. riukiuensis (Aoyagi, 
1954) とハダカリュウキュウイタチウオ A. 
piger (Alcock, 1890) のものにほぼ一致す

る。 ただし、 本標本の胸鰭の鰭条数 （23）

は、 ハダカリュウキュウイタチウオの変異

幅 （19–22） から 1 本外れ、 リュウキュウ

イタチウオの変異幅 （19–23） に含まれる

(Møller & Schwarzhans, 2008)。 し か し、

これら 2 種の識別的特徴となる主鰓蓋骨棘

上の鱗は、 本標本では脱落しているか無

鱗か判断が困難なため、本属の一種とした。

（遠藤広光）
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Bythitidae
Viviparous brotulas

■ リュウキュウイタチウオ属の一種 2　Alionematichthys sp. 2　KAUM–I. 55140, 40.1 mm SL

アシロ目 フサイタチウオ科 リュウキュウイタチウオ属

リュウキュウイタチウオ属の一種 2
Alionematichthys sp. 2

形態　背鰭 85 ； 臀鰭 71 ； 胸鰭 20–21 ；

腹鰭 1 ； 尾鰭 i+14+i ； 鰓耙 3+11=14 ； 脊

椎骨 11+34=45。 体は延長し、 尾部に向

かい著しく側扁する。 頭はやや細く、 頭長

は体長の 26.2%。 前鼻孔は管状で、 上唇

から離れる。 眼はやや大きく、 眼径は体長

の 2.9%。 前鰓蓋骨上端に 1 個の感覚孔

をもつ。 主鰓蓋骨棘は 1 本。 口はやや大

きく、 上顎長は体長の 11.5%。 両顎、 鋤

骨には微小な円錐歯からなる歯帯をもつ。

上顎歯の縫合部付近と下顎歯の最内列に

はやや大きな犬歯状歯が疎らに並び、 下

顎では後方に向かい大きくなる。 鋤骨の内

列外側には数本の、 口蓋骨には不規則 2
列のやや大きな円錐歯がある。 吻端と下

顎先端下面付近の皮膚には微小な突起が

疎らにある。 尾鰭長は体長の 9.2%。 体は

円鱗で覆われ、 頭部は前鰓蓋骨上の頬部

（6–7 列） と主鰓蓋骨棘上を除き無鱗。 背

鰭の第 1 鰭条は第 7 椎体直上に、 臀鰭の

第 1 鰭条は背鰭第 19 鰭条および第 13 椎

体の直下に位置する。

色彩　生鮮時、 頭と体は茶色でやや黄色

みを帯びる。 垂直鰭、 尾柄付近は黄色み

を帯びた橙色。 胸鰭は一様に茶色。 尾鰭

基底付近は橙色。 腹鰭は白色。 液浸時、

体は淡褐色で、 頭部下面と鰭は白色。

分布　与論島。

備考　本項は与論島産の 1 標本に基づ

く。 本標本は雌の若魚で、 その計数計測

形質、 体色や前鰓蓋上端に感覚孔を１つ

もつ、 頬部の被鱗状態などの特徴は、 リュ

ウキュウイタチウオ A. riukiuensis (Aoyagi, 
1954) とハダカリュウキュウイタチウオ A. 
piger (Alcock, 1890) のものにほぼ一致す

る （Møller & Schwarzhans, 2008）。 しか

し、 本標本は吻端と下顎下面先端付近に

微小な皮弁をもつが、 両種に比べると疎ら

である。 また、本標本の臀鰭の鰭条数（71）

は、 前種の変異幅から 1 本外れ （55–70、

後種では 59–72）、 尾椎骨数 （34） と脊

椎骨数 （45） は前種の変異幅から 1 個外

れる （29–33 と 41–44、 後種では 29–34
と 40–45）。 主鰓蓋骨棘上の鱗は脱落して

いるか判断が困難なため、 本属の一種とし

た。

（遠藤広光）
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Viviparous brotulas

■ トゲイタチウオ　Diancistrus erythraeus　KAUM–I. 55128, 46.4 mm SL

アシロ目 フサイタチウオ科 サンゴタチウオ属

トゲイタチウオ
Diancistrus erythraeus
(Fowler, 1946)

形態　背鰭 70 ； 臀鰭 55 ； 胸鰭 20–21 ；

腹鰭 1 ； 尾鰭 i+14+i ； 鰓耙 4+10=14 ； 脊

椎 骨 10+31=41。  体 は 延 長 し、 尾 部 に

向かい著しく側扁する。 頭部は丸みを帯

び、 やや幅広く、 頭長は体長の 29.1%。

前鼻孔は管状で、 後鼻孔より上唇に近

い。 眼は小さく皮下に埋没し、 眼径は体長

の 1.4%。 前鰓蓋骨上端の感覚孔は 1 個。

主鰓蓋骨棘は 1 本でやや太い。口は大きく、

上顎長は体長の 14.4%。 両顎には微小な

円錐歯の歯帯をもつ。 下顎歯帯の最内列

には犬歯状歯がまばらに並び、 後方へ向

かい次第に大きくなる。 鋤骨と口蓋骨には、

1–3 列の円錐歯が並ぶ。 背鰭と臀鰭の基

底付近は皮膚に覆われる。 腹鰭は伸長し、

体長の 28.7%。 体は円鱗で覆われ、 頭部

は前鰓蓋骨上の頬部を除き無鱗。 背鰭の

第 1 鰭条は第 6 椎体の直上に、 臀鰭の第

1 鰭条は背鰭第 18 鰭条および第 13 椎体

の直下に位置する。

色彩　生鮮時、 体は一様に淡橙色。

分布　フィリピン諸島と奄美群島以南の琉

球列島から標本に基づく記録がある。

備考　本項は与論島産の 1 標本に基づ

く。 本属魚類にはインド ・ 西太平洋のサ

ンゴ礁浅海域に分布する 3 未記載種を含

む 30 種が知られ、 琉球列島からはトゲ

イタチウオ、 サンゴイタチウオ D. fuscus 
(Fowler, 1946)、 ラ ン ド ー ル イ タ チ ウ オ 
D. jackrandalli Schwarzhans, Møller & 
Nielsen, 2005、 そして未記載種 Diancis-
trus sp. 1 が報告された （Schwarzhans et 
al., 2005）。

　本標本の尾椎骨数 (31) は既知の変異幅

（28–30） より 1 個多い。 また、 フサイタチ

ウオ族では雄の交接器の形態が重要な分

類形質となるが、 本種の雌は背鰭と臀鰭の

鰭条数が少ない、 脊椎骨数が少ない、 眼

が小さい （体長の 1.2–1.9%）、 頬部に鱗

域をもつ、 主鰓蓋骨上方に鱗がない、 体

側鱗は小さい （体長の 2% 以下）、 そして

体が赤みを帯びることにより本属他種と識

別される。

（遠藤広光）
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Bythitidae
Viviparous brotulas

■ サンゴイタチウオ　Diancistrus fuscus　KAUM–I. 55178, 50.1 mm SL (preserved specimen)

アシロ目 フサイタチウオ科 サンゴタチウオ属

サンゴイタチウオ
Diancistrus fuscus
(Fowler, 1946)

形 態　 背 鰭 79–85 ； 臀 鰭 64–67 ； 胸

鰭 18–20 ； 腹 鰭 1 ； 尾 鰭 i+14+i ； 鰓 耙

14–17 ； 脊椎骨 11+32–33=43–44。 体は

延長し、 尾部に向かい著しく側扁する。 頭

はやや細く、 頭長は体長の 24.5–26.6%。

前鼻孔は管状で、 後鼻孔より上唇に近い。

眼はやや大きく、 眼径は体長の 2.6–2.9%。

前鰓蓋骨上端の感覚孔は 1 個。 主鰓蓋骨

棘は 1 本。 口は大きく、 上顎長は体長の

11.8–14.4%。 両顎には微小な円錐歯の歯

帯をもつ。 上顎歯の縫合部付近と下顎歯

の最内列には大きな犬歯状歯がまばらに

並び、 下顎では後方へ向かい次第に大きく

なる。 鋤骨と口蓋骨には 2–3 列の円錐歯

が並ぶ。 体は円鱗で覆われ、 頭部は頬部

（5–6 列） と主鰓蓋骨棘の上方 （2 列に並

ぶ 3–7 枚の小鱗） を除き無鱗。 背鰭と臀

鰭の基底付近は皮膚に覆われる。 背鰭の

第 1 鰭条は第 6–7 椎体の直上に、 臀鰭の

第 1 鰭条は背鰭の第 20–21 鰭条および第

13 椎体の直下に位置する。 雄の外側擬交

接器 （OP） は L 字状の鉤型、 内側擬交

接器 （IP） は瘤状で OP の前方やや内縁

に接着する。

色彩　アルコール液浸時では、 体は一様に

淡褐色で、 背鰭と臀鰭の基底付近は暗褐

色で、 その他の鰭は白色。

分布　フィリピン諸島、 台湾南部、 奄美群

島以南の琉球列島。

備考　本項は与論島産の 5 標本に基づく

（標準体長 46.6–51.0 mm）。 本種は脊椎

骨数、 背鰭と臀鰭の鰭条数、 背鰭第 1 鰭

条の位置 （多くは第 6 椎体上）、 頬部と主

鰓蓋骨棘の上方の鱗の状態、 雄の交接

器の形状などの形質の組み合わせにより、

同属他種と識別できる。

　また、 本種は脊椎骨数と眼径 （43–45、

体長の 2.4–3.4%） により、 日本に分布

するトゲイタチウオ D. erythraeus (Fowler, 
1946) （39–41、 1.2–1.9%） とランドール

イタチウオ D. jackrandalli Schwarzhans, 
Møller & Nielsen, 2005 （40–41、 1.6–
2.1%） から区別される (Schwarzhans et 
al., 2005)。

（遠藤広光）

■ サンゴイタチウオ属の一種　Diancistrus sp.　KAUM–I. 55174, 43.3 mm SL (preserved specimen)

アシロ目 フサイタチウオ科 サンゴタチウオ属

サンゴイタチウオ属の一種
Diancistrus sp.

形態　背鰭 73 ； 臀鰭 54 ； 胸鰭 19–20 ；

腹鰭 1 ； 尾鰭 i+14+i ； 鰓耙 14 ； 脊椎骨

11+32=43。 体は延長し、 尾部に向かい著

しく側扁する。 頭はやや小さく、 頭長は体

長の 24.8%。 前鼻孔は管状で、 後鼻孔よ

り上唇に近い。 眼径は体長の 2.2%。 前鰓

蓋骨上端の感覚孔は 1 個。 主鰓蓋骨棘は

1 本。 上顎長は体長の 11.0%。 両顎には

微小な円錐歯の歯帯をもつ。 上顎歯の縫

合部付近と下顎歯の最内列には大きな犬

歯状歯がまばらに並び、 下顎では後方へ

向かい次第に大きくなる。 鋤骨と口蓋骨に

は 1 列の円錐歯をもち、 鋤骨には 3 本の

やや大きな犬歯状歯をもつ。 腹鰭は峡部

に近く、 腹鰭と臀鰭起部間の長さは体長の

31.2%。 背鰭と臀鰭の下方は皮膚に覆わ

れる。 体は円鱗で覆われ、頭部は頬部（6–7
列、 19–23 枚） を除き無鱗。 背鰭の第 1
鰭条は第 7 椎体の直上に、 臀鰭の第 1 鰭

条は背鰭の第 22 鰭条および第 15 椎体の

直下に位置する。 雄の交接器の OP はや
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や肥厚した耳たぶ型、 IP は細長いへら状

で OP の前方内側に付着し、後方へ伸びる。

色彩　液浸標本では、 頭と体の上方は暗

褐色、 下方は明褐色。 背鰭の基底付近は

暗褐色で、 その他の鰭は白色。

分布　与論島。

備考　本項は与論島産の 1 標本に基づく。

本種は日本に分布するサンゴイタチウオ D. 
fuscus (Fowler, 1946) とランドールイタチウ

オ D. jackrandalli Schwarzhans, Møller & 
Nielsen, 2005 とは、 背鰭と臀鰭の鰭条数

（73, 54 vs. 74 以上 , 58 以上）、 主鰓蓋骨

棘上部の鱗 （ない vs. ある） により、 トゲ

イタチウオとは脊椎骨数 （43 vs. 39–41）

と眼径 （体長の 2.2% vs. 1.2–1.9%） が

異なる。

　 ま た、 Schwarzhans et al. (2005) が 報

■ アカネイタチウオ　Dinematichthys iluocoeteoides　KAUM–I. 55171, 51.1 mm SL

アシロ目 フサイタチウオ科 アカネイタチウオ属

アカネイタチウオ
Dinematichthys iluocoeteoides
Bleeker, 1855

形 態　 背 鰭 83–85 ； 臀 鰭 65–68 ； 胸

鰭 21–22 ； 腹 鰭 1 ； 尾 鰭 i+14+i ； 鰓 耙

15–19 ； 脊椎骨 11+32–33=43–44。 体は

延長し、 尾部に向かい著しく側扁する。 頭

はやや細く、 頭長は体長の 25.3–28.9%。

前鼻孔は管状で、 上唇からやや離れる。

眼径は体長の 2.9–3.1%。 前鰓蓋骨上端と

後頭部の感覚孔を欠く。主鰓蓋骨棘は1本。

上顎長は体長の 11.6–13.6%。 両顎には

微小な円錐歯の歯帯をもつ。 上顎歯の縫

合部付近と下顎歯の最内列には大きな犬

歯状歯がまばらに並び、 下顎では後方へ

向かい次第に大きくなる。 前鋤骨と口蓋骨

には 2–3 列の円錐歯が並ぶ。 体は円鱗で

覆われる。 頭部では前鰓蓋骨と主鰓蓋骨

上の被鱗域が頭頂部まで広がり、 前方部

と下面は無鱗。 背鰭の第 1 鰭条は第 6 椎

体の直上に、 臀鰭の第 1 鰭条は背鰭の第

21–23 鰭条および第 13 椎体の直下に位

置する。

色彩　生鮮時、 体は一様に黄色みを帯び

た明褐色。 垂直鰭と胸鰭は黄色、 腹鰭は

白色。 液浸時の体と鰭条は一様に暗褐色

で、 腹鰭のみ白色。

分布　インド ・ 西太平洋のサンゴ礁域に広

く分布する。 国内では奄美群島以南の琉

球列島から標本に基づく記録がある。

備考　本項は与論島産の 5 標本に基づく

（ 標 準 体 長 45.0–62.4 mm）。 Alionemat-
ichthys Møller & Schwarzhans, 2008 が

Dinematichthys riukiuensis Aoyagi, 1954
リュウキュウイタチウオをタイプ種として設

立されたため、 属の和名はリュウキュウ

イタチウオ属へ変更された （中坊 ・ 甲斐、

2013）。 さらに、 Dinematichthys は現在 2
種を含み、 本種のみが日本に分布するた

め、 属の和名は新たにアカネイタチウオ属

とされた。 本属は鰓蓋部と頭頂部が広く被

鱗するため、 外形がよく似るリュウキュウイ

タチウオ属とサンゴイタチウオ属とは容易に

識別できる。 生鮮時、 写真標本の体は鮮

明な黄色の粘液に覆われていた。

（遠藤広光）

告 し た Diancistrus sp. 1 と は 背 鰭 鰭 条

数 （83–89） が大きく異なる。 さらに、 計

数と計測形質から、 本種は本属のうち

フィリピン諸島とインドネシアで採集され

た D. machidai Schwarzhans, Møller & 
Nielsen, 2005 の特徴に概ね一致する。 し

かし、 原記載によると D. machidai の交接

器の形態はサンゴイタチウオに似ており、

本種とは異なる。

（遠藤広光）
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Antennariidae
Frogfishes

アンコウ目 カエルアンコウ科 カエルアンコウ属

カスリカエルアンコウ
Antennarius dorehensis
Bleeker, 1859

形 態　 背 鰭 I-I-I-11–13; 臀 鰭 7–8; 胸 鰭

8–10; 腹鰭 I, 5; 尾鰭 9。 体は卵円形で、

側扁する。 体表は小棘で被われる。 吻上

棘 （イリシウム ; 背鰭第 1 棘） は背鰭第 2
棘よりも短く、 その基部は上顎縫合部の後

方にあり、 先端に先端が尖る単一の擬餌

状体（エスカ）をもつ。背鰭第 2 棘は孤立し、

後方に鰭膜が発達しない。 胸鰭鰭条は不

分枝。

色彩　体色は変異に富み、 地色は白、 灰、

黒が多く、 稀に黄色。 背鰭軟条部基底後

方に眼径大もしくはそれより小さな黒色眼

状斑をもつ場合がある。

分布　インド ・ 西太平洋の熱帯 ・ 亜熱帯域

■ カスリカエルアンコウ　Antennarius dorehensis　KPM-NI 30887, 21.0 mm SL

アンコウ目 カエルアンコウ科 カエルアンコウ属

ヒメヒラタカエルアンコウ
Antennarius randalli
Allen, 1970

形態　背鰭 I-II, 12–13; 臀鰭 6–7; 胸鰭 9; 
腹鰭 I, 5; 尾鰭 9。 体は卵円形で、 大いに

側扁する。 体表は細長い小突起で被われ

る。 吻上棘 （イリシウム ; 背鰭第 1 棘） は

背鰭第 2 棘よりも短く、 その基部は上顎縫

合部の後方にあり、 先端に糸状突起を備

える擬餌状体 （エスカ） をもつ。 背鰭第 2
棘後方に鰭膜が発達し、 鰭膜は背鰭第 3
棘に連結する。 また、 鰭膜の左右いずれ

かの側にエスカを収める凹みがある。 胸鰭

鰭条は不分枝。

色彩　体色は変異に富み、 地色は茶、 赤、

黄、 白など様々。 眼の後下縁直後、 胸鰭

基部上方の体側、 背鰭軟条部起部付近、

尾鰭の上 ・ 下縁に白色小円形斑をもつ個

体が多い。

分布　インド ・ 太平洋の熱帯 ・ 亜熱帯域に

分布する。国内では伊豆諸島、小笠原諸島、

伊豆海洋公園以南の南日本、 琉球列島か

ら記録されている。

備考　体長 2.1 cm までの小型種で、 通常

は水深 8–34 m のサンゴ礁や岩礁のガレ

場に生息するが、 与論島ではタイドプール

で採集された。 背鰭第 2 棘の鰭膜が第 3
棘に連結することにより、 日本産の同属他

種から容易に識別される。

（瀬能　宏）

に分布する。 国内では伊豆諸島、 奄美大

島以南の琉球列島から記録されている。

備考　体長 5 cm。 岸寄りのタイドプールな

ど本属魚類の中では最も浅い場所まで生

息しており、 水深 2.4 m 以浅から記録され

ている。 イリシウムが短く、 先端に単一の

エスカをもつことで日本産の同属他種から

容易に識別される。

（瀬能　宏）

■ ヒメヒラタカエルアンコウ　Antennarius randalli　KAUM–I. 45919, 7.6 mm SL
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Batfish

アンコウ目 アカグツ科 フウリュウウオ属

フウリュウウオ
Malthopsis kobayashii
Tanaka, 1916

形態　背鰭 5–6 ； 臀鰭 4 ； 胸鰭 11–12 ；

腹鰭 I, 5。 体は平たく背面からみて三角形

で、 骨質瘤状突起と小棘が散在する。 吻

は鋭く尖る。 鰓孔は胸鰭の基底付近に開

く。 額の窪みに背鰭棘が変形した誘引突起

をもつ。 前鰓蓋骨は側方に突出し、 その先

端に数本の小棘をそなえる。

色彩　体の背面は灰色から赤褐色で、 数

個の黒色輪紋が散在する ； 腹面は白色。

分布　西太平洋。 国内では日本海 （香住、

隠岐）、 駿河湾から土佐湾の太平洋沿岸、

東シナ海に分布する。

備考　水深 150–730 m に生息する。 与論

島からは沖合の水深 470–480 m から籠漁

で採集された。

（松沼瑞樹）

■ フウリュウウオ　Malthopsis kobayashii　KAUM–I. 58485, 35.3 mm SL
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Mugilidae
Mullets

ボラ目 ボラ科 メナダ属

コボラ
Chelon macrolepis
(Smith, 1846)

形 態　 背 鰭 IV-8–9; 臀 鰭 III, 8–10; 胸 鰭

15–18; 縦列鱗 30–34; 幽門垂 4–5。 体は

紡錘形で、 前部は円筒形に近く、 後方ほ

ど側扁する。 脂瞼は未発達。 上唇下部は

滑らかで、 突起や隆起縁などの付属物が

ない。 下唇前縁は薄い縁状。 涙骨下縁は

曲がるが、 欠刻はない。 主上顎骨後端は

口角よりもはるか後方へ達し、 閉口時に露

出する。 幽門垂は不分枝。 体は弱い櫛鱗

で被われる。 尾鰭後縁は湾入する。

色彩　体背部は暗灰色あるいはオリーブ色

で、 体側から腹部にかけて銀白色。 虹彩

上部は橙色。 胸鰭は灰色もしくはわずかに

黄色みを帯び、 基底に金色の横帯がある。

分布　インド ・ 太平洋の温帯から熱帯域に

分布する。 国内では能登半島 ・ 宮城県万

石浦以南の南日本、 大隅諸島、 琉球列島

から記録されている。

備考　胸鰭基底の横帯により近似種からの

識別は容易。 固定標本でも胸鰭基底の斑

紋は黒色素胞の集合として残るため、 よい

標徴となる。

　主に内湾から河川汽水域にかけて生息す

るが、 サンゴ礁域の浅所や港など、 沿岸

の様々な環境に出現する。

（瀬能　宏）

■ コボラ　Chelon macrolepis　KAUM–I. 39795, 99.4 mm SL

■ コボラ　Chelon macrolepis　KAUM–I. 39796, 104.7 mm SL

■ コボラ　Chelon macrolepis　KAUM–I. 39787, 61.1 mm SL
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Mullets

ボラ目 ボラ科 フウライボラ属

フウライボラ
Crenimugil crenilabis
(Forsskål, 1775)

形 態　 背 鰭 IV-8–9; 臀 鰭 III, 8–9; 胸 鰭

15–18; 縦列鱗 36–40; 幽門垂 8–10。 体

は紡錘形で、 前部は円筒形に近く、 後方

ほど側扁する。 脂瞼は未発達。 上唇下部

全体に小乳頭状突起が密在し、 下唇前縁

はひだ状になる。 涙骨下縁は曲がるが、

欠刻はない。 主上顎骨後端は口角よりもは

るか後方へ達し、 閉口時に溝の中に収納さ

れる。 幽門垂は不分枝。 体は後縁に膜を

備える円鱗で被われる。 尾鰭後縁は湾入。

色彩　体背部はやや青みを帯びた暗灰色

あるいはオリーブ色で、 体側から腹部にか

けて銀白色。 虹彩上部は橙色。 胸鰭は黄

色みを帯び、 基底上端に明りょうな 1 黒色

斑点がある。

分布　インド ・ 太平洋の熱帯 ・ 亜熱帯域に

分布する。 国内では小笠原諸島、 山口県

（日本海） ・ 千葉県小港以南の南日本、 大

隅諸島、 琉球列島、 尖閣諸島から記録さ

れている。

備考　上 ・ 下唇に発達する付属物の形態

により同定は容易である。 成魚の出現は琉

球列島に限られる。 主にサンゴ礁域の浅所

に生息する。 九州以北では夏から秋にか

けての高水温期に幼魚が岩礁性海岸に多

数出現するが、 無効分散と考えられる。

（瀬能　宏）

■ フウライボラ　Crenimugil crenilabis　KAUM–I. 39797, 126.2 mm SL

■ フウライボラ　Crenimugil crenilabis　FRLM 42767, 96.5 mm SL

■ フウライボラ　Crenimugil crenilabis　KAUM–I. 39841, 66.8 mm SL
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■ オニボラ　Ellochelon vaigiensis　KAUM–I. 39901, 77.8 mm SL

■ オニボラ　Ellochelon vaigiensis　FRLM 42807, 26.5 mm SL

■ オニボラ　Ellochelon vaigiensis　KAUM–I. 39810, 86.5 mm SL
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Mullets

ボラ目 ボラ科 オニボラ属

オニボラ
Ellochelon vaigiensis
(Quoy & Gaimard, 1825)

形態　背鰭 IV-7–9; 臀鰭 III, 8; 胸鰭 15– 
18; 縦列鱗 25–29。 体はやや寸詰まりの

紡錘形で、 前部は円筒形に近く、 後方ほ

ど側扁する。 脂瞼は未発達。 上唇下部は

滑らかで、 突起や隆起縁などの付属物が

ない。 下唇前縁は薄い縁状。 涙骨下縁は

わずかに曲がる。 主上顎骨後端は口角よ

りもはるか後方へ達し、 閉口時に露出する。

幽門垂は複雑に分枝する。 体は弱い櫛鱗

に被われる。 尾鰭後縁はほぼ截形だが、

幼魚では湾入する。

色彩　体背部は暗灰色あるいはオリーブ色

で、 体側から腹部にかけて銀白色。 虹彩

上部は橙色。 胸鰭は幼魚、 成魚共に明瞭

に黒い。 幼魚は第 1 背鰭全体と第 2 背鰭

の先端が黒く、 腹鰭、 臀鰭、 尾鰭は鮮や

かな黄色だが、 成長に伴って背鰭の黒は

薄れる。 また、 その他の鰭の黄色みも薄

れて、 黒ずみが増す。 成魚の体側鱗は縁

が暗灰色もしくは黒く、 菱形の網目模様を

形成する。

分布　インド ・ 太平洋の熱帯 ・ 亜熱帯域に

分布する。 国内では三重県熊野以南の南

日本、 大隅諸島、 琉球列島から記録され

ている。

備考　特徴的な色彩と尾鰭の形状により同

定は容易である。 幼魚はサンゴ礁域の浅

所に生息するが、 成魚は内湾や河川汽水

域に出現する。 成魚の記録は琉球列島に

限られる。 九州以北では夏から秋にかけて

の高水温期に幼魚が岩礁性海岸に稀に出

現するが、 無効分散と考えられる。 本種の

接岸直後の幼魚は波打ち際で群れており、

背部の白色斑が目立つ。 危険を察知する

とくるくると泳ぎ回るが、 これは水面に浮い

た水泡が風に吹かれる様に擬態したものと

考えられている。

（瀬能　宏）

ボラ目 ボラ科 タイワンメナダ属

タイワンメナダ
Moolgarda seheli
(Forsskål, 1775)

形 態　 背 鰭 IV-8–9; 臀 鰭 III, 8–9; 胸 鰭

16–19; 縦列鱗 37–41; 幽門垂 7–9。 体は

やや細長い紡錘形で、 前部は円筒形に近

く、 後方ほど側扁する。 脂瞼は未発達。 上

唇下部は滑らかで、 突起や隆起縁などの

付属物がない。 下唇前縁は薄い縁状。 涙

骨下縁は曲がるが、 欠刻はない。 主上顎

骨後端は口角よりもはるか後方へ達し、 閉

口時に溝の中に収納される。 幽門垂は不

分枝。 体は後縁に膜を備える円鱗で被わ

れる。 第 2 背鰭は鎌状に伸長しない。 尾

鰭後縁は湾入する。

色彩　体背部はやや青みを帯びた暗灰色

あるいはオリーブ色で、 体側から腹部にか

けて銀白色。 胸鰭は黄色みを帯び、 基底

上端に明瞭な 1 黒色斑点がある。

分布　インド ・ 太平洋の熱帯 ・ 亜熱帯域に

分布する。 国内では駿河以南の南日本、

大隅諸島、 琉球列島から知られる。

備考　タイワンメナダ属は、 上唇や下唇に

突起や隆起などの付属物がなく、 主上顎骨

後端が閉口時に溝の中に完全に収納され

ること、 体側鱗は後縁に膜を備える円鱗で

あることなどが特徴である。 本種の成魚は、

脂瞼が未発達で、 縦列鱗数は 37–41 枚、

第 2 背鰭は鎌状に伸長しないことにより、

日本産の同属他種から容易に識別できる。

本属には 4 種が知られるが、 脂瞼が未発

達の体長 3 cm 程度の幼魚の同定には、

縦列鱗数、 幽門垂の形態、 頭部背面の被

鱗域の性状、 第 1 背鰭起部の位置の組み

合わせが有効である。 すなわち、 カマヒレ

ボラ M. pedaraki (Valenciennes, 1836) は

縦列鱗数がやや少なく 33–37 枚で、 幽門

垂が分枝すること （他種では分枝しない）、

モンナシボラ M. engeli (Bleeker, 1858) は

縦列鱗数が少なく 31–34 枚で、 頭部背面

の前端に比較的大きな鱗があり、 被鱗域

の前縁は前鼻孔よりも前に達すること （他

種では達しない）、 ナンヨウボラ M. perusii 
(Valenciennes, 1836) は縦列鱗数が少なく

31–34 枚で、 第 1 背鰭起部は吻端と尾鰭

基底のほぼ中間 （他種では尾鰭基底に近

い）に位置することで、それぞれ識別できる。

　幼魚は、 河川汽水域に多く、 礁池内の波

打ち際にも出現する。 成魚は河口付近か

ら隣接する内湾、 サンゴ礁など、 沿岸浅所

に広く生息する。 成魚の記録は琉球列島に

限られる。 九州以北では夏から秋にかけて

の高水温期に幼魚が河口付近に出現する

が、 無効分散と考えられる。

（瀬能　宏）

■ タイワンメナダ　Moolgarda seheli　FRLM 42789, 33.4 mm SL
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Mugilidae
Mullets

ボラ目 ボラ科 ボラ属

ボラ
Mugil cephalus cehalus
Linnaeus, 1758

形態　背鰭 IV-8–9; 臀鰭 III, 8–9; 胸鰭 16– 
19; 縦列鱗 37–44; 幽門垂 2。 体はやや細

長い紡錘形で、 前部は円筒形に近く、 後

方ほど側扁する。 脂瞼は著しくよく発達し、

成魚では瞳孔を被い、 開口部はスリット状

になる。 上唇下部は滑らかで、 突起や隆

起縁などの付属物がない。 下唇前縁は薄

い縁状。 涙骨下縁は直線状。 主上顎骨後

端は口角の直後で終わる。 幽門垂は不分

枝。 体は弱い櫛鱗で被われる。 尾鰭後縁

は湾入する。

色彩　体背部はやや青みを帯びた暗灰色

あるいはオリーブ色で、 体側から腹部にか

けて銀白色。 虹彩上部は橙色。 胸鰭は灰

色もしくはわずかに黄色みを帯び、 基底上

半に 1 青色斑がある。

分布　北緯 51 度から南緯 42 度の全世界

の海域に分布する。 ただし、 熱帯アフリカ

西部からモロッコ沿岸には分布しない。 ま

た、 熱帯域に少ない。 国内ではオホーツク

海沿岸を除く全域から知られる。

備考　生鮮時であれば胸鰭基底の斑紋に

より同定は容易である。 固定標本では涙骨

の形状、 縦列鱗数、 臀鰭軟条数 （大部分

が 8 本） がよい標徴となる。 幼魚は河川

汽水域や隣接する内湾に生息するが、 成

長とともに沿岸へ生活の場を移す。

（瀬能　宏）

■ ボラ　Mugil cephalus cehalus　FRLM 42803, 115.8 mm SL

ボラ目 ボラ科 ワニグチボラ属

ワニグチボラ
Oedalechilus labiosus
(Valenciennes, 1836)

形態　背鰭 IV-8–9; 臀鰭 III, 9; 胸鰭 16–

18; 縦列鱗 32–37; 幽門垂 3–4。 体はやや

寸詰まりの紡錘形で、 前部は円筒形に近

く、 後方ほど側扁する。 脂瞼は未発達。 上

唇下部と中央を除く下唇前縁にやすり状の

縁が発達する。 涙骨下縁に V 字形の欠刻

が発達する。 主上顎骨後端は口角よりもは

るか後方へ達し、 閉口時に露出する。 幽

■ ボラ　Mugil cephalus cehalus　KAUM–I. 39856, 89.2 mm SL

門垂は不分枝。 体は弱い櫛鱗に被われる。

尾鰭後縁はわずかに湾入する。

色彩　体背部は暗灰色あるいはオリーブ色

で、 体側から腹部にかけて銀白色。 虹彩

上部は橙色。 胸鰭は灰色で、 基底上端に

明瞭な 1 黒色小斑点がある。
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Mullets

■ ワニグチボラ　Oedalechilus labiosus　FRLM 41763, 146.1 mm SL

■ ワニグチボラ　Oedalechilus labiosus　KAUM–I. 51324, 100.0 mm SL

■ ワニグチボラ　Oedalechilus labiosus　FRLM 42708, 41.4 mm SL

分布　インド ・ 太平洋の熱帯 ・ 亜熱帯域に

分布する。国内では伊豆諸島、兵庫県香住・

千葉県小湊以南の南日本、 琉球列島から

記録されている。

備考　口唇や涙骨下縁の形態により同定は

容易である。 成魚の出現は琉球列島に限

られる。 九州以北では夏から秋にかけての

高水温期に幼魚が岩礁性海岸に多数出現

するが、 無効分散と考えられる。 接岸直後

の幼魚は波打ち際で群れており、 背部の

白色斑が目立つ。 危険を察知するとくるくる

と泳ぎ回るが、 これは水面に浮いた水泡が

風に吹かれる様に擬態したものと考えられ

ている。

（瀬能　宏）
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Atherinidae
Silversides

■ ヤクシマイワシ　Atherinomorus lacunosus　KAUM–I. 51237, 113.8 mm SL

トウゴロウイワシ目 トウゴロウイワシ科 ヤクシマイワシ属

ヤクシマイワシ
Atherinomorus lacunosus
(Forster, 1801)

形態　背鰭 IV–VII + I, 9–11 ； 臀鰭 I, 12– 
16 ； 胸 鰭 I, 15–18 ； 腹 鰭 I, 5 ； 縦 列 鱗

40–44 ； 背 鰭 前 方 鱗 17–21 ； 下 枝 鰓 耙

18–24 ； 脊椎骨 41–46。 体はやや側扁し

体高は高い。 体は円鱗でおおわれる。 上

顎後端は瞳孔の前縁に達する。 眼は大き

い。 主上顎骨後端はわずかに下方に伸長

する。 前上顎骨上向突起は太短く、 側方

突起は前方と後方のいずれもひじょうに低

い。 歯骨後端上縁は隆起しない。 前鰓蓋

骨隆起縁隅角部直上に凹部がある。

色彩　体背側面は緑色がかった灰色または

淡い灰色でスケールポケットは黒い。 体腹

側面は銀白色で、 黒点列が見られることも

ある。 体側中央に淡い藍色または銀色の

縦帯がありその上縁は黄色または淡い水

色で縁どられ、 後端は尾鰭基底直後まで

伸びる。 体側縦帯の下縁は臀鰭始部直上

において体第 4 鱗列の中央部付近に達す

る。 鰓蓋部に光沢がみられるが、 位置や

形状は個体や鮮度により異なる。 吻端は

黒ずむ。 胸鰭先端は黒い。

分布　インド ・ 西太平洋に分布。 国内では

三重県以南から標本が得られている。

備考　本種は同属のホソオビヤクシマイワ

シ A. pinguis (Lacepède, 1803) に似るが

体側縦帯の幅が広く、 下縁は体第 4 鱗列

の中央付近に達すること （ホソオビヤクシ

マイワシでは第 3 鱗列の下端付近） や縦

列鱗数が 40–44 と多いこと （38–41） など

から区別される。

　与論島では小河川の河口部や漁港内な

ど淡水の影響を受ける場所から採集され

た。

（笹木大地）

■ ヤクシマイワシ　Atherinomorus lacunosus　FRLM 42798, 76.8 mm SL

トウゴロウイワシ目 トウゴロウイワシ科 ヤクシマイワシ属

ホソオビヤクシマイワシ
Atherinomorus pinguis
(Lacepède, 1803)

形 態　 背 鰭 IV–VI + I, 9–11 ； 臀 鰭 I, 
12–16 ； 胸鰭 I, 15–17 ； 腹鰭 I, 5 ； 縦列

鱗 38–41 ； 背鰭前方鱗 16–20 ； 下枝鰓耙

19–23 ； 脊椎骨 39–43。 体はやや側扁し

体高は高い。 体は円鱗でおおわれる。 上

顎後端は瞳孔の前縁に達する。 眼は大き

い。 主上顎骨後端はわずかに下方に伸長

する。 前上顎骨上向突起は太短く、 側方

突起は前方と後方のいずれもひじょうに低

い。 歯骨後端上縁は隆起しない。 前鰓蓋

骨隆起縁隅角部直上に凹部がある。

色彩　体背側面は緑色がかった灰色または

淡い灰色でスケールポケットは黒い。 体腹

側面は銀白色で、 黒点列が見られることも

ある。 体側中央に淡い藍色または銀色の

縦帯がありその上縁は淡い水色で縁どら

れ、後端は尾鰭基底直後まで伸びる。 また、

体側縦帯の下縁は臀鰭始部直上において

体第 3 鱗列の下端付近に達する。 鰓蓋部

に光沢がみられるが、 位置や形状は個体

や鮮度により異なる。 吻端は黒ずむ。 胸鰭

先端は黒く、 夜間では胸鰭上半分は黄色く

なることがある。

分布　インド ・ 西太平洋に分布。 国内から

は大分県以南から標本が得られている。

備 考　 ヤ ク シ マ イ ワ シ A. lacunosus 
(Forster, 1801) との比較は上記参照。 与

論島では本種はヤクシマイワシと同時に採

集された。 また、 夜間に採集された個体の

胸鰭は鮮やかな黄色であった。

（笹木大地）
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Silversides

■ ホソオビヤクシマイワシ　Atherinomorus pinguis　KAUM–I. 51236, 75.8 mm SL

トウゴロウイワシ目 トウゴロウイワシ科 ギンイソイワシ属

オキナワトウゴロウ
Hypoatherina lunata
Sasaki & Kimura, 2012

形 態　 背 鰭 IV–VI + I, 8–9 ； 臀 鰭 I, 10– 
12 ； 胸 鰭 I, 14–17 ； 腹 鰭 I, 5 ； 縦 列 鱗

37–41 ； 背 鰭 前 方 鱗 18–20 ； 下 枝 鰓 耙

17–23 ； 脊椎骨 38–43。 体は円筒形で体

高は低い。 体は円鱗でおおわれ、 その後

縁に切れ込みはない。 眼は大きく、 両眼間

隔も広い。 主上顎骨後端は下方に伸長す

る。 前上顎骨上向突起は細長く、 側方突

起は前方と後方のいずれも大きい。 歯骨後

端上縁は大きく隆起する。 前鰓蓋骨隆起縁

隅角部直上に凹部がある。 肛門は腹鰭先

端の直前に位置することが多く、 腹鰭先端

より後方に位置することはない。

色彩　体背側面は緑色がかった灰色、 体

腹側面は銀白色で、 体側中央に淡い藍色

の縦帯があり、 その上縁は水色で縁どられ

後端は尾鰭基底を大きく越え上葉まで伸び

る。 鰓蓋部に光沢がある。 吻端は黒ずむ。

眼の前方に水色の三日月形の斑紋がある

ことが多い。

分布　与論島以南の琉球列島とインドネシ

アから標本が得られている。 与論島の標本

は本種の北限記録である。

備考　瀬能 （2000） などは本種の特徴

を示す種に対して和名オキナワトウゴロウ

を用いていた。 またその際の学名には H. 
woodwardi (Jordan & Starks, 1901) が適

用されていた。 しかし、 H. woodwardi のタ

イプ標本を精査したところ、 前上顎骨の形

態や肛門の位置などの特に重要な形質に

ついて本種の特徴と一致しなかった。 この

ため Sasaki & Kimura (2012) は本種を新

種として記載し、 本種の標準和名をオキナ

ワトウゴロウとした。

　本種は同属のミナミギンイソイワシ H. 
temminckii (Bleeker, 1854) に似るが、 肛

門が腹鰭先端を越えないこと、 眼が大きい

こと、 両眼間隔が広いこと、 眼の前方に三

日月形の斑紋があることにより区別される。

本種は外洋に面した堤防や砂浜から採集さ

れることが多い。　　　　　　 （笹木大地）

■ オキナワトウゴロウ　Hypoatherina lunata　KAUM–I. 41109, 49.2 mm SL

■ オキナワトウゴロウ　Hypoatherina lunata　FRLM 42822, 62.0 mm SL
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Exocoetidae
Flying fishes

ダツ目 トビウオ科 ハマトビウオ属

トビウオ
Cypselurus agoo
(Temminck & Schlegel, 1846)

形態　背鰭 10–12 ； 臀鰭 9–11 ； 胸鰭 17–
18 ； 腹鰭 6 ； 側線鱗 52–57 ； 背鰭前方鱗

33–37 ； 側 線 上 方 鱗 7 ； 鰓 耙 5–7+16–
17=21–23；脊椎骨 30–31+16–17=46–48。

体は細長く断面は逆三角形である。 胸鰭は

長く臀鰭基底後端付近に達する。 胸鰭第 3
鰭条は不分枝 （ただし、 第 1 鰭条は極め

て短い）。 腹鰭は長く臀鰭始部を越える。

色彩　体背面および体背側面は藍色、 体

腹側面は白色。 胸鰭の鰭膜は透明で顕著

な模様はみられない。

分布　ピーター大帝湾、 朝鮮半島、 中国黄

海沿岸 ・ 浙江省、 台湾に分布。 国内から

は噴火湾以南の各地に分布している。

備考　本種は胸鰭第 3 鰭条が不分枝であ

ることから、 すべての日本産同属他種と区

別される。

　Parin (1961a, b) は本種を Cheilopogon

属に移したが、 Staiger (1965) は Cheilo-
pogon 属をハマトビウオ属 Cypselurus の

新参異名とした。 藍澤 ・ 土居内 （2013）

もこの見解にしたがっている。 ここでは本種

をハマトビウオ属に含めた。

　Parin (1961a) は 本 種 の 新 亜 種 と し て

Cheilopogon agoo rapanouiensisを記載し、

本 種 を 基 亜 種 Cheilopogon agoo agoo と

した。 Parin (1996) などはこれら 2 亜種を

それぞれ種に格上げしている。 以上のこと

から、 本報告において学名は Cypselurus 
agoo  (Temminck & Schlegel, 1846) と し

た。

（笹木大地）

■ トビウオ　Cypselurus agoo　KAUM–I. 45789, 279.8 mm SL

■ アカトビ　Cypselurus atrisignis　KAUM–I. 55068, 282.5 mm SL
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Flying fishes

ダツ目 トビウオ科 ハマトビウオ属

アカトビ
Cypselurus atrisignis
Jenkins, 1903

形態　背鰭 13–15 ； 臀鰭 9–11 ； 胸鰭 14– 
16 ； 腹鰭 6 ； 背鰭前方鱗 32–36 ； 側線鱗

55–58。 体側の鱗は円鱗。 体は側扁し、

細長い紡錘形で、 体の断面は逆三角形に

なる。 口は小さい。 胸鰭と腹鰭は著しく発

達する。 胸鰭先端は臀鰭後端を越え、 腹

鰭先端は臀鰭起部を越える。 尾鰭後縁は

二叉し、 下葉先端が長い。 胸鰭の第 2 ま

たは第 3 軟条 （第 1 軟条は極めて痕跡的

でみえにくい） は不分枝で、 その他の軟条

は分枝する。

色彩　背面は暗い藍色で、 腹面は銀白色

である。 体側はやや赤紫色を帯びる。 胸

鰭鰭膜は半透明の赤紫色で、 明瞭な小黒

点が多数ある。 胸鰭の小黒点は多い個体

や少ない個体があり変異に富む。 背鰭は

第 6–11 軟条間に 1 黒色斑がある。

分布　インド ・ 太平洋の熱帯域に分布する。

国内では伊豆諸島から琉球列島にかけて

広く分布する。

備考　本種は 7 月上旬から盛夏にかけて

多く漁獲され、 美味である。 トビウオ科の

中では大型である。 幼魚は下顎に 1 対の

紐状の突出物をもつが、 成長に伴って消失

する。

　トビウオ科のほとんどの種は、 陸地から

離れた沿岸の表層近くでみられ季節回遊を

する。著しく発達した胸鰭と腹鰭をもつ種は、

捕食者や物音に驚くと水面を猛スピードで

滑空する。 滑空時に広げた胸鰭と腹鰭は、

グライダーの翼と同じような役割をする。 下

葉先端が長い尾鰭は、 水面から飛び立つ

ための推進力を効率よく伝える形になって

いる。

（中村麻理子）

■ アカトビ　Cypselurus atrisignis　Pectoral fin　KAUM–I. 55068, 282.5 mm SL

ダツ目 トビウオ科 ハマトビウオ属

チャバネトビウオ
Cypselurus spilonotopterus
(Bleeker, 1865)

形 態　 背 鰭 13–14 ； 臀 鰭 10–11 ； 胸 鰭

13–16 ； 腹鰭 6 ； 背鰭前方鱗 29–34 ； 側

線鱗 48-55。体側の鱗は円鱗。体は側扁し、

細長い紡錘形で、 体の断面は逆三角形に

なる。 口は小さい。 胸鰭と腹鰭は著しく発

達する。 胸鰭先端は臀鰭後端を越え、 腹

鰭先端は臀鰭起部を越える。 尾鰭後縁は

二叉し、 下葉先端が長い。 胸鰭の第 2 軟

条（第 1 軟条は極めて痕跡的でみえにくい）

は不分枝で、 その他の軟条は分枝する。

色彩　背面は暗い藍色で、 腹面は銀白色

である。 胸鰭鰭膜は紫褐色である。 背鰭

に明瞭な黒色域がある。

分布　インド ・ 太平洋の熱帯域に広く分布

する。 国内では小笠原諸島、 大隅諸島、

琉球列島に分布する。

備考　トビウオ科の中では大型である。 幼

魚は下顎に 1 対の紐状の突出物をもつが、

成長に伴って消失する。

　近似種のカラストビウオ C. cyanopterus
（Valenciennes, 1847) は、 胸鰭が青黒色

で背鰭前方鱗数が 35 以上と多いことから、

本種とは識別される。

（中村麻理子）

■ チャバネトビウオ　Cypselurus spilonotopterus　KAUM–I. 55069, 250.0 mm SL
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Exocoetidae
Flying fishes

ダツ目 トビウオ科 ハマトビウオ属

オオメナツトビ
Cypselurus unicolor
(Valenciennes, 1847)

形態　背鰭 12–14 ； 臀鰭 10–11 ； 胸鰭 15 
–18 ； 腹鰭 6 ； 背鰭前方鱗 28–33 ； 側線

鱗 49–55。 体側の鱗は円鱗。 体は側扁

し、 細長い紡錘形で、 体の断面は逆三角

形になる。 眼は大きい。 下顎は突出する。

口は小さい。 胸鰭と腹鰭は著しく発達する。

胸鰭先端は臀鰭後端を越え、 腹鰭先端は

臀鰭起部を越える。 尾鰭後縁は二叉し、

下葉先端が長い。 胸鰭の第 2 軟条 （第 1
軟条は極めて痕跡的でみえにくい） は不分

枝で、 その他の軟条は分枝する。

色彩　背面は暗い藍色で、 腹面は銀白色

である。 胸鰭鰭膜は斑紋がなくやや白濁し

た半透明。 背鰭に明瞭な黒色域はない。

分布　太平洋の熱帯域に広く分布する。 国

内では伊豆諸島、 小笠原諸島、 大隅諸島、

琉球列島に分布する。

備考　トビウオ科の中では大型であり、 夏

の短期間にみられる。 幼魚は下顎に 1 対

の紐状の突出物をもつが、 成長に伴って消

失する。

（中村麻理子）

■ オオメナツトビ　Cypselurus unicolor　KAUM–I. 55067, 277.3 mm SL
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Halfbeak

ダツ目 サヨリ科 サヨリ属

マルサヨリ
Hyporhamphus dussumieri
(Valenciennes, 1847)

形 態　 背 鰭 14–17 ； 臀 鰭 14–17 ； 胸 鰭

11–13 ； 腹鰭 6 ； 背鰭前方鱗 37–42 ； 鰓

耙 33–47 ； 脊椎骨 52–60。 吻背面に鱗が

ある。 上顎はやや短くその幅の 0.65–0.85

倍である。 下顎は頭長より長い。 鼻孔後縁

に骨質隆起縁がある。 涙骨上の眼前管の

後部に分枝がある。 尾鰭は深く湾入する。

色彩　体は白っぽく、 体側中線に沿って銀

色縦帯がある。 下顎の先端は赤い。

分布　インド ・ 西太平洋熱帯域に分布。 国

内では高知県、 与論島、 沖縄島、 八重山

諸島から分布が確認されている。

備考　本種は臀鰭軟条数が 14–17 である

こと、 尾鰭の湾入が深いこと、 下顎が頭長

より長いことなどにより日本産同属他種と区

別される。 本種の属するサヨリ属は尾鰭が

二叉することおよび鼻孔の肉質突起が短い

ことでコモチサヨリ属と、 胸鰭が頭長より短

いことでトウザヨリ属と、 吻背面に鱗がある

ことおよび鼻孔後縁に骨質隆起縁があるこ

とでホシザヨリ属から区別できる。

（笹木大地）

■ マルサヨリ　Hyporhamphus dussumieri　KAUM–I. 51232, 79.9 mm SL

■ マルサヨリ　Hyporhamphus dussumieri　FRLM 42994, 80.1 mm SL

ダツ目 ダツ科 ダツ属

リュウキュウダツ
Strongylura incisa
(Valenciennes, 1846)

形態　背鰭 18–21 ； 臀鰭 22–26 ； 胸鰭 10 
–12 ； 腹鰭 6 ； 背鰭前方鱗 103–117 ； 脊

椎骨 80–83。 体は細長くやや側扁する。

尾柄部側面に隆起線はない。 頭部背面に

は明瞭な隆起がある。両顎は長く伸長する。

両顎歯は犬歯状。 第 1 鰓弓に鰓耙がない。

頭部の鱗は大きく粗雑で、 鰓蓋中央部も被

鱗する。 背鰭は体の後方に位置し、 その

始部は臀鰭始部直上よりやや後方。 尾鰭

はわずかに湾入する。

色彩　体背面および体側背面は藍色、 体

側腹面は銀白色。

分布　インド ・ 西太平洋の熱帯から亜熱帯

域に分布。 国内からは与論島以南の琉球

列島から標本が得られている。

備考　本種は同属のダツ S. anastomella 
(Valenciennes, 1846) に類似するが、 鰓

蓋中央部に鱗があること （ダツでは無鱗）、

頭部の鱗が大きく粗雑であること （小さい）

ことから区別される。

（笹木大地）

■ リュウキュウダツ　Strongylura incisa　KAUM–I. 51216, 280.0 mm SL

■ リュウキュウダツ　Strongylura incisa　KAUM–I. 42302, 135.8 mm SL
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Belonidae
Needlefishes

ダツ目 ダツ科 テンジクダツ属

テンジクダツ
Tylosurus acus melanotus
(Bleeker, 1850)

形 態　 背 鰭 24–27 ； 臀 鰭 22–24 ； 胸 鰭

11–13 ； 腹鰭 6 ； 背鰭前方鱗 280–310。

体は細長い円筒形。 尾柄部は側扁し側面

に隆起線がある。 両顎は長く伸長する。 両

顎歯は鋭く犬歯状。 上顎後方の歯は垂直

に並ぶ。 第一鰓弓に鰓耙がない。 背鰭は

体の後方に位置し、 その始部は臀鰭始部

直上よりわずかに後方に位置する。 尾鰭は

湾入し、 下葉は上葉よりも長い。

色彩　体背面および体側背面は藍色、 体

側腹面は銀白色である。 前鰓蓋骨前部に

藍色の横帯はない。 各鰭条の鰭膜は暗色

である。

分布　インド ・ 太平洋の熱帯から温帯域に

かけて広く分布。 国内では青森県以南の

太平洋および新潟県佐渡以南の日本海か

ら分布が確認されている。

備考　本種は同属のオキザヨリ T. croco-
dilus crocodilus  (Péron & Lesueur 1821)
とよく似るが、 背鰭軟条数が 24–27 である

こと （オキザヨリでは 21–24）、 臀鰭軟条

数が 22–24 であること （19–22）、 上顎後

方の歯は垂直に並ぶこと （体長 60 cm 以

下の個体では前方に湾曲する）、 前鰓蓋

骨前部に暗青色の横帯がないこと （生時、

横帯がある） などから区別される。

（笹木大地）

■ テンジクダツ　Tylosurus acus melanotus　KAUM–I. 55070, 645.0 mm SL

ダツ目 ダツ科 テンジクダツ属

オキザヨリ
Tylosurus crocodilus crocodilus
(Péron & Lesueur, 1821)

形 態　 背 鰭 21–24 ； 臀 鰭 19–22 ； 胸 鰭

14–15 ； 腹鰭 6 ； 背鰭前方鱗 310–360 ；

脊椎骨 80–86。 体は細長い円筒形。 尾柄

部は側扁し側面に隆起線がある。 両顎は

長く伸長する。 両顎歯は鋭く犬歯状。 体

長 60 cm 以下の個体では上顎後方の歯は

前方に湾曲する。 第一鰓弓に鰓耙がない。

背鰭は体の後方に位置し、 その始部は臀

鰭始部直上にある。 尾鰭は湾入し、 下葉

は上葉よりも長い。

色彩　体背面と体側背面は藍色、 体側腹

面は銀白色。 生時、 前鰓蓋骨前部に藍色

の横帯が入るが、 死後は不明瞭になる。

背鰭後方の鰭膜が黒い個体もいる。

分布　東太平洋を除く世界中の熱帯から温

帯域にかけて分布する。 国内では津軽海

峡以南に分布する。

備考　テンジクダツ T. acus melanotus (Blee-
ker, 1850) との比較は上記参照。 沿岸の

表層を遊泳し小魚などを捕食する。 未成魚

は漁港内の表層でもよくみられ、 夜間にラ

イトで照らしてもあまり逃げない。

（笹木大地）

■ オキザヨリ　Tylosurus crocodilus crocodilus　KAUM–I. 41125, 57.9 mm SL

■ オキザヨリ　Tylosurus crocodilus crocodilus　KAUM–I. 51215, 364.6 mm SL

■ オキザヨリ　Tylosurus crocodilus crocodilus　FRLM 43004, 300.0 mm SL
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Live bearer

カダヤシ目 カダヤシ科 カダヤシ属

カダヤシ
Gambusia affinis
(Baird & Girard, 1853)

形態　背鰭 7–9 ； 臀鰭 8–10 ； 胸鰭 12 ；

腹鰭 6 ； 縦列鱗 28–32。 体はやや細長い。

眼は大きく、 口は上向きにつく。 背鰭は 1
基で体のほぼ中央に位置する。 臀鰭基部

は背鰭基部よりもはるか前に位置する。 雄

の臀鰭鰭条は交接脚を形成する。

色彩　体は透明感のある黄土色で腹部は

白色。 体側の黒色素胞は網目模様を形成

する。 眼の下に 1 本の黒色帯がある。

分布　原産地はアメリカからメキシコにかけ

ての大西洋岸 ・ メキシコ湾岸流域およびミ

シシッピ川流域の一部。 日本国内では福

島県以南の日本海側を除く本州 （日本海

側では兵庫県円山川のみ）、 四国、 九州、

琉球列島、 小笠原諸島の父島と母島に分

布する。

備考　国外外来種で特定外来生物に指定さ

れている。 日本には蚊の駆除を目的として

導入された。 与論島では水路やため池に

おいて高密度でみられる。

（松沼瑞樹）

■ カダヤシ　Gambusia affinis　Female　KAUM–I. 40328, 15.6 mm SL

■ カダヤシ　Gambusia affinis　Male　KAUM–I. 40327, 19.5 mm SL
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Berycidae
Alfonsinos

キンメダイ目 キンメダイ科 キンメダイ属

ナンヨウキンメ
Beryx decadactylus
Cuvier, 1829

形態　背鰭 IV, 18–20 ； 臀鰭 IV, 25–30 ；

胸鰭 15–18 ； 腹鰭 I, 8–11 ； 側線鱗 52– 
62。  体は卵形で強く側扁する。 体高は高

い。 体長は体高の 1.9–2.2 倍。 尾柄部は

細い。 眼は大きく、 吻は短い。 口は大きく

斜位。 下顎は上顎よりわずかに突出する。

上顎後端は目の中央を越える。 後方へ向

かう涙骨の鋭い 1 棘はきわめて強大。 背

鰭は 1 基。 体表は強い櫛鱗で覆われる。

胸鰭は長く先端は背鰭基底中央部直下を

越える。 背鰭基底が臀鰭基底より短い。 臀

鰭基底の形状は丸みを帯びる。 尾鰭は深く

二叉する。

色彩　頭部および体側背面は朱赤色で、

体側から腹側は薄い赤色をおびた銀白色。

背鰭、 臀鰭、 腹鰭、 胸鰭および尾鰭は赤

色を呈する。

分布　全世界中の温～暖海の深海に分布

する。国内では主に青森県以南、東シナ海、

琉球列島に分布し、 沖合の水深 500 m 付

近に多くみられる。

備考　本科にはキンメダイ属とキンメダマ

シ属の 2 属が日本から確認されている。

キンメダマシ属キンメダマシ Centroberyx 
druzhinini (Busakhin, 1981) は背鰭棘数

が 5–7 であること、 臀鰭基底長が背鰭基

底長より短いこと、 臀鰭軟条数が 20 以下

であること、 涙骨に棘がないことなどからナ

ンヨウキンメと識別される。 また、 ナンヨウ

キンメは体高が高く、体長が体高の 1.9–2.2
倍であることなどからキンメダイ属他種から

識別される。

　キンメダイ科の外見的特徴として、 鱗の

内側にある丸い肉質突起が挙げられる。 し

かし、 キンメダイ属のすべての種には認め

られるが、 キンメダマシ属には認められる

種と認められない種がある。

（原口百合子）

■ ナンヨウキンメ　Beryx decadactylus 　KAUM–I. 45784, 322.9 mm SL

キンメダイ目 キンメダイ科 キンメダイ属

キンメダイ
Beryx splendens
Lowe, 1834

形態　背鰭 IV, 13–15 ； 臀鰭 IV, 26–30 ；

胸鰭 16–18 ； 腹鰭 I, 9–11 ； 側線鱗 65– 
73。 　体高はやや低く、 体は強く側扁す

る。 尾柄部は細い。 体長は体高の 2.5–2.9
倍。 眼は大きく、 吻は短い。 口は大きく斜

位。 上顎後端は目の中央を越える。 両顎

に狭い歯帯がある。涙骨に鋭い1棘がある。

後鼻孔は細長いスリット状。 両眼間隔はわ

ずかに凹む。 背鰭は 1 基。 体背部の鱗の

後縁はなめらか。 胸鰭は長く先端は背鰭基

底後方直下付近に達する。 背鰭基底が臀

鰭基底より短い。 臀鰭基底の形状は直線

的。 尾鰭は二叉する。 体長 10 cm 以下の

幼魚では背鰭第 1 軟条が著しく伸長する。

色彩　体上方は紅赤色。 体側より腹部にか

けて赤みがかった銀白色。 背鰭、 尾鰭は

紅赤色。 胸鰭の上方は赤みがかった透明

で下方は透明。 腹鰭、 臀鰭の鰭条は薄い

赤色で鰭膜は透明。

分布　北東太平洋を除くインド ・ 汎太平洋と

大西洋に分布。 国内では北海道以南の太

平洋沿岸、 伊豆諸島、 東シナ海、 九州 ・

パラオ海嶺に分布する。

備 考　 本 種 は 同 属 の フ ウ セ ン キ ン メ B. 
mollis Abe, 1959 とよく似るが、 後鼻孔の

形が細長いスリット状であること （フウセン

キンメは幅広い楕円形）、 体背部の鱗の

後縁がなめらかであること （鋸歯状）、 背

鰭軟条数が 13–15、 通常 14 であること

（12–13、 通常 13） などから識別される。

　卵は浮遊性。 孵化後、 成長に従い表層

域から深場へと移動する。 未成魚は大陸

棚の 100–250 m に生息し、 成魚は沖合の

水深 200–800 m から多く漁獲される。 底

曳網や底刺網で漁獲される食用魚である。

（原口百合子）
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Alfonsinos

■ キンメダイ　Beryx splendens 　KAUM–I. 41042, 199.0 mm SL

■ ナンヨウキンメ　Beryx decadactylus 　Young　KAUM–I. 56975, 198.0 mm SL
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Holocentridae
Squirrelfishes – Soldierfishes

キンメダイ目 イットウダイ科 アカマツカサ属

アカマツカサ
Myripristis berndti
Jordan & Evermann, 1903

形態　背鰭 X-I, 13–15 ； 臀鰭 IV, 11–14 ；

胸鰭 14–16 ； 側線有孔鱗 28–30 ； 側線上

方鱗 2½ ； 鰓耙 12–14 + 24–27 = 36–44 ；

頬部鱗列 4。 体は側扁する。 背鰭第 10 棘

と第 11 棘の間は完全に分離する。 胸鰭腋

部に小鱗がある。 体側鱗の表面はなめら

か。 下顎の歯塊は 1 対。 下顎は上顎より

かなり前出する。

色彩　体は赤色で、 腹面側に行くにつれ色

合いは薄くなる。 主鰓蓋膜上部から胸鰭基

部にかけて黒色域がある。 瞳の上方に黒

色域がある。 背鰭棘条部上方は赤黄色で、

下方は赤味がかった白色。 胸鰭は赤味が

かった透明。 他の鰭は一様に赤色。

分布　インド ・ 太平洋の温帯から熱帯域に

分布する。 国内では小笠原諸島、  神奈川

県以南の太平洋沿岸、 大隅諸島、 琉球列

島に分布する。

備考　アカマツカサは同属のナミマツカ

サ M. kochiensis Randall & Yamakawa, 
1996 によく似る。 しかし、 本種はナミマツ

カサと比較して、 下顎が上顎よりかなり前

出すること （ナミマツカサはわずかに前出

する程度）、 総鰓耙数が 36–44 （32–36）

であることなどから識別される。

（西山　肇）

■ アカマツカサ　Myripristis berndti 　KAUM–I. 51152, 158.8 mm SL

■ アカマツカサ　Myripristis berndti 
KAUM–I. 40368, 34.7 mm SL

■ アカマツカサ　Myripristis berndti　FRLM 42817, 174.6 mm SL

■ アカマツカサ　Myripristis berndti　FRLM 43367,
110.2 mm SL
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キンメダイ目 イットウダイ科 アカマツカサ属

ツマリマツカサ
Myripristis greenfieldi
Randall & Yamakawa, 1996

形態　背鰭 X-I, 14–15 ； 臀鰭 IV, 12 ； 胸

鰭 15 ； 側線有孔鱗 28–29 ； 側線上方鱗

2½ ； 鰓耙 15–17 + 28–31 = 43–47 ； 頬部

鱗列 4。 体は側扁する。 背鰭第 10 棘と第

11 棘の間は完全に分離する。 胸鰭腋部

に小鱗がない。 体側鱗の表面はなめらか。

下顎は上顎よりわずかに前出する。

色彩　体は赤色で、 腹面側に行くにつれ色

合いは薄くなる。 主鰓蓋膜に暗赤色または

黒色域がある。 背鰭棘条部上方は赤色ま

たは赤黄色で、 下方は赤味がかった白色。

胸鰭は赤味がかった透明。 尾鰭は赤色。

分布　小笠原諸島、 高知県以南の太平洋

沿岸、 琉球列島に分布する。

（西山　肇）

■ ツマリマツカサ　Myripristis greenfieldi 　KAUM–I. 42292, 48.3 mm SL

キンメダイ目 イットウダイ科 アカマツカサ属

クロオビマツカサ
Myripristis kuntee
Valenciennes, 1831

形態　背鰭 X-I, 15–17 ； 臀鰭 IV, 14–16 ；

胸鰭 14–16 ； 側線有孔鱗 38–43 ； 側線 上
方鱗 2½ ； 鰓耙 12–15 + 22–26 = 35–41 ；

頬部鱗列 4。 体は側扁する。 背鰭第 10 棘

と第 11 棘の間は完全に分離する。 胸鰭腋

部に小鱗がない。 体側鱗の表面はなめら

か。 下顎の歯塊は 1 対。 下顎は上顎とほ

ぼ等長。

色彩　頭部は赤く、 体側は赤黄色。 主鰓蓋

膜上部から胸鰭基部にかけて暗赤色横帯

がはしる。 背鰭棘条部上方は赤黄色。 胸

鰭は赤味がかった透明。 他の鰭は一様に

赤色。

分布　インド ・ 太平洋の温帯から熱帯域に

分布する。  国内では伊豆諸島、 小笠原諸

島、 和歌山県以南の太平洋沿岸、 大隅諸

島、 琉球列島に分布する。

備考　本種は夜行性で岩礁やサンゴ礁域に

生息する。 同属他種と比べ体側鱗が小さく、

側線有孔鱗数が多い。

（西山　肇）

■ ツマリマツカサ　Myripristis greenfieldi　17 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki
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■ クロオビマツカサ　Myripristis kuntee 　FRLM 42915, 120.8 mm SL

■ クロオビマツカサ　Myripristis kuntee 　FRLM 43366, 84.0 mm SL
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キンメダイ目 イットウダイ科 アカマツカサ属

ヨゴレマツカサ
Myripristis murdjan
(Forsskål, 1775)

形態　背鰭 X-I, 13–15 ； 臀鰭 IV, 12–14 ；

胸鰭 14–16 ； 側線有孔鱗 27–29 ； 側線上

方鱗 2½ ； 鰓耙 13–14 + 24–29 = 38–43。

体は側扁する。 背鰭第 10 棘と第 11 棘の

間は完全に分離する。  胸鰭腋部に小鱗が

ある。 体側鱗の表面はなめらか。 下顎の

歯塊は 1 対。 下顎は上顎よりわずかに前

出する。

色彩　体は赤色で、 腹面側に行くにつれ色

■ クロオビマツカサ　Myripristis kuntee 　BSKU 108224, 49.1 mm SL

■ ヨゴレマツカサ　Myripristis murdjan　KAUM–I. 39804, 164.3 mm SL
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キンメダイ目 イットウダイ科 アカマツカサ属

セグロマツカサ
Myripristis violacea
Bleeker, 1851

形態　背鰭 X-I, 14–16 ； 臀鰭 IV, 12–14 ；

胸鰭 14–16 ； 側線有孔鱗 27–29 ； 側線上

方鱗 2½ ； 鰓耙 12–15 + 27–31 = 38–45。

体は側扁する。 背鰭第 10 棘と第 11 棘の

間は完全に分離する。  胸鰭腋部に小鱗が

ある。 体側鱗の表面はなめらか。 下顎の

歯塊は 1 対。 下顎は上顎よりわずかに前

出する。

色彩　体上部は薄い赤色で、 腹面に行くに

つれ色合いは薄くなり、 下部では光沢のあ

る銀色。 体側上方の鱗は暗赤色で縁取ら

れる。 瞳の上方に黒色域がある。 背鰭棘

条部上方は赤色または赤黄色で、 下方は

赤味がかった白色。 胸鰭と腹鰭は赤味が

かった透明。

分布　インド ・ 太平洋の温帯から熱帯域に

分布する。 国内では大隅諸島と琉球列島

に分布する。

備考　ヨゴレマツカサは同属のウロコマツカ

サ M. botche Cuvier, 1829 とよく似る。 し

かし、 本種はウロコマツカサと比較して、

胸鰭腋部に小鱗がある （ウロコマツカサは

小鱗がない） ことから識別される。

（西山　肇）

■ ヨゴレマツカサ　Myripristis murdjan 　KAUM–I. 41102, 42.4 mm SL

■ セグロマツカサ　Myripristis violacea 　KAUM–I. 50813, 117.7 mm SL

合いは薄くなる。 主鰓蓋膜上部から胸鰭基

部にかけて黒色域がある。 瞳の上方に黒

色域がある。 背鰭棘条部上方は赤色で、

下方は赤黄色または赤味がかった白色。

胸鰭と腹鰭は赤味がかった透明。 他の鰭

は一様に赤色。

分布　インド ・ 太平洋の温帯から熱帯域に

分布する。 国内では小笠原諸島、  和歌山

県以南の太平洋沿岸、 大隅諸島、 琉球列

島に分布する。

備考　本種は夜行性で、 水深 50 m 以浅の

岩礁やサンゴ礁域に生息する。

（西山　肇）
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キンメダイ目 イットウダイ科 ウケグチイットウダイ属

ヒレグロイットウダイ
Neoniphon opercularis
(Valenciennes, 1831)

形態　背鰭 X-I, 12–13 ； 臀鰭 IV, 9 ； 胸鰭

13–14 ； 側線有孔鱗 38–40 ； 側線上方鱗

2½ ； 鰓耙 6–7 + 11–12 = 18–19。 体は側

扁する。 前鰓蓋骨隅角部に強くて長い 1 棘

がある。 背鰭最終棘は第 1 軟条に近接し、

後ろから 2 番目の棘より長い。 下顎は上顎

より前出する。

色彩　頭部は薄い赤色。 体側は光沢のあ

る黄褐色で、 腹面に行くにつれ色合いは薄

くなり、 銀色がかる。 背鰭棘条部は基部と

先端の白色域を除き、 黒色。 胸鰭は赤味

がかった透明。 尾鰭は後縁の黄色域を除

き赤色。

分布　インド ・ 太平洋の温帯から熱帯域に

分布する。 国内では伊豆諸島と与論島以

南の琉球列島から記録されている。

備考　ヒレグロイットウダイは同属のウケグ

チイットウダイ N. samara (Forsskål, 1775)
によく似る。 しかし、 本種はウケグチイット

ウダイと比較して、 背鰭棘条部の黒色域が

すべての基膜におよぶこと （ウケグチイット

ウダイは第 1–3 鰭膜に大きな黒色斑があ

る）、 臀鰭軟条数が 9 (7–8) であるなどか

ら識別される。

（西山　肇）

■ ヒレグロイットウダイ　Neoniphon opercularis 　KAUM–I. 41248, 228.2 mm SL

■ ウケグチイットウダイ　Neoniphon samara 　BSKU 106133, 154.5 mm SL
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キンメダイ目 イットウダイ科 ウケグチイットウダイ属

ウケグチイットウダイ
Neoniphon samara
(Forsskål, 1775)

形態　背鰭 X-I, 11–12 ； 臀鰭 IV, 7–8 ； 胸

鰭 13–14 ； 側線有孔鱗 39–43 ； 側線上方

鱗 2½ ； 鰓耙 3–8 + 8–12 = 14–19。 体は

側扁する。 前鰓蓋骨隅角部に強くて長い 1
棘がある。 背鰭最終棘は第 1 軟条に近接

し、 後ろから 2 番目の棘より長い。

色彩　体上部は薄い赤色で、 腹面に行くに

つれ色合いは薄くなり、 下部では光沢のあ

る銀色。 体側の側線上に赤色縦帯がはし

る。 背鰭棘条部の第 1–3 鰭膜に大きな黒

色斑がある。 尾鰭両葉には基底から先端

へむかう赤色帯がある。

分布　インド ・ 太平洋の温帯から熱帯域に

分布する。 国内では小笠原諸島、 和歌山

県以南の太平洋沿岸、 大隅諸島、 琉球列

島に分布する。

備考　本種は夜行性で岩礁やサンゴ礁域に

■ ウケグチイットウダイ　Neoniphon samara 　KAUM–I. 39771, 33.9 mm SL■ ウケグチイットウダイ　Neoniphon samara 　KAUM–I. 46068, 66.3 mm SL

■ ウケグチイットウダイ　Neoniphon samara 　NSMT-P 110370, 85.0 mm SL■ ウケグチイットウダイ　Neoniphon samara 　FRLM 42816, 130.5 mm SL

■ ウケグチイットウダイ　Neoniphon samara 　FRLM 43365, 163.9 mm SL ■ ウケグチイットウダイ　Neoniphon samara 　FRLM 43125, 151.1 mm SL

生息する。 与論島では、 日中に枝状サン

ゴの隙間に群れで隠れているのが観察され

た。

（西山　肇）

■ ウケグチイットウダイ　Neoniphon samara　15 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki
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■ ウケグチイットウダイ　Neoniphon samara 　KAUM–I. 39803, 152.5 mm SL

■ カイエビス　Ostichthys kaianus 　KAUM–I. 41047, 214.9 mm SL
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キンメダイ目 イットウダイ科 エビスダイ属

カイエビス
Ostichthys kaianus
(Günther, 1880)

形態　背鰭 XII, 12–13 ； 臀鰭 IV, 11 ； 胸鰭

15–17 ； 側線有孔鱗数 28–30 ； 側線上方

鱗数 2½ ； 鰓耙数 7–9 + 14–16 = 21–26。

体高は高く、 体は側扁する。 頭部背縁は

ゆるく突出する。 背鰭第 10 棘と第 11 棘の

間は深く切れ込むが鰭膜でつながる。 両側

の鼻骨間の溝は広い V 字状。 体側鱗の表

面は粗雑。 上顎と下顎はほぼ同長。

色彩　体は赤色で、 腹面側に行くにつれ色

合いは薄くなる。 体側には多数の細い白色

縦帯がはしる。 各鰭の鰭条は赤色で基膜

は赤味がかった透明。

分布　インド ・ 西太平洋に分布する。 国内

では静岡県以南の太平洋沿岸、 琉球列島

に分布する。

備考　カイエビスは同属のオキエビス O. 
archiepiscopus (Valenciennes, 1862) と

酷似するが、 本種はオキエビスと比較し

て、 頭部背縁がゆるく突出すること （オキ

エビスでは直線的か、 やや凹む程度）、 第

1 側線鱗前上方に鱗がないこと （鱗がある）

などから識別される。

（西山　肇）

キンメダイ目 イットウダイ科 リュウキュウエビス属

リュウキュウエビス
Plectrypops lima
(Valenciennes, 1831)

形 態　 背 鰭 XII, 15 ； 臀 鰭 IV, 11 ； 胸 鰭

17 ； 側 線 有 孔 鱗 32–42 ； 鰓 耙 7–8 + 
14–15 = 22–23。 体高は高く、 体は側扁

する。 頭部背縁はゆるく突出する。 背鰭第

10 棘と第 11 棘の間は深く切れ込むが鰭

膜でつながる。 両側の鼻骨間の溝は菱形。

体側鱗の表面は粗雑。 上顎と下顎はほぼ

同長。

色彩　体は一様に赤色。 背鰭棘条部は先

端の白色域を除き赤色。背鰭軟条部、胸鰭、

腹鰭、 臀鰭、 尾鰭の鰭条は赤色で、 基膜

は赤味がかった透明。

分布　インド ・ 太平洋に分布する。 国内で

は小笠原諸島、 和歌山県以南の太平洋沿

岸、 大隅諸島、 琉球列島に分布する。

備考　リュウキュウエビスはヤセエビス

Pristilepis oligolepis (Whitley, 1941) に酷

似するが、 本種はヤセエビスと比較して、

涙骨に上顎骨にかぶさる突起がない （ヤセ

エビスでは突起がある）、 上顎縫合部の内

面には小歯板がない （1 小歯板がある）、

側線有孔鱗数が 32–42 （28–30） である

ことなどから識別される。

（西山　肇）

■ リュウキュウエビス　Plectrypops lima 　KAUM–I. 41248, 228.2 mm SL
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キンメダイ目 イットウダイ科 イットウダイ属

ニジエビス
Sargocentron diadema
(Lacepède, 1802)

形態　背鰭 XI, 12–14 ； 臀鰭 IV, 8–10 ； 胸

鰭 13–15 ； 側線有孔鱗 44–50 ； 側線上方

鱗 2½ ； 鰓耙 4–6 + 12–15 = 16–21 ； 頬

部鱗列 5–6。 体は側扁する。 前鰓蓋骨隅

角部の棘は短く、 眼径の半分以下。 背鰭

棘状部の最終棘は後ろから 2 番目の棘と

第 1 軟条との中間付近にある。 鼻骨後部

と後鼻孔縁辺には小棘がない。

色彩　体は赤色で、 体側に 9–10 本の細い

白色縦帯がある。 前鰓蓋後縁は白い。 吻

端から眼窩下を通り主鰓蓋下部にかけて

白色帯がはしる。 背鰭棘条部は暗赤色で、

先端は透明。 背鰭前端からのびる白色縦

帯は途中で途切れる。

分布　インド ・ 太平洋の温帯から熱帯域に

分布する。 国内では小笠原諸島、 伊豆半

島以南の太平洋沿岸、 大隅諸島、 琉球列

島に分布する。

備考　本種は夜行性で岩礁やサンゴ礁域に

生息する。 与論島では漁港内の転石 ・ 岩

礁域や枝状サンゴなどの隙間で観察され

た。

（西山　肇）

■ ニジエビス　Sargocentron diadema 　FRLM 42739, 97.3 mm SL

キンメダイ目 イットウダイ科 イットウダイ属

テリエビス
Sargocentron ittodai
(Jordan & Fowler, 1902)

形態　背鰭 XI, 12–14 ； 臀鰭 IV, 8–10 ； 胸

鰭 14–16 ； 側線有孔鱗 44–49 ； 側線上方

鱗 2½ ； 鰓耙 4–6 + 12–14 = 17–20 ； 頬

部鱗列 5。 体は側扁する。 前鰓蓋骨隅角

部の棘は短く、 眼径の半分以下。 鼻骨後

部と後鼻孔縁辺には小棘がない。

色彩　体は赤色で、 体側には複数本の瞳

孔大赤色縦帯がはしる。 背鰭棘条部は濃

赤色で、 各鰭膜に不定形の白色斑が連続

して並び、 孤状の白色帯を形成する。

分布　インド ・ 太平洋の温帯から熱帯域に

分布する。国内では伊豆諸島、小笠原諸島、

千葉県以南の太平洋沿岸、 琉球列島に分

布する。

備考　テリエビスは同属のニジエビス S. 
diadema (Lacepède, 1802) によく似る。 し

かし、 本種はニジエビスと比較し、 胸鰭軟

条が通常 15 本 （ニジエビスは通常 14）、

背鰭棘状部の白色縦帯が連続する （連続

せず、 途中で終わる） ことなどから識別さ

れる。

（西山　肇）

■ テリエビス　Sargocentron ittodai 　BSKU 106116, 75.7 mm SL
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■ テリエビス　Sargocentron ittodai
KAUM–I. 40077, 50.0 mm SL

■ テリエビス　Sargocentron ittodai 　KAUM–I. 39707, 97.9 mm SL

■ テリエビス　Sargocentron ittodai 　KAUM–I. 39801, 106.0 mm SL

■ テリエビス　Sargocentron ittodai 　FRLM 42738, 85.9 mm SL

■ テリエビス　Sargocentron ittodai
BSKU 108225, 52.8 mm SL

■ テリエビス　Sargocentron ittodai
KAUM–I. 39708, 100.8 mm SL

■ テリエビス　Sargocentron ittodai
KAUM–I. 46055, 65.8 mm SL
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キンメダイ目 イットウダイ科 イットウダイ属

スミツキカノコ
Sargocentron melanospilos
(Bleeker, 1858)

形態　背鰭 XI, 12–14 ； 臀鰭 IV, 8–10 ； 胸

鰭 13–14 ； 側線有孔鱗 32–36 ； 側線上方

鱗 2½ ； 鰓耙 4–7 + 10–12 = 14–19 ； 頬

部鱗列 5。 体は側扁する。 背鰭棘状部の

最終棘は後ろから 2 番目の棘と第 1 軟条と

の中間付近にある。 後鼻孔の縁辺に 1–4 
本の小棘がある。 涙骨上縁は平滑。 上顎

は下顎より前出する。

色彩　体はオレンジがかった赤色。 背鰭軟

■ スミツキカノコ　Sargocentron melanospilos 　BSKU 108330, 178.9 mm SL

■ スミツキカノコ　Sargocentron melanospilos 　FRLM 42914, 163.3 mm SL
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Holocentridae
Squirrelfishes – Soldierfishes

■ スミツキカノコ　Sargocentron melanospilos　16 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki

条部基部、 臀鰭基部後方および尾鰭基底

中央付近にそれぞれ黒色斑がある。

分布　インド ・ 西太平洋の温帯から熱帯域

に分布する。 国内では伊豆諸島、 小笠原

諸島、 高知県以南の太平洋沿岸、 大隅諸

島、 琉球列島に分布する。

備考　本種は夜行性で岩礁やサンゴ礁域に

生息する。 背鰭軟条部基部、 臀鰭基部後

方および尾鰭基底中央付近にある黒色斑

によって、 同属他種と容易に識別される。

（西山　肇）

キンメダイ目 イットウダイ科 イットウダイ属

クロオビエビス
Sargocentron praslin
(Lacepède, 1802)

形態　背鰭 XI, 12–13 ； 臀鰭 IV, 8–9 ； 胸

鰭 13–16 ； 側線有孔鱗 33–36 ； 側線上方

鱗 2½ ； 鰓耙 6–8 + 10–12 = 16–20 ； 頬

部鱗列 4。 体は側扁する。 前鰓蓋骨隅角

部に強くて長い 1 棘がある。  鼻骨後部と後

鼻孔縁辺には小棘がない。 涙骨上縁に水

平に突出する 1 小棘がある。

色彩　体は赤褐色。 体側背面に 4–5 本の

暗赤色縦帯がはしる。 背鰭棘条部は赤色

で、 各鰭膜に白色斑がある。 体の地色は

銀白色または青白色で、 腹方ほど白味が

強くなる。 体側背面は黄色い。 体側には幅

が体側鱗 3–4 枚分ほどの明瞭な 5 本の黒

色横帯がはしる。

分布　インド ・ 西太平洋の温帯から熱帯域

に分布する。 国内では高知県以南の太平

洋沿岸、 大隅諸島、 琉球列島に分布する。

備考　クロオビエビスは同属のアヤメエビ

ス S. rubrum (Forsskål, 1775) に酷似する

が、 本種はアヤメエビスと比較し、 頬の鱗

列数が 4 （アヤメエビスでは 5）、 体側背面

に 4–5 本の縦帯がはしる （1–2 本） ことな

どから識別される。

（西山　肇）

■ クロオビエビス　Sargocentron praslin 　KAUM–I. 40016, 31.8 mm SL
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Squirrelfishes – Soldierfishes

キンメダイ目 イットウダイ科 イットウダイ属

ホシエビス
Sargocentron punctatissimum
(Cuvier, 1829)

形 態　 背 鰭 XI, 12–14 ； 臀 鰭 IV, 9 ； 胸

鰭 15 ； 側線有孔鱗 42–45 ； 側線上方鱗 
2½ ； 鰓耙 5–7 + 10–12 = 15–19 ； 頬部鱗

列 5。 体は側扁する。 前鰓蓋骨隅角部に

強くて長い 1 棘がある。 涙骨上縁に水平に

突出する小棘がない。 前鰓蓋骨隅角部の

棘長は眼径の 1/2。

色彩　体上部は薄い赤色で、 腹面に行くに

つれ色合いは薄くなり、 銀色がかる。 前鰓

蓋後縁と鰓蓋膜は赤色。 背鰭棘条部の上

方は赤色で、 下方は赤味がかった透明。

■ ホシエビス　Sargocentron punctatissimum 　KAUM–I. 39986, 81.1 mm SL

■ ホシエビス　Sargocentron punctatissimum 　KAUM–I. 45885, 55.5 mm SL

背鰭軟条部、 胸鰭、 腹鰭、 臀鰭、 尾鰭の

鰭条は薄い赤色で、 鰭膜は赤味がかった

透明。

分布　インド ・ 太平洋の温帯から熱帯域に

分布する。 国内では小笠原諸島、 高知県

以南の太平洋沿岸、 大隅諸島、 琉球列島

に分布する。
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Holocentridae
Squirrelfishes – Soldierfishes

■ ホシエビス　Sargocentron punctatissimum 　KAUM–I. 39880, 42.5 mm SL■ ホシエビス　Sargocentron punctatissimum
KAUM–I. 39868, 44.0 mm SL

■ アオスジエビス　Sargocentron tiere 　KAUM–I. 41049, 207.6 mm SL

キンメダイ目 イットウダイ科 イットウダイ属

アオスジエビス
Sargocentron tiere
(Cuvier, 1829)

形 態　 背 鰭 XI, 14 ； 臀 鰭 IV, 9 ； 胸 鰭

14–15 ； 側線有孔鱗 47–52 ； 側線上方鱗

2½ ； 鰓耙 6–8 + 13–15 = 19–23。 体は側

扁する。 前鰓蓋骨隅角部の棘は長く、 眼

径とほぼ同長。 背鰭棘状部の最終棘は後

ろから 2 番目の棘と第 1 軟条との中間付

近にある。 鼻骨後部と後鼻孔縁辺には小

棘がない。

色彩　体は赤色で、 腹面側に行くにつれ色

合いはやや薄くなる。 背鰭棘条部は先端の

白色域を除き赤色で、 軟条部は赤色。 胸

鰭と尾鰭は赤色。 腹鰭と臀鰭は第 1–2 鰭

条の白色域を除き赤色。

分布　インド ・ 太平洋に分布する。 国内で

は小笠原諸島、 琉球列島に分布する。

備考　本種は夜行性で、 岩礁やサンゴ礁

域に生息する。 生時体側にはしる数本の

青色縦帯は死後消失する。

（西山　肇）

備考　ホシエビスは同属のサクラエビス S. 
tiereoides (Bleeker, 1853) に 酷 似 す る

が、 本種は側線有孔鱗数が 42–45 （サク

ラエビスでは 40–41）、 胸鰭軟条数が 15 
(13–14)、 前鰓蓋骨隅角部の棘長が眼径

の 1/2 (2/3) であることから識別される。

（西山　肇）

■ アオスジエビス　Sargocentron tiere
KAUM–I. 41048, 234.6 mm SL
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Seamoth

■ ウミテング　Eurypegasus draconis 　KAUM–I. 48064, 69.0 mm SL

トゲウオ目 ウミテング科 ウミテング属

ウミテング
Eurypegasus draconis
(Linnaeus, 1766)

形態　背鰭 5 ； 臀鰭 5 ； 胸鰭 9–12 ； 尾輪

8–9。 体は幅広く縦扁し硬い骨板で覆われ

る。 各骨板は躯幹部では癒着しているが、

尾部では癒着せず可動。 口は突出した吻

の下面にあり歯はない。 吻端は丸みがある

ものが多い。 体背面は起伏が大きく眼の直

後に深い凹みがある。 最終尾輪の背面に

棘がある。

色彩　成魚の体色は変異に富み赤系、 茶

系、 白系などがある。 幼魚は黒。 背面に

は網目模様がある。

分布　インド ・ 太平洋に分布する。 国内で

は伊豆諸島、 小笠原諸島、 相模湾以南の

南日本、 山口以西の日本海、 大隅諸島、

琉球列島に分布する。

備考　全長 15 cm になる。 沿岸浅所の主

に砂底に生息し、 しばしばペアでみられる。

胸鰭を大きく広げ、 細長い腹鰭を使って海

底を這うように移動する。

（千葉　悟）
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Solenostomidae
Ghost pipefish

■ カミソリウオ　Solenostomus cyanopterus 　Female　KAUM–I. 48061, 57.1 mm SL

トゲウオ目 カミソリウオ科 カミソリウオ属

カミソリウオ
Solenostomus cyanopterus
Bleeker, 1854

形 態　 背 鰭 V-17–21 ； 臀 鰭 17–22 ； 胸

鰭 24–28 ； 腹鰭 I, 6。 吻中央部背縁は円

滑あるいは弱い鋸歯状。 吻高は吻長の

16.4–28.5%。 鰭や体に細長い単一の皮弁

がないかあっても房状。

色彩　体色は変異に富み、 赤、 緑、 茶、

黒などがみられる。 鰭や体には縞模様は

ないが、 黒色斑点や白色斑点が散在する。

第 1 背鰭には長楕円形の黒色斑がある。

分布　インド ・ 西太平洋域。 国内では山口

県の日本海沿岸、 伊豆諸島、 相模湾以南

の太平洋沿岸、 天草諸島、 大隅諸島、 琉

球列島に分布する。

備考　サンゴ礁域とその周辺の砂底にペア

でいるところがよくみられる。 頭部をやや下

に向けて、 波の動きに合わせてゆらゆらと

漂うに泳いでいる。 これが体色と相まって

海藻片のように見え、 擬態効果があると考

えられている。 雌の腹鰭の上縁は体側に、

下縁は互いに癒着して育児嚢となり、 その

中で受精卵を保護する。

（大石一樹）

■ カミソリウオ　Solenostomus cyanopterus 　Male　KAUM–I. 48060, 43.7 mm SL
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Pipefishes - Seahorses

■ チゴヨウジ　Choeroichthys sculptus 　KAUM–I. 45960, 46.4 mm SL

トゲウオ目 ヨウジウオ科 チゴヨウジ属

チゴヨウジ
Choeroichthys sculptus
(Günther, 1870)

形態　背鰭 26–35 ； 臀鰭 3–4 ； 胸鰭 18– 
23 ； 尾鰭 10 ； 体輪 18–21 + 21–25。 体

は細長く、 躯幹部は尾部より太い。 躯幹部

と尾部の下隆起線は不連続。 躯幹部と尾

部の上隆起線は連続。 吻の背縁は円滑で

棘がない。背鰭起部は躯幹部（肛門より前）

に位置する。

色彩　体は暗褐色で、 白色の小点が散在

する。 尾鰭は体の地色と同様で、 縁辺は

半透明。

分布　インド ・ 太平洋。 国内では土佐湾、

鹿児島湾、 大隅諸島、 および琉球列島に

分布する。

備考　本種はハシナガチゴヨウジ C. bra-
chysoma (Bleeker, 1855) と似るが、 中間

板に隆起がある （ない）、 背鰭軟条数が

26–35 （18–26） であることで識別される。

　水深 3 m 以浅のサンゴ礁域や岩礁域に

生息する。 与論島では水深 0.5 m から 1
個体が得られた。

（松沼瑞樹）

■ キシマイシヨウジ　Corythoichthys flavofasciatus 　KAUM–I. 42281, 95.0 mm SL

トゲウオ目 ヨウジウオ科 イシヨウジ属

キシマイシヨウジ
Corythoichthys flavofasciatus
(Rüppell, 1838)

形態　背鰭 26–36 ； 臀鰭 4 ； 胸鰭 13–17 ；

尾鰭 10 ； 体輪 15–17 + 32–39。 体は細長

い。 躯幹部と尾部の下隆起線は連続。 尾

鰭を除く尾部は躯幹部より長い。 各躯幹輪

の上隆起線は円滑。 吻長は眼の後縁と胸

鰭基底中央間の距離と同じ程度。 吻の背

縁は円滑で棘がない。

色彩　体は黄緑色で、 多数の輪郭が不明

瞭な暗色横帯がある。 尾鰭は赤色で縁辺

は白色。 吻は赤色。 背鰭に多数の暗色の

斑点がある。

分布　紅海を含むインド ・ 西太平洋。 国内

では伊豆諸島、 高知県以南の南日本、 お

よび琉球列島に分布する。

備考　水深 24 m 以浅のサンゴ礁域や岩礁

域に生息する。 与論島では水深 2 m でみ

られた。

（松沼瑞樹）

■ イシヨウジ　Corythoichthys haematopterus 　KPN-NI 30799, 67.4 mm SL
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Syngnathidae
Pipefishes - Seahorses

■ イシヨウジ　Corythoichthys haematopterus 　KAUM–I. 48130, 61.8 mm SL

トゲウオ目 ヨウジウオ科 イシヨウジ属

イシヨウジ
Corythoichthys haematopterus
(Bleeker, 1851)

形態　背鰭 23–33 ； 臀鰭 4 ； 胸鰭 13–18 ；

尾鰭 10 ； 体輪 16–18 + 32–37。 体は細長

い。 躯幹部と尾部の下隆起線は連続。 尾

鰭を除く尾部は躯幹部より長い。 各躯幹輪

の上隆起線は円滑。 吻長は眼の後縁と胸

鰭基底中央間の距離と同じ程度。 吻の背

縁は円滑で棘がない。

色彩　変異に富む。 体は黄緑色や乳白色

で、 橙色や赤色の小点列や黄色の細い縦

帯が複数ある。 目立つ斑紋がまったくない

個体もみられる。

分布　インド ・ 西太平洋。 国内では伊豆諸

島、 相模湾以南の南日本、 新潟県、 山口

県の日本海沿岸、 大隅諸島、 および琉球

列島に分布する。

備考　本種には、 遺伝的に大きく異なる 2
系統が知られ、 一方は沖縄島からのみ分

布が知られ、 他方は主にフィリピン、 八重

山諸島黒島、 九州南端に位置する鹿児島

県の坊津、 愛媛県室から知られ、 沖縄島

の金武湾では 2 系統の個体が同所的に出

現する （Sogabe & Takagi, 2013）。 この 2
系統は別種と考えられ、 分類学的研究が

進められている。

　水深 20 m 以浅のサンゴ礁域や岩礁域に

生息する。 与論島では水深 2–8 m でみら

れた。

（松沼瑞樹）

■ イシヨウジ　Corythoichthys haematopterus 　KAUM–I. 51353, 118.3 mm SL

■ イシヨウジ　Corythoichthys haematopterus 　KAUM–I. 45859, 92.4 mm SL
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Pipefishes - Seahorses

■ クチナガイシヨウジ　Corythoichthys schultzi 　BSKU 108305, 65.8 mm SL

トゲウオ目 ヨウジウオ科 イシヨウジ属

クチナガイシヨウジ
Corythoichthys schultzi
Herald, 1953

形態　背鰭 25–31 ； 臀鰭 4 ； 胸鰭 14–18 ；

尾鰭 10 ； 体輪 15–17 + 32–39。 体は細長

い。 躯幹部と尾部の下隆起線は連続。 尾

鰭を除く尾部は躯幹部より長い。 各躯幹輪

の上隆起線は円滑。 吻長は眼の後縁と胸

鰭基底中央間の距離より長い。 吻の背縁

は円滑で棘がない。

色彩　体は黄緑色で、 白色と赤色の小点

が多数ある。 体に明瞭な横帯はない。 尾

鰭は赤色で縁辺が白色をおびる。

分布　紅海を含むインド ・ 西太平洋。 国内

では和歌山県串本、 高知県柏島、 大隅諸

島、 および琉球列島に分布する。

備考　水深 30 m 以浅のサンゴ礁域に生息

する。 与論島では水深 7 m の浅海域でみ

られた。

（松沼瑞樹）

トゲウオ目 ヨウジウオ科 ヒバシヨウジ属

ヒバシヨウジ
Doryrhamphus (Doryrhamphus) excisus excisus
Kaup, 1856

形態　背鰭 21–29 ； 臀鰭 4 ； 胸鰭 19–23 ；

尾鰭 10 ； 体輪 17–19 + 13–17。 体は細長

い。 躯幹部と尾部の上隆起線および下隆

起線は不連続。 尾鰭を除く尾部は躯幹部よ

り短い。 吻長は眼の後縁と胸鰭基底中央

間の距離より短い。 背鰭前方の各躯幹輪

の上隆起線には 1 棘がある。 吻の背縁は

強い鋸歯状。

色彩　体はオレンジ色。 吻から眼を通り尾

鰭基底に達する 1 青色縦帯がある。 青色

縦帯の幅は広く体高の 1/2。 尾鰭は赤褐色

で複数の黄色斑がある。

分布　インド ・ 汎太平洋。 国内では伊豆諸

島、 小笠原諸島、 静岡県以南の太平洋沿

岸、 山口県の日本海沿岸、 福岡県の沖の

島、大隅諸島、および琉球列島に分布する。

備考　本種には 2 亜種が知られ、 D. e. 
abbreviatus Dawson, 1981 は 紅 海、 D. 
e. paulus Fritzsche, 1980 は東太平洋の

クラリオン島とソコロ島に固有の亜種である

（Dawson, 1985）。

　水深 50 m 以浅の岩礁域やサンゴ礁域に

生息する。 与論島では水深 0.3–10 m から

幅広い成長段階の個体が採集された。

（松沼瑞樹）

■ クチナガイシヨウジ　Corythoichthys schultzi 　KAUM–I. 45858, 112.2 mm SL

■ クチナガイシヨウジ　Corythoichthys schultzi 　BSKU 108286, 71.0 mm SL
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Syngnathidae
Pipefishes - Seahorses

■ ヒバシヨウジ　Doryrhamphus (Doryrhamphus) excisus excisus 　KAUM–I. 39767, 32.9 mm SL

■ ヒバシヨウジ　Doryrhamphus (Doryrhamphus) excisus excisus 　KAUM–I. 40018, 49.0 mm SL

トゲウオ目 ヨウジウオ科 オイランヨウジ属

オイランヨウジ
Dunckerocampus dactyliophorus
(Bleeker, 1853)

形態　背鰭 20–26 ； 臀鰭 4 ； 胸鰭 18–22 ；

尾鰭 10 ； 体輪 15–17 + 18–22。 体は細長

い。 躯幹部と尾部の上隆起線および下隆

起線は不連続。 尾鰭を除く尾部は躯幹部よ

り短い。 吻長は眼の後縁と胸鰭基底中央

間の距離より長い。

色彩　頭部と体には黄色みを帯びた白色と

暗赤色の横帯が多数ある。 背鰭、 胸鰭、

臀鰭はほぼ透明。 尾鰭は赤色で、 全体が

白色で縁取られ、 中央に白色斑がある。

分布　日本国内では山口県の日本海沿岸、

静岡県大瀬崎、 和歌山県串本、 大隅諸島、

および琉球列島に分布する。 国外では、フィ

リピン、 インドネシア、 ニューギニア、 およ

びパラオに分布する。

備考　岩礁やサンゴ礁でみられる。 与論島

では水深 15–17 m から採集された。

（松沼瑞樹）

■ オイランヨウジ　Dunckerocampus dactyliophorus 　KAUM–I. 50859, 13.8 mm SL

トゲウオ目 ヨウジウオ科 オイランヨウジ属

カスミオイランヨウジ
Dunckerocampus naia
Allen & Kuiter, 2004

形態　背鰭 20–22 ； 臀鰭 4 ； 胸鰭 19–20 ；

尾鰭 10 ； 体輪 16–17 + 19–20。 体は細長

い。 躯幹部と尾部の上隆起線および下隆

起線は不連続。 尾鰭を除く尾部は躯幹部よ

り短い。 吻長は眼の後縁と胸鰭基底中央

間の距離より長い。

色彩　頭部と体には黄色みを帯びた白色と

暗赤色の横帯が多数ある。 背鰭、 胸鰭、

臀鰭はほぼ透明。 尾鰭は赤色で上縁と下

縁に白色域がある。

分布　東インド洋と西太平洋。 国内では伊

豆諸島、 静岡県、 和歌山県、 大隅諸島、

琉球列島から記録がある。

備 考　 オ イ ラ ン ヨ ウ ジ D. dactyliophorus 
(Bleeker, 1853) に酷似するが、 尾鰭中央

に白色斑がないこと （オイランヨウジにはあ

る）、 尾鰭の上縁と下縁のみに白色域があ

ること （尾鰭縁辺が白色域で縁取られる）、

赤暗色横帯の輪郭が不明瞭であること （輪

郭が明瞭） によって生時および鮮時は区別

される。

　高田ほか （2008） は奄美大島産の 1 標

本 （NSMT-P 75406） に基づき D. naia を

日本初記録として報告し、 新標準和名カス

ミオイランヨウジを提唱した。 国内では伊豆

半島以南でダイバーによって本種の生態写

真が多く撮影されているが、 退色した標本

ではオイランヨウジとの区別が困難になる

ため、本種に同定されている標本は少ない。

（千葉　悟）

■ カスミオイランヨウジ　Dunckerocampus naia 　NSMT-P 110510, 66.9 mm SL
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トゲウオ目 ヨウジウオ科 ウミヤッコ属

ノコギリウミヤッコ
Halicampus brocki
(Herald, 1953)

形態　背鰭 21–23 ； 臀鰭 4 ； 胸鰭 11–14 ；

尾 鰭 10 ； 体 輪 14 + 33–37。 体 は 細 長

い。 頭部に枝状に分枝した多数の皮弁が

ある。 躯幹部と尾部の上隆起線は不連続。

躯幹部下隆起線は第 1 尾輪で終わる。 躯

幹部中央隆起線は尾部下隆起線に連続す

る。 吻背面の中央隆起線の縁辺は棘状で、

2–3 個の短い隆起線をなす。 尾部は躯幹

部よりも長い。 尾鰭がある。

色彩　頭部と体は明るい黄土色で、 頭部は

黄色みが強い。 体側に 10 個の輪郭が不

明瞭な茶色の鞍状斑がある。 背鰭、 臀鰭

および胸鰭は透明。 尾鰭は暗い黄色。

分布　西太平洋。 国内では小笠原諸島と

琉球列島に分布する。

備考　色彩の記載は与論島から得られた標

本に基づく。 水深 23 m 以浅の岩礁やサン

ゴ礁域でみられる。 与論島では水深 2 m
から 1 個体が得られた。

（松沼瑞樹）

■ ノコギリウミヤッコ　Halicampus brocki 　KAUM–I. 42282, 81.1 mm SL

トゲウオ目 ヨウジウオ科 ウミヤッコ属

ヒメトゲウミヤッコ
Halicampus spinirostris
(Dawson & Allen, 1981)

形態　背鰭 19–22 ； 臀鰭 3 ； 胸鰭 13–14 ；

尾鰭 10 ； 体輪 14–15 + 33–35。 体は細

長い。 頭部に枝状に分枝した多数の皮弁

がある。 躯幹部と尾部の上隆起線は不連

続。 躯幹部下隆起線は第 1 尾輪で終わる。

躯幹部中央隆起線は尾部下隆起線に連続

する。 吻背面の中央隆起線の縁辺は棘状

で、 2–3 個の独立した小棘をなす。 尾部は

躯幹部よりも長い。 尾鰭がある。

色彩　頭部と体はうすい黄緑で、 頭部と躯

幹部腹面は茶色みがかる。 体側に帯状の

模様はない。背鰭、臀鰭および胸鰭は透明。

尾鰭はうすい黄緑で鰭条に沿って多数の小

■ ヒメトゲウミヤッコ　Halicampus spinirostris 　KAUM–I. 47877, 30.0 mm SL
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さな白色点がある。 そのほかの鰭は透明で

目立った模様はない。

分布　東インド洋と西太平洋。 国内では鹿

児島県の与論島、 および沖縄県の石垣島

と慶留間島から記録されている。

備考　色彩の記載は与論島から得られた標

本に基づく。 計数形質の記載は松沼ほか

（2013） と Dawson （1985） に基づく。 松

沼ほか （2013） により日本初記録種として

報告された。

　水深 2–26 m の岩場やサンゴ礁でみられ

る。 与論島では水深 2 m から 1 個体が採

集された。

（松沼瑞樹）

■ ヒメトゲウミヤッコ　Halicampus spinirostris 　KAUM–I. 47877, 30.0 mm SL

トゲウオ目 ヨウジウオ科 タツノオトシゴ属

クロウミウマ
Hippocampus kuda
Bleeker, 1852

形態　背鰭 16–19 ； 胸鰭 15–18 ； 体輪 11 
+ 34–38。 体は細長く、 腹部はふくらむ。

頭頂部の棘（頂冠）は高い。 吻はやや長い。

尾鰭はない。

色彩　頭部と体は黒色がかった茶色で多数

の白色点があり、 躯幹部の腹側は黄土色、

尾部の腹側は緑色がかる。 背鰭に 1 本の

細い黒色帯がある。

分布　インド ・ 太平洋。 国内では伊豆諸島、

和歌山県以南の太平洋沿岸、 大隅諸島、

および琉球列島に分布する。

備考　色彩の記載は与論島から得られ

た標本に基づく。 本種はオオウミウマ H. 
kelloggi Jordan & Snyder, 1901 とよく似る

が、 尾輪数が 34–38 とやや少ない （オオ

ウミウマでは 39–41） ことで識別される。

　汽水域や内湾でみられ、 与論島では漁港

内の水深 1–2 m から採集された。

（松沼瑞樹）
■ クロウミウマ　Hippocampus kuda 

KAUM–I. 55186, 44.8 mm TL
■ クロウミウマ　Hippocampus kuda 

KAUM–I. 39726, 176.7 mm TL

トゲウオ目 ヨウジウオ科 カンムリヨウジ属

カンムリヨウジ
Micrognathus andersonii
(Bleeker, 1858)

■ カンムリヨウジ　Micrognathus andersonii　KPM-NI 30856, 56.6 mm SL

形態　背鰭 17–24 ； 臀鰭 3 ； 胸鰭 11–13 ；

尾鰭 10 ； 体輪 15–17 + 27–32。 体は細

長く、 尾部は躯幹部よりやや長い。 躯幹部

と尾部の下隆起線と上隆起線はともに不連

続。 尾部の隆起線は円滑。 背鰭起部は躯

幹部 （肛門より前） に位置する。

色彩　体は変異に富み、 褐色から灰色が

かったものまで様々。 鰓蓋に大きな円形斑

がある （ないこともある）。
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■ カンムリヨウジ　Micrognathus andersonii　KAUM–I. 51459, 43.7 mm SL

■ カンムリヨウジ　Micrognathus andersonii　KPM-NI 30828, 51.6 mm SL

■ カンムリヨウジ　Micrognathus andersonii　KPM-NI 30871, 56.4 mm SL

■ カンムリヨウジ　Micrognathus andersonii　KPM-NI 30872, 36.4 mm SL

トゲウオ目 ヨウジウオ科 ボウヨウジ属

ハチジョウボウヨウジ
Phoxocampus diacanthus
(Schultz, 1943)

形態　背鰭 20–24 ； 臀鰭 4 ； 胸鰭 13–15 ；

尾鰭10；体輪15–16 + 25–28。体は細長く、

躯幹部と尾部はほぼ同長。 躯幹部と尾部

の下隆起線と上隆起線はともに連続。 躯幹

部の中央隆起線は最終躯幹輪あるいは第

1 尾輪で終わる。 尾部の隆起線は鋸歯状。

■ ハチジョウボウヨウジ　Phoxocampus diacanthus 　KAUM–I. 55142, 70.9 mm SL

分布　紅海を含むインド ・ 太平洋。 国内で

は和歌山県以南の太平洋沿岸、大隅諸島、

および琉球列島に分布する。

備考　サンゴ礁域や岩礁域の浅場に生息

し、与論島では水深 2–8 m から採集された。

（松沼瑞樹）
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背鰭起部は躯幹部 （肛門より前） に位置

する。

色彩　体は暗褐色で、 体側に輪郭が不明

瞭な暗色の横帯が 7 本ある。 尾鰭基部の

直前に白色の横帯が 1 本ある。 尾鰭は白

色で縁取られる。

分布　東インド洋と太平洋。 国内では伊豆

諸島、 大隅諸島、 および琉球列島に分布

する。

備考　水深 4–21 m のサンゴ礁域や岩礁域

に生息し、 与論島では水深 12–15 m から

採集された。

（松沼瑞樹）

トゲウオ目 ヨウジウオ科 トゲヨウジ属

トゲヨウジ
Syngnathoides biaculeatus
(Bloch, 1785)

形態　背鰭 37–50 ； 臀鰭 4 ； 胸鰭 20–24 ；

体輪 15–18 + 40–54。 体は細長い。 頭部

に短い皮弁が多数ある。 躯幹部と尾部の

上隆起線は連続。 躯幹部中央隆起線は尾

部で上方に反り背鰭の後方で終わる。 吻

背面はなめらか。尾部は躯幹部よりも短い。

尾鰭はない。

色彩　頭部と体は緑色や茶色で変異に富

む、 暗色の帯などの模様をもつこともある。

分布　紅海を含むインド ・ 太平洋。 国内で

は伊豆諸島、 茨城県以南の南日本に分布

する。

備考　西オーストラリア沿岸の個体群は、

そのほかの産地のものと比べて躯幹輪数

や背鰭鰭条数に差異があることが知られる

（Dawson, 1985）。

　水深 7 m 以浅でみられ、 タツノオトシゴ属

魚類のように尾を藻に巻きつけて体を保持

する。 与論島では水深 1.5 m の砂浜で引

き網により採集された。

（松沼瑞樹）

■ トゲヨウジ　Syngnathoides biaculeatus　KAUM–I. 51434, 185.0 mm SL
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トゲウオ目 ヘラヤガラ科 ヘラヤガラ属

ヘラヤガラ
Aulostomus chinensis
(Linnaeus, 1766)

形 態　 背 鰭 VIII–XIII-iii, 23–28 ； 臀 鰭 iii, 
23–29 ； 胸鰭 17 ； 腹鰭 6 ； 側線有孔鱗

244–258 ； 背鰭棘条部側線上方横列鱗

19–21 ； 側線下方横列鱗 15–16 ； 脊椎骨

25–26+37–38。 吻と頭部は著しく側扁す

る。体はやや側扁する。吻と頭部は無鱗で、

体は微小櫛鱗に被われる。 口は長い管状

の吻の先端に斜めに開く。 下顎先端に髭

がある。 背鰭棘は互いに鰭膜で連続せず、

分離する。

色彩　体色の変異が著しく、 暗褐色から鮮

黄色まで様々。 横帯を現すこともある。 通

常は吻部に黒色縦帯がある。 背鰭と臀鰭

は基部付近が暗色でその先は明色。 腹鰭

基部と尾鰭に黒色斑がある。

分布　インド ・ 汎太平洋に分布する。 国内

では伊豆諸島、 小笠原諸島、 相模湾以南

の南日本、 若狭湾、 大隅諸島、 琉球列島、

大東諸島に分布する。

備考　全長 1 m になる。 浅い岩礁やサンゴ

礁に生息する。 海藻の茂みや岩陰に倒立

したり、 中 ・ 大型魚に寄り添って泳ぐなど

特異な行動が知られている。 長い吻はスポ

イトのような役割で小魚や小甲殻類を吸い

込むようにして補食する。

　ヘラヤガラ科は 1 属 3 種からなり、 近縁

なヤガラ科とは吻が長く体が細長いという

形態的特徴は類似しているが、 ヤガラ科に

は背鰭棘と髭が無いことから容易に区別で

きる。 日本産はヘラヤガラ１種のみ。

（千葉　悟）

■ ヘラヤガラ　Aulostomus chinensis　FRLM 42719, 344.6 mm SL

■ ヘラヤガラ　Aulostomus chinensis　KAUM–I. 51190, 133.8 mm SL

■ ヘラヤガラ　Aulostomus chinensis　FRLM 43008, 297.0 mm SL

■ ヘラヤガラ　Aulostomus chinensis　17 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki
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トゲウオ目 ヤガラ科 ヤガラ属

アオヤガラ
Fistularia commersonii
Rüppell, 1838

形態　背鰭 15–17 ； 臀鰭 14–16 ； 胸鰭 13 
–15 ； 腹鰭 6。 体は細長い。 両眼の間の

頭部背面は平坦。 尾柄部の側線鱗には鋭

い後向棘がない。 背中線上に鱗がない。

色彩　生時の体は淡緑色か淡褐色。 興奮

すると幅広い暗褐色の横帯を現す。

分布　インド ・ 汎太平洋、 地中海東部 （導

入） に分布する。 国内では伊豆諸島、 小

笠原諸島、大隅諸島、琉球列島、大東諸島、

尖閣諸島、 北海道から九州までの日本沿

岸に広く分布する。

備考　全長 1.5 m になる。 沿岸の水深

35 m 以浅の岩礁やサンゴ礁に生息する。

ヤガラ科は本種とアカヤガラ F. petimba 
Lacepède, 1803 の 2 種が日本に分布す

る。 アカヤガラとは、 尾柄部の側線鱗に鋭

い後向棘がない （アカヤガラには鋭い後向

棘がある） こと、 背中線上に鱗がない （鱗

がある） こと、 生時の体が淡緑色あるいは

淡褐色 （赤色） であることで識別される。

（千葉　悟）

■ アオヤガラ　Fistularia commersonii　KAUM–I. 51217, 519.2 mm SL

■ アオヤガラ　Fistularia commersonii　KAUM–I. 48070, 201.5 mm SL

■ アオヤガラ　Fistularia commersonii　FRLM 42711, 185.0 mm SL

トゲウオ目 ヘコアユ科 ヘコアユ属

ヘコアユ
Aeoliscus strigatus
(Günther, 1861)

形 態　 背 鰭 III–IV-10 ； 臀 鰭 9–12 ； 胸 鰭

10–12 ； 腹鰭 3–5。 体は極端に側扁し、

甲板で覆われる。 体後端の棘は背鰭第 1
棘で、 その下に背鰭軟条部と尾鰭、 臀鰭

がある。 背鰭第 1 棘の基部には関節があ

り可動する。 口は小さく管状の吻の先端に

開く。 幼魚は成魚に比べて体が著しく短く、

体の表面には骨質隆起が発達する。 吻も

短く、 口は上を向く。

色彩　成魚の体色は銀白色で、 吻先端か

ら尾鰭にかけて 1 本の黒色縦帯がある。

帯の太さには個体差がある。 吻前端の縁

辺部は赤色を帯びる。 幼魚は体全体が茶

褐色を帯び、 吻先端から臀鰭基部に向かう

黒色線がある。 黒色素胞が体のほぼ全域

に散在し、 特に腹側に色素胞が密に分布

する。

分布　西太平洋に分布。 国内では相模湾

以南の太平洋沿岸、 大隅諸島、 琉球列島

から記録されている。

備考　常に頭部を下にして造礁サンゴの周

りを群れで泳ぎまわっているが、 水平に泳

ぐこともできる。 本種はその特徴的な容姿

から観賞魚としての人気が高い。

（大石一樹）
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■ ヘコアユ　Aeoliscus strigatus　KAUM–I. 42297, 132.5 mm SL

■ ヘコアユ　Aeoliscus strigatus　BSKU 108254, 50.1 mm SL

■ ヘコアユ　Aeoliscus strigatus　NSMT-P 110394, 24.5 mm SL

■ ヘコアユ　Aeoliscus strigatus　BSKU 106181, 19.8 mm SL

■ ヘコアユ　Aeoliscus strigatus　KAUM–I. 41152, 11.9 mm SL
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Scorpionfishes

カサゴ目 フサカサゴ科 ヒメヤマノカミ属

シマヒメヤマノカミ
Dendrochirus brachypterus
(Cuvier, 1829)

形 態　 背 鰭 XIII, 8–10 ； 臀 鰭 III, 5–6 ；

胸 鰭 16–18 ； 腹 鰭 I, 5 ； 側 線 上 方 横 列

39–50。 体は中庸で後方につれてよく側扁

する。 口蓋骨歯はない。 幼魚は短い眼上

皮弁をもつが成魚では欠く。 吻端のヒゲ状

皮弁は 2 本できわめて短い。 背鰭の最長

棘は最大体高より短い。 上部の胸鰭鰭条

は成長にともない分枝する。 尾鰭の後縁は

円い。 頭部と体側の鱗は櫛鱗。

色彩　体は茶褐色で、 赤みが強いものなど

変異がある。 尾柄を含める体側に 6 本の

太い褐色から赤茶色の横帯をもつ。 背鰭と

臀鰭の軟条部、 および尾鰭に多数の黒色

点がある。背鰭棘に黒色のしま模様がある。

胸鰭に 5–9 本の赤茶色から褐色の横帯が

ある ； 横帯の内部に黒色から濃青色の点

列がある （点列を欠くあるいは不明瞭な個

体もいる）。

分布　インド ・ 西太平洋の温帯から熱帯域

に分布する。 国内では房総半島以南の南

日本に広く分布する。

備考　水深 80 m 以浅の岩礁域に生息す

る。 与論島では水深 1–3 m から 1 個体が

採集された。

（松沼瑞樹）

■ シマヒメヤマノカミ　Dendrochirus brachypterus　KAUM–I. 39791, 110.1 mm SL

カサゴ目 フサカサゴ科 ヒメヤマノカミ属

キリンミノ
Dendrochirus zebra
(Cuvier, 1829)

形 態　 背 鰭 XIII, 9–11 ； 臀 鰭 III, 5–7 ；

胸 鰭 16–18 ； 腹 鰭 I, 5 ； 側 線 上 方 横 列

45–57。 体は中庸で後方につれてよく側扁

する。 口蓋骨歯はない。 側部に複数の分

枝をともなう長いムチ状の眼上皮弁をもつ。

吻端のヒゲ状皮弁は 3 本。 背鰭の最長棘

は最大体高と同じ長さかやや長い。 胸鰭鰭

条は幼魚期に糸状に伸長するが、 成長に

ともない退縮する。 上部の胸鰭鰭条は成長

にともない分枝するが、 最大でも 1 回しか

分枝しない。 尾鰭の後縁は円い。 頭部と

体側の鱗は櫛鱗。

色彩　体は茶褐色で、 赤みが強いものなど

変異がある。 体側に 5 本の太い褐色から

赤茶色の横帯をもつ。 尾柄に 「Ｔ」 を左に

90° たおした形の模様がある ； 模様の後部

はふつう後方にのび尾鰭基部まで達する。

背鰭と臀鰭の軟条部、 および尾鰭に多数

の黒色点がある。 背鰭棘に黒色のしま模

様がある。 胸鰭に輪郭が不明瞭なしま模様

がある。

分布　インド ・ 西太平洋の温帯から熱帯域

に分布する。 国内では伊豆諸島、 小笠原

諸島、 房総半島以南の太平洋沿岸、 大隅

諸島、 琉球列島に広く分布する。

備考　キリンミノは背鰭軟条数が通常 10、

臀鰭軟条数が通常 6、 胸鰭鰭条数が通常

17、 吻端に 3 本のヒゲ状皮弁をもつ、 な

どの特徴により同属他種と容易に識別され

る。 本種の幼魚は、 体長 40 mm ほどま

では胸鰭鰭条がすべて不分枝、 および吻

端に 3 本のヒゲ状皮弁をもつなどの特徴

が、 むしろネッタイミノカサゴ P. antennata 
(Bloch, 1787) や キ ミ オ コ ゼ P. radiata 
Cuvier, 1829 など一部のミノカサゴ属魚類

の幼魚とよく似ており、 しばしば誤同定され

る。 しかし、 キリンミノは尾柄部の特徴的な

模様や、 鰭条数の組み合わせにより、 幼

魚の形態の似るミノカサゴ属魚類と識別で

きる。

　与論島では水深 2–8 m から幼魚から成

魚まで幅広い成長段階の個体が採集され

た。

（松沼瑞樹）
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■ キリンミノ　Dendrochirus zebra　FRLM 43361, 105.3 mm SL

■ キリンミノ　Dendrochirus zebra　KAUM–I. 51591, 44.0 mm SL■ キリンミノ　Dendrochirus zebra　FRLM 42999, 65.9 mm SL

■ キリンミノ　Dendrochirus zebra　KAUM–I. 51525, 
12.4 mm SL

■ キリンミノ　Dendrochirus zebra　KAUM–I. 47873, 
17.2 mm SL

■ キリンミノ　Dendrochirus zebra　KAUM–I. 47861, 
64.8 mm SL
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カサゴ目 フサカサゴ科 ネッタイフサカサゴ属

チブルネッタイフサカサゴ
Parascorpaena aurita
(Rüppell, 1838)

形態　背鰭 XII, 9 ； 臀鰭 III, 5 ； 胸鰭 16– 
18 ； 腹鰭 I, 5 ； 側線上方横列鱗 35–44 ；

側線有孔鱗 22–23 ； 鰓耙 14–18。 体側の

鱗は円鱗。 涙骨下縁には 2 棘あり、 成魚

の後方棘は前方に向かい、 幼魚では下に

向かって伸びる。 涙骨側棘はない。 第 1
眼下骨隆起に棘がない。 第 1、 第 2 眼下

骨隆起は癒合しない。 第 2 眼下骨隆起に

2 棘ある。 眼下縁窩前方は浅く窪む。 鼻棘

は単尖頭。 眼隔域中央隆起はない。 眼前

棘、 眼上棘および眼後棘は単尖頭。 額棘

と余棘はない。 後頭窩は深く、 その前縁の

隆起は背面からみてやや後方に湾入する。

上 ・ 下後側頭棘、 頭頂棘、 上擬鎖骨棘、

主鰓蓋骨上方 ・ 下方棘は単尖頭。 眼上皮

弁の長さは変異に富み、 眼径より長くなる

ことも稀ではない。

色彩　体色は変異に富むが、 ふつうは赤褐

色あるいは茶色味を帯びる。 尾柄部に白

色斑があり、 その前縁から体色の地色が

白色斑の中央に侵入する。 雌雄とも背鰭

棘の鰭膜には黒色斑がない。

分布　インド ・ 西太平洋の亜熱帯 ・ 熱帯域

に広く分布する。 国内では屋久島を北限と

する大隅諸島と琉球列島から記録されてい

る。 特に沖縄本島沿岸では普通種。

備考　本項の 「形態」 に記載された計数形

質はインド ・ 西太平洋産のチブルネッタイ

フサカサゴ 96 個体に基づく。 最大体長は

117.2 mm。

　チブルネッタイフサカサゴは 2009 年に日

本初記録種として報告された。 本種は第

1 眼下隆起に眼下骨棘がないことから、 P. 
picta (Cuvier, 1829) を除く同属他種とは容

易に識別される。 前者は後者と比較して、

第 1 と第 2 眼下骨隆起が分かれており癒

合しないこと （P. picta では癒合する）、 後

頭窩が深いこと （浅く、 概ね平坦）、 側線

上方横列鱗が 35–44 枚 （最頻値 40） で

あること （43–49 枚、最頻値 45） などによっ

て区別可能。

（本村浩之）

■ チブルネッタイフサカサゴ　Parascorpaena aurita　KAUM–I. 42704, 107.0 mm SL

カサゴ目 フサカサゴ科 ネッタイフサカサゴ属

ネッタイフサカサゴ
Parascorpaena mossambica
(Peters, 1855)

形態　背鰭 XII, 9 ； 臀鰭 III, 5 ； 胸鰭 15– 
17 ； 腹鰭 I, 5 ； 側線上方横列鱗 37–45 ；

側線有孔鱗 22–23 ； 鰓耙 11–15。 体側の

鱗は円鱗だが、 稀に弱い鋸歯を有する鱗も

ある。 涙骨下縁には 2 棘あり、 成魚の後

方棘は前方に向かい、幼魚では下に向かっ

て伸びる。 涙骨側棘はない。 眼下骨棘は

3 本。 眼下縁窩前方は浅く窪む。 鼻棘は

単尖頭。 眼隔域中央隆起はない。 眼前

棘、 眼上棘および眼後棘は単尖頭。 額棘

と余棘はない。 後頭窩は深く、 その前縁の

隆起は背面からみて後方に湾入する。 上 ・

下後側頭棘、 頭頂棘、 上擬鎖骨棘、 主鰓

蓋骨上方 ・ 下方棘は単尖頭。 眼上皮弁の

長さは変異に富み、 眼径より長くなることも

稀ではない。

色彩　体色は変異に富むが、 ふつうは茶色

味を帯びる。 尾柄部に白色斑があり、 その

前縁から体色の地色が白色斑の中央に侵

入する。 雌雄とも背鰭棘の鰭膜には黒色

斑がない。

分布　インド ・ 西太平洋の亜熱帯 ・ 熱帯域

に広く分布する。 国内では伊豆諸島、 小笠

原諸島、 相模湾以南の太平洋沿岸、 大隅

諸島、 琉球列島に分布する。

備考　本項の 「形態」 に記載された計数

形質は西太平洋産のネッタイフサカサゴ 79
個体に基づく。 最大体長は 99.2 mm。

　ネッタイフサカサゴは眼下骨棘が 3 本で

あることから、 トゲイッテンフサカサゴを除

く同属他種とは容易に識別される。 前者は

後者と比較して、 体色が茶色味を帯びるこ

と （トゲイッテンフサカサゴでは赤味を帯び

る）、 尾柄部の白色斑に、 その前縁から体
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■ ネッタイフサカサゴ　Parascorpaena mossambica　FRLM 42819, 88.2 mm SL

■ ネッタイフサカサゴ　Parascorpaena mossambica　FRLM 42818, 74.9 mm SL

■ ネッタイフサカサゴ　Parascorpaena mossambica　KAUM–I. 51251, 36.6 mm SL ■ ネッタイフサカサゴ　Parascorpaena mossambica　KAUM–I. 40070, 29.3 mm SL

■ ネッタイフサカサゴ　Parascorpaena mossambica　KAUM–I. 45871, 37.8 mm SL

色の地色が白色斑の中央に深く侵入するこ

と （ほとんど侵入しない）、 後頭窩が深いこ

と （浅く、ほぼ平坦） などによって区別可能。

さらに、 トゲイッテンフサカサゴにみられる

背鰭鰭膜上の黒色斑の有無や下顎歯の発

達などの性的二型はネッタイフサカサゴに

はみられない。

　ネッタイフサカサゴはインド ・ 西太平洋に

広く分布するが、 インド洋と太平洋の個体

群は別種である可能性が高いことが指摘さ

れている （Motomura et al., 2011）。 タイプ

産地がモザンビークである P. mossambica

はインド洋の個体群に、 東南アジアがタイ

プ産地の P. armata (Sauvage, 1973) が太

平洋の個体群に適用すべき学名であろう。

　益田ほか （1975） はクロホシフサカサゴ

（仮称） Scorpaena sp. 1 として瀬底島か

ら採集された 1 標本を報告した。 この標本
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カサゴ目 フサカサゴ科 ネッタイフサカサゴ属

イッテンフサカサゴ
Parascorpaena moultoni
(Whitley, 1961)

形態　背鰭 XII, 9 ； 臀鰭 III, 5 ； 胸鰭 15– 
17 ； 腹鰭 I, 5 ； 側線上方横列鱗 39–46 ；

側線有孔鱗 21–23 ； 鰓耙 11–14。 体側の

鱗は円鱗。 涙骨下縁には 2 棘あり、 成魚

の後方棘は前方に向かい、 幼魚では下に

向かって伸びる。 涙骨側棘はない。 眼下

骨棘は 2 本。 眼下縁窩前方は浅く窪む。

鼻棘は単尖頭。 眼隔域中央隆起はない。

眼前棘、 眼上棘および眼後棘は単尖頭。

額棘と余棘はない。 後頭窩は浅く、 ほぼ平

ら。 後頭窩の前縁の隆起は背面からみて

後方に湾入する。 上 ・ 下後側頭棘、 頭頂

棘、 上擬鎖骨棘、 主鰓蓋骨上方 ・ 下方棘

は単尖頭。 眼上皮弁の長さは変異に富み、

眼径より長くなることも稀ではない。

色彩　体色は変異に富むが、 ふつうは赤味

を帯びる。尾柄部に白色から黄色斑がある。

オスの第 7 と第 11 背鰭棘の間に眼径より

やや大きな 1 黒斑があるが、メスにはない。

分布　インド ・ 太平洋の亜熱帯 ・ 熱帯域

に分布する。 国内では高知県以南の太

平洋沿岸から琉球列島にかけて分布する

（Motomura, unpub. data）。

備考　本種は原記載以降、 2011 年まで正

体不明の名義種であったが、 Motomura et 
al. (2011) によって有効種として認められ

た。 本項の 「形態」 に記載された計数形

質はインド ・ 太平洋産のイッテンフサカサゴ

58 個体に基づく。 最大体長は 56.2 mm。

　中坊 （1993, 2000） の P. mcadamsi は P. 
moultoni である。 詳細は本村ほか （2013）

のトゲイッテンフサカサゴの解説ページを参

照。

　イッテンフサカサゴは眼下骨棘が 2 本で

あることから、 チブルネッタイフサカサゴ P. 
aurita (Rüppell, 1838) と P. picta (Cuvier, 
1829) を除く同属他種とは容易に識別され

る。 イッテンフサカサゴの眼下骨棘は、 第

1 眼下骨隆起上に 1 棘、 第 2 眼下骨隆起

上に 1 棘であるが、 チブルネッタイフサカ

サゴと P. picta は第 2 眼下骨隆起上に 2
棘である。 また、 イッテンフサカサゴのオス

は背鰭鰭膜に 1 黒色斑をもつが、 後者 2
種には黒色斑がない。

（本村浩之）

■ ネッタイフサカサゴ　Parascorpaena mossambica　KAUM–I. 40071, 23.9 mm SL

は清水 （1984） によってクロホシフサカサ

ゴ Scorpaena bynoensis Richardson、 中

坊 （1993, 2000） によってクロホシフサカ

サゴ Parascorpaena sp. とそれぞれ同定

された。 本標本 （URM-P 4227, 43.4 mm 
SL） を調査した結果、 ネッタイフサカサゴ

と同定されたため、 和名クロホシフサカサ

ゴは無効である。 なお、S. bynoensis は P. 
aurita (Rüppell, 1838) の新参同物異名で

ある （Motomura et al., 2009）。

　益田ほか （1975） がネッタイフサカサゴ S. 
zanzibarensis として、清水 （1984） がネッ

タイフサカサゴ S. picta として報告した個体

は同一個体であるが、 現時点の知見では

ヒメサツマカサゴ Scorpaenopsis cotticeps 
Fowler, 1938 に同定される。

（本村浩之）

■ イッテンフサカサゴ　Parascorpaena moultoni　KAUM–I. 55152, 34.2 mm SL
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カサゴ目 フサカサゴ科 ミノカサゴ属

キミオコゼ
Pterois radiata
Cuvier, 1829

形態　背鰭 XII, 10–11 ； 臀鰭 III, 6 ； 胸鰭

16–17 ； 腹鰭 I, 5。 体は中庸で後方にむか

うにつれてよく側編する。 口蓋骨歯はない。

眼上皮弁は長く、 側部に分枝をもたない単

純なムチ状。 吻端にきわめて短いヒゲ状皮

弁が多数ある。 背鰭の最長棘は最大体高

よりも長い。 胸鰭鰭条はすべて不分枝 ； 上

部の鰭状は鰭膜をともなわず糸状に伸長す

る。 尾鰭の後縁は円い。 頭部と体側上方

の鱗は櫛鱗。

色彩　体は赤茶色で腹部は白色。 体側に

5 本のきわめて太い褐色の横帯がある ； 尾

柄部に 1 本の太い褐色の縦帯があり、 前

部は最後部の横帯に接続し、 後部は尾鰭

基部に達する ； 帯模様は白色で縁取られ

る。 背鰭と臀鰭の軟条部、 および尾鰭は

半透明で黒色点はない。

分布　紅海を含むインド ・ 西太平洋の亜熱

帯・熱帯域に分布する。国内では伊豆諸島、

高知県の太平洋沿岸、 大隅諸島、 琉球列

島に分布する。

備考　与論島では水深 1–10 m から幼魚か

ら成魚まで幅広い成長段階の個体が採集

された。 本種には複数種が含まれている可

能性があり分類学的再検討が必要である。

（松沼瑞樹）

■ キミオコゼ　Pterois radiata　KAUM–I. 41254, 94.8 mm SL

■ キミオコゼ　Pterois radiata　BSKU 106150, 23.9 mm SL

■ キミオコゼ　Pterois radiata　KPM-NI 30757, 14.6 
mm SL



フ
サ
カ
サ
ゴ
科

120

Scorpaenidae
Scorpionfishes

■ ハナミノカサゴ　Pterois volitans　KAUM–I. 45774, 105.6 mm SL

■ ハナミノカサゴ　Pterois volitans　KAUM–I. 47974, 146.1 mm SL

■ ハナミノカサゴ　Pterois volitans　FRLM 42998, 160.3 mm SL

カサゴ目 フサカサゴ科 ミノカサゴ属

ハナミノカサゴ
Pterois volitans
(Linnaeus, 1758)

形態　背鰭 XIII, 10–11 ； 臀鰭 III, 6–7 ； 胸

鰭 14–15 ； 腹鰭 I, 5。 体は中庸で後方に

むかうにつれてよく側編する。 口蓋骨歯は

ない。 眼上皮弁は先端にフラップをともなう

長いムチ状 ； 成長につれて退縮する。 吻

端のヒゲ状皮弁は 2 本できわめて短い。

額棘と耳棘を欠く （稀にもつ個体がある ；

ただし発達が悪い）。 涙骨下縁と前鰓蓋骨

後縁の皮弁は房状。 背鰭の最長棘は最大

体高と同じ長さかやや長い。 胸鰭鰭条はす

べて不分枝 ； 鰭膜は鰭条の先端まで達す

る。 尾鰭の後縁は円い。 頭部と体側の鱗

はすべて円鱗。

色彩　体は赤色から黒色まで変異に富む。

頭部腹面と胸部に縞模様がある。 背鰭と臀

鰭の軟条部、 および尾鰭は半透明で多くの

黒色点がある。

分布　太平洋の亜熱帯 ・ 熱帯域に分布す

る。 国内では伊豆諸島、 小笠原諸島、 房

総半島以南の太平洋沿岸、 大隅諸島、 琉

球列島に広く分布する。

備考　近縁のミノカサゴ P. lunulata (Tem-
minck & Schlegel, 1843) とは、 胸鰭鰭条

が通常 14 であること （ミノカサゴでは 13）、
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体側の鱗が小さく縁取りがないこと （大きく

暗色で縁取られる）、 涙骨下縁と前鰓蓋後

縁の皮弁が多数の分枝をもつ房状であるこ

と （単純な葉状）、 背鰭と臀鰭の軟条部、

および尾鰭に多数の整列した黒色点がある

こと （ない ； 輪郭が不明瞭な黒色斑をもつ

ことはあるが整列した点列ではない） など

の特徴で異なる。

　与論島では水深 1–10 m から幼魚から成

魚まで幅広い成長段階の個体が採集され

た。

（松沼瑞樹）

■ ハナミノカサゴ　Pterois volitans　KAUM–I. 51472, 
73.4 mm SL

■ ハナミノカサゴ　Pterois volitans　KAUM–I. 40375, 94.5 mm SL

■ ハナミノカサゴ　Pterois volitans　KAUM–I. 51507, 24.6 mm SL ■ ハナミノカサゴ　Pterois volitans　BSKU 106122, 15.5 mm SL

■ ハナミノカサゴ　Pterois volitans　17 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki
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カサゴ目 フサカサゴ科 イソカサゴ属

マメサンゴカサゴ
Scorpaenodes hirsutus
(Smith, 1957)

形態　背鰭 XIII, 8 ； 臀鰭 III, 5 ； 胸鰭 19 ；

腹鰭 I, 5 ； 側線上方横列鱗 31。 口蓋骨歯

はない。 涙骨下縁には 2 棘あるが未発達

で逆三角形あるいは丸みを帯びる。 涙骨

側棘はない。 眼下骨棘は 3 本。 眼下骨隆

起の下方に棘はない。 鼻棘は単尖頭。 眼

隔域中央隆起はない。 眼前棘、 眼上棘お

よび眼後棘は単尖頭。 眼隔棘、 および額

棘はない。 後頭窩は浅く、 ほぼ平ら。 後頭

域の前後縁に明瞭な隆起線はない。 上 ・

下後側頭棘、 頭頂棘、 上擬鎖骨棘、 主鰓

蓋骨上方 ・ 下方棘は単尖頭。

色彩　体は茶色味を帯びたまだら模様。 主

鰓蓋骨と間鰓蓋骨上に黒色斑はない。 背

鰭棘部に黒色斑はない。

分布　インド ・ 西太平洋の亜熱帯 ・ 熱帯域

に分布する。 国内では鹿児島県硫黄島以

南。

備考　本項の記載は本村ほか （2013） に

基 づ く。 Scorpaenodes hirsutus (Smith, 
1957) と S. kelloggi (Jenkins, 1903) は分

類学的に混乱しており、 両名義種のタイプ

標本を含めた多くの標本に基づく分類学的

研究が現在進められている。

　日本からは S. hirsutus のみが記録され

ており、 標準和名マメサンゴカサゴが提唱

されている （中坊、 2000）。 与論島産の

標本は、 S. kelloggi のタイプ標本と形質

がよく一致するため （Motomura, unpub. 
data）、 S. hirsutus で は な く、 S. kelloggi
である可能性が高い。 しかし、中坊 （2000）

の 「マメサンゴカサゴ S. hirsutus」 や S. 
hirsutus 自体の正体が現時点では不明な

ため、 和名の検討等は今後の研究結果を

待たなければならない。 ここでは便宜的に

これまで日本から記録されている 「マメサ

ンゴカサゴ S. hirsutus」 として掲載する。

（本村浩之）

■ マメサンゴカサゴ　Scorpaenodes hirsutus　KAUM–I. 48141, 22.1 mm SL

■ マメサンゴカサゴ　Scorpaenodes hirsutus　KAUM–I. 48121, 29.2 mm SL
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■ グアムカサゴ　Scorpaenodes guamensis　KAUM–I. 46117, 32.7 mm SL

■ グアムカサゴ　Scorpaenodes guamensis　KAUM–I. 47900, 40.0 mm SL

■ グアムカサゴ　Scorpaenodes guamensis　BSKU 108272, 23.1 mm SL

■ グアムカサゴ　Scorpaenodes guamensis　KAUM–I. 50818, 68.0 mm SL
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カサゴ目 フサカサゴ科 イソカサゴ属

グアムカサゴ
Scorpaenodes guamensis
(Quoy & Gaimard, 1824)

形 態　 背 鰭 XIII, 8–9 ； 臀 鰭 III, 4–5 ； 胸

鰭 18–20 ； 腹 鰭 I, 5 ； 側 線 上 方 横 列 鱗

42–45。体側の鱗は櫛鱗。口蓋骨歯はない。

涙骨下縁には 2 棘あるが未発達で逆三角

形あるいは丸みを帯びる。 涙骨側棘はよ

く発達するが、 稀に隆起のみで棘をもたな

いこともある。 眼下骨棘は 2 本で、 第 1 棘

は眼の下方、 2 棘は眼の後方に位置する。

第 1 眼下骨棘の下方に棘はない。 鼻棘は

単尖頭。 眼隔域中央隆起はない。 眼前棘、

眼上棘および眼後棘は単尖頭。 眼隔棘と

耳棘はない。 後頭窩は浅く、 ほぼ平ら。 後

頭域の前後縁に明瞭な隆起線はない。 下

後側頭棘、 頭頂棘、 上擬鎖骨棘、 主鰓蓋

骨上方 ・ 下方棘は単尖頭。

色彩　体色は変異に富むが、 ふつうは茶色

味を帯びる。主鰓蓋骨上に 1 黒色斑をもつ。

ふつう胸鰭基底には黒色帯がないが、 稀

に薄い黒色帯をもつ個体もいる。

分布　インド ・ 太平洋の温帯から熱帯域に

分布する。 国内では小笠原諸島、 伊豆諸

島、 神奈川県以南の太平洋沿岸、 大隅諸

島、 琉球列島に生息する。

備考　Scorpaenodes guamensis とサンゴ

カサゴ S. scaber (Ramsay & Ogilby, 1886)

を含むグアムカサゴ類似種群は分類学的

にきわめて混乱している。 現在研究が進ん

でいるが、 S. scaber はオーストラリア温帯

域の固有種で、 サンゴカサゴと呼ばれてい

る種はグアムカサゴの色彩変異である可能

性が高い。

（本村浩之）

■ グアムカサゴ　Scorpaenodes guamensis　KAUM–I. 51184, 22.6 mm SL

カサゴ目 フサカサゴ科 イソカサゴ属

ヒメサンゴカサゴ
Scorpaenodes parvipinnis
(Garrett, 1864)

形態　背鰭 XIII, 9 ； 臀鰭 III, 5 ； 胸鰭 18 ；

腹鰭 I, 5 ； 側線上方横列鱗 49–62。 口蓋

骨歯はない。 眼下骨棘は 5–15 本。 眼下

骨棘の先端は横から見て眼窩下縁に達し

ない。

色彩　体は赤褐色を帯びたまだら模様。 主

鰓蓋骨と間鰓蓋骨上に黒色斑はない。 背

鰭棘部に黒色斑はない。

分布　インド ・ 太平洋の亜熱帯 ・ 熱帯域に

分布する。 国内では伊豆諸島、 相模湾以

南の太平洋沿岸、 大隅諸島、 琉球列島に

分布する。

備考　本種は眼下骨隆起が鋸歯状を呈し、

小棘の数が 5–15 本に達することから普通

3 本以下の同属他種と容易に識別される。

（本村浩之）

■ ヒメサンゴカサゴ　Scorpaenodes parvipinnis　KAUM–I. 55144, 81.7 mm SL
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■ セボシイソカサゴ　Scorpaenodes varipinnis　KAUM–I. 39951, 17.5 mm SL

■ セボシイソカサゴ　Scorpaenodes varipinnis　KAUM–I. 45855, 29.2 mm SL ■ セボシイソカサゴ　Scorpaenodes varipinnis　KAUM–I. 51469, 10.7 mm SL

カサゴ目 フサカサゴ科 イソカサゴ属

セボシイソカサゴ
Scorpaenodes varipinnis
Smith, 1958

形態　背鰭 XIII, 8 ； 臀鰭 III, 5 ； 胸鰭 17–
19；腹鰭 I, 5；側線上方横列鱗 38–40。 体

側の鱗は櫛鱗。 口蓋骨歯はない。 涙骨下

縁には 2 棘あるが未発達で逆三角形ある

いは丸みを帯びる。 涙骨側棘はよく発達す

るが、 稀に隆起のみで棘をもたないことも

ある。 眼下骨棘は 2 本で、 第 1 棘は眼の

下方、 2 棘は眼の後方に位置する。 第 1
眼下骨棘の下方に棘はない。 鼻棘は単尖

頭。 眼隔域中央隆起はない。 眼前棘、 眼

上棘および眼後棘は単尖頭。 眼隔棘と額

棘はない。 後頭窩は浅く、 ほぼ平ら。 後頭

域の前後縁に明瞭な隆起線はない。 下後

側頭棘、 頭頂棘、 上擬鎖骨棘、 主鰓蓋骨

上方 ・ 下方棘は単尖頭。

色彩　体色は変異に富むが、 ふつうは茶

色味を帯びる。 背鰭棘部後方に 1 黒色斑

をもつ。 胸鰭基底に明瞭な黒色帯がある。

成魚は主鰓蓋骨上に 1 黒色斑 （稀に赤褐

色斑） をもつ。

分布　インド ・ 太平洋の温帯から熱帯域に

分布。 国内では伊豆諸島、 大隅諸島、 琉

球列島から標本に基づき記録されている。

備考　篠原（1998）は、Randall et al. (1997)
の写真 （pl. 4B: S. varipinnis） を引用して

本種の分布域に小笠原諸島を含めたが、

Randall et al. (1997) の S. varipinnis はイ

ソカサゴ S. evides (Jordan & Thompson, 
1914) である。 したがって、 セボシイソカサ

ゴは今だ標本に基づく小笠原諸島からの記

録がない。

　セボシイソカサゴは、 背鰭棘部後方に 1
斑紋をもつこと、 胸鰭基底に明瞭な黒色帯

があることなどから同属他種と識別される。

（本村浩之）

■ セボシイソカサゴ　Scorpaenodes varipinnis　KAUM–I. 45854, 29.6 mm SL
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カサゴ目 フサカサゴ科 オニカサゴ属

ニライカサゴ
Scorpaenopsis diabolus
(Cuvier, 1829)

形態　背鰭 XII, 9 ； 臀鰭 III, 5 ； 胸鰭 17–
19 ； 腹鰭 I, 5 ； 側線上方横列鱗 41–47 ； 鰓

耙 12–15。 吻 長 は 頭 長 の 29.6–35.8%。

眼 隔 幅 は 頭 長 の 20.4–25.3% で、 眼 窩

径 よ り 大 き い。 眼 窩 径 は 頭 長 の 14.4–
19.9%。 涙骨隆起は鋸歯状を呈し、 その先

端はふつう露出するが、 稀に先端が皮下

に埋没する。 涙骨下縁には 2 棘あり、 幼

魚では単尖頭だが、 成魚では稀に複尖頭。

眼下骨棘は 4 本で鋸歯状を呈し、 成長に

伴いそれぞれが繋がり、 鋸歯状の 1 隆起

線を形成する。 眼下縁窩前方は深く窪む。

鼻棘は鋸歯状を呈さず、2–7 尖頭を有する。

成長に伴い鼻棘の尖頭数は多くなる傾向が

ある。 吻膨状部の後縁は後鼻孔後縁に達

するか僅かに越える。 前頭骨隆起は眼前

棘基底中央から眼上棘基底後方に達する。

眼隔域中央隆起はない。 眼前棘、 眼上棘

および眼後棘の縁辺は鋸歯状を呈す。 耳

棘の基底は眼上棘と眼後棘の基底と癒合

する。 後頭窩は深く、 その前縁の隆起は背

面からみて後方に湾入し、 後縁を縁取る隆

起線は良く発達する。 額棘はふつうないが、

痕跡的な額棘を片側だけもつ個体と両側に

よく発達した額棘をもつ個体もみられる。 上

後側頭棘はふつう 2 尖頭だが、 ごく稀に 3
尖頭。 体長約 180 mm 以上の大型個体は

上後側頭棘が鋸歯状を呈す。 頭頂棘、 頸

棘翼耳骨、 下後側頭棘および上擬鎖骨棘

は鋸歯状を呈す。 主鰓蓋骨上方棘の後端

は 5–10 尖頭、 下方棘は 3–8 尖頭。 主鰓

蓋骨上方棘と下方棘の間は無鱗、 背鰭基

底前方で体の背縁が著しく隆起する。 最長

背鰭棘は第 3 棘。 臀鰭第 2 棘は第 3 棘よ

り長い。

色彩　体色は変異に富む。 胸鰭内側の第

1 鰭条から第 6 鰭条までの鰭膜の外縁付

近に眼径より大きい長楕円形の 1 黒斑が

ある。 胸鰭内側の基底上方の鰭膜および

鰭条部に眼径よりやや大きい 1 黒斑があ

る個体と黒斑がない個体がある。 胸鰭内

側の基底部には明瞭な黒斑はなく、 まだら

模様を呈す。 体長約 110 mm 以下の幼魚

は、 背鰭棘部基底中央から胸鰭基底を通

り、 胸部にかけての体側上を眼径より太い

1 黒色帯が斜めに走る （生時）。

■ ニライカサゴ　Scorpaenopsis diabolus　KAUM–I. 42703, 178.5 mm SL

■ ニライカサゴ　Scorpaenopsis diabolus　KAUM–I. 45868, 186.7 mm SL



Scorpaenidae

フ
サ
カ
サ
ゴ
科

127

Scorpionfishes

分布　南アフリカからマルキーズ諸島にか

けてのインド ・ 太平洋域に広く分布する。

国内では伊豆諸島、 小笠原諸島、 南日本

太平洋岸、 大隅諸島、 琉球列島から知ら

れている。

備考　中坊 （1993） は本種の標準和名と

してセムシカサゴを提唱した。 しかし、 「せ

むし （傴僂）」 は、 背骨が後方に湾曲して

前かがみになっていることを意味し、 身体

障害者に対する差別用語として社会的に

広く認識されている。 そのため、 本村ほか

（2004） はセムシカサゴを改称し、 ニライカ

サゴとした。

　本種は眼窩径が眼隔幅より広いこと、 眼

隔域中央隆起が欠如すること、 主鰓蓋骨

上方棘の後端が複尖頭であることによっ

て、 マルスベカサゴ S. macrochir Ogilby, 
1910 とサツマカサゴ S. neglecta Heckel, 
1837 を除く日本産同属他種と区別される。

ニライカサゴは上記 2 種と比較して、 上後

側頭棘がふつう 2–3 尖頭であること （後者

2 種ではふつう単尖頭）、 主鰓蓋骨下方棘

の後端が 3–8 尖頭であること （ふつう単尖

頭）、 背鰭第 3 棘が最長であること （第 4
棘が最長）、 胸鰭条数がふつう 18 である

こと （ふつう 17）、 および胸鰭内側の外縁

上方に眼径より大きい 1 黒斑があること （1
黒斑はなく、 外縁近くに 1 黒色帯があるこ

となどによって、容易に識別される。 ただし、

ニライカサゴの大型個体 （体長約 180 mm
以上） とサツマカサゴはともに上後側頭棘

が鋸歯状を呈するため、 この形質のみで

両種を区別できない。 また、 ニライカサゴ

の鰓耙数は 12–15 （最頻値 13） であり、

14–15（14）のマルスベカサゴと 14–16（14）

のサツマカサゴより若干少ない傾向がある

（本村ほか、 2004）。

（本村浩之）

■ ニライカサゴ　Scorpaenopsis diabolus　KPM-NI 30755, 13.5 mm SL

■ ニライカサゴ　Scorpaenopsis diabolus　17 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki

カサゴ目 フサカサゴ科 オニカサゴ属

サツマカサゴ
Scorpaenopsis neglecta
Heckel, 1837

形態　背鰭 XII, 9 ； 臀鰭 III, 5 ； 胸鰭 16–
18；腹鰭 I, 5；側線上方横列鱗 42–46。 口

蓋骨歯はない。 涙骨隆起は鋸歯状を呈し、

その先端はふつう皮下に埋没するが、 稀に

先端が露出する。 涙骨下縁の 2 棘はふつ

う鋸歯状を呈すが、 幼魚では稀に鋸歯状を

呈さない。 眼下骨棘は 4 本でふつう鋸歯状

を呈するが、 幼魚では稀に鋸歯状を呈さな

い。 眼下骨棘は成長に伴いそれぞれが繋

がり、 鋸歯状の 1 隆起線を形成する。 眼

下縁窩前方は深く窪む。 鼻棘は鋸歯状を

呈し、 2–12 尖頭を有する。 吻膨状部の後

縁は後鼻孔後縁を越えない。 前頭骨隆起

は発達し、 眼前棘基底中央から眼上棘基

底後方に達する。 眼隔域中央隆起はない。

眼前棘、 眼上棘および眼後棘の縁辺はふ

つう鋸歯状を呈すが、 幼魚では稀に鋸歯

状を呈さない。 耳棘の基底は眼上棘と眼後

棘の基底と癒合する。 後頭窩は深く、 その

前縁の隆起は背面からみて後方に湾入し、

後縁を縁取る隆起線は良く発達する。 額棘

はふつうないが、 片側だけにある個体と両

側にある個体もみられる。 上後側頭棘は単

尖頭。 頭頂棘、 頸棘、 翼耳骨、 下後側頭

棘および上擬鎖骨棘は鋸歯状を呈す。 主

鰓蓋骨上方棘の後端は 2–7 尖頭。 主鰓蓋

骨上方棘と下方棘の間は無鱗。 背鰭基底

前方で体の背縁が著しく隆起する。 最長背

鰭棘は第 4 棘。 臀鰭第 2 棘は第 3 棘より

長い。

■ サツマカサゴ　Scorpaenopsis neglecta　KAUM–I. 42275, 45.9 mm SL
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■ サツマカサゴ　Scorpaenopsis neglecta　KAUM–I. 42276, 35.8 mm SL

色彩　胸鰭内側の外縁付近に 1 黒色帯が

ある。 この黒色帯は上方ほど濃く、下方 （第

9–10 から第 17–18 軟条間の鰭膜） の黒

色帯は長期間の固定により稀に消失する。

胸鰭内側の基底部には眼窩径より小さい複

数の黒斑が散在する。

分布　東インド洋と西太平洋に分布する。

国内では伊豆諸島、 千葉県以南の太平洋

沿岸、 山口県以南の日本海沿岸、 大隅諸

島、 琉球列島に生息する。

備考　本種は北方に生息する個体ほど大

型であることが知られている。 記録されて

いる最大体長は日本産の 183 mm で、 香

港以南の海域から得られた標本は 120 
mm 以下。

　サツマカサゴは、 眼窩径が眼隔幅より

広いこと、 眼隔域中央隆起が欠如するこ

と、 主鰓蓋骨上方棘の後端が複尖頭であ

ることなどから日本産同属のニライカサゴ

S. diabolus (Cuvier, 1829) とマルスベカサ

ゴ S. macrochir Ogilby, 1910 に類似する。

サツマカサゴとマルスベカサゴは形態的に

酷似し、 頭部各棘が鋸歯状を呈する （サツ

マカサゴ）、 あるいは呈さない （マルスベカ

サゴ） かによって両種は区別される。 サツ

マカサゴの幼魚は、 稀に鼻棘以外の頭部

各棘が鋸歯状を呈さないが、 吻膨状部の

後縁が後鼻孔後縁を越えないこと （マルス

ベカサゴでは越える）、 および鼻棘が鋸歯

状を呈し、 2–12 尖頭であること （鋸歯状を

呈さず、 1–3 本） からマルスベカサゴと識

別される。 ニライカサゴとの比較は前頁を

参照。

（本村浩之）

■ ウルマカサゴ　Scorpaenopsis papuensis　KAUM–I. 55150, 58.1 mm SL
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カサゴ目 フサカサゴ科 オニカサゴ属

ウルマカサゴ
Scorpaenopsis papuensis
(Cuvier, 1829)

形態　背鰭 XII, 9 ； 臀鰭 III, 5 ； 胸鰭 17–
20；腹鰭 I, 5；側線上方横列鱗 47–55。 吻

長は頭長の 32.5–35.6%。 眼窩径は頭長

の 17.1–22.1%。 頭部の各棘は鋸歯状を

呈さない。 涙骨隆起の先端は皮膚に埋没

する。 眼下縁窩は著しく窪み、 眼窩前縁下

方で最深。 吻膨状部の後縁は後鼻孔後縁

に達しない。 前頭骨隆起は良く発達し、 後

鼻孔後方から延び耳棘基底前方を越える。

眼隔域中央隆起は良く発達する。 眼隔域

は深く、 体側面からみて、 眼の上方約 ½
が頭部の輪郭から突出する。 眼隔幅は眼

窩径より小さい。 眼上棘には小型の個体ほ

ど良く発達した 1 皮弁があるが、 大型の個

体では皮弁が痕跡的に残るか、 あるいは

欠如する。 耳棘は良く発達し、 その基底は

稀に前頭骨隆起と連絡する。 後頭窩は浅

く、 その前縁の隆起は背面からみて後方に

湾入する。 成魚では窪みの後縁を縁取る

隆起線が発達するが、 体長 10 cm 以下の

個体では隆起線が不明瞭あるいは欠如す

る。 額棘はない。 主鰓蓋骨上方棘の後端

は単尖頭。 体長 10 cm 以上の個体は主鰓

蓋骨上方棘と下方棘の間に鱗を有するが、

体長 9 cm 以下の個体では無鱗。 最長背

鰭棘は第 3 棘。 臀鰭第 2 棘は第 3 棘より

やや長い。

色彩　体色は変異に富む。 胸鰭内側に顕

著な色彩的特徴はない。

分布　東インドと （ハワイを除く） 太平洋の

熱帯 ・ 亜熱帯域に広く分布する。 国内から

は千葉県以南の太平洋沿岸、 伊豆諸島、

大隅諸島、 琉球列島から知られている。

備考　ウルマカサゴは眼窩径が眼隔幅より

狭いこと、 眼隔域中央隆起が発達するこ

と、 主鰓蓋骨上方棘の後端が単尖頭であ

ることなどで、 以下の日本産オニカサゴ属

6 種と類似種群を形成する ： オニカサゴ S. 
cirrosa (Thunberg, 1793)、 トウヨウウルマ

カサゴ S. orientalis Randall & Eschmeyer, 
2002、 オオウルマカサゴ S. oxycephala 
(Bleeker, 1849)、 ミ ミ ト ゲ オ ニ カ サ ゴ S. 
possi Randall & Eschmeyer, 2002、 イヌ

カサゴ S. ramaraoi Randall & Eschmeyer, 
2002、 ヒュウガカサゴ S. venosa (Cuvier, 
1829)。 6 種 の 詳 細 な 比 較 は 本 村 ほ か

（2004） を参照。

　ウルマカサゴは 6 種の内、 トウヨウウル

マカサゴとオオウルマカサゴと外観上良く類

似することから、 日本ではこれまで 3 種は

混同されてきた。 しかし、 ウルマカサゴは

後者 2 種と比較して、 成魚では主鰓蓋骨

上方棘と下方棘の間に鱗があることにより

容易に識別される （後者 2 種では成長に

よらず無鱗）。 また、 ウルマカサゴは側線

鱗横列数が少なく 47–55 （最頻値 52） で

あること、 吻が背面からみてやや太短く、

吻長が頭長の 32.5–35.6% （平均 33.7%）

であること、 眼はやや大きく、 眼窩径が頭

長の 17.1–22.1% （平均 18.8%） であるこ

とから、 トウヨウウルマカサゴとオオウルマ

カサゴの両種 （側線鱗横列数 54–67 ； 吻

長が頭長の 32.8–36.6% ； 眼窩径が頭長

の 14.6–20.6%） とは識別される。

　ウルマカサゴの標本に基づく最大体長は

223 mm。

（本村浩之）

■ ウルマカサゴ　Scorpaenopsis papuensis　KAUM–I. 51548, 53.1 mm SL

■ ウルマカサゴ　Scorpaenopsis papuensis　KPM-NI 30756, 14.5 mm SL
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カサゴ目 フサカサゴ科 オニカサゴ属

ミミトゲオニカサゴ
Scorpaenopsis possi
Randall & Eschmeyer, 2002

形態　背鰭 XII, 9 ； 臀鰭 III, 5 ； 胸鰭 17–
18；腹鰭 I, 5；側線上方横列鱗 44–49。 眼

隔域は頭長の 13.2–17.5%。 頭部の各棘

は鋸歯状を呈さない。 涙骨隆起の先端は

皮膚に埋没する。 眼下縁窩はやや深い。

吻膨状部の後縁は後鼻孔後縁に達しない。

前頭骨隆起は良く発達し、 後鼻孔後方から

延び耳棘基底前方を僅かに越える。 眼隔

域中央隆起は良く発達する。眼隔域は深く、

体側面からみて、 眼の上方約 ½ が頭部の

輪郭から突出する。 眼隔幅は眼窩径より小

さい。 成魚ではふつう発達した 1 余棘があ

る （稀に 2-6 棘あるいは小瘤）。 後頭窩は

浅く、 その前縁の隆起は背面からみて後方

に湾入し、 後縁を縁取る隆起線は不明瞭。

額棘はない。 主鰓蓋骨上方棘の後端は単

尖頭。 主鰓蓋骨上方棘と下方棘の間は無

鱗。 最長背鰭棘は第 3–4 棘。 臀鰭第 2 棘

は第 3 棘よりやや長い。

色彩　体色は変異に富む。 胸鰭内側に顕

著な色彩的特徴はない。

分布　南アフリカ共和国からマルキーズ諸

島にかけて、 インド ・ 太平洋域の熱帯 ・

亜熱帯域に広く分布するが、 南西太平洋

で は 近 縁 種 の S. eschmeyeri Randall & 
Greenfield, 2004 が生息し、 ミミトゲオニカ

サゴは同海域には出現しない。 国内では

伊豆諸島、 九州沿岸、 大隅諸島、 琉球列

島から記録されている。

備考　ミミトゲオニカサゴの成魚は、 ふつ

う眼後棘内側の耳棘前方に発達した 1 余

棘 （稀に 2–6 棘） をもつことから、 他種

と容易に区別される。 しかし、 本種の体

長 60 mm 以下の幼魚および稀に成魚で

も余棘がない個体がおり、 余棘の有無の

差異のみで外観上類似するオニカサゴ S. 
cirrosa (Thunberg, 1793) とイヌカサゴ S. 

ramaraoi Randall & Eschmeyer, 2002 か

ら区別することは難しい。 ミミトゲオニカサ

ゴと後者 2 種を比較すると、 前者は胸鰭条

数が 17–18 （最頻値 17） であること [ 後

者 2 種では 17–19 （18） ]、 側線上方鱗

横列数が 44–49 （46） であること [ オニカ

サゴでは 54–62 （57） ]、 最長背鰭棘が第

3–4棘であること（後者2種では第4–5棘）、

および眼隔域が比較的深く、 体側面からみ

て、 眼の上方約 1/2 が頭部の輪郭から突

出すること （後者 2 種では約 1/4） などか

ら幼魚でも識別することが可能である。

　なお、 ミミトゲオニカサゴの胸鰭条数は

17–18 であるが、 本村ほか （2004） で調

査された 35 個体中 32 個体が 17 本であり、

18 本を有する残りの 3 個体中 2 個体も右

側の胸鰭条数が 17 であることから、 本種

の胸鰭条数は、 範囲があるものの識別的

特徴としては十分な形質であるといえる。

また、 ミミトゲオニカサゴは眼隔幅が頭長

の 13.2–17.5% であり、 近縁種の中で最も

広い傾向がある。

（本村浩之）

■ ミミトゲオニカサゴ　Scorpaenopsis possi　KAUM–I. 40168, 177.8 mm SL

■ ミミトゲオニカサゴ　Scorpaenopsis possi　KAUM–I. 51224, 156.7 mm SL ■ ミミトゲオニカサゴ　Scorpaenopsis possi　FRLM 42838, 135.9 mm SL
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カサゴ目 フサカサゴ科 オニカサゴ属

イヌカサゴ
Scorpaenopsis ramaraoi
Randall & Eschmeyer, 2002

形態　背鰭 XII, 9 ； 臀鰭 III, 5 ； 胸鰭 17–
19；腹鰭 I, 5；側線上方横列鱗 45–51。 頭

部各棘は鋸歯状を呈さない。 涙骨隆起の

先端は尖り、 皮膚から露出する （幼魚では

皮膚に埋没する）。 眼下縁窩は窪まない。

吻膨状部の後縁は後鼻孔後縁に達しない。

前頭骨隆起は不明瞭。 眼隔域中央隆起は

良く発達する。 眼隔域は浅く、 体側面から

みて、 眼の上方約 1/4 が頭部の輪郭から

突出する。 眼隔幅は眼窩径より小さい。 眼

上棘には 1 皮弁がある。 後頭窩は極めて

浅く、 その前縁の隆起は背面からみて後方

に湾入し、 後縁を縁取る隆起線はない。 額

棘はない。 主鰓蓋骨上方棘の後端は単尖

頭。 主鰓蓋骨上方棘と下方棘の間は無鱗。

最長背鰭棘は第 4 棘 （ごく稀に第 3 棘が

最長）。臀鰭第 2 棘は第 3 棘よりやや長い。

色彩　体色は変異に富むが、 ふつうは灰色

あるいは茶色味を帯びる。 胸鰭内側に顕

著な色彩的特徴はない。

分布　パキスタン以東のインド洋、 および

オーストラリアを除くニューカレドニア以西

の西太平洋に分布する。 国内では宮崎県、

鹿児島県、 および沖縄県から標本に基づく

記録がある。

備考　イヌカサゴは眼窩径が眼隔幅より狭

いこと、 眼隔域中央隆起が発達すること、

主鰓蓋骨上方棘の後端が単尖頭であるこ

となどで、 日本産オニカサゴ属 6 種と類似

種群を形成する （6 種の詳細はウルマカ

サゴの備考を参照）。 イヌカサゴの成魚は

涙骨隆起の先端が尖り、 皮膚から露出す

ることから、 本群の他種と容易に区別され

る。 イヌカサゴの体長 90 mm 以下の幼魚

は涙骨隆起の先端が皮膚に埋没するが、

涙骨隆起の特徴が発現していない幼魚時

でも、 最も類似するオニカサゴ S. cirrosa 
(Thunberg, 1793) とは側線上方鱗横列数

が少ないことから容易に区別することがで

きる。

　本種の上顎前部に突き出している尖っ

た涙骨隆起はイヌの犬歯を連想させるた

め、 イヌカサゴと命名された （本村ほか、

2004）。

（本村浩之）

■ イヌカサゴ　Scorpaenopsis ramaraoi　KAUM–I. 51505, 74.7 mm SL

カサゴ目 フサカサゴ科 マダラフサカサゴ属

カスリフサカサゴ
Sebastapistes cyanostigma
(Bleeker, 1856)

形態　背鰭 XII, 9 ； 臀鰭 III, 5 ； 胸鰭 15– 
16 ； 腹鰭 I, 5。 体側上方の鱗は櫛鱗。 口

蓋骨歯はある。 涙骨下縁には 5 棘ある。

涙骨側棘はない。 眼下骨棘は 1 本。 第 1
眼下骨棘の下方に棘はない。 鼻棘は単尖

頭。 眼隔域中央隆起、 眼隔棘、 額棘、 お

よび余棘はない。 眼上棘と眼後棘は単尖

頭。 後頭窩はなく、ほぼ平ら。 下後側頭棘、

頭頂棘、 上擬鎖骨棘、 主鰓蓋骨上方 ・ 下

方棘は単尖頭。

色彩　体の地色は赤褐色で、 比較的大型

で数が少ない黄色斑紋と数が多い白色点 ■ カスリフサカサゴ　Sebastapistes cyanostigma　KAUM–I. 40349, 22.1 mm SL
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が頭部と体側に散在する。 各鰭の鰭膜は

一様に黄色く、 斑紋や斑点はない。 各鰭

の縁辺は白色で縁どられる。

分布　インド ・ 西太平洋の熱帯 ・ 亜熱帯域

に分布する。 国内では小笠原諸島、 伊豆

諸島、 高知県以南の太平洋沿岸、 大隅諸

島、 琉球列島に生息する。

備考　本種は眼下骨棘が 1 本であること

から、 ハチジョウフサカサゴ S. mauritiana 
(Cuvier, 1829) を除く日本産同属他種と容

易に識別される。 ハチジョウフサカサゴは

額棘をもつことから同棘と欠くカスリフサカ

■ カスリフサカサゴ　Sebastapistes cyanostigma　KAUM–I. 51549, 50.4 mm SL

サゴと異なる。 カスリフサカサゴと同所的

に生息し、 体型が酷似するニラミカサゴ S. 
tinkhami (Fowler, 1946) と比較して、 カス

リフサカサゴは鰭膜に褐色斑がないことか

ら後者と区別可能。

（本村浩之）

■ プチフサカサゴ　Sebastapistes fowleri　KAUM–I. 45856, 22.1 mm SL
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カサゴ目 フサカサゴ科 マダラフサカサゴ属

プチフサカサゴ
Sebastapistes fowleri
(Pietschmann, 1934)

形態　背鰭 XII, 9 ； 臀鰭 III, 5 ； 胸鰭 15–
16；腹鰭 I, 5；側線上方横列鱗 30–34。 体

側上方の鱗は櫛鱗。 口蓋骨歯はない。 涙

骨下縁には 3 棘あり、 後方棘は下向き。

涙骨側棘はない。 眼下骨棘は 2 本で、 第

1 棘は眼の下方、 2 棘は眼の後方に位置

する。 第 1 眼下骨棘の下方に棘はない。

鼻棘は単尖頭で、しばしば皮下に埋没する。

眼隔域中央隆起、 眼隔棘、 額棘、 および

余棘はない。 眼上棘と眼後棘は単尖頭で、

耳棘より小さい。 後頭窩はなく、 ほぼ平ら。

後頭域の前後縁に明瞭な隆起線はない。

下後側頭棘、 頭頂棘、 上擬鎖骨棘、 主鰓

蓋骨上方 ・ 下方棘は単尖頭。

色彩　体色は変異に富む。 色彩における性

的二型は知られていない。

分布　インド ・ 太平洋域に広く分布する。

国内では伊豆半島東岸、 高知県、 大隅諸

島、 琉球列島から標本が得られている。

備考　本項の計数形質の記載は日本産 15
個体に基づく。 本種は口蓋骨歯がないこと

から、 長い間オニカサゴ属に帰属されてい

た。 しかし、 近年はマダラフサカサゴ属で

あると考えられている。 本種は口蓋骨歯が

ないことから、 同歯があるマダラフサカサゴ

属全種から容易に区別されるが、 他にも涙

骨後方棘が下向きであること （同属他種で

は後向き） からも識別される。

　プチフサカサゴの最大体長は 37 mm で、

フサカサゴ科魚類の中で最も小型であり、

体長 18 mm で成熟したメス個体もみつかっ

ている。 これは標準和名プチフサカサゴの

由来でもある。

（本村浩之）

カサゴ目 フサカサゴ科 マダラフサカサゴ属

マダラフサカサゴ
Sebastapistes strongia
(Cuvier, 1829)

形態　背鰭 XII, 9 ； 臀鰭 III, 5 ； 胸鰭 14–
16；腹鰭 I, 5；側線上方横列鱗 40–44。 体

側上方の鱗は櫛鱗。 口蓋骨歯はある。 涙

骨下縁には 2 棘あり、 後方棘は強大で後

方向き。 涙骨側棘はない。 眼下骨棘は

2–3 本。 第 1 眼下骨棘の下方に棘はない。

鼻棘は単尖頭。 眼隔域中央隆起、眼隔棘、

額棘、 および余棘はない。 眼上棘と眼後

棘は単尖頭。 後頭窩はなく、 ほぼ平ら。 耳

棘基底の後端は翼耳棘基底前端より後ろ

に位置する。 下後側頭棘、 頭頂棘、 上擬

鎖骨棘、 主鰓蓋骨上方・下方棘は単尖頭。

主鰓蓋骨下方棘は中央隆起線がある。 眼

上皮弁の長さは変異に富み、 皮弁が微小

の個体から上顎長とほぼ同長の個体もい

る。

色彩　体色は変異に富むが、 ふつうは灰色

あるいは褐色のまだら模様。 下顎下面に複

数の褐色あるいは黒色の横線が走る。 肩

部 （主鰓蓋骨後縁と背鰭第 1–3 棘の基底

の間） に眼径より大きな 1 黒色斑を有する

ことが多い。

分布　インド ・ 太平洋域に分布する。 国内

では小笠原諸島、 伊豆諸島、 千葉県以南

の太平洋沿岸、 大隅諸島、 琉球列島にか

けて広く生息する。

備考　本種は主鰓蓋骨下方棘に中央隆起

線があること、 耳棘基底の後端が翼耳棘

基底前端より後ろに位置すること、 涙骨下

縁に 2 棘あることなどから S. taeniophrys 
(Fowler, 1943) を除く同属他種と識別され

る。

　マダラフサカサゴは S. taeniophrys と比

較して、 側線上方横列鱗数が 40–44 と多

いこと （後者では 31–33）、 総鰓耙数が

13–16 と多いこと（12）などから区別される。

また、 マダラフサカサゴは岩礁やサンゴ礁

に生息するのに対し、 S. taeniophrys はア

マ藻場や砂泥底に好んで生息する。

（本村浩之）

■ マダラフサカサゴ　Sebastapistes strongia　KAUM–I. 48122, 44.8 mm SL
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Scorpaenidae
Scorpionfishes

カサゴ目 フサカサゴ科 マダラフサカサゴ属

ニラミカサゴ
Sebastapistes tinkhami
(Fowler, 1946)

形態　背鰭 XII, 9 ； 臀鰭 III, 5 ； 胸鰭 15– 
16 ； 腹鰭 I, 5。 体側上方の鱗は櫛鱗。 口

蓋骨歯はある。 涙骨下縁には 5 棘ある。

涙骨側棘はない。 眼下骨棘は 3 本。 第 1

眼下骨棘の下方に棘はない。 鼻棘は単尖

頭。 眼隔域中央隆起、 眼隔棘、 額棘、 お

よび余棘はない。 眼上棘と眼後棘は単尖

頭。 後頭窩はなく、 ほぼ平ら。

色彩　体には茶褐色あるいは灰色のまだら

模様。 頭部と体側に白色点はない。 各鰭

の鰭膜は黄色味を帯び、 赤褐色の斑紋が

散在する。

分布　インド ・ 太平洋の熱帯 ・ 亜熱帯域に

分布する。国内では小笠原諸島、伊豆諸島、

琉球列島から記録されている。

備考　本種は口蓋骨に歯があること、 眼

下骨棘が 3 本であること、 額棘を欠くこと、

涙骨下縁に 5 棘もつことから日本産同属他

種と識別される。

（本村浩之）

■ ニラミカサゴ　Sebastapistes tinkhami　BSKU 106111, 66.8 mm SL

■ ニラミカサゴ　Sebastapistes tinkhami　KAUM–I. 51416, 68.3 mm SL
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Scorpionfishes

カサゴ目 フサカサゴ科 ハダカハオコゼ属

ハダカハオコゼ
Taenianotus triacanthus
Lacepède, 1802

形 態　 背 鰭 XII, 10 ； 臀 鰭 III, 5 ； 胸 鰭

17–19 ； 腹鰭 I, 5。 頭と体は強く側扁する。

体側に鱗はなく、 微小な棘が散在する。 口

蓋骨歯はない。涙骨側棘、眼下骨棘はない。

背鰭棘は長い。

色彩　体色は黄色、 桃色、 茶色、 白色な

ど変異に富む。 同一個体が様々な色に変

化することができる。

分布　インド ・ 太平洋の熱帯 ・ 亜熱帯域に

広く分布する。 東太平洋のガラパゴス諸島

からも記録されている。 国内では伊豆半島

以南の太平洋岸、 伊豆諸島、 小笠原諸島、

大隅諸島、 琉球列島に生息する。

備考　本種は～ハオコゼという名前がつい

ているが、 ハオコゼ科ではなく、 フサカサ

ゴ科である。

　ハダカハオコゼは体高が高く、 体が著しく

側扁していることから、 フサカサゴ科ボロカ

サゴ属に外見が良く似るが、 前者は鱗がな

いことから容易に識別される。

　本種は水深 100 m 以深から採集された

記録があるが、 普通は 20 m 以浅に生息

する。 与論島では水深 9–15 m から複数

個体が採集された。

（本村浩之）

■ ハダカハオコゼ　Taenianotus triacanthus　KAUM–I. 55164, 59.9 mm SL

■ ハダカハオコゼ　Taenianotus triacanthus　BSKU 108300, 60.4 mm SL ■ ハダカハオコゼ　Taenianotus triacanthus　KAUM–I. 51556, 38.0 mm SL
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Caracanthidae / Sebastidae
Coral Croucher / Rockfish

カサゴ目 メバル科 ユメカサゴ属

ユメカサゴ
Helicolenus hilgendorfii
(Döderlein, 1884)

形態　背鰭 XII, 10–13 ； 臀鰭 III, 4–6 ； 胸

鰭 16–20 ； 腹鰭 I, 5。 頬部に棘はない。

胸鰭上半部の後縁は浅く湾入する。 胸鰭

腋部には皮弁がある。 尾鰭後縁は浅く湾

入する。

色彩　体色はふつう赤味を帯びるが、 稀に

オレンジがかった個体もいる。 側線を挟ん

で上下に暗色縦線がない。

分布　東アジアとインドネシアのバリ島に分

布。 国内では青森県以南の太平洋沿岸、

秋田県以南の日本海沿岸、 伊豆諸島、 東

シナ海、 大隅諸島、 与論島から記録され

ている。

備考　インドネシアのバリ島周辺にごく普通

に生息する個体群と東アジアに生息する個

体群が同一種であるかどうか、 検討が必要

である。 同科のウッカリカサゴ Sebastiscus 
tertius (Barsukov & Chen, 1978) も同様の

分布パターン （東アジアとバリ島） を示し、

現在分子と形態の両側面から研究中であ

る。

　本種は体色やサイズに関して 2 型が知ら

れており、 現在研究が進められている。

（本村浩之）

■ ユメカサゴ　Helicolenus hilgendorfii　KAUM–I. 58549, 286.8 mm SL

カサゴ目 ダンゴオコゼ科 ダンゴオコゼ属

ダンゴオコゼ
Caracanthus maculatus
(Gray, 1831)

形 態　 背 鰭 XII–XIII, 12–13; 臀 鰭 II, 11–
12; 胸鰭 13–15; 腹鰭 I, 2。 指状突起が体

表を密に覆う。 背鰭棘条部と軟条部間の欠

刻が深い。 皮鞘を被る不分枝の胸鰭は 8
本で、 皮鞘間に指状突起はない。

色彩　体色は暗褐色で、 背部から腹部手

前にかけて黒色の斑点がある。 胸鰭は黒

い。 背鰭と臀鰭は淡い褐色で半透明。 尾

鰭は体色よりもやや淡い暗褐色。

分布　インド ・ 太平洋に分布する。 国内で

は小笠原諸島、 伊豆諸島、 高知県以南の

太平洋沿岸、 琉球列島に分布する。

備考　最大で体長 5 cm に達する。 熱帯

の浅海で、 波の穏やかな場所でみられる。

多くはハナヤサイ属のサンゴの枝の間や根

元に生息している。 小型で愛らしい外見か

ら、 観賞魚として人気が高い。

（三ヶ島由梨）

■ ダンゴオコゼ　Caracanthus maculatus　KAUM–I. 42726, 17.3 mm SL
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Waspfish / Stonefish

カサゴ目 ハオコゼ科 ツマジロオコゼ属

ツマジロオコゼ
Ablabys taenianotus
(Cuvier, 1829)

形態　背鰭 XVII, 7–8; 臀鰭 III, 5–6; 胸鰭

11–12; 腹鰭 I, 5。 体は強く側扁し、 小鱗に

おおわれる。 背鰭は大きく、 眼の前縁直上

から始まる。 背鰭第 1 棘は著しく短く、 第

2 棘が最長。 尾鰭は二重截形で、 後端は

波状になる。

色彩　体は暗褐色で、 頬から肛門にかけて

は黄土色。 腹部の縁辺は白色である。 背

鰭、 臀鰭、 尾鰭は体色とほぼ同じ暗褐色。

胸鰭は体色よりも濃い暗褐色を呈する。 各

鰭の後端は明るい白色で縁取られる。

分布　アフリカ東岸からフィジーにかけての

インド ・ 西太平洋に分布する。 国内では伊

豆諸島、 静岡県以南の太平洋岸、 大隅諸

島、 琉球列島に分布する。

備考　体長は 10 cm に達する。 浅海のサ

ンゴ礁 ・ 岩礁域に単独で生息する。 うねり

や波の揺れに合わせて体を左右に揺らし、

落ち葉や海藻に擬態している。 和名は、 頭

部背面が白色であることに由来する。 体色

は変異に富み、 頭部が白色にならず体全

体が褐色の個体や、 白色斑が散在する個

体もいる。

（三ヶ島由梨）

■ ツマジロオコゼ　Ablabys taenianotus　KAUM–I. 51182, 43.0 mm SL

カサゴ目 オニオコゼ科 オニダルマオコゼ属

オニダルマオコゼ
Synanceia verrucosa
Bloch & Schneider, 1801

形態　背鰭 XII–XIV, 5–7 （通常 XIII, 6） ; 
臀鰭 III, 5–6 （通常 5） ; 胸鰭 18–19; 腹

鰭 I, 5; 有孔側線鱗 10–12。 頭部は縦扁し、

眼窩は上方に飛び出す。 口は大きく上向き

に開く。 体全体が厚い皮膚でおおわれる。

一様に瘤状突起がある。 胸鰭は著しく大き

い。 背鰭の鰭膜はほとんど切れ込まない。

腹鰭の最後軟条は腹部と鰭膜で接合する。

背鰭と臀鰭の最後軟条は鰭膜でそれぞれ

尾柄の背面と腹面に接合する。 尾鰭は円

形。 眼下骨棘は 1 本で大きい。 鰓蓋骨棘

は通常 2 本。 浮き袋を欠く。

色彩　体色は一様に薄茶色だが、 変異に

富み、 周囲の環境に合わせ茶色や灰色な

どに色を変える。 各鰭の縁辺は白色。

分布　紅海を含むインド ・ 太平洋に分布す

る （ただしハワイ諸島、 ライン諸島を除く）。

国内では伊豆諸島や小笠原諸島、 大隅諸

島、 琉球列島に分布する。

備考　背鰭の棘には猛毒があり、 国内外で

死亡例が報告されている。 沿岸のサンゴ礁

域や岩礁域に生息し、 底性で砂底や砂泥

底に多くみられる。 ときには潮だまりのよう

な浅い場所にも出現する。 遊泳することなく

岩などに擬態しており、 体表が藻で覆われ

ていることがある。 本種は食材としてあまり

流通していないが、 沖縄地方では高級魚と

して扱われており、 刺身や唐揚げ等にして

食すことができる。

（三ヶ島由梨）

■ オニダルマオコゼ　Synanceia verrucosa　KAUM–I. 48048, 200.8 mm SL
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Platycephalidae
Flatheads

カサゴ目 コチ科 スナゴチ属

スナゴチ
Sunagocia arenicola
(Schultz, 1966)

形態　背鰭 I-VIII, 11–12 ； 臀鰭 12–13 ； 胸

鰭 19–22 ； 腹鰭 I, 5 ； 側線有孔鱗 51–54。

体は細長く、 頭部は縦扁する。 下顎は上

顎より突出する。 上顎後端は皮弁上で、

眼の前縁に達する。 両眼間隔は広く、 眼

の虹彩被膜の上片は樹枝状で複雑。 頭部

の棘は強く、 眼下骨上の隆起線にある棘

数は約 5。 上唇の下縁と下唇の上縁に乳

頭状の皮弁をもたない。 腹鰭後端は臀鰭

起部を越える。

色彩　体の地色は白色、 頭部および体の

背部は褐色で白色斑が散在する。 背鰭と

尾鰭の鰭膜は透明で、 鰭条は白色と褐色

の縞模様。 臀鰭の鰭膜基部は透明で外

縁は乳白色。 胸鰭と腹鰭は白色で全体に

褐色斑が散在する。 幼魚は頭部に両眼を

通過する鞍掛状の褐色横帯が 1 本、 体に

4–5 本の鞍掛状の横帯が入るが、 成魚で

は目立たない。

分布　インド ・ 西太平洋に分布する。 国内

では伊豆諸島と琉球列島から記録されてい

る。

備考　スナゴチは同属のフサクチゴチ S. 
otaiensis (Cuvier, 1829) とよく似るが、 上

唇の下縁と下唇の上縁に乳頭状の皮弁を

もたない （フサクチゴチは皮弁をもつ） こと

で識別される。

（田代郷国）

■ スナゴチ　Sunagocia arenicola　BSKU 108309, 82.7 mm SL

■ スナゴチ　Sunagocia arenicola　KAUM–I. 51350, 172.9 mm SL

カサゴ目 コチ科 スナゴチ属

フサクチゴチ
Sunagocia otaitensis
(Cuvier, 1829)

形態　背鰭 I-VII–VIII, 11 ； 臀鰭 12 ； 胸鰭

20–22 ； 腹 鰭 I, 5 ； 側 線 有 孔 鱗 51–53。

体は細長く、 頭部は縦扁する。 下顎は上

顎より突出する。 上顎後端は皮弁上で、 眼

の前縁に達する。 両眼間隔は広く、 眼の

虹彩被膜の上片は樹枝状で複雑。 眼上皮

弁をもたない。 頭部の棘は強く、 眼下骨上

の隆起線にある棘数は約 5。 上唇の下縁

と下唇の上縁に乳頭状の皮弁をもつ。 腹

鰭後端は臀鰭起部を越える。

色彩　頭部および体の背部は褐色で白色

斑が散在する。 腹部は白色。 背鰭、 臀鰭、

および尾鰭の鰭膜は透明で、 鰭条は白色

と褐色の縞模様。 胸鰭と腹鰭は乳白色で

全体に褐色斑が散在する。 幼魚は頭部に

両眼を通過する鞍掛状の横帯が 1 本、 体

に 4–5 本の鞍掛状の横帯が入るが、 成魚

ではほとんど目立たない。

分布　ハワイ諸島を除くインド ・ 太平洋の熱

帯 ・ 亜熱帯域に分布する。 国内では伊豆

諸島、 小笠荒諸島、 琉球列島に分布する。

備考　フサクチゴチは同属のスナゴチ S. 
otaiensis (Cuvier, 1829) とよく似るが、 上

唇の下縁と下唇の上縁に乳頭状の皮弁を

もたない （スナゴチは皮弁をもつ） ことで

識別される。 また、 フサクチゴチは体長 12 
cm 以上の個体で頭長と両眼間隔がスナゴ

チに比べ短い傾向がある。

（田代郷国）
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Flatheads

■ フサクチゴチ　Sunagocia otaitensis　NSMT-P 110392, 196.7 mm SL

■ フサクチゴチ　Sunagocia otaitensis　NSMT-P 110393, 81.3 mm SL
■ フサクチゴチ　Sunagocia otaitensis

KAUM–I. 40372, 89.2 mm SL
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Platycephalidae
Flatheads

■ フサクチゴチ　Sunagocia otaitensis　BSKU 108299, 175.8 mm SL

カサゴ目 コチ科 クロシマゴチ属

クロシマゴチ
Thysanophrys chiltonae
(Schultz, 1966)

形態　背鰭 I-III, 12 ； 臀鰭 11 ； 胸鰭 20–
21；腹鰭 I, 5；側線有孔鱗 50–57。 体は細

長く、 頭部は縦扁する。 下顎は上顎より突

出する。 両眼間隔は狭く、 虹彩被膜の上

片は樹枝状。 眼上皮弁をもたない。 眼下

骨上の隆起線に多数の棘をもつ。 間鰓蓋

骨皮弁は半円形。 腹鰭後端は臀鰭起部を

越える。

色彩　頭部および体背面は白色と茶褐色の

不明瞭なまだら模様で覆われる。 腹部は白

色。 背鰭と尾鰭の鰭膜は透明で、 鰭条は

白色と褐色の縞模様。 臀鰭縁辺は乳白色。

胸鰭と腹鰭は乳白色で、 暗褐色斑が並び

横帯を形成する。 頭部と体側に鞍掛状の

暗褐色横帯が入る。 頭部の横帯は１本で

両眼を通過する。

分布　インド ・ 西部太平洋に広く分布する。

国内では伊豆諸島以南の太平洋沿岸、 琉

球列島に分布する。

備 考　 本 種 は 同 属 の セ レ ベ ス ゴ チ T. 
celebica (Bleeker, 1854) とよく似るが、 眼

上皮弁をもたないことや、 臀鰭軟条数が 11
であることなどで識別される。

（田代郷国）

■ クロシマゴチ　Thysanophrys chiltonae　KAUM–I. 50858, 21.7 mm SL

■ クロシマゴチ　Thysanophrys chiltonae　NSMT-P 110316, 71.0 mm SL
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■ ヤミスズキ　Belonoperca chabanaudi　BSKU 108323, 88.4 mm SL

スズキ目 ハタ科 ヤミスズキ属

ヤミスズキ
Belonoperca chabanaudi
Fowler & Bean, 1930

形態　背鰭 VIII–IV-I, 10 ； 臀鰭 II, 8 ； 胸

鰭 13–15 ； 側 線 有 孔 鱗 66–76 ； 鰓 耙 
6–8+13–15。 体は側扁し、 体高はやや低

い。 頭部は大きく、 吻は長く尖る。 背鰭前

方の背縁は直線的。 2 基の背鰭はわずか

に離れる。 胸鰭は短い。 尾柄は太く、 尾

鰭は截形。 口は大きく、 上顎の後端は眼

の中央下をわずかに越える。 下顎先端は

上顎先端よりやや突出する。 前鼻孔は短

い管状で、 後縁には皮弁をもつ。 両顎と口

蓋骨には小円錐歯の歯帯を備える。 前鰓

蓋骨と間鰓蓋骨の縁辺には小棘がまばら

に並ぶ。 主鰓蓋骨には 2 棘、 下鰓蓋骨に

は 1 棘をもつ。 主鰓蓋骨上縁と腹鰭の最

内側鰭条は膜により体につながる。 肛門は

腹鰭後端と臀鰭始部のほぼ中間に位置す

る。 頭と体は頬、 鰓蓋、 胸鰭の上方と腋

部を除き、 小櫛鱗で覆われる。

色彩　生時には体の地色は一様に暗い紺

色で、 暗色斑点が散在する。 第 1 背鰭と

腹鰭に暗色斑紋をもつ。 生鮮時の地色は

濃褐色で、 茶色味を帯びる。 第 2 背鰭直

後の背面には鮮明な 1 黄色斑紋をもつ。

分布　インド ・ 太平洋のサンゴ礁域に分布

する。 国内では奄美群島以南の琉球列島

に分布する。

備考　本種はサンゴ礁域の岩の間隙、 横

穴や洞窟のような隠蔽的な環境を好み、 そ

れらの入り口付近で観察される。 本標本は

水深 14 m の入り組んだ横穴で採集された。

最大で体長 15 cm に達する。

（遠藤広光）

■ アカイサキ　Caprodon schlegelii　KAUM–I. 41054, 261.1 mm SL
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スズキ目 ハタ科 アカイサキ属

アカイサキ
Caprodon schlegelii
(Günther, 1859)

形態　背鰭 X, 19–21 ； 臀鰭 III, 7–9 ； 胸

鰭 16–17 ； 腹鰭 I, 5 ； 有孔側線鱗 57–61。

体はよく側扁し、 体高はやや高い。 主鰓蓋

骨上に 3 本の棘を有する。 口は体側の中

央でほぼ正中線上に開口し、 口裂はやや

下斜めに開き、 主上顎骨後端は眼の直下

に達する。 背鰭は 1 鰭で棘条と軟条の間

の欠刻はない。 尾鰭後縁は円形で雄では

上下葉がやや伸びる。

色彩　雄の体色は赤から薄いピンク色であ

り、 腹部は淡色になる。 体側全面に不規

則な黄色の虫食い状斑がある。 眼の虹彩

は黄色で、 眼から前方に 2 本、 後方に約

3 本の黄色線が放射状に広がる。 胸鰭を

除く各鰭は黄色で縁辺部は体色と同じ赤か

ら薄いピンク色の縁取りがある。 胸鰭はほ

ぼ透明。 背鰭中央に 1 暗色斑がある場合

がある。 雌の体色は朱色がかった赤色で

あり、 体側中央や尾鰭上下葉にやや薄い

橙色が入る場合がある。 腹部はやや淡色

になる。 背鰭基底部に 5–6 個の暗色の鞍

状斑がある。 各鰭は胸鰭を含み体側と同じ

く朱色がかった赤色。

分布　朝鮮半島南部、 済州島、 台湾、 オー

ストラリア東岸 ・ 西岸、 ハワイ諸島、 チリ

から記録されている。 国内では兵庫県 （日

本海） および相模湾以南の南日本、 瀬戸

内海、 伊豆諸島、 小笠原諸島、 与論島、

宮古 ・ 八重山諸島に生息する。

備考　アカイサキ属はインド ・ 太平洋に

3 有効種が認められているが、 C. longi-
manus (Günther, 1859) は尾鰭後縁が湾

入すること、 C. krasyukovae Kharin, 1983
は尾鰭中央の 5–6 本の軟条が他の軟条よ

りも長く、 その上下が湾入する二重湾入形

を呈することにより本種と識別される。

　瀬能 （2013） によれば、 本種には体長

20–25 cm で成熟する尾鰭がほぼ截形のタ

イプが知られており、 尾鰭が円形のタイプ

との異同については今後の検討を要すると

されている。 本個体は尾鰭が円形のタイプ

である。 与論島では周辺の海域から水揚

げされた。

（桜井　雄）

スズキ目 ハタ科 ユカタハタ属

アオノメハタ
Cephalopholis argus
Schneider, 1801

形態　背鰭 IX, 15–17 ； 臀鰭 III, 9 ； 胸鰭

16–18 ； 腹鰭 I, 5 ； 有孔側線鱗 45–51 ；

縦列鱗 95–110。 体は側扁し、体高は低い。

後頭部から背鰭始部にかけての輪郭はな

だらかであり、 膨らみや凹みを持たない。

主鰓蓋骨上に 3 本の棘を有する。 口は正

中線より下方に開口する。 胸鰭は短く頭部

眼後長より短い。 背鰭は棘条上部で浅い

切れ込みが入り、 棘条部と軟条部の間に

欠刻はない。 尾鰭後縁は円形。

色彩　体色は濃褐色であり、 生鮮時には体

後半はやや淡色。 背鰭最終棘付近から尾

柄にかけて数本の濃褐色横帯がある。 頭

部、 体側、 胸鰭を除く各鰭には瞳孔より小

さい濃色の縁取りをもつ青色もしくは青白色

点が密に散在するが胸部は少ない。 胸鰭

を除く各鰭は体側と同色であり、 背鰭軟条

部外縁、 臀鰭軟条部および尾鰭後縁は濃

色に濃色になる。 これらの鰭の最外縁は淡

色の細い縁取りがある。 胸鰭は基底から中

央付近までは濃褐色、 後方は濃赤褐色で

あり、 淡色の縁取りを有する。 胸鰭基部か

ら中央部にかけて濃色の縁取りをもつ青色

もしくは青白色点があるが体側やその他の

鰭の点より小さい。 幼魚は一様にくすんだ

レモン色であり、 成長に伴い体側前半は薄

い褐色、 背鰭始部 – 臀鰭始部を結ぶ線の

後方はくすんだレモン色になる。 各鰭は基

部の一部がくすんだレモン色である以外は

基本的に透明である。

分布　インド ・ 太平洋に分布する。 国内で

は伊豆諸島、 小笠原諸島、 和歌山県以南

の太平洋沿岸、 与論島を含む琉球列島に

分布する。 潮間帯付近から水深 40 m に生

息する （Heemstra & Randall, 1993）。

備考　本種は同属他種と比較して、 体色は

褐色で体側に濃色の縁取りをもつ小点が散

在すること、 後頭部の輪郭がなだらかであ

ること、 胸鰭が短いことで識別される。 与

論島では皆田海岸や与論港付近、 西岸沖

の水深 1–10 m 付近で採集されたほか、

茶花海岸の水深 15 m 付近から確認され

た。

（桜井　雄）

■ アオノメハタ　Cephalopholis argus　KAUM–I. 40136, 194.3 mm SL
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■ アオノメハタ　Cephalopholis argus　KAUM–I. 51438, 28.1 mm SL ■ アオノメハタ　Cephalopholis argus　KAUM–I. 50834, 19.4 mm SL

■ アオノメハタ　Cephalopholis argus　18 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki

■ アオノメハタ　Cephalopholis argus　18 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki
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スズキ目 ハタ科 ユカタハタ属

ミナミイソハタ
Cephalopholis leopardus
(Lacepède, 1801)

形 態　 背 鰭 IX, 13–15 ； 臀 鰭 III, 9–10 ；

胸 鰭 16–18 ； 腹 鰭 I, 5 ； 有 孔 側 線 鱗

47–52 ； 縦列鱗 79–89。 体は側扁し、 体

高は低い。 吻部から背鰭始部にかけての

輪郭は眼の後方でやや膨らむ。 主鰓蓋骨

上に 3 本の棘を有する。 口は正中線より下

方に開口する。 背鰭は棘条上部で浅い切

れ込みが入り、 棘条部と軟条部の間に欠

刻はない。 尾鰭後縁は円形。

色彩　体色は上部は濃い朱色で下部は淡

色。 体側全体に朱色のやや角ばった斑点

が密に並び体側下部では目立つが網目模

様は形成しない。 斑紋は頬部や体側下部

では目立つ。 鰓蓋後方上部に 1 暗色斑が

あり生時にはよく目立つ。 尾柄の背面に 2
暗色斑がある。 背鰭は基本的に体側上部

と同色であり、 第 2 棘付近の鰭膜中央から

後方 1 淡色線があり、 第 1 軟条付近で二

叉する。 臀鰭は第 1–2 棘条部はくすんだ

黄色、 その後方は体側下部と同色である。

尾鰭は基底から 3 分の 2 は朱色のまだら

模様であり、 その後方は淡黄色の馬蹄形

線がある。 尾鰭後縁上下部は 1 対の濃い

朱色の斜走帯があり外縁淡色である。 腹

鰭および胸鰭は薄い黄橙色。

分布　インド ・ 太平洋に分布する。 国内

では与論島と慶良間諸島以南の琉球列

島に分布する。 水深 3–40 m に生息する

（Heemstra & Randall, 1993）。

備考　本種は同属他種と比較して、 体色は

上部が朱色、 下部が淡色で、 体側全面に

赤色斑が散在すること、 尾柄背部に 2 黒

色斑をもつこと、 尾鰭に 1 対の赤色斜走帯

をもちその外縁は淡色であることで識別さ

れる。 与論島では与論港沖の水深 10–20 
m 付近で釣獲された。 瀬能 （2013） によ

れば本種の分布は慶良間諸島以南とされ

ており、 与論島の採集記録は標本に基づく

北限記録である可能性が高い。

（桜井　雄）

■ ミナミイソハタ　Cephalopholis leopardus　KAUM–I. 51394, 114.7 mm SL

スズキ目 ハタ科 ユカタハタ属

アザハタ
Cephalopholis sonnerati
(Valenciennes, 1828)

形態　背鰭 IX, 14–16 ； 臀鰭 III, 9 ； 胸鰭

18–20 ； 腹鰭 I, 5 ； 有孔側線鱗 66–80 ；

縦列鱗 115–134。体は側扁し、体高は高い。

後頭部から背鰭始部にかけての輪郭は眼

の後方で大きく膨らむ。 主鰓蓋骨上に 3 本

の棘を有する。 口は正中線より下方に開口

する。 背鰭は棘条上部で浅い切れ込みが

入り、 棘条部と軟条部の間に欠刻はない。

尾鰭後縁は円形。

色彩　体色は濃い朱色であり、 体側全体に

濃赤色の小斑点が密にあるが体側色に紛

れ頭部以外は目立たないことが多い。 生時

には鰓蓋後方上部に 1 濃赤褐色斑があり

よく目立つが生鮮標本ではほぼ消失する。

体側にそれ以外に目立った模様を持たな

い。 なお色彩変異として体側全体が濃い赤

褐色の場合もある。 尾鰭後縁や背鰭およ

び臀鰭軟条部縁辺に淡色の狭い縁取りが

ある。 腹鰭後縁は濃色の縁取りがあり、 胸

鰭後方は 4 分の 1 が濃い朱色である。

分布　インド ・ 太平洋に分布する。 国内で

は伊豆諸島、 小笠原諸島、 駿河湾以南の

太平洋沿岸、 大隅諸島、 与論島を含む琉

球列島に分布する。 水深 10–100 m に生

息する （Heemstra & Randall, 1993）。

備考　本種は同属他種と比較して、 体高が

高いこと、 体側に目立った模様を持たない

ことで識別される。 与論島では周辺の海域

から水揚げされていた。

（桜井　雄）
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スズキ目 ハタ科 ユカタハタ属

アカハナ
Cephalopholis spiloparaea
(Valenciennes, 1828)

形 態　 背 鰭 IX, 14–16 ； 臀 鰭 III, 9–10 ；

胸 鰭 17–19 ； 腹 鰭 I, 5 ； 有 孔 側 線 鱗

47–53 ； 縦列鱗 86–101。 体は側扁し、 体

高は低い。 後頭部から背鰭始部にかけて

の輪郭はなだらか。 主鰓蓋骨上に 3 本の

棘を有する。 口は正中線より下方に開口す

る。 背鰭は棘条上部で浅い切れ込みが入

り、 棘条部と軟条部の間に欠刻はない。 尾

鰭後縁は円形。

■ アザハタ　Cephalopholis sonnerati　KAUM–I. 47892, 390.4 mm SL

■ アカハナ　Cephalopholis spiloparaea　KAUM–I. 51379, 131.9 mm SL

■ アカハナ　Cephalopholis spiloparaea　FRLM 42867, 116.1 mm SL
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色彩　体色は濃い朱色であり、 腹部はやや

淡色になる。 頬部から胸鰭基部にかけて薄

い赤紫色の不定形の小点があるが体側色

に紛れ目立たたない。 頬部、 胸部および

腹鰭の一部は橙色。 頭部や体側上方、 背

鰭基部に不規則な不明瞭な暗色斑が出る

場合がある。 背鰭の鰭膜先端はやや黄色

く、 その他は体側と同色。 尾鰭は体側と同

色で後縁上方および下方に弧を描く淡色線

があり、 その外縁上下端は体側同様の朱

色。 背鰭および臀鰭軟条部と縁辺には淡

色線がある場合があり、 臀鰭軟条部最外

縁は黒色の細い縁取りがある。 胸鰭は濃

い朱色。

分布　インド ・ 太平洋に分布する。 国内で

は伊豆諸島、 小笠原諸島、 土佐湾以南の

太平洋沿岸、 与論島を含む琉球列島に分

布する。 水深 15–108 m （主に 40 m 以

深 ） に 生 息 す る （Heemstra & Randall, 
1993）。

備考　本種は体色が赤色系であること、 体

側に青色の小点がないことから同属のハナ

ハ タ C. aurantia (Valenciennes, 1828) や

ミ ナ ミ イ ソ ハ タ C. leopardus (Lacepède, 
1801) とひじょうによく似るが、 ハナハタは

体色が明るい橙色であること、 頭部輪郭が

眼の後方で膨らみやや丸みを帯びること、

頬部の斑点は黄色系であること、 尾鰭後

縁の淡色線は尾鰭輪郭に沿っておりその外

縁上下端に赤色部がないことで、 ミナミイソ

ハタは体色が上部が朱色、 下部が淡色で、

体側全面に赤色斑が散在すること、 尾柄

背面に 2 黒色斑を有することで識別される。

　与論島では与論港沖および供利沖の水

深 10–60m から釣獲された。

（桜井　雄）

スズキ目 ハタ科 ユカタハタ属

ニジハタ
Cephalopholis urodeta
(Forster, 1801)

形態　背鰭 IX, 14–16 ； 臀鰭 III, 8–9 ； 胸

鰭 17–19 ； 腹 鰭 I, 5 ； 有 孔 側 線 鱗 54– 
68 ； 縦列鱗 88–108。 体は側扁し、 体高

は低い。 後頭部から背鰭始部にかけての

輪郭はなだらかであり、 膨らみや凹みを持

たない。 主鰓蓋骨上に 3 本の棘を有する。

口は正中線より下方に開口する。 背鰭は

棘条上部で浅い切れ込みが入り、 棘条部

と軟条部の間に欠刻はない。 尾鰭後縁は

円形。

色彩　体色は朱色もしくは濃い赤色であり、

体側後方はやや濃色になる。 体側前方は

濃赤色の小斑点が密にあるがあまり目立た

ない。 体側後方の濃色部では不定形の淡

色小斑がある。 生時には鰓蓋後方上部に

1 濃赤褐色斑がありよく目立つ。 背鰭、 臀

鰭は体側と同色であり、 軟条部からやや濃

色になる場合がある。 両鰭とも外縁は淡色

に縁取られる。 尾鰭は基本的に体側と同

色であり、 後縁は淡色に縁取られる。 尾鰭

の上下には横向きの 「ハ」 の字を描く 1 対

の白斜線があり目立つ。 腹鰭は朱色、 胸

鰭は基部が朱色であり、 後縁 4 分の 1 ほ

どがくすんだ黄色。

分布　インド ・ 太平洋に分布する。 国内で

は伊豆諸島、 小笠原諸島、 熊野灘以南の

南日本、 与論島を含む琉球列島に分布す

る。 水深 1–60 m に生息する （Heemstra 
& Randall, 1993）。

備考　本種は同属他種と比較して、 尾鰭に

特徴的な白色の 「ハ」 の字斑をもつことで

容易に識別される。 ただしこの特徴は太平

洋産の個体の特徴であり、 インド洋産の尾

鰭は白色線をもたず黒色であり、 胸鰭も黒

色である。

　与論島では与論港沖の水深 10–20 m で

釣獲されたほか、 前浜の水深 10 m 付近

で確認された。

（桜井　雄）

■ ニジハタ　Cephalopholis urodeta　16 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki
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■ ニジハタ　Cephalopholis urodeta　KAUM–I. 51397, 129.7 mm SL

■ ニジハタ　Cephalopholis urodeta　NSMT-P 110508, 186.3 mm SL

■ ニジハタ　Cephalopholis urodeta　FRLM 42967, 142.2 mm SL■ ニジハタ　Cephalopholis urodeta　FRLM 42968, 155.6 mm SL
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スズキ目 ハタ科 マハタ属

アカハタ
Epinephelus fasciatus
(Forsskål, 1775)

形態　背鰭 XI, 15–17 ； 臀鰭 III, 7–8 （通

常 8） ； 胸鰭 18–20 ； 腹鰭 I, 5 ； 有孔側線

鱗 55–60 ； 縦列鱗 102–120。 体は側扁し、

体高は低い。 主鰓蓋骨上に 3 本の棘を有

する。 口は正中線より下方に開口する。 背

鰭は棘条上部で浅い切れ込みが入り、 棘

条部と軟条部の間に欠刻は浅い。 尾鰭後

縁は円形。

色彩　体色は明るい橙色であり、 腹部はや

や淡色になる。 背鰭始部から尾柄部にか

けて 5 本の橙色の斜走帯がある。 吻部か

ら眼を通り背鰭始部までの背面側は不規則

な濃橙色斑があり、 生時の水中ではよく目

立つ。 背鰭は体側と同色であるが、 棘条

先端付近は濃い赤褐色、 軟条上縁は薄い

黄色に縁取られる。 臀鰭はや薄い橙色で

縁辺部は明るい橙色、 外縁は淡色で縁取

られる。 尾鰭は体側と同色であり後縁は薄

い黄色、 腹鰭は淡色で前縁がやや明るい

橙色である。 胸鰭は体側と同色であるが、

縁辺は黄色い。

分布　インド ・ 太平洋に分布する。 国内で

は伊豆諸島、 小笠原諸島、 富山湾 （日本

海）および相模湾以南の南日本、瀬戸内海、

大隅諸島、 与論島を含む琉球列島に分布

する。 水深 160 m 以浅に生息する。

備考　本種は同属他種と比較して、 赤色系

の色彩であること、 尾鰭後縁が円形である

こと、 体側に茶色 – 茶褐色の斑紋を持たな

いことで容易に識別される。 与論島ではシ

ゴー沖の水深 10 m から採集されたほか、

前浜の水深 10 m 付近で確認された。

（桜井　雄）

■ アカハタ　Epinephelus fasciatus　KAUM–I. 51311, 67.3 mm SL

■ アカハタ　Epinephelus fasciatus　KAUM–I. 41053, 217.2 mm SL

■ アカハタ　Epinephelus fasciatus　16 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki
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イシガキハタ
Epinephelus hexagonatus
(Forster, 1801)

形態　背鰭 XI, 15–17 ； 臀鰭 III, 8 ； 胸鰭

17–19 ； 腹鰭 I, 5 ； 有孔側線鱗 57–70 ；

縦列鱗 92–114。 体は側扁し、体高は低い。

主鰓蓋骨上に 3 本の棘を有する。 口は正

中線より下方に開口する。 背鰭は棘条上

部で浅い切れ込みが入り、 棘条部と軟条

部の間に欠刻は浅い。 尾鰭後縁は円形。

色彩　体色は茶褐色から赤褐色、 腹部は

やや淡色になる。 頭部から体側全面に黄

褐色、 茶褐色および赤褐色のやや角のあ

る斑点が密に存在し、網目模様を形成する。

斑紋の間は白色の小斑点があり、 生時に

は特に目立つ。 背鰭第 3 棘付近から尾柄

背部にかけて体側上縁に沿った 5 個の濃

茶褐色の斑紋がある。 背鰭、 臀鰭、 尾鰭

および腹鰭は体側とほぼ同色であり同様の

斑紋を形成する。 胸鰭は体側より細かい黄

褐色もしくは赤褐色の斑点が密に存在し、

斑点の間は小白色点がある。

分布　西インド洋と西 ・ 中央太平洋の主に

島嶼域に分布する。 国内では伊豆諸島、

小笠原諸島、和歌山県以南の太平洋沿岸、

大隅諸島、 与論島を含む琉球列島に分布

する。 水深 4–23 m の波あたりの強いサン

ゴ礁外縁に生息する。

備考　本種は同属他種と比較して、 体側に

密に褐色の斑紋があり斑紋間に小白点を

もつことで識別される。 なお色彩や形態、

生息環境がカンモンハタ E. merra Bloch, 
1793 にひじょうに似るが、 本種とは体側斑

に赤褐色の斑紋が混じること、 体側の斑紋

間に小白色点があることにより識別される。

　与論島では周辺のタイドプールを含む水

深 10 m 前後で確認、 採集された。

（桜井　雄）

■ イシガキハタ　Epinephelus hexagonatus　KAUM–I. 39983, 146.6 mm SL

■ イシガキハタ　Epinephelus hexagonatus　BSKU 108326, 73.5 mm SL

■ イシガキハタ　Epinephelus hexagonatus　KAUM–I. 46101, 71.9 mm SL ■ イシガキハタ　Epinephelus hexagonatus　KAUM–I. 45883, 48.1 mm SL

■ イシガキハタ　Epinephelus hexagonatus　FRLM 43022, 83.1 mm SL
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ヒレグロハタ
Epinephelus howlandi
(Günther, 1873)

形態　背鰭 XI, 15–17 ； 臀鰭 III, 8 ； 胸鰭

17–19 ； 腹鰭 I, 5 ； 有孔側線鱗 49–53 ；

縦列鱗 85–102。 体は側扁し、 体高はや

や高い。 吻部から背鰭始部にかけての輪

郭は丸みを帯び、 吻端は丸い。 主鰓蓋骨

上に 3 本の棘を有する。 口は正中線より下

方に開口し、 主上顎骨後端は眼のほぼ直

下にある。 背鰭は棘条上部で浅い切れ込

みが入り、 棘条部と軟条部の間に欠刻は

浅い。 尾鰭後縁は円形。

色彩　体色は薄い茶褐色。 体側には濃褐

色の円斑が多数存在するが、 斑紋は網目

模様を形成しない。 成魚の腹部はこの円斑

がほとんどないが幼魚では腹部にまで達す

る。 背鰭基部の中央に 1 個の眼とほぼ同

じ大きさの濃褐色斑をもつ。 背鰭、 臀鰭、

尾鰭および腹鰭は体側と同様の色彩、 斑

紋であり、各鰭の外縁は淡色で縁取られる。

胸鰭は基部に体側同様の円斑をもつ場合

があるが、 中央部にはほとんどなく一様に

濃褐色であり、 縁辺は淡色で縁取られる。

分布　西太平洋に分布する。 国内では愛

媛県、 大隅諸島、 与論島を含む琉球列島

に分布する。 水深 37 m 以浅に生息する

（Heemstra & Randall, 1993）。

備考　本種は同属の中でもホシヒレグロハ

タ E. corallicola (Valenciennes, 1828) に

ひじょうに似るが、 ホシヒレグロハタでは成

魚の腹部や胸鰭中央に褐色円斑があるこ

と、 頭部輪郭がなだらかで吻は尖ること、

間鰓蓋骨 – 下鰓蓋骨間に明瞭な欠刻をも

つことより識別される。

　与論島では与論港付近のタイドプールや

茶花港付近の水深 5–6 m で採集された。

（桜井　雄）

■ ヒレグロハタ　Epinephelus howlandi　KPM-NI 30805, 72.2 mm SL

■ ヒレグロハタ　Epinephelus howlandi　FRLM 43121, 164.3 mm SL



Serranidae

ハ
タ
科

151

Groupers

スズキ目 ハタ科 マハタ属

キビレハタ
Epinephelus macrospilos
(Bleeker, 1855)

形態　背鰭 XI, 15–17 ； 臀鰭 III, 8 ； 胸鰭

17–20 ； 腹鰭 I, 5 ； 有孔側線鱗 48–52 ；

縦列鱗 86–103。 体は側扁し、体高は低い。

眼から背鰭始部にかけての輪郭は直線的

で、眼から吻部にかけては傾斜が急になる。

主鰓蓋骨上に 3 本の棘を有する。 口は正

中線より下方に開口し、 主上顎骨後端は

眼の後縁をやや越える。 背鰭は棘条上部

で浅い切れ込みが入り、 棘条部と軟条部

の間に欠刻は浅い。 尾鰭後縁は円形。

色彩　体色は薄い茶褐色。 体側には濃褐

色の円斑が多数存在するが、 斑紋は網目

模様を形成しない。 成魚の腹部は体側上

部に比べて斑紋がやや少ない。 背鰭、 臀

鰭、 尾鰭および腹鰭は体側と同様の色彩、

斑紋であるが密度は体側の物より低い。 背

鰭及び尾鰭は黄味を帯びることが多く、 成

長に伴い背鰭軟条部後部と尾鰭上部縁辺

がやや黄味を帯びる。 胸鰭は基部に体側

同様の円斑をもつが、 中央部ではほぼ斑

紋はなく一様に濃褐色である。 各鰭の縁辺

は淡色で縁取られる。

分布　インド ・ 太平洋に分布する。 国内

では小笠原諸島と与論島を含む琉球列島

に分布する。 水深 44 m 以浅に生息する

（Heemstra & Randall, 1993）。

備考　本種は同属他種と比較して、 胸鰭中

央に褐色斑がないこと、 頭部輪郭が眼から

吻部にかけて急傾斜することより識別され

る。 Heemstra & Randall (1993) に図示さ

れた本種の小型個体 （標準体長 73–186 
mm、 南アフリカとチャゴス諸島） は体側

の褐色斑が密に並び網目模様を形成して

おり、 瀬能 （2013） も本種の識別点の一

つとして 「体側の斑点は網目模様を形成

する」 としている。 しかし、 本個体 （体長

158.9 mm） の体側斑は網目模様を形成し

ていない。 Heemstra & Randall (1993) に
図示されたライン諸島産の標本 （標準体長

290 mm） も本個体と同様に網目模様を形

成していない。 日本産の他の個体も網目模

様を形成しておらず [ 小西、 2011；神奈川

県立生命の星 ・ 地球博物館の魚類写真資

料データベース （KPM-NR 31594、 KPM-
NR 36492、 KPM-NR 36493、 KPM-NR 
61230、 全て沖縄産） ]、 本種はインド洋と

太平洋で色彩が異なる、 あるいは両海域

の個体群は別種である可能性が高い。 与

論島では茶花港付近から採集された。

（桜井　雄）

■ キビレハタ　Epinephelus macrospilos　KAUM–I. 51312, 158.9 mm SL

スズキ目 ハタ科 マハタ属

シロブチハタ
Epinephelus maculatus
(Bloch, 1790)

形態　背鰭 XI, 15–17 ； 臀鰭 III, 8–9 （通

常 8） ； 胸鰭 17–19 ； 腹鰭 I, 5 ； 有孔側線

鱗 48–52 ； 縦列鱗 102–120。 体は側扁し、

体高は低い。 吻部から背鰭始部にかけて

の輪郭はやや丸みを帯びる。 主鰓蓋骨上

に 3 本の棘を有する。 口は正中線より下方

に開口し、 主上顎骨後端は眼のほぼ直下

にある。 背鰭は棘条上部で浅い切れ込み

が入り、 棘条部と軟条部の間に欠刻は浅

い。 尾鰭後縁は円形。

色彩　体色は薄い茶褐色。 体側には濃褐

色の角のある斑紋が密に存在し、 斑紋は

網目模様を形成する。 背鰭始部前方と背



ハ
タ
科

152

Serranidae
Groupers

鰭中央部付近に淡色の大きな斑紋があり、

生鮮時にはひじょうに目立つ。 各鰭は体側

と同様の色彩、 斑紋であり、 尾鰭後端およ

び背鰭軟条部外縁は鈍い黄色に縁取られ

る。 幼魚の色彩は基本的に成魚と同じであ

るが、 体側の斑紋は成魚よりも大きく網目

模様を形成しない。 背鰭前方、 中央および

背鰭後部の淡色部は白色でありひじょうに

よく目立つ。 その他にも体側に不定形の白

色斑がある。 背鰭後縁や尾鰭、 胸鰭は黄

味を帯び水中ではひじょうに目立つ。

分 布　 キ ー リ ン グ 諸 島、 西 太 平 洋 に 分

布する。 国内では伊豆諸島、 小笠原諸

島、 相模湾以南の太平洋沿岸、 大隅諸

島、 与論島を含む琉球列島に分布する。

水深 2–100 m に生息する （Heemstra & 
Randall, 1993）。

備考　本種は同属他種と比較して、 背鰭前

方、 中央に淡色域もしくは白色斑があるこ

とにより容易に識別される。

　与論島では宇勝海岸やウドノスビーチの

水深 2 m 以浅で採集された。

（桜井　雄）

■ シロブチハタ　Epinephelus maculatus　KAUM–I. 41133, 75.1 mm SL ■ シロブチハタ　Epinephelus maculatus　KAUM–I. 42279, 57.1 mm SL

■ シロブチハタ　Epinephelus maculatus　FRLM 42898, 280.8 mm SL

スズキ目 ハタ科 マハタ属

カンモンハタ
Epinephelus merra
Bloch, 1793

形態　背鰭 XI, 15–17 ； 臀鰭 III, 8–9 （通

常 8） ； 胸鰭 16–18 ； 腹鰭 I, 5 ； 有孔側線

鱗 48–53 ； 縦列鱗 98–114。 体は側扁し、

体高は低い。 吻部から背鰭始部にかけて

の輪郭はなだらかである。 主鰓蓋骨上に 3
本の棘を有する。 口は正中線より下方に開

口し、 主上顎骨後端は眼の後縁のやや後

方にある。 背鰭は棘条上部で浅い切れ込

みが入り、 棘条部と軟条部の間に欠刻は

浅い。 尾鰭後縁は円形。

色彩　体色は薄い茶褐色。 体側には濃褐

色の角のある小斑紋が密に存在し、 斑紋

は網目模様を形成する。 またいくつかの斑

紋がつながり、 太短い波線状の斑紋を形

成する場合がある。 背鰭基底上に目立つ

濃茶褐色の斑紋はない。 背鰭、 臀鰭、 尾

鰭および腹鰭は体側とほぼ同色であり同様

の斑紋を形成し、 斑紋間に白色の小点をも

つ場合がある。 胸鰭は鈍い黄色で体側より

細かい濃褐色の斑点が密に存在し、 斑点

の間は小白色点をもつ場合がある。

分布　インド ・ 太平洋に分布する。 国内で

は伊豆諸島、 小笠原諸島、 相模湾以南の

太平洋沿岸、 大隅諸島、 与論島を含む琉

球列島に分布する。 水深 50 m 以浅に生

息する （Heemstra & Randall, 1993）。

備考　本種は同属他種と比較して、 各鰭を

含む体側全面に網目状模様を形成する褐

色斑をもつこと、 一部の体側斑紋がつなが

り太短い波線状斑を形成すること、 背鰭基

底付近に目立った濃色斑を持たないことに

より識別される。 生息環境や色彩がひじょ

うに似ているイシガキハタ E. hexagonatus 
(Forster,1801) との識別点は同種の項を参

照のこと。

　与論島ではタイドプールを含む周辺の水

深 10 m 以浅の海域から数多く採集、 観察

された。

（桜井　雄）
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■ カンモンハタ　Epinephelus merra　KAUM–I. 39961, 33.8 mm SL

■ カンモンハタ　Epinephelus merra　KAUM–I. 39984, 90.5 mm SL

■ カンモンハタ　Epinephelus merra　KAUM–I. 40075, 32.8 mm SL

■ カンモンハタ　Epinephelus merra　NSMT-P 110367, 58.0 mm SL■ カンモンハタ　Epinephelus merra　BSKU 108227, 67.2 mm SL

■ カンモンハタ　Epinephelus merra　FRLM 42891, 99.5 mm SL■ カンモンハタ　Epinephelus merra　FRLM 42737, 132.8 mm SL
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■ カンモンハタ　Epinephelus merra　KAUM–I. 45986, 26.9 mm SL■ カンモンハタ　Epinephelus merra　KPM-NI 30896, 29.1 mm SL

■ カンモンハタ　Epinephelus merra　16 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki

■ カンモンハタ　Epinephelus merra　15 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki
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マダラハタ
Epinephelus polyphekadion
(Bleeker, 1849)

形態　背鰭 XI, 14–15 ； 臀鰭 III, 8 ； 胸鰭

16–18 ； 腹鰭 I, 5 ； 有孔側線鱗 47–53 ；

縦列鱗 95–113。 体は側扁し、 体高はやや

高い。 吻部から背鰭始部にかけての輪郭

はやや丸みを帯びてなだらかである。 主鰓

蓋骨上に 3 本の棘を有する。 口は正中線

より下方に開口し、 主上顎骨後端は眼の

後縁のやや後方にある。 背鰭は棘条上部

で浅い切れ込みが入り、 棘条部と軟条部

の間に欠刻は浅い。 尾鰭後縁は円形。

色彩　体色は薄い茶褐色。 体側には瞳孔

径より小さい濃褐色小斑点が密に存在し、

一見すると単色で点状模様がないように見

える。 背鰭始部付近から背鰭基底後端に

かけて前下方に伸びる 5 本の濃褐色の斜

走帯がある。 尾柄上縁には眼径大の 1 濃

色斑がある。 背鰭、 臀鰭、 尾鰭および腹

鰭は体側とほぼ同色であり同様の斑紋を形

成し、 斑紋間に白色点がみられる。 胸鰭も

同様の色彩、 斑紋であるが、 後方 4 分の

1 は体側より濃い褐色である。 Randall & 
Heemstra (1991) に掲載された幼魚の色

彩は、 体側は淡い黄褐色で体側、 各鰭に

は黄褐色の円斑が密に存在する。 尾柄上

縁に眼径大の 1 黒色斑がある。 その他に

背鰭第 1 棘先端、 鼻孔付近にそれぞれ黒

斑をもつ。

分布　インド ・ 太平洋に分布する。 国内で

は伊豆諸島、小笠原諸島、四国、大隅諸島、

与論島を含む琉球列島に分布する。

備考　与論島前浜海岸の水深 10 m から採

集された本個体 （標準体長 51.5 mm） は

Randall & Heemstra (1991) の 色 彩 と ひ

じょうによく一致しておりマダラハタと同定さ

れた。

　本種は同属他種と比較して、 体側に瞳孔

より小さい褐色斑を密にもつこと、 尾柄上

縁に眼径大の 1 黒斑をもつことで識別され

る。 本種と色彩がひじょうに近いアカマダラ

ハタE. fuscoguttatus (Forsskål, 1775) は、

吻部から背鰭始部にかけての輪郭が眼上

で凹みその後ろが膨らむこと、 生鮮時には

背鰭軟条基底から尾柄にかけて 3 濃色斑

があり尾柄上縁の黒斑は眼径より小さくや

や四角いこと、 胸鰭がやや赤みを帯びるこ

とから識別される。

（桜井　雄）

■ マダラハタ　Epinephelus polyphekadion　KAUM–I. 51581, 51.5 mm SL

スズキ目 ハタ科 マハタ属

ヒトミハタ
Epinephelus tauvina
(Forsskål, 1775)

形態　背鰭 XI, 13–16 ； 臀鰭 III, 8 ； 胸鰭

17–19 ； 腹鰭 I, 5 ； 有孔側線鱗 62–74 ；

縦列鱗 95–113。 体は側扁し、 体高は同属

他種と比べてかなり低い。 眼から背鰭始部

にかけての輪郭はなだらかであるが、 眼の

直前で隆起する。 主鰓蓋骨上に 3 本の棘

を有する。 口は正中線より下方に開口し、

主上顎骨後端は眼の後縁の後方に位置し

口が大きい。 背鰭は棘条上部で浅い切れ

込みが入り、 棘条部と軟条部の間に欠刻

は浅い。 尾鰭後縁は円形。

色彩　体色は薄い茶褐色。 体側には瞳孔

大の輪郭のぼやけた濃褐色もしくは赤褐色

の斑点が密に存在するが網目状の模様を

形成しない。 背鰭基底中央に濃褐色の楕

円斑がある。 背鰭、 臀鰭および尾鰭は体

側とほぼ同色であるが、 軟条部にでは網

目状模様を形成する。 腹鰭は体側とほぼ

同色、 胸鰭は同様の斑紋があるが鰭膜は

体側より濃い褐色である。

分布　インド ・ 太平洋に分布する。 国内で

は伊豆諸島、 小笠原諸島、 三重県以南の

太平洋沿岸、 大隅諸島、 与論島を含む琉

球列島に分布する。 水深 50 m 以浅に生

息する （Heemstra & Randall, 1993）。

備考　本種は同属の中でもスミツキハタ E. 
melanostigma Schultz, 1953 とひじょうに

よく似るが、 スミツキハタは体側に網目状

斑紋を形成すること、 吻部の輪郭が眼の直

前で隆起しないことにより識別される。

　与論島ではシゴー沖や供利漁港沖の水

深 15 m 以浅から採集された。

（桜井　雄）



ハ
タ
科

156

Serranidae
Groupers

■ ヒトミハタ　Epinephelus tauvina　KAUM–I. 46102, 80.1 mm SL

■ ヒトミハタ　Epinephelus tauvina　KAUM–I. 41218, 240.7 mm SL

■ ヒトミハタ　Epinephelus tauvina　KAUM–I. 45767, 387.0 mm SL
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■ ヌノサラシ　Grammistes sexlineatus　KAUM–I. 39780, 59.0 mm SL

■ ヌノサラシ　Grammistes sexlineatus　BSKU 106120, 30.6 mm SL

■ ヌノサラシ　Grammistes sexlineatus　KAUM–I. 51468, 16.3 mm SL

■ ヌノサラシ　Grammistes sexlineatus　NSMT-P 110314, 17.3 mm SL

■ ヌノサラシ　Grammistes sexlineatus　17 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki

スズキ目 ハタ科 ヌノサラシ属

ヌノサラシ
Grammistes sexlineatus
(Thunberg, 1792)

形態　背鰭 VII, 12–14 ； 臀鰭 II, 9 ； 胸鰭

16–18 ； 腹鰭 I, 5 ； 有孔側線鱗 60–72 ；

縦列鱗 82–88。 体は著しく側扁し、 体高は

高い。 前鰓蓋骨後縁に 5 本、 主鰓蓋骨上

に 3 本の棘を有する。 口はほぼ正中線に

開口し、 口裂は斜め下方向に開く。 下顎

先端に皮弁があるが短い。 主上顎骨後端

は眼の直下に位置する。 背鰭は 2 鰭で第

1 背鰭 （棘条部） は第 2 背鰭 （軟条部）

より低い。 棘条部先端に切れ込みはない。

尾鰭後縁は円形。

色彩　体色は濃茶褐色で幼魚期は背部上

縁付近中央付近に薄いクリーム色楕円斑

が 2 列並ぶ。 成長に伴い楕円斑はつなが

り縦線上になり、 成長とともにその数を増

やす。 頭部は幼魚期には眼の後方に 1 ク

リーム色 – 鈍い橙色の横長の円版であり、

成長とともに主上顎骨後端を中心としたク

リーム色の放射線状斑になる。 第 1 背鰭

は、 幼魚期は第 1 棘が橙色であり、 その

後棘条部分がくすんだ橙色になり鰭膜は半

透明。 その他の鰭は鰭条が橙色で鰭膜は

透明であるが、 成長に伴い基底部より黒み

を帯び始める。 老成魚では縦線は途切れ

始め、 瞳孔より小さい縦長の破線状斑が体

側全面、 各鰭基底部に散在する。

分布　インド ・ 太平洋に分布する。 国内で
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は伊豆諸島、 小笠原諸島、 岩手県以南の

太平洋沿岸、 大隅諸島、 与論島を含む琉

球列島に分布する。

備考　本種は危険を感じると皮膚表面か

らグラミスチンという粘液毒を出す特徴

を も ち、 か つ て は キ ハ ッ ソ ク Diploprion 
bifasciatum Cuvier, 1828 や ル リ ハ タ

Aulacocephalus temminckii Bleeker, 
1855、 ア ゴ ハ タ Pogonoperca punctata 
(Valenciennes, 1830) などともにヌノサラ

シ科とされていた （片山、 1988 ； 瀬能、

1993）。 現在これらの種類は全てハタ科に

帰属されている （瀬能、 2000, 2013）。

　本種は形態的にアゴハタと似るが、 アゴ

ハタは体側に細かい白色点をもつこと、 下

顎先端の皮弁が長いこと、 臀鰭が 3 棘 8
軟条であることから識別される。

　与論島では皆田海岸や宇勝海岸、 供利

漁港内の水深 0.5–5 m で採集されたほか

前浜の水深 5–15 m で観察された。

（桜井　雄） ■ ヌノサラシ　Grammistes sexlineatus　17 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki

スズキ目 ハタ科 ハナスズキ属

コスジハナスズキ
Liopropoma susumi
(Jordan & Seale, 1906)

形 態　 背 鰭 VI–I-I, 11–12 ； 臀 鰭 III, 8 ；

胸鰭 15–16 ； 側線有孔鱗 44–49 ； 側線

上 横 列 鱗 5 ； 側 線 下 横 列 鱗 15 ； 鰓 耙

5–6+12–13。 体は側扁し、 体高はやや低

い。 頭部は大きく、 吻はやや短い。 背鰭

前方の背縁はほぼ直線的。 両背鰭は離れ

る。 胸鰭はやや長い。 尾柄は太く、 尾鰭

はやや丸みを帯びた截形。 口は大きく、 上

顎の後端は瞳孔の後縁下をわずかに越え
■ コスジハナスズキ　Liopropoma susumi　KAUM–I. 58441, 54.3 mm SL

■ コスジハナスズキ　Liopropoma susumi　BSKU 108324, 39.8 mm SL
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る。 下顎先端は上顎先端よりやや突出す

る。 前鼻孔は長い管状で、 上唇近くに位置

する。 両顎、 前鋤骨と口蓋骨には小円錐

歯の歯帯を備える。 前鰓蓋骨と間鰓蓋骨

の縁辺には細かな鋸歯をもつ。 主鰓蓋骨

棘は 2 本。 肛門は臀鰭始部からやや離れ

る。 頭と体、 各鰭の基部付近から下方は

櫛鱗で覆われる。 両唇、 吻端、 下顎縫合

部の後方から鰓条骨上は無鱗。

色彩　生時の体と鰭の地色は橙色で、 尾

柄より前方では灰みを帯びる。 腹鰭はやや

白い。 体側には 7 本の黄緑色の縦線があ

る。 眼の背縁と虹彩の一部は黄緑色。

分布　インド ・ 太平洋に分布する。 国内で

は大隅諸島から琉球列島、 伊豆諸島から

小笠原諸島にかけて分布する。

備考　本種はヤミスズキと同様の環境を好

み、 与論島から採集された標本のうち、 体

長 39.8 mm の個体は前出のヤミスズキと

同地点で採集された。 最大で体長 9 cm に

達する。

（遠藤広光）

■ アマミハナダイ　Plectranthias yamakawai　KAUM–I. 51281, 143.1 mm SL

■ アマミハナダイ　Plectranthias yamakawai　FRLM 42847, 134.1 mm SL
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スズキ目 ハタ科 イズハナダイ属

アマミハナダイ
Plectranthias yamakawai
Yoshino, 1972

形態　背鰭 X, 16–18; 臀鰭 III, 7; 胸鰭 13; 
側線有孔鱗 31–33; 側線上方横列鱗 4; 側
線下方横列鱗 15; 鰓耙 5–6+11–13。 体は

卵円形で、 よく側扁する。 吻は尖る。 主上

顎骨は有鱗。 側線は完全で、 尾柄まで達

する。 背鰭第 4 棘あるいは第 5 棘が最長。

胸鰭鰭条は分枝する。 尾鰭は截形で、 大

型個体では上縁後端がわずかに伸長する。

色彩　体色は地色が赤みのある桃色ある

いは橙色で、 頭部下半部から腹部を除く体

に、 黄色く縁取られる茶色の小斑点が散在

する。 背鰭第 8 棘から第 10 棘にかけての

基底下方の側線腹側に、 眼径大の赤い円

形ないし楕円形の 1 赤色斑がある。 大型

の個体ではこの赤色斑の周囲は白く縁取ら

れる傾向がある。 白い腹鰭を除き、 各鰭

は黄色みを帯びる。 背鰭棘は赤みのある

橙色あるいは橙色。

分布　日本、 台湾南部、 サモア諸島。 国

内では屋久島、 奄美群島、 沖縄諸島から

記録されている。

備考　体に散在する斑点と、 体側の赤色斑

により同定は容易。 与論島沖で採集された

KAUM–I. 51281 （ 体 長 143.1 mm） は、

体の斑点が少なく背部に限られ、 体側の地

色は黄色と赤色の斜走横帯が交互に配列

し、 色彩がやや異なる。 この個体は体側に

発現しつつある 1 赤色斑を確認できること

と、 体長 20 cm に達する本種としては体長

が比較的小さいことから、 体色の違いは成

長段階もしくは性転換に起因するものと考

えられる。

　本種は深海性で、 水深 200–340 m の岩

礁から釣獲される。

（瀬能　宏）

■ フジナハナダイ　Plectranthias wheeleri　KAUM–I. 41223, 50.6 mm SL

スズキ目 ハタ科 イズハナダイ属

フジナハナダイ（新称）
Plectranthias wheeleri
Randall, 1980

標 本　KAUM–I. 41223、 体 長 50.6 mm、

鹿児島県大島郡与論島沖 （北緯 27 度 04
分、東経 128 度 26 分）、水深 130–250 m、

2011 年 8 月 20 日、 釣獲されたヤマブキ

ハタSaloptia powelli Smith, 1964（KAUM–
I. 41226、 体長 337.3 mm） の口腔内より

摘出、 山下真弘 ・ 吉田朋弘 ・ 西山　肇。

形態　背鰭 X, 16; 臀鰭 III, 7; 胸鰭 13; 腹
鰭 I, 5; 尾鰭分節鰭条 9+8; 尾鰭前起鰭条

7/6; 側線有孔鱗数 28 または 29 ( 鱗鞘を

含む推定値 ); 側線上方横列鱗数 3; 側線

下方横列鱗数 11; 頬鱗数 6; 鰓耙数 5+11; 

前背鰭骨数 3; 脊椎骨数 9+17。 体各部

位の体長に対する割合は、 体高 35.6%、

体 幅 19.4%、 鰓 膜 を 含 む 頭 長 43.5%、

吻 長 9.5%、 眼 窩 径 13.1%、 頭 部 眼 後

長 23.0%、 両 眼 間 隔 幅 3.4%、 上 顎 長

21.1%、 尾柄高 12.4%、 尾柄長 22.1%、

背鰭前長 42.9%、 臀鰭前長 67.5%、 腹鰭

前長 38.3%、 背鰭基底長 53.7%、 背鰭

第 1 棘 長 6.3%、 背 鰭 第 2 棘 長 10.1%、

背 鰭 第 3 棘 長 16.4%、 背 鰭 第 4 棘 長

15.5%、 背鰭第 10 棘長 7.3%、 臀鰭第 1
棘長 9.0%、 臀鰭第 2 棘長 18.0%、 臀鰭

第 3 棘長 14.2%、 胸鰭長 36.3%、 腹鰭棘

長 16.3%、 腹鰭長 21.4%。

　体は長卵形で、 よく側扁する。 前鰓蓋骨

後縁は円く、 上部は 17 本 （右側は 19 本）

の小棘からなる鋸歯状で、 下部に 2 本の

前向棘がある。 主鰓蓋骨に 3 本の平たい

棘があり、 中央の棘が最大。 下鰓蓋骨後

縁下部は部分的に鋸歯状。 間鰓蓋骨後縁

上端に痕跡的な鋸歯がある。 両顎歯は絨

毛状歯帯を形成し、 歯帯の幅は前方で広

く、 後方で狭い。 上顎の歯帯前端に細長

く、 やや内側に曲がる円錐歯が右側に 3
本、 左側に 1 本ある。 また、 その外側に

左右 1 対の大きな犬歯状歯がある。 下顎

の歯帯側部中央付近に左右 1 対の大きな

犬歯状歯がある。 下顎歯帯の内側の歯の

大きさは外側の歯とほぼ同じ。 鋤骨歯は V
字形の絨毛状歯帯を形成する。 口蓋骨に

絨毛状歯帯がある。 鰓耙は上肢の 5 本の

うち上側 4 本と、下肢の前方 3 本が瘤状で、

その他は突起状。 上 ・ 下肢の関節部の鰓

耙が最長で、 最長の鰓弁とほぼ同長。 体

は櫛鱗に被われる。 眼隔域の被鱗域は後

鼻孔の直後まで達するが、 涙骨を含む吻、

主上顎骨、 下顎腹面は無鱗。 胸鰭鰭条は

最上の 1 本を除き分枝する。

色彩　鮮時の体色は体の地色が白く、 下顎
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前端および吻端から頭部背面、 項部にか

けて赤橙色。 上唇を含む眼前域、 頬、 眼

の後方から主鰓蓋にかけて黄色。 前鰓蓋

上の鱗の縁は橙色の網目模様を形成する。

躯幹部から尾部にかけての体側に黄色小

斑の混じる赤橙色斑があり、 胸鰭から上

方の体側前部の斑は大きく、 形が不規則。

それよりも後方にある斑は 5 本の横帯とし

て認められる。 最前の横帯は背鰭 8–10
棘下にあり、 やや前下方へ向かい、 胸鰭

基底下端のレベルよりもやや下方まで達す

る。 続く 2 横帯は背鰭軟条部下にあり、 尾

柄前部と尾鰭基底上にもそれぞれ 1 横帯

が認められる。 背鰭軟条部下前部の横帯

は、 臀鰭棘状部のわずか上方に達する。

それ以外の横帯は体腹縁に達する。 背

鰭、 尾鰭、 臀鰭は黄色。 胸鰭は鰭条が白

く、 鰭膜は無色透明。 腹鰭は白く、 わずか

に赤みを帯びる。 固定標本では鰭は灰白

色、 体はほぼ一様に黄色みを帯びた白色

となる。 後頭部から項部にかけて黒色素胞

が散在する。側線下方の体側に側線に沿っ

て黒色素胞が帯状に散在する。 背鰭軟条

部下方と尾鰭基底上では黒色素胞が横帯

状に散在する。

分布  本種はこれまでにインドネシアのスラ

ウェシ島 （タイプ産地 ; 水深 100 m） とカイ

諸島 （水深 236 m）、 台湾 （Plectranthias 
helenae Randall, 1980 として） から標本

に基づく記録があり、 与論島 （本研究） の

1 標本は、本種の日本からの初記録となる。

備考　与論島から得られた 1 標本は、 ヤマ

ブキハタの口腔内から摘出されたもので、

釣獲時に胃から吐き出されたものと考えら

れる。 そのため、 鰭の軟条部や被鱗域が

かなり損傷しているが、 胸鰭鰭条は最上部

の 1 本を除き分枝する、 涙骨を含む吻 ・

下顎腹面 ・ 主上顎骨は無鱗、 体高は体長

の 35.6%、 眼窩径は頭長の 30.0%、 両顎

に犬歯状歯をもつ、 下顎の歯は内側が特

に大きくはない、 下肢鰓耙数は 11 本、 前

鰓蓋骨後縁上部は鋸歯状で、 下部に 2 本

の前向棘をもつ、 背鰭第 3 棘が最長、 側

線上方横列鱗数は 3 枚、 胸鰭鰭条数は

13 本、 体側に黄色小斑で被われる赤橙色

斑もしくは赤橙色横帯があるなどの特徴が、

Randall (1980) の原記載および Randall 
(1996) の検索表に使われた標徴とよく一致

した。

　本標本の尾柄部の鱗はほぼ脱落してい

るため、 その部分の側線の状態を確認で

きず、 側線有孔鱗数についても正確に計

数できない。 しかし、 残された鱗鞘から

推定される鱗数は 28 枚もしくは 29 枚で、

Randall (1996) に示された P. wheeleri の

範囲 （28–30 枚） に収まった。 一方、 背

鰭第 3 棘長は頭長の 37.7% で、 Randall 
(1996) が 示 し た 範 囲 （40.8–42.6） よ り

も短かった。 これは与論島産の標本サイ

ズが体長 50.6 mm と小さいことに起因す

る個体変異とみなした （上記の値は体長

70.7–82.8 mm のタイプシリーズに基づく

と思われる）。 なお、 Lee (1990) が台湾

から報告した P. helenae は、 その図や記

載から判断して P. wheeleri の誤同定、 P. 
wheeleri として報告した種は、 体側下半部

に斑紋がなく、 側線有孔鱗数が 31 枚、 下

肢鰓耙数が 9–10 本などの特徴から、 真

の P. wheeleri とは別種と考えられる。

　本種の体に散在する黄色斑は、 咲き乱れ

るタンポポを連想させるので、 与論島産の

標本に基づき新標準和名フジナハナダイを

提唱する。 「フジナ＝藤菜」 はタンポポの

古名のひとつ。

（瀬能　宏）

スズキ目 ハタ科 スジアラ属

コクハンアラ
Plectropomus laevis
(Lacepède, 1801)

形態　背鰭 VIII, 11 ； 臀鰭 III, 7 ； 胸鰭 16– 
18 ； 腹鰭 I, 5 ； 有孔側線鱗 92–115 ； 縦列

鱗 123–153。 体は側扁し、 体高は低い。

主鰓蓋骨上に 3 本の棘を有する。 口は正

中線より下方に開口し、 主上顎骨後端は眼

の直下に位置する。 鼻孔周囲に深い溝が

ある。 背鰭は棘条部が軟条部より低く、 棘

条上部で浅い切れ込みが入り、 棘条部と

軟条部の間の欠刻はやや明瞭。 臀鰭第 1
棘は不顕著で皮下に埋没する。 尾鰭後縁

は浅い湾入形。

色彩　体色は薄い茶褐色で腹部はやや淡

色になる。 後頭部から背鰭後端にかけて 4
本の不定形の暗色横帯がある。 各鰭は黄

色で、 胸鰭基底に濃褐色斑がある。 尾柄

付近から尾鰭にかけて縁取りのある瞳孔よ

り小さい青色もしくは青白色点が散在する。

下顎先端はやや黄味を帯びる。 成魚およ

び老成魚の体色は濃褐色もしくは濃い赤色

で頭部、 体側全面に縁取りのある瞳孔よ

り小さい青色もしくは青白色点が散在する。

胸鰭基部は濃褐色であり、 縁辺は鈍い橙

色になる。

分布　インド ・ 太平洋 （紅海 ・ ペルシャ湾

を除く） に分布する。 国内では伊豆諸島、

小笠原諸島、和歌山県以南の太平洋沿岸、

大隅諸島、 与論島を含む琉球列島に分布

する。 水深 90 m に以浅に生息する。

備考　本種は同属他種と比較して、 体側に

目立った濃褐色横帯があることにより容易

に識別される。 ただし老成魚はスジアラ P. 
leopardus (Lacepède, 1802) とひじょうに

よく似るが、 体側の青色小点が相対的に大

きく少ないこと、 胸鰭は基部が濃色で縁辺

が橙色になることにより識別される。 なお全

長 10 cm 以下の幼魚では色彩がシマキン

チャクフグ Canthigaster valentini (Bleeker, 
1853) にひじょうによく似ており、 ベーツ型

擬態の可能性があるとされている （瀬能、

1997）。 与論島では沖合から釣獲された。

（桜井　雄）

■ コクハンアラ　Plectropomus laevis　KAUM–I. 51454, 345.5 mm SL
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スズキ目 ハタ科 スジアラ属

スジアラ
Plectropomus leopardus
(Lacepède, 1802)

形態　背鰭 VIII, 11 ； 臀鰭 III, 8 ； 胸鰭 14– 
17 ； 腹鰭 I, 5 ； 有孔側線鱗 81–99 ； 縦列

鱗 112–130。 体は側扁し、 体高は低い。

主鰓蓋骨上に 3 本の棘を有する。 口は正

中線より下方に開口し、 主上顎骨後端は眼

の直下に位置する。 鼻孔周囲に深い溝が

ある。 背鰭は棘条部が軟条部より低く、 棘

条上部で浅い切れ込みが入り、 棘条部と

軟条部の間の欠刻はやや明瞭。 臀鰭第 1
棘は不顕著で皮下に埋没する。 尾鰭後縁

は浅い湾入形。

色彩　体色は明るい橙色、 赤褐色もしくは

やや薄い茶褐色で腹部はやや淡色になる。

体側には瞳孔より小さい青色もしくは青白

色点がやや密に散在するが下顎から腹部

にかけてはほとんどない。 背鰭、 臀鰭およ

び尾鰭は体側と同色で青色の小斑点があ

る。 胸鰭および腹鰭はやや黄味を帯び縁

辺は朱色。 個体により胸鰭はややくすんだ

薄い褐色になるものもいるが、 明瞭な濃褐

色部をもたない。

分布　西太平洋、 オーストラリア北西部に

分布する。 国内では伊豆諸島、 山口県

（日本海） と相模湾以南の南日本、 大隅

諸島、 与論島を含む琉球列島に分布する。

水深 3–100 m に生息する （Heemstra & 
Randall, 1993）。

備考　本種とコクハンアラ P. laevis (Lace-
pède, 1801) の老成魚との識別点はコクハ

ンアラの項参照のこと。 またフィリピンから

オーストラリア北部で同所的に生息する同

属の P. maculatus (Bloch, 1790) は頭部

に少ない縦長の青色小点があることにより

識別される。

　与論島では供利沖水深 40 m から採集さ

れたほか茶花沖の水深 30 m から観察され

た。

（桜井　雄）

■ スジアラ　Plectropomus leopardus　FRLM 42899, 300.8 mm SL

■ スジアラ　Plectropomus leopardus　KAUM–I. 46004, 343.7 mm SL

■ スジアラ　Plectropomus leopardus　18 Apr. 2012

　Photo by S. Harazaki
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スズキ目 ハタ科 ナガハナダイ属

ハナゴイ
Pseudanthias pascalus
(Jordan & Tanaka, 1927)

形 態　 背 鰭 X, 15–17 ； 臀 鰭 III, 7 –8 ；

胸 鰭 16–19 ； 腹 鰭 I, 5 ； 有 孔 側 線 鱗

48–52 ； 側線上方横列鱗 6 ； 側線下方横

列鱗 15–16。 体は側扁し、 体高は低い。

主鰓蓋骨上に 3 本の棘を有する。 口は正

中線上に開口し尖る。 口裂はやや下方向

に開き、 主上顎骨後端は眼の直下に位置

する。 背鰭棘条上部で浅い切れ込みが入

り、 棘条部と軟条部の間の欠刻はない。

雄の背鰭軟条は第 10–12 軟条が他の軟条

よりも長く、 鰭が大きく広がる。 雌雄とも背

鰭棘に伸長はみられない。 臀鰭後縁は尖

る。 尾鰭後縁は深く二叉し両葉とも糸状に

伸長する。 下鰓蓋骨後縁は鋸歯状。 眼の

後縁に小乳頭状突起がある。

色彩　体色は雌雄とも明るい赤紫色で頭部

下面から腹部は淡色になる。 吻端から眼を

通り胸鰭基底に達する 1 橙色縦帯がある。

雄の背鰭第 6 棘先端付近から後方は濃い

赤色が大きく広がる。 尾鰭は両葉の外縁が

赤紫色で中央および後縁がくすんだ黄色。

腹鰭、 臀鰭は白く縁辺はやや薄い赤紫色

の縁取りがある。 胸鰭は透明で不規則な

■ ハナゴイ　Pseudanthias pascalus　Male　KAUM–I. 46033, 117.1 mm SL

■ ハナゴイ　Pseudanthias pascalus　KAUM–I. 40151, 112.9 mm SL

■ ハナゴイ　Pseudanthias pascalus　Female　KAUM–I. 46034, 99.6 mm SL
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橙色線が入る。 雌は体側に鱗に沿った橙

色小点が列をなして並ぶ。 背鰭は体色と同

色で鰭膜に体側と同色の小斑点が不規則

に並ぶ。 腹鰭、 臀鰭は白く縁辺はやや薄

い赤紫色の縁取りがある。 尾鰭は両葉の

中央がやや黄味を帯びるが後縁は淡色。

分布　西 – 中央太平洋 （ハワイ諸島とイー

スター島を除く） に分布する。 国内では伊

豆諸島、 小笠原諸島、 相模湾以南の太平

洋沿岸、 大隅諸島、 トカラ列島、 与論島を

含む琉球列島に分布する。 水深 1–60 m
のサンゴ礁や岩礁域に生息する。

備考　本種は同属他種と比較して、 体色が

赤紫色であること、 口が尖ること、 背鰭棘

が糸状に伸長しないこと、 体側に赤色の斑

紋を持たないことで識別できる。 与論島で

は西岸や茶花沖の水深 10–25 m で採集、

観察された。

（桜井　雄） ■ ハナゴイ　Pseudanthias pascalus　18 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki

■ スミレナガハナダイ　Pseudanthias pleurotaenia　18 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki

スズキ目 ハタ科 ナガハナダイ属

スミレナガハナダイ
Pseudanthias pleurotaenia
(Bleeker, 1857)

形態　背鰭 X, 16–18 ； 臀鰭 III, 7 ； 胸鰭

17–19 ； 腹鰭 I, 5 ； 有孔側線鱗 44–51 ；

側 線 上 方 横 列 鱗 7 ； 側 線 下 方 横 列 鱗

18–19。 体は側扁し、 体高は低い。 主鰓

蓋骨上に 3 本の棘を有する。 口は正中線

上に開口し頭部輪郭は丸い。 口裂はやや

下方向に開き、 主上顎骨後端は眼の後縁

を越えない。 背鰭棘条上部で浅い切れ込

みが入り、 棘条部と軟条部の間の欠刻は

ない。 背鰭第 3 棘が最も長く、 雄ではやや

伸長する。 臀鰭後縁は尖る。 尾鰭後縁は

湾入形で伸長部はない。 下鰓蓋骨後縁は

鋸歯状。

色彩　雄の体色は朱色で腹部は淡色にな

る。 眼から胸鰭基底に達する 1 赤色縦帯

があり、 その上方の鰓蓋部と下方の下顎

から腹鰭基底にかけては明瞭に淡色にな

る。 胸鰭後方の体側中央部に大きな薄い

赤紫色の四角斑がある。 背鰭は薄い赤色

で背鰭第 4 棘から最終棘までの先端はや

や濃い赤色、 後端付近に同じく濃い赤色の

1 斑がある。 臀鰭は白く、 鰭中央に黄色の

不定型な斑紋があり後部に濃い赤色の斑

点が数個みられる。 尾鰭は薄い朱色で先

端は淡色、 両葉に黄色の斑紋が 1 対ある。

腹鰭は薄い赤色で胸鰭は薄い赤紫色。 雌

の体色は明るい橙色で体側の各鱗には濃

い黄橙色の小点がある。 眼から胸鰭基底

を通り体側後半に達する 3 黄橙色縦帯が

あり、 縦帯間は淡色になる。 頬部から胸鰭

基底下を通り腹鰭基底にかけては淡色にな

る。 背鰭および尾鰭は薄い黄橙色で濃い

黄橙色の斑点があり、 臀鰭は棘条部分が

淡色で軟条部分には黄橙色の斑点列があ

る。 腹鰭は透明で胸鰭は薄い黄橙色。

分布　西太平洋に分布する。 国内では伊

豆諸島、 駿河湾以南の太平洋沿岸、 大隅

諸島、 与論島を含む琉球列島に分布する。

水深 6–70 m のサンゴ礁や岩礁域に生息

する。

備考　本種は同属他種と比較して、 尾鰭に

糸状の伸長部がないこと、 背鰭棘先端の

鰭膜が切れ込むこと、 吻端が丸いこと、 雄

の体側に大きな赤紫色の四角い斑紋があ

ることで識別される。

　与論島では茶花沖の水深 30 m で観察さ

れた。

（桜井　雄）
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キンギョハナダイ
Pseudanthias squamipinnis
(Peters, 1855)

形態　背鰭 X, 17 ； 臀鰭 III, 7 ； 胸鰭 16–
18 ； 腹鰭 I, 5 ； 有孔側線鱗 39–43 ； 側線上

方横列鱗 6–7 ； 側線下方横列鱗 16–19。

体は側扁し、 体高は低い。 主鰓蓋骨上に

3 本の棘を有する。 口は正中線上に開口し

頭部輪郭は丸い。 口裂はやや下方向に開

き、 主上顎骨後端は眼の後縁を越えない。

背鰭第第 1–3 棘条上部で浅い切れ込みが

入り、 棘条部と軟条部の間の欠刻は浅い。

背鰭第 3 棘は伸長する。 背鰭第 3–10 棘

間の鰭膜は鰭条に沿って交互に棘先端付

近まで鱗で覆われる。 背鰭および臀鰭後

縁はやや尖る。 尾鰭後縁は湾入形で両葉

はやや伸長する。

色彩　雄の体色は明るい橙色で腹部は淡

色になる。 眼から胸鰭基底に達する 1 濃橙

色縦帯があり、 上下縁辺は赤紫色。 体側

全面に黄橙色の不規則な小点がある。 胸

鰭下の体側に 1 赤色斑がある場合もある。

背鰭は薄い橙色で不規則な黄橙色点が密

に存在する。 尾鰭は黄色で後方の中央部

は淡色で黄橙色の点列がある。 臀鰭の縁

辺は黄色く、鰭膜は透明であり、鰭条に沿っ

た不規則な黄橙色斑がある。 胸鰭は薄い

橙色。 雌の体色は明るい橙色で腹部は淡

色。 体側全面に黄橙色の不規則な小点が

ある。 眼から胸鰭基底に達する 1 赤紫色

縦帯がある。 背鰭は薄い黄橙色で軟条部

先端はやや朱色を帯び不規則な濃橙色斑

が散在する。 尾鰭の上下葉は黄橙色で中

央部は淡色で黄橙色の点列がややみられ

る。 臀鰭、 腹鰭および胸鰭は黄橙色。

分布　インド ・ 太平洋に分布する。 国内で

は伊豆諸島、小笠原諸島、山口県 （日本海）

と相模湾以南の南日本、 大隅諸島、 与論

島を含む琉球列島に分布する。 水深 2–58 
m のサンゴ礁や岩礁域に生息する。

備考　本種は同属他種と比較して、 雌雄と

もに体色は明るい橙色で体側に目立った斑

紋をもたないこと、 背鰭棘間の鰭膜が鰭条

に沿って交互に棘先端付近まで鱗で覆わ

れることで識別される。 色彩に地理的変異

があり分類学的検討が必要とされる （瀬能、

1997 ； 吉野、 2008）。

（桜井　雄）

■ キンギョハナダイ　Plectropomus squamipinnis　KAUM–I. 42698, 23.8 mm SL

■ キンギョハナダイ　Plectropomus squamipinnis　KAUM–I. 58393, 44.5 mm SL
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スズキ目 ハタ科 トゲメギス属

トゲメギス
Pseudogramma polyacantha
(Bleeker, 1856)

形 態　 背 鰭 VII–VIII, 19–22 ； 臀 鰭 III, 
16–18 ； 胸鰭 14–17 ； 腹鰭 I, 5 ； 背鰭前

方鱗 18–20 ； 側線鱗 31–40。 体は細長く、

やや側扁する。 吻端はやや尖る。 背鰭起

部は胸鰭起部のやや後方直上に位置する。

腹鰭起部は胸鰭起部のやや前方下方に位

置する。 胸鰭後端は臀鰭始部を越える。

背鰭基底は長い。 尾鰭は円形。

色彩　体色は変異に富む。 頭部は黒色か

ら鶯色で不規則な白色線がはしる。 体側部

は灰色から黒みを帯びた鶯色で、 白色斑

が散在する。 背鰭、 臀鰭および尾鰭は黒

みを帯びた鶯色で、 縁辺は白色を呈する。

腹鰭と胸鰭は透明。

分布　インド ・ 太平洋に分布する。 国内で

は伊豆諸島、 小笠原諸島、 大隅諸島、 琉

球列島に分布する。

備考　トゲメギス属は Randall & Baldwin 

(1997) によって包括的な分類学的研究が

行われ、 同属の中で日本に分布するのは

トゲメギス 1 種のみである。 与論島から得

られたトゲメギスは水深 15–17 m に生息し

ていた。

（吉田朋弘）

■ トゲメギス　Pseudogramma polyacantha　BSKU 108297, 11.5 mm SL

スズキ目 ハタ科 ヤマブキハタ属

ヤマブキハタ
Saloptia powelli
Smith, 1964

形態　背鰭 VIII, 11–12 ； 臀鰭 III, 8 ； 胸鰭

14–15 ； 腹鰭 I, 5 ； 有孔側線鱗 70–78 ；

縦列鱗127–133。体は側扁し、体高は低い。

主鰓蓋骨上に 3 本の棘を有する。 口は正

中線より下方に開口し、 主上顎骨後端は眼

の後縁直下に位置する。 背鰭は棘条上部

で浅い切れ込みが入り、 棘条部と軟条部

の間の欠刻は浅い。 前鰓蓋骨下縁に前向

棘がある。 臀鰭第 1 棘は顕著で露出する。

尾鰭後縁は截形もしくは浅い湾入形。

色彩　体色は薄い桃色で腹部はやや淡色

になる。 頭部や鰓蓋部、 体側上部に不定

型な黄色斑があり、 それ以外に斑紋、 斑

点はない。 背鰭、 臀鰭および尾鰭は黄色

で縁辺はやや淡色になる。 腹鰭は体側と

同じく薄い桃色。 胸鰭の鰭条は橙色で鰭膜

は透明。

分布　台湾南部、 マリアナ諸島、 マーシャ

ル諸島、 ポリネシアに分布する。 国内では

与論島、 沖縄県、 小笠原諸島に分布する。

水深 140–367 m に生息する （Heemstra 
& Randall, 1993）。

備考　本種は体側に目立った斑紋がないこ

と、 前鰓蓋骨下縁に前向棘をもつこと、 臀

鰭第 1 棘が皮下に埋没しないことからハタ

科の他種と識別できる。 なおヤマブキハタ

属は全世界に 1 属 1 種である。

　与論島では沖合の 130–250 m で釣獲さ

れた。 瀬能 （2013） によれば本種の分布

北限は沖縄県であり、 与論島の採集記録

は標本に基づく北限記録である可能性が高

い。

（桜井　雄）

■ トゲメギス　Pseudogramma polyacantha　KAUM–I. 50860, 17.8 mm SL

■ トゲメギス　Pseudogramma polyacantha　KAUM–I. 58316, 37.7 mm SL
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■ ヤマブキハタ　Saloptia powelli　KAUM–I. 41226, 337.3 mm SL

スズキ目 ハタ科 ハナゴンベ属

ハナゴンベ
Serranocirrhitus latus
Watanabe, 1949

形態　背鰭 X, 18–20 ； 臀鰭 III, 7 ； 胸鰭

13–14 ； 腹鰭 I, 5 ； 有孔側線鱗 33–38 ；

側 線 上 方 横 列 鱗 5 ； 側 線 下 方 横 列 鱗

11–12。 体は側扁し、 体高は高く輪郭は円

形に近い。 主鰓蓋骨上に 3 本の棘を有す

る。 口は正中線よりやや下に開口し、 口裂

はやや下方向に開き、 主上顎骨後端は眼

の後縁を越えない。 頭部輪郭は吻から後

頭部にかけてやや直線的角度は深く、 後

頭部から背鰭基部は丸い。 背鰭棘条上部

で浅い切れ込みが入り、 棘条部と軟条部

の間の欠刻は浅い。 背鰭棘は伸長しない。

腹鰭最長軟条と臀鰭後縁は伸長する。 尾

鰭後縁は深い二叉形で両葉の先端は細く

伸長する。

色彩　体色は明るい橙色。 眼前に吻に達

する 1 黄色線が、 眼後から胸鰭基底に達

する 2 黄色縦線がある。 鼻部背面や後頭、

眼の上方に薄い黄色の不定形の斑紋があ

る。 体側の各鱗に 1 黄色点があり点列を

なす。 鰓蓋後縁上部に鱗の斑点より大き

い 1 黄色斑がある。 背鰭の鰭条は薄い黄

色で鰭膜は透明、 基底から先端にかけて

グラデーション状になり前方から後方にか

けては破線状を呈する。 臀鰭は前縁が淡

色で縁取られ前方および基底はくすんだ黄

色、 後方は淡色で赤い不規則の点列があ

る。 尾鰭は上下縁が淡色で縁取られ、 両

葉の中央部は黄色、 中央軟条と後縁は淡

色である。 腹鰭の鰭条は白く鰭膜は透明、

胸鰭の鰭条は薄い桃色で鰭膜は透明。

分布　西太平洋に分布。 国内では伊豆諸

島、 静岡県以南の太平洋沿岸、 大隅諸島、

与論島を含む琉球列島に分布する。 水深

9–70 m のサンゴ礁や岩礁域に生息する。

備考　ハナゴンベ属は全世界に 1 属 1 種で

あり、 ハタ科の他種とは独特の輪郭の丸い

体型により容易に識別される。

（桜井　雄）

■ ハナゴンベ　Serranocirrhitus latus　KAUM–I. 58391, 46.4 mm SL
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■ バラハタ　Variola louti　FRLM 43041, 140.3 mm SL

■ バラハタ　Variola louti　17 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki

スズキ目 ハタ科 バラハタ属

バラハタ
Variola louti
(Forsskål, 1775)

形態　背鰭 IX, 13–14 ； 臀鰭 III, 8 ； 胸鰭

16–19 ； 腹鰭 I, 5 ； 有孔側線鱗 66–77 ；

縦列鱗 113–135。体は側扁し、体高は低い。

主鰓蓋骨上に 3 本の棘を有する。 口は正

中線より下に開口し、 主上顎骨後端は眼の

後縁直下に位置する。 背鰭は棘条上部で

浅い切れ込みが入り、 棘条部と軟条部の

間の欠刻はほとんどない。 尾鰭後縁は深く

湾入し三日月形で両葉の先端は細く尖る。

色彩　体色は濃い赤褐色で腹部はやや明

色になる。 個体によっては体側に黒色の不

定形斑をもつ場合がある。 頭部から体側に

かけて瞳孔より小さいもしくは水平方向に

やや長い赤褐色もしくは青白色点がやや密

に散在するが下顎から腹部にかけてはほと

んどない。 背鰭、 臀鰭および尾鰭は体側と

同色で斑点がある。 腹鰭は薄い赤褐色で

腹鰭はやや濃い赤褐色で斑点はない。 各

鰭とも後部は明瞭に黄色い。 幼魚は眼の

後方から尾柄にかけて 1 黒色縦帯があり、

成長に伴い眼の後方から背鰭基底後端の

1 縦帯と尾鰭基底上部の 1 黒斑に分かれ、

その後黒色部は消失する。 幼魚の黒色縦

帯より下は明瞭に淡色で生時は特に白くみ

える。

分布　インド ・ 太平洋に分布する。 国内で

は伊豆諸島、 小笠原諸島、 相模湾以南の

太平洋沿岸、 大隅諸島、 与論島を含む琉

球列島に分布する。 水深 3–240 m に生息

する （Heemstra & Randall, 1993）。

備考　本種は同属のオジロバラハタ V. albi-
marginata Baissac, 1953 とひじょうによく

似るが、 オジロバラハタは尾鰭後縁が白く

縁取られること、 幼魚期の色彩は成魚とほ

ぼ変わりなく体側に黒色縦帯を持たないこ

とにより識別される。

　与論島では供利の水深 10–20 m で採

集されたほか、 前浜の水深 15 m で幼魚

が確認された。 本種は地域によってはシ

ガテラ中毒が報告されている （大城ほか、

2004）。

（桜井　雄）
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スズキ目 メギス科 オオメタナバタメギス属

オオメタナバタメギス
Amsichthys knighti
(Allen, 1987)

形 態　 背 鰭 І, 23 ； 臀 鰭 І, 14 ； 胸 鰭 16 
–17 ； 腹鰭 І, 4 ； 尾鰭分枝鰭条 15 ； 縦列

鱗 32–33 ； 臀鰭起点水平鱗列 12–13 ； 尾

柄周鱗 16 ； 背鰭前方鱗列 9–10 ； 前鰓鱗

列 2–3 ； 鰓耙 4–5 + 9–10 = 13–15 ； 偽鰓 
4–6。 側線はなく、 鰓孔上端の上に 1 有孔

鱗がある。 主上顎骨の後端は、 虹彩の先

端に達する。 背鰭始部は腹鰭始部の直上

やや後方に位置する。 臀鰭始部は背鰭第

11 軟条直下に位置する。 腹鰭は長く、 そ

の先端が肛門に達する。 尾鰭は円形に近

く、 両角に丸みを帯びる。

色彩　体全体は黄緑色。 吻端から頭頂部

にかけてと前鰓蓋骨下方前部は白色を帯

びる。 背鰭と臀鰭は白色である鰭膜の周縁

部を除き、 一様に黄緑色を呈する。 胸鰭

は透明。 尾鰭は黄緑色。 瞳孔は黒色で西

洋梨型をなす。 虹彩の地色は白色で、 「コ」

の字状に黄色がかった赤色を呈する。

分布　インド ・ 西太平洋に分布する。 国内

では大隅諸島と琉球列島から記録されてい

る。

備考　与論島では水深 12–17 m の岩礁域

から採集された。 吉田ほか （2013） は与

論島産の 1 標本 （KAUM–I. 50857、 体長

17.9 mm） をタナバタメギスと同定し掲載し

た。 しかしながら本標本は眼が大きく、 眼

径が体長の 11.1% であることから、 オオメ

タナバタメギスであることが判明した。

（吉田朋弘）

■ オオメタナバタメギス　Amsichthys knighti　KAUM–I. 50857, 17.9 mm SL

■ オオメタナバタメギス　Amsichthys knighti　KAUM–I. 58522, 26.9 mm SL

■ オオメタナバタメギス　Amsichthys knighti　KAUM–I. 58475, 23.1 mm SL
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■ メギス　Labracinus cyclophthalmus　FRLM 42889, 95.6 mm SL ■ メギス　Labracinus cyclophthalmus　KAUM–I. 46065, 79.6 mm SL

■ メギス　Labracinus cyclophthalmus　KAUM–I. 47954, 46.0 mm SL ■ メギス　Labracinus cyclophthalmus　15 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki

央から尾柄部にかけて赤色を呈する （一様

に暗緑褐色を呈する個体もいる）。 背鰭は

暗緑色で、 多数の黒色斑が列をなすように

並ぶ。 背鰭縁辺は白色で、 その下は赤色

で縁取られる。 尾鰭は赤色がかった暗緑

色。 臀鰭はさまざまで、 灰色がかった赤色

の個体や暗緑色で縁辺は白色で、 その下

は赤色で縁取られる個体もいる。 胸鰭と腹

鰭は黄色から黄緑色を呈する。

分布　西太平洋の熱帯域に広く分布する。

国内では和歌山県以南の太平洋沿岸、 大

隅諸島および琉球列島に分布する。

スズキ目 メギス科 メギス属

メギス
Labracinus cyclophthalmus
(Müller & Troschel, 1849)

形 態　 背 鰭 II, 25 ； 臀 鰭 III,14 ； 胸 鰭 18 
–19 ； 側線有孔鱗 53–56 + 19–24 ； 背鰭

前方鱗 28–30。 体は細長く側扁する。 頭

部眼上縁は丸い。 吻端はやや尖り、 下顎

の方が上顎より突出する。 主上顎骨の後

端は、 眼の先端に達する。 背鰭始部は腹

鰭始部の直上よりやや前方に位置する。

臀鰭始部は背鰭第 10 軟条直下に位置す

る。 胸鰭の先端は臀鰭第 8–9 軟条基部中

央下にある。 尾鰭は円形。

色彩　雌雄ともに体色は変異に富む。 雄は

吻端から頭頂部にかけては赤みを帯びた

黄緑色から緑色を呈する。 頭部から腹部

にかけては赤色から橙色。 体側は橙色か

ら鮮やかな赤色を呈する。 背鰭、 臀鰭およ

び尾鰭は一様に赤い。 胸鰭と腹鰭は黄色

である （水中写真では赤色）。 背側に黒色

斑が線をなすように並ぶ。 雌は吻端から体

側中央にかけて暗緑褐色を呈し、 体側中

■ メギス　Labracinus cyclophthalmus　KAUM–I. 50845, 99.4 mm SL
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備考　本種は雌雄で色彩が異なり変異に富

む。 メギス科魚類の中でも大型で体長 12 
cm ほどにも達し、 釣りで採集されることが

ある。 与論島では水深 2–5 m の岩礁域か

ら採集された。

（吉田朋弘）

スズキ目 メギス科 クレナイニセスズメ属

クレナイニセスズメ
Pictichromis porphyrea
(Lubbock & Goldman, 1974)

形態　背鰭 III, 22 ； 臀鰭 III, 11–12 ； 胸鰭

17–18 ； 腹鰭 I, 5 ； 側線有孔鱗 21–25 + 
7–10 ； 背鰭前方鱗 14–15。 体は細長く側

扁する。 頭部眼上縁は丸い。 吻端はやや

尖る。 背鰭棘は細くてしなやか。 主上顎骨

の後端は、 虹彩の先端に達する。 背鰭始

部は腹鰭始部の直上に位置する。 臀鰭始

部は背鰭第 9 軟条直下に位置する。 胸鰭

の先端は背鰭第 7 軟条直下に位置する。

色彩　体色は一様に紫色を呈する。 尾鰭基

部を除いて各鰭は透明。

分布　西太平洋に分布する。 国内では大

隅諸島と琉球列島から記録されている。

備考　本科魚類の中で体色が一様に赤

紫 色 を 呈 す る 種 は、 本 種 と P. fridmani 
Klausewitz, 1968 の 2 種のみが知られて

いる。 前者は吻端から眼まで暗灰色線が

ないこと （後者はある）、 背鰭軟条数が

21–22 であること （25–27）、 臀鰭軟条数

が 10–12 であること （14–15） から容易に

識別される。

　華やかな外見から観賞魚として人気があ

る。 与論島では水深 2–17 m の岩礁域か

ら採集された。

（吉田朋弘）

■ クレナイニセスズメ　Pictichromis porphyrea　16 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki

■ メギス　Labracinus cyclophthalmus　KAUM–I. 58387, 74.8 mm SL

■ クレナイニセスズメ　Pictichromis porphyrea　KAUM–I. 58477, 48.9 mm SL
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■ クレナイニセスズメ　Pictichromis porphyrea　BSKU 108328, 45.3 mm SL

■ クレナイニセスズメ　Pictichromis porphyrea　KAUM–I. 50861, 24.3 mm SL ■ クレナイニセスズメ　Pictichromis porphyrea　BSKU 106138, 23.7 mm SL

スズキ目 メギス科 ニセスズメ属

リュウキュウニセスズメ
Pseudochromis cyanotaenia
Bleeker, 1857

形態　背鰭 III, 21–23 ； 臀鰭 III, 12–14 ；

胸鰭 16–20 ； 側線有孔鱗 23–31 + 6–11 ；

背鰭前方鱗 11–19。 体は細長く側扁する。

頭部眼上縁は丸い。 吻端はやや尖る。 背

鰭棘は細くてしなやか。主上顎骨の後端は、

虹彩の先端に達する。 背鰭始部は腹鰭始

部の直上やや後方に位置する。 臀鰭始部

は背鰭第 9 軟条直下に位置する。 胸鰭の

先端は背鰭第 7 軟条直下に位置する。 尾

鰭は円形に近く、 両角に丸みを帯びる。

色彩　雄は吻端から腹部にかけて黄色を呈

する。 上部側線に沿って 1 黄色縦線がは

しる。 その他の体側は紺色を呈する。 体

側に 9 本の淡青色の横線がはいる。 胸鰭

■ リュウキュウニセスズメ　Pseudochromis cyanotaenia　KAUM–I. 40003, 17.5 mm SL
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■ リュウキュウニセスズメ　Pseudochromis cyanotaenia　Male　KAUM–I. 51444, 34.5 mm SL

■ リュウキュウニセスズメ　Pseudochromis cyanotaenia　Male　KAUM–I. 58313, 37.5 mm SL

■ リュウキュウニセスズメ　Pseudochromis cyanotaenia　Female　KAUM–I. 58312, 41.6 mm SL

と腹鰭は黄色。 背鰭、 臀鰭および尾鰭は、

各基底部は紺色を呈し、 縁辺は淡色。 雌

は吻端から上方側線後端付近にかけて褐

色を呈し、 上方側線後端付近からは黄色。

背鰭は一様に赤色で、 後方は黄色がかる。

胸鰭と腹鰭は透明であるが、 鰭条は赤色

を呈する。 尾鰭は黄緑色。

分布　インド ・ 西太平洋に分布する。 国内

では伊豆諸島、 大隅諸島、 琉球列島から

記録されている。

備考　本種は前方側線鱗数の最頻値が

28–29 であること、 背鰭軟条数の最頻値が

22 であること、 および臀鰭軟条数の最頻

値が 13 であることにより日本産同属他種と

識別される。

　与論島では水深 0.3–10 m の岩礁域やタ

イドプールから採集された。

（吉田朋弘）
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Pseudochromidae
Dottybacks

■ コガネニセスズメ　Pseudochromis luteus　KPM-NI 30897, 39.6 mm SL

■ コガネニセスズメ　Pseudochromis luteus　KAUM–I. 51418, 39.0 mm SL

■ コガネニセスズメ　Pseudochromis luteus　KPM-NI 30732, 33.3 mm SL
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Dottybacks

スズキ目 メギス科 ニセスズメ属

コガネニセスズメ
Pseudochromis luteus
Aoyagi, 1943

形態　背鰭 III, 24–26 ； 臀鰭 III, 13–14 ；

胸鰭 16–19 ； 側線有孔鱗 26–32 + 5–13 ；

背鰭前方鱗 12–17。 体は細長く側扁する。

頭部眼上縁は丸い。 吻端はやや尖る。 背

鰭棘は細くてしなやか。主上顎骨の後端は、

虹彩の先端に達する。 背鰭始部は腹鰭始

部の直上に位置する。 臀鰭始部は背鰭第

10–11 軟条直下に位置する。 胸鰭の先端

は背鰭第 7–8 軟条直下に位置する。 尾鰭

は円形に近く、 両角に丸みを帯びる。

色彩　雄は吻端から鰓蓋部下方を通り、 胸

鰭付根は、 黄色を呈する。 体側は一様に

赤色。 胸鰭と腹鰭は透明であるが、 軟条

部は赤色を呈する。 背鰭と臀鰭は赤色だ

が、 その縁辺は白色。 尾鰭は黄色だが、

その後縁は淡赤色を呈する。 雌の体色は

灰紫色や赤褐色など変異に富む。 尾柄部

は桃色や暗赤色を呈する。 胸鰭と腹鰭は

透明。 背鰭と臀鰭は透明であるが、 基底

付近は体色と同色を呈する。

■ コガネニセスズメ　Pseudochromis luteus　KAUM–I. 45843, 25.8 mm SL■ コガネニセスズメ　Pseudochromis luteus　KAUM–I. 45888, 29.9 mm SL

分布　西太平洋に分布する。 国内では大

隅諸島と琉球列島から記録されている。

備考　本種は背鰭軟条数が 24–26 （最頻

値 25） であること、 臀鰭軟条数が 12–14
（最頻値 14） であることによって計数形質

がホシニセスズメ P. marshalensis Schultz, 
1953 と酷似するが、 コガネニセスズメは体

側の鱗の中央部に小斑点がないこと （ホシ

ニセスズメではあること） から識別される。

　与論島ではタイドプールや水深 0.3–8 m
の岩礁域から採集された。

（吉田朋弘）

スズキ目 メギス科 ニセスズメ属

ホシニセスズメ
Pseudochromis marshallensis
Schultz, 1953

形態　背鰭 III, 24–26 ； 臀鰭 III, 13–14 ；

胸鰭 17–19 ； 側線有孔鱗 24–32 + 6–15 ；

背鰭前方鱗 14–15。 体は細長く側扁する。

頭部眼上縁は丸い。 吻端はやや尖る。 背

鰭棘は細くてしなやか。主上顎骨の後端は、

虹彩の中央直下に達する。 上下顎の犬歯

状歯は同長。 体側の各鱗中央に 1 黄色小

斑があり、 縦列点状になる。 背鰭始部は

腹鰭始部の直上に位置する。 臀鰭始部は

背鰭第 11 軟条直下に位置する。 胸鰭の先

端は背鰭第 7 軟条直下に位置する。

色彩　体全体は暗紫色。 鱗の中央に黄色

小斑があり、 縦列点状に並ぶ。 背鰭と尾

鰭は縁辺を除き、 黄色。

分布　西太平洋に分布する。 国内では伊

豆諸島、 大隅諸島、 琉球列島から記録さ

れている。

備考　与論島では水深 1–17 m の岩礁域

から採集された。 本種は尾鰭後縁の形に

変異がみられ、 尾鰭の上 ・ 下方の軟条が

伸長するタイプと尾鰭後縁が丸いタイプが

知られている。 本調査では尾鰭後縁が丸

いタイプのみ得られた。

（吉田朋弘）

■ ホシニセスズメ　Pseudochromis marshallensis　KAUM–I. 58365, 37.6 mm SL
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Pseudochromidae
Dottybacks

■ ホシニセスズメ　Pseudochromis marshallensis　KAUM–I. 41113, 25.5 mm SL

■ ホシニセスズメ　Pseudochromis marshallensis　Male　KAUM–I. 39777, 43.0 mm SL

■ カツイロニセスズメ　Pseudochromis tapeinosoma　KAUM–I. 48014, 39.5 mm SL
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Dottybacks

スズキ目 メギス科 ニセスズメ属

カツイロニセスズメ
Pseudochromis tapeinosoma
Bleeker, 1853

形態　背鰭 III, 21–23 ； 臀鰭 III, 12–14 ；

胸鰭 17–19 ； 側線有孔鱗 20–27 + 4–11 ；

背鰭前方鱗 10–15。 体は細長く、側扁する。

頭部眼上縁は丸い。 吻端はやや尖る。 背

鰭棘は細くてしなやか。主上顎骨の後端は、

虹彩の先端に達する。 背鰭始部は腹鰭始

部の直上に位置する。 臀鰭始部は背鰭第

10 軟条直下に位置する。 胸鰭の先端は背

鰭第 7 軟条直下に位置する。 尾鰭は円形

に近く、 両角に丸みを帯びる。 背鰭軟条中

央部の体高が高い。

色彩　雌雄で体色が異なる。 雌の体色は

一様に暗灰色を呈し、 吻端から肛門にかけ

ての腹側は白みがかる。 胸鰭と腹鰭は透

明であるが、先端は薄褐色を呈する。 背鰭、

臀鰭および尾鰭は暗灰色を呈する。

分布　インド ・ 西太平洋に広く分布する。

国内では大隅諸島と琉球列島に分布する。

備考　与論島では水深 3 m の岩礁域から

採集された。

（吉田朋弘）

スズキ目 メギス科 タナバタメギス属

タナバタメギス
Pseudoplesiops rosae
Schultz, 1943

形態　背鰭 І, 22–23 ； 臀鰭 І, 13–14 ； 胸鰭

16 ； 腹鰭 І, 3 ； 尾鰭分枝鰭条 15–16 ； 縦

列鱗 27–29 ； 臀鰭起点水平鱗列 11–12 ；

尾柄周鱗 16；背鰭前方鱗列 7；前鰓鱗列 2；

鰓耙 3–5 + 8–9=12–14 ； 偽鰓 4–5。 側線

はなく、 鰓孔上端の上に 1 有孔鱗がある。

主上顎骨の後端は、 虹彩の中央に達する。

背鰭始部は腹鰭始部の直上やや後方に位

置する。 臀鰭始部は背鰭第 11 軟条直下に

位置する。 腹鰭は長く、 その先端が肛門に

達する。 尾鰭は円形に近く、 両角に丸みを

帯びる。

色彩　体全体は茶褐色。 吻端付近は赤色

を帯びる。 背鰭、 臀鰭および尾鰭は白色

である鰭膜の周縁部を除き、 一様に赤み

がかった黄緑色を呈する。 胸鰭は透明。

瞳孔は黒色で円形。 虹彩の地色は赤色で、

「コ」 の字状に黒色を呈する。 眼の後縁に

三日月型の黒色帯がある。

分布　インド ・ 西太平洋。 国内では琉球列

島に分布する。

備考　与論島では水深 10–17 m の岩礁域

から採集された。

（吉田朋弘）

■ タナバタメギス　Pseudoplesiops rosae　KAUM–I. 58439, 16.0 mm SL

■ タナバタメギス　Pseudoplesiops rosae　KAUM–I. 58438, 18.2 mm SL
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Plesiopidae
Roundheads

スズキ目 タナバタウオ科 フチドリタナバタウオ属

フチドリタナバタウオ
Acanthoplesiops psilogaster
Hardy, 1985

形態　背鰭 XVIII, 5 ； 臀鰭 VIII, 5 ； 胸鰭

17 ； 側線有孔鱗 9。 体は細長く、 側扁す

る。側線は不完全で、胸鰭後方で途切れる。

前鰓蓋骨に 2 棘ある。 口は大きく、 その後

端は瞳孔の後縁を越える。 下顎は上顎よ

り突出する。 背鰭始部は腹鰭直上に位置

する。 臀鰭始部は背鰭第 13 棘直下に位

置する。 胸鰭後端は背鰭第 8 棘直下に位

置する。 腹鰭後端は臀鰭始部に達しない。

主上顎骨後端は瞳孔の後端に達する。

色彩　体色は一様に黒褐色。 下顎先端か

ら上顎先端を通り、 背鰭始部にかけて白

色を呈する。 胸鰭基底に 1 白色点がある。

背鰭第 1 棘から第 2 棘にかけての背鰭基

底は白色を呈し、 その縁辺は黄色。 背鰭

第 3 棘から背鰭最終軟条にかけての背鰭

基底は黒褐色で、 その縁辺は橙色。 腹鰭、

臀鰭および尾鰭は、 一様に黒褐色で、 そ

の縁辺は橙色である。 胸鰭は透明。

分布　日本、 台湾およびフィリピンに分布す

る。 国内では伊豆諸島、 小笠原諸島、 和

歌山県、 愛媛県および鹿児島県から記録

されている。

備考　小型種で最大でも全長 3 cm ほど。

本種は大隅諸島で良くみられるが、 沖縄を

はじめとする琉球列島ではほとんど確認さ

れておらず、 与論産の標本は貴重である。

（吉田朋弘）

スズキ目 タナバタウオ科 ツバメタナバタウオ属

ツバメタナバタウオ
Assessor randalli
Allen & Kuiter, 1976

形 態　 背 鰭 XI, 10 ； 臀 鰭 III, 10 ； 胸 鰭

15 ； 腹鰭 I, 4 ； 側線有孔鱗 19–22 + 5–7 ；

背鰭前方鱗 19–20 ； 鰓耙 8–9 + 16–18 = 
25–26。 体は細長く、 側扁する。 瞳孔は西

洋梨型で前方に尖る。 背鰭始部は、 腹鰭

直上に位置する。 臀鰭始部は、 背鰭第 11
棘直下に位置する。 胸鰭後端は、 背鰭第

10 棘直下に位置する。 腹鰭後端は、 臀鰭

始部に達しない。 主上顎骨後端は、 瞳孔

中央に達する。 尾鰭後縁は深く二叉する。

色彩　体全体は紺色。 体側の各鱗中央に１

黄色小斑があり、 縦列点状に並ぶ。 背鰭、

臀鰭および尾鰭は一様に紺色で、 鰭条に

沿って橙色を帯びた黄色斑が列状に並ぶ。

腹鰭は紺色であるが、 腹鰭付根から第 2
軟条先端にかけて黄色を呈する。 胸鰭は

透明で、 後縁は黄色で縁取られる。

分布　西太平洋に分布する。 国内では大

隅諸島と琉球列島に分布する。

備考　本種はサンゴ礁の縁や岩の隙間など

の暗がりに生息し、 腹部を上に向け逆さに

泳ぐ。 本種は色彩が綺麗なため観賞魚とし

て人気がある。

（吉田朋弘）

■ ツバメタナバタウオ　Assessor randalli　15 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki

■ フチドリタナバタウオ　Acanthoplesiops psilogaster　KAUM–I. 45889, 19.9 mm SL
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Roundheads

■ ツバメタナバタウオ　Assessor randalli　KAUM–I. 41103, 41.0 mm SL

スズキ目 タナバタウオ科 トゲタナバタウオ属

トゲタナバタウオ
Belonepterygion fasciolatum
(Ogilby, 1889)

形態　背鰭 XVIII, 5 ； 臀鰭 X, 5 ； 胸鰭 17 ；

側線有孔鱗 35–36 + 22–23 + 30–31。 体

は細長く、 側扁する。 側線は 3 本で、 中

央のものは尾柄部まで達する。 前鰓蓋骨

に棘がない。 口は大きく、 その後端は瞳孔

中央直下を越える。 下顎は上顎より突出

する。 背鰭始部は、 胸鰭直上に位置する。

臀鰭始部は、背鰭第 10 棘直下に位置する。

胸鰭後端は、 背鰭第 7 棘直下に位置する。

腹鰭後端は、 臀鰭始部に達しない。

色彩　体側上方は黒色がかった茶色、 下

方は赤色。 体側には 9 本の黒褐色の横帯

がある。 下顎後端から眼の下側を通り、 体

側中央部にかけて白色を呈する。 鰓蓋上

方に 1 黒色点がある。 背鰭、 臀鰭および

尾鰭は、 一様に赤黒褐色で、 その縁辺は

白色である。 胸鰭および腹鰭は透明。

分布　西太平洋。 国内では伊豆諸島、 高

知県以南の太平沿岸、 大隅諸島および琉

球列島に分布する。

備考　小型種で最大でも全長 5 cm ほど。

（吉田朋弘）

■ トゲタナバタウオ　Belonepterygion fasciolatum　KAUM–I. 45889, 19.9 mm SL

スズキ目 タナバタウオ科 シモフリタナバタウオ属

シモフリタナバタウオ
Calloplesiops altivelis
(Steindachner, 1903)

形態　背鰭 XI, 9–10 ； 臀鰭 III, 9–10 ； 胸

鰭 19–20 ； 側 線 有 孔 鱗 19–20 + 9–10 ；

背鰭前方鱗 9–11。 体は細長く、 側扁する。

口裂は斜行し、 主上顎骨後端は瞳孔中央

に達する。 背鰭始部は、 腹鰭直上やや後

方に位置する。 臀鰭始部は、 背鰭第 10

棘直下に位置する。 胸鰭後端は、 臀鰭第

2 軟条直上に位置する。 腹鰭は長く、 その

後端は臀鰭始部を越える。 尾鰭は大きく、

尖形である。

色彩　体色は黒褐色で、 多数の小白色斑
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Plesiopidae
Roundheads

■ シモフリタナバタウオ　Calloplesiops altivelis　KAUM–I. 50807, 78.7 mm SL

スズキ目 タナバタウオ科 タナバタウオ属

タナバタウオ
Plesiops coeruleolineatus
Rüppell, 1835

形 態　 背 鰭 XI, 7 ； 臀 鰭 III, 8–9 ； 胸 鰭

21；背鰭前方鱗 6–7。 体は細長く側扁する。

口は大きく、 主上顎骨後端は眼の後端をは

るかに越える。 背鰭始部は腹鰭直上やや

後方に位置する。 臀鰭始部は背鰭第 9 棘

直下に位置する。 胸鰭後端は臀鰭始部直

上に位置する。 腹鰭後端は臀鰭始部に達

する。 腹鰭は長く、 その後端は臀鰭始部を

越える。 尾鰭は円形。

色彩　体色は一様に黒褐色である。 背鰭

は茶色。 背鰭棘付根から軟条部の中央に

青みを帯びた白色線がはしる。 その外側は

茶色を呈し、 背鰭第 1 棘中央部から背鰭

軟条部先端にかけて白色を呈する。 背鰭

棘縁辺の前半部は鮮やかな橙色を呈する。

臀鰭は茶色で、 臀鰭棘付根から軟条部中

央にかけて青色を帯びた白色線がはしる。

胸鰭は透明。 腹鰭は透明で、 小橙色斑が

散在する。 尾鰭は茶色で中央部後半は赤

色がかった黄色帯があり、 周縁部は白色を

呈する。

分布　インド ・ 西太平洋に広く分布する。

国内では伊豆諸島、 小笠原諸島、 伊豆半

島以南の太平洋沿岸、 大隅諸島および琉

球列島に分布する。

備考　タナバタウオ属魚類は、 これまで日

本から 6 種類が確認されている。 本種は

背鰭棘数が 11 であることから、 背鰭棘数

が 12 である残り 5 種と容易に識別される。

（吉田朋弘）

が散在する。 胸鰭は黄色。 胸鰭を除く各鰭

は黒褐色で、 小白色斑が散在する。 背鰭

基底後端に眼径大の 1 黒色斑があり、 上

方約 3 分の 2 を白色、 残りの 3 分の 1 を

黄色で縁取られる。

分布　インド ・ 西太平洋に広く分布する。

国内では伊豆諸島、 小笠原諸島、 和歌山

県以南の太平洋沿岸、 大隅諸島、 琉球列

島に分布する。

備考　鮮やかな体色を呈すことから、 観

賞魚として人気がある。 本種の体色はハ

ナビラウツボ Gymnothorax chlorostigma 
(Kaup, 1856) に似ており、 擬態の可能性

が指摘されている。

（吉田朋弘）

■ シモフリタナバタウオ　Calloplesiops altivelis　KAUM–I. 58410, 28.0 mm SL
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Roundheads

■ タナバタウオ　Plesiops coeruleolineatus　KAUM–I. 45910, 46.8 mm SL

スズキ目 タナバタウオ科 タナバタウオ属

アマミタナバタウオ
Plesiops verecundus
Mooi, 1995

形態　背鰭 XII, 7 ； 臀鰭 III, 8 ； 胸鰭 24 ；

背鰭前方鱗 7。 体は細長く、 側扁する。 主

上顎骨後端は虹彩の後端に達する。 背鰭

始部は腹鰭直上やや後方に位置する。 臀

鰭始部は背鰭第 10 棘直下に位置する。

胸鰭後端は臀鰭始部直上に位置する。 腹

鰭後端は臀鰭始部に達する。 腹鰭は長く、

その後端は臀鰭始部を越える。 尾鰭は円

形。

色彩　体色は一様に褐色。 眼の後端から

斜め下方にかけて 2 本の黒色線がはしる。

背鰭は茶色。 背鰭棘の中央部に白色線が

はしる。 背鰭縁辺の前半部は鮮やかな橙

色を呈し、 後半部は白色を呈する。 腹鰭は

透明で 5 本の茶色帯を有する。 臀鰭は茶

色で、 臀鰭棘付根から軟条部中央にかけ

て青色を帯びた白色線がはしる。 胸鰭は透

明。 尾鰭は一様に黒褐色で、 縁辺は白色。

分布　インド ・ 西太平洋。 国内では奄美大

島以南の琉球列島に分布する。

備 考　 本 種 は タ ナ バ タ ウ オ P. coeruleo-
lineatus Rüppell, 1835 に似るが、 背鰭棘

が 12 本と多いこと （後者では 11 本）、 胸

鰭軟条が 24 本と多いこと （21 本） から識

別される。

（吉田朋弘）

■ アマミタナバタウオ　Plesiops verecundus　KAUM–I. 45890, 28.6 mm SL
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Priacanthidae
Bigeyes

■ チカメキントキ　Cookeolus japonicus　KAUM–I. 51151, 284.9 mm SL

スズキ目 キントキダイ科 チカメキントキ属

チカメキントキ
Cookeolus japonicus
(Cuvier, 1829)

形 態　 背 鰭 X, 12–14 ； 臀 鰭 III, 12–14 ；

胸鰭 17–19 ； 腹鰭 I, 5 ； 側線有孔鱗 56–
59 ； 側線上方横列鱗 15–21 ； 側線下方横

列鱗 40–46 ； 第 1 鰓弓上枝鰓耙 5–8 ； 第

1 鰓弓下枝鰓耙 17–20 ； 第 1 鰓弓総鰓耙

23–27。 体は楕円形で側扁し、 体長は体

高の 2 倍以上。 尾鰭は截形で、 後縁は僅

かに丸みを帯びる。 腹鰭は大きく、 その後

端は臀鰭起部をはるかに越える。 腹鰭起

部は胸鰭起部よりもはるか前方に位置す

る。 下顎は突出する。 鱗は櫛鱗で剥がれ

にくい。 体側鱗の後縁に 25–35 本の棘を

有する。 第 1–2 鰓条骨上に鱗を有する。

色彩　体、 頭部、 虹彩は一様に赤色。 背

鰭および臀鰭の縁辺、 腹鰭および尾鰭の

後縁はやや黒味がかる。 個体によっては

胸鰭を除く各鰭が黄色がかる場合がある。

胸鰭は淡いピンク色。

分布　紅海を除くインド ・ 西太平洋に広く分

布する。 国内では北海道襟裳岬から屋久

島にかけての太平洋沿岸、 青森県から九

州北西岸の日本海 ・ 東シナ海沿岸および

琉球列島から知られる。 瀬戸内海には稀。

備考　本種は腹鰭が大きく、 その後端が臀

鰭起部をはるかに越えること、 尾鰭が截形

であること、 体高が低く、 体長は体高の 2
倍以上であることなどから日本産同科他種

と識別される。

　稚魚の体は卵形で、 体側、 背鰭棘条部、

背鰭軟条部前部、 臀鰭軟条部に黒色斑を

数個有し、 腹鰭がひじょうに大きい。

　甲殻類や小型魚類を餌とする。

（畑　晴陵）

スズキ目 キントキダイ科 ゴマヒレキントキ属

ゴマヒレキントキ
Heteropriacanthus cruentatus
(Lacepède, 1801)

形 態　 背 鰭 X, 12–13 ； 臀 鰭 III, 13–14 ；

胸 鰭 18–19 ； 腹 鰭 I, 5 ； 側 線 有 孔 鱗

58–62 ； 側線上方横列鱗 9–12 ； 側線下方

横列鱗 46–56 ； 第 1 鰓弓上枝鰓耙 4–6 ；

第 1 鰓弓下枝鰓耙 17–20 ； 第 1 鰓弓総鰓

耙 21–25。 体は長い楕円形で側扁し、 体

高は低く、 体長は体高の 2 倍以上。 尾鰭

は截形で、 後縁は僅かに丸みを帯びる。

腹鰭後端は臀鰭起部に達しないか、 かろう

じて達する。 下顎は突出する。 鱗は櫛鱗で

剥がれにくい。

色彩　体、 頭部は一様に赤みがかったピ

ンク色。 頭部および体側の地色が銀色で、

その上にピンクまたは赤色の斑点が多数入

る個体もみられる。 背鰭、 臀鰭の棘条部

は黄褐色。 背鰭および臀鰭の軟条部、 尾

鰭は赤色の地色に黒褐色点が散在する。

尾鰭後縁はやや黒色がかる。

分布　全世界の熱帯 ・ 亜熱帯海域に広く分
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Bigeyes

■ ゴマヒレキントキ　Heteropriacanthus cruentatus　KAUM–I. 50839, 149.3 mm SL ■ ゴマヒレキントキ　Heteropriacanthus cruentatus　KAUM–I. 51446, 111.1 mm SL

■ ゴマヒレキントキ　Heteropriacanthus cruentatus　FRLM 42735, 92.6 mm SL

■ ゴマヒレキントキ　Heteropriacanthus cruentatus　FRLM 43152, 214.5 mm SL

布する。 国内では伊豆諸島、 小笠原諸島、

相模湾以南の太平洋沿岸、 大隅諸島、 琉

球列島に分布する。

備考　本種は尾鰭が截形であること、 体高

が低く、 体長は体高の 2 倍以上であること、

側線有孔鱗数が 62 以下であること、 背鰭

および臀鰭の軟条部、 尾鰭に黒褐色点が

散在することなどから日本産同科他種と識

別される。

　軟体類、 甲殻類、 魚類、 多毛類など様々

な生物を餌とする。

（畑　晴陵）

スズキ目 キントキダイ科 キントキダイ属

アカネキントキ
Priacanthus blochii
Bleeker, 1853

形 態　 背 鰭 X, 12–14 ； 臀 鰭 III, 13–15 ；

胸 鰭 17–19 ； 腹 鰭 I, 5 ； 側 線 有 孔 鱗

69–70 ； 側線上方横列鱗 8–13 ； 側線下方

横列鱗 36–43 ； 第 1 鰓弓上枝鰓耙 3–5 ；

第 1 鰓弓下枝鰓耙 14–17 ； 第 1 鰓弓総鰓

耙 17–22。 体は長い楕円形で側扁し、 体

高は低く、 体長は体高の 2 倍以上。 尾鰭

は截形。 腹鰭後端は臀鰭起部に達しない

か、 かろうじて達する。 鱗は櫛鱗で剥がれ

にくい。

色彩　体、 頭部は一様に赤みがかったピ

ンク色。 頭部および体側の地色が銀色で、

その上にピンクまたは赤色の斑点が多数入

る個体もみられる。 背鰭および臀鰭の鰭膜

は全体に黒みを帯びるが、 背鰭第 1–3 棘

間の鰭膜上に黒斑はない。 尾鰭後縁は黒

色。 腹鰭起部に 1 黒色斑を有する。 胸鰭

は透明か、 淡いピンク色。 鰓耙は赤色。
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■ アカネキントキ　Priacanthus blochii　KAUM–I. 50879, 190.7 mm SL

■ ホウセキキントキ　Priacanthus hamrur　KAUM–I. 45866, 234.5 mm SL

スズキ目 キントキダイ科 キントキダイ属

ホウセキキントキ
Priacanthus hamrur
(Forsskål, 1775)

形 態　 背 鰭 X, 14–15 ； 臀 鰭 III, 13–16 ；

胸 鰭 17–20 ； 腹 鰭 I, 5 ； 側 線 有 孔 鱗

75–80 ； 側線上方横列鱗 9–14 ； 側線下方

横列鱗 37–46 ； 第 1 鰓弓上枝鰓耙 4–6 ；

第 1 鰓弓下枝鰓耙 18–21 ； 第 1 鰓弓総鰓

耙 24–26。 体は長い楕円形で側扁し、 体

高は低く、 体長は体高の 2 倍以上。 尾鰭

は湾入形で、 上下両葉端は少し伸びる。

腹鰭後端は臀鰭起部にかろうじて達する。

下顎は突出する。鱗は櫛鱗で剥がれにくい。

色彩　体、 頭部、 虹彩は一様に赤色で、

分布　紅海を含むインド ・ 西太平洋に分布

する。 日本では神奈川県、 宮崎県および

琉球列島から知られる。

備考　本種は尾鰭が截形であること、 体高

が低く、 体長は体高の 2 倍以上であること、

側線有孔鱗数が 69–70 であること、 背鰭

および臀鰭の鰭膜が全体に黒みを帯びるこ

と、 背鰭第 1–3 棘間の鰭膜上に黒斑はな

いことなどから日本産同科他種と識別され

る。

（畑　晴陵）
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■ オキナワクルマダイ　Pristigenys meyeri　KAUM–I. 50880, 196.4 mm SL

スズキ目 キントキダイ科 クルマダイ属

オキナワクルマダイ
Pristigenys meyeri
(Günther, 1872)

形態　背鰭 X, 11–12 （通常 12） ； 臀鰭 III, 
11–12 ； 胸鰭 17–19 ； 腹鰭 I, 5 ； 側線有

孔鱗 30–32 ； 側線上方横列鱗 9 ； 側線下

方横列鱗 27–29 ； 第 1 鰓弓上枝鰓耙 7 ；

第 1 鰓弓下枝鰓耙 16–18 ； 第 1 鰓弓総鰓

耙 23–25。 体は卵形で側扁し、 体長は体

高の 2 倍未満。 尾鰭は截形で、 後縁は僅

かに丸みを帯びる。 腹鰭は大きく、 その後

端は臀鰭起部をはるかに越える。 鱗は櫛

鱗で剥がれにくい。 体側鱗の後縁に 8–20
本の棘を有する。

色彩　体背面の地色は黄褐色、 体側面か

ら体腹面にかけての地色は赤みがかった

銀色で、 10 本以上の細い赤色横帯と、 そ

の間に多数の赤色破線が入る。 背鰭 ・ 臀

鰭および尾鰭の鰭条は白色で、 鰭膜は赤

色。 腹鰭の棘条は白色で、 軟条部は一様

に赤色。 背鰭 ・ 腹鰭および臀鰭の軟条部

縁辺、 尾鰭の後縁はやや黒色がかる。 胸

鰭は透明か淡いピンク色。 虹彩は赤色。

分布　西太平洋に分布する。 国内では伊

豆諸島、 土佐湾、 琉球列島から知られる。

備考　本種は側線有孔鱗数が 30–32 であ

ること、 体高が高く、 体長は体高の 2 倍未

満であること、 体に 10 本以上の細い赤色

横帯と、 その間に多数の赤色破線が入るこ

となどから日本産同科他種と識別される。

（畑　晴陵）

側線上に数個の濃赤色斑が並ぶ。 頭部

および体側の地色が銀色で、 その上に赤

色横帯が数本入る個体もみられる。 背鰭、

腹鰭、 臀鰭、 尾鰭は一様に赤いが、 後縁

はやや黒色がかる。

分布　ハワイ諸島を除くインド ・ 太平洋に分

布する。 チュニジアから報告がある。 国内

では伊豆諸島、 相模湾以南の太平洋沿岸、

九州西岸、 大隅諸島、 琉球列島から知ら

れる。

備考　本種は尾鰭が湾入形で上下両葉端

が僅かに伸長すること、 体高が低く、 体長

は体高の 2 倍以上であること、 背鰭、 臀鰭

および尾鰭に斑紋がないことなどから日本

産同科他種と識別される。 頭長、 体高およ

び下顎長の体長に占める割合は成長に伴

い小さくなることが知られている。

（畑　晴陵）
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Apogonidae
Cardinalfishes

スズキ目 テンジクダイ科 テンジクダイ属

ウスジマイシモチ
Apogon angustatus
(Smith & Radcliffe, 1911)

形態　背鰭 VII-I, 9 ； 臀鰭 II, 8 ； 胸鰭 14 ；

腹鰭 I, 5 ； 側線有孔鱗 24–25 ； 側線上方

横列鱗 2 ； 側線下方横列鱗 6 ； 背鰭前方

鱗 3–4 ； 尾柄周鱗 12 ； 総鰓耙 5 + 13–14 
= 18–19 ； 櫛 歯 状 に 発 達 し た 鰓 耙 2 + 
10–11 = 12–13。

色彩　体色は白色で、 体側に金色で縁取

られた赤みを帯びた黒色縦線が 5 本走る。

尾柄中央に黒色斑がある。 体側中央の縦

線は黒色斑を通り、 尾柄後縁に達する。

背鰭は透明であるが、 第 1 背鰭の第 3 棘

基底から第 7 棘先端にかけての鰭膜は金

色である。 第 2 背鰭の基底付近の鰭膜に

金色の帯があり、 黒色素胞が分布する。

胸鰭と腹鰭は透明である。 臀鰭は透明であ

るが、 基底付近の鰭膜に金色の帯があり、

黒色素胞が分布する。 尾鰭は透明である。

分布　インド ・ 西太平洋に広く分布する。

国内では伊豆諸島、 大隅諸島および琉球

列島に広く分布する。

備 考　 本 種 は ミ ナ ミ フ ト ス ジ イ シ モ チ A. 
nigrofasciatus Lachner, 1953 に 似 る が、

ウスジマイシモチは尾柄に黒色斑があるこ

と （後者ではない）、 体側中央の縦線は黒

色斑を通り、 尾柄後縁に達すること （尾柄

後端で終わる） から識別される。

　近年、 本種は Ostorhinchus 属とされるこ

とが多い。

（吉田朋弘）

■ ウスジマイシモチ　Apogon angustatus　KAUM–I. 51494, 52.0 mm SL

スズキ目 テンジクダイ科 テンジクダイ属

アオスジテンジクダイ
Apogon aureus
(Lacepède, 1802)

形態　背鰭 VII-I, 9 ； 臀鰭 II, 8 ； 胸鰭 14 ；

腹 鰭 I, 5 ； 側 線 有 孔 鱗 24–25 ； 側 線 上

方横列鱗 2 ； 側線下方横列鱗 6 ； 背鰭前

方鱗 4–5 ； 尾柄周鱗 12 ； 総鰓耙 6–7 + 
17–18 = 23–24 ； 櫛歯状に発達した鰓耙 4 
+ 15–17 = 19–21。

色彩　体全体は黄色がかった橙色。 尾柄

後端に明瞭な黒色帯がある。 吻端から眼を

通り鰓蓋まで達する銀白色線が 2 本ある。

上顎中央から口蓋骨を通る 1 本の銀白色

線がある。 胸鰭は透明。 胸鰭を除く各鰭の

鰭膜は黄色。 臀鰭基底部に黒色線がある。

分布　インド ・ 西太平洋に広く分布する。

国内では伊豆諸島、 相模湾以南の太平洋

沿岸、 大隅諸島および琉球列島から知ら

れている。

備考　本種は吻端から眼を通り鰓蓋まで達

する銀白色線が 2 本あること、 尾柄後端に

明瞭な黒色帯があることなどから同属他種

と容易に識別される。 与論島では、 水深 2 

m の岩奥で単独で生息していた。

　近年、 本種は Ostorhinchus 属とされるこ

とが多い。

（吉田朋弘）

■ アオスジテンジクダイ　Apogon aureus　KAUM–I. 48143, 37.9 mm SL
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Cardinalfishes

スズキ目 テンジクダイ科 テンジクダイ属

トゲナガイシモチ
Apogon caudicinctus
Randall & Smith, 1988

形 態　 背 鰭 VI-I, 9 ； 臀 鰭 II, 8 ； 胸 鰭

12–13 ； 腹鰭 I, 5 ； 側線有孔鱗 24 ； 側線

上方横列鱗 2 ； 側線下方横列鱗 6 ； 背鰭

前方鱗 6–7 ； 尾柄周鱗 12 ； 総鰓耙 3–4 + 
12–13 = 15–17 ； 櫛歯状に発達した鰓耙 1 
+ 7–8 = 8–9。 成魚の第 1 背鰭第 2 棘は

長く、 後方に倒すと第 2 背鰭を越える。

色彩　体全体が赤色を呈する。 鰓蓋後端

から体側中央を通り尾柄部まで暗色がかっ

た細い赤色線がある。 体の背縁は黒色素

胞がやや密に分布する。 尾柄部に黒色帯

がある。 各鰭は透明である。

分布　インド ・ 西太平洋に広く分布する。

国内では小笠原諸島、 大隅諸島および琉

球列島から知られている。

備考　本種の成魚は第 1 背鰭第 2 棘は長

く、後方に倒すと第2背鰭始部を越えること、

尾柄部に黒色帯があることなどから同属他

種と容易に識別される。

（吉田朋弘）

■ トゲナガイシモチ　Apogon caudicinctus　KAUM–I. 45768, 49.4 mm SL

■ トゲナガイシモチ　Apogon caudicinctus　KAUM–I. 50854, 13.6 mm SL

スズキ目 テンジクダイ科 テンジクダイ属

スジイシモチ
Apogon cookii
(Macleay, 1881)

形態　背鰭 VII-I, 9 ； 臀鰭 II, 8 ； 胸鰭 15 ；

腹鰭 I, 5 ； 側線有孔鱗 24 ； 側線上方横

列鱗 2 ； 側線下方横列鱗 6 ； 背鰭前方鱗

3–4 ； 尾柄周鱗 12 ； 総鰓耙 4–5 + 13–14 
= 17–19 ； 櫛歯状に発達した鰓耙 2 + 9–11 
= 11–13。

色彩　体全体は白色を呈する。 体側に 6 本

の黒みを帯びた茶色縦線がある。 体側の

中央をはしる縦線は尾鰭後端の黒色斑に

達する。 尾柄後端に体側の縦線幅より大き

い黒色斑がある。 各鰭は透明である。 第 1
背鰭全体に黒色素胞が分布する。 第 2 背

鰭および臀鰭基底付近の鰭膜に黒色素胞

が分布する。 腹鰭全体に黒色素胞が分布

する。

分布　インド ・ 西太平洋に広く分布する。

国内では相模湾以南の太平洋沿岸、 大隅

諸島および琉球列島に広く分布する。

備考　本種はミスジテンジクダイ A. taenio-
phorus Regan, 1908 に似るが、 スジイシ

モチは胸鰭軟条が 15 本と多いこと （後者

では 14 本）、 尾柄部の黒色斑が大きいこ

と （後者では小さい） から識別される。

　近年、 本種は Ostorhinchus 属とされるこ

とが多い。

（吉田朋弘）
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Apogonidae
Cardinalfishes

■ スジイシモチ　Apogon cookii　KAUM–I. 40035, 75.1 mm SL

■ アカフジテンジクダイ　Apogon crassiceps　KAUM–I. 51583, 30.3 mm SL

■ スジイシモチ　Apogon cookii　KAUM–I. 46130, 63.9 mm SL ■ スジイシモチ　Apogon cookii　KAUM–I. 39732, 28.6 mm SL
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Cardinalfishes

スズキ目 テンジクダイ科 テンジクダイ属

アカフジテンジクダイ
Apogon crassiceps
Garman, 1903

形態　背鰭 VI-I, 9 ； 臀鰭 II, 8 ； 胸鰭 13 ；

腹鰭 I, 5 ； 側線有孔鱗 24 ； 側線上方横

列鱗 2 ； 側線下方横列鱗 6 ； 背鰭前方鱗

5–6 ； 尾柄周鱗 12 ； 総鰓耙 3–4 + 12–13 
= 15–17 ； 櫛歯状に発達した鰓耙 1 + 7–8 
= 8–9。

色彩　体全体は半透明な赤色を呈する。 鰓

蓋後端から体側中央を通り尾柄部まで暗色

がかった細い赤色線がある。 頭部と体の背

縁は黒色素胞がやや密に分布する。 各鰭

は透明である。 尾柄部から尾鰭にかけて黒

色素胞が二等辺三角形状に分布する。

分布　西太平洋に分布する。 国内では大

隅諸島と琉球列島から知られている。

備 考　 本 種 は コ ミ ナ ト テ ン ジ ク ダ イ A. 
kominatoensis Ebina, 1935 に似るが、 尾

柄部から尾鰭にかけて黒色素胞が二等辺

三角形状に分布することから容易に識別さ

れる。

　かつて国内の研究では、 アカネテンジク

ダイの学名として A. crassiceps が用いら

れていた。 しかし、 Yoshida et al. (2010)
によって、 アカネテンジクダイは A. talboti 
Smith, 1961 と同定され、 A. crassiceps に

対応すべき和名としてアカフジテンジクダイ

が提唱された。

（吉田朋弘）

■ オオスジイシモチ　Apogon doederleini　KAUM–I. 47920, 93.0 mm SL

スズキ目 テンジクダイ科 テンジクダイ属

オオスジイシモチ
Apogon doederleini
Jordan & Snyder, 1901

形態　背鰭 VII-I, 9 ； 臀鰭 II, 8 ； 胸鰭 15 ；

腹鰭 I, 5 ； 側線有孔鱗 24 ； 側線上方横

列鱗 2 ； 側線下方横列鱗 6 ； 背鰭前方鱗

4 ； 尾 柄 周 鱗 12 ； 総 鰓 耙 4–5 + 13–14 
= 17–19 ； 櫛歯状に発達した鰓耙 2–3 + 
10–13 = 12–14。

色彩　体側上方は黒色がかった桃色、 下

方は光沢のある銀白色。 体側に黄色を帯

びた茶色の縦線が 5 本走る。 尾柄中央に

黒色斑がある。 各背鰭は透明。

分布　西太平洋に分布する。 国内では千

葉県以南の太平洋沿岸、 大隅諸島および

琉球列島に分布する。

備考　本種は体側に黄色みを帯びた茶色

の縦線が 5 本走ること、 尾柄中央に黒色

斑があることなどから同属他種と容易に識

別される。

　近年、 本種は Ostorhinchus 属とされるこ

とが多い。

（吉田朋弘）

スズキ目 テンジクダイ科 テンジクダイ属

ヤリイシモチ
Apogon doryssa
(Jordan & Seale, 1906)

形 態　 背 鰭 VI-I, 9 ； 臀 鰭 II, 8 ； 胸 鰭 11 
–12 ； 腹鰭 I, 5 ； 側線有孔鱗 24 ； 側線上

方横列鱗 2 ； 側線下方横列鱗 6 ； 背鰭前

方鱗 6 ； 尾柄周鱗 12 ； 総鰓耙 4 + 13 = 
17 ； 櫛歯状に発達した鰓耙 2+9=11。 第 1
背鰭第 2 棘は伸長する。

色彩　体全体は半透明な赤色を呈する。 第

1 背鰭背縁付近は黒色素胞がやや密に分

布する。 尾柄部に黒色素胞がわずかに分

布する。 各鰭は透明。

分布　インド ・ 西太平洋に分布する。 国内

では伊豆諸島と琉球列島から知られる。 備考　本種の成魚は第 1 背鰭第 2 棘は長

く、後方に倒すと第2背鰭始部を越えること、

尾柄部に黒色帯がないことなどから同属他

種と容易に識別される。

（吉田朋弘）

■ ヤリイシモチ　Apogon doryssa　KAUM–I. 58455, 28.2 mm SL
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Apogonidae
Cardinalfishes

■ ユカタイシモチ　Apogon exostigma　KAUM–I. 51201, 35.1 mm SL

■ リュウキュウイシモチ　Apogon indicus　KAUM–I. 46057, 31.4 mm SL

スズキ目 テンジクダイ科 テンジクダイ属

リュウキュウイシモチ
Apogon indicus
Greenfield, 2001

形態　背鰭 VI-I, 9 ； 臀鰭 II, 8 ； 胸鰭 13 ；

腹鰭 I, 5 ； 側線有孔鱗 23 ； 側線上方横

列鱗 2 ； 側線下方横列鱗 6 ； 背鰭前方鱗

5–6 ； 尾柄周鱗 12 ； 総鰓耙 3 + 11–13 = 
14–16 ； 櫛歯状に発達した鰓耙 1 + 7–8 = 
8–9。 吻は丸い。

色彩　体全体が赤色を呈する。 尾柄部に正

三角形状に黒色素胞が分布する。 各鰭は

透明。

分布　インド ・ 太平洋に広く分布する。 国

内では伊豆諸島、 小笠原諸島、 高知県以

南の太平洋沿岸、 大隅諸島および琉球列

島に分布する。 備考　本種はアカフジテンジクダイ A. cra-
ssiceps Garman, 1903 に似るが、 吻が丸

いこと、 尾柄部における黒色素胞が正三角

形状に分布することなどから容易に識別さ

れる。

（吉田朋弘）

■ ユカタイシモチ　Apogon exostigma　KAUM–I. 51364, 18.6 mm SL

スズキ目 テンジクダイ科 テンジクダイ属

ユカタイシモチ
Apogon exostigma
(Jordan & Starks, 1906)

形態　背鰭 VII-I, 9 ； 臀鰭 II, 8 ； 胸鰭 13 
–14 ； 腹鰭 I, 5 ； 側線有孔鱗 24 ； 側線上

方横列鱗 2 ； 側線下方横列鱗 6 ； 背鰭前

方鱗 4–5 ； 尾柄周鱗 12 ； 総鰓耙 4–5 + 
12–16 = 16–21 ； 櫛歯状に発達した鰓耙 2 
+ 8–11 = 10–13。

色彩　体側上方は黄色がかった桃色、 下

方は光沢のある桃白色。 尾柄後端やや上

方に黒色斑がある。 吻端から鰓蓋後端を

経て体側中央を通り尾柄中央まで達する 1
本の黒色線がある。 背鰭は透明であるが、

第 1 背鰭第 1 棘から第 4 棘にかけて黒色、

第 2 背鰭は基底付近に黒色素胞が密に分

布する。 胸鰭と腹鰭は透明。 腹臀鰭は透

明であるが、 基底付近に黒色素胞が密に

分布する。 尾鰭は黄色で上下両葉の縁辺

は黒色。

分布　インド ・ 西太平洋に広く分布する。

国内では愛媛県以南の太平洋沿岸、 大隅

諸島および琉球列島から知られる。

備考　本種はヒトスジイシモチ A. fraenatus 
Valenciennes, 1832 に似るが、 尾柄の黒

色斑は瞳孔より小さく、 体側の縦線より上

にあることから容易に識別される。

　近年、 本種は Pristiapogon 属とされるこ

とが多い。

（吉田朋弘）
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Cardinalfishes

■ ミヤコイシモチ　Apogon ishigakiensis　KAUM–I. 48081, 47.1 mm SL

スズキ目 テンジクダイ科 テンジクダイ属

ミヤコイシモチ
Apogon ishigakiensis
Ida & Moyer, 1974

形態　背鰭 VII-I, 9 ； 臀鰭 II, 8 ； 胸鰭 12 ；

腹鰭 I, 5 ； 側線有孔鱗 24 ； 側線上方横

列鱗 2 ； 側線下方横列鱗 6 ； 背鰭前方鱗

列 3–4 ； 尾柄周鱗 12 ； 総鰓耙 5–7 ＋ 15

＝ 20–22 ； 櫛歯状に発達した鰓耙 2–4 ＋

12–13 ＝ 14–16。

色彩　体側上方は黒色がかった淡黄色、

下方は光沢のある銀白色。 頭部には黒色

素胞が密に分布する。 体の背縁と尾柄の

腹縁は黒色素胞がやや密に分布する。 背

鰭はあさい黄色で、 第 2 背鰭は基底付近

の鰭膜に黒色素胞が分布する。 臀鰭と胸

鰭は透明。 腹鰭は透明であるが、 付根付

近の鰭膜に黒色素胞が分布する。 胸鰭と

腹鰭は透明。 尾鰭はあさい黄色。

分布　西太平洋に分布する。 国内では奄

美大島以南の琉球列島に分布する。

備考　与論島では本種は流れが緩やかな

内湾の砂地でみられ、 アマモや岩下などに

隠れて生息していた。

（吉田朋弘）

■ カスリイシモチ　Apogon kallopterus　KAUM–I. 42691, 107.0 mm SL
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Apogonidae
Cardinalfishes

スズキ目 テンジクダイ科 テンジクダイ属

カスリイシモチ
Apogon kallopterus
Bleeker, 1856

形態　背鰭 VI-I, 9 ； 臀鰭 II, 8 ； 胸鰭 13 ；

腹鰭 I, 5 ； 側線有孔鱗 24 ； 側線上方横

列鱗 2 ； 側線下方横列鱗 6 ； 背鰭前方

鱗 4–5 ； 尾 柄 周 鱗 12 ； 総 鰓 耙 4–15 + 
13–14 = 17–19 ； 櫛歯状に発達した鰓耙

1–2 + 8–11 = 10–13。

色彩　体側上方は黒色がかった茶褐色、

下方は光沢のある銀白色。 第 2 背鰭基底

部に鞍掛状に黒色素胞が密に分布する。

尾柄後端やや上方に黒色斑がある。 吻端

から鰓蓋後端を経て体側中央を通り尾柄中

央まで達する 1 本の黒色線がある。 背鰭

は黄色であるが、 第 1 背鰭第 1 棘から第

4 棘にかけて黒色、 第 2 背鰭は基底付近

と先端の鰭膜に黒色素胞が密に分布する。

胸鰭は透明。 腹鰭第 1 棘から第 2 軟条に

かけて黒色を帯びる。臀鰭は黄色であるが、

基底付近と先端の鰭膜に黒色素胞が密に

分布する。 尾鰭は黄色で上下両葉の縁辺

は黒い。

分布　インド ・ 西太平洋に広く分布する。

国内では伊豆諸島、 小笠原諸島、 和歌山

県以南の太平洋沿岸、 大隅諸島および琉

球列島に分布する。

備考　本種は吻端から鰓蓋後端を経て体側

中央を通り尾柄中央まで達する幅広の 1 本

の黒色線があること、 第 2 背鰭基底部に

鞍掛状の黒色帯があることなどから同属他
種と容易に識別される。

　近年、 本種は Pristiapogon 属とされるこ

とが多い。

（吉田朋弘）

■ カスリイシモチ　Apogon kallopterus　KAUM–I. 51551, 107.7 mm SL

■ カスリイシモチ　Apogon kallopterus　KAUM–I. 42289, 98.4 mm SL

■ カスリイシモチ　Apogon kallopterus　KAUM–I. 51252, 30.4 mm SL
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Cardinalfishes

■ コミナトテンジクダイ　Apogon kominatoensis　KAUM–I. 51567, 29.2 mm SL

スズキ目 テンジクダイ科 テンジクダイ属

コミナトテンジクダイ
Apogon kominatoensis
Ebina, 1935

形態　背鰭 VI-I, 9 ； 臀鰭 II, 8 ； 胸鰭 13 ；

腹 鰭 I, 5 ； 側 線 有 孔 鱗 22–23 ； 側 線 上

方横列鱗 2 ； 側線下方横列鱗 6 ； 背鰭前

方鱗 5–6 ； 尾柄周鱗 12 ； 総鰓耙 3–4 + 

11–13 = 14–16 ； 櫛歯状に発達した鰓耙

1–2 + 7–8 = 8–10。

色彩　体全体が赤色を呈する。 頭部や各

鱗の後縁に黒色素胞が密に分布する。 鰓

蓋後端から体側中央を通り尾柄部まで暗色

がかった細い赤線がある。 各鰭は透明で

あるが、 胸鰭と腹鰭を除く各鰭全体に黒色

素胞が分布する。

分布　本種は千葉県小湊、 薩摩半島西側、

薩摩硫黄島、 竹島、 屋久島、 奄美大島お

よび与論島から報告されている。 千葉県以

南の太平洋沿岸、 大隅諸島および琉球列

島に広く分布すると考えられる。

備考　本種はアカフジテンジクダイ A. cra-
ssiceps Garman, 1903 に似るが、 頭部や

各鱗の後縁に黒色素胞が密に分布すること

から容易に識別される。

（吉田朋弘）

■ ミナミフトスジイシモチ　Apogon nigrofasciatus　FRLM 43377, 47.0 mm SL

スズキ目 テンジクダイ科 テンジクダイ属

ミナミフトスジイシモチ
Apogon nigrofasciatus
Lachner, 1953

形態　背鰭 VII-I, 9 ； 臀鰭 II, 8 ； 胸鰭 14 ；

腹鰭 I, 5 ； 側線有孔鱗 24 ； 側線上方横列

鱗 2 ； 側線下方横列鱗 6 ； 背鰭前方鱗列

3–4 ； 尾柄周鱗 12 ； 総鰓耙 4–7 ＋ 12–17
＝ 17–24 ； 櫛歯状に発達した鰓耙 2–4 ＋

9–14 ＝ 11–18。 吻端は尖る。

色彩　体全体は白色を呈する。 体側に赤み

を帯びた 5 本の黒色縦線がある。 背鰭は

赤色がかった透明。 第 1 背鰭全体に黒色

素胞が分布する。 第 2 背鰭基底付近の鰭

膜に黒色素胞が密に分布する。 臀鰭は赤

色がかった透明であるが、 臀鰭基底付近

の鰭膜に黒色素胞が分布する。 胸鰭、 腹

鰭および尾鰭は淡赤色がかった透明である

が、 鰭条は赤色を帯びる。

分布　インド ・ 西太平洋に広く分布する。

日本では伊豆諸島、 小笠原諸島、 高知県

柏島以南の太平洋沿岸、 大隅諸島および

琉球列島に広く分布する。

備考　本種はタスジイシモチ A. novem-
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Apogonidae
Cardinalfishes

■ ミナミフトスジイシモチ　Apogon nigrofasciatus　KAUM–I. 51414, 65.8 mm SL

■ タスジイシモチ　Apogon novemfasciatus　KAUM–I. 42283, 61.7 mm SL

fasciatus (Cuvier, 1828) に似るが、 本種

は体側の第 3 縦線の幅は均一であること

（後者では不均一） から識別される。

　近年、 本種は Ostorhinchus 属とされるこ

とが多い。

（吉田朋弘）
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Cardinalfishes

スズキ目 テンジクダイ科 テンジクダイ属

タスジイシモチ
Apogon novemfasciatus
Cuvier, 1828

形態　背鰭 VII-I, 9 ； 臀鰭 II, 8 ； 胸鰭 14 ；

腹鰭 I, 5 ； 側線有孔鱗 24 ； 側線上方横

列鱗 2 ； 側線下方横列鱗 6 ； 背鰭前方鱗

4 ； 尾柄周鱗 12 ； 総鰓耙 5–6 + 14–15 = 

20 ； 櫛歯状に発達した鰓耙 3 + 10–13 = 
13–16。 吻端は尖る。

色彩　体全体の地色は白色。 体側に 5 本

の黄色がかった黒色縦線がある。 各鰭は

透明である。 背鰭は黒みを帯びた黄色で

ある。 第 1 背鰭全体に黒色素胞が分布す

る。 第 2 背鰭基底付近の鰭膜に黒色素胞

が密に分布する。 腹鰭、 臀鰭および尾鰭

は黄色であるが、 臀鰭基底付近の鰭膜に

黒色素胞が分布する。 胸鰭は透明である

が、 鰭条は赤色がかる。

分布　インド ・ 西太平洋に分布する。 国内

では小笠原諸島、 伊豆諸島、 相模湾以南

の太平洋域沿岸、 大隅諸島および琉球列

島に広く分布する。

備考　与論島では夜間ごく浅い漁港のス

ロープ付近でみられた。 日中は漁港内の

岩陰に潜んでいると考えられる。

（吉田朋弘）

■ キンセンイシモチ　Apogon properuptus　KAUM–I. 46058, 52.7 mm SL

スズキ目 テンジクダイ科 テンジクダイ属

キンセンイシモチ
Apogon properuptus
(Whitley, 1964)

形態　背鰭 VII-I, 9 ； 臀鰭 II, 8 ； 胸鰭 14 ；

腹鰭 I, 5 ； 側線有孔鱗 24 ； 側線上方横

列鱗 2 ； 側線下方横列鱗 6 ； 背鰭前方鱗

3–4 ； 尾柄周鱗 12 ； 総鰓耙 5–6 + 15–17 
= 21–23 ； 櫛歯状に発達した鰓耙 3–4 + 
14–16 = 18–20。

色彩　体全体は銀白色を呈する。 体側に 6
本の黄色縦線がある。 胸鰭を除く各鰭は黄

色。 第 2 背鰭と臀鰭の鰭膜に白色線があ

る。 眼下の銀白色線は線状である。

分布　小笠原諸島、 神奈川県以南の太平

洋沿岸、 大隅諸島および琉球列島に分布

する。

備考　国内でキンセンイシモチとされている

ものにはライン型とドット型の 2 型が含まれ

ていると考えられていた。 林 （2013） はラ

イン型をキンセンイシモチ A. properuptus 

■ キンセンイシモチ　Apogon properuptus　KAUM–I. 47968, 33.1 mm SL
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■ キンセンイシモチ　Apogon properuptus　NSMT-P 110374, 31.1 mm SL

(Whitley, 1964)、 ドット型をスジオテンジク

ダイ A. holotaenia Regan, 1905 とした。

　与論島からはキンセンイシモチのみが確

認された。 キンセンイシモチはスジオテンジ

クダイと比較して、 眼下の銀白色線が線状

であること （後者では点線状） から識別さ

れる。

　近年、 本種は Ostorhinchus 属とされるこ

とが多い。

（吉田朋弘）

スズキ目 テンジクダイ科 テンジクダイ属

ミスジテンジクダイ
Apogon taeniophorus
Regan, 1908

形態　背鰭 VII-I, 9 ； 臀鰭 II, 8 ； 胸鰭 14 ；

腹鰭 I, 5 ； 側線有孔鱗 24 ； 側線上方横

列鱗 2 ； 側線下方横列鱗 6 ； 背鰭前方鱗

3–4 ； 尾柄周鱗 12 ； 総鰓耙 4–5 + 13–14 
= 17–19 ； 櫛歯状に発達した鰓耙 2–3 + 
9–12 = 11–14。

色彩　体全体は白色を呈する。 体側に 6
本の黒みを帯びた茶色縦線がある。 体側

の中央をはしる縦線は尾鰭後端の黒色斑

に達する。 尾柄後端に体側の縦線幅よりや

や小さい黒色斑がある。各鰭は透明である。

■ ミスジテンジクダイ　Apogon taeniophorus　KAUM–I. 39903, 66.6 mm SL

■ ミスジテンジクダイ　Apogon taeniophorus　KAUM–I. 45973, 55.2 mm SL
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第 1 背鰭全体に黒色素胞が分布する。 第

2 背鰭および臀鰭基底付近の鰭膜に黒色

素胞が分布する。 腹鰭全体に黒色素胞が

分布する。

分布　インド ・ 西太平洋に広く分布する。

国内では小笠原諸島、 館山湾以南の太平

洋沿岸、 大隅諸島および琉球列島に分布

する。

備考　本種はスジイシモチ A. cookii Ma-
cleay, 1881 に似るが、 ミスジテンジクダイ

スズキ目 テンジクダイ科 テンジクダイ属

ミスジテンジクダイ L 型
Apogon cf taeniophorus
Regan, 1908

形 態　 背 鰭 VII-I, 9 ； 臀 鰭 II, 8 ； 胸 鰭

13–14 ； 腹 鰭 I, 5 ； 側 線 有 孔 鱗 24 ； 側

線上方横列鱗 2 ； 側線下方横列鱗 6 ；

背 鰭 前 方 鱗 3 ； 尾 柄 周 鱗 12 ； 総 鰓 耙

4–5+13–14=17–19 ； 櫛歯状に発達した鰓

耙 2+10–11=12–13。 吻は尖る。

色彩　体全体は白色を呈する。 体側に 6
本の黒みを帯びた茶色縦線がある。 3 番

目の縦線は第 1 背鰭下方で 2 番目の縦線

に達する。 体側の中央をはしる縦線は尾鰭

後端に達する。 各鰭は透明である。 第 1
背鰭全体に黒色素胞が分布する。 第 2 背

鰭および臀鰭基底付近の鰭膜に黒色素胞

が分布する。

分布　静岡県、 愛媛県、 屋久島、 口永良

部島および与論島から記録されている。

備考　ミスジテンジクダイ A. taeniophorus 
Regan, 1908 は Matsuura & Tachikawa
（1994） により小笠原諸島父島に打ち上げ

られた個体に基づき、 日本初記録として報

告された。 その後、 Mabuchi et al. (2004)
は、 DNA 解析を用いた手法によりミスジ

テンジクダイに 2 種 （スポット型とライン

型） が含まれていることを明らかにした。

Yoshida et al. (2010) は、 前述の 2 種の

検討を行い、 日本初記録として報告された

ミスジテンジクダイはスポット型であるとい

う結論に至った。 林 （2013） はこれまでミ

スジテンジクダイ （ライン型） と呼ばれてい

た種をミスジテンジクダイ L 型として扱った。

本種はミスジテンジクダイに似るが、 ミスジ

テンジクダイ L 型は体側の中央をはしる縦

線は尾鰭後端に達すること （後者では達し

ない）、 尾柄部に小黒色斑がないこと （後

者ではある） から識別される。

（吉田朋弘）

■ ミスジテンジクダイ L 型　Apogon cf taeniophorus　KAUM–I. 47899, 59.9 mm SL

は胸鰭軟条数が 14 本と少ないこと （後者

では 15 本）、 尾柄部の黒色斑が小さいこと

（大きい） から識別される。

　近年、 本種は Ostorhinchus 属とされるこ

とが多い。

（吉田朋弘）

■ ミスジテンジクダイ L 型　Apogon cf taeniophorus　KAUM–I. 39879, 38.3 mm SL
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スズキ目 テンジクダイ科 テンジクダイ属

サンギルイシモチ
Apogon thermalis
Cuvier, 1829

形態　背鰭 VI-I, 9 ； 臀鰭 II, 8 ； 胸鰭 14 ；

腹鰭 I, 5 ； 側線有孔鱗 24 ； 側線上方横列

鱗 2 ； 側線下方横列鱗 6 ； 背鰭前方鱗列

4 ； 尾柄周鱗 12 ； 総鰓耙 6–7 ＋ 17–19
＝ 23–26 ； 櫛歯状に発達した鰓耙 3–4 ＋

16–17 ＝ 19–21。

色彩　体側上方は黒色がかった淡黄色、

下方は光沢のある銀白色。 尾柄の背縁は

黒色素胞がやや密に分布する。 尾柄後端

中央に黒色斑がある。 吻端から眼を通り鰓

蓋後縁付近まで 1 本の幅広い黒色線があ

る。 各鰭の軟条は淡桃色を呈する。 背鰭

は淡黄色であるが、 第 1 背鰭第 1 棘の鰭

膜基部から第 1 背鰭第 4 棘の鰭膜先端に

かけて黒色を帯びる。 胸鰭と腹鰭は透明。

臀鰭と尾鰭は淡黄色。

分布　インド ・ 西太平洋に分布する。 国内

では奄美大島以南の琉球列島に分布する。

備考　本種はアマミイシモチ A. amboin-
ensis Bleeker, 1853 に似るが、 サンギル

イシモチは側線に沿ってはしる黒色線がな

いこと （後者ではある）、 吻端から眼を通り

鰓蓋後端まで達する黒色線の幅が広いこと

（狭い） から識別される。

　本研究では Allen & Randall (2002) に従

い、 本種の学名を A. thermalis として扱っ

た。

（吉田朋弘）

■ サンギルイシモチ　Apogon thermalis　FRLM 42741, 42.3 mm SL

スズキ目 テンジクダイ科 テンジクダイ属

ミスジアカヒレイシモチ
Apogon trimaculatus
Cuvier, 1828

形態　背鰭 VI-I, 9 ； 臀鰭 II, 8 ； 胸鰭 14 ；

腹鰭 I, 5 ； 側線有孔鱗 24 ； 側線上方横

列鱗 2 ； 側線下方横列鱗 6 ； 背鰭前方鱗

4–5 ； 尾柄周鱗 12 ； 総鰓耙 5 ＋ 15–17
＝ 20–22 ； 櫛歯状に発達した鰓耙 3 ＋

11–13 ＝ 14–16。 体高は高い。

色彩　体全体が淡黄色。 体側上方は黒色

がかった淡黄色、 下方は桃色を帯びた銀

白色。 吻端から頭頂部にかけての背側縁

辺は黄色がかる。 体側上方は黒色がかっ

た淡黄色、 下方は桃色を帯びた銀白色。

頭頂部から胸鰭起部にかけて幅広い黒色

帯がある。 第 2 背鰭起部に鞍掛状の黒色

帯がある。 第 2 背鰭基部後端付近に鞍掛

■ ミスジアカヒレイシモチ　Apogon trimaculatus　KAUM–I. 48082, 47.1 mm SL
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状の黒色帯がある。鰓蓋上に黄色みがかっ

た黒色斑がある。 尾柄後端中央に小さい

1 黒色斑がある。 背鰭は透明。 第 1 背鰭

第 1 棘から第 4 棘にかけて黒色素胞が分

布する。 第 2 背鰭全体に黒色素胞が分布

する。 胸鰭は透明で鰭条は桃色を帯びる。

腹鰭は透明で、 鰭膜は黄色がかる。 臀鰭

は透明で、 基底付近の鰭膜に黄色がかっ

た黒色素胞が分布する。

分布　インド ・ 西太平洋に広く分布する。

国内では高知県以南に分布する。

備考　本種はフタスジアカヒレイシモチ A. 

rodopterus Bleeker, 1852 に似るが、 ミス

ジアカヒレイシモチは鰓蓋上に明瞭な黒色

斑を有すること （後者ではない）、 体側背

側の鞍掛状黒色帯が 3 本あること （2 本）

から識別される。

（吉田朋弘）

スズキ目 テンジクダイ科 カクレテンジクダイ属

カクレテンジクダイ
Apogonichthyoides timorensis
(Bleeker, 1854)

形態　背鰭 VII–I, 9 ； 臀鰭 II, 8 ； 胸鰭 16 ；

腹鰭 I, 5 ； 側線有孔鱗 23–24 ； 側線上方

横列鱗 2 ； 側線下方横列鱗 6 ； 背鰭前方

鱗 3 ； 尾 柄 周 鱗 12 ； 総 鰓 耙 3 ＋ 12 ＝

15 ； 櫛歯状に発達した鰓耙 1 ＋ 7–8 ＝

8–9。 腹鰭は長く、 その後端は臀鰭始部を

越える。

色彩　頭部は黄色みを帯びた茶色。 体側

上方は光沢のある淡茶色で体側下方は銀

白色。 体側に 4 本の黒みを帯びた茶色の

横線がある。 第 1 横帯は第 1 背鰭先端か

ら胸鰭にかけて、 第 2 横帯は第 2 背鰭と

臀鰭の間、 第 3 横帯は尾柄中央部、 第 4
横帯は尾柄後端にある。 眼後端から鰓蓋

後端にかけて 1 本の太い茶色の線がある。

眼下から後方に 1 本の細い茶色の線があ

る。

分布　インド ・ 西太平洋に分布する。 国内

では大隅諸島と琉球列島に分布する。

備考　本種はマダラテンジクダイ A. umbra-
tilis Fraser & Allen, 2010 に似るが、 カク

レテンジクダイは胸鰭軟条数が 16 と多いこ

と（後者では 14）から識別される。林（2013）

により本属に対してカクレテンジクダイ属と

いう和名が提唱された。

（吉田朋弘）

■ カクレテンジクダイ　Apogonichthyoides timorensis　KAUM–I. 51196, 22.8 mm SL

■ カクレテンジクダイ　Apogonichthyoides timorensis　KAUM–I. 51515, 36.8 mm SL
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■ マトシボリ　Apogonichthys ocellatus　KAUM–I. 41176, 17.4 mm SL

スズキ目 テンジクダイ科 ナンヨウマトイシモチ属

マトシボリ
Apogonichthys ocellatus
(Weber, 1913)

形態　背鰭 VII-I, 9 ； 臀鰭 II, 8 ； 胸鰭 16 ；

腹鰭 I, 5 ； 側線有孔鱗 23 ； 側線上方横

列鱗 2 ； 側線下方横列鱗 6 ； 背鰭前方

鱗 4 ； 尾柄周鱗 12 ； 総鰓耙 2 + 12–13 = 
14–15 ； 櫛歯状に発達した鰓耙 1 + 5–6 = 

6–7。 側線は鰓蓋後端から尾柄後端まで達

する。

色彩　体全体は黒みを帯びた茶色。 眼下

に明瞭な黒色斜帯がある。 背鰭は黒みを

帯びた茶色であるが、 第 1 背鰭に黄色で

囲まれた黒色斑がある。 第 2 背鰭後端は

白色。 胸鰭は透明。 腹鰭、 臀鰭および尾

鰭は黒みを帯びた茶色であるが、 後端は

白く縁取られる。

分布　インド ・ 西太平洋に広く分布する。

国内では伊豆諸島と琉球列島に分布する。

備考　日本産ナンヨウマトイシモチ属魚類

は、 本種とハワイマトイシモチ A. perdix 
Bleeker, 1854 の 2 種が知られる。 マトシ

ボリはハワイマトイシモチと比較して、 第 1
背鰭に 1 黒色斑があること （後者ではな

い）、 胸鰭軟条数が 16 と多いこと （14）

から識別される。

（吉田朋弘）

■ ハワイマトイシモチ　Apogonichthys perdix　KAUM–I. 55123, 28.5 mm SL
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スズキ目 テンジクダイ科 ナンヨウマトイシモチ属

ハワイマトイシモチ
Apogonichthys perdix
Bleeker, 1854

形態　背鰭 VII-I, 9–10 ； 臀鰭 II, 8 ； 胸鰭

14 ； 腹 鰭 I, 5 ； 側 線 有 孔 鱗 22–23 ； 側

線上方横列鱗 2 ； 側線下方横列鱗 6 ； 背

鰭前方鱗 5 ； 尾柄周鱗 12 ； 総鰓耙 2 + 
11–12 = 13–14 ； 櫛歯状に発達した鰓耙 1 
+ 6 = 7。 側線は鰓蓋後端から尾柄後端ま

で達する。

色彩　体全体は赤色をおびた淡黄色。 眼

後部に放射状に伸びる黒褐色線が 3 本あ

る。 第 1 背鰭と腹鰭は赤色を呈し、 全体に

黒色素胞が分布する。 第 2 背鰭、 臀鰭お

よび尾鰭は透明であるが、 赤色、 白色お

よび黄色を帯びた小斑が不規則に混じる。

胸鰭は透明。

分布　インド ・ 西太平洋に広く分布する。

国内では小笠原諸島、 和歌山県以南に分

布する。

（吉田朋弘）

■ スミツキアトヒキテンジクダイ　Archamia fucata　KAUM–I. 42214, 65.6 mm SL

スズキ目 テンジクダイ科 アトヒキテンジクダイ属

スミツキアトヒキテンジクダイ
Archamia fucata
(Cantor, 1849)

形 態　 背 鰭 VI-I, 9–10 ； 臀 鰭 II, 17–18 ；

胸鰭 14 ； 腹鰭 I, 5 ； 側線有孔鱗 24–25 ；

側線上方横列鱗 2 ； 側線下方横列鱗 6 ；

背鰭前方鱗 5–6 ； 尾柄周鱗 12 ； 総鰓耙

5–6 + 15–17 = 20–23 ； 櫛歯状に発達した

鰓耙 3–4 + 15–17 = 18–21。 体はよく側扁

する。 臀鰭基部は第 2 背鰭基部より長い。

色彩　体全体は光沢のある桃色。 吻端付

近は黄色を呈する。 体側には濃橙色の横

線が多数存在する。 鰓蓋上部後方に濃橙

色斑がある。 尾柄部に黒色斑がある。 背

鰭は透明。 第 1 背鰭全体に黄色がかった

黒色素胞が分布する。 第 2 背鰭基底付近

の鰭膜に黄色がかった黒色素胞が密に分

布する。 臀鰭は透明で鰭条は淡赤色であ

り、 臀鰭基底付近の鰭膜に黄色がかった

黒色素胞が分布する。 胸鰭、 腹鰭および

尾鰭は透明であるが、 鰭条は淡赤色。

分布　インド ・ 西太平洋に広く分布する。

国内では伊豆諸島、 小笠原諸島、 静岡県

以南の太平洋域沿岸、 大隅諸島および琉

球列島に分布する。

備考　与論島では本種は漁港内で群れをな

して生息していた。

（吉田朋弘）

■ スミツキアトヒキテンジクダイ　Archamia fucata　KAUM–I. 46048, 72.7 mm SL
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■ サクラテンジクダイ　Cercamia eremia　KAUM–I. 51383, 20.3 mm SL

スズキ目 テンジクダイ科 サクラテンジクダイ属

サクラテンジクダイ
Cercamia eremia
(Allen, 1987)

形 態　 背 鰭 VI-I, 9 ； 臀 鰭 II, 11–12 ； 胸

鰭 10 ； 腹鰭 I, 5 ； 側線鱗 23 ； 背鰭前方

鱗 6 ； 尾柄周鱗 12 ； 総鰓耙 3 + 12–14 = 
15–17 ； 櫛歯状に発達した鰓耙 1 + 11–12 
= 12–13。 後側頭骨に顕著な棘を有する。

色彩　体は透明で、 淡橙色素が全体に分

布する。 頭部には淡橙色素がやや密に分

布する。 背鰭、 腹鰭および臀鰭は透明で

あるが、 基底付近の鰭膜に淡橙色素が分

布する。 胸鰭は透明であるが、 淡橙色素

がやや密に分布する。 尾鰭は透明。

分布　インド ・ 西太平洋に広く分布する。

国内では伊豆諸島、 小笠原諸島、 静岡県

以南の太平洋沿岸、 大隅諸島および琉球

列島に分布する。

備考　サクラテンジクダイ属はサクラテンジ

クダイと C. cladara Randall & Smith, 1988
の 2 有効種から構成されている。 サクラテ

ンジクダイは C. cladara と比較して、 鰓耙

数が 1 + 11–12 と少ないこと （後者では

3–4 + 14–16） から識別される。 日本から

はサクラテンジクダイのみ記録されている。

本種はサンゴ礁や岩礁の岩奥や洞窟に単

独で生活している。

（吉田朋弘）

スズキ目 テンジクダイ科 ヤライイシモチ属

スダレヤライイシモチ
Cheilodipterus intermedius
Gon, 1993

形態　背鰭 VI-I, 9 ； 臀鰭 II, 8 ； 胸鰭 13–
14 ； 腹鰭 I, 5 ； 側線有孔鱗 24 ； 側線上方

横列鱗 2 ； 側線下方横列鱗 6 ； 背鰭前方

鱗 6 ； 尾柄周鱗 12 ； 総鰓耙 5–6 + 12–15 
= 18–20 ； 櫛歯状に発達した鰓耙 1 + 7 = 

8。 両顎に大きな犬歯を有する。 前鰓蓋骨

縁は鋸歯状。

色彩　体全体は光沢のある銀白色。 体側

に黒みを帯びた茶色の縦線が 9 本ある。

尾柄後端に黄色で囲まれた黒色斑がある。

各鰭は透明であるが、 第 1 背鰭全体に黒

色素胞が分布する。 尾鰭の上下両葉の縁

辺は黒い。

分布　西太平洋に分布する。 国内では高

知県以南の太平洋沿岸、 大隅諸島および

琉球列島に分布する。

備考　本種は体側に黒みを帯びた茶色の

縦線が 9 本あること、 前鰓蓋骨縁が鋸歯

状であること、 尾柄後端に小さな黒色斑が

あり、 その周囲が黄色であることなどから

日本に生息する同属他種と容易に識別され

る。 尾柄の黒色斑は、 成長するにつれて

形が不明瞭になる。

（吉田朋弘）

■ サクラテンジクダイ　Cercamia eremia　BSKU 108294, 23.6 mm SL
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■ スダレヤライイシモチ　Cheilodipterus intermedius　KAUM–I. 47975, 80.0 mm SL

■ リュウキュウヤライイシモチ　Cheilodipterus macrodon　KAUM–I. 41085, 37.8 mm SL

■ リュウキュウヤライイシモチ　Cheilodipterus macrodon　KAUM–I. 42712, 30.6 mm SL

スズキ目 テンジクダイ科 ヤライイシモチ属

リュウキュウヤライイシモチ
Cheilodipterus macrodon
(Lacepède, 1802)

形 態　 背 鰭 VI-I, 9 ； 臀 鰭 II, 8 ； 胸 鰭

12–13 ； 腹鰭 I, 5 ； 側線有孔鱗 24–25 ；

側線上方横列鱗 2 ； 側線下方横列鱗 6 ；

背鰭前方鱗 6 ； 尾柄周鱗 12 ； 総鰓耙 5–6 
+ 13–16 = 19–21 ； 櫛歯状に発達した鰓耙

1 + 8–9 = 9–10。 両顎に大きな犬歯を有す

る。 前鰓蓋骨縁は鋸歯状。
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色彩　体全体は光沢のある銀白色。 体側

に黒みを帯びた茶色の縦線が 9 本ある。

吻端から眼後端付近は黄色がかる。 尾柄

後端に黒色斑がある。 各鰭は透明である

が、 第 1 背鰭全体に黒色素胞が分布する。

尾鰭の上下両葉の縁辺は黒い。

分布　インド ・ 西太平洋に分布する。 国内

では伊豆諸島、 小笠原諸島、 館山湾以南

の太平洋沿岸、 大隅諸島および琉球列島

に広く分布する。

備考　本種は体側に黒みを帯びた茶色の

■ ヤライイシモチ　Cheilodipterus quinquelineatus　KAUM–I. 47921, 84.4 mm SL

スズキ目 テンジクダイ科 ヤライイシモチ属

ヤライイシモチ
Cheilodipterus quinquelineatus
Cuvier, 1828

形態　背鰭 VI-I, 9 ； 臀鰭 II, 8 ； 胸鰭 12–
13 ； 腹鰭 I, 5 ； 側線有孔鱗 24 ； 側線上方

横列鱗 2 ； 側線下方横列鱗 6 ； 背鰭前方

鱗 6 ； 尾柄周鱗 12 ； 総鰓耙 4–5 + 12–14 

= 16–18 ； 櫛歯状に発達した鰓耙 1–2 + 
9–11 = 10–13。 両顎に大きな犬歯を有す

る。 前鰓蓋骨縁は鋸歯状。

色彩　体全体は光沢のある銀白色。 体側

に黒色縦線が 5 本ある。 尾柄後端に黒み

を帯びた黄色で囲まれた黒色斑がある。 各

鰭は透明。

分布　インド ・ 太平洋に分布する。 国内で

は伊豆諸島、 小笠原諸島、 相模湾以南の

太平洋沿岸、 大隅諸島および琉球列島に

広く分布する。

備考　本種は体側に黒色縦線が 5 本あるこ

と、 尾柄後端に黒みを帯びた黄色で囲まれ

た黒色斑があることなどから日本に生息す

る同属他種と容易に識別される。

（吉田朋弘）

縦線が 9 本あること、 尾柄後端に眼径より

大きい黒色斑があることなどから日本に生

息する同属他種と容易に識別される。 尾柄

の黒色斑は、 成長するにつれて形が不明

瞭になる。

（吉田朋弘）

スズキ目 テンジクダイ科 タイワンマトイシモチ属

タイワンマトイシモチ
Foa fo
Jordan & Seale, 1905

形態　背鰭 VII-I， 9 ； 臀鰭 II， 8 ； 胸鰭 11 
–12 ； 腹鰭 I， 5 ； 側線有孔鱗 8–10 ； 背鰭

前方鱗 3–4 ； 尾柄周鱗 12 ； 総鰓耙 3–4 + 
9–11 = 12–14 ； 櫛歯状に発達した鰓耙 1 
+ 6 = 7。 口蓋骨に歯がある。

色彩　成魚の体全体は淡黄色。 体側に

4–5 本の不規則な黒色帯を有する。 白色

斑が散在する。 第 1 背鰭は透明で全体に

黒色色素が散在する。 第 2 背鰭、 臀鰭お

よび尾鰭は透明で、 黒色斑と白色斑が不

規則に分布する。 基底部に黒色素胞が密

に分布する。 胸鰭は透明。 腹鰭は透明で、

全体に黒色素胞が散在する。 幼魚の体全

体は半透明。 体側に 4 本の黒色帯を有す

る。 各鰭は透明であるが、 第 1 背鰭と腹

鰭に黒色素胞が密に分布する。

分布　インド ・ 西太平洋に分布する。 国内

では静岡県以南の太平洋沿岸、 大隅諸島

および琉球列島に広く分布する。

備考　これまで日本における本種に対す

る学名として F. brachygramma (Jenkins, 
1903) が使用されてきた （Yoshida et al., 
2010 ； 林、 2013）。 し か し、 F. brachy-
gramma はハワイ諸島の固有種であり、 F. 
fo はインド ・ 西太平洋に分布する種である

ことが明らかになった （Fraser & Randall, 
2011）。 Foa fo は F. brachygramma と 比

較して、 体側に 4–5 本の不規則な黒色帯

を有し、 白色斑が散在すること （後者では

一様に茶色を呈し、 白色斑がない）、 総鰓

耙数の最頻値が 14 （後者は 15） などか

ら識別される （Fraser & Randall, 2011）。

（吉田朋弘）
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■ タイワンマトイシモチ　Foa fo　KAUM–I. 51189, 22.9 mm SL

■ タイワンマトイシモチ　Foa fo　KAUM–I. 51263, 11.6 mm SL■ タイワンマトイシモチ　Foa fo　KAUM–I. 48020, 22.9 mm SL

スズキ目 テンジクダイ科 シボリ属

ナハマトイシモチ
Fowleria isostigma
(Jordan & Seale, 1906)

形態　背鰭 VII-I, 9 ； 臀鰭 II, 8 ； 胸鰭 14 ；

腹鰭 I, 5 ； 側線有孔鱗 11–12 ； 背鰭前方

鱗 6 ； 尾柄周鱗 12 ； 総鰓耙 2–3 + 9–14 
= 12–17 ； 櫛歯状に発達した鰓耙 4–5。 側

線は不完全で第 2 背鰭下で終わる。

色彩　体色は変異に富む。 体全体および

胸鰭をのぞく各鰭条は緑色っぽいものから

茶色や黒色とさまざま。 黒色小斑が第 2 背

鰭直下から尾柄部までの体側に縦列状に

並ぶ個体もいる。 主鰓蓋骨上に黒色斑が

■ ナハマトイシモチ （無斑型）　Fowleria isostigma　KPM-NI 30765, 24.8 mm SL



テ
ン
ジ
ク
ダ
イ
科

206

Apogonidae
Cardinalfishes

ある。 第 1 背鰭と腹鰭の全体に黒色素胞

が分布する。 胸鰭は透明。 尾鰭は体色と

同様であるが、 縁辺は白色を呈する。

分布　西太平洋に分布する。 国内では和

歌山県以南の太平洋沿岸、 大隅諸島およ

び琉球列島に分布する。

備考　日本産ナハマトイシモチには体側に

黒色斑が縦列状に分布する有斑型と黒色

斑をもたない無斑型の 2 型が存在すること

が知られている （林、 2013）。

（吉田朋弘）

■ ナハマトイシモチ （無斑型）　Fowleria isostigma　KAUM–I. 42223, 21.0 mm SL

■ ナハマトイシモチ （有斑型）　Fowleria isostigma　KAUM–I. 51178, 35.9 mm SL

■ ナハマトイシモチ （無斑型）　Fowleria isostigma　BSKU 108295, 22.1 mm SL
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■ シボリ　Fowleria variegata　KAUM–I. 50808, 76.1 mm SL

スズキ目 テンジクダイ科 シボリ属

シボリ
Fowleria variegata
(Valenciennes, 1832)

形 態　 背 鰭 VII-I， 9 ； 臀 鰭 II， 8 ； 胸 鰭

13 ； 腹鰭 I， 5 ； 側線有孔鱗 10–12 ； 背鰭

前方鱗 4–5 ； 尾柄周鱗 12 ； 総鰓耙 3–4 + 
11–12 = 15 ； 櫛歯状に発達した鰓耙 1 + 5 

= 6。 側線は不完全であり、 第 2 背鰭基底

中央直下で終わる。

色彩　体全体は黒みを帯びた茶色。 体側

に多数の黒色斑が不規則に分布する。 主

鰓蓋骨上に黒色斑がある。 胸鰭は透明。

胸鰭を除く各鰭は茶色や黄色がかった茶色

で、 白色斑が散在する。

分布　インド ・ 西太平洋に分布する。 国内

では小笠原諸島、 愛媛県以南の太平洋域

沿岸、 大隅諸島および琉球列島に分布す

る。

備考　本種はナハマトイシモチ F. isostigma 
(Jordan & Seale, 1906) に似るが、 シボリ

は体側に多数の黒色斑が不規則に分布す

ること （後者では縦列状に分布もしくは無

斑） から識別される。

（吉田朋弘）

■ シボリ　Fowleria variegata　FRLM 42733, 61.4 mm SL
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スズキ目 テンジクダイ科 クダリボウズギス属

コモンクダリボウズギス
Gymnapogon urospilotus
Lachner, 1953

形 態　 背 鰭 VI-I, 9 ； 臀 鰭 II, 9 ； 胸 鰭 14 
–15 ； 腹鰭 I, 5 ； 鰓耙 1 + 9 = 10。 前鰓蓋

骨に 1 本の棘がある。 体表に鱗はなく、 孔

器列がある。 尾鰭は二叉し、 湾入する。

色彩　体全体および各鰭が透明。 尾柄に B

字状に黒色素胞が分布する。

分布　西太平洋に広く分布する。 国内では

与論島、 慶良間諸島および八重山諸島か

ら記録されている。

備考　日本産クダリボウズギス属魚類は、

コモンクダリボウズギスの他に、 クダリボウ

ズギス G. japonicas Regan, 1905 とナンヨ

ウクダリボウズギス G. philippinus (Herre, 
1939) が知られている。 本種はクダリボウ

ズギスと比較して、 尾柄部に B 字状に分

布する黒色素胞を有すること （後者ではな

い）、 胸鰭条数が 14–15 と多いこと （12）

から識別される。 また本種はナンヨウクダリ

ボウズギスと比較して、 臀鰭軟条数が 9 と

多いこと （後者では 8） であることから区別

可能。

　日本におけるコモンクダリボウズギスのこ

れまでの分布は慶良間諸島と八重山諸島

であったが、 与論島で採集された本標本 1
個体によって、 従来の報告より約 140 km
北限を更新した。

（吉田朋弘）

■ コモンクダリボウズギス　Gymnapogon urospilotus　KPM-NI 30880, 17.4 mm SL

■ バンダイシモチ　Nectamia bandanensis　KAUM–I. 48104, 106.3 mm SL
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スズキ目 テンジクダイ科 ナミダテンジクダイ属

バンダイシモチ
Nectamia bandanensis
(Bleeker, 1854)

形態　背鰭 VII-I, 9 ； 臀鰭 II, 8 ； 胸鰭 13 ；

腹鰭 I, 5 ； 側線有孔鱗 24 ； 側線上方横

列鱗 2 ； 側線下方横列鱗 6 ； 背鰭前方鱗

3 ； 尾 柄 周 鱗 12 ； 総 鰓 耙 6–7 + 18–19 

= 24–26 ； 櫛歯状に発達した鰓耙 5–7 + 
18–19 = 23–26。 体高が高い。 頭部およ

び眼が大きい。

色彩　体全体は茶色みを帯びた銀白色。

体側に 3 体の黒色横帯がある。 眼下に黒

色斜帯がある。 各鰭は透明。 第 1 背鰭全

体に黒色素胞が分布する。

分布　西太平洋に分布する。 国内では小

笠原諸島、 大隅諸島および琉球列島に広

く分布する。

備考　本種はナミダテンジクダイ N. savay-
ensis (Günther, 1872) に似るが、 バンダイ

シモチは眼が大きいこと（後者では小さい）、

体側の黒色横帯が 3 本であること （6–10
本） から識別される。

（吉田朋弘）

スズキ目 テンジクダイ科 ナミダテンジクダイ属

ホソスジナミダテンジクダイ
Nectamia fusca
(Quoy & Gaimard, 1825)

形態　背鰭 VII-I, 9 ； 臀鰭 II, 8 ； 胸鰭 13 ；

腹鰭 I, 5 ； 側線有孔鱗 24 ； 側線上方横

列鱗 2 ； 側線下方横列鱗 6 ； 背鰭前方鱗

3–4 ； 尾柄周鱗 12 ； 総鰓耙 6–7 + 16–20 
= 22–27 ； 櫛歯状に発達した鰓耙 4–5 + 
15–19 = 19–24。

色彩　体全体は茶色みを帯びた銀白色。

体側に 5 本の黒色横帯がある。 眼下に黒

色斜帯がある。 各鰭は透明。 第 1 背鰭全

体に黒色素胞が分布する。 尾柄部に不明

瞭な黒色斑がある。

分布　インド ・ 太平洋に分布する。 国内で

は琉球列島のみから知られる。

備考　本種はバンダイシモチ N. bandan-
ensis (Bleeker, 1854) に似るが、 ホソスジ

ナミダテンジクダイは眼下の黒色斜帯が細

い （後者では太い）、 体側の黒色横帯が 5
本 （3 本） から識別される。

（吉田朋弘）

■ ホソスジナミダテンジクダイ　Nectamia fusca　KAUM–I. 48119, 83.4 mm SL

■ ホソスジナミダテンジクダイ　Nectamia fusca　KAUM–I. 47967, 15.8 mm SL■ ホソスジナミダテンジクダイ　Nectamia fusca　NSMT-P 110360, 32.9 mm SL
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スズキ目 テンジクダイ科 ナミダテンジクダイ属

ナミダテンジクダイ
Nectamia savayensis
(Günther, 1872)

形態　背鰭 VII-I, 9 ； 臀鰭 II, 8 ； 胸鰭 13 ；

腹鰭 I, 5 ； 側線有孔鱗 24 ； 側線上方横

列鱗 2 ； 側線下方横列鱗 6 ； 背鰭前方

鱗 3–4 ； 尾 柄 周 鱗 12 ； 総 鰓 耙 6–7 + 

19–20 = 26 ； 櫛歯状に発達した鰓耙 5–9 
+ 19–20 = 24–25。

色彩　体全体は茶色みを帯びた銀白色。

体側に多数の黒色横帯がある。 眼下に黒

色斜帯がある。 各鰭は透明。 第 1 背鰭全

体に黒色素胞が分布する。 尾柄部に鞍掛

状黒色帯がある。

分布　インド ・ 西太平洋に分布する。 国内

では琉球列島からのみ記録されている。

備考　本属に対する和名は林 （2013） に

よって命名された。 ナミダテンジクダイはホ

ソスジナミダテンジクダイ N. fusca (Quoy & 
Gaimard, 1825) に似るが、 前者は尾柄部

に鞍掛状黒色帯があること （後者では不明

瞭な黒色斑がある）、 体側の黒色横帯が 5
本であること （6–10 本） から識別される。

（吉田朋弘）

■ ナミダテンジクダイ　Nectamia savayensis　KAUM–I. 42307, 68.4 mm SL

■ ナミダテンジクダイ　Nectamia savayensis　KAUM–I. 42308, 61.6 mm SL
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Cardinalfishes

スズキ目 テンジクダイ科 ヌメリテンジクダイ属

ヌメリテンジクダイ
Pseudamia gelatinosa
Smith, 1956

形態　背鰭 VI-I, 9 ； 臀鰭 II, 8 ； 胸鰭 15 ；

腹鰭 I, 5 ； 側線有孔鱗 35 ； 側線上方横列

鱗 2；側線下方の横列鱗 6；背鰭前方鱗 5；

尾柄周鱗 12 ； 総鰓耙 4 + 7–11 = 11–15 ；

櫛歯状に発達した鰓耙 1 + 7 = 8。 体は細

長く、 伸長する。 前鼻孔の鼻弁は長い。

体側鱗は円鱗。 尾鰭は尖形。

色彩　体は透明で、 黒色素胞が全体に分

布する。 尾鰭を除く各鰭は透明。 尾鰭は黒

色で上方に黒色斑があり、 外縁は白い。

分布　インド ・ 太平洋に広く分布する。 国

内では伊豆諸島、 大隅諸島および琉球列

島に分布する。

備考　本種はヒルギヌメリテンジクダイ P. 
amblyuroptera (Bleekr, 1856) に 似 る が、

ヌメリテンジクダイは尾鰭基底上に眼径大

の黒色斑がないこと （後者ではある） から

識別される。

（吉田朋弘）

■ ヌメリテンジクダイ　Pseudamia gelatinosa　KAUM–I. 42285, 24.5 mm SL

スズキ目 テンジクダイ科 クダリボウズギスモドキ属

クダリボウズギスモドキ属の一種
Pseudamiops sp.

形態　背鰭 VI–I, 8 ； 臀鰭 II, 9 ； 胸鰭 13 ；

腹鰭 I, 5 ； 総鰓耙 4 ＋ 7 ＝ 11 ； 櫛歯状

に発達した鰓耙 1 ＋ 7 ＝ 8。 体各部測定

値の標準体長に対する割合 （%） ： 体高

19.3 ； 頭 長 32.3 ； 眼 径 6.7 ； 吻 長 7.7 ；

両眼間隔 （骨質部で測定） 5.3 ； 上顎長

17.3 ； 尾柄長 28.4 ； 尾柄高 9.6 ； 第 1 背

鰭第 1 棘条長 8.2 ； 第 1 背鰭第 2 棘条長

9.1 ； 第 1 背鰭第 3 棘条長 10.1 ； 第 1 背

鰭第 4 棘条長 7.2 ； 第 2 背鰭棘条長 7.7 ；

臀鰭第 1 棘条長 2.4；臀鰭第 2 棘条長 6.7；

胸鰭長 23.1 ； 腹鰭長 12.5。

　体は細長く、 伸長する。 吻はやや尖り、

上顎先端は下顎先端より前に突出する。

前鼻孔と後鼻孔はともに孔状で、 前者は吻

端に近い位置し、 後者は眼の前縁付近に

開孔する。 口は大きく、主上顎骨の後端は、

眼の後端をはるかに越える。 背鰭始部は

腹鰭始部の直上よりやや後方に位置する。

胸鰭の先端は臀鰭第 2 軟条基部中央下に

ある。 腹鰭の先端は肛門に達しない。 尾

鰭は尖形。 上下顎ともに 1–2 列の犬歯状

の歯が並ぶ。 鋤骨と口蓋骨に犬歯状の小

歯がある。 体側は円鱗であるが、 脱鱗しや

すい。 側線はない。

色彩　生鮮時、体と各鰭は透明。 固定後は、

体全体が乳白色。 各鰭は透明。 吻端およ

び頭頂部にわずかに黒色素胞が分布する。

分布　与論島宇勝海岸の水深 2 m におい

てタモ網で採集された。

備考　本項の記載は与論島の 1 標本に基

づく。 本標本は前鰓蓋骨に発達した 1 棘

がないこと、 体側に側線がないこと、 鱗は

円鱗であること、 第 1 背鰭が 6 棘であるこ

と、 櫛歯状に発達した鰓耙数が 8 であるこ

とから、 日本産テンジクダイ科魚類の中で

はクダリボウズギスモドキ P. gracilicauda 
(Lachner, 1953) に類似する。 本標本はク

ダリボウズギスモドキと比較して、 生鮮時

の体色が半透明であること （後者では赤

色）、胸鰭条数が 13 と少ないこと （15–17）、

臀鰭軟条数が 9 （8） であることから後者と

異なる。 本研究では本標本をクダリボウズ

ギスモドキ属の一種として扱うが、 より詳細

な研究が必要である。

（吉田朋弘）

■ クダリボウズギスモドキ属の一種　Pseudamiops sp.　KAUM–I. 48044, 21.7 mm SL
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Malacanthidae
Tilefishes

スズキ目 キツネアマダイ科 キツネアマダイ属

ヤセアマダイ
Malacanthus brevirostris
Guichenot, 1848

形態　背鰭 IV, 50–60 ； 臀鰭 I, 46–53 ； 胸

鰭 15–17 ； 腹鰭 I, 5 ； 側線鱗 146–181 ；

鰓耙 12–18。 体は細長く、 やや側扁する。

吻端は丸い。 背鰭起部は胸鰭起部のやや

後方上に位置する。 腹鰭起部後端は胸鰭

起部の直下に位置する。 背鰭基底と臀鰭

基底は長い。 尾鰭は截形。 前鰓蓋骨の縁

辺はなめらか。 主鰓蓋骨の棘は長い。

色彩　体側上方は黄緑色で、 体側下方は

白色を呈する。 胸鰭は透明。 胸鰭を除く各

鰭は白色。 背鰭基底後端から尾鰭後縁に

かけてと鰭下方から尾鰭後縁にかけて 2 本

の黒色縦線がある。

分布　インド ・ 西太平洋に分布する。 国内

では小笠原諸島、 伊豆半島東岸以南の太

平洋側沿岸、 大隅諸島および琉球列島に

分布する。

備考　キツネアマダイ属は、 主鰓蓋骨の棘

が長いこと、 尾鰭は截形であることにより特

徴づけられる。 ヤセアマダイは上顎後端が

眼の前縁を越えること、 体側に黒色帯がな

いこと、 臀鰭軟条数が 46–53 であることか

ら、 同属のキツネアマダイ M. latovittatus 
(Lacepède, 1801) と識別される。

（吉田朋弘）

■ ヤセアマダイ　Malacanthus brevirostris　KAUM–I. 51378, 188.5 mm SL

■ ヤセアマダイ　Malacanthus brevirostris　FRLM 42869, 124.3 mm SL

スズキ目 キツネアマダイ科 キツネアマダイ属

キツネアマダイ
Malacanthus latovittatus
(Lacepède, 1801)

形態　背鰭 IV, 43–47 ； 臀鰭 I, 37–40 ； 胸

鰭 16–17 ； 腹鰭 I, 5 ； 側線鱗 116–132 ；

鰓耙 6–10。 体は細長く、 やや側扁する。

吻端は突出する。 背鰭起部は胸鰭起部の

やや後方上に位置する。 腹鰭起部は胸鰭

起部の直下に位置する。 背鰭基底と臀鰭

基底は長い。 尾鰭は截形。 前鰓蓋骨の縁

辺はなめらか。 主鰓蓋骨の棘は長い。

色彩　体側背側の吻端から背鰭基底後端

にかけて青みを帯びた黒色を呈する。 体側

上方は吻端から尾柄後端まで白色。 体側

中央に吻端から尾柄部にかけて黒色縦帯

がある。 体側下方は白色。 尾鰭は黒色で

上葉と縁辺は白色を呈する。

分布　インド ・ 西太平洋に分布する。 国内

では相模湾以南の太平洋沿岸、 大隅諸島

および琉球列島に分布する。

備考　キツネアマダイは上顎後端は眼の

前縁に達しないこと、 体側に黒色帯があ

ること、 臀鰭軟条数が 37–40 であること

から、 同属のヤセアマダイ M. brevirostris 
Guichenot, 1848 と識別される。 幼魚時の

体色はホンソメワケベラに似ており、 擬態

の可能性が指摘されている。

（吉田朋弘）

■ キツネアマダイ　Malacanthus latovittatus　17 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki
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Gnomefish / Dophinfish

スズキ目 シイラ科 シイラ属

シイラ
Coryphaena hippurus
Linnaeus, 1758

形 態　 背 鰭 55–67 ； 臀 鰭 25–30 ； 胸 鰭

17–20 ； 腹鰭 I, 5 ； 側線鱗 200–300 ； 鰓

耙 0–1 + 7–9。 体は側扁し、 背縁と腹縁は

直線状。 体高は腹鰭基部付近で最大にな

る。 成熟した雄は額部が角張るが、 雌は

丸みを帯びる。

色彩　成魚では背側が青みを帯びた銀白

色、 腹側が黄色みを帯びた銀白色を呈す

る。 幼魚は体全体が黒みを帯び、 体側に

は複数の暗色横帯がある。

分布　インド ・ 汎太平洋、 北緯 50 度 – 南

緯 40 度の大西洋に分布する。 国内では北

海道から九州までの本土沿岸、 伊豆諸島、

小笠原諸島、 大隅諸島、 トカラ列島、 大東

諸島に分布する。

備考　全長 2 m になる。 本種は暖流の影

響を受ける地域の表層に生息する。 日本

沿岸では夏から秋に普通にみられる。 本種

の幼魚は流れ藻に付随することが知られて

いる。 エビスシイラ C. equiselis Linnaeus, 
1758 に似るが、 体の背縁と腹縁が丸いこ

と、 体高は腹鰭後方で最大になること、 背

鰭が 48–59 軟条であることから識別され

る。

（千葉　悟）

■ シイラ　Coryphaena hippurus　KAUM–I. 50881, 518.5 mm SL

スズキ目 ムツ科 ムツ属

ムツ
Scombrops boops
(Houttuyn, 1782)

形態　背鰭 VIII–IX, I, 12–14 ； 臀鰭 III, 11–
13 ； 胸鰭 15–17 ； 側線有孔鱗 50–57 ； 鰓

耙 2–5 + 12–17。 体は側扁する。 体側は

円鱗で覆われる。 背鰭は 2 基で分離する。

色彩　成魚の体色は金紫褐色で、 腹部は

銀白色。 口内は黒。 幼魚は背面が淡黄褐

色で腹面は銀白色。 口内は白。

分布　東アジアと南アフリカに不連続に分

布する。 国内では北海道から九州にかけ

ての沿岸および東シナ海に分布する。

備考　仔稚魚は沿岸から沖合の表層、 幼

魚は沿岸の浅所、 成魚は主に水深 200–
700 m の岩礁域に生息し、 成長とともに沖

合の深所に移動する。

　肉食性で魚類、 甲殻類、 および頭足類を

捕食し、 全長 1.5 m に達する。 10 月から

3 月にやや浅い場所で産卵する。 食用魚と

して美味。

（中村麻理子）

■ ムツ　Scombrops boops　KAUM–I. 42694, 360.0 mm SL
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Carangidae
Jacks

スズキ目 アジ科 イトヒキアジ属

イトヒキアジ
Alectis ciliaris
(Bloch, 1787)

形態　背鰭 IV–VII + I, 18–20；臀鰭 (II) + I, 
15–17 ； 稜鱗 8–30 ； 鰓耙 4–6 + 12–17 ；

脊椎骨 10 + 14。 体は強く側扁する。 幼魚

の体高は極めて高く体長より体高が大きい

が、 成長するにつれて体高は低くなり体長

の 1/2 以下になる。 頭部背縁は眼の前方

でわずかに突出する。 脂瞼は発達しない。

背鰭棘および臀鰭遊離棘は極めて短く幼

魚期に皮下に埋没する。 幼魚では第 2 背

鰭および臀鰭の前部数軟条が糸状に伸長

するが成長とともに短くなり、 成魚では第 1
軟条のみ糸状に伸長するかまたはすべて

の軟条が糸状に伸長しない。 幼魚の腹鰭

は長く、 その先端は臀鰭始部を越える。

色彩　体は銀色で体側に 5 本の “ く ” の字

型の横帯がある。 第 2 背鰭および臀鰭の

前部に 1 黒斑をもち、 腹鰭は黒色を呈する

（いずれも成魚では不明瞭）。 眼の直上に

眼径とほぼ同長の黒色縦帯がある。

分布　全世界の温帯から熱帯域に分布す

る。 国内では千島列島、 伊豆諸島、 小笠

原諸島、 北海道から九州南岸、 大隅諸島、

琉球列島に分布する。
備考　日本に分布するアジ科の中で最も広

域から記録がある種のひとつ。 本種は同属

のウマヅラアジ A. indica (Rüppell, 1830) 
に似るが、 眼の前方の頭部背縁がわずか

に突出する （後者では凹む） ことや鰓耙数

が 4–6 + 12–17 で あ る （7–11 + 21–26）

ことから区別される。

（武内　俊）

■ イトヒキアジ　Alectis ciliaris　KAUM–I. 48038, 79.8 mm SL

■ クロヒラアジ　Carangoides ferdau　KAUM–I. 51206, 326.6 mm SL
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Jacks

スズキ目 アジ科 ヨロイアジ属

クロヒラアジ
Carangoides ferdau
(Forsskål, 1775)

形 態　 背 鰭 VIII + I, 26–34 ； 臀 鰭 II + I, 
21–27 ； 稜 鱗 21–37 ； 鰓 耙 7–10 + 17–
21 ； 脊椎骨 10 + 14。 体は側扁し長卵形。

吻端は丸く吻長は眼径とほぼ同長。 脂瞼

は発達しない。 側線直走部始部は円鱗で

覆われる。 第 1 背鰭は低い。 第 2 背鰭お

よび臀鰭の前部は鎌状に伸長する。 臀鰭

遊離棘は極めて短く体長 200 mm 程度で

皮下に埋没する。

色彩　体は銀色で背面は銀色から銀黒色。

体側には後方に湾曲する 7–9 本の横帯が

ある。 臀鰭は白く縁取られる。 尾鰭後縁は

黒い。

分布　インド ・ 太平洋の温帯から熱帯域に

分布する。国内では伊豆諸島、小笠原諸島、

相模湾から九州南岸、 大隅諸島、 琉球列

島に分布する。

備考　本種は同属のナンヨウカイワリ C. 
orthogrammus (Jordan & Gilbert, 1882) 
に似るが、 後方に湾曲する横帯がある （後

者では後方に湾曲せず不明瞭） ことや、

体側に黄色点が散在しないか、 または稀に

散在するがその直径は眼径の 1/2 以下（散

在し眼径の 1/2 以上） であることから識別

される。

（武内　俊）

スズキ目 アジ科 ヨロイアジ属

ナンヨウカイワリ
Carangoides orthogrammus
(Jordan & Gilbert, 1882)

形 態　 背 鰭 VIII + I, 28–33 ； 臀 鰭 II + 
I, 23–27 ； 稜 鱗 19–31 ； 鰓 耙 8–10 + 
20–23 ； 脊椎骨 10 + 14。 体は側扁し長卵

形。 吻端は尖り、 吻長は眼径より長い。 脂

瞼は発達しない。 側線直走部始部は円鱗

で覆われる。 第 1 背鰭は低い。 第 2 背鰭

および臀鰭の前部は鎌状に伸長する。 臀

鰭遊離棘は極めて短く、 幼魚期に皮下に

埋没する。

色彩　生鮮時、 吻端から背面および背側面

は暗緑色で、 下顎から腹側面および腹面

は銀色。 体側の横帯は不明瞭で、 湾曲し

ない。 第 2 背鰭、 臀鰭、 尾鰭は青色を呈

する （生時）。 体側に黄色斑が散在し、 そ

の直径は眼径の 1/2 以上。 臀鰭後部は白

く縁どられる。

分布　インド ・ 太平洋の温帯から熱帯域に

分布する。 国内では伊豆諸島、 小笠原諸

島、 青森県陸奥湾から九州南岸、 大隅諸

島、 琉球列島に分布する。

備考　本種は同属のクロヒラアジ C. ferdau 
(Forsskål, 1755) に似るが、 体側の横帯

が湾曲しない （後者では後方に湾曲する）

ことや、 体側に黄色斑が散在する （散在し

ないか、 または稀に散在するが眼径の 1/2
以下） ことから識別される。

（武内　俊）

■ ナンヨウカイワリ　Carangoides orthogrammus　KAUM–I. 41044, 278.5 mm SL

■ クロヒラアジ　Carangoides ferdau　FRLM 42761, 307.5 mm SL
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Carangidae
Jacks

■ カスミアジ　Caranx melampygus　FRLM 43024, 367.2 mm SL

■ カスミアジ　Caranx melampygus　KAUM–I. 48040, 110.0 mm SL

■ カスミアジ　Caranx melampygus　NSMT-P 110383, 91.9 mm SL

■ カスミアジ　Caranx melampygus　FRLM 42701, 67.8 mm SL■ カスミアジ　Caranx melampygus　KAUM–I. 51250, 68.9 mm SL

■ カスミアジ　Caranx melampygus　KAUM–I. 39812, 71.1 mm SL

■ カスミアジ　Caranx melampygus　FRLM 42997, 132.7 mm SL
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スズキ目 アジ科 ギンガメアジ属

カスミアジ
Caranx melampygus
Cuvier, 1833

形 態　 背 鰭 VIII + I, 21–24 ； 臀 鰭 II + I, 
17–20 ； 稜鱗 27–42 ； 鰓耙 5–9 + 17–21 ；

脊椎骨 10 + 14。 体は側扁し長卵形。 頭

部背縁は吻端から緩やかに上がり、 前鰓

蓋骨直上付近で弱く屈曲する。 口は小さく、

主上顎骨後端は眼の中央を通る垂線に達

しない。 脂瞼は発達する。 胸部は完全に

鱗で覆われる。 稜鱗はやや長く、 側線直

走部全体を覆う。 臀鰭遊離棘は大きく鰭膜

があり、 第 2 背鰭および臀鰭の前部は鎌

状に伸長する。

色彩　成魚の体は銀緑色、 腹面は銀白色。

全身に黒色点が散在する。 生鮮時には体

背縁、 第 2 背鰭、 臀鰭、 尾鰭および体側

の稜鱗上部が青色を呈する。 死後は青色

が薄れ、 黒色が目立ち、 第 2 背鰭、 臀鰭

および尾鰭は黒みを帯びる。 胸鰭は黄色。

第 1 背鰭および腹鰭は灰色。 幼魚では全

身銀白色。 胸鰭は黄色を呈し、 第 1 背鰭

は灰色で腹鰭は白色。 第 2 背鰭、 臀鰭お

よび尾鰭は黒みを帯びる。

分布　インド ・ 太平洋の亜熱帯から熱帯域

に分布する。 国内では伊豆諸島、 小笠原

諸島、 相模湾から九州南岸、 大隅諸島、

琉球列島に分布する。

備考　本種は胸部に無鱗域がないことや、

口が小さく主上顎骨後端が眼の中央下に

達しないこと、 稜鱗が淡色であること、 胸

鰭は黄色く尾鰭は黒みを帯びることなどか

ら同属他種と区別可能。 本種は本調査の

セインネット （水深 0–1.5 m） で採集され

たアジ科のうち、 最も個体数が多かった。

（武内　俊）

スズキ目 アジ科 ギンガメアジ属

オニヒラアジ
Caranx papuensis
Alleyne & Macleay, 1877

形 態　 背 鰭 VIII + I, 21–23 ； 臀 鰭 II + I, 

16–19 ； 稜鱗 31–39 ； 鰓耙 7–9 + 18–21 ；

脊椎骨 10 + 14。 体は側扁し長卵形からや

や縦長。 頭部背縁は吻端から緩やかに上

がり、 前鰓蓋骨直上付近で弱く屈曲する。

口は小さく、 主上顎骨後端は眼の中央を通

る垂線に達しない。 脂瞼は発達する。 胸部

に無鱗域をもつ。 稜鱗はやや長く、 側線直

走部全体を覆う。 臀鰭遊離棘は長く、 第 2
背鰭および臀鰭の前部は鎌状に伸長する。

色彩　体は銀白色から銀緑色で、 成魚は

体全体に黒色点が散在し、 側線始部に白

色斑がある。 臀鰭および尾鰭下葉は黄色

みを帯びる。 第 2 背鰭および尾鰭上葉は

■ オニヒラアジ　Caranx papuensis　FRLM 42791, 73.4 mm SL

■ カスミアジ　Caranx melampygus　FRLM 42762, 62.6 mm SL
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■ ギンガメアジ　Caranx sexfasciatus　KAUM–I. 39815, 93.8 mm SL

黒みを帯びる。

分布　インド ・ 西太平洋の亜熱帯から熱帯

域に分布する。 国内では小笠原諸島、 和

歌山県以南の南日本、 大隅諸島、 琉球列

島に分布する。

備考　本種は胸部に無鱗域があることや口

が小さく主上顎骨後端が眼の中央下を通る

垂線に達しないこと、 稜鱗が淡色であるこ

と、 尾鰭下葉が黄色であることなどから同

属他種と識別される。

（武内　俊）

■ オニヒラアジ　Caranx papuensis　KAUM–I. 39784, 47.2 mm SL

■ ギンガメアジ　Caranx sexfasciatus　KAUM–I. 39811, 70.0 mm SL ■ ギンガメアジ　Caranx sexfasciatus　KAUM–I. 39855, 59.5 mm SL
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スズキ目 アジ科 ギンガメアジ属

ギンガメアジ
Caranx sexfasciatus
Quoy & Gaimard, 1825

形 態　 背 鰭 VIII + I, 19–22 ； 臀 鰭 II + I, 
14–17 ； 稜鱗 27–36 ； 鰓耙 6–8 + 15–19 ；

脊椎骨 10 + 15。 体は側扁し、 長卵形から

やや縦長。 頭部背縁は吻端から第 1 背鰭

前方にかけて滑らかな弧を描く。 吻端は尖

る。 口は大きく主上顎骨後端は眼の中央を

通る垂線に達するかまたはそれを越える。

脂瞼は発達する。 胸部は完全に鱗で覆わ

れる。 稜鱗はやや強く、 側線直走部全体

を覆う。 臀鰭遊離棘は長い。

色彩　成魚では体の背面から背側面は銀

黒色で腹側面から腹面は銀白色。 幼魚の

体色は銀白色で体側に 6 本の黒色横帯が

ある。 鰓蓋上端の黒斑は瞳孔より小さい。

稜鱗は黒い。 幼魚では臀鰭および尾鰭下

葉と上葉下半部は黄色であるが、 成長に

伴って黒色が増し、 黄色みが薄れる。

分布　インド ・ 太平洋の亜熱帯から熱帯域

に分布する。 国内では伊豆諸島、 小笠原

諸島、 青森県津軽海峡から九州南岸、 大

隅諸島、 琉球列島に分布する。

備考　本種は胸部に無鱗域がないことや、

頭部背縁に凹みがないこと、 鰓蓋上部の

黒斑が瞳孔より小さい （成魚） または、 瞳

孔の 1/3 かそれ以下 （幼魚） であること、

稜鱗が黒みを帯びることなどから同属他種

と識別される。

（武内　俊）

スズキ目 アジ科 ムロアジ属

クサヤモロ
Decapterus macarellus
(Cuvier, 1833)

形態　背鰭 VIII + I, 30–36 + 1 ； 臀鰭 II + 
I, 26–30 + 1 ； 稜鱗 24–40 ； 鰓耙 10–13 + 
34–41；脊椎骨10 + 14。体は細長く紡錘形。

脂瞼は発達する。 稜鱗はやや弱く側線直

走部の後半部のみを覆う。 背鰭および臀

鰭の直後に小離鰭を 1 対もつ。 第 1 背鰭

は第 2 背鰭よりも高い。 胸鰭はやや小さく、

その先端は第 2 背鰭始部直下に達しない。

臀鰭遊離棘は長い。

色彩　体の背側面は銀青色で、 背面は黒

い。 腹側面から腹面は銀白色。 生鮮時、

鰓蓋後縁上部から側線直走部上縁に沿っ

て薄い黄色縦帯があり、 その直下に青色

縦帯がある。 鰓蓋後縁上部に黒色斑をも

つ。 下顎内側の後半部は白から灰色。 背

鰭は淡い黒褐色で、 腹鰭、 臀鰭は白から

灰色。 尾鰭は黄色。

分布　全世界の温帯から熱帯域に分布す

る。 国内では伊豆諸島、 小笠原諸島、 青

森県津軽海峡から九州南岸、 大隅諸島、

琉球列島に分布する。

備考　本種は背鰭前方鱗が眼の中央を通

る垂線に達するかまたは越えること、 稜鱗

が側線直走部の後半部のみにあること、 下

顎内側の後半部が白から灰色であることな

どから同属他種と識別される。

（武内　俊）

■ クサヤモロ　Decapterus macarellus　KAUM–I. 51380, 187.1 mm SL
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スズキ目 アジ科 ツムブリ属

ツムブリ
Elagatis bipinnulata
(Quoy & Gaimard, 1825)

形態　背鰭 V–VI + I, 23–28 + 2 ； 臀鰭 (I) 
+ I, 15–20 ； 稜鱗 0 ； 鰓耙 9–11 + 25–26 ；

脊椎骨 10 + 14。 体は細長く紡錘形で吻端

は尖り、 脂瞼は発達しない。 稜鱗がない。

第 2 背鰭始部は臀鰭第 2 棘基部よりもは

るか前方にある。 背鰭棘は短く鰭膜で連結

しており、 その高さは第 2 背鰭よりも明瞭

に低い。 第 2 背鰭および臀鰭の後端にそ

れぞれ 2 軟条の小離鰭をもつ。 臀鰭遊離

棘は 1 本。 尾鰭は深く二叉し、 細長い。

色彩　体背縁は黒く、 体背側面は黄褐色で

腹側面は白色。 体側には眼の上端と吻端

から延びる 2 本の淡青色縦帯がある。 各

鰭は黄色みを帯びる。

分布　全世界の温帯から熱帯域に分布す

る。 国内では伊豆諸島、 小笠原諸島、 青

森県から九州南岸、 大隅諸島、 琉球列島

に分布する。

備考　本種は稜鱗がないことや小離鰭をも

つことで、 他のアジ科魚類と区別される。

（武内　俊）

■ ツムブリ　Elagatis bipinnulata　KAUM–I. 41225, 576.0 mm SL

■ イケカツオ　Scomberoides lysan　KAUM–I. 39783, 53.8 mm SL

■ ツムブリ　Elagatis bipinnulata　NSMT-P 110438, 392.6 mm SL
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スズキ目 アジ科 イケカツオ属

イケカツオ
Scomberoides lysan
(Forsskål, 1775)

形態　背鰭 VI–VII + I, 19–21 ； 臀鰭 II + I, 
17–19 ； 稜鱗 0 ； 鰓耙 3–8 + 15–20 ； 脊

椎骨 10 + 16。 体は著しく側扁し、 細長い。

上唇前部は頭部の皮膚が癒合する。 頭部

背縁は凹み、 吻端は尖る。 口はやや大きく

下顎は上顎よりも前方に突出し、 体長 200 
mm 以上で上顎後端は眼の後縁を通る垂

線に達する。 脂瞼は発達しない。 側線は

不規則な波状、 稜鱗はない。 第 2 背鰭始

部は臀鰭第 3 棘基部の直上付近にある。

幼魚を除き、第 1 背鰭は鰭膜で連続しない。

臀鰭遊離棘は強い。

色彩　体背縁は銀黒色で、 体側から腹部

は銀色。 体側に 2 列の暗色斑点列をもつ

（幼魚を除く）。 第 2 背鰭先端および尾鰭は

黒色を呈する。 腹鰭はやや黄色を帯びる。

分布　インド ・ 太平洋の亜熱帯から熱帯域

に分布する。 国内では伊豆諸島、 小笠原

諸島、 茨城県から九州南岸、 大隅諸島、

琉球列島に分布する。

備考　本種は同属のオオクチイケカツオ S. 
commersonnianus Lacepède, 1801 と は

上顎後端が眼の後縁下を越えないこと （後

者では越える） から区別され、 ミナミイケカ

ツオ S. tol (Cuvier, 1832) とは体側に 2 列

の暗色斑点列をもつこと （後者では 1 列）

から区別されるが、 斑点列が不明瞭な幼

魚では、 両顎が弱く湾曲することから区別

される。 本種はイケカツオ属のうち国内で

最も頻繁にみられる種である。

（武内　俊）

■ イケカツオ　Scomberoides lysan　FRLM 42792, 28.0 mm SL■ イケカツオ　Scomberoides lysan　KAUM–I. 51323, 28.5 mm SL

スズキ目 アジ科 メアジ属

メアジ
Selar crumenophthalmus
(Bloch, 1793)

形 態　 背 鰭 VIII + I, 23–28 ； 臀 鰭 II + I, 
21–23 ； 稜 鱗 29–42 ； 鰓 耙 9–12 + 24–
31；脊椎骨 10 + 14。 体は側扁し長卵形で、

成長に伴い体高が相対的に高くなる。 眼は

大きく、 脂瞼は発達する。 肩帯下部に明瞭

な突起がある。 側線直走部始部は背鰭第

10 軟条直下付近に位置する。 稜鱗は弱く

第 2 背鰭始部より後方から始まる。 小離鰭

がない。 第 1 背鰭は第 2 背鰭よりわずか

に高い。 臀鰭遊離棘は強い。

色彩　体の背側面は銀青色で背面は濃銀

青色。 腹面は銀白色。 体側に 1 本の太い

黄色縦帯をもつことが多いが、 その濃さは

個体差が大きく、 全く縦帯がないものもい

る。 背鰭および尾鰭は褐色で尾鰭後縁は

黒い。 胸鰭はやや黄色を帯びる。 腹鰭お

よび臀鰭は白色。

分布　全世界の亜熱帯から熱帯域に分布

する。 国内では小笠原諸島、 伊豆諸島、

青森県津軽海峡から九州南岸、 大隅諸島、

琉球列島に分布。

備考　本種は同属のテルメアジ S. boops 
(Cuvier, 1833) とは側線湾曲部の鱗数が

48–56 （後者では 21–24） であることなど

から区別される。

（武内　俊）

■ メアジ　Selar crumenophthalmus　KAUM–I. 51233, 90.5 mm SL
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スズキ目 アジ科 ブリ属

ヒレナガカンパチ
Seriola rivoliana
Valenciennes, 1833

形 態　 背 鰭 VII + I, 26–33 ； 臀 鰭 II + I, 
18–22 ； 稜鱗 0 ； 鰓耙 22–26 (> 200 mm 
FL) ； 脊椎骨 10 + 14。 体は紡錘形で、 脂

瞼は発達しない。 稜鱗がない。 背鰭棘は

短く鰭膜で連結しており、 その高さは第 2
背鰭よりも明瞭に低い。 第 2 背鰭前部は

鎌状で、 始部は臀鰭第 3 棘基部よりもはる

か前方にある。 臀鰭遊離棘は 2 本あるが

幼魚期のうちに皮下に埋没する。 鰓耙数は

成長とともに減少し、 尾叉長 20–70 mm で

は 24–29。

色彩　体背縁は黒褐色で、 体背側面は褐

色から黄褐色で腹側面は白色。 吻から第

1 背鰭前端にかけて眼を通る濃褐色斜走帯

があり、 その幅は眼径よりやや細い程度で

ある （成魚では不明瞭）。 体側には眼の後

端から尾柄にかけて眼径とほぼ同幅の黄

色縦帯がある （不明瞭なことも多い）。 腹

鰭および臀鰭の下端は白色。 尾鰭下葉先

端は白くない。 幼魚期は全身が黄色みを帯

びる。

分布　全世界の温帯から熱帯域に分布す

る。 国内では伊豆諸島、 小笠原諸島、 石

川県能登半島から九州南岸、 大隅諸島、

琉球列島に分布する。

備考　本種は同属のヒラマサ S. lalandi 
Valenciennes, 1833 と ブ リ S. quinque-
radiata Temminck & Schlegel, 1845 と は

眼を通る濃褐色斜走帯があること （ヒラマ

サとブリでは斜走帯がない） や眼の中心は

吻端を通る軸線より上にあること （軸線上

かそれより下にある） から区別され、 カン

パチ S. dumerili (Risso, 1810) とは尾鰭下

葉先端が白くないこと （カンパチでは白い）

から区別される。

（武内　俊）

■ ヒレナガカンパチ　Seriola rivoliana　KAUM–I. 51342, 273.2 mm SL

スズキ目 アジ科 コバンアジ属

コバンアジ
Trachinotus baillonii
(Lacepède, 1801)

形態　背鰭 V–VI + I, 21–25 ； 臀鰭 II + I, 
20–24 ； 稜鱗 0 ； 鰓耙 7–13 + 14–19 ； 脊

椎骨 10 + 14。 体は強く側扁し長卵形。 上

唇前部は頭部から分離する。 吻はやや尖

る。 口は小さく、 口裂長は眼径と同じか、

わずかに大きい。 脂瞼は発達しない。 稜

鱗はない。 第 1 背鰭の棘は短い。 第 2 背

鰭および臀鰭は鎌状に伸長する。 臀鰭遊

離棘は強い。 尾鰭は深く二叉し大きい。

色彩　体背面は淡銀青色から銀黒色で、

体腹面は銀白色。 側線に沿って瞳孔と同

大かそれより小さな黒点が 1–4 個のある

（体長 100 mm 以上）。 胸鰭、 第 2 背鰭

および臀鰭の前縁と尾鰭の上下縁は黒い

（体長 100 mm 程度までは赤褐色）。 胸鰭、

腹鰭は半透明で白色。

■ コバンアジ　Trachinotus baillonii　KAUM–I. 51315, 50.9 mm SL
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■ コバンアジ　Trachinotus baillonii　KAUM–I. 51209, 64.3 mm SL

分布　インド ・ 太平洋 （ハワイ諸島 ・ ツア

モツ諸島以東を除く） の亜熱帯から熱帯域

に分布する。 国内では伊豆諸島、 小笠原

諸島、 新潟県佐渡から九州南岸、 大隅諸

島、 琉球列島に分布する。

備考　本種は同属のマルコバン T. blochii 
(Lacepède, 1801) およびコガネマルコバン

T. mookalee Cuvier, 1832 とは吻端が尖る

こと （後 2 種では丸い） や体に黒点がある

こと （ない）、 さらに背鰭軟条数が 21–25、

臀鰭軟条数が 20–24 であること （18–20、

16–18） などから区別される。

（武内　俊）

■ マルコバン　Trachinotus blochii　FRLM 42712, 48.1 mm SL
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スズキ目 アジ科 コバンアジ属

マルコバン
Trachinotus blochii
(Lacepède, 1801)

形 態　 背 鰭 VI + I, 18–20 ； 臀 鰭 II + I, 
16–18 ； 稜鱗 0 ； 鰓耙 5–8 + 7–10 ； 脊椎

骨 10 + 14。 体は強く側扁し円形から卵形。

上唇前部は頭部から分離する。 吻は丸い。

口は小さく、 口裂は眼径と同じか、 わずか

に大きい。脂瞼は発達しない。稜鱗はない。

第 1 背鰭の棘は短い。 第 2 背鰭および臀

鰭の前部は鎌状に伸長する。 臀鰭遊離棘

は強い。 尾鰭は深く二叉する。

色彩　体は銀白色で、 背縁は銀緑色。 体

側は無斑。 第 2 背鰭、 臀鰭および尾鰭は

黄色から橙色で、 前縁は黒い （成魚では

尾鰭後縁も黒くなる）。 胸鰭は黄色から黒

色を呈する。

分布　インド ・ 西太平洋の亜熱帯から熱帯

域に分布する。 国内では茨城県から九州

南岸、 大隅諸島、 琉球列島に分布する。

備考　本種は同属のコバンアジ T. baillonii 
(Lacepède, 1801) とは吻が丸いこと （後

者ではやや尖る） や、 体に黒点がないこ

と （ある）、 背鰭軟条数が 18–20、 臀鰭軟

条数が 16–18 であることなどから区別され、

またコガネマルコバン T. mookalee Cuvier, 
1832 とは尾叉長 100–400 mm では第 2
背鰭葉状部の高さが尾叉長の 35–60% で

あること （後者では 24–30%） や、 尾叉長

400 mm 以上では、体が卵円形である （細

長い） ことなどから区別される。

（武内　俊）

■ マルコバン　Trachinotus blochii　KAUM–I. 51322, 85.0 mm SL■ マルコバン　Trachinotus blochii　FRLM 42799, 87.9 mm SL

■ マルコバン　Trachinotus blochii　KAUM–I. 48047, 315.0 mm SL



Carangidae

ア
ジ
科

225

Jacks

スズキ目 アジ科 オキアジ属

オキアジ
Uraspis helvola
(Forster, 1801)

形態　背鰭 VIII + I, 25–30 ； 臀鰭 (II) + I, 
19–22 ； 稜鱗 23–40 ； 鰓耙 5–8 + 13–17 ；

脊椎骨 10 + 14。 体はやや側扁し卵形。

稜鱗は側線直走部全体を覆っており極めて

強く、 直走部後半部の稜鱗の先端は前方

を向く。 胸部と胸鰭基底の無鱗域は連続し

ない。 第 1 背鰭は低く棘は細い。 幼魚で

は第 2 背鰭、 腹鰭、 臀鰭が大きい。 臀鰭

遊離棘は皮下に埋没する。

色彩　体色は黒く、 7–9 本の黒色横帯をも

つ。 生鮮時は鰭を含む体全体の色彩変化

が激しく、 銀白色から黒色。 舌、 口腔上部

および下部は白く、 残りの部分は黒い。 幼

魚の胸鰭と尾鰭は透明で、 その他の鰭お

よび体の色は黒色。 また、 成魚に比べ幼

魚の体色の濃淡がはっきりしており、 黒色

横帯が明瞭である。

分布　全世界の亜熱帯から熱帯域に分布

するが記録は少ない。 国内では北海道か

ら九州南岸、 伊豆諸島、 小笠原諸島、 大

隅諸島、 琉球列島に分布する。

備 考　 本 種 は 同 属 の イ ン ド オ キ ア ジ U. 
uraspis (Günther, 1860) に似るが、 胸部

の無鱗域と胸鰭基底の無鱗域が不連続で

あること （後者では連続） から識別され

る。 Smith-Vaniz (1999) は、 オキアジと U. 
secunda (Poey, 1860) は、 幼魚では成長

パターンの違いで区別できるが、 成魚を比

較すると実質的に区別することができない

としており、 今後詳細な研究が必要である。

（武内　俊）

■ オキアジ　Uraspis helvola　KAUM–I. 51207, 276.3 mm SL

■ オキアジ　Uraspis helvola　FRLM 42760, 273.6 mm SL
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スズキ目 シマガツオ科 ベンテンウオ属

ベンテンウオ
Pteraclis aesticola
(Jordan & Snyder, 1901)

形 態　 背 鰭 46–55 ； 臀 鰭 40–43 ； 胸 鰭

15–20；腹鰭 I, 4；縦列鱗 50–53；総鰓耙 8；

脊椎骨 44–45。 体は細長く、強く側扁する。

吻は丸く、 下顎先端よりも前方に突出する。

口はやや大きく斜位で、 上顎後端は瞳孔

の後端直下に達する。 両顎には内側に湾

曲した小型の円錐歯が密に 2–3 列並ぶ。

背鰭始部は吻部にあり、 背鰭第 2–3 軟条

はやや固く太いが、 それ以外の鰭条は細く

て柔らかい。 臀鰭始部は喉部にあり、 その

直前にきわめて小さな腹鰭がある。 背鰭と

臀鰭はともに前部の鰭条が著しく長く、 鰭

膜を広げるとうちわ状になり、 体高の 2 倍

以上の高さになる。 背鰭基底と臀鰭基底に

はともにやや深い溝があり、 鰭をたたんで

収めることが出来る。 胸鰭は細長い。 尾鰭

は小さく、 中央で深く二叉する。 鱗は薄く弱

い櫛鱗で、 基部が皮膚と固着し、 剥がれ

にくい。

色彩　体側の背部は暗灰色で、 腹部は銀

褐色。 背鰭と臀鰭は黒く、 基部は淡青色。

腹鰭は無色で、 胸鰭は淡褐色。 尾鰭は黒

いが、 後縁は白く縁取られる。

分布　太平洋の温帯から亜熱帯域、 および

西大西洋 （ブラジル） に分布する。 国内で

は日本海側で新潟以南、 太平洋側では岩

手県以南の沖合に分布する。

スズキ目 シマガツオ科 チカメエチオピア属

チカメエチオピア
Eumegistus illustris
Jordan & Jordan, 1922

形 態　 背 鰭 32–35 ； 臀 鰭 23–26 ； 胸 鰭

20–22 ； 腹 鰭 I, 5 ； 縦 列 鱗 43–53 ； 側

線上方横列鱗 14–19 ； 側線下方横列鱗

14–15 ； 総 鰓 耙 9–16 ； 脊 椎 骨 16–18 + 
23–25 = 40–42。 体は楕円形で、 強く側扁

する。 頭部前縁の外郭と吻部は丸い。 口

は大きく、 下顎先端は上顎先端よりも突出

する。 背鰭と臀鰭の前部はやや伸長し、

尾鰭の両葉も伸長するが中央は突出する。

腹鰭は小さく、 その起部は胸鰭基底のほぼ

直下に位置する。 胸鰭は長く、 その後端は

臀鰭始部の直上に達する。 体側鱗は縦長

の円鱗で、 硬く、 剥がれにくい。

色彩　体全体はやや青みを帯びた暗灰色

で、 前額部と背部は黒色。 背鰭と臀鰭は

銀白色を帯びるが、 それぞれの上縁と下

縁は黒色。 胸鰭は上部が黒色で、 下部が

白色。 腹鰭は前部が褐色、後半部は白色。

尾鰭は黒いが、 後縁は白く縁取られる。

分布　インド洋、 西 ・ 中央太平洋の温帯か

ら熱帯域に分布する。 国内では相模湾以

南の南日本に分布する。

備考　本種が属するチカメエチオピア属は、

世界で本種と E. brevorti (Poey, 1860) の
2 種のみが知られているが、 後者は西大西

洋に分布しており、 同所的には出現しない。

両種は脊椎骨数に違いがあり、 チカメエ

チオピアが 40–42、 E. brevorti が 37–39
（Moteki, 2005）。

　チカメエチオピアはこれまで水深 620 m
以浅の中深層から採集されており、 本調査

では与論島沖で漁獲され、 茶花漁港で水

揚げされていた 1 標本を得た。

（岡本　誠）

■ チカメエチオピア　Eumegistus illustris　KAUM–I. 47904, 456.7 mm SL



Bramidae

シ
マ
ガ
ツ
オ
科

227

Pomfrets

■ ベンテンウオ　Pteraclis aesticola　KAUM–I. 55739, 530.3 mm SL

■ ベンテンウオ　Pteraclis aesticola　KAUM–I. 55739, 530.3 mm SL  Photo by E. Machi

備考　最大で体長 55 cm に達する。 本種

はおもに沖合に生息しているが、 その生

息水深については不明な点が多い。 とくに

100 m 以浅からの記録が多いものの、 中

深層やトロールによる海底付近からの採集

例もあり、 本調査で得られた 1 標本は、 与

論島の北東沖水深 620 m から釣獲された。

おそらく本種は日周鉛直移動をしていると

考えられる。 稀に定置網などにも入網する。

　本種は太平洋に広く分布するが、 西大西

洋からの記録は、 ブラジルで採集されたマ

グロ類の胃内容物から発見された 1 標本に

基づく （Carvalho-Filvo et al., 2009）。

（岡本　誠）
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スズキ目 シマガツオ科 ヒレジロマンザイウオ属

ヒレジロマンザイウオ
Taractichthys steindachneri
(Döderlein, 1883)

形 態　 背 鰭 33–37 ； 臀 鰭 26–28 ； 胸 鰭

19–22 ； 腹鰭 I, 5 ； 縦列鱗 34–38 ； 総鰓

耙 17 ； 脊椎骨 19–21 + 23–26 = 44–46。

体は楕円形で、 強く側扁する。 頭部前縁

の外郭と吻部は丸い。 口は大きく、 下顎先

端は上顎先端よりも突出する。 背鰭と臀鰭

の前部は著しく伸長し、 鎌状になる。 尾鰭

は深く二叉する。 腹鰭は小さく、 その起部

は胸鰭基底のほぼ直下に位置する。 胸鰭

は長く、 その後端は臀鰭中央付近の直上

まで達する。 体側鱗は縦長の円鱗で、硬く、

剥がれにくい。

色彩　体はほぼ一様に黒色。 各鰭も黒い

が、 胸鰭の下半部、 腹鰭と尾鰭の後縁は

白い。

分布　インド ・ 太平洋の広範囲に分布する

（水深 18–720 m）。 国内では宮城県以南

の太平洋側と、 北海道以南の日本海側に

分布する。

備考　本種が属するヒレジロマンザイウオ

属は、 世界で本種とビッグスケールポンフ

レット T. longipinnis (Lowe, 1843) の 2 種

のみが知られている。 分布はヒレジロマン

ザイウオがインド ・ 太平洋、 ビッグスケー

ルポンフレットは大西洋とされており、 両種

は同所的には出現しないとされている。 2
種は縦列鱗数によって識別可能とされてい

るが、 ヒレジロマンザイウオが 38 枚以下、

ビッグスケールポンフレットが 39 枚以上と

その差はわずかであるため、 過去にビッグ

スケールポンフレットがインド ・ 太平洋から

採集されたという記録はヒレジロマンザイウ

オの誤同定の可能性が高い。

　本種の分布の中心は水深 300 m 前後の

中深層で、 本調査では与論島沖で漁獲さ

れ、 茶花漁港で水揚げされていた 1 標本

を得た。

（岡本　誠）

■ ヒレジロマンザイウオ　Taractichthys steindachneri　KAUM–I. 41046, 332.4 mm SL
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スズキ目 ハチビキ科 ロウソクチビキ属

ロウソクチビキ
Emmelichthys struhsakeri
Heemstra & Randall, 1977

形態　背鰭 X–XI, 11–12 ； 臀鰭 III, 9–10 ；

胸鰭 19–21 ； 腹鰭 I, 5 ； 有孔側線鱗 66–
76。 体は細長く円筒形であり、体高は低い。

口蓋骨歯、 鋤骨歯はない。 鰓孔後縁背方

に 1 つの肉質突起をもつ。 背鰭は 2 鰭で

よく離れており、 第 1 背鰭と第 2 背鰭の間

に鰭膜をもたない独立した棘条を 2–3 本有

する。

色彩　体色は基本的にオレンジ色であり、

体側背面はやや濃色、 腹部は白色を帯び

る。 背鰭、 胸鰭および尾鰭は赤味を帯び

るが、 腹鰭と臀鰭はやや白味がかる。

分布　済州島、 台湾、 フィリピン諸島、 オー

ストラリア南東岸、 ニュージーランド、 ハワ

イ諸島から記録されている。 国内では青森

県以南の太平洋沿岸、 新潟県以南の日本

海沿岸、 東シナ海、 琉球列島、 伊豆諸島、

小笠原諸島に生息する。 国外では水深数

10 から数 100 m の海山付近に群棲してい

る。

備 考　 本 種 は 同 属 の ト ゲ ナ シ チ ビ キ E. 
karnellai Heemstra & Randall, 1977 と

ひじょうに似るが、 第 1 背鰭の棘条数が

10–11 本であること （トゲナシチビキでは

12–13 本）、 有孔側線鱗数が 68–76 であ

ること (76–85)、 第 1 背鰭と第 2 背鰭の間

に鰭膜をもたない棘条を有すること （第 1

背鰭と第 2 背鰭の間に棘条を有しない） か

ら識別される。

　本個体は与論島で漁獲されたアザハタ

Cephalopholis sonnerati (Valenciennes, 
1828) の口内より得られた。 本標本は第 1
背鰭の棘条数が 10 であること、 第 1 背鰭

と第 2 背鰭の間に鰭膜をもたない 1 棘条が

あることからロウソクチビキと同定された。

（桜井　雄）

■ ロウソクチビキ　Emmelichthys struhsakeri　KAUM–I. 47889, 29.2 mm SL

スズキ目 ハチビキ科 ハチビキ属

ハチビキ
Erythrocles schlegelii
(Richardson, 1846)

形態　背鰭 X–XI, 10–12 ； 臀鰭 III, 9–10 ；

胸 鰭 18–19 ； 腹 鰭 I, 5 ； 有 孔 側 線 鱗

65–75。 体は側扁し、 体高は低く、 細長い。

口蓋骨歯、 鋤骨歯はない。 鰓孔後縁背方

に 2 つの肉質突起をもつ。 全長 20 cm 以

上では尾柄に 1 隆起線をもつ。 主上顎骨

は大きく目立つ。 眼は脂瞼で覆われる。 背

鰭は 2 鰭。 尾鰭は大きく二叉する。

色彩　体色は基本的に赤っぽく、 体側背面

は暗色の赤茶色を呈し、 腹部はややピンク

色。 各鰭は体側腹面より濃い赤色であり、

特に胸鰭と尾鰭は濃い。 主上顎骨周辺は

やや白銀色。

分布　朝鮮半島南部、 台湾、 南沙諸島、

アフリカ東部ケニアから記録されている。 国

内では青森県下北半島、 茨城県から土佐

湾 ・ 宇和海の太平洋沿岸、 新潟県から九

州北岸の日本海沿岸、 琉球列島、 小笠原

諸島に分布する。 水深 100–300 m の岩礁

域に生息する。

備考　本種は同属他種とは尾柄に 1 隆起

線をもつこと （他種では隆起線をもたな

い）、 鰓孔後縁に 2 つの肉質突起をもつこ

と （1 つもしくは肉質突起がない） によっ

て E. monodi Poll & Cadenat, 1954 以外

の種と識別される （Miyahara & Okamura, 
1998）。 な お E. monodi と は 鰓 蓋 後 縁

に 2 つの明瞭な肉質突起をもつこと （E. 
monodi では小さく不明瞭）、 第 1 臀鰭棘

長が短く、 標準体長の 1.7–2.8% であるこ

と （長く、 3.2–4.1%）、 インド ・ 太平洋に

分布すること （大西洋に分布） によって識

別 が 可 能 で あ る （Heemstra & Randall, 
1977）。

　また、 ハチビキはフエダイ科のハマダイ属

やヒメダイ属に似るが、 ハマダイ属とは主

上顎骨が大きく目立つこと、 ヒメダイ属とは

背鰭が明瞭に 2 鰭に分かれることで識別さ

れる。与論島からは礁縁外から釣獲された。

（桜井　雄）

■ ハチビキ　Erythrocles schlegelii　KAUM–I. 51546, 360.7 mm SL
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スズキ目 フエダイ科 イシフエダイ属

イシフエダイ
Aphareus furca
(Lacepède, 1801)

形態　背鰭 X, 11 ； 臀鰭 III, 8 ； 胸鰭 16 ；

腹鰭 I, 5 ； 有孔側線鱗 65–75。 体は細長

く側扁し、 体高は低い。 背鰭は鱗で覆われ

ない。 鋤骨歯はない。 口は大きく、 主上顎

骨後端は眼の中央下より後方にある。 背

鰭は 1 鰭で、 背鰭最終軟条と臀鰭最終軟

条はやや伸長する。

色彩　生時の体色は暗青色であり、 各鰭は

やや黄味がかる。 個体によっては眼の周

辺や前鰓蓋骨後縁、 主鰓蓋骨後縁、 頭頂

部から吻端にかけて黄色もしくは山吹色の

線状の色彩を有することがある。

分布　イースター島を除くインド ・ 太平洋と

ココ島 （東太平洋） から記録されている。

国内では小笠原諸島、 伊豆諸島、 相模湾

以南の太平洋沿岸、 琉球列島、 南大東島

に分布する。

備考　本種は同属のオオグチイシチビキ A. 
rutilans Cuvier, 1830 と酷似するが、 生時

の体色が暗青色であること （オオグチイシ

チビキでは淡褐色）、 上肢鰓耙数が通常 6

であること （通常 18） から識別される。 与

論島では茶花などの礁縁外から記録されて

いる。

（桜井　雄）

■ イシフエダイ　Aphareus furca　KAUM–I. 46012, 270.1 mm SL

■ イシフエダイ　Aphareus furca　KAUM–I. 40122, 92.2 mm SL■ イシフエダイ　Aphareus furca　KAUM–I. 42257, 122.1 mm SL

■ イシフエダイ　Aphareus furca　18 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki
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スズキ目 フエダイ科 ハマダイ属

ハチジョウアカムツ
Etelis carbunculus
Cuvier, 1828

形態　背鰭 X, 11 ； 臀鰭 III, 8 ； 胸鰭 15–
17 ； 腹鰭 I, 5 ； 有孔側線鱗 47–52。 体は

細長く側扁し、 体高は低い。 背鰭は 1 鰭

で、 鱗で覆われない。 尾鰭は強く二叉する

が、 両葉とも伸長せず、 上葉長は体長の

約 30% 以下。

色彩　生時の体色は赤色系であり、 背面は

やや濃い赤色を呈し、 腹面はやや白みを

帯びる。 尾鰭は体側とほぼ同色であり、 下

葉の先端は明瞭に白い。 背鰭はやや白み

を帯び、 棘条部の縁辺が赤い。 腹鰭およ

び臀鰭は白い。

分布　オーストラリア北西岸とマルケサス諸

島以東を除くインド ・ 太平洋から記録され

ている。 国内では小笠原諸島、 伊豆諸島、

茨城県以南の太平洋沿岸、 大隅諸島、 琉

球列島、 南大東島に分布する。 主に水深

200 m 以深に生息する。

備考　本種は同属のハマダイ E. coruscans 
Valenciennes, 1862 やオオクチハマダイ E. 
radiosus Anderson, 1981 に似るが、 尾鰭

下葉先端が明瞭に白いこと （後者 2 種で

は白くない）、 尾鰭長が短く、 上葉長が体

長の約 30% 以下であること （32% 以上）、

上肢鰓耙数が通常 3–4 であること （通常

6–14） から識別される。 またハチビキ科

魚類との識別点はハチビキの項を参照のこ

と。 与論島では礁縁外から釣獲によって記

録されている。

（桜井　雄）

■ ハチジョウアカムツ　Etelis carbunculus　KAUM–I. 41051, 265.1 mm SL

■ ハチジョウアカムツ　Etelis carbunculus　KAUM–I. 51309, 396.2 mm SL
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スズキ目 フエダイ科 フエダイ属

バラフエダイ
Lutjanus bohar
(Forsskål, 1775)

形態　背鰭 X, 13–14 ； 臀鰭 III, 8 ； 胸鰭

16–17 ； 側線有孔鱗 48–55。 体はよく側扁

する。 尾鰭はわずかに切れ込む。 側線上

方鱗は鱗列が斜め上方向に並び、 体側下

半分の鱗は体軸とほぼ平行に並ぶ。 背鰭

基部は鱗に被われる部分がある。 鋤骨歯

帯中央部は後方へ突出しない。 眼前部に

は顕著な溝があり、 鼻孔はその溝の中に

開孔する。

色彩　体側は赤褐色で腹部やや淡色。 体

側の鱗の後半は淡色の点状斑紋がある。

成魚では胸鰭上方、 背鰭軟条部上縁、 臀

鰭および腹鰭前縁は濃い赤褐色。 幼魚で

は尾鰭の縁取りは黒く、 尾鰭両葉にも鰭条

に沿った濃色線が各 1 本ずつある。 また幼

魚から若魚にかけては背鰭最終棘と背鰭

軟条後方に合計 2 つの白色点が目立つが、

成長に伴い消失していく。

分布　ハワイ諸島、 イースター島を除くイン

ド ・ 太平洋に分布する。 国内では小笠原

諸島、 千葉県以南の太平洋沿岸、 鹿児島

湾、 大隅諸島、 琉球列島に分布する。

備考　バラフエダイはゴマフエダイL. argen-

timaculatus (Forsskål, 1775) と混同される

ことがあるが、 本種は体側の鱗の後半が

白いこと （ゴマフエダイでは黒い）、 側線上

方鱗の鱗列が斜め上方向に並ぶこと （側

線とほぼ平行に並ぶ）、 眼前に明瞭な溝が

あること （明瞭な溝はない）、 幼魚では体

側に 2 白点をもつこと （白点はない） から

識別される。

　本種は地域によってはシガテラ中毒が

報告されている （大城ほか、 2004）。 ま

た本種の幼魚ではリボンスズメダイ Neo-
pomacentrus taeniurus (Bleeker, 1856)
やシコクスズメダイ Chromis margaritifer 
Fowler, 1946 への攻撃擬態が報告されて

いる （瀬能ほか、 1994）。

（桜井　雄）

■ バラフエダイ　Lutjanus bohar　KAUM–I. 48096, 86.0 mm SL

スズキ目 フエダイ科 フエダイ属

オキフエダイ
Lutjanus fulvus
(Forster, 1801)

形態　背鰭 X, 13–15 ； 臀鰭 III, 8 ； 胸鰭

16 ； 側線有孔鱗 47–51 ； 頬上鱗列 6–7 ；

鰓耙 6–7 ＋ 10–13。 体はよく側扁する。

尾鰭はわずかに切れ込むか緩く湾入する。

側線上方鱗は鱗列が斜め上方向に並び、

体側下半分の鱗は体軸とほぼ平行に並ぶ。

背鰭基部は鱗に被われる部分がある。 前

鰓蓋骨後縁の欠刻は深い。 鋤骨歯帯の中

央部は後方へ突出しない。

色彩　体側はやや緑または褐色がかった黄

色で、 腹部は白色。 胸鰭、 腹鰭と臀鰭は

黄色。 背鰭と尾鰭は赤褐色で、 背鰭縁辺

と尾鰭後縁辺は白く縁取られる。 幼魚期に

は明確な黄色縦線を複数もつが成長にとも

ない不明瞭になり成魚になると縦線はほと

んど失われる。

分布　インド ・ 太平洋に分布する。 国内で

は小笠原諸島、 伊豆諸島、 三浦半島以南

の太平洋沿岸、 大隅諸島、 琉球列島に分

布する。
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■ オキフエダイ　Lutjanus fulvus　KAUM–I. 40321, 26.5 mm SL

■ オキフエダイ　Lutjanus fulvus　KAUM–I. 39900, 53.3 mm SL

■ オキフエダイ　Lutjanus fulvus　KAUM–I. 47996, 24.4 mm SL

■ オキフエダイ　Lutjanus fulvus　FRLM 42806, 43.5 mm SL

備考　本種は前鰓蓋骨後縁の欠刻が深

いことや色彩から同属他種と識別される。

幼魚はヒメフエダイ L. gibbus (Forsskål, 
1775) に似るが、尾鰭が濃色であること （ヒ

メフエダイでは尾鰭が透明で尾柄が濃色）、

体側に黄色縦線が複数本あること （体側に

目立った模様はない） から識別される。

　本種はサンゴ礁域の礁原やリーフエッジ

外、 内湾環境や幼魚は汽水域と幅広い環

境でみられ、 与論島でも茶花港を中心に確

認されている。

　ただし、 与論島の本調査では琉球列島で

同様に広い環境で生息しているニセクロホ

シフエダイ L. fulviflamma (Forsskål,1775)
が確認されていない。

（桜井　雄）
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スズキ目 フエダイ科 フエダイ属

ヒメフエダイ
Lutjanus gibbus
(Forsskål, 1775)

形態　背鰭 X, 13–15 ； 臀鰭 III, 8 ； 胸鰭

17 ； 腹鰭 I, 5 ； 有孔側線鱗 46–53。 体は

よく側扁する。尾鰭はわずかに切れ込むが、

成長に伴い湾入が深くなり、 両葉の先端は

丸みを帯びる。 側線より上方の鱗列は斜め

上後方に向かい、 体側下半分の鱗列も斜

め上後方に向かう。 前鰓蓋の欠刻は深い。

体高はフエダイ属の中でも高く、 背鰭始部

から後頭部にかけての輪郭はやや丸みを

帯びる。

色彩　生時の体色は赤色であり、 尾柄から

尾鰭中央及び背鰭軟条部はやや濃い赤色

を呈する。 ただし生時水中ではくすんだ青

灰色にみえる。 背鰭と臀鰭の縁辺、 腹鰭

の前縁と尾鰭の

後縁は白い。 尾

鰭両葉はやや黄

色 身 を 帯 び る。

幼魚の体側は暗

青色であり、 各鰭

は透明、 尾柄部

に 1 暗色斑があ

る。

分布　イースター

島 を 除 く イ ン ド ・

太平洋から記録されている。 国内では

大隅諸島、 琉球列

島、 南大東島に分

布する。 幼魚は千葉県館山湾以南からも

確認されている。

備考　本種は全身が赤く体側に目立った

模様をもたないこと、 体高が高く後頭部の

輪郭が丸みを帯びること、 成長に伴い尾

鰭両葉先端が丸くなることから同属他種と

容易に識別される。 オキフエダイ L. fulvus 
(Forster, 1801) の幼魚との識別点はオキフ

エダイの項を参照のこと。

　与論島では前浜や茶花等で確認されてお

り、 漁獲対象種として水揚げされている。

（桜井　雄）

■ ヒメフエダイ　Lutjanus gibbus　KAUM–I. 50842, 246.7 mm SL

■ ヒメフエダイ　Lutjanus gibbus　KAUM–I. 40309, 59.6 mm SL■ ヒメフエダイ　Lutjanus gibbus　FRLM 42743, 89.9 mm SL

■ ヒメフエダイ　Lutjanus gibbus　KAUM–I. 39773, 31.1 mm SL
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スズキ目 フエダイ科 フエダイ属

ヨスジフエダイ
Lutjanus kasmira
(Forsskål, 1775)

形態　背鰭 X–XI, 13–15 ； 臀鰭 III, 7–8 ；

胸鰭 16–17 ； 側線有孔鱗 47–51 ； 頬上鱗

列 6–8 ； 鰓耙 7–8 ＋ 13–14。 体はよく側

扁する。 尾鰭はわずかに切れ込む。 側線

上方鱗は鱗列が斜め上方向に並ぶ。 前鰓

蓋骨後縁の欠刻は深い。 背鰭基部は鱗に

被われる部分がある。 前鰓蓋骨後縁の欠

刻は深い。 鋤骨歯帯の中央部は後方へ突

出しない。 背鰭棘数は通常 10。

色彩　体側上部の 3 分の 2 は明るい黄色

で、 残りの下部 3 分の 1 は白色。 胸鰭を

除き各鰭は明るい黄色であり、 背鰭上縁と

尾鰭後縁は濃色の縁取りがある場合があ

る。 胸鰭は上部 3 分の 1 がくすんだ濃い

黄色であり、 下部 3 分の 2 は透明。 吻部

はやや赤褐色。 体側に 4 本、 頬部に 2 本

の縁取りのある青色縦線があり、 体の下部

の白色域には細い数本の青色縦線がはい

る。 背鰭軟条前部下の青色線の 2 本目と

3 本目の間に黒色斑をもつ個体もいる。

分布　インド ・ 太平洋に分布する。 国内で

は小笠原諸島、千葉県以南の太平洋沿岸、

富山湾以南の日本海沿岸、 長崎県男女群

島、 大隅諸島、 琉球列島に分布する。

備考　本種はベンガルフエダイ L. bengal-
ensis (Bloch, 1790) によく似るが、 背鰭棘

数が通常 10 （ベンガルフエダイでは通常

11）、 胸鰭の上方 3 分の 1 がくすんだ濃い

黄色 （胸鰭全体が薄い黄色）、 および頬部

の青色線が 2 本 （1 本） であることから識

別される。

（桜井　雄）

■ ヨスジフエダイ　Lutjanus kasmira　FRLM 43123, 107.8 mm SL

■ ヨスジフエダイ　Lutjanus kasmira　KAUM–I. 40311, 72.5 mm SL
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スズキ目 フエダイ科 フエダイ属

イッテンフエダイ
Lutjanus monostigma
(Cuvier, 1828)

形態　背鰭 X, 12–13 ； 臀鰭 III, 8 ； 胸鰭

16；側線有孔鱗 50–55。 体はよく側扁する。

尾鰭はわずかに切れ込む。 側線上方鱗は

鱗列が斜め上方向に並び、 体側下半分の

鱗は体軸とほぼ平行に並ぶ。 前鰓蓋骨後

縁の欠刻は浅い。 鋤骨歯帯の中央部は後

方へ突出しない。

色彩　体側は薄い赤褐色で、 腹各鰭はオ

レンジがかった黄色。 体側の背鰭最終棘

下の側線上に不明瞭な 1 黒点がある。 幼

魚時には体側は暗青色で、 各鰭は黄色く、

体側にほぼ円形の 1 黒点がある。

分布　ハワイ諸島、ビトケアン島、イースター

島を除くインド ・ 太平洋に分布する。 国内

では小笠原諸島、 伊豆諸島、 静岡県東伊

豆以南の太平洋沿岸、 大隅諸島、 琉球列

島に分布する。

備考　本種は体側に 1 黒点をもつことから、

同属のカドガワフエダイ L. johnii (Bloch, 

1792)、 ク ロ ホ シ フ エ ダ イ L. russellii 
(Bleeker, 1849)、 ニセクロホシフエダイ L. 
fulviflamma (Forsskål,1775)、 ミナミフエダ

イ L. ehrenbergi (Peters, 1869) に似るが、

体側は薄い赤褐色 （幼魚では暗青色） で

黒点以外の目立った模様がないこと、 成魚

で黒点が不明瞭に、 幼魚ではほぼ真円で

あること、 各鰭が黄色いこと、 側線上方の

鱗列が斜め上後方に向かうことなどで識別

される。

　与論島では与論港付近のタイドプール

で確認された。 本種は地域によってはシ

ガテラ中毒が報告されている （大城ほか、

2004）。

（桜井　雄）

■ イッテンフエダイ　Lutjanus monostigma　KAUM–I. 45959, 69.2 mm SL

■ イッテンフエダイ　Lutjanus monostigma　FRLM 42902, 293.8 mm SL
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スズキ目 フエダイ科 アオダイ属

アオダイ
Paracaesio caerulea
(Katayama, 1934)

形態　背鰭 X, 10 ； 臀鰭 III, 8 ； 胸鰭 16 ；

側線有孔鱗 47–50。 体は側扁する。 尾鰭

は湾入形。 体側の鱗列は側線と平行に並

ぶ。 背鰭基部は鱗に被われない。 背鰭連

続しており、 棘部と軟条部の間に深い欠刻

はない。 前鰓蓋骨上に周囲の頬部の鱗か

ら独立して 1–3 の鱗列がある。 口は小さく、

傾斜する。 上顎後端は眼前縁を越えない。

顎の外側には円錐状歯、 内側には絨毛状

歯が並ぶ。 鋤骨と口蓋骨には微細な絨毛

状歯があり、 舌上には歯はない。 主上顎

骨上に鱗はない。 老成魚においても頭部

は膨出しない。

色彩　生鮮時の体側は鮮やかな光沢のあ

る青色であるが、 死後急速に色褪せる。

頬部と腹部はやや淡色。 体側鱗は中央部

が周囲に比べて鮮やかであり、 鱗に沿った

細い縦線を形成しているようにみえる。 頭

部周辺は薄い黄色。 側線の始部から背鰭

第 9–10 棘条にかけて側線に沿った薄い黄

色の帯がある場合が多い。 背鰭と尾鰭は

黄色、胸鰭は薄い黄色。 腹鰭と臀鰭は白く、

鰭膜部分が薄い黄色になる。

分布　日本、 台湾および東沙諸島からの記

録がある。国内では伊豆諸島、小笠原諸島、

神奈川県以南の太平洋沿岸、 大隅諸島、

および琉球列島に分布する。 主に 100 m
以深の海域に生息する。

備考　アオダイは同属他種からは側線鱗数

が 50 以下であること、 尾鰭が湾入型で中

央部が深く切れ込まないこと、 主上顎骨が

鱗で覆われないこと、 体側に暗色の横帯や

鞍状斑をもたないこと、 側線に沿った黄色

の帯が背鰭最終棘まで達しないことによっ

て識別される。 与論島では周辺の海域で

漁獲されている。

（桜井　雄）

■ アオダイ　Paracaesio caerulea　KAUM–I. 46042, 181.7 mm SL

スズキ目 フエダイ科 ヒメダイ属

ハナフエダイ
Pristipomoides argyrogrammicus
(Valenciennes, 1832)

形態　背鰭 X, 11 ； 臀鰭 III, 8 ； 胸鰭 15– 
16 ； 側線有孔鱗 58–66。 体は紡錘形で側

扁する。 体高はやや低く、 体長は体高の

2.6–3.0 倍。 尾鰭は深く切れ込み、 二叉す

る。 体側の鱗列は側線と平行に並ぶ。 背

鰭基部は鱗に被われず、 棘部と軟条部の

間に深い欠刻はなく連続している。 背鰭、

臀鰭の最終軟条は伸長する。 両眼間隔は

比較的平坦。 鋤骨に歯帯がある。 口裂は

中程度で、 主上顎骨後端は眼の中央を越

えない。

色彩　体側全体の地色は薄い桃色で、 腹

部はやや白っぽく、 生鮮時は光沢のある白

色である。 側線より上方は、 後頭部より黄

色の鞍状斑が 4 個あり、 鞍状斑間は青い

光沢のある斑紋が背鰭基底に沿ってみられ

る。 体側には同じく光沢のある青い斑点も

■ ハナフエダイ　Pristipomoides argyrogrammicus　KAUM–I. 41219, 216.8 mm SL
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スズキ目 フエダイ科 ヒメダイ属

オオヒメ
Pristipomoides filamentosus
(Valenciennes, 1830)

形態　背鰭 X, 11 ； 臀鰭 III, 8 ； 胸鰭 15–
16 ； 側線有孔鱗 60–65。 体は紡錘形で側

扁する。体高は低く、体長は体高の 3.1–3.8
倍。 尾鰭は深く切れ込み二叉する。 体側

の鱗列は側線と平行に並ぶ。 背鰭基部は

鱗に被われず、 棘部と軟条部の間に深い

欠刻はなく連続している。 背鰭、 臀鰭の最

終軟条は伸長する。 両眼間隔は比較的平

坦。 鋤骨に歯帯がある。 口裂は中程度で、

主上顎骨後端は眼の中央を越えない。

色彩　体側全体の地色はやや黄色みの強

■ オオヒメ　Pristipomoides filamentosus　KAUM–I. 48045, 309.7 mm SL

■ ハナフエダイ　Pristipomoides argyrogrammicus　KAUM–I. 47891, 226.0 mm SL

しくは波状線が不規則にみられる。 眼や吻

端はやや黄色い。 背鰭は黄色で上縁に白

色の縁取りがある。 胸鰭は体側より濃い赤

色、 腹鰭および臀鰭は白い。 尾鰭上葉は

尾柄中より連続、 下葉は尾柄末端から連

続する黄色であり、 尾鰭上縁、 下縁および

後縁は白く縁どられ、 中央の軟条は全体が

白く、 尾鰭の黄色はこの部分で上限に 2 分

されている。

分布　ハワイ諸島 ・ ライン諸島 ・ ツアモツ

諸島以東を除く西・中央太平洋に分布する。

国内では伊豆諸島、 小笠原諸島、 神奈川

県三崎以南の太平洋沿岸、 奄美大島以南

の琉球列島に分布する。 主に 100 m 以深

に生息している。

備考　本種は同属他種と独特の色彩から

容易に識別される。 与論島では沖合の

130–250 m で釣穫されている。

（桜井　雄）
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スズキ目 フエダイ科 ヒメダイ属

ヒメダイ
Pristipomoides sieboldii
(Bleeker, 1854)

形態　背鰭 X, 11 ； 臀鰭 III, 8 ； 胸鰭 16 ；

側線有孔鱗 70–74。 体は紡錘形で側扁す

る。 体高は低く、体長は体高の 3.1–3.8 倍。

尾鰭は深く切れ込み、 二叉する。 体側の

鱗列は側線と平行に並ぶ。 背鰭基部は鱗

に被われず、 棘部と軟条部の間に深い欠

刻はなく連続している。 背鰭、 臀鰭の最終

軟条は伸長する。 両眼間隔は比較的平坦。

鋤骨と舌上に歯帯がある。 口裂は中程度

で、 主上顎骨後端は眼の中央を越えない。

色彩　体側全体の地色は濃赤紫色で、 腹

部はやや白っぽい。 体側に目立った模様

はない。 眼の虹彩は薄い黄色。 頭部背面

は暗青色小点が散在する。 背鰭は鰭条が

体側と同系色であり、 鰭膜は淡色もしくは

薄い黄色。 胸鰭は薄い赤色であり、 腹鰭

および臀鰭は白い。 尾鰭は濃赤紫色であ

り目立った縁取りはない。

分布　オーストラリア ・ ニューギニア南岸 ・

ツアモツ諸島以東を除くインド ・ 太平洋に分

布する。 国内では伊豆諸島、 小笠原諸島、

神奈川県三崎以南の太平洋沿岸、 熊本県

天草、 鹿児島県大隅海峡、 奄美大島以南

の琉球列島に分布する。 主に 100 m 以深

に生息している。

備考　本種は同属他種と比較して、 体高が

低いこと、 体色が濃赤紫色であること、 頭

部背面に線状模様をもたないこと、 側線鱗

数が 70–74 と多いこと、 舌上に歯帯をもつ

ことから識別される。 与論島では礁縁外の

沖合から釣穫されている。

（桜井　雄）

■ ヒメダイ　Pristipomoides sieboldii　NSMT-P 110387, 228.8 mm SL

■ ヒメダイ　Pristipomoides sieboldii　KAUM–I. 50878, 167.1 mm SL■ ヒメダイ　Pristipomoides sieboldii　KAUM–I. 47839, 227.2 mm SL

い濃赤紫色を呈し腹部はやや白っぽい。 体

側に鱗に沿って黄色の小点が列をなして並

ぶが、 他に目立った模様はない。 眼の虹

彩は薄い黄色。 頭部背面は、 生鮮時は不

規則な虫食い模様状の黄色線があり、 そ

の間に青色もしくは暗青色の小斑点が多数

ある。 固定後は、 黄色線は消失し、 頭部

背面に多数の小暗色点が残る。 背鰭は鰭

条が体側と同系色であり、 鰭膜基部は薄い

黄色、中央部にくすんだ薄い朱色部があり、

縁辺部は黄色い。 胸鰭は薄い黄色であり、

腹鰭および臀鰭は白い。 尾鰭は体側と同

じ色であるが、 上縁、 下縁および後縁は明

瞭にくすんだ赤色で縁どられる。

分布　オーストラリア北岸、 ニューギニア島

南岸、 ツアモス諸島を除くインド ・ 太平洋

に分布する。 国内では伊豆諸島、 小笠原

諸島、 和歌山県以南の太平洋沿岸、 大隅

諸島、 琉球列島に分布する。 主に 100 m
以深に生息している。

備考　本種は同属他種と比較して、 体色が

黄色みがかった濃赤紫色であること、 頭部

背面に虫食い状の不規則な黄色線と暗青

色の小斑点を多数もつこと、 尾鰭後縁が赤

みを帯びること、 側線鱗数が 59–65 である

ことから識別される。

　与論島では礁縁外に生息しているとみら

れ、 茶花漁港などで水揚げされている。

（桜井　雄）
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Caesionidae
Fusiliers

スズキ目 タカサゴ科 タカサゴ属

ササムロ
Caesio caerulaurea
Lacepède, 1801

形態　背鰭 X, 14–15 ； 臀鰭 III, 11–12 ； 胸

鰭 19–22 ； 側線有孔鱗 58–63 ； 尾柄周鱗

11 ＋ 15。 体は紡錘形であり、 体高は低く

体幅はやや広い。 顎骨、 鋤骨、 口蓋骨に

小さな円錐状歯をもつ。 前上顎骨の後方突

起は 1。 上顎後端の幅が広い。 尾鰭は深

く切れ込み、 中央部に欠刻がある。

色彩　体側上部は青色で体側下部はやや

淡色。 側線上には鰓蓋後端から尾柄部に

かけて体側鱗 2 枚程度の幅の 1 黄色縦帯

があり、 後端はやや薄くなるものの尾鰭上

葉に達する。 背鰭は薄い黄色、 胸鰭、 腹

鰭、 臀鰭は淡色であり、 目立った模様はな

い。 尾鰭は上葉、 下葉の中央部に暗色帯

をもち、 縁辺は淡色に縁どられる。 腋部は

黒く、胸鰭基部上方に小さい黒色斑がある。

分布　インド ・ 太平洋に分布する。 国内で

は小笠原諸島、 相模湾から鹿児島県坊ノ

津の太平洋沿岸、 大隅諸島、 琉球列島に

分布する。

備考　本種は体高が低いこと、 体側に 1
黄色渋滞をもつこと、 尾鰭両葉の中央部

分が暗色であることから同属他種と識別さ

れる。 また同科のクマササハナムロ P. tile 
(Cuvier, 1830) とは、 体高が中庸に低いこ

と （クマササハナムロは低い）、 生時の体

側上部が青色であること （体側上部は濃色

で下部と明瞭に二分される）、 側線上方に

1 黄色縦帯をもつこと （側線上に 1 黒色縦

線をもつ） により識別される。

　本調査では茶花漁港において釣りで得ら

れており、 周辺のサンゴ礁海域に生息して

いるものと考えられる。

（桜井　雄）

■ ササムロ　Caesio caerulaurea　KAUM–I. 48039, 152.0 mm SL

■ ウメイロモドキ　Caesio teres　KAUM–I. 42256, 105.8 mm SL
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スズキ目 タカサゴ科 タカサゴ属

ウメイロモドキ
Caesio teres
Seale, 1906

形 態　 背 鰭 X, 14–16 ； 臀 鰭 III, 12–13 ；

胸鰭 18–23 ； 側線有孔鱗 51–61 ； 尾柄周

鱗 11–13 ＋ 15–16。 体は紡錘形であり、

体高はやや低く側扁する。 鱗は弱い櫛鱗。

顎骨、 鋤骨、 口蓋骨に小さな円錐状歯をも

つ。 前上顎骨の後方突起は 1。 上顎後端

は幅が広い。 頭部背面に独立した鱗域が

あり、 鱗域の中央部でほぼ不連続となる。

尾鰭は深く切れ込み、 中央部に欠刻があ

る。

色彩　生時の体色は、 体側は青色で、 体

側後部側線上方から尾柄部側線後端まで

黄色であり、 死後体側下部はオレンジが

かった赤色になる。 背鰭、 尾鰭は黄色く、

尾鰭縁辺は赤く縁取られる。 胸鰭と腹鰭、

臀鰭はオレンジがかった赤色で、 腹鰭と臀

鰭には黄色帯がある。 胸鰭基部には比較

的強い黒色斑がある。

分布　ハワイ諸島を除くインド ・ 太平洋に分

布する。 国内では小笠原諸島、 相模湾以

南の太平洋沿岸、 大隅諸島、 琉球列島に

分布する。

備考　東インド洋と西太平洋に分布し国内

では小笠原諸島や琉球列島以南でみられ

るユメウメイロ C. cuning (Bloch, 1791) に

よく似るが、 ウメイロモドキは背鰭の色彩が

鮮やかな黄色 （ユメウメイロは薄い黄色）

であること、 頭部背面の鱗域の中央部がほ

ぼ不連続 （広く連続する） であること、 大

型個体では頭部は丸みを帯びないこと （丸

みを帯びる）、 臀鰭軟条数が通常 12 （通

常 11） であること、 胸鰭基部の黒色斑が

大きいこと （小さい） から識別される。

　本調査では与論島の西岸のサンゴ礁域で

確認された。

（桜井　雄）

スズキ目 タカサゴ科 タカサゴ属

タカサゴ属の一種
Caesio sp.

形態　背鰭 X, 14 ； 臀鰭 III, 12 ； 腹鰭 I, 5 ；

胸鰭 22。 体は紡錘型に近く、 頭部がやや

大きい。 吻はやや丸い。 背鰭基底始部と

腹鰭基底始部はほぼ同位置。 腹鰭基底始

部は背鰭第 2 軟条下に位置する。 背鰭、

腹鰭の棘条は中央部がやや広くなる。 背

鰭は 1 鰭であり欠刻はない。 前上顎骨後

方に 1 つの後方突起がある。 鱗はまだ完

全に形成されていない。

色彩　体側は白色であり目立った模様はな

い。 体側上部は各鱗に黄色点があり列を

なしている。 背鰭基底に沿って尾鰭基底部

までメラニン色素による 1 縦線がある。 体

側下部は白色であり、 鰓蓋部や胸部、 体

側中央は筋節に沿って銀白色をなす。 臀

鰭基底前から基底に沿って上後方斜めに

上がるメラニン色素による黒色斜線 9–10
本確認されるが、 臀鰭第 9 軟条以降は列

状にはならない。 背鰭基底後端と尾鰭基底

間の中央付近から尾鰭基底かけて、 中央

に 1 黒色線がある。 尾鰭基底には薄くカイ

ザル髭斑状の 1 黒線がみられる。 胸鰭と

臀鰭は透明、 背鰭は第 9 軟条付近まで縁

辺が黒い。 腹鰭は先端から中央付近に薄

い黒色色素がみられる。 尾鰭両葉基部付

近は淡い黄色を呈しており、 その先薄く赤

い。 後頭部から吻部にかけては体側上同

様の黄色である。 虹彩は白く、 眼の上後方

に光沢をもつ青い内部構造が確認される。

備考　本個体 （標準体長 29.5 mm） は

与論島の茶花海岸水深 3 m から採集され

た。 体型、 鰭条数、 前上顎骨の後方突起

の数からタカサゴ属の一種と考えられる。

鰭条数の範囲から判断するとササムロ C. 
caerulaurea Lacepède, 1801 の可能性が

高い。

（桜井　雄）

■ タカサゴ属の一種　Caesio sp.　KAUM–I. 48013, 29.5 mm SL

■ ウメイロモドキ　Caesio teres　KAUM–I. 42262, 169.5 mm SL
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■ クマササハナムロ　Pterocaesio tile　KAUM–I. 40316, 161.6 mm SL

スズキ目 タカサゴ科 クマササハナムロ属

ニセタカサゴ
Pterocaesio marri
Schultz, 1953

形態　背鰭 X, 14 –15 ； 臀鰭 III, 12 ； 胸

鰭 21–23 ； 側線有孔鱗 68–76 ； 尾柄周鱗

12–13 ＋ 16–17。 体は紡錘形であり、 細

長く、 体高は低い。 鱗は弱い櫛鱗。 顎骨

に小さな円錐状歯をもつ。 前上顎骨の後方

突起は 2。 上顎後端は幅が細い。 尾鰭は

深く切れ込み、 中央部に欠刻がある。 背

鰭下部は鱗で覆われる。

色彩　体側全体は赤色で、 体側上部は紫

がかった青色。 体側上部頭部後方から背

鰭基部後端まで、 鰓蓋上端から側線に沿っ

て尾柄部後端まで、 それぞれ 1 本の緑が

かった黄色の縦帯が走る。 各鰭は体側と

同じく赤色で、 尾鰭両葉先端には黒みが

かった赤色斑がある。

分布　インド ・ 西太平洋に分布する。 国内

では伊豆諸島、 小笠原諸島、 相模湾以南

の太平洋沿岸、 大隅諸島、 琉球列島に分

布する。

備考　本種は同属のイッセンタカサゴ P. 
trilineata Carpenter, 1987 と タ カ サ ゴ P. 
diagramma (Bleeker,1864) によく似るが、

前者とは上部尾柄周鱗数が 12 枚以上であ

ること、 体側に明瞭な黄色の 2 縦帯が走

ること、 後者とは 2 本目の縦帯が側線上に

沿って伸長することから識別される。

　与論島では周辺のサンゴ礁域に生息して

いると考えられ、 釣りや網などで漁獲され、

利用されている。

（桜井　雄）

■ ニセタカサゴ　Pterocaesio marri　KAUM–I. 41043, 199.9 mm SL
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スズキ目 タカサゴ科 クマササハナムロ属

クマササハナムロ
Pterocaesio tile
(Cuvier, 1830)

形態　背鰭 X, 14 –16 ； 臀鰭 III, 11–13 ；

胸鰭 23–24 ； 側線有孔鱗 65–70 ； 尾柄周

鱗 12–13 ＋ 16–17。 体は紡錘形で、 体高

は低く、 体幅は広い。 鱗は弱い櫛鱗。 顎

骨に小さな円錐状歯をもつ。 前上顎骨の後

方突起は 2。 上顎後端は幅が細い。 尾鰭

は深く切れ込み、 中央部に欠刻がある。

色彩　体側全体は赤色で、 側線より上の体

側上部は濃色になり、 上下の色彩は明瞭

に二分される。 側線上には鰓蓋後端から 1
黒色線があり、 後端は尾柄を通り尾鰭上葉

に達する。 体側下部は、 生時は淡青色で

あり、 死後赤みを帯びる。 尾鰭を除き各鰭

は体側と同じく赤色で、 尾鰭両葉中央に明

瞭な黒色帯がある。 胸鰭腋部は黒く、 胸鰭

基底上方に 1 黒点がある。

分布　ハワイ諸島 ・ イースター島を除くイン

ド ・ 太平洋に分布する。 国内では小笠原

諸島、 三重県志摩以南の太平洋沿岸、 大

隅諸島、 琉球列島に分布する。

備考　本種は体側に黄色線がないこと、 尾

鰭両葉に黒色帯があること、 体側は側線

によって濃色部と淡色部に明瞭に分かれ

ることによって同科同属と識別される。 色

彩的によく似たササムロ C. caerulaurea 
Lacepède, 1801 との識別は前述した通り

である。

　与論島では周辺のサンゴ礁域に生息して

いるとみられ、 普通に漁獲されている。

（桜井　雄）

■ クマササハナムロ　Pterocaesio tile　KAUM–I. 55073, 193.6 mm SL

■ クマササハナムロ　Pterocaesio tile　KAUM–I. 55074, 208.5 mm SL



ク
ロ
サ
ギ
科

244

Gerreidae
Mojarras

スズキ目 クロサギ科 クロサギ属

ナガサギ
Gerres oblongus
Cuvier, 1830

形態　背鰭 IX, 10 ； 臀鰭 III, 7 ； 胸鰭 17– 
18 ； 有孔側線鱗 45–49 ； 側線上方鱗 5.5– 
6.5 ； 鰓耙 4–6 + 8–9。 体は細長く側扁し、

ほぼ全体が薄くてはがれやすい鱗に覆わ

れる。 口は端位。 歯は小さくブラシ状。 上

顎は前下方に大きく伸長可能。 背鰭第 2
棘はわずかに伸長するが、 糸状にはならな

い。 胸鰭は長く、 臀鰭始部直上に達する。

尾鰭は長く、 深く二叉し、 両葉後端は尖る。

色彩　体は全体に銀色で、 背部は茶色み

を帯びる。 稚魚では体側に不規則な暗色

横帯があり、 成魚では体側に黄色から暗

褐色の点列がある。 臀鰭と腹鰭は白い。

分布　インド ・ 西太平洋の熱帯域に広く分

布する。 国内では宮崎県や琉球列島から

報告されている。

備考　本種はツッパリサギ G. longirostris 
(Lacepède, 1801) と尾鰭が長く深く二叉す

ることでよく似るが、 後者は体高が高いこと

（体長の 36–44%、 前者では 30–36%）、

背鰭第 2 軟条が伸長しないこと、 体側に点

列がないことから区別される。

（木村清志）

■ ナガサギ　Gerres oblongus　KAUM–I. 51246, 19.1 mm SL

スズキ目 クロサギ科 クロサギ属

ミナミクロサギ
Gerres oyena
(Forsskål, 1775)

形 態　 背 鰭 IX, 10 ； 臀 鰭 III, 7 ； 胸 鰭

15–17 ； 有孔側線鱗 35–40 ； 側線上方鱗

4.5–5.5 ； 鰓耙 4–5 + 8–9。 体はやや細長

い楕円形で側扁し、 ほぼ全体が薄くてはが

れやすい鱗に覆われる。 口は端位。 歯は

小さくブラシ状。 上顎は前下方に大きく伸

長可能。 体長 130 mm を超える個体では、

吻背面の U 字形無鱗部の周囲に小鱗があ

る。 上顎後端は眼の露出部前縁を越える。

背鰭第 2 棘は伸長しない。 胸鰭は短く ､ 臀

鰭始部に達しない。 尾鰭両葉後端はやや

尖る。

■ ミナミクロサギ　Gerres oyena　KAUM–I. 39785, 53.4 mm SL

■ ミナミクロサギ　Gerres oyena　KAUM–I. 39786, 45.3 mm SL
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Grunts

色彩　体は全体に銀色で、 背部は茶色み

を帯びる。 体側に不明瞭な暗色横帯をもつ

個体もある。 背鰭前部と尾鰭の縁辺は黒

い。 背鰭基部近くに小黒点列がある。 臀鰭

と腹鰭は黄色みを帯びる。

分布　インド ・ 太平洋の熱帯域に広く分布

する。 国内では大隅諸島や琉球列島から

報告されている。

備考　本種はクロサギ G. equulus Tem-

minck & Schlegel, 1844 とよく似るが、 後

者は上顎後端が眼の露出部前縁を越えな

いこと、 大型の個体でも吻背面の U 字形

無鱗部の周囲に小鱗がないことから区別さ

れる。

（木村清志）

スズキ目 イサキ科 コロダイ属

コロダイ
Diagramma picta picta
(Thunberg, 1792)

形態　背鰭 IX–X, 22–23 ； 臀鰭 III, 7–9 ；

胸鰭 17 ； 側線有孔鱗 69–72。 下顎腹面

にひげがない。 背鰭基部に前向き棘がな

い。 下顎正中線に縦長の溝がない。 眼の

下縁は吻端より上方。

色彩　頭部や体に細かな黄色い斑点が多

数ある。 幼魚は 2 本の黒色縦帯がある。

分布　インド ・ 西太平洋に分布する。 国内

では佐渡島から九州までの日本海 ・ 東シ

ナ海および瀬戸内海の沿岸、 茨城県から

九州の太平洋沿岸、 伊豆諸島、 小笠原諸

島、 大隅諸島、 尖閣諸島、 大東諸島に分

布する。

備考　全長 60 cm 以上になる。 浅海の岩

礁 ・ サンゴ礁から砂底域に生息する。 幼

魚は背鰭前部がやや高いことでコショウダ

イ属の幼魚からの識別が容易。

　本種を含むイサキ科コショウダイ亜科の

幼魚は、 成魚の色彩とは異なり奇抜で、 体

をくねらせる独特な泳ぎ方をする。 これに

は有毒なヒラムシやウミウシ類の姿を模す

ことで外敵から逃れる 「ベーツ型擬態」 の

効果があると考えられている。

（千葉　悟）

■ コロダイ　Diagramma picta picta　KPM-NI 30838, 30.0 mm SL

スズキ目 イサキ科 コショウダイ属

チョウチョウコショウダイ
Plectorhinchus chaetodonoides
Lacepède, 1801

形態　背鰭 XI–XII, 19–20 ； 臀鰭 III, 7–8 ；

胸鰭 16–17 ； 側線有孔鱗 55–58。 下顎腹

面にひげがない。 背鰭基部に前向き棘が

ない。 下顎正中線に縦長の溝がない。 眼

の下縁は吻端より上方。 腹鰭先端は肛門

に達する。

色彩　幼魚は黄橙色の地色に 7 個の大き

な白色円斑がある。 成長すると白斑の中に

黄橙色の円斑が現れ、 若魚では白地に黄

橙色の円斑に逆転する。

分布　インド ・ 西太平洋に分布する。 国内

では小笠原諸島、 鹿児島湾、 大隅諸島、

琉球列島、 大東諸島に分布する。 伊豆半
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Haemulidae
Grunts

スズキ目 イサキ科 コショウダイ属

クロコショウダイ
Plectorhinchus gibbosus
(Lacepède, 1802)

形態　背鰭 XIV, 15–16 ； 臀鰭 III, 7–8 ； 胸

鰭 16–17 ； 側線有孔鱗 47–55。 下顎腹面

にひげがない。 背鰭基部に前向き棘がな

い。 下顎正中線に縦長の溝がない。 眼の

下縁は吻端より上方。 背鰭中央部に深い

欠刻がある。

色彩　体、 鰭ともに暗灰色で特別な斑紋な

どがない。 幼魚は尾鰭後半部が透明。

分布　インド ・ 西太平洋に分布する。 国内

では伊豆諸島、 和歌山以南の太平洋沿岸、

大隅諸島、 琉球列島に分布する。 房総半

島では幼魚の記録がある。

備考　全長 40 cm 以上になる。 浅海砂底 ・

サンゴ礁域に生息する。 河口などの汽水域

にも生息する。

（千葉　悟）

■ クロコショウダイ　Plectorhinchus gibbosus　FRLM 43001, 118.0 mm SL

島と柏島では幼魚の記録がある。

備考　全長 40 cm になる。 浅海の岩礁や

サンゴ礁域に生息する。成魚はアジアコショ

ウダイ P. picus (Cuvier, 1828) に似るが、

チョウチョウコショウダイは腹鰭先端が肛門

に達すること、 体高が高いこと、 斑点がや

や大きいことから識別される。 幼魚もアジア

コショウダイに似るが、 アジアコショウダイ

が黒と白の斑紋パターンであるのに対し本

種は黄橙色と白である点で異なる。

（千葉　悟）

■ チョウチョウコショウダイ　Plectorhinchus chaetodonoides　KAUM–I. 48022, 13.1 mm SL
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Grunts

スズキ目 イサキ科 コショウダイ属

ヒレグロコショウダイ
Plectorhinchus lessonii
(Cuvier, 1830)

形 態　 背 鰭 XII–XIII, 19–20 ； 臀 鰭 III, 
7–8 ； 胸鰭 16–18 ； 側線有孔鱗 53–56 ；

鰓耙 20–22。 下顎腹面にひげがない。 背

鰭起部に前向棘がない。 下顎正中線に縦

長の溝がない。 眼の下縁は吻端より上方。

腹鰭先端は肛門に達しない。 体長は体高

の約 2.8 倍以上。

色彩　成魚では暗灰色の肌に頭部で 5–6
本、 体側部で 4–5 本の暗色縦帯が直走し、

尾鰭では暗色斑紋になる。

分布　インド ・ 西太平洋に分布する。 国内

では伊豆諸島、 小笠原諸島、 伊豆半島以

南の太平洋沿岸、 大隅諸島、 琉球列島、

尖閣諸島に分布する。 千葉県館山では幼

魚の記録がある。

備考　全長 40 cm になる。 浅海岩礁域や

サンゴ礁域に生息する。 ムスジコショウダ

イ P. vittatus (Linnaeus, 1758) に似るが、

腹部に暗色縦帯がなく、 あっても 1 本であ

ること （ムスジコショウダイは 2–3 本の暗

色縦帯がある）、 腹鰭前半部が暗色であり

（ほぼ一様に淡色）、 眼の直上の左右の暗

色縦帯は不連続で、 それぞれ眼の前方ま

で達すること （眼の前方で連続する） によっ

て識別される。 幼魚はアヤコショウダイ P. 
lineatus (Linnaeus, 1758) に似るが、 腹鰭

に濃褐色斑がある （アヤコショウダイには

濃褐色斑がない） こと、 腹鰭に濃褐色斑が

まだ形成されていないより小さな段階では

左右の体側上部の白色縦帯が後頭部で連

なる （最初から吻端に向かう） ことで識別

される。

　本種はムスジコショウダイと混同されてい

たが、 瀬能 ・ 島田 （1991） によってムス

ジコショウダイとは別種とみなされ、 腹鰭

の色彩的特徴にちなみ標準和名ヒレグロコ

ショウダイが提唱された。

（千葉　悟）

■ ヒレグロコショウダイ　Plectorhinchus lessonii　KPM-NI 30854, 23.5 mm SL

■ ヒレグロコショウダイ　Plectorhinchus lessonii　KAUM–I. 47912, 27.7 mm SL■ ヒレグロコショウダイ　Plectorhinchus lessonii　KAUM–I. 51436, 65.4 mm SL

■ ヒレグロコショウダイ　Plectorhinchus lessonii　KAUM–I. 48057, 56.0 mm SL
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Haemulidae
Grunts

スズキ目 イサキ科 コショウダイ属

アジアコショウダイ
Plectorhinchus picus
(Cuvier, 1828)

形態　背鰭 XII–XIV, 17–20 ； 臀鰭 III,7–8 ；

胸鰭 17 ； 側線有孔鱗 70–75。 下顎腹面

にひげがない。 背鰭起部に前向棘がない。

下顎正中線に縦長の溝がない。 眼の下縁

は吻端より上方。 腹鰭先端は肛門に達しな

い。 体長は体高の約 2.8 倍以上。

色彩　成魚は全身が青灰色で、 腹側の一

部を除いて暗褐色の小斑点が密に分布す

る。 幼魚の斑紋は成魚とは異なり、 黒色の

体背部に 5 個、 尾鰭に 1 個、 頭部吻端に

1 個の白色円斑がある。 成長するにつれて

腹部の白色部が広がり、 暗褐色の小斑点

が散在する。

分布　ハワイ諸島を除くインド ・ 太平洋に分

布する。 国内では伊豆諸島、 小笠原諸島、

和歌山以南の太平洋沿岸、 大隅諸島、 琉

球列島、 大東諸島に分布する。 相模湾で

は幼魚の記録がある。

備考　全長 55 cm になる。 浅海岩礁域や

サンゴ礁域で幼魚から成魚まで普通にみら

れる。 成魚や若い個体は小さな群れをつく

る。 幼魚の斑紋パターンはムスジコショウ

ダ イ P. vittatus (Linnaeus, 1758) に 似 る

が、 ムスジコショウダイでは黒色域の縁辺

にオレンジ色の滲みがある （アジアコショ

ウダイにはない）、 胸鰭が黒い （ほぼ透

明） ことから識別される。 成魚はコロダイ

Diagramma picta picta (Thunberg, 1792)
に似るが、 体側の小斑点が暗褐色 （コロ

ダイは黄褐色） であることから識別される。

（千葉　悟）

■ アジアコショウダイ　Plectorhinchus picus　18 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki

■ フタスジタマガシラ　Scolopsis bilineata　17 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki
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Threadfin bream

スズキ目 イトヨリダイ科 タマガシラ属

フタスジタマガシラ
Scolopsis bilineata
(Bloch, 1793)

形 態　 背 鰭 X, 9 ； 臀 鰭 III, 7 ； 胸 鰭 16–
18 ； 腹鰭 I, 5 ； 側線有孔鱗 43–46 ； 鰓耙

10。 体高は高く、体長は体高の 2.5–3.0 倍。

吻長は眼経より短い。 第 4 眼下骨の後縁

と前鰓蓋骨の下縁に鋸歯があり、 前者に

は大きな 1 棘がある。 眼窩下縁と眼下骨

の間に前方棘がある。 上顎後端縁に鋸歯

状突起がない。 前鰓蓋骨に鱗がある。 頭

頂部の被鱗域は眼窩の前縁を越え、 前鼻

孔付近まで達する。 尾鰭の上 ・ 下葉ともに

軟条が伸長しない。

色彩　幼魚時は体側上方が黄色味がかり、

下方は白色で、 その地色上に複数の太い

黒色縦帯が走る。 背鰭前方部に大きな 1
黒斑がある。 成魚では 2 本の褐色あるい

は黒色の細い線が平行に頭部から背鰭軟

条部の基底に向かって走る。 背鰭棘条部

は黄色く、 軟条部は前方が黒色～赤褐色

で後方が半透明の白色。 臀鰭の前半部は

黒色で、 後半部は半透明の白色。 尾鰭は

生時は白色だが、 生鮮時は赤みを帯びる。

分布　インドのラッカジブ諸島から東側のイ

ンド洋と西太平洋に分布する。 国内では南

日本に広く分布するが、 成魚は大隅諸島

以南から多く観察される。

（本村浩之）

■ フタスジタマガシラ　Scolopsis bilineata　KAUM–I. 45765, 151.5 mm SL

■ フタスジタマガシラ　Scolopsis bilineata　KAUM–I. 39897, 46.1 mm SL

■ フタスジタマガシラ　Scolopsis bilineata　KAUM–I. 39768, 23.0 mm SL
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Lethrinidae
Emperors

■ ノコギリダイ　Gnathodentex aureolineatus　KAUM–I. 42261, 198.2 mm SL

■ ノコギリダイ　Gnathodentex aureolineatus　FRLM 42911, 172.4 mm SL ■ ノコギリダイ　Gnathodentex aureolineatus　KAUM–I. 51396, 139.1 mm SL

■ ノコギリダイ　Gnathodentex aureolineatus　FRLM 42835,
94.5 mm SL

■ ノコギリダイ　Gnathodentex aureolineatus　KAUM–I. 47977, 54.1 mm SL

■ ノコギリダイ　Gnathodentex aureolineatus　BSKU 108246, 53.2 mm SL ■ ノコギリダイ　Gnathodentex aureolineatus　BSKU 106161, 48.5 mm SL
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Emperors

スズキ目 フエフキダイ科 ノコギリダイ属

ノコギリダイ
Gnathodentex aureolineatus
(Lacepède, 1802)

形態　背鰭 X, 10 ； 臀鰭 III, 9 ； 胸鰭 15 ；

有孔側線鱗 60–70 ； 側線上方鱗 6。 体は

長楕円形で側扁する。 標準体長は体高の

2.3–2.8 倍。 口は端位。 主上顎骨側面に

鋸歯を有する隆起縁がある。 頬部に 4–6
列の鱗をもつ。 背鰭棘部の鰭膜縁辺はや

や深く湾入する。

色彩　頭部背面は茶褐色。 体はややくすん

だ銀色の地に、 側線より背方では黄褐色

から茶褐色の背部輪郭にほぼ平行な 5–6
本の縦線、 側線より腹方では 6–7 本の黄

色あるいは黄褐色縦線がある。 これらの縦

線は尾柄部では不明瞭。 側線鱗は褐色。

背鰭基底後端付近の体背側面に比較的大

きな黄色斑があり、 生時は特に鮮明。 この

黄色斑の中央付近に長楕円形の白色斑が

ある。口唇と各鰭は赤い。胸鰭基部は黄色。

分布　インド ・ 西太平洋の熱帯域に広く分

布する。 国内では伊豆諸島、 小笠原諸島、

関東以西の太平洋沿岸、 大隅諸島、 琉球

列島から報告されている。

備考　本属は本種 1 種から構成される。

（木村清志）

■ ノコギリダイ　Gnathodentex aureolineatus　16 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki

スズキ目 フエフキダイ科 メイチダイ属

シロダイ
Gymnocranius euanus
(Günther, 1879)

形態　背鰭 X, 10 ； 臀鰭 III, 10 ； 胸鰭 14 ；

有孔側線鱗 49–50 ； 背鰭棘条中央部側線

上方鱗 5–6 （通常 5）。 体はやや細長い

楕円形で側扁する。 体の輪郭は背縁が復

縁よりもより凸出する。 標準体長は体高の

2.4–2.5 倍。口は端位。下顎前部は円錐歯、

側部は臼歯状歯。 頬に鱗がある。

色彩　頭部および体はわずかに褐色を帯び

た灰白色。 体側に鱗 1 枚程度の大きさの

暗褐色斑がある。 背鰭、 臀鰭、 尾鰭は淡

褐色。 背鰭縁辺は明瞭な白色。 腹鰭、 臀

鰭前部も白い。 尾鰭縁辺はわずかに赤み

を帯びる。

分布　西太平洋の熱帯域。 国内では小笠

原諸島、 大隅諸島、 琉球列島などに分布

する。

備考　本属魚類は形態的によく類似してい

るが、 本種は生鮮時背鰭縁辺が明瞭に白

いこと、 頬部に線や斑点がないこと、 下顎

側部の歯が臼歯状であること、 背鰭棘部中

央付近の側線上方鱗数が通常 5 であるこ

とによって、 同属他種から識別される。

（木村清志）

■ シロダイ　Gymnocranius euanus　KAUM–I. 47890, 256.1 mm SL
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■ サザナミダイ　Gymnocranius grandoculis　FRLM 42860, 228.5 mm SL

■ シロダイ　Gymnocranius euanus　FRLM 42855, 210.0 mm SL ■ シロダイ　Gymnocranius euanus　FRLM 42912, 130.1 mm SL

■ シロダイ　Gymnocranius euanus　KAUM–I. 47890, 256.1 mm SL
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スズキ目 フエフキダイ科 メイチダイ属

サザナミダイ
Gymnocranius grandoculis
(Valenciennes, 1830)

形態　背鰭 X, 10 ； 臀鰭 III, 10 ； 胸鰭 14 ；

有孔側線鱗 45–49 ； 背鰭棘条中央部側線

上方鱗 6。 体はやや細長い楕円形で側扁

する。 体の輪郭は背縁が復縁よりもより凸

出する。 標準体長は体高の 2.3–2.6 （通

常 2.4–2.5） 倍。 口は端位。 下顎はすべ

て円錐歯。 頬に鱗がある。

色彩　頭部および体はわずかに褐色を帯び

た灰白色。 吻から頬部にかけて青色の波

状縦線が数本ある。 この縦線は成長によっ

て増加する。 幼魚では縦線が短く不明瞭な

場合もある。 幼魚の体側には細く不規則な

暗色横帯があるが、 成長にともなって不明

瞭になる。 背鰭縁辺、 腹鰭前部、 臀鰭前

部は黄色。 尾鰭縁辺は黄色から朱色。

分布　インド ・ 太平洋の熱帯域に広く分布

する。 国内では四国、 九州、 琉球列島に

分布する。

備考　本種は吻から頬部に青色の波状縦

線をもつことで同属他種から区別される。 し

かし、 幼魚ではこの縦線は不明瞭である場

合もあり、 このような個体ではシロダイ G. 
euanus (Günther, 1879) とよく類似するが、

背鰭棘条中央部側線上方鱗数 6 であるこ

と （シロダイでは通常 5）、 下顎側部の歯

が円錐歯であること （臼歯状歯） であるこ

とによって区別される。同属のナガメイチ G. 
microdon (Bleeker, 1851) は頬部に青色

の斑点あるいは斑紋をもち本種に類似する

が、 成魚では体高がより低く標準体長は体

高の 2.4–3.0 倍（本種では通常 2.4–2.5 倍）

であることによって区別される。

（木村清志）

スズキ目 フエフキダイ科 メイチダイ属

ナガメイチ
Gymnocranius microdon
(Bleeker, 1851)

形態　背鰭 X, 10 ； 臀鰭 III, 10 ； 胸鰭 14 ；

有孔側線鱗 48–49 ； 背鰭棘条中央部側線

上方鱗 6。 体はやや細長い楕円形で側扁

する。 体の輪郭は背腹ほぼ同様に湾曲す

る。 標準体長は体高の 2.4–3.0 倍。 口は

端位。 下顎はすべて円錐歯。 頭部背縁は

眼の前上方で突出する。 眼の下縁は吻端

と尾鰭基底中央を結ぶ直線よりかなり上方

にある。 頬に鱗がある。

色彩　頭部および体はわずかに褐色を帯び

た灰白色。 吻や頬部、 鰓蓋部に青色斑点

あるいは輪郭の不明瞭な青色斑紋がある

が、 不明瞭な場合もある。 若齢魚では眼

の中央をとおる瞳孔よりもやや幅狭い暗色

横帯がある。 体側には細く不明瞭な暗色横

帯あるいは斜帯がある。 背鰭、腹鰭、臀鰭、

尾鰭の縁辺は赤色。

分布　アンダマン海および西太平洋の熱帯

域に分布する。 国内では奄美諸島以南。

備考　本種は吻から鰓蓋部に青色斑点

をもつことで同属他種から識別されるが、

不明瞭な場合は同定が難しい。 また若

齢魚は比較的体高が高く、 シロダイ G. 
euanus (Günther, 1879) やサザナミダイG. 
grandoculis (Valenciennes, 1830) とあま

り違いがない。 しかし、 ナガメイチは頭部

背縁が眼の前上方で明瞭に突出することに

よって、 前 2 種と区別される。

（木村清志）

■ ナガメイチ　Gymnocranius microdon　KAUM–I. 43050, 236.0 mm SL
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スズキ目 フエフキダイ科 フエフキダイ属

ハマフエフキ
Lethrinus nebulosus
(Forsskål, 1775)

形態　背鰭 X, 9 ； 臀鰭 III, 8 ； 胸鰭 13 ； 有

孔側線鱗 45–48 ； 背鰭棘条中央部側線上

方鱗 6。 体は楕円形で体高が高く、 側扁

する。 標準体長は体高の 2.5–2.8 倍、 頭

長は体高の 0.9–1.0 倍。 上顎は下顎より

わずかに前方に突出する。 頭部背縁はほ

ぼ直線状で、 吻背面はわずかに湾入する。

眼隔域は凸出する。 頬は無鱗。 胸鰭基部

の内側は小鱗が密生する。

色彩　頭部や体は黄褐色で腹部は淡色。

体側各鱗の中央部に白点がある。 吻や頬

部に淡青色の斜帯が数本ある。 背鰭、 臀

鰭の縁辺は赤橙色。 尾鰭は赤みを帯びる。

胸鰭の上部基部は白い。

分布　インド ・ 西太平洋の熱帯域に広く分

布する。 国内では伊豆諸島、 小笠原諸島、

相模湾以南の太平洋沿岸、 佐渡以南の日

本海沿岸、大隅諸島、琉球列島に分布する。

（木村清志）

■ ハマフエフキ　Lethrinus nebulosus　KAUM–I. 40325, 84.7 mm SL

■ ハマフエフキ　Lethrinus nebulosus　FRLM 43124, 125.6 mm SL
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スズキ目 フエフキダイ科 フエフキダイ属

タテシマフエフキ
Lethrinus obsoletus
(Forsskål, 1775)

形態　背鰭 X, 9 ； 臀鰭 III, 8 ； 胸鰭 13 ； 有

孔側線鱗 46–47 ； 背鰭棘条中央部側線上

方鱗 6。 体は楕円形で体高が高く、 側扁す

る。 標準体長は体高の 2.6–2.9 倍、 頭長

は体高の 1.0–1.1 倍。 上顎は下顎よりわ

ずかに前方に突出する。 頭部背縁はほぼ

直線状。 眼隔域は凸出する。 頬は無鱗。

胸鰭基部の内側は小鱗が密生する。

色彩　頭部や体は緑黄褐色で腹部は淡色。

体側各鱗の中央部に白点がある。 眼から

前下方に伸びる暗色帯、 前鰓蓋骨後縁に

沿う暗色帯がある。 鰓蓋後縁に幅狭い赤

色帯がある。 体腹側面に鰓蓋後方から胸

鰭基部をとおり尾柄に達する黄色あるいは

橙色の 1 縦帯があり、 その下方にも不明

瞭な縦帯がある。 背鰭、 臀鰭、 腹鰭の縁

辺は赤い。 尾鰭は赤い。 胸鰭の上部基部

は明瞭に白い。

分布　インド ・ 西太平洋の熱帯域に広く分

布する。 国内では琉球列島。

備考　本種は体側に橙色縦帯をもつこと

でハナフエフキ L. ornatus Valenciennes, 
1830 と類似する。 しかし、 本種は明瞭な

縦帯が 1 本であるの対し、 ハナフエフキで

は数本の明瞭な縦帯がある。 また、 ハナフ

エフキでは前鰓蓋骨や主鰓蓋骨後縁、 お

よび胸鰭基底が明瞭に赤く、体高も高い （標

準体長は体高の 2.4–2.6 倍、 頭長は体高

の 0.8–0.9 倍）。

（木村清志）

■ タテシマフエフキ　Lethrinus obsoletus　FRLM 43122, 217.0 mm SL

■ キツネフエフキ　Lethrinus olivaceus　FRLM 43142, 145.2 mm SL



フ
エ
フ
キ
ダ
イ
科

256

Lethrinidae
Emperors

スズキ目 フエフキダイ科 フエフキダイ属

キツネフエフキ
Lethrinus olivaceus
Valenciennes, 1830

形態　背鰭 X, 9 ； 臀鰭 III, 8 ； 胸鰭 13 ； 有

孔側線鱗 47–48 ； 背鰭棘条中央部側線上

方鱗 6。 体は長楕円形で体高は低い。 標

準体長は体高の 3.0–3.3 倍、 頭長は体高

の 1.1–1.3 倍。 口は端位。 頭部背縁は吻

部でやや湾入するが、 眼の上方ではほぼ

直線状。 吻は長く、 上唇を除く吻端から前

鼻孔までの距離は眼の下縁から前鰓蓋骨

後角までの距離よりも長い。 頬は無鱗。 胸

鰭基部の内側は小鱗が密生する。

色彩　頭部や体は灰茶褐色で腹部は淡色。

眼から前下方に伸びる 2–3 本の暗色帯が

あり、 体には不規則な網目状斑紋がある。

背鰭や尾鰭の縁辺は赤い。

分布　インド ・ 西太平洋の熱帯域に広く分

布する。 国内では大隅諸島と琉球列島に

分布。

備考　本種は眼から前下方に伸びる 2、 3
本の暗色帯をもつことや、 体に不明瞭な暗

色斑をもつことでオオフエフキ L. microdon 
Valenciennes, 1830 と類似する。 しかし、

本種は背鰭棘条中央部側線上方鱗数が 6
であるの対し、 オオフエフキでは 5 であるこ

とで、 容易に区別される。

（木村清志）

■ ホオアカクチビ　Lethrinus rubrioperculatus　FRLM 42858, 278.0 mm SL

■ ホオアカクチビ　Lethrinus rubrioperculatus　KAUM–I. 41055, 264.8 mm SL
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スズキ目 フエフキダイ科 フエフキダイ属

ホオアカクチビ
Lethrinus rubrioperculatus
Sato, 1978

形態　背鰭 X, 9 ； 臀鰭 III, 8 ； 胸鰭 13 ； 有

孔側線鱗 46–48 ； 背鰭棘条中央部側線上

方鱗 5。 体は成魚では長楕円形で側扁す

る。 標準体長は体高の 3.0–3.4 倍、 頭長

は体高の 1.1–1.2 倍。 口は端位。 頭部背

縁は眼の前上方で突出する。 吻背縁はほ

ぼ直線状で、 上顎との角度は 55–65º。 眼

隔域は平坦かわずかに凸出する。 頬は無

鱗。 主鰓蓋骨後縁に無鱗域がある。 胸鰭

基部の内側は無鱗あるいは数枚の鱗で覆

われる。

色彩　頭部や体は緑黄褐色で腹部は淡色。

体側には不明瞭な網目模様がある。 上唇

は赤みを帯びる。 主鰓蓋骨後縁に瞳孔より

わずかに小さい赤色斑がある。 背鰭、臀鰭、

腹鰭は白く、 背鰭縁辺は赤い。 胸鰭や尾

鰭は赤い。

分布　インド ・ 太平洋の熱帯域に広く分布

する。 国内では伊豆諸島、 小笠原諸島、

和歌山県以南の太平洋沿岸、 大隅諸島、

琉球列島に分布する。

備考　体形が類似するムネアカクチビ L. 
xanthochilus Klunzinger, 1870 とは、 眼隔

域が平坦かわずかに凸出すること （凹む）、

主鰓蓋骨縁辺に赤色斑があること （ない）、

胸鰭基部上部に赤色斑がない （ある） こと

から区別される。

（木村清志）

■ ホオアカクチビ　Lethrinus rubrioperculatus　KAUM–I. 51372, 206.8 mm SL ■ ホオアカクチビ　Lethrinus rubrioperculatus　KAUM–I. 51340, 130.8 mm SL

スズキ目 フエフキダイ科 フエフキダイ属

ムネアカクチビ
Lethrinus xanthochilus
Klunzinger, 1870

形態　背鰭 X, 9 ； 臀鰭 III, 8 ； 胸鰭 13 ； 有

孔側線鱗 47–48 ； 背鰭棘条中央部側線上

方鱗 5。 体は成魚では長楕円形で側扁す

る。 標準体長は体高の 2.8–3.5 倍、 頭長

は体高の 1.0–1.2 倍。 口は端位。 頭部背

縁は眼の前上方で突出する。 吻背縁はほ

ぼ直線状で、 上顎との角度は 50–60。 眼

隔域はわずかに凹む。 頬は無鱗。 胸鰭基

部の内側は無鱗あるいは数枚の鱗で覆わ

れる。

色彩　頭部や体は黄褐色で腹部は淡色。

幼魚の体側には不明瞭な網目模様がある。

上唇は黄色。 成魚では頬部に多数の黒点

がある。 胸鰭基部上部に赤色斑がある。

背鰭や尾鰭下葉の縁辺は赤い。

分布　インド ・ 西太平洋の熱帯域に広く分

布する。 国内では与論島以南。

備考　体形が類似するホオアカクチビ L. 
rubrioperculatus Sato, 1978 との比較はホ

オアカクチビの項を参照。

（木村清志）

■ ムネアカクチビ　Lethrinus xanthochilus　KAUM–I. 47902, 311.7 mm SL
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スズキ目 フエフキダイ科 ヨコシマクロダイ属

ヨコシマクロダイ
Monotaxis grandoculis
(Forsskål, 1775)

形態　背鰭 X, 10 ； 臀鰭 III, 9 ； 胸鰭 14 ；

有孔側線鱗 44–47 ； 側線上方鱗 5。 体は

長楕円形で側扁する。 標準体長は体高の

2.1–2.7 倍。 口は端位。 頭部背縁は眼の

前上方で強く凸出する。 主上顎骨側面に

鋸歯を有する隆起縁がある。 下顎側部の

歯は臼歯状。 眼は大きく、 頭長は眼径の

2.5–3.2 倍。 眼隔域は広く平坦。 頬に鱗が

ある。 胸鰭基部の内側には小鱗が密生す

る。

色彩　体は青みを帯びた銀白色、 頭部は

黄色がかる。 両唇は黄色。 背鰭縁辺は

赤い。 その他の鰭も赤色か赤みを帯びる。

生時、 体背側面に幅広い 3 黒色鞍状斑が

あり、尾鰭には背腹両縁に沿う黒線がある。

分布　インド ・ 太平洋の熱帯域に広く分布

する。 国内では伊豆諸島、 小笠原諸島、

関東以西の太平洋沿岸、 大隅諸島、 琉球

列島から報告されている。

備考　本属は本種 1 種から構成される。

（木村清志）

■ ヨコシマクロダイ　Monotaxis grandoculis　KAUM–I. 46013, 292.3 mm SL

■ ムネアカクチビ　Lethrinus xanthochilus　KAUM–I. 51317, 84.7 mm SL
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■ ヨコシマクロダイ　Monotaxis grandoculis　KAUM–I. 46014, 189.3 mm SL

■ ヨコシマクロダイ　Monotaxis grandoculis　KAUM–I. 40352, 38.2 mm SL

■ ヨコシマクロダイ　Monotaxis grandoculis　FRLM 42916, 139.0 mm SL

■ ヨコシマクロダイ　Monotaxis grandoculis　17 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki

■ ヨコシマクロダイ　Monotaxis grandoculis　17 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki

■ ヨコシマクロダイ　Monotaxis grandoculis　17 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki
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Sparidae
Sea breams

スズキ目 タイ科 クロダイ属

ミナミクロダイ
Acanthopagrus sivicolus
Akazaki, 1962

形態　背鰭 XI, 11 ； 臀鰭 III, 8 ； 胸鰭 15 ；

側線鱗 46–52 ； 背鰭棘条部中央下側線上

方 横 列 鱗 4.5 ； 鰓 把 6–7+9–10=15–17。

両眼域の隆起は大きくない。 両顎の側部に

は 3 列以上の臼歯がある。 側線鱗の管は

細い。 頭長は臀鰭第 2 棘長の 2.0–2.1 倍。

色彩　生時、 体は銀黒色で腹鰭と臀鰭は

暗灰色。 固定後、 体は黒っぽく、 腹鰭と臀

鰭は淡灰色になる。

分布　大隅諸島と琉球列島に分布する。 屋

久島でも成魚が記録されている。

備考　全長 50 cm になる。 内湾や汽水域

に生息する。クロダイA. schlegelii (Bleeker, 

1854) とは背鰭棘条部中央下側線上方横

列鱗数が 4.5 （クロダイは 5.5 以上） であ

ることから識別される。 オキナワキチヌ A. 
chinshira Kume & Yoshino, 2008 と は 生

時の腹鰭と臀鰭が暗灰色 （オキナワキチヌ

は黄色） であること、臀鰭第 2 棘が短い （頭

長が臀鰭第 2 棘長の 2.0–2.1 倍。 オキナ

ワキチヌでは 1.5–1.8 倍） ことから識別さ

れる。

　クロダイとひじょうに近縁であり種分化お

よび分類学的な研究がおこなわれている。

（千葉　悟）

■ ミナミクロダイ　Acanthopagrus sivicolus　KAUM–I. 39816, 90.3 mm SL

スズキ目 タイ科 キダイ属

キビレアカレンコ
Dentex abei
Iwatsuki, Akazaki & Taniguchi, 2007

形態　背鰭 XII, 10 ； 臀鰭 III, 8 ； 胸鰭 15–
16 ； 側線鱗 48–50 ； 背鰭棘条部中央下側

線上方横列鱗 4.5 ； 鰓把 7–8+12–13=19–
21。 両眼域の隆起は大きく明瞭。 背鰭棘は

延長しない。 両顎の側部には臼歯がなく一

列の円錐歯がある。

色彩　生時、 体側に小青色輝点が不規則

に縦走し、 各鰭は黄色で背鰭と臀鰭は色

が濃い。 固定後、 体側の小青色輝点は暗

色斑になり、 鰭は透明になる。

分布　小笠原諸島および琉球列島の東シナ

海大陸棚縁辺部に分布する。 台湾とフィリ

ピン諸島からも記録がある。

備考　全長 35 cm 程度になる。 水深 50–
150 m の岩礁域に生息する。 遺伝的にも

近縁なキダイ D. hypselosomus Bleeker, 

1854 に似るが、 生時のキダイの体は橙赤

色で背部に大きな黄色斑が 3 つあること、

各鰭が赤色であることから本種とは識別さ

れる。

　小笠原諸島と琉球列島の集団間には遺

伝的分化が認められることから、 今後の研

究が期待される。

（千葉　悟）

■ キビレアカレンコ　Dentex abei　KAUM–I. 50830, 200.8 mm SL
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スズキ目 ツバメコノシロ科 ツバメコノシロ属

ナンヨウアゴナシ
Polydactylus sexfilis
(Valenciennes, 1831)

形態　背鰭 VIII-I, 12–13 ； 臀鰭 III, 11–12 ；

胸鰭 15–16 ； 胸鰭遊離軟条 6 ； 有孔側線

鱗 60–67 ； 鰓把 11–14+15–18=27–31。 鋤

骨に歯がある。 最長胸鰭遊離軟条の先端

は尾柄部中央を越えない。 胸鰭はふつう不

分枝だが、 老成個体では分枝する。 発達

した鰾がある。 眼は大きく、 眼径は体長の

9% （平均）。

色彩　体は銀白色で、 成長にともない側線

より上の体側に 7–9 本の黒色線が出現す

る。 体側に黒色斑はない。 各鰭は半透明

から白色で黒色色素胞が散在する （個体

によって密度に変異がある）。 胸鰭遊離軟

条は白色。

分布　モーリシャスからピトケアン諸島にか

けてのインド・太平洋の島嶼域に分布する。

オーストラリアや大河川が発達する大陸棚

上では稀。 国内では伊豆諸島、 小笠原諸

島、相模湾、琉球列島から記録されている。

国内では幼魚や若魚が多く、 成魚の記録

は八丈島からのみ。

備考　本種は体型や色彩がツバメコノシ

ロ P. plebeius (Broussonet, 1782) と酷似

する。 しかし、 ナンヨウアゴナシは後者と

比較して、 胸鰭遊離軟条が 6 本であるこ

と （ツバメコノシロでは 5 本）、 胸鰭軟条が

15–16 本 （最頻値 16） であること （16–18
本、最頻値 17）、総鰓耙が 27–31 本 （30）

であること （24–32 本、26） から識別される。

また、 ナンヨウアゴナシの第 2 背鰭、 臀鰭、

尾鰭はツバメコノシロのそれらより長い傾向

がある。

　水深 50 m 以浅の砂底上を遊泳する。 体

長 45 cm に達する。

（本村浩之）

■ ナンヨウアゴナシ　Polydactylus sexfilis　KAUM–I. 47961, 58.6 mm SL

■ ナンヨウアゴナシ　Polydactylus sexfilis　FRLM 42805, 67.3 mm SL



ヒ
メ
ジ
科

262

Mullidae
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スズキ目 ヒメジ科 アカヒメジ属

モンツキアカヒメジ
Mulloidichthys flavolineatus
(Lacepède, 1801)

形態　背鰭 VII–VIII, 9 ； 臀鰭 I, 7 ； 胸鰭

16–18 ； 腹鰭 I, 5 ； 側線有孔鱗 33–39 ；

鰓耙 24–31。 体は細長く、側扁する。 鋤骨・

口蓋骨に歯がない。 第 2 背鰭は鱗で被わ

れない。 第 1 背鰭の下方の体側に、 1 個

の暗褐色斑点がある。 体高は低く、 体長

の 21–25%。

色彩　背側は黄色、 腹側は白色。 体側に

眼から水平の黄色縦帯があり、 第 1 背鰭

の下方に、 暗褐色斑点がある。 胸鰭は透

明で胸鰭を除く各鰭は黄色を呈することが

ある。 個体の状態により体側が赤味を帯び

ることもある。

分布　インド ・ 太平洋域に広く分布する。

国内では伊豆諸島、 小笠原諸島、 三浦半

島以南の太平洋沿岸、 大隅諸島、 琉球列

島に広く分布する。

備考　本種は第 1 背鰭の下方の体側に、 1
個の暗褐色斑点がある （不明瞭な場合も

ある） こと、 尾柄部の側線上に黒褐色斑紋

があること、 体高は低く体長の 21–25% で

あることなどから、 日本に生息する同属他

種と識別される。

（山下真弘）

■ モンツキアカヒメジ　Mulloidichthys flavolineatus　KAUM–I. 39908, 72.5 mm SL

■ モンツキアカヒメジ　Mulloidichthys flavolineatus　KAUM–I. 50812, 207.8 mm SL

■ モンツキアカヒメジ　Mulloidichthys flavolineatus　KAUM–I. 51325, 103.9 mm SL■ モンツキアカヒメジ　Mulloidichthys flavolineatus　FRLM 42775, 100.2 mm SL
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スズキ目 ヒメジ科 アカヒメジ属

アカヒメジ
Mulloidichthys vanicolensis
(Valenciennes, 1831)

形態　背鰭 VIII, 9 ； 臀鰭 I, 7 ； 胸鰭 16– 
17 ； 腹鰭 I, 5 ； 側線有孔鱗 35–37 ； 鰓耙

29–36。 体は細長く、 側扁する。 鋤骨およ

び口蓋骨に歯がない。 第 2 背鰭は鱗で被

われない。 体側に 1 黒色斑がない。 体高

が高く、 体長の 26–30%。 口は小さく、 主

上顎骨の後端は、 眼の先端に達しない。

第 1 背鰭始部は腹鰭始部の直上より後方

に位置する。 第 2 背鰭始部は臀鰭始部の

直上よりやや前方に位置する。 胸鰭の先

端は第 1 背鰭第 7 棘直下に位置する。 腹

鰭の先端は肛門に達しない。 尾鰭は二叉

する。

色彩　体全体は赤色を呈し （水中写真では

白色）、 背側は黄色、 腹側は白色。 体側

に黄色の 1 縦帯がある。 胸鰭は透明であ

るが、 胸鰭を除く各鰭は黄色。 虹彩は赤色

を呈する。 髭は白色。

分布　インド ・ 太平洋域に広く分布する。

国内では小笠原諸島、 伊豆諸島、 館山湾

以南の太平洋沿岸、 大隅諸島、 琉球列島

に広く分布する。

備考　アカヒメジ属は世界で 7 種知られてお

り、 日本からは本種の他にモンツキアカヒ

メジ M. flavolineatus (Lacepède, 1801) と

リュウキュウアカヒメジ M. pfluegeri (Stein-
dachner, 1900) が報告されている。 アカヒ

メジは体側に 1 黒色斑がないこと、 体高が

高いこと ( 体長の 26–30%)、 眼が大きいこ

と、 体側に黄色の 1 縦線があることなどか

ら、 日本における同属他種と識別される。

　最大体長は 38 cm にも達し、 味も良いの

で干物やフランス料理の食材としても用いら

れる。 本種は群れをなすこともある。 下顎

に一対の独立した味蕾を有する髭をもち、

餌を探す時などに用いられる。 通常水深

15 m ほどでみられるが、 水深 113 m から

の記録もある。

（吉田朋弘）

■ アカヒメジ　Mulloidichthys vanicolensis　KAUM–I. 40108, 194.2 mm SL

■ アカヒメジ　Mulloidichthys vanicolensis　FRLM 43144, 90.8 mm SL

■ アカヒメジ　Mulloidichthys vanicolensis　15 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki
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スズキ目 ヒメジ科 ウミヒゴイ属

オオスジヒメジ
Parupeneus barberinus
(Lacepède, 1801)

形態　背鰭 VIII, 9 ； 臀鰭 I, 7 ； 胸鰭 16–
18 ； 腹鰭 I, 5 ； 側線有孔鱗 27–30 ； 鰓耙

26–31。 体は細長く、 側扁する。 鋤骨 ・ 口

蓋骨に歯がない。 第 2 背鰭は鱗で被われ

ない。 尾柄部の側線上に黒褐色斑紋があ

る。 体側に縦帯がある。

色彩　背側は褐色、 腹側は白色。 生時、

吻端から第 2 背鰭の中央下方まで黒色縦

帯がある。 尾柄部の側線上に黒褐色斑紋

がある。

分布　インド ・ 太平洋域に広く分布する。

国内では伊豆諸島、 小笠原諸島、 三浦半

島以南の太平洋沿岸、 大隅諸島、 琉球列

島に広く分布する。

備考　本種は体側に暗色横帯がないこと、

尾柄部の側線上に黒褐色斑紋があること、

体側に縦帯があることなどから、 日本に生

息する同属他種と識別される。

（山下真弘）

■ オオスジヒメジ　Parupeneus barberinus　KAUM–I. 47888, 300.9 mm SL

■ オオスジヒメジ　Parupeneus barberinus　KAUM–I. 47997, 34.1 mm SL

■ ホウライヒメジ　Parupeneus ciliatus　KAUM–I. 40015, 33.5 mm SL
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スズキ目 ヒメジ科 ウミヒゴイ属

ホウライヒメジ
Parupeneus ciliatus
(Lacepède, 1802)

形態　背鰭 VIII, 9 ； 臀鰭 7 ； 胸鰭 15 ； 腹

鰭 I, 5 ； 側線有孔鱗 28–30 ； 鰓耙 29–32。

体は細長く、 側扁する。 口は小さく、 主上

顎骨の後端は、 眼の先端に達しない。 鋤

骨および口蓋骨に歯がない。 下顎のひげ

は鰓蓋後縁下に達しない。 尾柄部の斑紋

は鞍状になる傾向があり、 側線を越える。

第 2 背鰭は鱗で被われない。 第 1 背鰭始

部は腹鰭始部の直上より後方に位置する。

第 2 背鰭始部は臀鰭始部の直上より前方

に位置する。 胸鰭の先端は第 1 背鰭後端

直下を越える。 腹鰭の先端は肛門に達しな

い。 尾鰭は二叉する。

色彩　成魚の体色　背側は桃色、 腹側は

白色。 体側に多数の赤色横帯があり、 黄

色斑が散在する。 眼後方上部に黒色斑が

ある。 背鰭、 尾鰭および胸鰭は赤色。 腹

鰭と臀鰭は赤色がかった黄色。 尾柄部に

鞍掛状の黒色帯を有する。 髭は黄色。 幼

魚の体色　体全体は銀色で、 背側は黒味

を帯びる。 体側に 4 本の黄色帯がはしる。

各鰭は透明。 背鰭、 腹鰭および臀鰭は黄

色を帯びる。 髭は黄色。

分布　インド ・ 太平洋に分布する。 国内で

は小笠原諸島、 伊豆諸島、 館山湾以南の

太平洋沿岸、 大隅諸島、 琉球列島に広く

分布する。

備 考　 本 種 は オ キ ナ ヒ メ ジ P. spilurus 
(Bleeker, 1854) に似るが、 ホウライヒメジ

の臀鰭前縁長は臀鰭基底長とほぼ同じか、

わずかに長いこと （後者では短い） から識

別される。

（吉田朋弘）

■ ホウライヒメジ　Parupeneus ciliatus　KAUM–I. 41040, 253.4 mm SL

■ マルクチヒメジ　Parupeneus cyclostomus　FRLM 42893, 163.5 mm SL
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スズキ目 ヒメジ科 ウミヒゴイ属

マルクチヒメジ
Parupeneus cyclostomus
(Lacepède, 1801)

形態　背鰭 VIII, 9 ； 臀鰭 I, 7 ； 胸鰭 15–
17 ； 腹鰭 I, 5 ； 側線有孔鱗 27–32 ； 鰓耙

27–33。 体は細長く、 側扁する。 口は小さ

く、 主上顎骨の後端は、 眼の先端に達しな

い。 鋤骨および口蓋骨に歯がない。 下顎

の髭は長く、 鰓蓋後端に達するか、 越える。

第 2 背鰭は鱗で被われない。 体側に暗色

横帯がない。 第 1 背鰭始部は腹鰭始部の

直上より後方に位置する。 第 2 背鰭始部

は臀鰭始部の直上よりやや前方に位置す

る。 胸鰭の先端は第 1 背鰭第 8 棘直下に

位置する。 腹鰭の先端は肛門に達しない。

尾鰭は二叉する。

色彩　背側は赤色、 腹側は白色がかった

桃色。 尾柄部に淡黄色の鞍状斑紋がある。

眼から放射状に赤色を帯びた黄色線がはし

る。 第 1 背鰭は赤色。 第 2 背鰭は赤色で

多数の黄色縦線がある。 胸鰭は赤色。 腹

鰭は黄色。 臀鰭は白色で不規則な黄色線

がある。 尾鰭は赤色で不規則な黄色線が

ある。 髭は赤みを帯びた白色。

分布　インド ・ 太平洋に分布する。 国内で

は小笠原諸島、 伊豆諸島、 相模湾以南の

太平洋沿岸、 大隅諸島、 琉球列島に広く

分布する。

備考　本種は吻の背面がなだらかであるこ

と、 尾柄部に淡黄色の鞍状斑紋があるこ

と、 下顎の髭は長く、 鰓蓋後縁に達するか、

越えることなどから、 日本における同属他

種と識別される。

（吉田朋弘）

■ マルクチヒメジ　Parupeneus cyclostomus　KAUM–I. 45786, 235.5 mm SL

■ マルクチヒメジ　Parupeneus cyclostomus　15 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki
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スズキ目 ヒメジ科 ウミヒゴイ属

コバンヒメジ
Parupeneus indicus
(Shaw, 1803)

形態　背鰭 VIII, 9 ； 臀鰭 I, 7 ； 胸鰭 15–
17 ； 腹鰭 I, 5 ； 側線有孔鱗 26–31 ； 鰓耙

24–27。 体は細長く、 側扁する。 鋤骨 ・ 口

蓋骨に歯がない。 第 2 背鰭は鱗で被われ

ない。 尾柄部の側線上に黒褐色斑紋があ

る。 生時、 体側に楕円形の黄色斑があり、

縦帯がない。

色彩　背側は褐色で、 腹側は白色。 体側

中央上部に楕円形の黄色斑がある。 尾柄

部の側線上に黒褐色斑紋がある。

分布　インド ・ 西太平洋に分布する。 国内

では伊豆諸島、 館山湾以南の太平洋沿岸、

大隅諸島、 琉球列島に広く分布する。

備考　本種は体側に暗色横帯がないこと、

尾柄部の側線上に黒褐色斑紋があること、

生時、 体側に楕円形の黄色斑があり、 縦

帯がないことなどから、 日本に生息する同

属他種と識別される。

（山下真弘）

■ コバンヒメジ　Parupeneus indicus　KAUM–I. 41039, 276.8 mm SL

■ オジサン　Parupeneus multifasciatus　KAUM–I. 39921, 139.0 mm SL
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スズキ目 ヒメジ科 ウミヒゴイ属

オジサン
Parupeneus multifasciatus
(Quoy & Gaimard, 1825)

形態　背鰭 VIII, 9 ； 臀鰭 I, 7 ； 胸鰭 16 ； 腹

鰭 I, 5 ； 側線有孔鱗 27–30 ； 鰓耙 35–42。

体は細長く、 側扁する。 口は小さく、 主上

顎骨の後端は、 眼の先端に達しない。 鋤

骨および口蓋骨に歯がない。 下顎のひげ

は長く、 前鰓蓋骨後縁をはるかに越える。

第 2 背鰭は鱗で被われない。 体側に暗色

横帯がある。 第 1 背鰭始部は腹鰭始部の

直上より後方に位置する。 第 2 背鰭始部

は臀鰭始部の直上に位置する。 胸鰭の先

端は第 1 背鰭後端直下を越える。 腹鰭の

先端は肛門に達しない。 尾鰭は二叉する。

色彩　体色は変異に富む。 背側は褐色か

ら赤色、 腹側は赤色から白色がかった桃

色。 第 1 背鰭と第 2 背鰭の間、 第 2 背鰭

中央直下、 尾柄背側にそれぞれ濃い暗色

横帯がある。 眼付近に放射状に赤紫線が

はしる。 第 1 背鰭は黄色を帯びた赤色、

第 2 背鰭の基底付近は黒色を帯びた赤色

で縁辺には数本の黄色縦線がある。 胸鰭

は透明。 腹鰭は赤色。 臀鰭は白色で不規

則な黄色線がある。 尾鰭は赤色で不規則

な黄色線がある。 髭は赤みを帯びた白色。

分布　インド ・ 太平洋に分布する。 国内で

は伊豆諸島、 小笠原諸島、 館山湾以南の

太平洋沿岸、 大隅諸島、 琉球列島に広く

分布する。

備 考　 本 種 は 両 眼 間 隔 が 広 く 頭 長 の

39–46% であること、 第 2 背鰭下と尾柄背側

にやや濃い暗色横帯があること、 下顎の髭

は長く、 前鰓蓋骨後縁をはるかに越えるこ

となどから、 日本に生息する同属他種と識

別される。

（吉田朋弘）

■ オジサン　Parupeneus multifasciatus　KAUM–I. 40310, 74.2 mm SL

■ オジサン　Parupeneus multifasciatus　FRLM 43037, 156.2 mm SL

■ オジサン　Parupeneus multifasciatus　15 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki
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Goatfishes

スズキ目 ヒメジ科 ウミヒゴイ属

リュウキュウヒメジ
Parupeneus pleurostigma
(Bennett, 1831)

形態　背鰭 VIII, 9 ； 臀鰭 I, 7 ； 胸鰭 15–17 ；

腹鰭 I, 5 ； 側線有孔鱗数 28–32 ； 鰓耙数

27–32。 体は細長く、 側扁する。 鋤骨 ・ 口

蓋骨に歯がない。 第 2 背鰭は鱗で被われ

ない。 尾柄部に側線上に黒褐色斑紋がな

い。 第 1 背鰭の後部下方に黒色斑紋があ

り、 第 2 背鰭基底は黒褐色。

色彩　背側は赤く、 腹側は白色。 第 1 背鰭

の後部下方に黒褐色斑紋があり、 その後

ろに白色斑紋がある。 第 2 背鰭基底は黒

褐色。

分布　インド ・ 太平洋に分布する。 国内で

は伊豆諸島、 小笠原諸島、 館山湾以南の

太平洋沿岸、 大隅諸島、 琉球列島に広く

分布する。

備考　本種は体側に暗色横帯がないこと、

第 1 背鰭の後部下方に黒色斑紋 （大型個

体では不明瞭） があり、 第 2 背鰭基底底

部は黒褐色であることなどから、 日本に生

息する同属他種と識別される。

（山下真弘）

■ リュウキュウヒメジ　Parupeneus pleurostigma　FRLM 42913, 108.9 mm SL

■ リュウキュウヒメジ　Parupeneus pleurostigma　17 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki

■ リュウキュウヒメジ　Parupeneus pleurostigma　17 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki
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Pempheridae
Sweepers

スズキ目 ハタンポ科 ハタンポ属

リュウキュウハタンポ
Pempheris adusta
Bleeker, 1877

形態　背鰭 VI, 8–10 ； 臀鰭 III, 37–45 ； 胸

鰭 15–18 ； 側線有孔鱗 51–62。 体は強く

側扁する。 側線は鰓蓋上部から尾鰭後端

まで達する。 臀鰭基底長は長く、 体長の

40 % 以上。鱗は弱い櫛鱗で剥がれやすい。

腹鰭前方に隆起線がない。

色彩　体側は褐色で、 腹部は銀白色。 背

鰭は前方部が褐色、 後方に向かってやや

透明になる。 背鰭先端に黒色斑がはいる。

臀鰭基部は褐色。 臀鰭には黒色色素が散

在する。 腹鰭は透明、 尾鰭は褐色。 胸鰭

基部には淡い黒色斑がある。

分布　インド ・ 太平洋に分布する。 国内で

は伊豆諸島、 静岡県以南の太平洋沿岸、

大隅諸島、 琉球列島から知られている。

備考　本調査では水深 5–20 m の岩礁域

でみられた。 日本でみられる同属他種と

比較して、 鱗が弱い櫛鱗で剥がれやすい、

■ リュウキュウハタンポ　Pempheris adusta　FRLM 42814, 124.8 mm SL

■ リュウキュウハタンポ　Pempheris adusta　KAUM–I. 51553, 71.3 mm SL
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Sweepers

スズキ目 ハタンポ科 ハタンポ属

ミナミハタンポ
Pempheris schwenkii
Bleeker, 1855

形態　背鰭 V–VI, 8–10 ； 臀鰭 III, 34–41 ；

胸鰭 18 ； 側線有孔鱗 45–54 ； 側線上方

鱗 3 1/2。 体は強く側扁する。 側線は鰓蓋

上部から尾鰭後端まで達する。 臀鰭基底

長は長く、 体長の 40% 以上。 鱗は弱い櫛

鱗と円鱗で剥がれやすい。 腹鰭前方に隆

起線がある。

色彩　体側上部は褐色で、 体側下部は銀

白色。 体側の鱗には黄褐色点がはいる。

背鰭は前方部が褐色、 後方に行くにつれ

透明になり、 先端に黒色斑がはいる。 臀

鰭基部は黒色で、 鰭膜は透明。 臀鰭縁辺

が淡く褐色に縁どられる。 腹鰭は透明。 胸

鰭上方は淡い褐色。 尾鰭は褐色で、 縁辺

は黒褐色に縁取られる。

分布　インド ・ 西太平洋に分布する。 国内

■ ミナミハタンポ　Pempheris schwenkii　KAUM–I. 48095, 108.0 mm SL

■ リュウキュウハタンポ　Pempheris adusta　KAUM–I. 51245, 17.9 mm SL■ リュウキュウハタンポ　Pempheris adusta　BSKU 106134, 126.6 mm SL

腹鰭前方に隆起線がない、 有孔側線鱗数

が 61–72、 側線上方鱗数が 4 1/2–5 1/2
（通常 4 1/2）、 尾柄鱗数が 14–16 （通常

16）、 胸鰭基部の黒色斑は淡く小さいこと

などから識別される。

　これまで、 和名リュウキュウハタンポに

適応する学名は混乱していた。 リュウキュ

ウハタンポには P. oualensis という学名

が使用されていたが、 日本における P. 
oualensis は Snyder (1912) の リ ス ト の

みに基づいて報告されたもので、 和名も

Okada (1938) によってそのリストに基づ

き提唱された実体のないものであった。 そ

の後、 リュウキュウハタンポは益田ほか

(1975) によって標本に基づいて報告され

た。 しかし、 P. oualensis のホロタイプを観

察した Tominaga (1968) の記載と、 リュウ

キュウハタンポとして報告された標本の形

態には相違があるなど、 問題点がみられ

るとし、 リュウキュウハタンポの学名は暫

定的に Pempheris sp. とされた （波戸岡、

2000 ； 波 戸 岡 ・ 柳 下、 2013)。 Koeda 
et al. (2010) は Snyder (1912) が 報 告

した P. oualensis をリュウキュウハタンポ

Pempheris sp. の誤同定とし、 また沖縄の

八重山諸島から採集された標本に基づき P. 

oualensis に和名ユメハタンポを提唱した。

その後、小枝ほか（2013）は Snyder (1912)
のリストの基になったと考えられる標本を観

察し、 P. adusta と同種であることを明らか

にした。 その結果、 和名リュウキュウハタ

ンポに適用すべき学名は P. adusta である

とした。

　本種は昼間障害物の陰で過ごし、 夜間に

なると索餌のために動きまわる。 小さな個

体はミナミハタンポの群と混生する （小枝

ほか、 2013）。

（目黒昌利）
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Pempheridae
Sweepers

■ ミナミハタンポ　Pempheris schwenkii　KAUM–I. 39916, 45.0 mm SL

では伊豆諸島、 小笠原諸島、 福島県以南

の太平洋沿岸、 九州北西岸、 大隅諸島、

琉球列島から知られている。

備考　日本でみられる同属他種と比較して、

鱗が弱い櫛鱗と円鱗で剥がれやすい、 側

線上方鱗が 3 1/2、 腹鰭前方に隆起線が

あることなどから識別される。

　昼間は障害物の陰で過ごし、 夜間になる

と索餌のために動きまわる。 群れで行動す

る。 本調査では水深 5–20 m の岩礁域で

みられた。

（目黒昌利）

■ ミナミハタンポ　Pempheris schwenkii　15 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki
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Sea chubs

スズキ目 イスズミ科 イスズミ属

テンジクイサキ
Kyphosus cinerascens
(Forsskål, 1775)

形態　背鰭 X–XI, 12 ； 臀鰭 III, 11 ； 胸鰭

17–19 ； 腹 鰭 I, 5 ； 側 線 有 孔 鱗 50–52。

体は高く、 側扁する。 尾柄は短い。 背鰭

軟条部の前方は高く、 最長棘より長い。 背

鰭基底中央部、 臀鰭起部で体の背縁と腹

縁は折れ曲がる。

色彩　体側、 背鰭、 腹鰭、 臀鰭、 尾鰭は

一様に灰褐色。 胸鰭は基部が灰褐色で後

方に向け透明。生時、体側には多くのオリー

ブ色の細い線がある。 但し、 老成魚ではこ

れらの線はない。 主上顎骨から前鰓蓋骨

先端に向けて黄色帯が走る。 鰓蓋上部後

縁は黄色。

分布　ハワイ諸島を除くインド ・ 太平洋。 国

内では北海道から九州、 小笠原諸島、 琉

球列島に広く分布する。

備考　本種は背鰭軟条が 12 本、 臀鰭軟条

が 11 本、 背鰭軟条部の前方は高く、 最長

棘より長いことから同属他種と識別される。

（伊東正英）

■ テンジクイサキ　Kyphosus cinerascens　KAUM–I. 51208, 214.5 mm SL

■ テンジクイサキ　Kyphosus cinerascens　FRLM 42820, 137.1 mm SL
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Kyphosidae
Sea chubs

■ テンジクイサキ　Kyphosus cinerascens　KAUM–I. 50821, 177.8 mm SL

スズキ目 イスズミ科 イスズミ属

イスズミ
Kyphosus vaigiensis
(Quoy & Gaimard, 1825)

形 態　 背 鰭 X–XI, 13–15 ； 臀 鰭 III, 12–
13 ； 胸鰭 18–20 ； 腹鰭 I, 5。 体は高く側扁

する。 尾柄は短い。 吻は短く、 やや尖る。

色彩　体側、 背鰭、 腹鰭、 臀鰭、 尾鰭は

一様に褐色。 胸鰭は基部が褐色で後方に

向け透明。 生時、 体側には多くのオリーブ

色の細い線がある。 但し、 老成魚ではこれ

らの線はない。 主上顎骨から前鰓蓋骨先

端に向けて黄色帯が走る。 鰓蓋上部後縁

は黄色。

分布　全世界の熱帯～温帯域に分布。 国

内でも北海道から琉球列島まで広く分布す

る。

備考　本種は背鰭軟条が 14 本、 臀鰭軟条

が 13 本であることで同属他種と容易に識

別される。

（伊東正英）

■ イスズミ　Kyphosus vaigiensis　KAUM–I. 40324, 56.1 mm SL
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Nibbler

スズキ目 メジナ科 メジナ属

オキナメジナ
Girella mezina
Jordan & Starks, 1907

形態　背鰭 XIV, 12–14；臀鰭 III, 11；腹鰭 I, 
5；背鰭棘条部中央下横列鱗 5–7（通常 6）；

側線有孔鱗 47–53。 体は側扁する。 メジ

ナと比べて体高が高く、 頭部背縁は眼の前

方で急傾斜する。 鰓蓋部全域に鱗がある。

上唇は厚い。

色彩　成魚では体側、 各鰭は一様に黒色。

幼魚では体側は一様に黒く、 腹部にかけて

薄くなり、 胸鰭は透明。 胸鰭基部は黒色。

背鰭 8–10 棘基部から腹部にかけ、 鮮黄

色 （固定後、 淡色） の 1 横帯がある。 そ

の横帯は成魚になるにつれ、 薄くなる。

分布　日本と台湾に分布する。 国内では千

葉県から九州にかけて、 小笠原諸島、 大

隅諸島、 琉球列島に生息する。

備考　与論ではメジナ G. punctata Gray, 
1835 やクロメジナ G. leonina (Richardson, 
1846) は確認されなかった。

（伊東正英）

■ オキナメジナ　Girella mezina　KAUM–I. 39711, 58.1 mm SL

■ オキナメジナ　Girella mezina　KAUM–I. 41045, 259.6 mm SL
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Chaetodontidae
Butterflyfishes

■ カガミチョウチョウウオ　Chaetodon argentatus　KAUM–I. 39863, 41.6 mm SL

スズキ目 チョウチョウウオ科 チョウチョウウオ属

カガミチョウチョウウオ
Chaetodon argentatus
Smith & Radcliffe, 1911

形 態　 背 鰭 XIII–XIV, 21–24 ； 臀 鰭 III, 
16–17 ； 胸鰭 14–15 ； 腹鰭 I, 5 ； 側線有

孔鱗 34–38。 体は強く側扁する。 吻は突

出し、 嘴状である。 口は小さく、 細い糸状

の歯が密に分布する。 背鰭軟条部後縁は

丸く、 臀鰭軟条部後縁はやや尖る。

色彩　頭部の黒色横帯は眼直上で途切れ

る。 体側面は地色が乳白色で黒色の網目

模様があり、 3 本の黒色横帯がある。 この

黒色横帯は、 前 2 本が途中で途切れる。

尾鰭は 1 本の黒色横帯があり、 後縁は黒

く縁取られる。

分布　西太平洋に分布する。 国内では伊

豆諸島、 小笠原諸島、 相模湾以南の太平

洋沿岸、 大隅諸島、 および琉球列島に分

布する。

備考　本種は体側面に網目模様があるこ

とで、 アミメチョウチョウウオ C. xanthurus 
Bleeker, 1857、 アミチョウチョウウオ C. 
rafflesii Bennett, 1830、 およびユウゼン C. 
daedalma Jordan & Fowler, 1902 に似る。

しかし、 体の地色が本種では乳白色である

のに対し、 アミメチョウチョウウオでは白色、

アミチョウチョウウオでは黄色、 およびユウ

ゼンでは黒色であることで識別される。

（岩坪洸樹）

■ カガミチョウチョウウオ　Chaetodon argentatus　FRLM 43145, 121.6 mm SL

■ カガミチョウチョウウオ　Chaetodon argentatus
BSKU 106151, 46.9 mm SL

■ カガミチョウチョウウオ　Chaetodon argentatus
16 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki

■ カガミチョウチョウウオ　Chaetodon argentatus
15 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki
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Butterflyfishes

■ トゲチョウチョウウオ　Chaetodon auriga　KAUM–I. 40331, 128.5 mm SL

スズキ目 チョウチョウウオ科 チョウチョウウオ属

トゲチョウチョウウオ
Chaetodon auriga
Forsskål, 1775

形 態　 背 鰭 XII–XIII, 22–25 ； 臀 鰭 III, 
18–21 ； 胸鰭 14–15 ； 腹鰭 I, 5 ； 側線有

孔鱗 29–40。 体は強く側扁する。 吻は突

出し、 嘴状である。 口は小さく、 細い糸状

の歯が密に分布する。 成魚の背鰭第 5, 6
軟条は伸長するが、 幼魚では伸長せず背

鰭軟条後縁は丸い。 臀鰭軟条部後縁は丸

い。

色彩　成魚 ・ 幼魚ともに、 体の前半部が

白色で、 後半部は黄色または橙色になる。

また、 頭部に眼を通る黒色横帯がある。 背

鰭軟条部には黒色斑が 1 個あり、 この黒

色斑は成長にともない大きくなる。 成魚は

体側面に複数本の灰色斜帯がある。 この

斜帯は、 背側から前方へ向かう斜帯と、 腹

側から前方へ向かう斜帯の 2 種類がある

が、 斜帯同士は交差しない。 成魚は尾鰭

が体後半部と同様に黄色または橙色を呈

し、 明るい黄色の横帯が 1 本あるが、 幼

魚の尾鰭は透明。

分布　インド ・ 太平洋に広く分布する。 国

内では伊豆諸島、 小笠原諸島、 岩手県以

南の太平洋沿岸、 兵庫県以南の日本海沿

岸、大隅諸島、および琉球列島に分布する。

備考　本種と同様に、 成魚の背鰭軟条後縁

が伸長する特徴を有するものに、 レモンチョ

ウ チ ョ ウ ウ オ C. semeion Bleeker, 1855
とセグ ロチョウ チョウ ウ オ C. ephippium 
Cuvier, 1831 がある。 しかし、トゲチョウチョ

ウウオはレモンチョウチョウウオ、セグロチョ

ウチョウウオと比較して、 背鰭軟条部には

黒色斑が 1 個あること （レモンチョウチョウ

ウオでは背鰭軟条部に黒色帯があり、 セグ

ロチョウチョウウオでは背鰭後半部に広い

黒色域がある） から容易に識別される。

（岩坪洸樹）

■ トゲチョウチョウウオ　Chaetodon auriga　FRLM 42922, 147.4 mm SL

■ トゲチョウチョウウオ　Chaetodon auriga
KAUM–I. 39715, 30.6 mm SL
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Chaetodontidae
Butterflyfishes

■ チョウチョウウオ　Chaetodon auripes　KAUM–I. 42258, 142.1 mm SL

スズキ目 チョウチョウウオ科 チョウチョウウオ属

チョウチョウウオ
Chaetodon auripes
Jordan & Snyder, 1901

形態　背鰭 XII, 22–27 ； 臀鰭 III, 17–22 ；

胸 鰭 14–15 ； 腹 鰭 I, 5 ； 側 線 有 孔 鱗

35–43。 体は円形で、 強く側扁する。 吻は

突出し、 嘴状である。 口は小さく、 細い糸

状の歯が密に分布する。 背鰭、 臀鰭軟条

部後縁は丸い。

色彩　頭部は吻端から鰓蓋後端にかけて灰

色から白色を呈し、 眼を通る黒色横帯があ

る。 成魚は体側面の地色が黄色で、 暗い

橙色の縦帯が多数ある。 幼魚は体側面が

一様に橙色で、 背鰭軟条部に眼と同大の

黒色斑が 1 個ある。

分布　西太平洋に分布する。 日本国内で

は伊豆諸島、 小笠原諸島、 津軽海峡から

九州西岸にかけての対馬暖流沿岸、 宮城

県以南の太平洋沿岸、 大隅諸島、 および

琉球列島に分布する。

備考　本種は日本産チョウチョウウオ属の

中では、 最も北方まで分布する。

（岩坪洸樹）

■ チョウチョウウオ　Chaetodon auripes　17 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki
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スズキ目 チョウチョウウオ科 チョウチョウウオ属

ゴマチョウチョウウオ
Chaetodon citrinellus
Cuvier, 1831

形 態　 背 鰭 XIII–XIV, 20–22 ； 臀 鰭 III, 
15–17 ； 胸鰭 14 ； 腹鰭 I, 5 ； 側線有孔鱗

35–41。 体は円形で、 強く側扁する。 吻は

突出し、 嘴状である。 口は小さく、 細い糸

状の歯が密に分布する。 背鰭、 臀鰭軟条

部後縁は丸い。

色彩　頭部と体側面の地色は薄黄色から黄

色を呈す。 眼を通る黒色横帯がある。 体

側面には黒色点が多数散在する。 背鰭は

白色で縁取られる。 臀鰭縁辺は黒色で幅

広く縁取られ、その上部が白色味を帯びる。

尾鰭は、 成魚では体側面の地色と同様に

薄黄色から黄色だが、 幼魚では透明。

分布　インド ・ 太平洋に広く分布する （マダ

ガスカル、 紅海、 アラビア海、 およびイー

スター島を除く）。 国内では伊豆諸島、 小

笠原諸島、 千葉県以南の太平洋沿岸、 熊

本県、 大隅諸島、 および琉球列島に分布

する。

備考　本種は体側面に黒色点が散在するこ

とでコクテンカタギ C. guentheri Ahl, 1923
に似る。 しかし、 ゴマチョウチョウウオはコ

クテンカタギと比較して、 体側面の地色が

薄黄色から黄色であること （コクテンカタギ

では黄色がかった白色）、 臀鰭に幅広い黒

色域がないこと （臀鰭縁辺に幅広い黒色域

がある） などから識別される。

（岩坪洸樹）

■ ウミヅキチョウチョウウオ　Chaetodon bennetti　16 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki

スズキ目 チョウチョウウオ科 チョウチョウウオ属

ウミヅキチョウチョウウオ
Chaetodon bennetti
Cuvier, 1831

形 態　 背 鰭 XIII–XIV, 16–20 ； 臀 鰭 III, 
15–17 ； 胸鰭 15 ； 腹鰭 I, 5 ； 側線有孔鱗

29–37。 体はほぼ円形で、 強く側扁する。

吻は突出し、 嘴状である。 口は小さく、 細

い糸状の歯が密に分布する。 背鰭軟条部

後縁と臀鰭軟条部後縁は丸みを帯びる。

側線は体側面の黒色斑上部を走り、 背鰭

基底後端付近に達する。

色彩　体全体の地色は黄色を呈している。

頭部の眼を通る黒色横帯は青白色で縁取

られており、 頭部腹面で不明瞭になる。 主

鰓蓋骨後縁上部から臀鰭基底前部付近に

かけてと、 主鰓蓋骨後端付近から臀鰭基

底中央付近にかけて、 青白色斜線がそれ

ぞれ 1 本ずつ走る。 背鰭後端から臀鰭後

端にかけて不明瞭な青白色横線が 1 本走

る。 体側面後部に青白色で縁取られた 1
黒色斑がある。

分布　インド ・ 太平洋に分布する。 国内で

は伊豆諸島、 小笠原諸島、 房総半島以南

の太平洋沿岸、 大隅諸島、 および琉球列

島に分布する。

備考　本種は体側面に 1 黒色斑がある

ことで、 イッテンチョウチョウウオ C. uni-
maculatus Bloch, 1787 とトノサマダイ C. 
speculum Cuvier, 1831 に 似 る。 し か し、

本種では側線が体側面の黒色斑上部を走

るのに対し、 イッテンチョウチョウウオとトノ

サマダイでは黒色斑中央を通ることで容易

に識別される。

（岩坪洸樹）
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■ ゴマチョウチョウウオ　Chaetodon citrinellus　KAUM–I. 39871, 71.7 mm SL

■ ゴマチョウチョウウオ　Chaetodon citrinellus　KAUM–I. 45958, 55.2 mm SL ■ ゴマチョウチョウウオ　Chaetodon citrinellus　17 Apr. 2012
Photo by S. Harazaki
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■ セグロチョウチョウウオ　Chaetodon ephippium　15 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki

スズキ目 チョウチョウウオ科 チョウチョウウオ属

セグロチョウチョウウオ
Chaetodon ephippium
Cuvier, 1831

形態　背鰭 XII–XIV, 21–24 ； 臀鰭 III, 20– 
22 ； 胸 鰭 15 ； 腹 鰭 I, 5 ； 側 線 有 孔 鱗

31–37。 体は強く側扁する。 吻は突出し、

嘴状である。 口は小さく、 細い糸状の歯が

密に分布する。 背鰭軟条部後縁は幼魚で

は丸みを帯びるが、 成長するにしたがい伸

長する。 臀鰭軟条部後縁は丸みを帯びる。

側線は背鰭基底後端付近に達する。

色彩　頭部の眼を通る黒色横帯は、 幼魚で

は明瞭であるが、 成長にしたがい細く不明

瞭になる。 吻から頭部腹面にかけて黄色を

呈する。 体全体の地色は乳白色を呈する。

背鰭後半部から体側背面にかけて広い黒

色域がある。 この黒色域の体側面側は幅

広い白色帯で縁取られる。 成魚の体側腹

面に 6 本の灰色縦線が走る。 幼魚は尾柄

が黒色を呈する。 尾鰭は、 幼魚では透明

であるが、 成魚では縁辺が山吹色を呈す

る。

分布　東インド洋から太平洋にかけて分布

する。 国内では伊豆諸島、 小笠原諸島、

千葉県以南の太平洋沿岸、 大隅諸島、 お

よび琉球列島に分布する。

備考　本種は水深 15 m 以浅の穏やかなサ

ンゴ礁でみられる。種小名のephippiumは、

背鰭後半部から体側背面にかけての広い

黒色域を馬の鞍になぞらえ、 そのギリシャ

語に因む。

（岩坪洸樹）

■ コクテンカタギ　Chaetodon guentheri　18 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki

スズキ目 チョウチョウウオ科 チョウチョウウオ属

コクテンカタギ
Chaetodon guentheri
Ahl, 1923

形態　背鰭 XIII, 20–23 ； 臀鰭 III, 18–20 ；

胸鰭 14 ； 腹鰭 I, 5 ； 側線有孔鱗 39–40。

体は円形で、 強く側扁する。 吻は突出し、

嘴状である。 口は小さく、 細い糸状の歯が

密に分布する。 背鰭、 臀鰭軟条部後縁は

丸い。

色彩　頭部と体側面の地色は白色。 眼を通

る黒色横帯は腹面付近で途切れる。 体側

面には黒色点が多数散在する。 背鰭と臀

鰭はそれぞれ黄色～橙色で、縁辺に向かっ

て濃くなる。 また、 それぞれ白色で縁取ら

れ、 その内側に弧状の細い黒色帯がある。

背鰭軟条部に眼径とほぼ同大の黒色斑が

あるが、 この黒色斑がない個体もみられる。

尾鰭は透明。

分布　西太平洋に分布する。 国内では伊

豆諸島、 小笠原諸島、 千葉県以南の太平

洋沿岸、 大隅諸島、 琉球列島に分布する。

備考　本種は体側面に黒色点が多数散在

することでゴマチョウチョウウオ C. citrine-
llus Cuvier, 1831 に似る。 しかし、 コクテ

ンカタギはゴマチョウチョウウオと比較して、

体側面の地色が白色であること （ゴマチョ

ウチョウウオでは薄黄色～黄色）、 臀鰭に

黒色域がないこと （臀鰭縁辺が幅広い黒

色域で縁取られる） から識別される。

（岩坪洸樹）
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■ ミゾレチョウチョウウオ　Chaetodon kleinii　KAUM–I. 48108, 40.1 mm SL

スズキ目 チョウチョウウオ科 チョウチョウウオ属

ミゾレチョウチョウウオ
Chaetodon kleinii
Bloch, 1790

形 態　 背 鰭 XIII–XIV, 20–23 ； 臀 鰭 III, 
17–20 ； 胸鰭 13–15 ； 腹鰭 I, 5 ； 側線有

孔鱗 29–39。 体は強く側扁する。 吻は突

出し、 嘴状である。 口は小さく、 細い糸状

の歯が密に分布する。 背鰭、 臀鰭軟条部

後縁は丸い。

色彩　体前半部は白色だが、 後半部に向

かい黄色から橙色になる。 眼を通る明瞭な

黒色横帯と体側中央を通る不明瞭な黒色

横帯がある。 背鰭、 臀鰭軟条部は白く縁

取られる。 腹鰭は黒色を呈す。

分布　紅海とアラビア海を除くインド ・ 太平

洋に広く分布する。 国内では伊豆諸島、 小

笠原諸島、 千葉県以南の太平洋沿岸、 鹿

児島県甑島、 大隅諸島、 および琉球列島

に分布する。

備考　本種は幼魚と成魚では色彩において

大きな差異はみられない。

（岩坪洸樹）

■ ミゾレチョウチョウウオ　Chaetodon kleinii　17 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki
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■ ニセフウライチョウチョウウオ　Chaetodon lineolatus　18 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki

スズキ目 チョウチョウウオ科 チョウチョウウオ属

ニセフウライチョウチョウウオ
Chaetodon lineolatus
Cuvier, 1831

形態　背鰭 XII, 24–28 ； 臀鰭 III, 20–22 ；

胸鰭 15–17 ； 腹鰭 I, 5 ； 側線有孔鱗 21– 
30。 体は強く側扁する。 吻は突出し、 嘴状

である。 口は小さく、 細い糸状の歯が密に

分布する。 背鰭、 臀鰭軟条部後縁は丸い。

色彩　眼を通る黒色横帯は、 眼上で二叉す

る。 体は白色で、 細い黒色横帯が多数あ

る。この黒色横帯は腹部で途切れる。背鰭、

臀鰭、 尾鰭は黄色。 背鰭軟条基底から尾

柄にかけて黒色帯がある。

分布　インド ・ 太平洋に分布する。 国内で

は伊豆諸島、 小笠原諸島、 千葉県以南の

太平洋沿岸、 大隅諸島、 琉球列島に分布

する。

備考　本種はヒメフウライチョウチョウウオ

C. oxycephalus Bleeker, 1853とスダレチョ

ウチョウウオ C. ulietensis Cuvier, 1831 に

似る。 しかし、 ニセフウライチョウチョウウ

オは両種と比較して、 頭部の眼を通る黒色

横帯が連続すること （ヒメフウライチョウチョ

ウウオでは眼上部で途切れる）、 背鰭軟条

基部から尾柄部にかけて黒色帯があること

（スダレチョウチョウウオでは黒色帯はなく、

尾柄部に黒色斑がある） から識別される。

（岩坪洸樹）

スズキ目 チョウチョウウオ科 チョウチョウウオ属

チョウハン
Chaetodon lunula
(Lacepède, 1802)

形態　背鰭 XI–XIII, 22–25 ； 臀鰭 III, 17– 
19 ； 胸鰭 15–16 ； 腹鰭 I, 5 ； 側線有孔鱗

31–41。 体は強く側扁する。 吻は突出し、

嘴状である。 口は小さく、 細い糸状の歯が

密に分布する。 背鰭、 臀鰭軟条部後縁は

丸い。

色彩　眼を通る黒色横帯があるが、 前鰓蓋

骨下端付近で途切れる。 頭部は、 眼を通

る黒色横帯より前方が黄色で、 後方が白

色。 成魚では、 体側面の地色は黄色で背

面はやや暗く、 細い橙色縦帯が多数ある。

体側面前上部に二叉する太い黒色斜帯が

ある。 また、 背鰭軟条基底から尾柄にかけ

て黒色帯がある。 幼魚では、 体側面の地

色は黄色で背面はやや暗く、 前上部に不

明瞭な黒色斑がある。 背鰭軟条部と尾柄

に、 それぞれ眼径と同大の黒色斑がある。

分布　紅海を除くインド ・ 太平洋に広く分布

する。 国内では伊豆諸島、 小笠原諸島、

千葉県以南の太平洋沿岸、 大隅諸島、 お

よび琉球列島に分布する。

備考　本種とチョウチョウウオ C. auripes 
Jordan & Snyder, 1901 の幼魚は互いに

酷似する。 しかし、 チョウハンはチョウチョ

ウウオと比較して、 尾柄に黒色斑があるこ

と （チョウチョウウオにはない） から識別さ

れる。

（岩坪洸樹）
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■ チョウハン　Chaetodon lunula　BSKU 106156, 98.9 mm SL

■ チョウハン　Chaetodon lunula　KAUM–I. 51437, 47.0 mm SL ■ チョウハン　Chaetodon lunula　KAUM–I. 39736, 23.6 mm SL
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■ チョウハン　Chaetodon lunula　FRLM 42715, 129.4 mm SL ■ チョウハン　Chaetodon lunula　17 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki

■ ミスジチョウチョウウオ　Chaetodon lunulatus　KAUM–I. 40131, 99.9 mm SL

スズキ目 チョウチョウウオ科 チョウチョウウオ属

ミスジチョウチョウウオ
Chaetodon lunulatus
Quoy & Gaimard, 1825

形態　背鰭 XIII–XIV, 20–22 ； 臀鰭 III, 18– 
21 ； 胸鰭 13–15 ； 腹鰭 I, 5 ； 側線有孔鱗

30–39。 体は楕円形で、 強く側扁する。 吻

は突出し、 嘴状である。 口は小さく、 細い

糸状の歯が密に分布する。 背鰭、 臀鰭軟

条部後縁は丸い。

色彩　頭部から体側腹面にかけて黄色で、

体側背面にむかって白色がかる。 吻端は

褐色がかり、 眼を通る黒色横帯がある。 体
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スズキ目 チョウチョウウオ科 チョウチョウウオ属

アケボノチョウチョウウオ
Chaetodon melannotus
Bloch & Schneider, 1801

形態　背鰭 XII–XIII, 17–20 ； 臀鰭 III, 17– 
18 ； 胸鰭 12–15 ； 腹鰭 I, 5 ； 側線有孔鱗

29–36。 体は強く側扁する。 吻は突出し、

嘴状である。 口は小さく、 細い糸状の歯が

密に分布する。 背鰭、 臀鰭軟条部後縁は

丸い。

色彩　頭部は前半部が黄色で後半部が白

色。 目を通る黒色横帯がある。 体側部の

地色は白色で、 多数の黒色点が斜線状に

複数列並ぶ。 この黒色点列は背側に向か

うにしたがい太くなり、 後方で交わり黒色域

を形成する。 背鰭、 臀鰭、 腹鰭、 および

体側面の縁辺は黄色を呈す。 尾鰭は、 成

魚では黄色を呈すが、幼魚では透明。 また、

幼魚の尾柄には眼と同大の黒色斑がある。

分布　インド ・ 西太平洋に分布する。 国内

では伊豆諸島、 小笠原諸島、 千葉県以南

の太平洋沿岸、 熊本県、 大隅諸島、 およ

び琉球列島に分布する。

（岩坪洸樹）

側面には灰白色の縦帯が多数ある。 腹鰭

は黄色。 背鰭軟条部基底から尾柄にかけ

て不明瞭な黒色帯がある。 尾鰭基底に黒

色横帯があり、 尾鰭は透明。 成魚の臀鰭

は褐色で、 2 本の黒色帯がある。 幼魚の

臀鰭軟条部は黒色で縁取られる。

分布　東インド洋から太平洋に分布する。

国内では伊豆諸島、小笠原諸島、沖ノ鳥島、

千葉県以南の太平洋沿岸、 鹿児島県の東

シナ海沿岸、 大隅諸島、 および琉球列島

に分布する。

（岩坪洸樹）

■ ミスジチョウチョウウオ　Chaetodon lunulatus　KAUM–I. 41246, 14.7 mm SL■ ミスジチョウチョウウオ　Chaetodon lunulatus　BSKU 108234, 98.9 mm SL

■ アケボノチョウチョウウオ　Chaetodon melannotus　KAUM–I. 39935, 19.6 mm SL

■ ミスジチョウチョウウオ　Chaetodon lunulatus　15 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki



Chaetodontidae

チ
ョ
ウ
チ
ョ
ウ
ウ
オ
科

287

Butterflyfishes

■ アケボノチョウチョウウオ　Chaetodon melannotus　KAUM–I. 55066, 115.9 mm SL

スズキ目 チョウチョウウオ科 チョウチョウウオ属

ハナグロチョウチョウウオ
Chaetodon ornatissimus
Cuvier, 1831

形態　背鰭 XII–XIII, 24–28 ； 臀鰭 III, 20– 
23 ； 胸鰭 15–16 ； 腹鰭 I, 5 ； 側線有孔鱗

36–51。 体は強く側扁する。 吻は突出し、

嘴状である。 口は小さく、 細い糸状の歯が

密に分布する。 背鰭、 臀鰭軟条部後縁が

尖る。

色彩　頭部と体側面の地色は白色。 頭部

に黒色横帯が 3 本ある。 吻端は黒色。 両

眼間に黒色斑がある。 体側面に瞳孔とほ

ぼ同幅の橙色斜帯が 6 本ある。 背鰭と臀

鰭はそれぞれ黒色で縁取られ、 その内側

は薄黄色がかる。 背鰭縁辺の内側に弧状

の細い黒色帯がある。 腹鰭は黄色。 尾鰭

に黒色横帯が 2 本ある。

分布　東インド洋から中央太平洋にかけて

広く分布する。 国内では小笠原諸島、 和

歌山県以南の太平洋沿岸、 大隅諸島、 お

よび琉球列島に分布する。

備考　本種は体側面に瞳孔とほぼ同幅の

斜帯が 6 本あることでオウギチョウチョウウ

オ C. meyeri Bloch & Schneider, 1801 に

似る。 しかし、 ハナグロチョウチョウウオは

オウギチョウチョウウオと比較して、 体上半

部の斜帯上端が一点に集中しないこと （オ

ウギチョウチョウウオでは一点に集中する）

から識別される。

（岩坪洸樹）

■ ハナグロチョウチョウウオ　Chaetodon ornatissimus　18 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki
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スズキ目 チョウチョウウオ科 チョウチョウウオ属

スミツキトノサマダイ
Chaetodon plebeius
Cuvier, 1831

形 態　 背 鰭 XIII–XV, 16–19 ； 臀 鰭 IV–V, 
14–17 ； 胸鰭 15 ； 腹鰭 I, 5 ； 側線有孔鱗

33–41。 体は楕円形で、 強く側扁する。 吻

は突出し、 嘴状である。 口は小さく、 細い

糸状の歯が密に分布する。

色彩　体全体の地色は黄色で、 眼を通る黒

色横帯がある。 体側面中央のやや上方に

楕円形の青色がかった灰色斑がある。 尾

柄部に眼とほぼ同大の黒色斑がある。 尾

鰭後縁は透明。

分布　アンダマン海から西太平洋にかけて

分布する。国内では伊豆諸島、小笠原諸島、

静岡県以南の太平洋沿岸、 九州西岸、 大

隅諸島、 および琉球列島に分布する。

■ ハナグロチョウチョウウオ　Chaetodon ornatissimus　KAUM–I. 40145, 138.7 mm SL

■ スミツキトノサマダイ　Chaetodon plebeius　KAUM–I. 45988, 102.1 mm SL
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■ スミツキトノサマダイ　Chaetodon plebeius　KAUM–I. 41253, 98.0 mm SL

備考　本種はミドリイシ類のポリプを主食と

しているため、サンゴへの依存度が高い （加

藤、 2011）。 幼魚は枝状サンゴ周辺やサン

ゴの枝の間で単独、 または複数匹の群れ

で生活している。

　チョウチョウウオ属の多くの種は、 臀鰭棘

が 3 本であることが多いが、 本種では通常

4 本である。

（岩坪洸樹）

■ スミツキトノサマダイ　Chaetodon plebeius　17 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki

■ スミツキトノサマダイ　Chaetodon plebeius
KAUM–I. 45988, 102.1 mm SL
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■ シチセンチョウチョウウオ　Chaetodon punctatofasciatus　KAUM–I. 40147, 91.0 mm SL

スズキ目 チョウチョウウオ科 チョウチョウウオ属

シチセンチョウチョウウオ
Chaetodon punctatofasciatus
Cuvier, 1831

形態　背鰭 XIII–XIV, 22–25 ； 臀鰭 III, 17– 
18 ； 胸鰭 13–14 ； 腹鰭 I, 5 ； 側線有孔鱗

34–42。 体は楕円形で、 強く側扁する。 吻

は突出し、 嘴状である。 口は小さく、 細い

糸状の歯が密に分布する。 背鰭、 臀鰭軟

条部後縁は丸い。

色彩　体全体の地色は黄色がかった白色

で、 体側面に灰色斑が散在する。 また、

体側背面には 7 本の灰色横帯があり、 後

方の帯ほど濃くなる。 眼を通る黒色で縁取

られた黄色横帯がある。 項部に黒色斑が

ある。 背鰭、 臀鰭は黄色で縁取られ、 そ

の黄色域のすぐ内側を黒色線が走る。 尾

柄部は橙色を呈す。 尾鰭は中央に黒色横

帯がある、 この帯より前方は黄色、 後方は

透明である。

分布　インド ・ 西太平洋に分布する。 国内

では伊豆諸島、 小笠原諸島、 紀伊半島、

大隅諸島、 および琉球列島に分布する。

備考　チョウチョウウオ属は多くの種で眼を

通る横帯が黒色を呈するが、 本種では黄

色を呈することが特徴である。 本種の日本

国内での観察例は極めて少ない （井田、

2009）。

（岩坪洸樹）

■ シチセンチョウチョウウオ　Chaetodon punctatofasciatus　18 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki
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■ イッテンチョウチョウウオ　Chaetodon unimaculatus　BSKU 106160, 46.9 mm SL

スズキ目 チョウチョウウオ科 チョウチョウウオ属

イッテンチョウチョウウオ
Chaetodon unimaculatus
Bloch, 1787

形態　背鰭 XIII, 21–23 ； 臀鰭 III, 16–20 ；

胸 鰭 14–15 ； 腹 鰭 I, 5 ； 側 線 有 孔 鱗

38–42。 体はほぼ円形で、 強く側扁する。

吻は突出し、 嘴状である。 口は小さく、 細

い糸状の歯が密に分布する。 背鰭、 臀鰭

軟条部後縁は丸い。

色彩　眼を通る黒色横帯がある。 体側面の

地色は白色で背側が黄色味を帯びる。 ま

た、 体側面中央のやや上方に白色で縁取

られた黒色斑がある。 この黒色斑の前方に

5–7 本の黄色横線が並ぶ。 背鰭と臀鰭は

黄色で、 後縁が白色を呈す。 その白色域

の直前を、 黒色横帯が背鰭から臀鰭にか

けて走る。腹鰭は黄色を呈す。尾鰭は透明。

分布　東インド洋と太平洋に分布する。 国

内では伊豆諸島、 小笠原諸島、 伊豆半島

以南の太平洋沿岸、 鹿児島湾、 熊本県、

大隅諸島、 および琉球列島に分布する。

備考　本種は体側面中央のやや上方に黒

色斑があることでトノサマダイ C. speculum 
Cuvier, 1831 に似る。 しかし、 イッテンチョ

ウチョウウオはトノサマダイと比較して、 背

鰭から臀鰭にかけて黒色横帯があること （ト

ノサマダイにはない） や体側面中央のやや

上方にある黒色斑が白色で縁取られること

（縁取られない） などから識別される。

（岩坪洸樹）

スズキ目 チョウチョウウオ科 チョウチョウウオ属

フウライチョウチョウウオ
Chaetodon vagabundus
Linnaeus, 1758

形 態　 背 鰭 XII–XIII, 22–25 ； 臀 鰭 III, 
19–20 ； 胸鰭 14–16 ； 腹鰭 I, 5 ； 側線有

孔鱗 30–37。 体は楕円形で、強く側扁する。

吻は突出し、 嘴状である。 口は小さく、 細

い糸状の歯が密に分布する。 背鰭、 臀鰭

軟条部後縁はやや尖る。

色彩　眼を通る黒色横帯がある。 体側面の

地色は白色で後方が黄色味を帯びる。 ま

た、 体側面に複数本の灰色斜帯がある。

この斜帯は、 体背面から前方へ向かう斜帯

と、 体腹面から前方へ向かう斜帯の 2 種類

があるが、 斜帯同士は交差しない。 背鰭

棘部は白色を呈す。 背鰭と臀鰭の軟条部

の地色は黄色を呈し、 成魚ではそれぞれ

後縁に沿って黒色帯が走る。 幼魚では背

鰭軟条部に眼径とほぼ同大の黒色斑があ

るが、 この黒色斑は成長にしたがい消失す

る。 背鰭軟条部から臀鰭軟条部中央付近

にかけて幅広い黒色帯がある。 腹鰭は白

色を呈す。 尾鰭は、幼魚では透明であるが、

成魚では前半部が黄色で中央に 2 本の黒

色横帯があり、 後半部が透明である。

分布　インド ・ 太平洋に広く分布する。 国

内では伊豆諸島、 小笠原諸島、 茨城県以

南の太平洋沿岸、 男女群島、 大隅諸島、

および琉球列島に分布する。

備考　種小名の vagabundus は放浪を意

味する。

（岩坪洸樹）
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■ フウライチョウチョウウオ　Chaetodon auriga
KAUM–I. 39737, 20.7 mm SL

■ フウライチョウチョウウオ　Chaetodon auriga
NSMT-P 110371, 32.4 mm SL

■ フウライチョウチョウウオ　Chaetodon vagabundus　FRLM 43062, 115.9 mm SL

■ フウライチョウチョウウオ　Chaetodon vagabundus　KAUM–I. 42300, 52.4 mm SL
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■ フウライチョウチョウウオ　Chaetodon vagabundus　KAUM–I. 50838, 101.1 mm SL

■ フエヤッコダイ　Forcipiger flavissimus　17 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki
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■ フエヤッコダイ　Forcipiger flavissimus　KAUM–I. 45867, 103.1 mm SL

スズキ目 チョウチョウウオ科 フエヤッコダイ属

フエヤッコダイ
Forcipiger flavissimus
Jordan & McGregor, 1898

形態　背鰭 XII, 22–24 ； 臀鰭 III, 17–18 ；

胸鰭 15 ； 腹鰭 I, 5 ； 側線有孔鱗 67–80。

体は強く側扁する。 吻は細長く、 体高は吻

長の約 1.6–2.1 倍。 口は小さく、 細い糸状

の歯が密に分布する。 背鰭軟条部後縁は

丸く、 臀鰭軟条部後縁はやや尖る。 尾鰭

上葉先端が突出する。 側線が尾鰭基底ま

で達する。

色彩　頭部上半部は黒色で、 下半部は白

色。 体部、 背鰭、 臀鰭、 および胸鰭は黄

色を呈し、 臀鰭軟条後端に黒色斑が 1 個

ある。 胸鰭と尾鰭は透明。

分布　インド ・ 太平洋に分布する。 国内で

は伊豆諸島、 小笠原諸島、 相模湾以南の

太平洋沿岸、 大隅諸島、 琉球列島に分布

する。

備考　本種はオオフエヤッコダイ Forcipiger 
longirostris (Broussonet, 1782) と 比 較 し

て、 背鰭が通常 12 棘であること （オオフ

エヤッコダイでは通常 11 棘）、 体高は吻長

の約 1.6–2.1 倍 （体高は吻長の約 1.1–1.5
倍） から識別される。

（岩坪洸樹）

スズキ目 チョウチョウウオ科 カスミチョウチョウウオ属

カスミチョウチョウウオ
Hemitaurichthys polylepis
(Bleeker, 1857)

形態　背鰭 XI–XII, 23–26 ； 臀鰭 III, 19– 
22 ； 胸鰭 16–18 ； 腹鰭 I, 5 ； 側線有孔鱗

68–74。 体は楕円形で、 強く側扁する。 吻

は突出し、 嘴状である。 口は小さく、 細い

糸状の歯が密に分布する。 背鰭、 臀鰭軟

条部後縁は丸い。

色彩　背鰭第 2 棘と腹鰭始部より前方の体

部は褐色を呈す。 背鰭第 2–7 棘基底から

胸鰭基底上端、 背鰭、 および臀鰭は黄色

を呈す。 黄色域を除く体側面、 腹鰭、 およ

び後縁を除く尾鰭は白色を呈す。 胸鰭と尾

鰭後縁は透明。

分布　東インド洋から太平洋にかけて分布

する。 国内では静岡県以南の太平洋沿岸、

大隅諸島、 および琉球列島に分布する。

備考　本種は潮通しの良いサンゴ礁外縁の

斜面や断崖などの中層を大群で遊泳する。

また、 本種はプランクトン食である （井田、

2009）。 種小名は poly （多い） lepis （鱗）

の意味で、 側線有孔鱗が 68–74 枚とチョ

ウチョウウオ科魚類としては比較的多い。

（岩坪洸樹）

■ フエヤッコダイ　Forcipiger flavissimus
15 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki
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■ カスミチョウチョウウオ　Hemitaurichthys polylepis　KAUM–I. 45991, 125.0 mm SL

■ カスミチョウチョウウオ　Hemitaurichthys polylepis　NSMT-P 110452, 106.0 mm SL

■ カスミチョウチョウウオ　Hemitaurichthys polylepis　18 Apr. 2012
Photo by S. Harazaki
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■ ハタタテダイ　Heniochus acuminatus　KAUM–I. 48023, 36.9 mm SL

スズキ目 チョウチョウウオ科 ハタタテダイ属

ハタタテダイ
Heniochus acuminatus
(Linnaeus, 1758)

形態　背鰭 XI, 23–27 ； 臀鰭 III, 16–19 ；

胸鰭 16–17 ； 腹鰭 I, 5 ； 側線有孔鱗 49– 
52。 体は強く側扁する。 吻は突出し、 嘴状

である。 口は小さく、 細い糸状の歯が密に

分布する。 背鰭第 4 棘が著しく伸長する。

背鰭軟条部後縁は丸く、 臀鰭軟条部後縁

はやや尖る。 側線が尾鰭基底まで達する。

色彩　体全体の地色は白色。 眼間域と体

側面前部、 後部に幅広い黒色帯がある。

体側面の黒色帯は背鰭鰭条部から始まり、

それぞれ腹鰭、 臀鰭まで続く。 なお、 最後

部の黒色帯は臀鰭最長軟条先端には達し

ない。 背鰭後半部、 尾柄上部、 胸鰭、 お

よび尾鰭はそれぞれの軟条部鰭膜を除き

黄色を呈す。 背鰭軟条部、 胸鰭、 および

尾鰭の軟条部のそれぞれの鰭膜は半透明

である。

分布　インド ・ 太平洋に分布する （ハワイ

諸島、 マルケサス諸島、 イースター島を除

く）。 国内では小笠原諸島、 青森県以南の

太平洋沿岸、 富山県以南の日本海沿岸、

大隅諸島、 および琉球列島に分布する。

備考　本種は形態的にムレハタタテダイ H. 
diphreutes Jordan, 1903 と酷似する。 し

かし、 ハタタテダイはムレハタタテダイと比

較して、背鰭棘が通常 11 本であること （ム

レハタタテダイでは通常 12 本）、 臀鰭の黒

色域が最長軟条先端に達しないこと （達す

る）、 両顎前部の歯列が 5–7 列であること

（2–3 列） などから識別される。

（岩坪洸樹）

スズキ目 チョウチョウウオ科 ハタタテダイ属

ミナミハタタテダイ
Heniochus chrysostomus
Cuvier, 1831

形態　背鰭 XII, 21–22 ； 臀鰭 III, 17–19 ；

胸鰭 16 ； 腹鰭 I, 5 ； 側線有孔鱗 57–61。

体は強く側扁する。 吻は突出し、 嘴状であ

る。 口は小さく、 細い糸状の歯が密に分布

する。 背鰭第 4 棘が著しく伸長する。 背鰭

軟条部後縁は丸く、 臀鰭軟条部後縁はや

や尖る。 側線が尾鰭基底まで達する。 成

魚は眼の上方に棘があるが、 幼魚にはな

い。

色彩　体の地色は乳白色で、 吻端は黄色。

幅広い黒褐色斜帯が 3 本あり、 前方の斜

帯は頭部上方から腹鰭にかけて、 中央の

斜帯は背鰭棘部中央から臀鰭軟条部にか

けて、 後方の斜帯は背鰭棘後半部から背

鰭基底後端にかけて伸びる。 尾鰭基底に

三角形の褐色斑がある。 背鰭と尾鰭の軟

条は薄い黄色で、 鰭膜は透明。 幼魚は臀

鰭軟条部に眼とほぼ同大の黄色で縁取ら

れた黒色斑があるが、 成魚では消失する。

分布　東インド ・ 太平洋 （キーリング諸島

からツアモツ諸島にかけて ； ハワイ諸島を

除く） に分布する。 国内では伊豆諸島、 小

笠原諸島、 相模湾以南の太平洋沿岸、 福

岡県、 大隅諸島、 琉球列島に分布する。

備考　本種は黒色帯が頭部上方から腹鰭

にかけてあることで同属多種と容易に識別

される。

（岩坪洸樹）
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■ ミナミハタタテダイ　Heniochus chrysostomus　KAUM–I. 41251, 108.4 mm SL ■ ミナミハタタテダイ　Heniochus chrysostomus　KAUM–I. 41234, 37.5 mm SL

■ ミナミハタタテダイ　Heniochus chrysostomus　BSKU 108235, 36.5 mm SL ■ ミナミハタタテダイ　Heniochus chrysostomus　16 Apr. 2012
Photo by S. Harazaki
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■ シテンヤッコ　Apolemichthys trimaculatus　NSMT-P 110507, 132.0 mm SL

スズキ目 キンチャクダイ科 シテンヤッコ属

シテンヤッコ
Apolemichthys trimaculatus
(Cuvier, 1831)

形態　背鰭 XIV, 17–18 ； 臀鰭 III, 17–18 ；

胸鰭 17–18 ； 側線有孔鱗 38–47 + 4–6。

間鰓蓋骨が大きく、 下縁は滑らかである。

鰓蓋下部に後方へ向かう強い 1 棘がある。

体は櫛鱗で覆われる。 背鰭、 臀鰭後縁は

丸い。 尾鰭は截形に近いが、 後縁が丸み

を帯びる。

色彩　額と主鰓蓋骨上端に眼とほぼ同大の

黒色斑がある。 唇は藤色を呈す。 体と各

鰭 （臀鰭を除く） の地色は黄色を呈す。 体

側部は、 縁が黒褐色の鱗が並び、 密な網

目状模様を形成する。 成魚の臀鰭は上半

部が白色で、 下半部が黒色を呈す。 幼魚

では眼を通る黒色横帯と背鰭軟条部に 1
黒色斑があるが、成長にしたがい消失する。

分布　インド ・ 西太平洋に分布する。 国内

では小笠原諸島、 伊豆諸島、 相模湾以南

の太平洋沿岸、 大隅諸島、 および琉球列

島に分布する。

（岩坪洸樹）

■ ソメワケヤッコ　Centropyge bicolor　18 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki

スズキ目 キンチャクダイ科 アブラヤッコ属

ソメワケヤッコ
Centropyge bicolor
(Bloch, 1787)

形態　背鰭 XV, 14–15 ； 臀鰭 III, 17–18。

涙骨前縁に弱い鋸歯がある。 間鰓蓋骨下

縁は鋸歯状である。 鰓蓋下部に後方へ向

かう強い 1 棘がある。体は櫛鱗で覆われる。

尾鰭は截形に近いが、 後縁が丸みを帯び

る。

色彩　体の前半部は黄色、 後半部は青色

に体中央付近で明瞭に二分される。 若い

個体では、 後半部の青色域に複数本の濃

青色横帯がみられる。 眼を通る青色横帯

があるが、 眼下方では不明瞭になる。 腹

鰭と尾鰭は黄色を呈する。
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Angelfishes

■ アカハラヤッコ　Centropyge ferrugata　17 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki

スズキ目 キンチャクダイ科 アブラヤッコ属

アカハラヤッコ
Centropyge ferrugata
Randall & Burgess, 1972

形態　背鰭 XIV, 17 ； 臀鰭 III, 17–18 ； 胸

鰭 16–17。 眼前骨前縁に弱い鋸歯がある。

間鰓蓋骨下縁は鋸状である。 鰓蓋下部に

後方へ向かう強い 1 棘がある。 体は櫛鱗

で覆われる。 尾鰭は截形に近いが、 後縁

が丸みを帯びる。

色彩　体はほぼ一様に橙色で、 頭部に向

かって灰色がかる。 体側面には小黒色斑

が散在する。 背鰭、 臀鰭は黒色がかった

橙色で、 後縁に青色斑が 3–5 個並び、 そ

のほかの縁辺は青色で縁取られる。 腹鰭

は橙色で、 前縁が青色で縁取られる。 尾

鰭は灰色がかった青色を呈す。

分布　日本、 台湾、 フィリピン諸島から報

告されている。 国内では伊豆諸島、 小笠

原諸島、 和歌山県以南の太平洋沿岸、 大

隅諸島、 および琉球列島に分布する。

備考　本種は雌性先熟の性転換を行うが、

雌雄および幼魚に著しい差異はない。 ハレ

ムを形成する （島田、 2009）。

（岩坪洸樹）

分布　東インド洋と西太平洋に分布する。

国内では伊豆諸島、 小笠原諸島、 静岡県

以南の太平洋沿岸、 大隅諸島、 および琉

球列島に分布する。

備考　本種は雌性先熟の性転換を行い、

ハレムを形成する （島田、 2009）。

（岩坪洸樹）

■ ルリヤッコ　Centropyge bispinosa　18 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki

スズキ目 キンチャクダイ科 アブラヤッコ属

ルリヤッコ
Centropyge bispinosa
(Günther, 1860)

形態　背鰭 XIV, 15 ； 臀鰭 III, 15–17。 涙

骨前縁に弱い鋸歯がある。 間鰓蓋骨下縁

は鋸歯状である。 鰓蓋下部に後方へ向か

う強い 1 棘がある。 体は櫛鱗で覆われる。

尾鰭は截形に近いが、 後縁が丸みを帯び

る。

色彩　頭部は濃青色を呈する。 体側面の

地色は橙色であるが、 変異が多く、 個体に

よって濃青色を呈するものもいる。 体側面

に多数の濃青色横帯が走る。 この濃青色

横帯は若い個体ほど少なく、 成長にしたが

い増加する。 背鰭、 臀鰭、 および尾鰭は

濃青色を呈し、 それぞれの縁辺は水色で

縁取られる。 胸鰭は軟条が黄色で、 鰭膜

が透明である。 腹鰭は橙色で、 前縁を濃

青色が縁取る。

分布　ハワイ諸島とイースター島を除くイン

ド・太平洋に分布する。 国内では伊豆諸島、

小笠原諸島、 和歌山県、 および琉球列島

に分布する。

備考　本種は雌性先熟の性転換を行い、

ハレムを形成する （島田、 2009）。 警戒心

がひじょうに強い。

（岩坪洸樹）
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■ ヘラルドコガネヤッコ　Centropyge heraldi　18 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki

スズキ目 キンチャクダイ科 アブラヤッコ属

ヘラルドコガネヤッコ
Centropyge heraldi
Woods & Schultz, 1953

形 態　 背 鰭 XV, 15 ； 臀 鰭 III, 17 ； 胸 鰭

17。 涙骨前縁に弱い鋸歯がある。 間鰓蓋

骨下縁は鋸状である。 鰓蓋下部に後方へ

向かう強い 1 棘がある。 体は櫛鱗で覆わ

れる。 背鰭、 臀鰭の後端は尖る。 尾鰭は

截形に近いが、 後縁が丸みを帯びる。

色彩　体全体の地色は黄色を呈し、 眼の周

囲に虫喰い状の黄色斑が散在する黒色域

がある。 下唇は青色がかった灰色を呈す。

分布　ハワイ諸島を除く太平洋に分布する。

国内では伊豆諸島、 小笠原諸島、 和歌山

県以南の太平洋沿岸、 大隅諸島、 および

琉球列島に分布する。

備考　本種はコガネヤッコ C. flavissima 
(Cuvier, 1831) に似る。 しかし、 ヘラルドコ

ガネヤッコはコガネヤッコと比較して、 眼の

周囲に黒色域があること （コガネヤッコで

は眼窩縁辺が青色である） や主鰓蓋骨後

縁が体色と同色で黄色であること （青色を

呈する） などから識別される。 また、 コガ

ネヤッコの幼魚は体側面中央に黒色斑が

あるが、 ヘラルドコガネヤッコにはない。

　和名は種小名の heraldi に因む。 本種は

ハレムを形成する （島田、 2009 ； 加藤、

2011）。

（岩坪洸樹）

■ アカハラヤッコ　Centropyge ferrugata　NSMT-P 110517, 56.0 mm SL
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Angelfishes

■ ヘラルドコガネヤッコ　Centropyge heraldi　KAUM–I. 58501, 43.5 mm SL

■ ヘラルドコガネヤッコ　Centropyge heraldi　KAUM–I. 58519, 57.7 mm SL
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Angelfishes

■ ナメラヤッコ　Centropyge vrolikii　KAUM–I. 47911, 41.7 mm SL

スズキ目 キンチャクダイ科 アブラヤッコ属

ナメラヤッコ
Centropyge vrolikii
(Bleeker, 1853)

形態　背鰭 XIV, 15–16 ； 臀鰭 III, 16 ； 胸

鰭 16–17。 眼前骨前縁に弱い鋸歯がある。

鰓蓋下部に後方へ向かう強い 1 棘がある。

体は櫛鱗で覆われる。 尾鰭は截形に近い

が、 後縁が丸みを帯びる。

色彩　頭部は紫色がかった白色で、 虹彩

は橙色である。 主鰓蓋骨縁上半部は黒色。

胸鰭基底は橙色。体側部は薄い茶色がかっ

た緑色で、 腹面に向かい白色になり、 後半

部に向かい黒色になる。 背鰭と臀鰭の軟

条部縁は白色。 尾鰭は黒色で、 後縁は白

色。

分布　東インド洋から西太平洋にかけて分

布する。 国内では伊豆諸島、 小笠原諸島、

和歌山県以南の太平洋沿岸、 および琉球

列島に分布する。

備考　成魚の全長は約 100 mm 程度と、 キンチャクダイ科の中では小型の種である。

本種は雌性先熟の性転換を行い、 ハレム

を形成する （島田、 2009）。

（岩坪洸樹）

■ ナメラヤッコ　Centropyge vrolikii　17 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki
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Angelfishes

スズキ目 キンチャクダイ科 タテジマヤッコ属

トサヤッコ
Genicanthus semifasciatus
(Kamohara, 1934)

形態　背鰭 XV, 15–16 ； 臀鰭 III, 16–18 ；

胸鰭 16。 眼前骨前縁に強い鋸歯がある。

鰓蓋下部に後方へ向かう強い 1 棘がある。

体は櫛鱗で覆われる。 尾鰭は深く湾入し、

両葉先端が著しく伸長する。

色彩　雄は頭部上半部は黄色を呈し、 この

黄色域は体側中央部まで続く。 頭部下半

部は灰色を呈す。 体側面の地色は灰色で、

上半部に細い黒色横帯が密に並ぶ。 なお、

この黒色横帯は黄色域に侵入しない。 背

鰭と尾鰭は灰色で、 複雑な形をした黄色斑

が密に散在する。 臀鰭は灰色で、 後半部

に黄色斑がわずかに散在する。 雌の尾鰭

■ ヤイトヤッコ　Genicanthus melanospilos　Male　18 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki

スズキ目 キンチャクダイ科 タテジマヤッコ属

ヤイトヤッコ
Genicanthus melanospilos
(Bleeker, 1857)

形態　背鰭 XV, 16 ； 臀鰭 III, 18 ； 胸鰭 15 
–17 ； 側線有孔鱗 46–48。 眼前骨前縁に

強い鋸歯がある。 鰓蓋下部に後方へ向か

う強い 1 棘がある。 体は櫛鱗で覆われる。

尾鰭は深く湾入し、 両葉先端が著しく伸長

する。

色彩　頭部の地色は灰色で、 上半部に細

い褐色横帯が並ぶ。 体側部の地色は灰色

で、 腹面に向かい白色になり、 細い褐色

横帯が並ぶ。 尾柄は黄色。 背鰭、 臀鰭、

および尾鰭は、 複雑な形の細かい黄色斑

が密に散在する。 雌の尾鰭は両葉が黒色

で縁取られる。

分布　インド ・ 西太平洋に分布する。 国内

では伊豆諸島、 小笠原諸島、 静岡県以南

の太平洋沿岸、 大隅諸島、 琉球列島に分

布する。

備考　本種は雌性先熟の性転換を行い、

ハレムを形成する （島田、 2009）。

（岩坪洸樹）

■ ヤイトヤッコ　Genicanthus melanospilos
Female　18 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki

■ トサヤッコ　Genicanthus semifasciatus　Male　18 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki
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■ トサヤッコ　Genicanthus semifasciatus　Male　NSMT-P 110450, 109.0 mm SL

は両葉が黒色で縁取られ、 この黒色帯は

尾柄部でつながる。

分布　日本、 台湾、 フィリピンに分布する。

国内では伊豆諸島、 小笠原諸島、 静岡県

以南の太平洋沿岸、 大隅諸島、 および琉

球列島に分布する。

備 考　 本 種 は 雌 性 先 熟 の 性 転 換 を 行

い、 少夫多妻の行動様式をもつ （島田、

2009）。 本種の新参異名であるクマドリヤッ

コ G. fucosus Yasuda & Tominaga, 1970
は、 三宅島から得られた本種の雌の標本

に基づき記載された。

（岩坪洸樹）

■ トサヤッコ　Genicanthus semifasciatus　Female　18 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki
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Angelfishes

■ ヒレナガヤッコ　Genicanthus watanabei　Male　18 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki

スズキ目 キンチャクダイ科 タテジマヤッコ属

ヒレナガヤッコ
Genicanthus watanabei
Yasuda & Tominaga, 1970

形態　背鰭 XV, 15 ； 臀鰭 III, 17。 眼前骨

前縁に強い鋸歯がある。 間鰓蓋骨下縁は

鋸歯状である。 鰓蓋下部に後方へ向かう

強い 1 棘がある。 体は櫛鱗で覆われる。

雌雄ともに尾鰭は深く湾入し、 両葉後端が

伸長するが、 雄は雌と比べてより伸長する。

色彩　体は青色がかった灰色を呈する。 雌

の頭部には吻部から項部にかけて、 3–4
本の幅広い黒色横帯がある。 雄は体側面

下半部に複数本の黒色縦帯が走り、 その

うち中央の縦帯は後部が橙色になる。 背鰭

と臀鰭は縁辺が黒色を呈する。 尾鰭両葉

前縁は黒色で縁取られるが、 雄ではやや

不明瞭である。

分布　太平洋に広く分布する（インドネシア、

オーストラリア北岸、ハワイ諸島、およびイー

スター島を除く）。 国内では伊豆諸島、 小

笠原諸島、 大隅諸島、 および琉球列島に

分布する。

備考　本種は沖縄島から得られた 2 標本に

基づき記載された。 雌性先熟の性転換をす

ると考えられている （島田、 2009）。

（岩坪洸樹）

■ ヒレナガヤッコ　Genicanthus watanabei　Female　18 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki
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■ スミレヤッコ　Paracentropyge venusta　BSKU 108325, 45.9 mm SL

スズキ目 キンチャクダイ科 シマヤッコ属

スミレヤッコ
Paracentropyge venusta
(Yasuda & Tominaga, 1969)

形 態　 背 鰭 XIV, 16 ； 臀 鰭 III, 15 ； 胸 鰭

16。 眼前骨前縁に弱い鋸歯がある。 間鰓

蓋骨下縁は鋸歯状。 鰓蓋下部に後方へ向

かう強い 1 棘がある。体は櫛鱗で覆われる。

尾鰭は截形に近いが、 後縁が丸みを帯び

る。

色彩　頭部上半部と体側面上半部は青色

で、 腹面に向かって黄色になる。 背鰭始部

付近から体側腹面に向かって幅広い黄色

帯がある。 腹鰭は黄色を呈す。 腹鰭前縁

と臀鰭の縁辺は青色で縁取られる。

分布　日本、 台湾、 フィリピンに分布する。

国内では伊豆諸島、 和歌山県以南の太平

洋沿岸、 大隅諸島、 および琉球列島に分

布する。

備考　Paracentropyge venusta は Yasuda 
& Tominaga (1969) によって相模湾から得

られた 1 標本に基づき新種として記載され

た。 本種の種小名の venusta は 「魅力的

な」、 「美しい」 の意味。

（岩坪洸樹）

■ スミレヤッコ　Paracentropyge venusta　18 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki
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■ タテジマキンチャクダイ　Pomacanthus imperator　KAUM–I. 46005, 200.1 mm SL

スズキ目 キンチャクダイ科 サザナミヤッコ属

タテジマキンチャクダイ
Pomacanthus imperator
(Bloch, 1787)

形態　背鰭 XIII, 19–21 ； 臀鰭 III, 18–21 ；

胸鰭 19–20 ； 側線有孔鱗 77–99。 鰓蓋下

部に後方へ向かう強い 1 棘がある。 体は

櫛鱗で覆われる。 側線は完全で尾柄部ま

で達する。 成魚の背鰭後端は後方へ伸長

する。 臀鰭後縁は丸い。 尾鰭は截形に近

いが、 後縁が丸みを帯びる。

色彩　幼魚は体の地色が黒色で、 尾柄を

中心とした白色円状線が並ぶ。 若魚では、

この白色円状線は背鰭、 臀鰭、 尾鰭で網

目状になる。 白色円状線は成長にともな

い増加するが、 成魚では消失する。 成魚

は眼を通る青色で縁取られた黒色横帯が

ある。 腹部は茶色を呈す。 主鰓蓋骨後端

から胸鰭基底後方にかけて黒色域がある。

体側面に細い黄色と濃青色の縦帯が多数

存在する。 臀鰭は青白色で縁取られる。

尾鰭は黄色を呈す。

分布　インド ・ 太平洋に広く分布する。 国

内では小笠原諸島、 伊豆諸島、 茨城県以

南の太平洋沿岸、 大隅諸島、 琉球列島、

南大東島に分布する。

備考　本種の幼魚は、 サザナミヤッコ P. 
semicirculatus (Cuvier, 1831) の幼魚に酷

似する。 しかし、 タテジマキンチャクダイは

サザナミヤッコと比較して、 両眼を結ぶ白

色線があること （サザナミヤッコでは吻端

から項部にかけて白色線がある） から識別

される。 本種はハレムを形成する （島田、

2009）。

（岩坪洸樹）

■ タテジマキンチャクダイ　Pomacanthus imperator　KAUM–I. 45801, 48.5 mm SL
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Pomacanthidae
Angelfishes

■ サザナミヤッコ　Pomacanthus semicirculatus　KAUM–I. 41154, 146.6 mm SL

スズキ目 キンチャクダイ科 サザナミヤッコ属

サザナミヤッコ
Pomacanthus semicirculatus
(Cuvier, 1831)

形態　背鰭 XIII, 20–23 ； 臀鰭 III, 18–21 ；

胸鰭 19–21 ； 側線有孔鱗 65–70。 鰓蓋下

部に後方へ向かう強い 1 棘がある。 体は

櫛鱗で覆われる。 側線は完全で尾柄部ま

で達する。 成魚の背鰭、 臀鰭後端は後方

へ伸長する。 尾鰭は截形に近いが、 後縁

が丸みを帯びる。

色彩　幼魚は体の地色が黒色で、 尾柄を

中心とした白色円状線が並ぶ。 この白色円

■ サザナミヤッコ　Pomacanthus semicirculatus　KAUM–I. 40017, 42.1 mm SL ■ サザナミヤッコ　Pomacanthus semicirculatus　KAUM–I. 48054, 14.9 mm SL
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Angelfishes

■ ニシキヤッコ　Pygoplites diacanthus　KAUM–I. 58540, 127.7.4 mm SL

スズキ目 キンチャクダイ科 ニシキヤッコ属

ニシキヤッコ
Pygoplites diacanthus
(Boddaert, 1772)

形態　背鰭 XIV, 17–18 ； 臀鰭 III, 17–18 ；

胸鰭 17。 鰓蓋下部に後方へ向かう強い 1
棘がある。 間鰓蓋骨は小さく、 滑らか。 体

は櫛鱗で覆われる。 背鰭、 臀鰭後端は丸

みを帯びる。 尾鰭は截形に近いが、 後縁

が丸みを帯びる。

色彩　体全体の地色は黄色または橙色で、

頭部から体側面にかけて青色がかった黒

色で縁取られた白色横帯が並ぶ。 この白

色横帯は成長に伴って増える。 幼魚時、

眼径大の黒斑が背鰭軟条部にあるが、 成

長に伴って消失する。 背鰭軟条部は幼魚

では体側面とほぼ同色であるが、 成魚では

黒色がかった青色を呈し、 青色点が散在す

る。 臀鰭は 1–5 本の細い青色帯が縁辺と

並行する。 背鰭、臀鰭は青色で縁取られる。

この青色帯は幼魚時にはないが、 成長に

伴い出現し増加する。 尾鰭と腹鰭は黄色。 分布　インド ・ 西太平洋。 国内では伊豆諸

島、 小笠原諸島、 和歌山県以南の太平洋

沿岸、 大隅諸島、 琉球列島、 南大東島に

分布する。

（岩坪洸樹）

状線は成長にともない増加するが、 成魚で

は消失する。 成魚は体の地色が黄緑色で、

体後半部に向かって濃くなる。 体側面に多

数の黒色点が散在する。 鰓蓋と胸鰭を除く

各鰭は、 青白色で縁取られる。 胸鰭は黄

色を呈す。 背鰭、 臀鰭、 および尾鰭には、

多数の白色点が散在する。

分布　インド ・ 西太平洋に分布する。 国内

では小笠原諸島、 伊豆諸島、 茨城県以南

の太平洋沿岸、 大隅諸島、 および琉球列

島に分布する。

備考　キンチャクダイ科の中では大型種で、

沖縄では食用とされる （島田、 2009）。

（岩坪洸樹）

■ ニシキヤッコ　Pygoplites diacanthus　KAUM–I. 55126, 64.3 mm SL
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Pentacerotidae
Armorheads

スズキ目 カワビシャ科 ツボダイ属

ツボダイ
Pentaceros japonicus
Steindachner, 1883

形 態　 背 鰭 XI, 13–15 ； 臀 鰭 IV, 8–10 ；

胸 鰭 16–18 ； 腹 鰭 I, 5 ； 側 線 有 孔 燐

46–56 ； 脊椎骨 12+13。 体は側扁する。

体高は高く体長の 52–59%。 頭部は露出

した粗雑な骨に被われる。 眼は大きい。 吻

端はとがる。 口は小さく、 下顎は上顎より

も少し長い。 両顎と口蓋の前部に絨毛状の

歯帯がある。 頭部背面はくぼまない。 背鰭、

臀鰭および腹鰭の棘は強大で、 背鰭第 3
棘は最も長い。 背鰭棘条部の基底は軟条

部よりもかなり長い。 鱗は粗い櫛鱗。

色彩　体色は紫がかったような褐色と灰色。

腹面に向かうにつれてわずか青みを含んだ

灰色。 背鰭、 臀鰭は灰色がかった褐色で

棘間の鰭膜は茶褐色、 軟条部の鰭膜は半

透明。 胸鰭と尾鰭は灰色がかった褐色で

鰭膜は半透明。 腹鰭の鰭膜は濃い褐色。

鱗の縁辺は茶褐色で縁取られる。

分布　北太平洋。 国内では北海道から九

州南岸の太平洋沿岸域、 新潟県以南の日

本海、 小笠原諸島、 与論島、 東シナ海大

陸棚縁辺に分布する。

備考　日本産ツボダイ科は 4 属。カワビシャ

属とテングダイ属は、 背鰭棘数が 4 （ツボ

ダイ属では 11–14）、 臀鰭棘数が 3 （4–5）

であることからツボダイ属と識別される。 近

縁のクサカリツボダイ属の背鰭は 13–14 棘

8–10 軟条 （ツボダイ属では 11 棘 13–15
軟条） であることから識別される。

　水深 100–400 m の深場に生息する。 稚

魚は頭部に骨質突起があり、 体側に不規

則な斑紋がある。 表層を遊泳するが、 成

長するにつれて底層に移動する。 その過程

で稚魚期にあった突起や斑紋も次第に消失

する。 全長 30 cm になる。

　ツボダイとして市場に流通しているのはク

サカリツボダイ Pseudopentaceros whee-
leri Hardy, 1983 であることが多い。

（原口百合子）

■ ツボダイ　Pentaceros japonicus　KAUM–I. 51284, 212.4 mm SL

■ ツボダイ　Pentaceros japonicus　FRLM 42848, 156.9 mm SL
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Grunter

スズキ目 シマイサキ科 コトヒキ属

コトヒキ
Terapon jarbua
(Forsskål, 1775)

形態　背鰭 XI–XII, 9–11 ； 臀鰭 III, 7–10 ；

胸鰭 13–14 ； 側線有孔鱗 75–100 ； 背鰭

棘部中央下側線上方横列鱗 13–17 ； 側線

下方横列鱗 19–24 ； 鰓耙 6–8+13–16 ； 脊

椎骨 10+15。体はやや側扁する。吻は鈍く、

その上部はゆるく湾曲する。 両顎の前部に

犬歯がある。 主鰓蓋骨には鋭い棘がある。

背鰭棘条と軟条部の間は欠刻する。 尾鰭

後縁は浅く湾入し、 葉部の先端は円い。

色彩　体側に弓形の暗色縦帯が 3 条並ぶ。

尾鰭に 3–5 本の明瞭な暗色帯がある。

分布　インド ・ 太平洋に分布する。 国内で

は北海道から九州までの太平洋沿岸、 青

森県から長崎県の日本海 ・ 東シナ海沿岸、

瀬戸内海、大隅諸島、琉球列島に分布する。

備考　全長 30 cm になる。 内湾や沿岸浅

所、河口域に多く、群れをつくって生息する。

幼魚は河口の汽水域に多い。 鰾で発音す

る。

（千葉　悟）

■ コトヒキ　Terapon jarbua　KAUM–I. 40282, 57.1 mm SL
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Kuhliidae
Flagtails

スズキ目 ユゴイ科 ユゴイ属

ユゴイ
Kuhlia marginata
(Cuvier, 1829)

形態　背鰭 X, 10–12 ； 臀鰭 III, 11–12 ； 胸

鰭 13–14 ； 側線有孔鱗 39–42 ； 鰓耙 7–9 
+ 16–19。 体はよく側扁する。 上顎後端は

瞳前縁直下に到達する。 上下顎には絨毛

状歯が生える。 鰓蓋に 2 本の棘がある。

前鰓蓋骨縁下部は鋸歯状。 鱗は櫛鱗で、

頬部、 鰓蓋上に鱗がある。 吻部、 眼隔域、

上顎に鱗はない。 尾鰭は深く切れ込む。

色彩　体側上部は銀灰色で、 体側下部は

銀白色。 背鰭棘条部鰭膜は透明で黒色色

素が散在し、 軟条部鰭膜は透明で上部が

黒色に縁取られる。 胸鰭、 腹鰭は透明。

臀鰭鰭膜は透明で、 下部が黒色に縁取ら

れる。 尾鰭は透明で、 上下縁は褐色、 後

縁は黒色に縁取られる。

分布　東インド洋、 西太平洋、 南太平洋に

分布する。 国内では茨城県以南の太平洋

沿岸、 大隅諸島、 琉球列島から知られて

いる。

備考　本調査では与論島水路の淡水域で

みられた。 本種は体長 100 mm を越えると

主に淡水域に生息し、 汽水 ・ 海水域では

みられない。

　体側に黒色点があるものとないものが確

認されており、 黒色点の有無は生活環境に

よって変化している可能性がある (Randall 
& Randall, 2001)。
　同属他種とは側線鱗数が 39–42、 下枝

鰓耙数 16–19、 合計鰓耙数 23–28、 尾鰭

後縁が黒色に縁取られることから容易に識

別される。

（目黒昌利）

■ ユゴイ　Kuhlia marginata　KAUM–I. 40284, 49.6 mm SL

■ ギンユゴイ　Kuhlia mugil　FRLM 42707, 52.9 mm SL
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Flagtails

スズキ目 ユゴイ科 ユゴイ属

ギンユゴイ
Kuhlia mugil
(Forster, 1801)

形 態　 背 鰭 X, 10–11 ； 臀 鰭 III, 10–12 ；

胸鰭 13–15 ； 側線有孔鱗 49–52 ； 鰓耙

9–11 + 24–27。 体はよく側扁する。 上顎後

端は眼前縁直下に到達する。 上下顎には

絨毛状歯が生える。 鰓蓋に 2 本の棘があ

る。前鰓蓋骨縁下部は鋸歯状。鱗は櫛鱗で、

頬部、 鰓蓋上に鱗がある。 吻部、 眼隔域、

上顎に鱗はない。 尾鰭は深く切れ込む。

色彩　体側上部は銀灰色で、 体側下部は ■ ギンユゴイ　Kuhlia mugil　KAUM–I. 39739, 30.1 mm SL

■ ギンユゴイ　Kuhlia mugil　KAUM–I. 40019, 44.6 mm SL

■ ギンユゴイ　Kuhlia mugil　KAUM–I. 39902, 51.8 mm SL
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Kuhliidae
Flagtails

銀白色。 背鰭鰭膜は透明で上部は黒色に

縁取られる。 胸鰭、 腹鰭、 臀鰭は透明。

幼魚期尾鰭には上下対称の黒色帯がはい

る。

分布　インド ・ 汎太平洋に分布する。 国内

では小笠原諸島、 茨城県以南の太平洋沿

岸、 九州北西岸、 大隅諸島、 琉球列島か

ら知られている。

備考　同属他種とは側線鱗数が 49–53、

背鰭軟条数は通常 10、 尾鰭両葉に黒色帯

スズキ目 ユゴイ科 ユゴイ属

オオクチユゴイ
Kuhlia rupestris
(Lacepède, 1802)

形態　背鰭 X, 10–11 ； 臀鰭 III, 10–11 ； 胸

鰭 13–14 ； 側線有孔鱗 9–41 ； 鰓耙 7–9 + 
17–19。 体はよく側扁する。 口は大きく上

顎後端は眼の中央に達する。 上下顎には

絨毛状歯が生える。 鰓蓋に 2 本の棘があ

る。前鰓蓋骨縁下部は鋸歯状。鱗は櫛鱗で、

頬部、 鰓蓋上に鱗がある。 吻部、 眼隔域、

上顎に鱗はない。 尾鰭はやや浅く切れ込

み、 両葉先端はやや円い。

色彩　体側上部は銀灰色で、 体側下部は

銀白色。 体側背側の鱗の縁辺は黒く縁取

られ、 体側中央には黒色点が散在する。

背鰭鰭膜は透明だが、 黒色色素が密に散

在し、 暗色にみえる。 胸鰭、 腹鰭、 臀鰭

は透明。 幼魚期尾鰭は透明で、 両葉中央

に上下対称の黒色斑がはいり、 成魚にな

ると尾鰭は黒色、 両葉先端が橙色になる。

分布　インド ・ 太平洋に分布する。 国内で

は神奈川県、 高知県、 大隅諸島、 琉球列

島から知られている。

備考　同属他種とは側線鱗数が 39–42、

臀鰭軟条数は通常 10、 尾鰭切れ込みが

やや浅い、 口は大きく上顎後端が眼の中

央に達する、 体側上部の鱗が黒色に縁取

られる、 幼魚では尾鰭両葉中央に黒色斑

があることから容易に識別される。

　本種は海でもみられるが主に汽水 ・ 淡水

域に生息する。 本調査では与論島水路の

淡水域でみられた。

（目黒昌利）

■ オオクチユゴイ　Kuhlia rupestris　KAUM–I. 40284, 49.6 mm SL

があることから容易に識別される。

　生活史の一部を淡水域または汽水域で過

ごす本科魚類では珍しく生涯海で過ごす。

本調査では水深 1.5 m 以下の浅場所でみ

られた。

（目黒昌利）
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Knifejaw

スズキ目 イシダイ科 イシダイ属

イシガキダイ
Oplegnathus punctatus
(Temminck & Schlegel, 1844)

形態　背鰭 XII, 15–16 ； 臀鰭 III, 13。 体は

側扁する。 両顎の各歯は接合し強固な嘴

を形成する。 臀鰭棘は遊離棘にならない。

背鰭と臀鰭の軟条部がのびる。

色彩　体に黒褐色斑点が密に分布する。

黒褐色斑点は成長にともなって細かくなる。

黒褐色斑点は、 幼魚や若魚、 雌では明瞭

だが、 老成した雄では不明瞭になり、 口周

辺が白くなる。

分布　朝鮮半島南岸から南シナ海、 マリア

ナ諸島、 ミッドウェー環礁 （無効分散） に

分布する。 国内では北海道から九州まで

の日本海 ・ 太平洋 ・ 瀬戸内海の沿岸、 伊

豆諸島、 小笠原諸島、 大隅諸島、 琉球列

島に分布する。

備考　全長 80 cm になる。 水深 3–135 m
の沿岸の岩礁域に生息する。

　イシダイ O. fasciatus (Temminck & Sch-
legel, 1844) によく似ているが、 体に黒褐

色斑点が密に分布する （イシダイでは体に

暗色横帯がある）、 老成した雄の口周辺は

白い （イシダイの老成した雄の口周辺は黒

い）、 背鰭軟条数が 15–16 （イシダイでは

17–18） であることから識別される。 イシダ

イとよく似た生態的特徴を示すが、 イシダイ

よりも南方系で、 琉球列島や小笠原諸島で

は本種の方が多く生息している。 イシダイ

よりも成長が早く大型になる。 成長につれ

て体の黒褐色斑点が小さく、 数が多くなる。

老成した雄では黒褐色斑点は消失する。 イ

シダイに比べて体高が高く、 口が尖る。 稀

にシガテラ中毒が発生していることから大

型の個体には注意する必要がある。 襲わ

れたときなどは 「グーグー」 と大きな音を

出して相手を威嚇する。

（千葉　悟）

■ イシガキダイ　Oplegnathus punctatus　KAUM–I. 47957, 214.2 mm SL
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Cirrhitidae
Hawkfishes

スズキ目 ゴンベ科 オキゴンベ属

サラサゴンベ
Cirrhitichthys falco
Randall, 1963

形態　背鰭 X, 12 ； 臀鰭 III, 6 ； 胸鰭 i–ii + 
6–7 + vi ； 側線鱗 42–43。 体は側扁する。

頭部背面の輪郭はほぼ直線状。 両眼間隔

は狭く、 眼隔域は鱗で覆われる。 口蓋骨

歯をもつ。 背鰭棘条部の鰭膜の切れ込み

は深く、 先端に数本の糸状突起をもつ。 成

魚は背鰭第 1 軟条が伸長する。 胸鰭下部

の不分枝軟条は肥厚し、 伸長する。 尾鰭

は截形でかるく切れ込む。

色彩　体の地色は白色。 体側の斑紋は縦

列状で、 側線より下方では少ない。 眼下の

3 横列は明瞭な線状。 背鰭第 1–3 棘間の

鰭膜下部に濃褐色の斑紋をもつ。 背鰭軟

条部と尾鰭は赤色または赤褐色の円形斑

が散在する。 胸鰭、 腹鰭および臀鰭は透

明で、 目立った斑紋はない。

分布　東インド洋と西太平洋に分布する。

国内では伊豆諸島、 小笠原諸島、 伊豆半

島以南の太平洋沿岸、 大隅諸島、 琉球列

島に分布する。

（田代郷国）

■ サラサゴンベ　Cirrhitichthys falco　KAUM–I. 41242, 58.4 mm SL

■ ヒメゴンベ　Cirrhitichthys oxycephalus　KAUM–I. 58433, 47.3 mm SL
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■ ヒメゴンベ　Cirrhitichthys oxycephalus　KAUM–I. 51585, 20.0 mm SL

■ ベニゴンベ　Neocirrhites armatus　KAUM–I. 42696, 38.4 mm SL

スズキ目 ゴンベ科 オキゴンベ属

ヒメゴンベ
Cirrhitichthys oxycephalus
(Bleeker, 1855)

形態　背鰭 X, 12 ； 臀鰭 III, 6 ； 胸鰭 i + 7 
+ vi ； 側線鱗 40–43。 体は側扁する。 頭

部背面の輪郭はほぼ直線状。 両眼間隔は

狭く、 眼隔域は鱗で覆われる。 口蓋骨歯を

もつ。 背鰭棘条部の鰭膜の切れ込みは深

く、 先端に数本の糸状突起をもつ。 成魚は

背鰭第 1 軟条が伸長する。 胸鰭下部の不

分枝軟条は肥厚し、 伸長する。 尾鰭は截

形でかるく切れ込む。

色彩　体の地色は白色。 体側には互いに

独立した石垣状の斑紋が配列する。 眼下

の 3 横列は斑点状。 背鰭軟条部と尾鰭は

赤色または赤褐色の円形斑が散在する。

胸鰭、 腹鰭および臀鰭は透明で、 目立っ

た斑紋はない。

分布　インド ・ 西太平洋および東太平洋の

熱帯域に分布する。 国内では伊豆諸島、

小笠原諸島、伊豆半島以南の太平洋沿岸、

琉球列島に分布する。

備考　本種の成魚はしばしばミナミコンベ C. 
aprinus (Cuvier, 1829) と混同されるが、 ミ

ナミゴンベは尾鰭に斑紋がなく、 鯉蓋部や

頼の斑紋が互いに連続して横帯になる傾向

があることから識別される。

（田代郷国）
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スズキ目 ゴンベ科 ベニゴンベ属

ベニゴンベ
Neocirrhites armatus
Castelnau, 1873

形態　背鰭 X, 13 ； 臀鰭 III, 6 ； 胸鰭 i + 7 
+ vi ； 側線鱗 42–44。 体は強く側扁し、 体

高は高い。 頭部背面の輪郭はゆるやかな

弧状。 前鰓蓋骨縁辺は鋸歯状。 両眼間隔

は狭く、 眼隔域は無鱗。 頬部は細かい鱗

で覆われる。 口蓋骨歯をもたない。 背鰭棘

先端に数本の糸状突起をもつ。 胸鰭下部

の不分枝軟条は肥厚し、 伸長する。 背鰭

第 1 軟条は伸長しない。 尾鰭は円形。

色彩　体と各鰭は赤色。 眼は前下方縁辺を

除き、 黒く縁取られる。 背鰭起部から背鰭

の起部から後端部にかけて黒色帯がはい

る。

分布　西太平洋に分布する。 国内では小

笠原諸島、 与論島以南の琉球列島に分布

する。

備考　ベニゴンベ属は本種のみからなる。

（田代郷国）

スズキ目 ゴンベ科 ホシゴンベ属

メガネゴンベ
Paracirrhites arcatus
(Cuvier, 1829)

形態　背鰭 X, 11 ； 臀鰭 III, 6 ； 胸鰭 ii + 
5–6 + vi–vii；側線鱗45–50。体は側扁する。

頭部背面の輪郭はゆるやかな弧状。 前鰓

蓋骨縁辺はなめらか。 眼隔域は鱗で覆わ

れる。 吻部は無鱗で、 頬部に 5–6 鱗列を

有する。 口蓋骨歯をもたない。 背鰭棘条部

の鰭膜の切れ込みは浅く、 先端は分枝しな

い。 胸鰭下部の不分枝軟条は肥厚し、 伸

長する。 背鰭第 1 軟条は伸長する。 尾鰭

は円形。

色彩　体色は変異に富む。 体地色は桃色。

眼後方に内側から黄色、 赤色、 白色の順

で縁どられる U 字状の模様がある。 鰓蓋

下部に短い 4 本の白色帯と 3 本の黄色帯

からなる斑紋がある。 背鰭棘条部後半の

側線上に白色縦帯がはいる。

分布　インド ・ 太平洋 （ハワイ諸島を含む）

に分布する。 国内では小笠原諸島、 伊豆

諸島、 和歌山県以南の太平洋沿岸、 大隅

諸島、 琉球列島に分布する。

（田代郷国）

■ メガネゴンベ　Paracirrhites arcatus　KAUM–I. 42695, 63.3 mm SL

■ メガネゴンベ　Paracirrhites arcatus　18 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki
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スズキ目 ゴンベ科 ホシゴンベ属

ホシゴンベ
Paracirrhites forsteri
(Schneider, 1801)

形態　背鰭 X, 11 ； 臀鰭 III, 6 ； 胸鰭 i + 6 
+ vii ； 側線鱗 45–49。 体は側扁する。 頭

部背面の輪郭はゆるやかな弧状。 前鰓蓋

骨縁辺は鋸歯状。 眼隔域は鱗で覆われる。

吻部は鱗で覆われ、 頬部に 5–6 鱗列を有

する。 口蓋骨歯をもたない。 背鰭棘条部の

鰭膜の切れ込みは浅く、先端は分枝しない。

胸鰭下部の不分枝軟条は肥厚し、 伸長す

る。 尾鰭は円形。

色彩　体色は赤味がかるものから黄味の強

いものまでさまざまで変異に富む。 頭部と

胸部に暗褐色の小斑点が散在する。 体の

背部は茶褐色で腹部は白色。 背鰭棘条部

後半から尾鰭基底にかけての背部は黒色。

分布　インド ・ 太平洋 （ハワイ諸島、 紅海

を含む）に分布する。国内では小笠原諸島、

伊豆諸島、 和歌山県以南の太平洋沿岸、

■ ホシゴンベ　Paracirrhites forsteri　FRLM 43045, 61.2 mm SL

大隅諸島、 琉球列島に分布する。

備考　本種の体色は変異に富むが、 頭部

と胸部に小さな赤色点が散在することで同

科他種から識別可能である。

（田代郷国）

■ ホシゴンベ　Paracirrhites forsteri　KAUM–I. 50824, 43.1 mm SL

■ ホシゴンベ　Paracirrhites forsteri　KAUM–I. 40074, 24.9 mm SL

■ ホシゴンベ　Paracirrhites forsteri　16 Apr. 2012
Photo by S. Harazaki
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スズキ目 カワスズメ科 カワスズメ属

ナイルティラピア
Oreochromis niloticus
(Linnaeus, 1758)

形態　背鰭 XV–XVII, 11–14 ； 臀鰭 III, 11–
14 ； 縦列鱗 31–33 ； 鰓耙 5–8 + 20–26。

体はよく側扁する。 上顎後端は眼前縁直下

まで達しない。 前鰓蓋、 鰓蓋上は鱗におお

われる。 側線は 2 本あり、 背鰭軟条部後

方で途切れ、 後方の側線は背鰭軟条部中

央直下から始まる。 尾鰭は浅く切れ込み、

両葉先端は円い。

色彩　幼魚では体側上部は暗緑色で、 体

側中央部は黄褐色、 腹部は白色。 体には

暗緑色の横帯がはいる。 背鰭 ・ 臀鰭は暗

緑色で、 各鰭の後方に黄色斑が散在する。

胸鰭は透明。 腹鰭は前方が暗緑色で後方

は透明。 尾鰭には暗緑色の横線が不規則

にはいる。 成長すると体側は暗緑色で、 腹

部は白色。 体には黒色の横帯がはいる。

成熟した雄は横帯が不明瞭になる場合が

ある。 胸鰭を除く鰭も暗緑色で、 尾鰭全体

に黒色の横線がはいる。 成熟した雄の背

鰭、 尾鰭縁辺は淡赤色になる。

分布　原産地はアフリカ大陸西部、 ナイル

川水系、 イスラエル。 国内では日本各地

の温泉地、 温排水の流れ込む河川・湖沼、

沖永良部島以南の琉球列島から知られて

いる。

備考　日本に生息する同属他種とは体横帯

がある、 尾鰭全体に横線がある、 第 1 鰓

弓の下枝鰓耙数が 20–26 であることなど

から識別される。

　本種は 1962 年に国内に移植された国外

外来魚である。 食用魚として盛んに養殖さ

れ、 「イズミダイ」 や 「チカダイ」 という名

で流通したが、 海産魚類の養殖技術の発

達とともに本種の養殖は廃れた。 しかし、

世界各地の熱帯 ・ 亜熱帯域では現在も盛

んに養殖され食用とされている。 本種は水

温 10℃以上で生存できることが確認されて

おり、 日本の各地の温排水が流れ込む水

域、 亜熱帯域で定着し、 野生化している。

本調査では与論島水路淡水域でみられた。

（目黒昌利）

■ ナイルティラピア　Oreochromis niloticus　KAUM–I. 39845, 61.8 mm SL

■ ナイルティラピア　Oreochromis niloticus　KAUM–I. 39846, 56.6 mm SL

■ ナイルティラピア　Oreochromis niloticus　KAUM–I. 39844, 76.6 mm SL
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スズキ目 スズメダイ科 オヤビッチャ属

シチセンスズメダイ
Abudefduf septemfasciatus
(Cuvier, 1830)

形態　背鰭 XIII, 12–14 ； 臀鰭 II, 11–13 ；

胸鰭 17–19 ； 側線有孔鱗 20–22 ； 鰓耙

20–26。 体高が高く、 体は円形に近い。 口

は端位で、 口裂はわずかに斜行し、 眼窩

前縁直下をわずかに越える。 前鰓蓋骨後

縁は円滑。 背鰭前方の鱗域は眼窩前縁上

方まで達する。 涙骨上は無鱗。 眼下骨上

に鱗列を有する。 背鰭棘部の鰭膜は切れ

込み、 軟条部後縁は丸い。 臀鰭軟条部後

縁は丸い。 尾鰭は二叉し、 両葉先端がや

や丸い。

色彩　体の地色は銀白色で、 体上方は黄

色味がかる。 体側には幅が体側鱗 3–4 枚

分ほどの明瞭な 6 本の黒色横帯がはしる。

胸鰭基底上端に小黒色斑がある。

分布　インド ・ 西太平洋に広く分布する。

国内では小笠原諸島、 千葉県以南の太平

洋沿岸、 大隅諸島、 琉球列島に分布する。

備考　シチセンスズメダイは同属のテンジク

スズメダイ A. bengalensis (Bloch, 1787)
に似る。 しかし、 本種はテンジクスズメダイ

と比較して、 背鰭前方の鱗域は眼窩前縁

上方まで達する （テンジクスズメダイは鼻

孔上方まで達する）、 背鰭軟条部後縁は丸

い （尖る）、臀鰭軟条数が 11–13 （13–15）

などの特徴から識別される。

（西山　肇）

■ シチセンスズメダイ　Abudefduf septemfasciatus　KAUM–I. 51313, 41.8 mm SL

スズキ目 スズメダイ科 オヤビッチャ属

ロクセンスズメダイ
Abudefduf sexfasciatus
(Lacepède, 1801)

形態　背鰭 XIII, 11–14 ； 臀鰭 II, 11–14 ；

胸鰭 17–20 ； 側線有孔鱗 18–22 ； 鰓耙

23–30。 体高が高く、 体は円形に近い。 口

は端位で、 口裂はわずかに斜行し、 眼窩

前縁直下を越える。 前鰓蓋骨と主鰓蓋骨

の後縁は円滑。 涙骨上は鱗に被われる。

眼下骨上に鱗列を有する。 背鰭棘部の鰭

膜は切れ込み、 軟条部後縁はやや尖る。

臀鰭軟条部後縁はやや尖る。 尾鰭は二叉

し、 両葉先端がやや尖る。

色彩　体の地色は銀白色または青白色で、

腹方ほど白味が強くなる。 体側には幅が体

側鱗 3–4 枚分ほどの明瞭な 5 本の黒色横

帯がはしる。 尾鰭両葉には基底から先端

へむかう明瞭な黒色帯がある。

分布　インド ・ 太平洋に広く分布する。 国

内では伊豆諸島、 小笠原諸島、 神奈川県

以南の太平洋沿岸、 大隅諸島、 琉球列島

に分布する。

備考　ロクセンスズメダイは同属のオヤ

ビッチャ A. vaigiensis (Quoy & Gaimard, 
1825) に似る。 しかし、 本種はオヤビッチャ

と比較して、涙骨は鱗で被われる （オヤビッ

チャは涙骨上に鱗がない）、 尾鰭両葉には

基底から先端へむかう明瞭な黒色帯がある

（ない） などの特徴によって識別される。

（西山　肇）
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■ ロクセンスズメダイ　Abudefduf sexfasciatus　KAUM–I. 47910, 43.3 mm SL

■ ロクセンスズメダイ　Abudefduf sexfasciatus　KAUM–I. 42301, 35.9 mm SL ■ ロクセンスズメダイ　Abudefduf sexfasciatus　KAUM–I. 39725, 31.7 mm SL

■ ロクセンスズメダイ　Abudefduf sexfasciatus　KAUM–I. 39746, 17.4 mm SL ■ ロクセンスズメダイ　Abudefduf sexfasciatus　15 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki
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スズキ目 スズメダイ科 オヤビッチャ属

シマスズメダイ
Abudefduf sordidus
(Forsskål, 1775)

形態　背鰭 XIII, 14–16 ； 臀鰭 II, 13–16 ；

胸鰭 17–20 ； 側線有孔鱗 21–23 ； 鰓耙

20–28。 体高は高く、 体は卵円形に近い。

涙骨系は鱗に被われない。 前鰓蓋骨と主

鰓蓋骨の後縁は円滑。 背鰭棘部の鰭膜は

切れ込み、 軟条部後縁は丸い。 臀鰭軟条

部後縁は丸い。 尾鰭は二叉し、 両葉先端

がやや丸い。

色彩　体の地色は銀白色。 体側には幅が

体側鱗 3–4 枚分ほどの明瞭な 6 本の黒色

横帯がはしる。 胸鰭基底上端に小黒色斑

がある。 尾柄背部に明瞭な黒色斑がある。

分布　インド ・ 太平洋に広く分布する。 国

内では伊豆諸島、 小笠原諸島、 千葉県以

■ シマスズメダイ　Abudefduf sordidus　KAUM–I. 50837, 104.9 mm SL

■ シマスズメダイ　Abudefduf sordidus　KAUM–I. 45968, 46.5 mm SL ■ シマスズメダイ　Abudefduf sordidus　KAUM–I. 46121, 38.1 mm SL
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スズキ目 スズメダイ科 オヤビッチャ属

オヤビッチャ
Abudefduf vaigiensis
(Quoy & Gaimard, 1825)

形態　背鰭 XIII, 11–14 ； 臀鰭 II, 11–13 ；

胸鰭 16–20 ； 側線有孔鱗 19–23 ； 鰓耙

23–33。 体高がやや高く、 体は卵円形に

近い。 口は端位で、 口裂は斜行し、 眼窩

前縁直下をわずかに越える。 前鰓蓋骨と主

鰓蓋骨の後縁は円滑。 眼下骨上に鱗列を

有する。 背鰭棘部の鰭膜は切れ込み、 軟

■ オヤビッチャ　Abudefduf vaigiensis　KAUM–I. 41131, 45.5 mm SL

南の南日本、 大隅諸島、 琉球列島に分布

する。

備考　水深 1–3 m の岩礁やサンゴ礁域に

生息し、 周年縄張りをもつ。 体側の黒斑や

横帯は幼魚期ほど明瞭。 本種の幼魚は、

■ オヤビッチャ　Abudefduf vaigiensis　16 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki

■ オヤビッチャ　Abudefduf vaigiensis
KAUM–I. 39762, 21.4 mm SL

同属他種の幼魚とともに潮だまりなどでよく

みられる。

（西山　肇）

条部後縁は尖る。 臀鰭軟条部後縁は尖る。

尾鰭は二叉し、 両葉先端がやや丸い。

色彩　体の地色は銀白色または青白色で、

腹方ほど白味が強くなる。 体側背面は黄色

い。 体側には幅が体側鱗 3–4 枚分ほどの

明瞭な 5 本の黒色横帯がはしる。

分布　インド ・ 太平洋に広く分布する。 国

内では小笠原諸島、 千葉県以南の太平洋

沿岸、 大隅諸島、 琉球列島に分布する。

備考　岩礁やサンゴ礁域で普通にみられる

種で、 全長 18 cm に達する。

（西山　肇）
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スズキ目 スズメダイ科 クラカオスズメダイ属

クラカオスズメダイ
Amblyglyphidodon curacao
(Bloch, 1787)

形態　背鰭 XIII, 11–14 ； 臀鰭 II, 13–15 ；

胸鰭 16–18 ； 側線有孔鱗 15–18 ； 鰓耙

24–27。 体高が高く、 体は円形に近い。 口

は端位で、 口裂は斜行し、 眼窩前縁直下

を越える。 前鰓蓋骨後縁は円滑。 涙骨系

はほぼ完全に鱗に被われる。 両顎歯は 1
列。 背鰭棘部の鰭膜は深く切れ込み、 軟

条部後縁は尖る。 臀鰭軟条部後縁は丸い。

尾鰭は二叉し、 両葉先端がやや丸い。

■ クラカオスズメダイ　Amblyglyphidodon curacao　KAUM–I. 45799, 63.9 mm SL

■ クラカオスズメダイ　Amblyglyphidodon curacao　KPM-NI 30855, 23.7 mm SL■ クラカオスズメダイ　Amblyglyphidodon curacao　KAUM–I. 42200, 36.0 mm SL
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スズキ目 スズメダイ科 クラカオスズメダイ属

ナミスズメダイ
Amblyglyphidodon leucogaster
(Bleeker, 1847)

形態　背鰭 XII–XIII, 12–13 ； 臀鰭 II, 12–
14 ； 胸鰭 16–18 ； 側線有孔鱗 14–17 ； 鰓

耙 25–29。 体高が高く、 体は円形に近い。

口は端位で、 口裂は斜行し、 眼窩前縁直

下を越える。 前鰓蓋骨後縁は円滑。 涙骨

系はほぼ完全に鱗に被われる。 両顎歯は

1 列。 背鰭棘部の鰭膜は深く切れ込み、

軟条部後縁は尖る。 臀鰭軟条部後縁は丸

い。 尾鰭は二叉し、 両葉先端がやや丸い。

色彩　体の地色は暗銀色。 胸鰭起部から

臀鰭基底後部にかけた腹面は黄色。 胸鰭

基底上端に明瞭な黒色斑がある。 腹鰭は

黄色。 背鰭と臀鰭は後部の透明域を除き、

黒色。

分布　インド ・ 西太平洋に分布する。 国内

では伊豆諸島、 高知県以南の太平洋沿岸、

大隅諸島、 琉球列島に分布する。

備考　本種は水深 45 m 以浅の岩礁やサン

ゴ礁域に生息している。 与論島では標本は

得られなかったが、 水中写真により本種の

生息が確認された。

（西山　肇）

■ ナミスズメダイ　Amblyglyphidodon leucogaster　18 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki

■ クラカオスズメダイ　Amblyglyphidodon curacao　KAUM–I. 41237, 20.6 mm SL

色彩　体の地色は青白色または緑味が

かった青色で、 腹方ほど白味が強くなる。

体側には幅が体側鱗 3–5 枚分ほどの明瞭

な （死後、 やや不明瞭になる） 4 本の黒

色または濃緑色の横帯がはしる。

分布　インド ・ 西太平洋に分布する。 国内

では大隅諸島と琉球列島に分布する。

備考　本種はサンゴ礁域に生息する。 与

論島では数匹から十数匹の群れを形成し、

枝状サンゴ上を遊泳しており、 危険を察知

すると、 枝状サンゴの隙間に逃げ込む様子

が観察された。

（西山　肇）
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スズキ目 スズメダイ科 クマノミ属

クマノミ
Amphiprion clarkii
(Bennett, 1830)

形態　背鰭 X–XI, 14–17 ； 臀鰭 II, 12–15 ；

胸鰭 18–21 ； 腹鰭 I, 5 ； 鰓耙 18–21。 体

は卵円形で側扁し、 体高は背鰭始部で最

大となる。 主鰓蓋骨、 間鰓蓋骨、 および下

鰓蓋骨の縁にそれぞれ長い棘が並ぶ。 尾

鰭は、 雄では後端が尖るが、 雌では後端

が丸みを帯びる。

色彩　幼魚は体の地色が橙黄色を呈し、 鰓

蓋骨上、 体側面中央、 および尾柄に黒く縁

取られた幅広い白色横帯がある。 成魚で

は体の地色が黒色を呈し、 鰓蓋骨上、 体

側面中央、 および尾柄に白色横帯がある。

胸鰭は橙黄色。 尾鰭は雄が橙黄色で、 雌

が乳白色を呈す。

分布　インド ・ 西太平洋に分布する。 国内

では伊豆諸島、 小笠原諸島、 千葉県以南

の太平洋沿岸、 九州北西岸、 大隅諸島、

および琉球列島に分布する。

備考　本種を含むクマノミ亜科魚類 Am-
phiprioninae は、 雌雄同体で雄先成熟型

の性転換を行う。 また、 大型のイソギン

チャクと共生し、 イソギンチャクを隠れ家と

して利用する。 イソギンチャクの触手の刺

胞毒に対する免疫性は生まれつきあるので

はなく、 イソギンチャクと触れ合うことにより

徐々に備わっていく。 通常 1 個体のイソギ

ンチャクに対し、 1 組の雌雄と数尾の幼魚

または若魚が一緒に存在するが、 小さいイ

ソギンチャクでは幼魚が単独でみられるこ

ともある。 与論島ではチクビイソギンチャク

Radianthus lobatus Kwietniewski, 1897
との共生が確認された。 クマノミ亜科魚類

は、 特異な色彩や小型であること、 飼育が

容易であることから、 観賞魚として利用され

る。

（岩坪洸樹）

■ クマノミ　Amphiprion clarkii　Male　FRLM 43043, 87.1 mm SL

■ クマノミ　Amphiprion clarkii　Female　KAUM–I. 45797, 93.5 mm SL ■ クマノミ　Amphiprion clarkii　KAUM–I. 41206, 44.8 mm SL
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スズキ目 スズメダイ科 クマノミ属

ハマクマノミ
Amphiprion frenatus
Brevoort, 1856

形態　背鰭 IX–X, 16–18 ； 臀鰭 II, 13–15 ；

胸鰭 18–20 ； 腹鰭 I, 5 ； 鰓耙 17–21。 体

は卵円形で側扁し、 体高は背鰭始部で最

大となる。 主鰓蓋骨、 間鰓蓋骨、 および下

鰓蓋骨の縁にそれぞれ長い棘が並ぶ。 尾

鰭は丸みを帯びる。

色彩　鰓蓋骨上に黒く縁取られた幅広い白

色横帯がある。 雄成魚では体全体が橙色

を呈すが、 雌成魚では体側面が黒色を呈

す。 仔魚から幼魚時にかけて、 体側面中

央と尾柄に白色帯がある。

分布　西太平洋に分布する。 国内では小

笠原諸島、 静岡県以南の太平洋沿岸、 お

よび琉球列島に分布する。

備考　与論島ではセンジュイソギンチャク

Heteractis magnifica (Quoy & Gaimard, 
1833) との共生が確認された。 観賞魚とし

て人気が高いが、 気が荒いため飼育の際

の混泳には注意が必要である。

（岩坪洸樹）

■ クマノミ　Amphiprion clarkii　KAUM–I. 39939, 34.8 mm SL ■ クマノミ　Amphiprion clarkii　16 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki

■ ハマクマノミ　Amphiprion frenatus　15 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki
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■ ハマクマノミ　Amphiprion frenatus　Male　KAUM–I. 41138, 52.2 mm SL

■ ハマクマノミ　Amphiprion frenatus　Female　KAUM–I. 41137, 94.4 mm SL
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■ ハマクマノミ　Amphiprion frenatus　KAUM–I. 47995, 30.9 mm SL ■ ハマクマノミ　Amphiprion frenatus　15 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki

■ カクレクマノミ　Amphiprion ocellaris　Female　KAUM–I. 39929, 38.2 mm SL

■ カクレクマノミ　Amphiprion ocellaris　Male　KAUM–I. 39930, 32.6 mm SL

スズキ目 スズメダイ科 クマノミ属

カクレクマノミ
Amphiprion ocellaris
Cuvier, 1830

形態　背鰭 X–XI, 13–17 ； 臀鰭 II, 11–13 ；

胸鰭 15–18 ； 腹鰭 I, 5 ； 鰓耙 15–17。 体

は細長い卵円形で側扁し、 体高は背鰭始

部で最大となる。 主鰓蓋骨、 間鰓蓋骨、

および下鰓蓋骨の縁にそれぞれ長い棘が

並ぶ。 尾鰭は丸みを帯びる。

色彩　体全体の地色が橙色を呈し、 鰓蓋

骨上、 体側面中央、 および尾柄に黒色で

縁取られた幅広い白色横帯がある。 背鰭、

臀鰭、 尾鰭、 および胸鰭は縁が半透明で、

そのすぐ内側が黒色で縁取られる。 腹鰭後
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縁は黒色で縁取られる。

分布　東インド洋と西太平洋に分布する。

国内では琉球列島に分布する。

備 考　 本 種 は A. percula (Lacepède, 
1802) （英名 ： オレンジクラウンフィッシュ）

に酷似する。 しかし、 カクレクマノミは A. 
percula と比較して、 背鰭棘が 10–11 本と

多いこと （A. percula では 9–10 本と少な

い）、 体側面中央の白色横帯を縁取る黒色

域が狭いこと （幅広い） などから識別され

る。 なお、 A. percula の白色横帯を縁取る

黒色域の幅には変異が多く、 カクレクマノミ

に似た個体も存在する。

　与論島では、 ハタゴイソギンチャク Sti-
chodactyla gigantean (Forskal, 1775) と

の共生が確認された。 本種は観賞魚として

人気が高い。

（岩坪洸樹）

スズキ目 スズメダイ科 クマノミ属

ハナビラクマノミ
Amphiprion perideraion
Bleeker, 1855

形態　背鰭 IX–X, 16–17 ； 臀鰭 II, 12–13 ；

胸鰭 16–18 ； 腹鰭 I, 5 ； 鰓耙 17–19。 体

は卵円形でよく側扁し、 体高は背鰭始部で

最大となる。 主鰓蓋骨、 間鰓蓋骨、 および

下鰓蓋骨の縁にそれぞれ長い棘が並ぶ。

色彩　体は桃色を呈し、 体部腹面にむかっ

て淡くなる。 鰓蓋骨上に白色横帯がある。

■ ハナビラクマノミ　Amphiprion perideraion　18 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki

■ カクレクマノミ　Amphiprion ocellaris　KAUM–I. 48006, 17.7 mm SL

■ ハナビラクマノミ　Amphiprion perideraion　KAUM–I. 58520, 69.7 mm SL
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■ アツクチスズメダイ　Cheiloprion labiatus　KAUM–I. 40061, 8.0 mm SL■ アツクチスズメダイ　Cheiloprion labiatus　KAUM–I. 40060, 8.6 mm SL

吻端から背鰭基底を通り、 尾柄上後端に

達する 1 白色縦帯がある。 各鰭は半透明。

分布　東インド洋と西太平洋に分布する。

国内では和歌山県、 大隅諸島、 および琉

球列島に分布する。

備考　本種は雌雄同体で雄先成熟型の性

転換を行う。 ハタゴイソギンチャクやシライ

トイソギンチャクなどの大型のイソギンチャ

クと共生する。 通常、 1 組の雌雄と数尾の

幼魚または若魚が一緒に存在する。

　 ハ ナ ビ ラ ク マ ノ ミ は セ ジ ロ ク マ ノ ミ A. 
sandaracinos Allen, 1972 に似るが、 鰓蓋

骨上に白色横帯があること （後者にはない）

から容易に識別される。

（岩坪洸樹）

スズキ目 スズメダイ科 アツクチスズメダイ属

アツクチスズメダイ
Cheiloprion labiatus
(Day, 1877)

形態　背鰭 XIII, 13–14 ； 臀鰭 II, 13–14 ；

胸鰭 17 ； 側線有孔鱗 16–18 + 5–9 ； 鰓耙

4–8 + 12–13。 体高はやや高く、 体は楕円

形。 口は端位で、 口裂はわずかに斜行し、

眼窩前縁直下に達するか、 わずかに越え

る。 幼魚時、 両唇は同科他種とほぼ同様

であるが、 成長にしたがい肥大する。 成魚

は両唇が分厚く、 めくれあがる。 前鰓蓋骨

後縁は鋸歯状。 主鰓蓋骨、 間鰓蓋骨、 下

鰓蓋骨は滑らか。 背鰭と臀鰭の軟条部後

縁は丸い。 尾鰭は二叉し、 両葉先端がや

や丸い。

色彩　幼魚は体の地色は黒色を呈する。

吻端から背鰭基底始部のやや後方にかけ

てと上顎後端から全鰓蓋骨下縁にかけて、

それぞれ 1 鮮青色線が走る。 背鰭基底の

中央、 軟条始部、 および後端にそれぞれ

鮮青色斑がある。 背鰭軟条部と尾鰭は透

明。 成魚は体全体がほぼ一様に黒褐色を

呈すが、 頭部背面に向かって明るくなる。

分布　東インド ・ 西太平洋に分布する。 国

内では琉球列島に分布する。

備考　アツクチスズメダイ属はアツクチスズ

メダイの 1 属 1 種のみで構成される。

（岩坪洸樹）

■ オナガスズメダイ　Chromis alleni　KAUM–I. 58397, 51.4 mm SL
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スズキ目 スズメダイ科 スズメダイ属

オナガスズメダイ
Chromis alleni
Randall, Ida & Moyer, 1981

形態　背鰭 XII–XIII, 12–13 ； 臀鰭 II, 12–
13 ； 胸鰭 17–18 ； 側線有孔鱗 15–17 ； 鰓

耙 6–9 + 18–22。 体は側扁し、 楕円形。

眼下骨系の縁辺は円滑。 口は端位で、 口

裂は斜行し、 眼窩前縁直下を越える。 背

鰭棘部の鰭膜はわずかに切れ込み、 軟条

部後縁はやや尖る。 臀鰭軟条部後縁はや

や尖る。 尾鰭は二叉し、 両葉先端が糸状

に伸長する。 前尾鰭条は棘状で、 上下各

2 本ある。

色彩　体全体はほぼ一様に茶色または黄

褐色で、 尾柄から後方が白色。 胸鰭基底

を覆う黒色斑がある。

分布　西太平洋に分布する。 国内では伊

豆諸島、 小笠原諸島、 高知県以南の太平

洋沿岸、 琉球列島に分布する。

備考　本種は水深 60 m 以浅の岩礁やサン

ゴ礁域の外縁に生息している。

（西山　肇）

■ オナガスズメダイ　Chromis alleni　17 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki

スズキ目 スズメダイ科 スズメダイ属

ヒレグロスズメダイ
Chromis atripes
Fowler & Bean, 1928

形態　背鰭 XII, 12–14 ； 臀鰭 II, 12–14 ；

胸鰭 15–17 ； 腹鰭 I, 5 ； 鰓耙 6–9 + 18– 
22。 体は卵円形でよく側扁する。 前鰓蓋

骨縁は滑らかである。 体部はすべて櫛鱗。

腹鰭第 1 軟条は糸状に伸長する。 背鰭棘

部の鰭膜はやや切れ込む。 背鰭 ・ 臀鰭の

後縁は尖る。 尾鰭は二叉し、 両葉先端が

糸状に伸長する。 前尾鰭条は棘状で、 上

下各 2 本ある。

色彩　体の地色は褐色で、 胸鰭基底の上

3 分の 2 程度を覆う黒色斑がある。 背鰭、

腹鰭、 および臀鰭は外縁に向かって黒くな

る。 背鰭と臀鰭の軟条部後半は黄色。 背

鰭基底後端に黒色斑がある。 尾鰭は黄色。

分布　西太平洋に広く分布する。 国内では

伊豆諸島、 小笠原諸島、 大隅諸島、 およ

び琉球列島に分布する。

備考　本種には最初、 和名ネッタイスズメ

ダイが適用されていたが、 この和名は既に

Pomacentrus moluccensis Bleeker, 1853
に対して適用されていた。 そのため、 益田

ほか （1975） によって C. atripes には和

名ヒレグロスズメダイが提唱された。

（岩坪洸樹）

■ オナガスズメダイ　Chromis alleni　17 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki



ス
ズ
メ
ダ
イ
科

334

Pomacentridae
Damselfishes

■ ヒレグロスズメダイ　Chromis atripes　17 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki

■ アマミスズメダイ　Chromis chrysura　KAUM–I. 45948, 70.9 mm SL ■ アマミスズメダイ　Chromis chrysura　KAUM–I. 40348, 33.0 mm SL

■ ヒレグロスズメダイ　Chromis atripes　KAUM–I. 58530, 46.3 mm SL

■ ヒレグロスズメダイ　Chromis atripes　KAUM–I. 58402, 27.3 mm SL
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■ アマミスズメダイ　Chromis chrysura　FRLM 42933, 122.4 mm SL

スズキ目 スズメダイ科 スズメダイ属

アマミスズメダイ
Chromis chrysura
(Bliss, 1883)

形態　背鰭 XIII, 14–15 ； 臀鰭 II, 10–14 ；

胸 鰭 18–19 ； 腹 鰭 I, 5 ； 鰓 耙 8–10 + 
21–23。 体は円形に近い卵円形でよく側扁

する。 体高は背鰭始部で最大となる。 前鰓

蓋骨縁は滑らかである。 体部はすべて櫛

鱗。 腹鰭第 1 軟条は糸状に伸長する。 背

鰭棘部の鰭膜はやや切れ込む。 背鰭後縁

は尖る。 尾鰭は二叉し、 両葉先端が尖る。

前尾鰭条は棘状で、 上下各 2 本ある。

色彩　幼魚の色彩は、 頭部、 体側腹面、

および尾柄から後ろは灰色。 腹面を除く体

側面と背鰭は褐色で、 胸鰭基底に黒色斑

がある。 腹鰭と臀鰭は青白色。 成魚では

頭部と体側面の地色は一様に黒く、 体側面

の各鱗は、 中央部が黄みをおびる。 尾柄

から後ろと背鰭軟条部は白色である。 尾鰭

は、 両葉前縁が黒色で縁取られる。

分布　西太平洋に分布する。 国内では伊

豆半島以南の太平洋沿岸、 大隅諸島、 お

よび琉球列島に分布する。

備考　アマミスズメダイの成魚はシコクスズ

メダイ C. margaritifer Fowler, 1946 とフカ

ミスズメダイ C. leucura Gilbert, 1905 に似

るが、 大型で体高が高いこと （シコクスズ

メダイとフカミスズメダイは小型で体高が低

い）、 体側面鱗の中央部が黄色がかる （一

様に黒色） から識別される。

（岩坪洸樹）

■ アマミスズメダイ　Chromis chrysura　15 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki
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■ ササスズメダイ　Chromis lepidolepis　KAUM–I. 42714, 50.8 mm SL

■ ササスズメダイ　Chromis lepidolepis　KAUM–I. 58395, 47.2 mm SL
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備考　水深 2–20 m の岩礁域やミドリイシ

類などのサンゴが群生している場所で、 小

さな群れを形成し生息している。

（西山　肇）

■ ササスズメダイ　Chromis lepidolepis　KAUM–I. 42723, 21.9 mm SL

スズキ目 スズメダイ科 スズメダイ属

フカミスズメダイ
Chromis leucura
Gilbert, 1905

形態　背鰭 XIII, 14 ； 臀鰭 II, 13–15 ； 胸鰭

16–17 ； 腹鰭 I, 5 ； 鰓耙 6–7 + 18–20。 体

は卵円形でよく側扁する。 体高は背鰭始部

で最大となる。 体部はすべて櫛鱗。 前鰓

蓋骨縁は滑らかである。 腹鰭第 1 軟条は

糸状に伸長する。 背鰭棘部の鰭膜はやや

切れ込む。 背鰭と臀鰭の後縁は尖る。 尾

鰭は二叉し、 両葉先端が糸状に伸長する。

前尾鰭条は棘状で、 上下各 2 本ある。

色彩　頭部から尾柄後端にかけて、 おおむ

ね濃青色を呈する。 頭部に複数の不規則

な鮮青色斑がある。 胸鰭基底に黒色斑が

あり、 胸鰭基底に沿ってその黒色斑を黄色

の三日月状斑が囲む。 背鰭と臀鰭はおお

むね濃青色を呈し、 前部がやや黄色がか

り、軟条後部が透明。 腹鰭は黄色を呈する。

また、 背鰭、 臀鰭、 および腹鰭は後縁を

除く外縁が鮮青色で縁取られる。

分布　インド ・ 西太平洋に広く分布する。

国内では伊豆諸島、 大隅諸島、 および琉

球列島に分布する。

備考　本種はスズメダイ科魚類の中ではや

や深い水深に生息し、 通常水深約 30 m
以深でみられる。

（岩坪洸樹）

■ フカミスズメダイ　Chromis leucura　18 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki

スズキ目 スズメダイ科 スズメダイ属

ササスズメダイ
Chromis lepidolepis
Bleeker, 1877

形 態　 背 鰭 XII, 11–13 ； 臀 鰭 II, 11–12 ；

胸鰭 17–19 ； 側線有孔鱗 15–18 ； 鰓耙

27–30。 体は卵円形でよく側扁する。 眼下

骨系の縁辺は円滑。 前鰓蓋骨縁辺は鋸

歯状。 眼隔域はやや突出する。 口は端位

で、口裂は斜行し、眼窩前縁直下を越える。

眼上部から後頭部にかけての各鱗に付属

小鱗がある。 背鰭棘部の鰭膜は切れ込み、

軟条部後縁は丸い。 臀鰭軟条部後縁は丸

い。 尾鰭は二叉し、 両葉先端がやや尖る。

前尾鰭条は棘状で、 上下各 2 本ある。

色彩　体は概ね緑味を帯びた淡い灰色で、

腹方ほど色合いは淡くなり、 白色に近づく。

眼に瞳孔大の黒色縦線がはしる。 尾鰭は

両葉に基底から先端へむかう濃灰色帯が

はしり、 先端は黒色。

分布　インド ・ 太平洋に広く分布する。 国

内では伊豆諸島、 小笠原諸島、 神奈川県

以南の太平洋沿岸、 大隅諸島、 琉球列島

に分布する。
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スズキ目 スズメダイ科 スズメダイ属

シコクスズメダイ
Chromis margaritifer
Fowler, 1946

形態　背鰭 XII, 12–13 ； 臀鰭 II, 11–12 ；

胸 鰭 16–18 ； 腹 鰭 I, 5 ； 鰓 耙 7–10 + 
19–21。 体は卵円形でよく側扁する。 前鰓

蓋骨縁は滑らかである。 体部はすべて櫛

鱗。 腹鰭第 1 軟条は糸状に伸長する。 背

鰭棘部の鰭膜はやや切れ込む。 背鰭 ・ 臀

鰭後縁は尖る。 尾鰭は二叉し、 両葉先端

が糸状に伸長する。 前尾鰭条は棘状で、

上下各 2 本ある。

色彩　頭部と体側は一様に黒く、 胸鰭基底

全体を覆う体色より濃い黒色斑がある。 尾

柄から後ろ、 背鰭軟条、 および臀鰭軟条

後半部は白色。

分布　西太平洋に分布する。 国内では伊

豆諸島、 小笠原諸島、 千葉県以南の太平

洋沿岸、 大隅諸島、 琉球列島に分布する。

備考　本種は国内では益田ほか （1975）

に よ る 報 告 ま で イ ン ド 洋 に 分 布 す る C. 
dimidiatus (Klunzinger, 1871)とされていた。

（岩坪洸樹）

■ シコクスズメダイ　Chromis margaritifer　KAUM–I. 41067, 51.6 mm SL

■ シコクスズメダイ　Chromis margaritifer　16 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki ■ シコクスズメダイ　Chromis margaritifer　16 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki

■ シコクスズメダイ　Chromis margaritifer　BSKU 106114, 54.2 mm SL
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スズキ目 スズメダイ科 スズメダイ属

マルスズメダイ
Chromis ovatiformis
Fowler, 1946

形 態　 背 鰭 XII–XIII, 12–13 ； 臀 鰭 II, 
12–14 ； 胸鰭 16–18 ； 腹鰭 I, 5 ； ； 鰓耙

6–9 + 20–23。 体は円形に近い卵円形で、

よく側扁する。 前鰓蓋骨縁は滑らかである。

体部はすべて櫛鱗。 腹鰭第 1 軟条は糸状

■ マルスズメダイ　Chromis ovatiformis　17 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki

■ マルスズメダイ　Chromis ovatiformis　KAUM–I. 58396, 29.5 mm SL

に伸長する。 背鰭棘部の鰭膜はやや切れ

込む。背鰭・臀鰭の後縁は糸状に伸長する。

尾鰭は二叉し、 両葉先端が糸状に伸長す

る。 前尾鰭条は棘状で、 上下各 2 本ある。

色彩　尾柄から後方、 背鰭軟条後部、 およ

び臀鰭軟条後部は白色。 他の体部は黄褐

色を呈する。

分布　インド ・ 西太平洋に分布する。 国内

では伊豆諸島、 大隅諸島、 および琉球列

島に分布する。

備考　本種は尾柄から後方が白色である

ことで、 シコクスズメダイ C. margaritifer 
Fowler, 1946 やフカミスズメダイ C. leucura 
Gilbert, 1905 と似る。 しかしマルスズメダ

イは体が黄褐色であること （シコクスズメダ

イとフカミスズメダイでは黒色） で容易に識

別される。

（岩坪洸樹）
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■ ヒメスズメダイ　Chromis vanderbilti　KAUM–I. 51576, 34.6 mm SL

■ ヒメスズメダイ　Chromis vanderbilti　KAUM–I. 41238, 20.4 mm SL

スズキ目 スズメダイ科 スズメダイ属

ヒメスズメダイ
Chromis vanderbilti
(Fowler, 1941)

形態　背鰭 XII, 10–12 ； 臀鰭 II, 10–12 ；

胸鰭 16–18 ； 腹鰭 I, 5 ； 鰓耙 6–8 + 18–
20。 体は卵円形でよく側扁する。 体高は背

鰭始部で最大となる。 体部はすべて櫛鱗。

背鰭棘部の鰭膜はやや切れ込む。 背鰭は

後縁が丸く、 軟条長は第 5–6 軟条が最長

である。 腹鰭第 1 軟条は糸状に伸長する。

尾鰭は二叉し、 両葉先端が糸状に伸長す

る。 前尾鰭条は棘状で、 上下各 2 本ある。

色彩　頭部と体側面は褐色で、 背面では

黒色を帯びる。 また、 頭部には青色点が

散在し、 体側面には青色縦帯が 8 本走る。

背鰭は棘部上半部と軟条部が黄色を呈し、

棘部下半部は黒色を帯びた褐色を呈す。

背鰭基底後端に黄色斑がある。 臀鰭は前

部 4 分の 3 が黒色を呈し、 残りの後部が

透明。 なお、 臀鰭前縁は青色を呈す。 尾

鰭は黄色を呈すが、 下葉前縁は黒色を呈

す。 腹鰭は黄色を呈す。

分布　太平洋に分布する。 国内では伊豆

諸島、 小笠原諸島、 伊豆半島以南の太平

洋沿岸、 大隅諸島、 および琉球列島に分

布する。

備考　本種は最大体長が 45 mm 程度であ

り、 スズメダイ属魚類の中では小型である。

（岩坪洸樹）

■ ヒメスズメダイ　Chromis vanderbilti　16 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki
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スズキ目 スズメダイ科 スズメダイ属

デバスズメダイ
Chromis viridis
(Cuvier, 1830)

形 態　 背 鰭 XII, 9–10 ； 臀 鰭 II, 10–11 ；

胸鰭 16–18 ； 側線有孔鱗 15–16 ； 鰓耙

28–33。 体は側扁し、 楕円形。 眼下骨系

の縁辺は円滑。 涙骨系は鱗に被われる。

口は端位で、 口裂は斜行し、 眼窩前縁直

下に達する。 背鰭棘部の鰭膜は切れ込ま

ず、 軟条部後縁は丸い。 臀鰭軟条部後縁

は丸い。 尾鰭は二叉し、 両葉先端は尖る。

前尾鰭条は棘状で、 上下各 3 本ある。

色彩　体全体はほぼ一様に青味がかった

緑色。 頬部と腹面は緑味がかった淡銀色。

分布　インド ・ 太平洋に分布する。 国内で

は小笠原諸島、高知県以南の太平洋沿岸、

大隅諸島、 琉球列島に分布する。

備考　デバスズメダイは同属のアオバスズ

メダイ C. atripectoralis Welander & Schul-
tz, 1951 に酷似する。 しかし、 本種はアオ

バスズメダイと比較して、 胸鰭腋部に黒斑

がない （アオバスズメダイは黒斑がある）、

胸鰭は通常 18 (19–20) などの特徴によっ

て識別される。

（西山　肇）

■ デバスズメダイ　Chromis viridis　KAUM–I. 47992, 21.1 mm SL

■ デバスズメダイ　Chromis viridis　KAUM–I. 45805, 54.2 mm SL
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スズキ目 スズメダイ科 スズメダイ属

モンスズメダイ
Chromis xanthura
(Bleeker, 1854)

形 態　 背 鰭 XIII, 9–11 ； 臀 鰭 II, 10–12 ；

胸鰭 18–20 ； 側線有孔鱗 16–19 ； 鰓耙

25–30。 体は楕円形でよく側扁し、 体高は

背鰭第 2–4 棘基部で最大。 眼隔域はやや

突出する。 前鼻孔は円形で、 ごく短い鼻管

を形成する。 後鼻孔は前鼻孔よりも著しく

小さく楕円形で、 前鼻孔の斜め上後方、 眼

窩縁付近に位置する。  口は端位で、 口裂

は斜行し、 主上顎骨後端は瞳孔前縁直下

をわずかに越える。 前鰓蓋骨の縁辺は円

滑。 主鰓蓋骨、 間鰓蓋骨および下鰓蓋骨

の縁辺は円滑。 体側部は櫛鱗で被われ、

腹鰭を除く各鰭の基底は小櫛鱗で被われ

る。 頭長被鱗域の前方は前鼻孔に達する

が、 吻端と鼻孔周辺部には鱗がない。 涙

骨上は 2–3 列の鱗で被われる。 頬部は 4 
列の鱗で被われる。 側線は不完全で、 背

鰭第 3–4 軟条基部直下で欠如する。 背鰭

棘部の鰭膜は少し切れ込む。 背鰭軟条部

の輪郭は中央の軟条先端付近で尖り、 わ

ずかに伸長する。 尾鰭は深く二叉し、 両葉

先端は糸状に伸長する。  尾鰭上葉は下葉

よりもわずかに長い。

色彩　頭部から尾柄前部にかけて黒みが

かった濃灰色または黒色で、 頭部背面から

尾柄前部背面にかけて濃く、 腹方ほど淡く

なる。 頬部と胸部は淡灰色、 腹部はわず

かに黄色みがかった褐色。 前鰓蓋骨後縁

は黒く、瞳孔の約 1/2 幅の黒色横帯となる。

主鰓蓋骨後縁上端から、 胸鰭基部にかけ

て瞳孔幅の黒色横帯がはしる。 胸鰭基部

は、 黒色斑に覆われる。 尾柄部は白色。

尾鰭は白色で中央付近に小黒色斑を有し

（ない個体もいる）、 後縁の 1/3 は透明。

分布　インド ・ 西太平洋に分布する。 国内

では伊豆諸島、 千葉県以南の太平洋沿岸、

大隅諸島、 琉球列島に分布する。

備考　本種はこれまで標本や水中写真に基

づき、 尾柄部と尾鰭が黒色を呈する個体か

が知られており、 尾柄部と尾鰭の色彩にお

ける色彩二型が確認されている。 大隅諸島

屋久島、 奄美群島与論島およびインドネシ

アから採集されたモンスズメダイ黒色型標

本を詳細に調査したところ、 モンスズメダイ

の両色彩型に形態的差異はみられず、 同 
一種であることが示唆された。 分子解析と

水中観察の結果もこれを支持した。

（西山　肇）

■ モンスズメダイ　Chromis xanthura　KAUM–I. 45945, 94.9 mm SL■ モンスズメダイ　Chromis xanthura　KAUM–I. 55076, 99.8 mm SL

■ モンスズメダイ　Chromis xanthura　KAUM–I. 42231, 102.8 mm SL
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スズキ目 スズメダイ科 スズメダイ属

キホシスズメダイ
Chromis yamakawai
Iwatsubo & Motomura, 2013

形態　背鰭 XII–XIV, 11–13 ； 臀鰭 II, 10–
12 ； 胸鰭 17–21 ； 腹鰭 I, 5 ； 鰓耙 7–10 + 
20–24。 体は卵円形でよく側扁する。 体高

は背鰭始部で最大となる。 前鰓蓋骨縁は

滑らかである。 体部はすべて櫛鱗。 背鰭

棘部の鰭膜はやや切れ込む。 背鰭は後縁

が丸く、軟条長は第 5–6 軟条が最長である。

腹鰭第 1 軟条は糸状に伸長する。 尾鰭は

二叉し、 両葉先端が尖る。 前尾鰭条は棘

状で、 上下各 2 本ある。

色彩　頭部と体側面は緑色がかった褐色

で、 腹面では白色を帯びる。 胸鰭基底を

覆う黒色斑がある。 この黒色斑は、 幼魚で

は胸鰭基底の上部 3 分の 2 を覆う程度で

ある。 背鰭は棘条部が緑色を帯びた褐色

で、 軟条部が透明である。 臀鰭は前半部

が黒色で、 後半部が半透明である。 生時、

臀鰭棘前縁は青色を呈す。 尾鰭は黄色を

呈す。

分布　西太平洋に分布し、 国内では伊豆諸

島、 静岡県以南の太平洋沿岸、 大隅諸島、

および琉球列島に分布する。

備考　本種は最近まで C. flavomaculata 
Kamohara, 1960 と さ れ て き た。 し か し、

Iwatsubo & Motomura (2013) によって C. 
flabomaculata は C. notata (Temminck & 
Schlegel, 1843) の新参異名であることが

確認され、 本種は新種 C. yamakawai とし

て記載された。 なお、 本種のホロタイプは

与論島産の標本である。 キホシスズメダイ

は奄美大島や与論島で食用魚として島内で

流通する。

（岩坪洸樹）

■ キホシスズメダイ　Chromis yamakawai　Holotype　NSMT-P 111948 (formerly KAUM–I. 40160), 83.0 mm SL

■ キホシスズメダイ　Chromis yamakawai　Paratype　KAUM–I. 40163, 79.5 mm SL ■ キホシスズメダイ　Chromis yamakawai
15 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki
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スズキ目 スズメダイ科 スズメダイ属

スズメダイ属の一種
Chromis sp.

形態　背鰭 XIII, 10–11 ； 臀鰭 II, 10–12 ；

胸鰭 18–20 ； 側線有孔鱗 17–19 ； 鰓耙

28–33。 体は楕円形でよく側扁し、 体高は

背鰭第 3–5 棘基部で最大。 眼隔域はやや

突出する。 前鼻孔は円形で、 ごく短い鼻管

を形成する。 後鼻孔は前鼻孔よりも著しく

小さく楕円形で、 前鼻孔の斜め上後方、 眼

窩縁付近に位置する。 口は端位で、 口裂

は斜行し、 主上顎骨後端は瞳孔前縁直下

をわずかに越える。 前鰓蓋骨の縁辺は円

滑。 主鰓蓋骨、 間鰓蓋骨および下鰓蓋骨

の縁辺は円滑。 体側部は櫛鱗で覆われ、

腹鰭を除く各鰭の基底は小櫛鱗で覆われ

る。 頭長被鱗域の前方は前鼻孔に達する

が、 吻端と鼻孔周辺部には鱗がない。 涙

骨上は 2–3 列の鱗で被われる。 頬部は 4 
列の鱗で被われる。 側線は不完全で、 背

鰭第 2–3 軟条基部直下で欠如する。 背鰭

棘部の鰭膜は少し切れ込む。 背鰭軟条部

の輪郭は中央の軟条先端付近でわずかに

尖る。 尾鰭は深く二叉し、 両葉先端はやや

尖る。尾鰭上葉は下葉よりもわずかに長い。

色彩　体全体が概ね紫みがかった濃褐色

で、頭部背面から尾柄部背面にかけて濃く、

腹方ほど色合いは淡くなる。 眼の斜め後方

から、 前鰓蓋骨後縁にかけて瞳孔幅の明

瞭な黒色横帯が走る。 頭部背面から主鰓

蓋骨後縁を通り胸鰭基部にかけて、 眼径

幅の明瞭な黒色横帯が走る。 胸鰭基部は、

明瞭な黒色斑に覆われる。 尾柄部は濃褐

色で、 尾鰭基底上下に黒色三角状斑があ

る。 尾鰭は濃褐色で、 後部の約 1/3 は淡

褐色をなし、 両葉先端は黒色。

分布　西 ・ 南太平洋に分布する。 国内で

は琉球列島から標本が採集されている。

備考　本種は色彩 ・ 形態的にモンスズメダ

イC. xanthura (Bleeker, 1854)と酷似する。

鹿児島大学総合研究博物館におけるモン

スズメダイとの詳細な比較検討の結果、 両

種は形態とミトコンドリア DNA 塩基配列に

おいて明確な相違がみられた。 現在記載

が進められている。

（西山　肇）

■ スズメダイ属の一種　Chromis sp.　KAUM–I. 42229, 101.3 mm SL

スズキ目 スズメダイ科 ルリスズメダイ属

スジブチスズメダイ
Chrysiptera biocellata
(Quoy & Gaimard, 1825)

形態　背鰭 XIII, 12–14 ； 臀鰭 II, 13–14 ；

胸鰭 17–19 ； 鰓耙 9–10 + 17–18。 体は

卵円形で、 体高は低く、 よく側扁する。 前

鰓蓋骨上に鱗列が 3 列ある。 眼下骨上は

無鱗。 前鰓蓋骨は滑らかである。 腹鰭第

一軟条は伸長する。 尾鰭はわずかに二叉

し、 両葉後端は丸い。

色彩　体全体の地色が概ね黒色を呈す。

体側面中央に薄黄色横帯がある。 背鰭軟

条部、 胸鰭、 および尾鰭は半透明で黄色

がかる。 幼魚時は、 背鰭基底中央に眼径

とほぼ同大の黒色斑と、 背鰭基底後端に

黒色点がある。 この黒色斑と黒色点は、

成長にともない不明瞭になり、 成魚では消

失する。

分布　インド ・ 西太平洋に分布する。 国内

では小笠原諸島、 千葉県以南の太平洋沿

岸、大隅諸島、および琉球列島に分布する。

備考　本種の成魚はイチモンスズメダイ C. 
unimaculata (Cuvier, 1830) に似る。 しか

し、 スジブチスズメダイはイチモンスズメダ

イと比較して、 体側面中央に薄黄色横帯

があること （イチモンスズメダイにはない）、

前鰓蓋骨に 3 鱗列あること （2 列） などか

ら識別される。

（岩坪洸樹）
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■ スジブチスズメダイ　Chrysiptera biocellata　KAUM–I. 39763, 79.2 mm SL

■ スジブチスズメダイ　Chrysiptera biocellata　KAUM–I. 47951, 32.8 mm SL
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スズキ目 スズメダイ科 ルリスズメダイ属

ミヤコキセンスズメダイ
Chrysiptera brownriggii
(Bennett, 1828)

形態　背鰭 XIII, 12–15 ； 臀鰭 II, 11–14 ；

胸鰭 17–19 ； 鰓耙 6–9 + 12–14。 体は卵

円形で、 体高は低く、 よく側扁する。 前鰓

蓋骨上に鱗列が 3 列ある。 眼下骨上は無

鱗。 前鰓蓋骨と主鰓蓋骨後縁は滑らかで

ある。 腹鰭第一軟条は伸長する。 尾鰭は

わずかに二叉し、 両葉後端は丸い。

色彩　成魚は体全体が概ね黒色を呈す。

主鰓蓋骨に黄色斑がある。 体側面中央と

尾柄に白色横帯がそれぞれ 1 本ある。 背

鰭は概ね黄色を呈す。 臀鰭は黒色で、 前

縁が青色を呈す。 尾鰭は前半部が黒色で、

後半部が黄色を呈す。 胸鰭は半透明で橙

色を帯びる。 腹鰭は黒色を呈す。 幼魚は

体全体が黄褐色で腹面ほど色合いは淡くな

る。 背鰭棘部基底後端と軟条部基底後端

に、 それぞれ鮮青色で縁どられた黒色斑

がある。 眼上から、 前者の黒色斑にいたる

鮮青色縦帯がはしる。 この鮮青色縦帯と黒

色斑は、 成長にともない不明瞭になり、 成

魚では消失する。 尾柄上部後端に黒色斑

がある。

分布　インド ・ 太平洋 （ハワイ諸島とイース

ター島を除く） に分布する。 国内では伊豆

諸島、 小笠原諸島、 千葉県以南の太平洋

沿岸、 大隅諸島、 および琉球列島に分布

する。

備考　本種の幼魚は、イチモンスズメダイ C. 
unimaculata (Cuvier, 1830) に酷似する。

しかし、 ミヤコキセンスズメダイはイチモン

スズメダイと比較して、 前鰓蓋骨上の鱗列

が 3（イチモンスズメダイでは 2）であること、

鮮青色帯が始部から終部まで同幅 （後方

ほど細くなる） であること、 尾柄上部後端

に黒色斑がある （ない） ことなどから識別

される。 しかし、 全長 10 mm に満たないよ

うな個体では、 識別が困難。

　本種は幼魚時と成魚時で色彩が異なり、

かつて日本国内においてそれぞれが別種

であると考えられていた。 そのため、 幼魚

期の色彩の個体には和名キンランスズメが

用いられていた。 しかし、益田ほか （1975）

によって両者が同種であることが認められ

た。

（岩坪洸樹）

■ ミヤコキセンスズメダイ　Chrysiptera brownriggii　KAUM–I. 39977, 45.6 mm SL

■ ミヤコキセンスズメダイ　Chrysiptera brownriggii　KAUM–I. 40054, 24.5 mm SL ■ ミヤコキセンスズメダイ　Chrysiptera brownriggii　KAUM–I. 40056, 24.4 mm SL
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スズキ目 スズメダイ科 ルリスズメダイ属

アオスジスズメダイ
Chrysiptera caeruleolineata
(Allen, 1973)

形態　背鰭 XIV, 11–14 ； 臀鰭 II, 13–14 ；

胸鰭 15–16 ； 腹鰭 I, 5 ； 鰓耙 6 + 14–16。

体は細長い卵円形でよく側扁する。 前鰓蓋

骨縁は滑らか。 体部はすべて櫛鱗。 腹鰭

第 1 軟条は糸状に伸長する。 尾鰭は二叉

し、 両葉先端が丸い。

色彩　頭部背面は暗い青色を呈する。 頬部

に複数の濃青色斑が散在する。 体側面は

ほぼ一様に黄色を呈し、 吻端から背鰭軟

条始部にかけて鮮青色帯が走る。 胸鰭基

底上端に 1 黒色点がある。 背鰭と臀鰭の

縁辺は後縁を除いて、 それぞれ鮮青色で

縁取られる。

分布　東インド洋と太平洋に広く分布する。

国内では伊豆諸島、 高知県以南の太平洋

沿岸、 福岡県、 大隅諸島、 および琉球列

島に分布する。

備考　与論島では標本は得られなかった

が、 水中写真により本種の生息が確認さ

れた。

（岩坪洸樹）

■ アオスジスズメダイ　Chrysiptera caeruleolineata　18 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki

■ ルリスズメダイ　Chrysiptera cyanea　Female　16 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki ■ ルリスズメダイ　Chrysiptera cyanea　Male　15 Apr. 2012
Photo by S. Harazaki
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スズキ目 スズメダイ科 ルリスズメダイ属

ルリスズメダイ
Chrysiptera cyanea
(Quoy & Gaimard, 1825)

形態　背鰭 XIII, 12–13 ； 臀鰭 II, 12–14 ；

胸鰭 18–19 ； 鰓耙 6–8 + 11–13。 体は卵

円形で、 体高は低く、 よく側扁する。 前鰓

蓋骨上に鱗列が 2 列ある。 眼下骨上は無

鱗。 前鰓蓋骨と主鰓蓋骨後縁は滑らかで

ある。 腹鰭第一軟条は伸長する。 尾鰭は

わずかに二叉し、 両葉後端は丸い。

色彩　体全体の地色は一様に鮮青色を呈

す。 黒色帯が吻部から眼を通り、 主鰓蓋

骨上端にかけてと、 上顎骨から眼窩下縁を

通り、 主鰓蓋骨後端にかけてそれぞれ走

る。 体側面に黒色点が散在する。 尾鰭は、

雄成魚では一様に鮮青色であるが、 雌成

魚では基部の鮮青色を除き透明。 背鰭、

腹鰭、 および臀鰭は体と同色。

分布　東インド洋と西太平洋に分布する。

国内では神奈川県以南の太平洋沿岸、 福

岡県、 大隅諸島、 および琉球列島に分布

する。

備考　本種は尾鰭の色彩が、 雄成魚では

鮮青色であることに対し、 雌成魚では透明

である。 そのため、 かつて日本国内におい

て本種の雌には和名コバルトスズメが用い

られ、雌雄は別種と考えられていた。しかし、

益田ほか （1975） によって両者が同種で

あることが認められた。

　ルリスズメダイは観賞魚として広く流通し

ており、 現在でもコバルトスズメという名称

が商用名として用いられることがある。

（岩坪洸樹）

■ ルリスズメダイ　Chrysiptera cyanea　Male　KAUM–I. 39980, 52.5 mm SL

■ ルリスズメダイ　Chrysiptera cyanea　Female
KAUM–I. 39719, 29.4 mm SL

■ ルリスズメダイ　Chrysiptera cyanea　Male
BSKU 108242, 48.2 mm SL

■ ルリスズメダイ　Chrysiptera cyanea　Male
KAUM–I. 39720, 29.7 mm SL

■ ルリスズメダイ　Chrysiptera cyanea　Female
KAUM–I. 46072, 34.8 mm SL

■ ルリスズメダイ　Chrysiptera cyanea
BSKU 106166, 27.4 mm SL
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スズキ目 スズメダイ科 ルリスズメダイ属

ネズスズメダイ
Chrysiptera glauca
(Cuvier, 1830)

形態　背鰭 XIII, 12–14 ； 臀鰭 II, 12–13 ；

胸鰭 16–19 ； 鰓耙 8–9 + 13–15。 体は卵

円形で、 体高は低く、 よく側扁する。 前鰓

蓋骨上に鱗列が 3 列ある。 眼下骨上は無

鱗。 前鰓蓋骨と主鰓蓋骨後縁は滑らかで

ある。 腹鰭第一軟条は伸長する。 尾鰭は

わずかに二叉し、 両葉後端は丸い。

色彩　体全体は青色がかった灰白色を呈

し、 腹側ほど白みが強い。 また、 若い個

体ほど体全体の青みが強い。 肛門は黒色

を呈す。 幼魚時は、 吻端から背面にかけ

て鮮青色帯が走る。 この鮮青色縦帯は、

成長にともない不明瞭になり、 成魚では消

失する。

分布　インド ・ 太平洋 （ハワイ諸島とイース

ター島を除く） に広く分布する。 国内では

小笠原諸島、神奈川県以南の太平洋沿岸、

大隅諸島、 および琉球列島に分布する。

備考　本種の幼魚は鹿児島県の島嶼域で

はタイドプールに単独でよくみられる。

（岩坪洸樹）

■ ネズスズメダイ　Chrysiptera glauca　KAUM–I. 39700, 32.8 mm SL

スズキ目 スズメダイ科 ルリスズメダイ属

レモンスズメダイ
Chrysiptera rex
(Snyder, 1909)

形態　背鰭 XIII, 12–15 ； 臀鰭 II, 12–15 ；

胸鰭 16–18 ； 側線有孔鱗 15–18 ； 鰓耙

17–19。 体高は低く、 よく側扁する。 口は

端位で、 口裂は斜行し、 眼窩前縁直下を

越える。 眼下骨上は鱗に被われる。 前鰓

蓋骨後縁は円滑。 背鰭棘部の鰭膜は切れ

込み、 軟条部後縁はわずかに尖る。 尾鰭

はわずかに二叉し、 両葉先端は丸い。

色彩　生時、頭部は淡青色 （死後、暗青色）

で、 体は橙黄色。 胸鰭と腹鰭はわずかに

黄色味がかった透明。 背鰭、 臀鰭、 尾鰭

■ ネズスズメダイ　Chrysiptera glauca　KAUM–I. 40044, 78.3 mm SL
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は体と同様に橙黄色または淡黄色。 主鰓

蓋骨上部に小黒斑がある。

分布　西太平洋に分布する。 国内では伊

豆諸島、 静岡県以南の太平洋沿岸、 大隅

諸島、 琉球列島に分布する。

備考　本種は水深 10 m 以浅の波の荒い

岩礁またはサンゴ礁域に生息する。 与論

島では、 潮通しのいい岩礁またはサンゴ礁

域で単独またはペアで遊泳している姿が観

察された。

（西山　肇）

■ レモンスズメダイ　Chrysiptera rex　KAUM–I. 39875, 50.4 mm SL

■ レモンスズメダイ　Chrysiptera rex　KAUM–I. 45836, 50.9 mm SL ■ レモンスズメダイ　Chrysiptera rex　KAUM–I. 40409, 25.8 mm SL

■ レモンスズメダイ　Chrysiptera rex　15 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki
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スズキ目 スズメダイ科 ルリスズメダイ属

セナキルリスズメダイ
Chrysiptera starcki
(Allen, 1973)

形態　背鰭 XIII, 14–15 ； 臀鰭 II, 15–17 ；

胸鰭 15–17 ； 側線有孔鱗 15–16 + 8 ； 鰓

耙 6 + 14。 体高は低く、 よく側扁する。 口

は端位で、 口裂は斜行し、 眼窩前縁直下

をわずかに越える。 前鰓蓋骨と主鰓蓋骨後

縁は円滑。 眼下骨上に鱗列を有する。 腹

鰭第一軟条は伸長する。 尾鰭はわずかに

二叉し、 両葉後端は丸い。

色彩　体の地色は鮮青色を呈し、 吻端から

頭部背面を通り、 背鰭軟条後端にかけて

黄色縦帯が走る。 胸鰭基底上端に 1 黒色

斑がある。 背鰭縁辺は鮮青色で縁取られ

る。 胸鰭軟条は黄色で、 鰭膜は透明。 尾

鰭は、 成魚では基部の鮮青色域を除き黄

色を呈すが、 幼魚では一様に黄色である。

腹鰭と臀鰭は鮮青色を呈す。

分布　西太平洋に分布する。 国内では小

笠原諸島、 伊豆諸島、 静岡県以南の太平

洋沿岸、 大隅諸島、 琉球列島に分布する。

備考　本種はふつう水深 25–52 m とやや

深所に生息している。 大隅諸島硫黄島で

は水深 20 m 付近の礁斜面や岩の隙間に

単独または複数匹で遊泳していた。 一方、

与論島では水深 10–15 m 付近に多くみら

れた。 最大体長は 70 mm に達する。

（西山　肇 ・ 岩坪洸樹）

■ セナキルリスズメダイ　Chrysiptera starcki　17 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki

■ イチモンスズメダイ　Chrysiptera unimaculata　17 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki

■ セナキルリスズメダイ　Chrysiptera starcki　KAUM–I. 58484, 49.8 mm SL
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スズキ目 スズメダイ科 ルリスズメダイ属

イチモンスズメダイ
Chrysiptera unimaculata
(Cuvier, 1830)

形態　背鰭 XIII, 13–14 ； 臀鰭 II, 11–14 ；

胸鰭 17–19 ； 頬部鱗列 2 ； 側線有孔鱗

16–20 + 7–10 ； 鰓耙 22–23。 体高は低く、

よく側扁する。 口は端位で、 口裂は斜行し、

眼窩前縁直下をわずかに越える。 涙骨系

は鱗に被われない。 前鰓蓋骨後縁は円滑。

背鰭棘部の鰭膜は切れ込み、 軟条部後縁

はわずかに尖る。 尾鰭はわずかに二叉し、

両葉先端は丸い。

色彩　成魚の体色は、 概ね濃褐色で頭部

と尾柄部から尾鰭にかけては淡褐色。 背

鰭基底後端に瞳大の黒色斑がある。 幼魚

の体色は、 黄褐色で腹方ほど色合いは淡

くなる。 背鰭棘部基底後端と軟条部基底後

端に、 それぞれ青色で縁どられた黒色斑

がある。 眼上から、 前者の黒色斑にいたる

青色縦帯がはしる。 この青色縦帯と黒色斑

は、 成長にともない消失する。

分布　インド ・ 西太平洋に広く分布する。

国内では伊豆諸島、 千葉県以南の太平洋

沿岸、 大隅諸島、 琉球列島に分布する。

備考　本種の幼魚の体色はミヤコキセンス

ズメダイ C. brownriggii (Bennett, 1828) に

似ている。 しかし、 イチモンススズメダイは

ミヤコキセンスズメダイと比較して、 前鰓蓋

骨上の鱗列が 2 （ミヤコキセンスズメダイで

は 3） であることから、 容易に識別される。

（西山　肇）

■ イチモンスズメダイ　Chrysiptera unimaculata　KAUM–I. 39722, 56.1 mm SL

■ イチモンスズメダイ　Chrysiptera unimaculata　KAUM–I. 39973, 30.9 mm SL

■ イチモンスズメダイ　Chrysiptera unimaculata
17 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki
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スズキ目 スズメダイ科 ミスジリュウキュウスズメダイ属

ミスジリュウキュウスズメダイ
Dascyllus aruanus
(Linnaeus, 1758)

形 態　 背 鰭 XII, 11–13 ； 臀 鰭 II, 11–13 ；

胸鰭 17–19 ； 腹鰭 I, 5 ； 鰓耙 23–24。 体

高が高い。 体は円形に近く、 よく側扁する。

眼下骨系の縁辺は鋸歯状である。 背鰭は

第 1 棘が最短で、 第 3 棘が最長である。

若い個体ほど体長に対する腹鰭の割合が

大きい。 尾鰭は二叉し、 両葉後端がやや

尖る。

色彩　背鰭始部から下顎、 背鰭棘部中央

から腹鰭、 および背鰭軟条部から臀鰭に

かけて、 それぞれ幅広い黒色横帯がある。

この黒色横帯は背鰭でそれぞれつながる。

黒色横帯以外の体部は白色を呈する。 尾

鰭は半透明である。

分布　東インド洋と太平洋 （ハワイ諸島と

イースター島を除く） に分布する。 国内で

は伊豆諸島、 小笠原諸島、 和歌山県以南

の太平洋沿岸、 大隅諸島、 および琉球列

島に分布する。

備考　本種は与論島では、 枝状サンゴの

周りに複数匹で群がり、 危険を感じるとサ

ンゴの隙間に隠れることが観察された。

（岩坪洸樹）

スズキ目 スズメダイ科 ミスジリュウキュウスズメダイ属

ミツボシクロスズメダイ
Dascyllus trimaculatus
(Rüppell, 1829)

形 態　 背 鰭 XI–XII, 14–16 ； 臀 鰭 II, 13–
15 ； 胸鰭 18–21 ； 腹鰭 I, 5 ； 鰓耙 23–25。

体高が高い。体は円形に近く、よく側扁する。

眼下骨系の縁辺は鋸歯状である。 背鰭第

1 棘長は、第 2 棘長の 2 分の 1 以下と短い。

尾鰭は両葉後端が丸く、 中央部がやや湾

入する。

色彩　体全体はほぼ一様に黒色であり、 後

頭部と背鰭基底中央直下に 1 白色斑があ

る。 この白色斑は幼魚から若魚時は明瞭

であるが、 成長にともない不明瞭になる。

分布　インド ・ 太平洋 （ハワイ諸島とイース

ター島を除く） に広く分布する。 国内では

伊豆諸島、 小笠原諸島、 千葉県以南の太

平洋沿岸、 大隅諸島、 および琉球列島に

分布する。

備考　本種はミスジリュウキュウスズメダ

イ属としては例外的に大型イソギンチャ

クと共生するが、 クマノミ類ほどイソギン

チャクへの依存度は高くない。 種小名の

trimaculatus は 3 個の白色斑に由来する。

（岩坪洸樹）

■ ミスジリュウキュウスズメダイ　Dascyllus aruanus
KAUM–I. 39760, 12.2 mm SL

■ ミスジリュウキュウスズメダイ　Dascyllus aruanus
KAUM–I. 46071, 32.5 mm SL

■ ミスジリュウキュウスズメダイ　Dascyllus aruanus
KAUM–I. 41235, 32.5 mm SL

■ ミスジリュウキュウスズメダイ　Dascyllus aruanus　KAUM–I. 41236, 41.8 mm SL
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■ ミツボシクロスズメダイ　Dascyllus trimaculatus　KAUM–I. 46069, 38.9 mm SL ■ ミツボシクロスズメダイ　Dascyllus trimaculatus
KAUM–I. 39761, 22.5 mm SL

■ ミツボシクロスズメダイ　Dascyllus trimaculatus　18 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki
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スズキ目 スズメダイ科 ヒレナガスズメダイ属

クロスズメダイ
Neoglyphidodon melas
(Cuvier, 1830)

形態　背鰭 XIII, 14–16 ； 臀鰭 II, 13–15 ；

胸鰭 18–19 ； 側線有孔鱗 16–17 ； 鰓耙

19–22。 体は側扁し、 卵円形に近い。 口

は端位で、 口裂は斜行し、 眼窩前縁直下

をわずかに越える。 前鰓蓋骨後縁は円滑。

両顎歯は 2 列。 背鰭棘部の鰭膜は切れ込

み、 軟条部後縁は丸い （幼魚では、 わず

かに尖る）。 尾鰭はわずかに二叉し、 両葉

先端は丸い （幼魚ではわずかに尖る）。

色彩　成長に伴い体の色彩が大きく変化す

る。 幼魚の体は銀白色をなし、 吻端から背

鰭最長軟条にかけた背側面は黄色。 腹鰭

と臀鰭の前方の数鰭条は黒色で、 それより

後方は青白色。 尾鰭両葉には基底から先

端へむかう明瞭な黄色帯がある。 成魚の

体は概ね一様に黒色または暗褐色。

分布　インド ・ 西太平洋。 国内では小笠原

諸島、 大隅諸島、 琉球列島に分布する。

備考　日本でこれまでに生息が確認され

ているヒレナガスズメダイ属は、 クロソラス

ズメダイとヒレナガスズメダイ N. nigroris 

(Cuvier, 1830) の 2 種のみである。 クロソ

ラスズメダイはヒレナガスズメダイと比較し

て、 尾鰭先端が丸い （ヒレナガスズメダイ

は尖る）、 胸鰭基底上部付近に黒色斑がな

い （黒色斑がある）、 前鰓蓋骨後縁と眼下

に黒色帯がない （黒色帯がはしる） などの

特徴から容易に識別される。

（西山　肇）

■ クロスズメダイ　Neoglyphidodon melas　KAUM–I. 41130, 27.8 mm SL

■ クロスズメダイ　Neoglyphidodon melas　KAUM–I. 39759, 23.5 mm SL
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スズキ目 スズメダイ科 ヒレナガスズメダイ属

ヒレナガスズメダイ
Neoglyphidodon nigroris
(Cuvier, 1830)

形態　背鰭 XIII, 13–16 ； 臀鰭 II, 13–15 ；

胸鰭 16–17 ； 側線有孔鱗 15–17 ； 鰓耙

22–26。 体は側扁し、楕円形。 口は端位で、

口裂は斜行し、 眼窩前縁直下をわずかに

越える。 前鰓蓋骨後縁は円滑。 両顎歯は

2 列。 背鰭棘部の鰭膜は切れ込み、 軟条

部後縁は尖る。 尾鰭は二叉し、 両葉先端

尖る。

色彩　幼魚から成魚へと成長に伴い、 体の

色彩が大きく変化する。 幼魚の体は黄色

く、 体側上方と中央に明瞭な黒色縦帯がは

しる。 成魚の体は概ね暗褐色または黄褐

色。 前鰓蓋骨後縁と眼下に黒色帯がはし

る。 胸鰭基底上部付近に明瞭な黒色斑が

ある。

分布　西太平洋に分布する。 国内では小

笠原諸島、 和歌山県以南の太平洋沿岸、

大隅諸島、 琉球列島に分布する。

備考　本種は水深 2–25 m の岩礁またはサ

ンゴ礁域に生息する。

（西山　肇）

■ ヒレナガスズメダイ　Neoglyphidodon nigroris　FRLM 43042, 88.2 mm SL

■ ヒレナガスズメダイ　Neoglyphidodon nigroris
KAUM–I. 41245, 27.9 mm SL

■ ヒレナガスズメダイ　Neoglyphidodon nigroris
17 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki■ ヒレナガスズメダイ　Neoglyphidodon nigroris　15 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki
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スズキ目 スズメダイ科 イシガキスズメダイ属

イシガキスズメダイ
Plectroglyphidodon dickii
(Lienard, 1839)

形態　背鰭 XII, 16–17 ； 臀鰭 II, 14–16 ；

胸 鰭 17–19 ； 腹 鰭 I, 5 ； 鰓 耙 4–5 + 
13–14。 体高はやや高い。 体は卵円形で、

よく側扁する。 前鰓蓋骨後縁は滑らか。 尾

鰭は二叉し、 両葉後端が尖る。

色彩　体全体がおおむね褐色を呈し、 胸鰭

基底の周囲は黄色がかる。 背鰭基底軟条

部基底前半部から臀鰭基底軟条部基底前

半部にかけて幅広い黒色横帯がある。 背

鰭基底軟条部基底中央と臀鰭基底軟条

部基底中央より後方の体部は白色。 背鰭

3–4 棘間の鰭膜に瞳孔大の黒色斑がある。

分布　インド ・ 太平洋 （ハワイ諸島とイース

ター島を除く） に広く分布する。 国内では

伊豆大島、 小笠原諸島、 伊豆半島以南の

太平洋沿岸、 大隅諸島、 および琉球列島

に分布する。

備考　本種は体側面後部に幅広い黒色横

帯があることでルリメイシガキスズメダイ P. 
johnstonianus Fowler & Ball, 1924 によく

似る。 しかし、 イシガキスズメダイはルリメ

イシガキスズメダイと比較して、 体側面の

黒色横帯が鱗列 4 枚程度であること （ルリ

メイシガキスズメダイでは鱗列 8 枚程度）、

背鰭 3–4 棘間に黒色斑があること （背鰭

棘部は無地） などから識別される。

　与論島では、 水深 2–10 m の枝状サンゴ

の周囲を単独で遊泳していた。

（岩坪洸樹）

■ イシガキスズメダイ　Plectroglyphidodon dickii　KAUM–I. 39971, 49.7 mm SL

スズキ目 スズメダイ科 イシガキスズメダイ属

イワサキスズメダイ
Plectroglyphidodon imparipennis
(Vaillant & Sauvage, 1875)

形態　背鰭 XII, 14–16 ； 臀鰭 II, 11–12 ；

胸鰭 19–21 ； 腹鰭 I, 5 ； 鰓耙 3–4 + 8–9。

体高はやや高い。 体は卵円形で、 よく側扁

する。 前鰓蓋骨後縁は滑らか。 尾鰭は二

叉し、 両葉後端が尖る。

色彩　眼は瞳孔とほぼ同幅の黒色横帯が

あり、 ネコの眼のようにみえる。 体背面と

背鰭棘部は褐色がかった緑色を呈す。 体
■ イワサキスズメダイ　Plectroglyphidodon imparipennis　16 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki
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腹面と腹鰭は白色。 体側面の鱗上に青白

色点がある。 背鰭軟条部、 臀鰭、 および

尾鰭は透明。

分布　インド ・ 太平洋 （マルケサス諸島と

イースター島を除く） に広く分布する。 国内

では伊豆諸島、 小笠原諸島、 高知県、 大

隅諸島、 および琉球列島に分布する。

■ イワサキスズメダイ　Plectroglyphidodon imparipennis　KAUM–I. 39716, 30.1 mm SL

備考　与論島では、 水深 1–10 m の岩礁

域に単独でみられた。 個体数はきわめて多

い。

（岩坪洸樹）

スズキ目 スズメダイ科 イシガキスズメダイ属

ルリホシスズメダイ
Plectroglyphidodon lacrymatus
(Quoy & Gaimard, 1825)

形態　背鰭 XII, 16–18 ； 臀鰭 II, 13–15 ；

胸鰭 18–20 ； 腹鰭 I, 5 ； 鰓耙 5–9 + 11– 
14。 体高はやや高い。 体は卵円形で、 よ

く側扁する。 前鰓蓋骨後縁は滑らか。 尾鰭

は二叉し、 両葉後端が尖る。

色彩　体全体の地色が褐色を呈す。 頭部、

体側面、 および背鰭棘部に鮮青色点が散

在する。 この鮮青色点は成長にともない、

体サイズに対する大きさの割合が小さくな

る。 幼魚時、 背鰭棘部基底後半部付近に、

眼径とほぼ同大の黒色斑がある。 この黒

色斑は、 成長にともない不明瞭になり、 成

魚では消失する。

分布　インド ・ 太平洋 （ハワイ諸島とイース

ター島を除く） に広く分布する。 国内では

伊豆諸島、 小笠原諸島、 伊豆半島以南の

■ ルリホシスズメダイ　Plectroglyphidodon lacrymatus　BSKU 108239, 45.4 mm SL

太平洋沿岸、 大隅諸島、 および琉球列島

に分布する。

備考　与論島では、 水深 1–10 m の枝状

サンゴの周囲を単独で遊泳していた。

（岩坪洸樹）
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■ ルリホシスズメダイ　Plectroglyphidodon lacrymatus　KAUM–I. 41140, 26.8 mm SL

■ ルリホシスズメダイ　Plectroglyphidodon lacrymatus
KAUM–I. 39937, 43.9 mm SL

■ ルリホシスズメダイ　Plectroglyphidodon lacrymatus
15 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki

スズキ目 スズメダイ科 イシガキスズメダイ属

ハクセンスズメダイ
Plectroglyphidodon leucozonus
(Bleeker, 1859)

形態　背鰭 XII, 14–16 ； 臀鰭 II, 11–13 ；

胸鰭 20–21 ； 腹鰭 I, 5 ； 鰓耙 3–9 + 11– 
14。 体高はやや高い。 体は卵円形で、 よ

く側扁する。 前鰓蓋骨後縁は滑らか。 尾鰭

は二叉し、 両葉後端が尖る。

色彩　体全体の地色が褐色を呈す。 体側

面中央に薄黄色横帯がある。 幼魚時、 背

鰭棘部基底後半部付近に、 眼径とほぼ同

大の黄色で縁取られた黒色斑がある。 ま

た、 背鰭基底後端に黒色点がある。 この

黒色斑と黒色点は、 成長にともない不明瞭

になり、 成魚では消失する。 なお、 体全体

の色彩は若い個体ほど明るく、 成長にとも

ない暗くなる。

■ ハクセンスズメダイ　Plectroglyphidodon leucozonus
17 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki
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■ ハクセンスズメダイ　Plectroglyphidodon leucozonus　KAUM–I. 39869, 37.9 mm SL

■ ハクセンスズメダイ　Plectroglyphidodon leucozonus　KAUM–I. 45969, 42.0 mm SL

分布　インド ・ 太平洋 （ハワイ諸島とイース

ター島を除く） に広く分布する。 国内では

伊豆諸島、 小笠原諸島、 千葉県以南の太

平洋沿岸、 大隅諸島、 および琉球列島に

分布する。

備考　本種は与論島では、 水深 0.5–3 m
の岩礁域に単独でみられた。

（岩坪洸樹）
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スズキ目 スズメダイ科 ソラスズメダイ属

ニセネッタイスズメダイ
Pomacentrus amboinensis
Bleeker, 1868

形態　背鰭 XIII, 14–16 ； 臀鰭 II, 14–16 ；

胸鰭 17 ； 鰓耙 7–9 + 14–15。 体は卵円

形。 涙骨と眼下骨の間に顕著な欠刻があ

る。 涙骨と眼下骨は無鱗。 眼下骨下縁と

前鰓蓋骨後縁は鋸歯状。 下鰓蓋骨縁辺は

滑らか。 尾鰭は二叉し、 両葉先端が尖る。

色彩　体全体は黄色。 頭部に青色帯が数

本あり、 青色点が散在する。 臀鰭に 3 本

■ ニセネッタイスズメダイ　Pomacentrus amboinensis　KAUM–I. 47994, 27.2 mm SL

■ ニセネッタイスズメダイ　Pomacentrus amboinensis
15 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki

■ ニセネッタイスズメダイ　Pomacentrus amboinensis　KAUM–I. 51346, 122.2 mm SL

程度の青色帯が走る。 鰓蓋上部と胸鰭基

底上端に青色がかった黒色点がある。 この

黒色点は胸鰭基底上端の方が大きい。 幼

魚は、 背鰭軟条部に眼径とほぼ同大の黒

色斑がある。 この黒色斑は、 成長にともな

い不明瞭になり、 成魚では消失する。

分布　東インド洋と西太平洋に分布する。

国内では大隅諸島と琉球列島に分布する。

備考　与論島では水深 2–15 m の岩礁域

やサンゴ礁域に単独または数匹の群れで

生息している。

（岩坪洸樹）
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■ メガネスズメダイ　Pomacentrus bankanensis　KAUM–I. 47848, 26.1 mm SL

■ メガネスズメダイ　Pomacentrus bankanensis
KAUM–I. 39933, 14.2 mm SL

■ メガネスズメダイ　Pomacentrus bankanensis　KAUM–I. 45876, 57.6 mm SL

スズキ目 スズメダイ科 ソラスズメダイ属

メガネスズメダイ
Pomacentrus bankanensis
Bleeker, 1853

形態　背鰭 XIII, 14–16 ； 臀鰭 II, 14–17 ；

胸鰭 17–18 ； 側線有孔鱗 16–20 ； 鰓耙

20–22。 体は側扁し、 楕円形。 口は端位

で、口裂は斜行し、瞳孔前縁直下に達する。

前鰓蓋骨後縁は鋸歯状。 眼下骨下縁は鋸

歯状。 頭部の鱗域は吻部に及ぶ。 眼下骨

上は鱗に被われない。 両顎歯は少なくとも

前方で 2 列。 背鰭軟条部と臀鰭軟条部の

後縁は丸い。 尾鰭はわずかに二叉し、 両

葉先端は丸い。

色彩　幼魚は頭部から体側背面および背鰭

の赤色域を除き、 体は概ね黒色。 頭部に

数本の青色縦線がはしる。 背鰭軟条部に

青白色で縁取られた眼径大の黒色斑があ

る。 成魚は概ね一様に暗褐色。 背鰭軟条

部に眼径大の黒色斑がある。

分布　東インド ・ 西太平洋に分布する。 国

内では伊豆諸島、 神奈川県以南の太平洋

沿岸、 大隅諸島、 琉球列島に分布する。

備考　メガネスズメダイは同属のオジロスズ

メダイ P. chrysurus Cuvier, 1830 に似る。

しかし、本種はオジロスズメダイと比較して、

眼下骨下縁は鋸歯状 （オジロスズメダイは

円滑）、 幼魚、 成魚ともに背鰭軟条部に黒

色斑がある （成魚では消失する） などの

特徴から識別される。

（西山　肇）

■ メガネスズメダイ　Pomacentrus bankanensis
KAUM–I. 39933, 14.2 mm SL
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■ オジロスズメダイ　Pomacentrus chrysurus　KAUM–I. 40396, 35.8 mm SL

スズキ目 スズメダイ科 ソラスズメダイ属

オジロスズメダイ
Pomacentrus chrysurus
Cuvier, 1830

形態　背鰭 XIII, 14–17 ； 臀鰭 II, 14–17 ；

胸鰭 17–18 ； 側線有孔鱗 16–20 ； 鰓耙

4–8 + 11–14。 体は側扁し、 楕円形。 口は

端位で、 口裂は斜行し、 眼窩前縁直下を

わずかに越える。 前鰓蓋骨後縁は鋸歯状。

眼下骨下縁は円滑。 頭部の鱗域は吻部に

及ぶ。 眼下骨上は鱗に被われない。 両顎

歯は少なくとも前方で 2 列。 背鰭軟条部と

臀鰭軟条部の後縁は丸い。 尾鰭はわずか

に二叉し、 両葉先端は丸い。

色彩　幼魚は頭部から体側背面および背鰭

の橙色域を除き、 体は概ね黒色。 背鰭軟

条部に青白色で縁取られた眼径大の黒色

斑がある。 成魚は概ね一様に暗褐色。

分布　インド ・ 西太平洋。 国内では伊豆諸

■ オジロスズメダイ　Pomacentrus chrysurus　FRLM 43143, 62.7 mm SL

■ オジロスズメダイ　Pomacentrus chrysurus　KAUM–I. 39870, 36.1 mm SL

■ オジロスズメダイ　Pomacentrus chrysurus
KAUM–I. 39714, 27.0 mm SL

■ オジロスズメダイ　Pomacentrus chrysurus
17 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki

島、 小笠原諸島、 静岡県以南の太平洋沿

岸、 大隅諸島、 琉球列島に分布する。

備考　水深 5 m 以浅の岩礁やサンゴ礁域

に生息する。 与論島では転石の隙間など

でも観察された。

（西山　肇）
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スズキ目 スズメダイ科 ソラスズメダイ属

ソラスズメダイ
Pomacentrus coelestis
Jordan & Starks, 1901

形態　背鰭 XIII, 13–15 ； 臀鰭 II, 14–15 ；

胸鰭 17–18 ； 側線有孔鱗 17–18 ； 鰓耙

20–22。 体高は低く、 よく側扁する。 口は

端位で、 口裂は斜行し、 瞳孔前縁直下を

わずかに越える。 前鰓蓋骨後縁は鋸歯状。

眼下骨下縁は円滑。 涙骨系は鱗に被われ

ない。 尾鰭はわずかに二叉し、 両葉先端

はやや丸みを帯びる。 背鰭軟条部と臀鰭

軟条部の後縁は丸い。

色彩　頭部と体側の腹面および、 尾柄部の

黄色域を除き、 体全体は概ね青色。 胸鰭

基底上端に小黒色斑がある。 背鰭軟条部、

腹鰭、臀鰭および尾鰭は黄色。胸鰭は透明。

分布　東インド洋と太平洋に広く分布する。

国内では伊豆諸島、 小笠原諸島、 千葉県、

新潟県以南の南日本、 大隅諸島、 琉球列

島に分布する。

備考　水深 12 m 以浅の岩礁やサンゴ礁域

の外側斜面で普通にみられる。 日本では

5 月から 9 月にかけて繁殖期を迎え、 雄は

転石下に産み付けられた卵を守る。 水温

の低下にともない、 体色は黒味を帯びる。

（西山　肇）

■ ソラスズメダイ　Pomacentrus coelestis　KAUM–I. 40058, 23.9 mm SL

■ ソラスズメダイ　Pomacentrus coelestis　KAUM–I. 47847, 21.6 mm SL

■ ソラスズメダイ　Pomacentrus coelestis　KAUM–I. 40059, 24.2 mm SL
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スズキ目 スズメダイ科 ソラスズメダイ属

アサドスズメダイ
Pomacentrus lepidogenys
Fowler & Bean, 1928

形態　背鰭 XIII, 13–14 ； 臀鰭 II, 13–14 ；

胸鰭 17–18；鰓耙 6 + 15。 体は卵円形で、

側扁する。 眼下骨上に鱗列がある。 前鰓

蓋骨後縁は鋸歯状。 下鰓蓋骨縁辺は滑ら

か。 尾鰭は二叉し、 両葉先端が尖る。

色彩　体全体はおおむね緑色がかった灰色

を呈し、 腹面に向かうにしたがい白色がか

る。 胸鰭基底上端に 1 黒色点がある。 背

鰭後部、 臀鰭、 および尾柄部は薄黄色を

呈し、 この薄黄色域は若い個体ほど鮮や

かである。

分布　インド ・ 太平洋に広く分布する。 国

内では伊豆諸島、 和歌山県以南の太平洋

沿岸、 大隅諸島、 琉球列島に分布する。

備考　与論島では水深 10–15 m のサンゴ

礁周辺で群れを形成していた。

（西山　肇）

■ アサドスズメダイ　Pomacentrus lepidogenys　17 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki

■ アサドスズメダイ　Pomacentrus lepidogenys　KAUM–I. 58521, 60.2 mm SL

■ アサドスズメダイ　Pomacentrus lepidogenys　KAUM–I. 58493, 55.4 mm SL
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スズキ目 スズメダイ科 ソラスズメダイ属

ネッタイスズメダイ
Pomacentrus moluccensis
Bleeker, 1853

形態　背鰭 XIII, 13–16 ； 臀鰭 II, 14–15 ；

胸鰭 16–17 ； 鰓耙 6–9 + 13–17。 体は卵

円形で、 よく側扁する。 涙骨と眼下骨の間

に顕著な欠刻がある。 涙骨と眼下骨は無

鱗。 眼下骨下縁と前鰓蓋骨後縁は鋸歯状

だが、 眼下骨下縁のものは弱い。 下鰓蓋

骨縁辺は滑らか。 尾鰭は二叉し、 両葉先

端が尖る。

色彩　体全体が黄色を呈す。 青色帯が頭

部に数本、 臀鰭に 1 本走る。 鰓蓋上部と

胸鰭基底上端に青色がかった黒色点があ

る。 この黒色点は鰓蓋上部の方が大きい

か、 またはほぼ同大である。

分布　東インド洋と西太平洋に分布する。

国内では和歌山県以南の太平洋沿岸、 大

隅諸島、 および琉球列島に分布する。

備考　本種はニセネッタイスズメダイ P. 
amboinensis Bleeker, 1868 に酷似する。

しかし、 ネッタイスズメダイはニセネッタイス

ズメダイと比較して、 背鰭軟条部に黒色斑

がないこと （ニセネッタイスズメダイでは眼

径大の黒色斑がある）、 眼下骨下縁の鋸歯

が弱いこと （明瞭な鋸歯がある） などから

識別される。

　与論島では水深 2–15 m の岩礁域やサン

ゴ礁域に単独または数匹の群れで生息して

いる。

（岩坪洸樹）

■ ネッタイスズメダイ　Pomacentrus moluccensis　KAUM–I. 47993, 18.4 mm SL

■ ネッタイスズメダイ　Pomacentrus moluccensis　KAUM–I. 40347, 21.5 mm SL

スズキ目 スズメダイ科 ソラスズメダイ属

ナガサキスズメダイ
Pomacentrus nagasakiensis
Tanaka, 1917

形態　背鰭 XIII, 14–16 ； 臀鰭 II, 16–17 ；

胸鰭 17–18 ； 側線有孔鱗 17–19 ； 鰓耙

18–21。 体は楕円形で、 よく側扁する。 口

は端位で、 口裂は斜行し、 眼窩前縁直下

をわずかに越える。 眼下骨下縁は鋸歯状。

前鰓蓋骨後縁は鋸歯状。 涙骨系は鱗に被

われない。 尾鰭はわずかに二叉し、 両葉

先端は丸い。

色彩　体全体は概ね濃青色。 頭部には鮮

青色の不規則な斑紋がある。 背鰭軟条部 ■ ナガサキスズメダイ　Pomacentrus nagasakiensis　17 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki
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スズキ目 スズメダイ科 ソラスズメダイ属

ニセモンツキスズメダイ
Pomacentrus nigromarginatus
Allen, 1973

形態　背鰭 XIII, 13–14 ； 臀鰭 II, 14–15 ；

胸鰭 16–17 ； 側線有孔鱗 15–17 + 7–8 ；

鰓耙 5 + 16。 体は卵円形で、 側扁する。

涙骨と眼下骨の間に顕著な欠刻がある。

前鰓蓋骨後縁は鋸歯状。 頭部の鱗域は吻

部に達する。 眼下骨上は鱗に被われない。

両顎歯は少なくとも前方で 2 列ある。 背鰭

軟条部と臀鰭軟条部の後縁は丸い。 尾鰭

はわずかに二叉し、 両葉先端は丸い。

色彩　体全体はおおむね灰色を呈し、 後方

に向かって明るくなる。 胸鰭基底を覆う黒

色斑がある。胸鰭は透明。背鰭後部、臀鰭、

および尾柄から後方は薄黄色または黄色を

呈する。 尾鰭後縁は黒色で縁取られる。

分布　西太平洋に分布する。 国内では大

隅諸島と琉球列島に分布する。

備考　ニセモンツキスズメダは、 モンツキ

ス ズ メ ダ イ P. alexanderae Evermann & 
Seale, 1907 に酷似する。 しかし、 本種は

モンツキスズメダイと比較して、 涙骨と眼下

骨の間に欠刻がない （モンツキスズメダイ

では顕著な欠刻があること）、 尾鰭後縁が

黒色で縁取られる （透明であること） など

から識別される。

（岩坪洸樹）

■ ニセモンツキスズメダイ　Pomacentrus nigromarginatus　18 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki

スズキ目 スズメダイ科 ソラスズメダイ属

フィリピンスズメダイ
Pomacentrus philippinus
Evermann & Seale, 1907

形態　背鰭 XIII, 13–16 ； 臀鰭 II, 15–16 ；

胸鰭 17–18 ； 鰓耙 6–8 + 15–16。 体は卵

円形で、 よく側扁する。 眼下骨上に鱗列が

ある。 前鰓蓋骨後縁は鋸歯状。 下鰓蓋骨

縁辺は滑らか。 尾鰭は二叉し、 両葉先端

が尖る。

色彩　体全体は概ね濃青紫色を呈す。 背

鰭軟条部、 臀鰭軟条後半部、 および尾鰭

は黄色と呈す。 胸鰭基底に黒色斑がある。

体全体の色彩は、 若い個体ほど鮮やかで、

成長にともないくすむ。

分布　インド ・ 西太平洋に広く分布する。

国内では大隅諸島と琉球列島に分布する。

備考　種小名の philippinus はタイプ産地で

あるフィリピン （ソルソゴン州バコン） に因

む。 与論島では、サンゴ礁外縁の中層 （水

深 2–20m） を群れで遊泳する様子が観察

された。

（岩坪洸樹） ■ フィリピンスズメダイ　Pomacentrus philippinus
15 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki

に鮮青色で縁どられた黒色斑がある。 胸鰭

基底には、 上方 2 分の 1 程を被う黒色斑

がある。 臀鰭と尾鰭に 2–3 本の淡青色線

がはしる。

分布　インド ・ 西太平洋に広く分布する。

国内では伊豆諸島、 小笠原諸島、 千葉県

以南の太平洋沿岸、 大隅諸島、 琉球列島

に分布する。

備考　水深 5–30 m の岩礁域やサンゴ礁域

に単独または数匹の群れで生息している。

（西山　肇）
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■ フィリピンスズメダイ　Pomacentrus philippinus　KAUM–I. 42716, 40.0 mm SL

■ フィリピンスズメダイ　Pomacentrus philippinus　KAUM–I. 40346, 22.9 mm SL■ フィリピンスズメダイ　Pomacentrus philippinus　FRLM 42932, 61.1 mm SL

■ フィリピンスズメダイ　Pomacentrus philippinus　17 Apr. 2012
Photo by S. Harazaki

■ フィリピンスズメダイ　Pomacentrus philippinus　17 Apr. 2012
Photo by S. Harazaki
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スズキ目 スズメダイ科 ソラスズメダイ属

クロメガネスズメダイ
Pomacentrus vaiuli
Jordan & Seale, 1906

形態　背鰭 XIII, 15–16 ； 臀鰭 II, 15–16 ；

胸鰭 17–19 ； 側線有孔鱗 15–18 ； 鰓耙

20–21。 体は楕円形で、 よく側扁する。 眼

下骨下縁は鋸歯状。 前鰓蓋骨後縁は鋸歯

状。 涙骨系は鱗に被われない。 背鰭棘部

の鰭膜は切れ込み、 軟条部後縁は丸い。  

尾鰭はわずかに二叉し、 両葉先端はやや

丸みを帯びる。

色彩　頭部から体側背面にかけての橙色域

を除き、 体は概ね青色または橙色味を帯

びた青色。 頭部に数本の青色縦線がはし

る。 体側に青色点が縦列し、 数本の縦線

模様を呈する。 背鰭は淡橙色で、 軟条部

に鮮青色で縁どられた黒色斑がある。胸鰭、

腹鰭、 尾鰭は橙色味を帯びた透明。 臀鰭

は青色または橙色味を帯びた青色。

分布　東インド洋と西太平洋に分布する。

国内では伊豆諸島、 静岡県以南の太平洋

沿岸、 大隅諸島、 琉球列島に分布する。

備考　本種の幼魚の体色は、 メガネスズメ

ダイ P. bankanensis Bleeker, 1853 とオジ

ロスズメダイ P. chrysurus Cuvier, 1830 に

よく似るが、 尾鰭基底が体側と同色 （メガ

ネスズメダイは白色）、 両葉が橙色味を帯

びた透明 （メガネスズメダイでは透明）、 頭

部に数本の青色縦線がはしる （オジロスズ

メダイは縦線がない） ことから区別される。

（西山　肇）

■ クロメガネスズメダイ　Pomacentrus vaiuli
KAUM–I. 40182, 51.8 mm SL

■ クロメガネスズメダイ　Pomacentrus vaiuli　FRLM 42939, 57.3 mm SL

■ クロメガネスズメダイ　Pomacentrus vaiuli　KAUM–I. 39931, 26.3 mm SL■ クロメガネスズメダイ　Pomacentrus vaiuli
KAUM–I. 41204, 30.8 mm SL
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スズキ目 スズメダイ科 ソラスズメダイ属

ミナミイソスズメダイ
Pomacentrus sp.

形態　背鰭 XIII, 14–17 ； 臀鰭 II, 14–16 ；

胸鰭 17–18 ； 側線有孔鱗 15–20 + 6–10 ；

鰓耙 6–10 + 14–15。 体は卵円形で、 よ

く側扁する。 口は端位で、 口裂は斜行し、

眼窩前縁直下をわずかに越える。 眼下骨

下縁には細かい鋸歯が並ぶ。 前鰓蓋骨後

縁は鋸歯状。 涙骨系は鱗に被われない。 ■ ミナミイソスズメダイ　Pomacentrus sp.
16 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki

スズキ目 スズメダイ科 ソラスズメダイ属

オキナワスズメダイ
Pomachromis richardsoni
(Snyder, 1909)

形態　背鰭 XIII, 13–16 ； 臀鰭 II, 15–16 ；

胸鰭 17–18 ； 鰓耙 6–8 + 15–16。 体は卵

円形で、 よく側扁する。 体高は低い。 眼下

骨上に鱗列がある。 眼下骨、 前鰓蓋骨、

および主鰓蓋骨の縁辺は鋸歯状。 尾鰭は

二叉し、 両葉先端が尖る。

色彩　体全体の地色は概ね褐色で、 体側

面が灰色の網目状模様を呈す。 背鰭基底

後端から尾鰭上葉先端にかけてと、 臀鰭

基底後端から尾鰭下葉先端にかけて黒色

帯がそれぞれ走る。 背鰭軟条部基底に黄

色斑がある。 背鰭は後縁を除き、 縁辺が

青色で縁取られる。 臀鰭前縁は青色で縁

取られ、 黒色帯がある。

■ オキナワスズメダイ　Pomachromis richardsoni　KAUM–I. 39860, 39.1 mm SL

■ オキナワスズメダイ　Pomachromis richardsoni　15 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki

尾鰭はわずかに二叉し、 両葉先端は丸い。

色彩　体全体がおおむね黒色を呈する。 主

鰓蓋骨上端に 1 黒色点がある。 幼魚は、

背鰭軟条部に鮮青色で縁取られた黒色斑

があるが、 成長にしたがい不明瞭になり、

成魚では消失する。

分布　日本とパラオ諸島から記録がある。

国内では大隅諸島と琉球列島に分布する。

備考　本種は通常浅いサンゴ礁域の枝状

サンゴでみられる。

（岩坪洸樹）

分布　西 ・ 南太平洋に分布する。 国内で

は伊豆諸島、和歌山県以南の太平洋沿岸、

福岡県以南の東シナ海沿岸、 大隅諸島、

および琉球列島に分布する。

備考　本種は与論島では、 群れをなして遊

泳する様子が観察された。

（岩坪洸樹）
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スズキ目 スズメダイ科 クロソラスズメダイ属

キオビスズメダイ
Stegastes albifasciatus
(Schlegel & Müller, 1839)

形態　背鰭 XII, 15–16 ； 臀鰭 II, 12–14 ；

胸鰭 18–20 ； 側線有孔鱗 18–20 ； 背鰭棘

条部中央下側線上方横列鱗は 2½ ； 鰓耙

19–26。 体は側扁し、 楕円形。 口は端位

で、 口裂はわずかに斜行し、 眼窩前縁直

下を越える。 眼下幅は眼径より小さい。 前

鰓蓋骨後縁は鋸歯状。 下鰓蓋骨縁辺は円

滑。 両顎歯は 1 列。 背鰭軟条部と臀鰭軟

条部の後縁は丸い。 尾鰭は二叉し、 両葉

先端はやや丸みを帯びる。

色彩　幼魚の体は概ね灰褐色。 背鰭基底

後端の黒色斑の前縁に黄色斑がある。 成

魚の体は概ね黄褐色で、 体側には幅が体

側鱗 4–5 枚分ほどの白色横帯がはしる。

胸鰭基部上端に小黒色斑がある。 背鰭基

底後端の黒色斑の前縁に白色斑がある。

分布　東インド洋と太平洋に分布する。 国

内では与論島以南の琉球列島に分布する。

備考　キオビスズメダイは同属のクロソラス

ズメダイ Stegastes nigricans (Lacepède, 
1802) に似る。 しかし、 本種はクロソラスズ

メダイと比較して、 体側に白色横帯がはし

る （クロソラスズメダイには目立った横帯が

ない）、 背鰭基底後端の黒色斑の前縁に白

色斑がある （前縁に白色斑がない） ことか

ら識別される。

（西山　肇）

■ キオビスズメダイ　Stegastes albifasciatus　KAUM–I. 39976, 54.6 mm SL

■ キオビスズメダイ　Stegastes albifasciatus　KAUM–I. 39758, 39.7 mm SL

■ キオビスズメダイ　Stegastes albifasciatus
KAUM–I. 51244, 28.8 mm SL
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スズキ目 スズメダイ科 クロソラスズメダイ属

セダカスズメダイ
Stegastes altus
(Okada & Ikeda, 1937)

形態　背鰭 XII–XIII, 15–17 ； 臀鰭 II, 12–
13 ； 胸鰭 18–21 ； 側線有孔鱗 20–21 ； 背

鰭棘条部中央下側線上方横列鱗 3½ ； 鰓

耙 8–11 + 10–13。 体は側扁し、 楕円形。

口は端位で、 口裂はわずかに斜行し、 眼

窩前縁直下を越える。 眼下幅は眼径より小

さい。 前鰓蓋骨後縁は鋸歯状。 下鰓蓋骨

縁辺は円滑。 両顎歯は 1 列。 胸鰭最下方

の 2 軟条は遊離する。 背鰭軟条部と臀鰭

軟条部の後縁は丸い。 尾鰭は二叉し、 両

葉先端はやや丸みを帯びる。

色彩　幼魚の体は概ね灰色または白色で、

■ セダカスズメダイ　Stegastes altus　KAUM–I. 39864, 33.1 mm SL

頭部から体側背面にかけて緑色。 背鰭棘

条部前方には青白色で縁取られた黒色斑

がある。 成魚の体は概ね灰褐色または黄

褐色。 胸鰭基部上端に小黒色斑がある。

背鰭棘条部前方に黒色斑がある。

分布　西太平洋に分布する。 国内では伊

豆諸島、 小笠原諸島、 千葉県以南の南日

本、 大隅諸島、 琉球列島に分布する。

備考　本種は水深 0.5–20 m の波の荒い岩

礁やサンゴ礁域に生息する。 与論島で生

息が確認されたクロソラスズメダイ属の中で

は、 最も個体数が多い。

（西山　肇）

■ セダカスズメダイ　Stegastes altus　KAUM–I. 45880, 35.9 mm SL

■ セダカスズメダイ　Stegastes altus
KAUM–I. 45974, 48.4 mm SL
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■ フチドリスズメダイ　Stegastes fasciolatus　FRLM 43156, 71.3 mm SL

■ フチドリスズメダイ　Stegastes fasciolatus　KAUM–I. 39928, 23.0 mm SL ■ フチドリスズメダイ　Stegastes fasciolatus
17 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki

■ フチドリスズメダイ　Stegastes fasciolatus
KAUM–I. 45879, 44.9 mm SL

スズキ目 スズメダイ科 クロソラスズメダイ属

フチドリスズメダイ
Stegastes fasciolatus
(Ogilby, 1889)

形態　背鰭 XIII, 14–17 ； 臀鰭 II, 12–14 ；

胸鰭 18–21 ； 側線有孔鱗 19–21 ； 背鰭

棘条部中央下側線上方横列鱗 2½ ； 鰓耙

15–20。 体は側扁し、楕円形。 口は端位で、

口裂はわずかに斜行し、 瞳孔前縁直下を

わずかに越える。 前鰓蓋骨後縁は鋸歯状。

下鰓蓋骨縁辺は円滑。 両顎歯は 1 列。 背

鰭軟条部と臀鰭軟条部の後縁は丸い。 尾

鰭は二叉し、 両葉先端はやや丸みを帯び

る。

色彩　幼魚の体は概ね黄褐色または青味

がかった灰色。 胸鰭基底を覆う黒色斑があ

る。 背鰭棘条部前方の黒色斑の前縁に黄

色域がある。 成魚の体は概ね一様に暗褐

色。

分布　インド ・ 太平洋に分布する。 国内で

は伊豆諸島、和歌山県以南の太平洋沿岸、

大隅諸島、 琉球列島に分布する。

備考　与論島では水深 10 m 以浅の岩礁や

サンゴ礁域で多く観察された。

（西山　肇）
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スズキ目 スズメダイ科 クロソラスズメダイ属

ヨロンスズメダイ
Stegastes insularis
Allen & Emery, 1985

形態　背鰭 XII, 15–17 ； 臀鰭 II, 11–13 ；

胸鰭 19–21 ； 側線有孔鱗 19–21 ； 背鰭

棘条部中央下側線上方横列鱗 2½ ； 鰓耙

17–24。 体は側扁し、 体高は背鰭第 3–6
棘基部で最大。 口は端位で、 口裂はわず

かに斜行し、 主上顎骨後端は眼窩前縁直

下をわずかに越える。 両顎歯は 1 列。 眼

下骨と前鰓蓋骨の縁辺は鋸歯状。 主鰓蓋

骨、 間鰓蓋骨および下鰓蓋骨の縁辺は円

滑。 頭部背面の被鱗域は鼻孔位に達する

が、 鼻孔周辺には鱗がない。 眼下骨との

隣接部分を除き、 涙骨上には鱗がない。

胸鰭は最上部と最下部のそれぞれ 2–3 軟

条は不分枝であり、 遊離軟条がない （ただ

し、 最下 1 軟条のみが遊離する個体もい

る）。 尾鰭は二叉し、 上葉先端はやや尖り、

下葉先端は丸みを帯びる。

色彩　幼魚の体は頭部から尾部の前部に

かけて青灰色をなし、 頭部背面から躯幹背

部にかけて濃く、 腹方ほど淡くなる。 背鰭

棘条部は黒みを帯びた黄褐色で、 第 2 棘

から第 5 棘間の中央部に黒色斑がある。

臀鰭は第 1 棘から鰭の前半にかけて濃褐

色ないし黒色で、 後半部は淡黄色。 成魚

の体色は頭部から尾部の前部にかけて灰

褐色をなし、 頭部背面から躯幹背部にかけ

て濃く、 腹方ほど淡くなり、 腹部は淡青白

色。 尾部は臀鰭基底中央よりも後方が黄

色。 背鰭棘条部は黒みを帯びた黄褐色で、

第 1 棘から第 5 棘間の上部約 2/3 を覆う

黒色斑がある。 背鰭軟条部は大部分が黄

色であるが、 上部の約 1/3 が透明。 胸鰭

は淡黄色透明であり、 基底上端に明瞭な

小黒斑がある。 臀鰭では、 第 1 棘と第 2
棘で形成される鰭の前縁が基部付近を除き

濃褐色、 第 2 棘先端と最終軟条の基部か

ら 1/4 の位置を結ぶ線よりも縁辺側の大部

分が濃褐色ないし黒色、 基底側が黄色み

を帯びた褐色、 最終軟条と後部の 2–3 軟

条の縁辺付近が黄色みを帯びた灰色。

分布　クリスマス島 （東インド洋） および日

本と台湾に分布する。 国内では伊豆諸島、

小笠原諸島、 和歌山県、 大隅諸島、 琉球

列島から記録されている。

備考　本種は与論島から得られた標本に基

づき、 西山ほか （2012） によって標準和

名 「ヨロンスズメダイ」 が提唱された。 ヨロ

ンスズメダイは、 同属の中で外見的特徴が

セダカスズメダイ Stegastes altus （Okada 
& Ikeda, 1937） とフチドリスズメダイ S. 
fasciolatus (Ogilby, 1889) に類似する。 し

かし、 ヨロンスズメダイはセダカスズメダ

イと比較して、 背鰭棘条部中央下の側線

上方横列鱗数が 2½ （セダカスズメダイで

は 3½）、 胸鰭軟条は遊離しない （最下 2
軟条が共に遊離する）、 最大体長が約 85 
mm （120 mm） などの特徴により識別さ

れる。 また、 フチドリスズメダイとは、 背鰭

棘数が 12 （フチドリスズメダイでは 13） で

あることにより容易に識別される。

（西山　肇）

■ ヨロンスズメダイ　Stegastes insularis　KAUM–I. 45850, 37.1 mm SL■ ヨロンスズメダイ　Stegastes insularis
KAUM–I. 45847, 36.5 mm SL

■ ヨロンスズメダイ　Stegastes insularis
KAUM–I. 45846, 49.8 mm SL

■ フチドリスズメダイ　Stegastes fasciolatus
15 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki

■ フチドリスズメダイ　Stegastes fasciolatus
16 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki

■ フチドリスズメダイ　Stegastes fasciolatus
17 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki
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■ ヨロンスズメダイ　Stegastes insularis　KAUM–I. 45845, 50.0 mm SL

■ ヨロンスズメダイ　Stegastes insularis　KAUM–I. 45844, 52.3 mm SL ■ ヨロンスズメダイ　Stegastes insularis　KAUM–I. 45848, 50.3 mm SL

■ ヨロンスズメダイ　Stegastes insularis　16 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki ■ ヨロンスズメダイ　Stegastes insularis　17 Apr. 2012
Photo by S. Harazaki
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スズキ目 スズメダイ科 クロソラスズメダイ属

クロソラスズメダイ
Stegastes nigricans
(Lacepède, 1802)

形態　背鰭 XII, 14–17 ； 臀鰭 II, 12–14 ；

胸鰭 18–20 ； 側線有孔鱗 18–21 ； 背鰭

棘条部中央下側線上方横列鱗 2½ ； 鰓耙

21–25。 体は側扁し、 楕円形。 口は端位

で、 口裂はわずかに斜行し、 眼窩前縁直

下を越える。 眼下幅は眼径より小さい。 前

鰓蓋骨後縁は鋸歯状。 下鰓蓋骨縁辺は円

滑。 両顎歯は 1 列。 背鰭軟条部と臀鰭軟

条部の後縁は丸い。 尾鰭は二叉し、 両葉

先端はやや丸みを帯びる。

色彩　幼魚の体は概ね一様に黄色く、 頭部

から体側背面にかけては黒味を帯びる。 背

鰭棘条部前部に黒色域がある。

分布　インド ・ 太平洋に分布する。 国内で

は和歌山県以南の太平洋沿岸、 長崎県、

琉球列島に分布する。

備考　本項の色彩は与論島産の標本に基

づく。 本種は水深 12 m 以浅のサンゴ礁域

に生息する。 縄張りをもち、 餌となる藻を

育てることが知られている。

（西山　肇）

■ クロソラスズメダイ　Stegastes nigricans　KAUM–I. 39932, 22.7 mm SL

■ ヨロンスズメダイ　Stegastes insularis
KAUM–I. 40057, 21.3 mm SL

■ ヨロンスズメダイ　Stegastes insularis　17 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki
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スズキ目 ベラ科 ススキベラ属

ブチススキベラ
Anampses caeruleopunctatus
Rüppell, 1829

形態　背鰭 IX, 12 ； 臀鰭 III, 12 ； 胸鰭 12– 
14 ； 側線鱗 27。 体高は高く、 体はよく側

扁する。 口唇は厚く、口は前方に張り出す。

腹鰭は短く、 肛門に達しない。 幼魚の尾鰭

は円形で、 成魚では截形。

■ ブチススキベラ　Anampses caeruleopunctatus　KAUM–I. 40344, 190.1 mm SL

色彩　成長段階と雌雄で体色の変化が著し

い。 幼魚は白色から黒色のまだら模様の

地色に、 白い小斑点が散在する。 尾鰭は

半透明。 雄の体色はうすい緑色で、 体側

中央に黄緑色の横帯がある。 頭部には正

中線を通り、 両眼にかかる細い青色帯があ

る。 雌の体色は黄赤色で、 体全体に青色

斑点が規則正しく並ぶ。 背鰭と臀鰭は青色

で縁どられる。

分布　ハワイ諸島を除くインド ・ 太平洋に広

く分布する。 国内では伊豆諸島、 小笠原

諸島、 千葉県以南の太平洋沿岸、 大隅諸

島、 琉球列島に分布する。

備考　幼魚は海藻などの浮遊物に擬態し、

体をくねらせて潮に流されるように泳ぐ。 雌

や若魚は南日本沿岸で普通にみられるが、

雄個体は稀である。

（片山英里）

スズキ目 ベラ科 ススキベラ属

ムシベラ
Anampses geographicus
Valenciennes, 1840

形態　背鰭 IX, 12 ； 臀鰭 III, 12 ； 胸鰭 12– 
14 ； 側線鱗 48–50。 体は細長く、 背鰭と

臀鰭前半は低い。 眼は小さく、 吻が長い。

腹鰭は短く、 肛門に達しない。 口唇は厚く、

両顎の先端はよく尖る。

色彩　幼魚は半透明な体色に薄茶色の横

帯があり、 背鰭と臀鰭後方にそれぞれ 1
個の眼径大の眼状斑がある。 この眼状斑

は雌成魚ではより大きくなるが、 成魚の雄

にはない。 雄の地色は茶色で、 各鱗に緑

■ ブチススキベラ　Anampses caeruleopunctatus　KAUM–I. 41203, 23.2 mm SL

■ ブチススキベラ　Anampses caeruleopunctatus
KAUM–I. 51333, 14.6 mm SL

■ ブチススキベラ　Anampses caeruleopunctatus
16 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki
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■ ムシベラ　Anampses geographicus　16 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki

色の斑紋があり、 体側中央より少し後方の

背側から腹部にかけて、 不明瞭な白色帯

がある。

分布　インド ・ 太平洋に分布する。 国内で

は伊豆諸島、 相模灘以南の太平洋沿岸、

大隅諸島、 琉球列島に分布する。

備考　岩礁からサンゴ礁域に生息する。 幼

魚は水深の浅い場所で他のベラやブダイの

幼魚と群れる （西山 ・ 本村、 2012）。

（片山英里）

■ ホシススキベラ　Anampses twistii　KAUM–I. 46037, 122.7 mm SL

スズキ目 ベラ科 ススキベラ属

ホシススキベラ
Anampses twistii
Bleeker, 1856

形態　背鰭 IX, 12 ； 臀鰭 III, 12 ； 胸鰭 12– 
14 ； 側線鱗 26。 体は細長く、 吻はやや尖

る。 口唇は厚い。 上顎には前方に向く門歯

状歯がある。 尾鰭は二重截形型で後縁が

丸い。

色彩　幼魚の地色は褐色で、 青色の不規

則な細長い斑紋が散在する。 腹部は黄色。

成長に伴い体色が暗色になり、 青色斑点

は小さくなる。 背鰭と臀鰭の後方にそれぞ

れ眼状斑があり、 成魚になっても残る。 成

魚では鰓蓋後端に赤、 緑、 紺色が混じっ

た 1 斑紋がある。 雄成魚の腹部は鮮やか

な黄色を呈し、 吻から眼下を通り胸鰭基底

まで延びる緑色帯が縦走する。

■ ホシススキベラ　Anampses twistii　16 Apr. 2012
Photo by S. Harazaki

分布　インド ・ 西太平洋に広く分布し、 国

内では伊豆諸島、 小笠原諸島、 和歌山県

以南の太平洋沿岸、 大隅諸島、 琉球列島

に分布する。

備考　本種は潮通しの良いサンゴ礁や斜面

に生息する。 群れで行動し、 危険を感じる

とサンゴの隙間などに隠れる。 最大で体長

16 cm に達する。

　本種とされてきた紅海の個体群は、 黄

色斑紋など体色のパターンが異なるため、

別種か亜種の可能性が示唆されている 
（Kuiter, 2012）。 今後、 分類学的な検討が

必要である。

（片山英里）

■ ホシススキベラ　Anampses twistii　18 Apr. 2012
Photo by S. Harazaki
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スズキ目 ベラ科 タキベラ属

スミツキベラ
Bodianus axillaris
(Bennett, 1832)

形 態　 背 鰭 XII, 10 ； 臀 鰭 III, 12 ； 胸 鰭

15–16 ； 側 線 鱗 数 30–31 ； 背 鰭 前 方 鱗

28–35 （通常 31）。 体は細長く、 頭部はよ

く尖る。 背鰭と臀鰭の後端は鈍く尖り、 大

きく広がる。 背鰭前方鱗は、 前鼻孔の背側

に達する。 頬部の鱗は、 上顎の上方から

■ スミツキベラ　Bodianus axillaris　KAUM–I. 50868, 88.2 mm SL

鼻孔の下方まで達する。

色彩　体長 5 cm 程度の若魚は体全体が

黒色で、 各鰭の基底付近の体側と頭部、

吻部に白い水玉模様がある。 成魚では体

と背鰭前部が赤褐色で、 後半部が白色と

なる。背鰭・臀鰭後半部の鰭条は黄白色で、

臀鰭鰭膜には黄色斑点が散在する。 尾鰭

鰭条は淡い山吹色。 背鰭始部と中央部、

臀鰭および胸鰭基底にそれぞれ黒色斑が

ある。

分布　ハワイ諸島とイースター島を除くイン

ド ・ 太平洋に広く分布する。 国内では伊豆

諸島、 小笠原諸島、 伊豆半島以南の太平

洋沿岸、 大隅諸島、 琉球列島に分布する。

本属の中では最も広域に分布する。

備考　本種はケサガケベラ B. mesothorax 
(Bloch & Schneider, 1801) によく似るが、

背鰭と臀鰭の黒色斑紋により区別される。

吻は細長く、 口が小さいことが特徴で、 他

の魚にクリーニングをする。 体長 14 cm 程

度の小型種。

（片山英里）

スズキ目 ベラ科 タキベラ属

キツネベラ
Bodianus bilunulatus
(Lacepède, 1801)

形態　背鰭 XII, 7 ； 臀鰭 III, 10 ； 胸鰭 16 ；

側線鱗 24–28 ； 背鰭前方鱗 12–18。 体は

細長く、 頭部と吻は鈍く尖る。 成長にともな

い吻は丸みを帯び、 体高が高くなる。 下顎

の腹側に鱗がない。 尾鰭の後端は、 幼魚

では丸みを帯びるが、 成長にともない湾入

する。 老成魚では腹鰭および尾鰭の両葉

先端の鰭条が伸長する。

色彩　成長にともない黒色帯が変化する。

幼魚から若魚までは白色の地色に赤色の

縞模様がある。 背側は黄色を呈し、 背鰭

後方から臀鰭後方にかけて黒色横帯があ

る。 10 cm 程度の若魚から成魚では、 背

鰭後方基底のみ黒色斑が残る。 老成魚で

は黒色斑は完全に消失する。

分布　オーストラリア北東岸を除くインド ・

西太平洋の広域に分布し、 国内では伊豆

諸島、 小笠原諸島、 静岡県以南の太平洋

■ キツネベラ　Bodianus bilunulatus　18 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki

沿岸、 大隅諸島、 琉球列島に分布する。

備考　潮通しのよい岩礁、 ガレ場、 サンゴ

礁域に出現する。 成魚は主に 20 m 以深

に生息する。 最大約 30 cm に達する。

（片山英里）
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スズキ目 ベラ科 タキベラ属

タキベラ
Bodianus perditio
(Quoy & Gaimard, 1834)

形態　背鰭 XII–XIII, 10 ； 臀鰭 III, 12 ； 胸

鰭 17 ； 側線鱗 33–34。 幼魚の体高は低

く体細長いが、 成魚では高い。 吻は幼魚

から若魚ではやや尖るが、 成魚では丸い。

眼は小さい。 尾鰭は幼魚では截形、 成魚

■ タキベラ　Bodianus perditio　17 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki

では丸みを帯びた二重截形となり、 両葉の

先端が伸長する。

色彩　幼魚では赤褐色の体色を呈し、 若魚

では黄色、 成魚では赤色。 幼魚から若魚

までは体側中央のやや後方に白色縦帯が

あり、 成魚では背側にのみ残る。 白色縦

帯後方の背鰭基底に黒色部があり、 成長

に伴い不明瞭になる。 幼魚では臀鰭に黒

色斑があるが、 成魚では消失する。 頭部

には黄色い小斑点が散在し、 背鰭前方の

鰭膜に黒色斑紋がある。

分布　南西インド洋と西太平洋に分布する。

国内では伊豆諸島、 小笠原諸島、 静岡県

以南の太平洋沿岸、 大隅諸島、 琉球列島

に分布する。

備考　本種は体長 50 cm ほどに達する大

型種。 外洋に面した潮通しの良い岩礁、

サンゴ礁などの深場に生息する。 本調査で

は幼魚 1 個体が採集された。

（片山英里）

■ タキベラ　Bodianus perditio　KAUM–I. 55019, 33.5 mm SL
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スズキ目 ベラ科 モチノウオ属

アカテンモチノウオ
Cheilinus chlorourus
(Bloch, 1791)

形態　背鰭 X, 8–9 ； 臀鰭 III, 8 ； 胸鰭 12 ；

側線鱗 14–16+7–9。 体高は高く、 吻部は

若魚では尖るが、 成長するにつれて緩や

かになり、 成魚では丸みを帯びる。 背鰭と

■ アカテンモチノウオ　Cheilinus chlorourus　KAUM–I. 50810, 85.2 mm SL

臀鰭後端は長く、 よく尖る。 尾鰭は二重截

形で、 成魚の雄では両葉の先端がわずか

に伸長し、 雌では上葉のみ伸長する。

色彩　頭部から尾鰭まで体全体が褐色を呈

する。 吻から背鰭始部にかけて赤褐色の

斑点が散在し、 胸鰭を除く、 各鰭と体側に

白色斑点が散在する。 背鰭基底には眼径

ほどの白色斑が並ぶ。 尾鰭基底には白色

の縦帯がある。

分布　ハワイ諸島とイースター島を除くイン

ド・ 太平洋に広く分布する。 伊豆諸島、 小

笠原諸島、 伊豆半島以南の太平洋沿岸、

大隅諸島、 琉球列島に分布する。

備考　警戒心が強く、 岩やサンゴの隙間に

体をおしつけて隠れる。 幼魚から若魚は岩

礁に擬態する。

（片山英里）

スズキ目 ベラ科 モチノウオ属

ミツバモチノウオ
Cheilinus trilobatus
Lacepède, 1801

形態　背鰭 IX, 10 ； 臀鰭 III, 8 ； 胸鰭 12 ；

側線鱗 15–17 + 7–9。 頭部は大きく、 体高

が高い。 臀鰭は背鰭中央の下方から始ま

る。 背鰭と臀鰭の後方は長く、 緩やかに尖

る。 尾鰭は大きく、 二重湾入型で中央部が

長くなる。

色彩　若魚までの地色は褐色で、 背鰭か

ら臀鰭にかけて不明瞭な 3 濃褐色横帯が

あり、 体側中央には約 5 個の黒色斑点が

並ぶ。 雄成魚の体側は濃い緑褐色で、 緑

色と赤色の細長いラインが鱗に沿うように、

背側から腹側にかけて無数に走る。 各鱗

は緑色で、 赤色に縁取られ、 頭部には橙

からピンク色の模様が散在する。 尾柄には

黒い横帯があり、 前後に 2 本の白色横帯

がある。 雌は地色が全体的に黄褐色とな

る。

■ アカテンモチノウオ　Cheilinus chlorourus　KAUM–I. 45906, 50.3 mm SL ■ アカテンモチノウオ　Cheilinus chlorourus　KAUM–I. 51504, 37.8 mm SL
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■ ミツバモチノウオ　Cheilinus trilobatus　17 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki

分布　インド ・ 太平洋に分布する。 国内で

は伊豆諸島、 小笠原諸島、 和歌山県以南

の太平洋沿岸、 大隅諸島、 琉球列島に分

布する。

備考　本種はアカテンモチノウオ C. chlo-
rourus (Bloch, 1791) に似るが、 体に白色

斑点がない （後者では体の後半部に白色

斑点が散在する）、 背鰭鰭条数が 9 棘 10
軟条 （10 棘 8–9 軟条） であることにより

識別される。

　本種はサンゴ礁域によくみられ、 サンゴ

や岩の隙間を寝床とする。 幼魚から若魚期

には内湾の浅瀬にも出現する。

（片山英里）

■ カマスベラ　Cheilio inermis　NSMT-P 110364, 44.9 mm SL

■ カマスベラ　Cheilio inermis　BSKU 108237, 49.1 mm SL

■ カマスベラ　Cheilio inermis　KAUM–I. 51191, 37.1 mm SL

■ カマスベラ　Cheilio inermis　KAUM–I. 39727, 31.3 mm SL
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スズキ目 ベラ科 カマスベラ属

カマスベラ
Cheilio inermis
(Forsskål, 1775)

形 態　 背 鰭 IX, 13 ； 臀 鰭 III, 12 ； 胸 鰭

12 ； 側線鱗 46–48。 体は細長く、 体高は

体長の 6 分の１以下。 若魚では鰓蓋から

尾柄まで体高はほぼ同長。 口は大きく、 眼

径の約 2 倍になる。 尾鰭は截形。

色彩　底質や周辺の環境によって体色が変

化する。 通常、 幼魚は薄い緑色の地色で、

成魚では薄い黄褐色を呈する個体が多い

が、 赤みや黄色みが強いものもいる。 幼

魚から成魚まで体側の中央と背鰭基底に

白色縦帯が走り、 老成魚では消失する。

分布　インド ・ 太平洋に広く分布する。 国

内では富山湾、 伊豆諸島、 小笠原諸島、

千葉県以南の太平洋沿岸、 大隅諸島、 琉

球列島に分布する。 南日本の沿岸には主

に幼魚から若魚が出現する。

備考　幼魚は特に藻場でよくみられ、 海藻

に隠れるように泳ぐ。 本調査でも茶花漁港

の水深約 1–3 m の藻場で幼魚が多く観察

された。

（片山英里）

スズキ目 ベラ科 イラ属

シチセンベラ
Choerodon fasciatus
(Günther, 1867)

形態　背鰭 XII, 7–8 ； 臀鰭 III, 10 ； 胸鰭

14–15 ； 側線鱗 28–29。 体高が高く、 吻

はゆるやかに尖る。 口は小さい。 胸びれ

は大きく、 腹鰭は小さい。 成魚の尾鰭は截

形で、 幼魚ではやや後縁が丸みを帯びる。

色彩　体の地色はやや黄みがかった白色

で、 頭部から尾柄にかけて約 7 本の濃い

橙色の横帯がある。 体の後方から尾柄部

にかけて、 前端が暗色を呈する。 尾柄部

にある最後の横帯は成長に伴い、 太く黒色

を呈する。 幼魚では背鰭始部と後方、 臀

鰭に黒色の眼状斑がある。 吻部は橙色と

青みがかった暗色の縞模様で、 前端周辺

は橙色。

分布　赤道付近を除く西太平洋に分布す

る。 国内では大隅諸島、 琉球列島に生息

する。

備考　本種はサンゴ礁や岩礁域の岩縁や

洞窟などに単独で生息する。 本調査でも岩

礁に沿って隠れるようにしながら泳ぐ姿が

観察された。 甲殻類や貝類を好む。

（片山英里）

■ シチセンベラ　Choerodon fasciatus　15 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki

■ シチセンベラ　Choerodon fasciatus　17 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki■ シチセンベラ　Choerodon fasciatus
17 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki
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スズキ目 ベラ科 イトヒキベラ属

クロヘリイトヒキベラ
Cirrhilabrus cyanopleura
(Bleeker, 1851)

形態　背鰭 XI–XII, 8–9 ； 臀鰭 III, 8–10 ；

胸鰭 14–16；側線鱗 15–18；背鰭前方鱗 6。

前鰓蓋骨後縁は鋸歯状。 体は細長く、 吻

は短い。 吻長は眼径とほぼ同長で、 やや

丸みを帯びる。 雄の腹鰭は長く伸長し、 肛

門を越えるが、 雌では伸長しない。

色彩　幼魚では体全体がややピンクがかっ

た褐色で、 吻の先端が白色。 各鰭はやや

黄色味がかった透明。 尾柄のやや背側に

黒色斑紋がある。 成魚の雌では体側上方

から中央にかけ淡い黄緑色で、 後方に向

かいピンクがかった褐色になる。 下方は白

色。 吻部の白色と、 尾柄部上方の黒色斑

は残る。 成魚の雄では、 体の地色は前半

が黄褐色で、 後半はピンクとオレンジ色が

混じる。 体側下方は白色を呈する。 胸鰭の

後方には暗色の縁をもつ鱗が 1–4 列ある。

背鰭始部から胸鰭後方に向かって不明瞭

な暗色帯がある。 雌雄ともに胸鰭基底に濃

■ クロヘリイトヒキベラ　Cirrhilabrus cyanopleura　FRLM 43040, 89.0 mm SL

紺の斜帯がある。

分布　東インド洋と西太平洋に分布する。

国内では伊豆諸島、 千葉県以南の太平洋

沿岸、 大隅半島、 琉球列島に分布する。

備考　本種は潮通しの良い、 岩礁やサンゴ

礁の斜面にハレムを形成して生活する。 沖

縄本島では体色のパターンが異なる個体が

観察されている。 それらは成熟しても雄の

腹鰭が伸長せず、 体側下方が黄橙色とな

り、 雌も同様の体色を示す。 体色の変異に

関して、 今後の分類学的研究が望まれる。

（片山英里）

■ クロヘリイトヒキベラ　Cirrhilabrus cyanopleura　KAUM–I. 46036, 94.7 mm SL

■ ニシキイトヒキベラ　Cirrhilabrus exquisitus　KAUM–I. 58512, 33.4 mm SL

スズキ目 ベラ科 イトヒキベラ属

ニシキイトヒキベラ
Cirrhilabrus exquisitus
Smith, 1957

形態　背鰭 XI, 9 ； 臀鰭 III, 9 ； 胸鰭 14–
15 ； 側線鱗 16–18 + 6–7 ； 背鰭前方鱗 5。

体は細長く、 吻は短い。 背鰭および臀鰭後

方の鰭条は前方に比べ長い。 幼魚から雌

の尾鰭はやや丸みを帯びた截形、 雄では

二重湾入型となる。 腹鰭は伸長しない。

色彩　幼魚は体と各鰭がうすい桃色で、 頭

部には眼の上下を通る青白色縦帯がある。
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体側中央から尾柄に向い、 頭部のものより

細い青白色縦帯が走る。 すべての成長段

階を通して尾柄に眼径とほぼ同長の眼状斑

があるが、 婚姻色を呈する雄では薄くなる。

成魚は体が黄緑色で、 幼魚と同様の青白

色縦帯が走る。 胸鰭は透明で赤い縁取り

がある。 雄の尾鰭には多数の青白色斑点

が鰭条に沿って並ぶ。

分布　ハワイ諸島とイースター島を除くイン

ド ・ 太平洋に分布。 国内では伊豆諸島、

小笠原諸島、 静岡県以南の太平洋沿岸、

大隅諸島、 琉球列島に生息する。

備考　外洋に面した、 約 40 m 以深の岩礁

域やガレ場、サンゴ礁域に生息する。 稀種。

本種はハレムを形成して繁殖を行い、 雌か

ら雄へと性転換をする。

（片山英里）

スズキ目 ベラ科 イトヒキベラ属

イトヒキベラ属の一種
Cirrhilabrus lyukyuensis
Ishikawa, 1904

形態　背鰭 XI, 9 ； 臀鰭 III, 9 ； 胸鰭 14–
15 ； 側線鱗 16–18 + 6–7 ； 背鰭前方鱗 6。

体は細長く、 吻は短く、 眼径とほぼ同長で、

やや丸みを帯びる。雄の腹鰭は長く伸長し、

肛門を越えるが、 雌では伸長しない。

色彩　雌雄ともに胸鰭基底の後方に黄色域

がある。 雌は吻から背鰭前方まで黄緑色

■ イトヒキベラ属の一種　Cirrhilabrus lyukyuensis　18 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki

で、 後方はピンクがかった黄色。 雄は体の

前半は青みがかった緑色で、 後方はピンク

色。 胸鰭の後方に、 暗色縁をもつ鱗が 5
列ある。 垂直鰭は緑みを帯び、 腹鰭は深

緑色を呈する。 胸鰭基底から腹側に伸びる

青色斑がある。

分布　日本からフィリピン、 インドネシア北

部、 マレーシアにかけて分布する （Kuiter, 
2013）。 国内では南日本の太平洋沿岸、

大隅諸島、 琉球列島に分布する。

備考　本調査で雄 1 個体の水中写真が撮

影 さ れ た。 Cirrhilabrus lyukyuensis Ishi-

kawa, 1904 は C. cyanopleura (Bleeker, 
1851) の新参異名とされてきた （Randall, 
1992）。 し か し、 Senou et al. (2007) と

Kuiter (2013) は C. cyanopleura を有効と

し、 日本にも分布するとした。 Senou et al. 
(2007) は本種に対して和名 「クロヘリイト

ヒキベラ」 を適用したが、西山・本村 （2012）

や島田 （2013） は、 従来通りクロヘリイト

ヒキベラには C. cyanopleura を用いてい

る。 本書では暫定的に後者に従い、 本種

をイトヒキベラ属の一種とした。 これら 2 種

の有効性や和名の適用ついては、 今後の

分類学的研究が期待される。

（片山英里）

■ ニシキトヒキベラ　Cirrhilabrus exquisitus　17 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki
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スズキ目 ベラ科 イトヒキベラ属

ベニヒレイトヒキベラ
Cirrhilabrus rubrimarginatus
Randall, 1992

形態　背鰭 XI, 9 ； 臀鰭 III, 9 ； 胸鰭 14– 
16 ； 側線鱗 15–18 + 5–8 ； 背鰭前方鱗

4–5。 頬に 2 列の鱗がある。 体高はやや

高く、体長の 3 分の 1。 吻は眼径よりも短く、

丸みを帯びる。 背鰭軟条部と臀鰭は高い。

尾鰭は円形。 本種の雄は腹鰭が長く伸長

し、 臀鰭前端を越える。

色彩　幼魚は薄いピンク色を呈し、 尾柄に

眼状斑がある。 この斑紋は成長とともに消

失する。 雌雄ともに背鰭後方の先端と、 尾

鰭後方が朱色になる。 胸鰭は半透明のオ

レンジ色。 雄は婚姻色を現わすと、 より赤

みの強い体色になり、 臀鰭が白色になる。

分布　南東インド洋と西太平洋に分布する。

■ ベニヒレイトヒキベラ　Cirrhilabrus rubrimarginatus　18 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki

国内では伊豆諸島、 和歌山県以南の太平

洋沿岸、 大隅諸島、 琉球列島に生息する。

備考　本種の若魚は水深 20–30 m に出現

するが、 成魚は通常 40 m 付近で観察され

る。 潮通しの良い岩礁やサンゴ礁で、 ハレ

ムを形成して繁殖を行う。

（片山英里）

■ カンムリベラ　Coris aygula　KAUM–I. 51541, 197.7 mm SL

■ カンムリベラ　Coris aygula　KAUM–I. 40052, 14.0 mm SL■ カンムリベラ　Coris aygula　KAUM–I. 45803, 29.1 mm SL
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スズキ目 ベラ科 カンムリベラ属

カンムリベラ
Coris aygula
Lacepède, 1801

形態　背鰭 XIII–IX, 12–13 ； 臀鰭 III, 12 ；

胸鰭 14 ； 側線鱗 61–66。 体は細長く、 吻

はよく尖る。 成長に伴い、 頭頂部がコブ状

になる。 成魚の尾鰭後縁の鰭膜は深く切れ

こむ。

■ カンムリベラ　Coris aygula　16 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki

色彩　成長にともなう変化が著しい。 幼魚

の地色は白色で、 頭部は黒色の水玉模様。

背鰭鰭膜から基底にかけて 2 眼状斑があ

り、 その下方に鮮やかな橙色の斑紋があ

る。 10 cm 前後の若魚では体前方が黒色

の水玉模様で、 後半が黒褐色。 垂直鰭は

白く縁取られる。 体の中央に 1 本の白色横

帯があるが、 成長に伴い明瞭になる。 成

魚は青黒く、 頭部には橙色の斑点が散在

する。

分布　インド ・ 太平洋に広く分布する。 国

内では伊豆諸島、 小笠原諸島、 茨城県以

南の太平洋沿岸、 大隅諸島、 琉球列島に

生息する。

備考　本種は礫域、 岩礁やサンゴ礁に生

息し、 貝類やカニを捕食する。 特に幼魚は

南日本の広範囲に出現する。 最大体長約

1 m に達する大型種である。

（片山英里）

■ カンムリベラ　Coris aygula　16 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki

スズキ目 ベラ科 カンムリベラ属

シチセンムスメベラ
Coris batuensis
(Bleeker, 1856)

形態　背鰭 IX, 11 ； 臀鰭 III, 11–12 ； 胸鰭

13 ； 側線鱗 50–55。 体はやや細長く、 吻

は尖る。 尾鰭は截形。 腹鰭は短く肛門に

達しない。

■ シチセンムスメベラ　Coris batuensis　BSKU 108285, 83.8 mm SL

色彩　体の地色は白色で薄いピンク色を呈

する。 幼魚、 若魚および雌個体では、 体

にピンク色の斑点が散在し、 背鰭中央と後

方にそれぞれ眼状斑がある。 雄の体側上

方はやや緑みをおび、 背鰭基底から体側

中央にかけて約 5 本の横帯がある。 雌は

淡い桃色にわずかに黄緑色を呈し、 約 5
本の褐色の横帯がある。 頭部にはピンク色

の虫食い模様がある。 雌雄ともに胸鰭基底

が黒色となり、 尾鰭に明瞭な斑紋がない。

分布　チャゴス諸島以東のインド・ 西太平

洋に分布する。 国内では小笠原諸島、 和

歌山県以南の太平洋沿岸、 大隅諸島、 琉

球列島に生息する。

備 考　 本 種 は ス ジ ベ ラ C. dorsomacula 
Fowler, 1908 に似るが、 体高が高いことと

雌雄ともに背鰭に眼状斑があることによっ

て容易に識別される。 本種は小型の甲殻

類や貝類などを捕食する。

（片山英里）
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■ シチセンムスメベラ　Coris batuensis　15 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki

■ スジベラ　Coris dorsomacula　KAUM–I. 55131, 110.3 mm SL

■ スジベラ　Coris dorsomacula　FRLM 42923, 105.3 mm SL ■ スジベラ　Coris dorsomacula　FRLM 43049, 94.7 mm SL

スズキ目 ベラ科 カンムリベラ属

スジベラ
Coris dorsomacula
Fowler, 1908

形 態　 背 鰭 IX, 11–12 ； 臀 鰭 III, 11–12 ；

胸 鰭 13 ； 側 線 鱗 50–55 ； 鰓 耙 17−19。

体は細長く、 体高が低い。 吻は短く尖る。

胸鰭は肛門に達しない。 尾鰭は截形で後

端が丸みを帯びる。

色彩　幼魚は体全体が桃色を呈し、 鰓蓋後

縁に後方が黄色に縁取られる黒色斑があ

る。 また背鰭後端の基底に小黒色斑点が

ある。 これらは雌では残るが、 雄では消失

する。 体色が白みを呈する個体から赤み
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■ スジベラ　Coris dorsomacula　KAUM–I. 42719, 89.3 mm SL

■ スジベラ　Coris dorsomacula　KAUM–I. 42708, 72.0 mm SL

■ スジベラ　Coris dorsomacula　FRLM 43048, 83.4 mm SL
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が強いものまで変異が大きい。 体側に約 6
本の白色横帯がある。

分布　東インド洋と西太平洋に分布する。

国内では伊豆諸島、 小笠原諸島、 相模湾

以南の太平洋沿岸、 大隅諸島、 琉球列島

に分布する。

備考　最大で体長 20 cm 程度。 南日本の

沿岸において、 本属の中で最も普通にみら

れる。

（片山英里） ■ スジベラ　Coris dorsomacula　16 Apr. 2012
Photo by S. Harazaki

スズキ目 ベラ科 カンムリベラ属

ツユベラ
Coris gaimard
(Quoy & Gaimard, 1824)

形態　背鰭 IX, 12–13 ； 臀鰭 III, 12–13 ；

胸鰭 13 ； 側線鱗 70–80。 雄は成魚になる

と第 1 背鰭棘が著しく伸張する。

色彩　成長にともない著しく変化する。 幼魚

は橙色の地色に、 黒色の縁取りがある白

色の鞍状斑がある。 若魚は赤褐色の体色

に青色の斑点が散在する。 成魚では青色

斑点がより密になり、 吻から鰓蓋と背鰭始

部に向かい緑色の 3 縦帯が走る。

分布　東インド洋と太平洋に広く分布し、 国

内では伊豆諸島、 小笠原諸島、 神奈川県

以南の太平洋沿岸、 大隅諸島、 琉球列島

に分布する。

備考　南日本では普通種で、 岩礁やサンゴ

礁域でよく観察される。

（片山英里）

■ ツユベラ　Coris gaimard　KAUM–I. 51540, 175.1 mm SL

■ ツユベラ　Coris gaimard　KAUM–I. 42721, 22.9 mm SL

■ ツユベラ　Coris gaimard　16 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki
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スズキ目 ベラ科 ギチベラ属

ギチベラ
Epibulus insidiator
(Pallas, 1770)

形態　背鰭 IX–X, 9–11 ； 臀鰭 III, 8–9 ； 胸

鰭 12 ； 側線鱗 14–15+8–9。 頭は大きく、

体長の 3 分の 1 以上。 前頭部はわずか

にこぶ状になる。 口は著しく前方に突出す

るが、 両顎の開閉部が小さく、 ストロー状

になる。 閉口時、 下顎は後方へ突出する。

胸鰭は小さく丸い。 腹鰭は長く、 肛門に達

する。 背鰭と臀鰭後端はよく尖り、 臀鰭で

は長く伸長する。 成魚の尾鰭両葉の先端

■ ギチベラ　Epibulus insidiator　18 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki

は長く伸長し、 中央部はよく切れ込む。

色彩　成長に伴い大きく変化する。 幼魚は

体の地色が茶色、 眼の周辺には放射状に

伸びる細い白色帯がある。 背鰭中央付近

と後方、 臀鰭に黒色斑があり、 その斑紋中

に白色線がある。 若魚は薄い黄褐色の体

色を示し、 頭部と尾柄は灰色。 成魚の雄で

は、 濃い褐色の体色で、 各鱗は黒色に縁

どられる。 背側が鮮やかなオレンジ色にな

る。

分布　イースター島を除くインド・ 太平洋に

分布する。 国内では伊豆諸島、 和歌山県

以南の太平洋沿岸、 大隅半島、 琉球列島

に分布する。

備考　本種の口は両顎ともに前方へ大きく

突出し、 サンゴや転石の隙間などに隠れて

いる甲殻類などの小動物を補食する。 幼魚

は内湾などの穏やかな場所で観察される。

（片山英里）

■ ギチベラ　Epibulus insidiator　17 Apr. 2012
Photo by S. Harazaki

スズキ目 ベラ科 クギベラ属

クギベラ
Gomphosus varius
Lacepède, 1801

形態　背鰭 VIII, 13–14 ； 臀鰭 III, 10–13 ；

胸鰭 15 ； 側線鱗 26–30。 体は細長く、 吻

は細長く前方に突出する。 幼魚では吻が短

いが、 成長に伴い長くなる。 胸鰭は上方が

長く三角形。 尾鰭は雄では湾入形、 幼魚と

雌では後縁が丸い截形。

色彩　体色は成長にともない著しく変化す

る。 幼魚では、 体側上方が緑色、 中央か

ら腹部は白色で、 吻から尾柄にかけて 2
本の黒色縦帯によって塗り分けられる。 若

魚と雌では、 体側前半が白色、 後半と背

鰭および臀鰭鰭膜が黒色、 臀鰭基底には

黄色斑点が並ぶ。 吻端から眼の後方へ延

びる褐色縦線がある。 雄では体全体が緑

色を呈し、 頭部は紺色となる。 鰓蓋後方に

は明るい黄緑色の斑紋がある。

分布　東インド洋とイースター島を除く太平

洋に広く分布する。 国内では小笠原諸島、

伊豆諸島、 千葉県以南の太平洋沿岸、 九

州西岸、 大隅諸島、 琉球列島の広範囲で

確認されている。

備考　サンゴ礁付近で普通にみられ、 幼魚

はその隙間などで観察される。

（片山英里）
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■ クギベラ　Gomphosus varius　KAUM–I. 42273, 35.1 mm SL

■ ニシキキュウセン　Halichoeres biocellatus　KAUM–I. 51395, 75.5 mm SL

■ ニシキキュウセン　Halichoeres biocellatus　KAUM–I. 58511, 36.1 mm SL
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ニシキキュウセン
Halichoeres biocellatus
Schultz, 1960

形態　背鰭 IX, 12 ； 臀鰭 III, 11 ； 胸鰭 13 ；

側線鱗 27。 吻は尖り、 口は小さい。 腹鰭

は短く、 肛門に達しない。 尾鰭は幼魚～若

魚と雌では截形、成魚では二重截形となる。

色彩　体は赤色で、 幼魚では約 4 本の白

色縦帯があり、 尾柄上方に黒色斑がある。

幼魚から若魚、 雌では背鰭の中央付近と

後方に 2 眼状斑がある。 雌雄ともに成魚

の頭部の縦帯は緑色になる。 吻から眼下

を通り、 鰓蓋上方に向かう縦帯と、 下顎後

方から前鰓蓋に沿って走る緑色帯がある。

分布　東インド洋と西太平洋に分布する。

国内では伊豆諸島、 小笠原諸島、 伊豆半

島以南の太平洋沿岸、 大隅諸島、 琉球列

島に分布する。

備 考　 本 種 は ツ キ ベ ラ H. orientalis 
Randall, 1999 に似るが、 雌雄ともに眼の

後方に 2 本の緑色横帯があることで識別さ

れる。

（片山英里）

■ ニシキキュウセン　Halichoeres biocellatus　17 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki ■ ニシキキュウセン　Halichoeres biocellatus　17 Apr. 2012
Photo by S. Harazaki

■ ニシキキュウセン　Halichoeres biocellatus　17 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki ■ ニシキキュウセン　Halichoeres biocellatus　17 Apr. 2012
Photo by S. Harazaki

■ ニシキキュウセン　Halichoeres biocellatus　17 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki ■ ニシキキュウセン　Halichoeres biocellatus　17 Apr. 2012
Photo by S. Harazaki

スズキ目 ベラ科 ホンベラ属

キスジキュウセン
Halichoeres hartzfeldii
(Bleeker, 1852)

形態　背鰭 IX, 11 ； 臀鰭 III, 11 ； 胸鰭 13 ；

側線鱗 27。 体は細長く、 後方に向かって

より細くなる。 幼魚は体高が低く、 吻はよく

尖る。

色彩　幼魚は体全体が半透明の地色、 体

側中央には太い赤褐色縦帯があり、 臀鰭

基底には細い縦帯がある。 雌では、 それ

らの縦帯が鮮やかな黄色となる。 成魚の雄

では、 体が黄色みを帯びた緑色を呈し、 体
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■ キスジキュウセン　Halichoeres hartzfeldii　FRLM 42873, 143.0 mm SL

側中央のやや直上には青色の縁取りをも

つ黄色縦帯がある。 垂直鰭の基底付近に

はそれぞれ青色のラインがある。 頭部には

黄色の虫食い状の模様がある。

分布　西太平洋に分布する。 国内では伊

豆諸島、 小笠原諸島、 静岡県以南の太平

洋沿岸、 琉球列島に生息する。

備考　本種は高知県の柏島では成魚も確

認されているが、 琉球列島における分布

は、 沖縄諸島以南とされている （島田、

2013）。 与論島では 2 個体の標本が採集

され、 本種の琉球列島内での追加記録と

なる。 ガレ場や砂地にハレムを形成して生

活する。

（片山英里）

■ キスジキュウセン　Halichoeres hartzfeldii　KAUM–I. 51375, 158.8 mm SL

■ トカラベラ　Halichoeres hortulanus　17 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki
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スズキ目 ベラ科 ホンベラ属

トカラベラ
Halichoeres hortulanus
(Lacepède 1801)

形態　背鰭 IX, 10–11 ； 臀鰭 III, 11 ； 胸鰭

13–15 ； 側線鱗 26–28。 体は細長く、 体

高はやや高く、 体長の約 3 分の 1。 口は

小さく、 吻は尖る。 眼の後方に小鱗列があ

り、 鰓蓋上部の鱗を欠く。 両顎に 2 組の犬

■ トカラベラ　Halichoeres hortulanus　KAUM–I. 39952, 106.5 mm SL

歯状歯があり、 上顎の後方には湾曲した 1
組の犬歯状歯がある。

色彩　幼魚から若魚では白色と黒色の不規

則な縞模様となる。 成魚は頭部が緑色の

地色で、 ピンク色の縞模様がある。 項部

から背鰭前方にかけてピンク色の水玉模様

で、 体側には薄い緑色で青紫色の細長い

小斑が規則正しく並ぶ。尾鰭は黄色を呈し、

雌雄ともに褐色の縞模様がある。

分布　ハワイ諸島を除くインド ・ 太平洋に分

布する。 国内では伊豆諸島、 小笠原諸島、

相模湾以南の太平洋沿岸、 九州西岸、 大

隅諸島、 琉球列島に生息する。

備考　本種は 20 m 以浅の潮通しの良いガ

レ場、 サンゴ礁域に生息する。 南日本の

沿岸では主に幼魚が観察される。

（片山英里）

■ トカラベラ　Halichoeres hortulanus　KAUM–I. 48147, 31.3 mm SL ■ トカラベラ　Halichoeres hortulanus　NSMT-P 110403, 10.3 mm SL

■ トカラベラ　Halichoeres hortulanus　KAUM–I. 46041, 149.6 mm SL
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アカニジベラ
Halichoeres margaritaceus
(Valenciennes, 1839)

形 態　 背 鰭 IX, 11 ； 臀 鰭 III, 11 ； 胸 鰭

13–14 ； 側線鱗 27。 体はやや細長く、 吻

はよく尖る。 上顎長は眼径とほぼ同長。 胸

鰭は上方が長く、 三角形。 背鰭の前方は

低く、中央部がもっとも高い。尾鰭は截形で、

後端がわずかに丸みを帯びる。

■ アカニジベラ　Halichoeres margaritaceus　KAUM–I. 51247, 51.0 mm SL

色彩　幼魚の地色は半透明から白色で、 体

側の中央付近に不明瞭な横帯がある。 成

魚の雌では体側上方が赤褐色で、 下方が

緑白色。 背鰭基底と体側下方に、 不定形

の白色斑点の縦列がある。 腹部には、 体

側中央から腹側に向かって走る白色線があ

る。 雄は体の地色が薄い緑色で、 頭部に

オレンジ色の虫食い模様がある。 眼下の模

様は、 上顎から鰓蓋後端に向かってまっす

ぐに走る。 幼魚から成魚まで、 背鰭中央に

黒色眼状斑がある。

分布　東インド洋とハワイ諸島 ・ イースター

島を除く太平洋に分布する。 国内では伊豆

諸島、 小笠原諸島、 静岡県以南の太平洋

沿岸、 九州西岸、 大隅諸島、 琉球列島に

分布する。

備考　本種はイナズマベラ H. nebulosus 
(Valenciennes, 1839)、ホホワキュウセンH. 
miniatus (Valenciennes, 1839) に似るが、

頬部の斑紋が直線であること、 体側上方の

体色が比較的明るいことによって区別され

る。

（片山英里）

■ アカニジベラ　Halichoeres margaritaceus　17 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki■ アカニジベラ　Halichoeres margaritaceus　16 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki

■ アカニジベラ　Halichoeres margaritaceus　17 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki ■ アカニジベラ　Halichoeres margaritaceus
16 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki
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カノコベラ
Halichoeres marginatus
Rüppell, 1835

形態　背鰭 IX, 13–14 ； 臀鰭 III, 12–13 ；

胸鰭 14–15 ； 側線鱗 27–28。 体前半の体

高は高く、 後方に向かうにつれて低くなる。

吻はやや尖り、 両顎は小さい。 雄の腹鰭

は第 1 軟条が伸長し、 肛門に達する。 尾

鰭は截形で、 後端が丸い。

色彩　成長に伴い著しく変化する。 幼魚は

体の地色が黒色で、 約 3 本の不連続の白

色縦帯が走り、 背鰭中央に目立つ黒色眼

状斑がある。 若魚と成魚の雌では、 尾鰭を

除く体全体が黒褐色となる。 背鰭前端に小

眼状斑があり、 中央の眼状斑は眼径の約

2 倍に達する。雄は体の前方が茶色を呈し、

多数の青色帯が縦走するが、 後方は緑色

で、 朱色の斑紋が規則的に並ぶ。 垂直鰭

はオレンジ色に緑色の模様があり、 その縁

辺は鮮やかな青色の縁取りがある。 鰭の

縁辺は深緑色。 腹鰭は緑茶色で、 第 1 軟

条に沿ってオレンジ色のラインがある。

分布　マルケサス諸島とイースター島を除く

インド ・ 太平洋に広く分布する。 国内では

伊豆諸島、 相模湾以南の太平洋沿岸、 九

州西岸、 大隅諸島、 琉球列島に生息する。

備考　幼魚は南日本のサンゴ礁域で普通に

みられ、 サンゴや岩礁に沿うように泳ぐ。

（片山英里）

■ カノコベラ　Halichoeres marginatus　KAUM–I. 40343, 134.4 mm SL

■ カノコベラ　Halichoeres marginatus　KAUM–I. 45982, 54.3 mm SL

■ カノコベラ　Halichoeres marginatus　KAUM–I. 41129, 26.7 mm SL
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■ カノコベラ　Halichoeres marginatus　15 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki ■ カノコベラ　Halichoeres marginatus　16 Apr. 2012
Photo by S. Harazaki

スズキ目 ベラ科 ホンベラ属

ムナテンベラ
Halichoeres melanochir
Fowler & Bean, 1928

形 態　 背 鰭 IX, 12 ； 臀 鰭 III, 12 ； 胸 鰭

14 ； 側線鱗 27–28。 体高は低く、 体長の

3 分の 1。 吻はやや尖る。 腹鰭は肛門に

達しない。 尾鰭は截形で後縁は丸い。

色彩　体長 2 cm 程度の幼魚では赤褐色の

体色に吻から尾柄にかけて、 3 本の白色

縦線がある。背鰭始部と中央部、胸鰭基底、

■ ムナテンベラ　Halichoeres melanochir　FRLM 43044, 105.9 mm SL

尾柄上方には黒色斑がある。 若魚の体色

は青色を呈し、 背鰭中央部の眼状斑は成

長にともない消失するが、 背鰭前方の黒色

斑は成魚まで残る。 体長約 3 cm の幼魚

から成魚まで、 腹鰭は鮮やかな山吹色を

呈する。 成魚では胸鰭の基底の黒色斑が

大きく、 よく目立つ。 体長 10 cm を越える

個体では青色の体色に橙みを帯び、 背鰭

と臀鰭には約 3 本の橙色縦帯がある。 雄

成魚の体側中央から上方にかけて、 眼の

後方から体側後半部にかけて小黒色斑点

が規則的に並ぶ。

分布　南東インド洋と西太平洋に分布。 国

内では伊豆諸島、 小笠原諸島、 千葉県以

南の太平洋沿岸、 九州西岸、 大隅諸島、

琉球列島に分布する。

備 考　 幼 魚 は カ ノ コ ベ ラ H. marginatus 
Rüppell, 1835 に似るが、 体色が青いこと、

腹鰭が橙色であることにより識別される。

　潮通しの良い岩礁やサンゴ礁に生息し、

南日本でも幼魚から成魚まで観察される。

体長は約 18 cm に達する。

（片山英里）
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イナズマベラ
Halichoeres nebulosus
(Valenciennes, 1839)

形 態　 背 鰭 IX, 11 ； 臀 鰭 III, 11 ； 胸 鰭

13–15 ； 側線鱗 27。 体は細長い。 吻はゆ

るやかに尖る。 尾鰭は截形で、 後端は丸

みを帯びる。 腹鰭は肛門に達しない。

色彩　幼魚の地色は半透明で、 鰓蓋後方

と体側の中央に黒色部があり、 体側に不

定形の白色斑が散在する。 背鰭中央に眼

状斑があり、 成長とともに周辺の模様と繋

がる。 若魚と雌は、 体側上方が赤みをお

び、黒色のまだら模様がある。 頭部腹側は、

わずかに黄色みを帯び、 腹部後方は鮮や

かなピンク色。 成魚の雄では、 頭部は薄い

緑色でオレンジ色の虫食い模様がある。 そ

のうちの一つは、眼下から鰓蓋下方に走る。

■ ムナテンベラ　Halichoeres melanochir　KAUM–I. 41164, 38.9 mm SL

■ ムナテンベラ　Halichoeres melanochir　15 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki ■ ムナテンベラ　Halichoeres melanochir　16 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki

■ ムナテンベラ　Halichoeres melanochir　15 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki ■ ムナテンベラ　Halichoeres melanochir　17 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki



ベ
ラ
科

400

Labridae
Wrasses

■ イナズマベラ　Halichoeres nebulosus　17 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki

分布　ソロモン諸島とバヌアツを除くインド ・

西太平洋に分布する。 国内では伊豆諸島、

小笠原諸島、 静岡県以南の太平洋岸、 九

州西岸、 大隅諸島、 琉球列島に生息する。

備考　本調査では雄 1 個体が撮影され

た。 本種はアカニジベラ H. margaritaceus 
(Valenciennes, 1839) によく似るが、 背側

の黒色が濃いことと、鰓蓋の斑紋はへの字、

または後方に向かい下降することによって

識別される。

（片山英里）

スズキ目 ベラ科 ホンベラ属

ツキベラ
Halichoeres orientalis
Randall, 1999

形態　背鰭 IX, 12 ； 臀鰭 III, 11–12 ； 胸鰭

13 ； 側線鱗 27 ； 鰓耙 16–18。 体高はや

や高く、体長の 3 分の 1。体はよく側扁する。

口はわずかに斜めで、 小さい。 口唇は厚

みがある。 頬と鰓蓋に鱗がない。 両顎の

前端に 1 組の強い犬歯状歯がある。

色彩　幼魚から成魚を通して体色は緑色

で、 赤い縞模様がある。 背鰭の中央と後

半部に 2 眼状斑がある。 幼魚では体側中

央に細く白い縦線が入る。 この白線は成長

に伴い消失する。 成魚は体前半に赤色と

緑色の縞模様があり、 後半は赤色を呈す

る。

■ ツキベラ　Halichoeres orientalis　16 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki

分布　南シナ海、 台湾、 日本に分布。 国

内では伊豆諸島、 小笠原諸島、 静岡県以

南の太平洋沿岸、 大隅諸島、 琉球列島に

分布する。

備考　本種は 1997 年に Halichoeres sp. 
として小笠原から報告された （Randall et 
al., 1997）。 その後、Randall (1999) によっ

て、 沖縄県の瀬底で採集された標本に基

づいて新種記載された。 ニシキキュウセン

に似るが、 眼の後方に 1 縦帯があることで

識別される。 またニシキキュウセンの幼魚

から若魚にみられる尾柄部の黒色斑点は、

本種にはない。 岩礁およびサンゴ礁域に生

息し、 体長約 15 cm の小型種。

（片山英里）

■ ツキベラ　Halichoeres orientalis　16 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki
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ミツボシキュウセン
Halichoeres trimaculatus
(Quoy & Gaimard, 1834)

形態　背鰭 IX, 11 ； 臀鰭 III, 10 ； 胸鰭 14
–15 ； 側線鱗 27–28。 体は細長く、 吻は長

■ ミツボシキュウセン　Halichoeres trimaculatus　KAUM–I. 40191, 104.5 mm SL

く丸い。 口唇は厚い。 腹鰭は短く、 肛門に

達しない。 尾鰭は截形。 眼の後方の鱗を

欠く。

色彩　体は白色。 幼魚から若魚までは、 吻

から頭部にピンク色の不規則な縦帯があ

る。 雌では鱗が薄いオレンジ色 （生鮮時は

黄褐色） で縁取られる。 成魚では尾柄上

方に黒色斑がある。 成魚の雄は、 頭部の

吻と下顎の後端からそれぞれ鰓蓋上方に

延びるピンク色の虫食い状の模様があり、

胸鰭上方に黒色斑がある。

分布　東インド洋と （ハワイ諸島を除く） 太

平洋に分布する。 国内では伊豆諸島、 静

岡県以南の太平洋沿岸、 大隅諸島、 琉球

■ ミツボシキュウセン　Halichoeres trimaculatus　KAUM–I. 40192, 95.6 mm SL■ ミツボシキュウセン　Halichoeres trimaculatus　FRLM 42777, 99.8 mm SL

■ ミツボシキュウセン　Halichoeres trimaculatus　FRLM 42779, 68.7 mm SL ■ ミツボシキュウセン　Halichoeres trimaculatus　FRLM 42778, 37.9 mm SL

■ ミツボシキュウセン　Halichoeres trimaculatus　KAUM–I. 47945, 31.3 mm SL ■ ミツボシキュウセン　Halichoeres trimaculatus　FRLM 42776, 23.9 mm SL
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■ ミツボシキュウセン　Halichoeres trimaculatus　KAUM–I. 42277, 45.7 mm SL

列島に出現する。

備考　雄は繁殖期になると婚姻色を現

し、 体側の前方付近が暗色を呈し、 胸鰭

上方に黄色と黒色の斑紋が出現する。 本

種はセイテンベラ H. scapularis (Bennett, 
1832) によく似るが、 成魚は雌雄ともに尾

柄部に黒色斑があること （セイテンベラで

は不明瞭な小斑点列がある）、 幼魚は体側

に縦帯がないこと （ある） により識別される。

（片山英里）

■ ミツボシキュウセン　Halichoeres trimaculatus　17 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki

スズキ目 ベラ科 タレクチベラ属

シマタレクチベラ
Hemigymnus fasciatus
(Bloch, 1792)

形態　背鰭 IX, 11 ； 臀鰭 III, 11 ； 胸鰭 14 ；

側線鱗 26–30。 体高は高く、頭部は大きい。

両顎の口唇は厚い。 腹鰭は短く肛門に達し

ない。尾鰭は幼魚では円形、成魚では截形。

色彩　成長に伴い著しく変化する。 幼魚は

体の地色が緑褐色で、 6 本の細い白色横

帯がある。 成長に伴って太く、 4 本の横帯

となり、 腹側から背側に向かって細くなる。

尾鰭基底に細い白色横帯がある。 頭部は、

幼魚では眼から外側に放射状に向かう白

線があり、 成魚では緑色と薄いオレンジ色

の虫食い模様となる。

分布　ハワイ諸島とイースター島を除くイン

ド・ 太平洋に広く分布する。 国内では伊豆

諸島、 小笠原諸島、 和歌山県以南の太平

洋沿岸、 大隅諸島、 琉球列島に出現する。

備考　潮通しの良いガレ場、 岩礁、 サンゴ

礁域に生息する。 幼魚は体をくねらせてサ

ンゴや岩礁の隙間などを隠れながら泳ぐ。

幼魚はタレクチベラ H. melapterus (Bloch, 
1791) 同様にサンゴ礁域で普通にみられ

る。

（片山英里）

■ シマタレクチベラ　Hemigymnus fasciatus　16 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki
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スズキ目 ベラ科 タレクチベラ属

タレクチベラ
Hemigymnus melapterus
(Bloch, 1791)

形態　背鰭 IX, 10–11 ； 臀鰭 III, 11 ； 胸鰭

14 ； 側線鱗 27–28。 体高は高く、 頭は大

きい。 両顎の口唇がひじょうに分厚い。 吻

は長く、 眼径の約 3 倍、 幼魚では短く、 眼

径とほぼ同長。 尾鰭は截形。

色彩　成長に伴い著しく変化する。 幼魚の

地色は緑褐色で、 体全体に霜降り状の白

色斑点が散在する。 体には 4−5 本の白色

縦帯があり、 そのうち胸鰭後方部の白色帯

がもっとも太い。 頭部には眼から走る放射

状白色線がある。 成魚では体の前半が白

色、 後半が黒褐色に塗り分けられるが、 若

魚では尾柄と尾鰭が山吹色になる。 吻から

眼の後方にかけて、 薄いえんじ色と緑色の

まだら模様になる。 老成魚になると、 体全

体が緑みを帯びる。

■ タレクチベラ　Hemigymnus melapterus　KAUM–I. 46054, 25.3 mm SL

分布　ハワイ諸島を除くインド・ 太平洋に分

布する。 国内では伊豆諸島、 小笠原諸島、

相模湾以南の太平洋沿岸、 大隅諸島、 琉

球列島にみられる。

備考　サンゴ礁域にみられ、 砂底に隠れ

ている甲殻類などを探す様子が観察され

る。 幼魚は体をくねらせて泳ぐ。 本種の幼

魚はシマタレクチベラ H. fasciatus (Bloch, 
1792) によく似るが、 横帯数が少ないこと

や、 2 番目の白色横帯が太いことによって

識別される。 成魚は体が 2 色に塗り分けら

れることで容易に区別することができる。 幼

魚は南日本沿岸の珊瑚礁域で普通に出現

する。

（片山英里）

■ シマタレクチベラ　Hemigymnus fasciatus　KAUM–I. 41112, 25.6 mm SL

スズキ目 ベラ科 シロタスキベラ属

ナメラベラ
Hologymnosus annulatus
(Lacepède, 1801)

形 態　 背 鰭 IX, 12 ； 臀 鰭 III, 12 ； 胸 鰭

13 ； 側線鱗 100–124。 体は細長く、 体高

は頭から尾柄まで低い。 口は小さく、 吻や

細長く尖る。 尾鰭は幼魚では円形で、 成魚

では截形、 老成魚ではやや湾入する。 胸

鰭は上端がよく尖る。

色彩　成長にともない著しく変化する。 幼魚

は茶褐色で、 吻端から尾鰭基底にかけて

幅の広いクリーム色の縦帯が走る。 尾鰭
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■ ナメラベラ　Hologymnosus annulatus　17 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki

■ ナメラベラ　Hologymnosus annulatus　17 Apr. 2012
Photo by S. Harazaki

■ ナメラベラ　Hologymnosus annulatus　16 Apr. 2012
Photo by S. Harazaki

■ ナメラベラ　Hologymnosus annulatus　17 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki

の先端は半透明。 成魚の雌は、 全体が茶

褐色を呈し、 体側には 20 本ほどの赤褐色

の細い横線がある。 吻端と背鰭 ・ 臀鰭 ・

腹鰭と胸鰭の鰭条は黒色を呈する。 尾鰭

は濃黒褐色で、 先端は半透明。 雄では、

体全体が緑色を呈し、 頬部と尾鰭は青色、

体側の横帯は青色となる。

分布　ハワイ諸島とイースター島を除くイン

ド・ 太平洋に広く分布する。 国内では伊豆

諸島、 小笠原諸島、 静岡県以南の太平洋

沿岸、 大隅諸島、 琉球列島に生息する。

備考　本調査では水中写真のみに基づく記

録である。 成魚はサンゴの根元などを寝床

とし、 広い行動範囲をもつ。

（片山英里）

スズキ目 ベラ科 シロタスキベラ属

シロタスキベラ
Hologymnosus doliatus
(Lacepède, 1801)

形 態　 背 鰭 IX, 12 ； 臀 鰭 III, 12 ； 胸 鰭

13 ； 側線鱗 97–112。 幼魚は体がより細長

く、 成魚では体高が高くなる。 その長さは

約 3 分の 1 から 5 分の 1。 体はよく側扁す

る。 頭部と吻はよく尖り、 前方に突出する。

胸鰭は上方の後端がよく尖る。 腹鰭は短く、

肛門に達しない。 尾鰭は截形で、 雄成魚

ではやや湾入する。
■ シロタスキベラ　Hologymnosus doliatus　17 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki
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■ シロタスキベラ　Hologymnosus doliatus　FRLM 42874, 168.7 mm SL

色彩　幼魚では白色の体に赤色の細い 3
縦帯がある。 腹側の縦線がもっとも太い。

成魚は体色が薄緑色となり、 体側に多数

の褐色から青みがかった細い横帯がある。

鰓蓋後端に 1 黒色斑がある。 成熟雄の頭

部には紫色の模様が入る。

分布　紅海を除くインド ・ 西太平洋に広く分

布する。 国内では小笠原諸島、 伊豆諸島、

静岡県以南の太平洋沿岸、 大隅諸島、 琉

球列島に分布する。

備考　本種の雄は繁殖期に婚姻色になる

と、 胸鰭後方の体側に白色の横帯が入り、

頭部と横帯の間が暗色を呈する。 幼魚は

30m 以浅の礫域やサンゴ礁でみられる。

体長は最大で約 40 cm ほどになる。

（片山英里）

スズキ目 ベラ科 テンス属

ホシテンス
Iniistius pavo
(Valenciennes, 1840)

形態　背鰭 IX, 12–13 ； 臀鰭 III, 12–13 ；

胸鰭 12 ； 側線鱗 20–22 + 5–6。 体高が高

く、 体長の約 2 分の 1。 頭頂から口までが

急勾配でほぼ垂直。 口唇は厚い。 第 1 背

鰭は幼魚から成魚まで長く伸張するが、 成

長にともないやや短くなる。 眼下後方には

■ ホシテンス　Iniistius pavo　17 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki

2–3 列の鱗がある。 尾鰭は截形で後端が

やや丸い。

色彩　幼魚から若魚では体全体が褐色を呈

するか、 褐色と白色の縞模様を示す。 成

魚の体色は白色で、 背鰭前方の下方に黒

色斑がある。 老成魚では体中に黒色斑が

散在する。

分布　インド ・ 西太平洋に広く分布する。

国内では伊豆諸島、 小笠原諸島、 富山湾、

千葉県以南の太平洋沿岸、 大隅諸島、 琉

球列島に生息する。

備考　本種は潮通しのよい砂地に生息し、

危険を感じると頭から砂に潜る。 幼魚は

潮に流されるかのように海底直上をゆら

ゆらと泳ぐ。 若魚はしばしばテンス I. dea 
(Temminck & Schlegel, 1845) の若魚と混

同されるが、 眼下から後方に向かう暗色帯

がないことにより識別される。 成魚は貝類、

軟体類、 甲殻類などを捕食する。 最大体

長は約 40 cm に達する。

（片山英里）
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スズキ目 ベラ科 テンス属

テンス属の一種
Iniistius sp.

形態　背鰭 VIII, 10–11 ； 臀鰭 III, 12。 体

高が高く、 吻が丸い。 体は全体的に丸み

を帯びる。背鰭第 1 および 2 棘がやや長く、

軟条部とほぼ同じ長さで、 その後方の背鰭

棘部は低い。 頭頂から吻端にかけて緩や

かに下降し、 口は眼とよく離れて、 下方に

■ テンス属の一種　Iniistius sp.　KAUM–I. 47913, 36.6 mm SL

ある。 尾鰭は截形で、後端や丸みを帯びる。

色彩　生鮮時、 頭部は白色で、 眼を通る 2
本の縦帯がある。 眼の後方には赤褐色の

小斑が散在する。 体はやや緑がかった茶

色で、 胸鰭の上方と体側中央、 尾柄部の

前方に不明な白色帯がある。

分布　与論島。

備考　本種は水深 2–5 ｍ から採集された。

ハゲヒラベラ I. aneitensis (Günther, 1862)

の幼魚によく似るが、眼状斑がやや小さい、

吻が丸い、 頭部の眼から下方に向かう茶

褐色帯が太い、 その斑紋の後方に下方に

向かう縦帯がある、 体側の中央に白色部

分がある、 尾鰭の中央まで褐色になること

などにより異なる。 他のテンス属既知種の

幼魚である可能性も考えられるが、 これま

でに日本で報告されている幼魚や若魚の特

徴とは一致しないため、 今後の分類学的研

究が望まれる。

（片山英里）

■ テンス属の一種　Iniistius sp.　KAUM–I. 47990, 32.6 mm SL



Labridae

ベ
ラ
科

407

Wrasses

スズキ目 ベラ科 ソメワケベラ属

ソメワケベラ
Labroides bicolor
Fowler & Bean, 1928

形態　背鰭 IX, 10–11 ； 臀鰭 III, 9–10 ； 胸

鰭 13 ； 側線鱗 26–28。 体は細長く、 全体

を通してほぼ同じ高さ。 吻は長くよく尖る。

尾鰭は大きく、 截形でやや丸みを帯びる。

■ ソメワケベラ　Labroides bicolor　KAUM–I. 51328, 61.4 mm SL

色彩　幼魚は体色が黒色で、 吻から尾鰭

上葉に１黄色縦帯がある。 若魚では体全

体が白色で、 吻から体側中央部に向かっ

て太い縦帯が走る。 成魚では、 体の前方

は青みを帯びた黒色、 後方では淡い黄色。

尾鰭は半円形の黒色帯で、 後方縁辺は白

色に縁取られる。

分布　ペルシャ湾、 ハワイ諸島およびイー

スター島を除くインド ・ 太平洋に広く分布す

る。 国内では小笠原諸島、 伊豆諸島、 和

歌山県以南の太平洋沿岸、 大隅諸島、 琉

球列島に分布する。

備考　本種の幼魚はホンソメワケベラ L. 
dimidiatus (Valenciennes, 1839) と同様に

頻繁にクリーニングをする。 幼魚は岩陰や

サンゴの裏などの薄暗い場所でよくみられ

る。 大隅諸島や琉球列島では成魚も頻繁

にみられるが、 南日本の太平洋沿岸には

ほとんど出現しない。

（片山英里）

■ ソメワケベラ　Labroides bicolor　KAUM–I. 42718, 42.0 mm SL

■ ソメワケベラ　Labroides bicolor　18 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki■ ソメワケベラ　Labroides bicolor　15 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki
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スズキ目 ベラ科 ソメワケベラ属

ホンソメワケベラ
Labroides dimidiatus
(Valenciennes, 1839)

形態　背鰭 IX, 11–12 ； 臀鰭 III, 10 ； 胸鰭

13 ； 側線鱗 52–53。 体は細長く、 全体を

通してほぼ同じ高さ。 尾鰭が大きく、 幼魚

と若魚では円形、 成魚では截形となる。

色彩　幼魚では体は黒色で、 吻から尾鰭の

上葉に向い青色の縦帯がある。 若魚から

成魚にかけて、 背側と腹側に白色部が現

れ、 徐々に広がる。 成魚では白色の体色

■ ホンソメワケベラ　Labroides dimidiatus　KAUM–I. 39958, 42.3 mm SL

に吻から尾鰭先端にかけて、 後方ほど太

い黒色縦帯がある。 体側背側は淡い黄色。

尾鰭は薄い青色を呈する。

分布　ハワイ諸島とイースター島を除くイン

ド ・ 太平洋に広く分布する。 国内では伊豆

諸島、 小笠原諸島、 千葉県以南の太平洋

岸、 新潟県以南の日本海沿岸、 大隅諸島、

琉球列島に広く分布する。

備考　クリーナーとして知られ、 他の魚の体

表や口腔内につく寄生虫などを食べる。 岩

陰などでクリーニングをしている姿が観察さ

れる。 本種は一夫多妻型ハレムを作り、 繁

殖を行う。 その中で、 ハレム雄が死亡する

と、 最大雌が性転換をしてハレム雄となる。

南日本沿岸の浅場で普通に観察される。

（片山英里）

■ ホンソメワケベラ　Labroides dimidiatus　NSMT-P 110322, 29.0 mm SL

■ ホンソメワケベラ　Labroides dimidiatus　KAUM–I. 41212, 23.3 mm SL

■ ホンソメワケベラ　Labroides dimidiatus　KAUM–I. 40092, 11.4 mm SL

■ ホンソメワケベラ　Labroides dimidiatus
18 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki

■ ホンソメワケベラ　Labroides dimidiatus
15 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki
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■ ノドグロベラ　Macropharyngodon meleagris　KAUM–I. 51527, 90.7 mm SL

■ ノドグロベラ　Macropharyngodon meleagris　BSKU 108320, 42.1 mm SL

■ ノドグロベラ　Macropharyngodon meleagris　KAUM–I. 51508, 28.5 mm SL ■ ノドグロベラ　Macropharyngodon meleagris　BSKU 106125, 24.2 mm SL
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スズキ目 ベラ科 ノドグロベラ属

ノドグロベラ
Macropharyngodon meleagris
(Valenciennes, 1839)

形態　背鰭 IX, 11 ； 臀鰭 III, 10–11 ； 胸鰭

12；側線鱗 25–27。 体高が高く、吻が長い。

本種の幼魚は各鰭が大きく、 背鰭始部の

体高の約 2 分の 1。

色彩　幼魚は体に白と赤褐色の小斑が散

在する。 背鰭前方は白色を呈し、 背鰭と臀

鰭の両後端にそれぞれ眼状斑があり、 成

長に伴い消失する。 若魚から亜成魚の体

側は碁石模様となる。 成魚の地色は赤褐

色で、 体と鰭全体に青緑色の斑紋が規則

的に並ぶ。 頭部では後方に向けて繋がっ

た模様となる。

分布　太平洋に分布するが、 フィリピン諸

島、 ニューギニア、 オーストラリア北東岸

以東、 ハワイ諸島およびイースター島には

出現しない。 国内では伊豆諸島、 小笠原

諸島、 千葉県および山口県以南の南日本、

大隅諸島、 琉球列島南部に分布する。

備考　幼魚は海藻などに擬態し、 体をくね

らせて、 流されるように泳ぐ。 また、 危険

を感じるとサンゴや岩の隙間に隠れる。 同

属の幼魚などとよく混泳する。

（片山英里）

スズキ目 ベラ科 ノドグロベラ属

セジロノドグロベラ
Macropharyngodon negrosensis
Herre, 1932

形態　背鰭 IX, 11 ； 臀鰭 III, 11 ； 胸鰭 12 ；

側線鱗 27。 体高はやや高く、 吻は短く、

前方へ突出する。 背鰭は胸鰭基底前方よ

り始まる。 腹鰭は短く、 肛門に達しない。

尾鰭は幼魚では円形で、 成魚では截形に

なる。 幼魚では背鰭前方が高く、 腹鰭が長

くなる。 成長するにつれ、 鰭の高さが均一

になる。

色彩　体長約 1 cm の個体では半透明で、

■ セジロノドグロベラ　Macropharyngodon negrosensis
17 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki

成長とともに黒褐色になる。 幼魚から若魚

までは、 体と鰭全体に白色斑点が散在し、

背鰭鰭膜では特に白色が細かく密になる。

雄成魚では褐色の体色になり、 体側の鱗

は緑色で縁取られる。 頭部は緑色の太い

虫食い模様となる。

分布　東インド洋と西太平洋に分布する。

国内では伊豆諸島、 小笠原諸島、 千葉県

以南の太平洋沿岸、 大隅諸島、 琉球列島

に生息する。

備 考　 本 種 の 幼 魚 は ノ ド グ ロ ベ ラ M. 
meleagris (Valenciennes, 1839) の幼魚に

よく似るが、 尾鰭基底に黒色斑がないこと

で識別される。 ノドグロベラと同様に、 幼魚

や若魚はサンゴの隙間を流されているかの

ように泳ぐ。

（片山英里）

■ ノドグロベラ　Macropharyngodon meleagris　KAUM–I. 47849, 22.1 mm SL

■ ノドグロベラ　Macropharyngodon meleagris　17 Apr. 2012
Photo by S. Harazaki

■ ノドグロベラ　Macropharyngodon meleagris　16 Apr. 2012
Photo by S. Harazaki

■ ノドグロベラ　Macropharyngodon meleagris　18 Apr. 2012
Photo by S. Harazaki
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スズキ目 ベラ科 オビテンスモドキ属

オビテンスモドキ
Novaculichthys taeniourus
(Lacepède, 1801)

形態　背鰭 IX, 13–14 ； 臀鰭 III, 13 ； 胸鰭

12 ； 側線鱗 20+6。 体は細長く、 吻はゆる

やかに尖る。 幼魚から若魚までは背鰭前

方 2 棘が伸長し、 成魚になると消失する。

幼魚は腹鰭が長く、 背鰭および臀鰭が高く、

■ オビテンスモドキ　Macropharyngodon negrosensis　KAUM–I. 42728, 227.2 mm SL

尾鰭が大きい。成魚では腹鰭が丸く広がる。

尾柄は太い。 尾鰭は截形で後端が丸い。

色彩　幼魚では体と鰭が半透明で、 成長

とともに黒褐色になる。 背鰭から腹鰭と臀

鰭にかけて 4 本の細い濃褐色横帯がある。

頭部には白色帯と褐色の放射状の模様が

ある。成魚の雌では頭部が薄い灰色となり、

眼から背側と鰓蓋方向にそれぞれ 2 本の

黒色線が走る。 雄成魚には黒色線がない。

分布　ペルシャ湾を除くインド ・ 太平洋に広

く分布する。 国内では伊豆諸島、 小笠原

諸島、 神奈川県以南の太平洋沿岸、 大隅

諸島、 琉球列島に生息する。 南日本では

特に幼魚から若魚が多く出現する。

備考　本種はマダガスカルで採集された標

本に基づいて新種として記載された。 幼魚

は海藻が水流に流されているように遊泳す

る。 与論島ではリーフ内で幼魚から若魚が

多く観察された。

（片山英里）

■ セジロノドグロベラ　Macropharyngodon negrosensis　BSKU 108319, 37.4 mm SL
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■ オビテンスモドキ　Macropharyngodon negrosensis　KAUM–I. 48109, 63.3 mm SL

■ オビテンスモドキ　Macropharyngodon negrosensis　BSKU 106142, 50.5 mm SL ■ オビテンスモドキ　Macropharyngodon negrosensis

NSMT-P 110405, 15.7 mm SL

■ オビテンスモドキ　Macropharyngodon negrosensis
KAUM–I. 51360, 12.2 mm SL

■ オビテンスモドキ　Macropharyngodon negrosensis
17 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki
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スズキ目 ベラ科 ホホスジモチノウオ属

カタグロホホスジモチノウオ
Oxycheilinus orientalis
(Günther, 1862)

形態　背鰭 XI, 10 ； 臀鰭 III, 8 ； 胸鰭 12 ；

側線鱗 12+6。 体は細長い。 頭部は大きく

体長の約 3 分の 1。 体高は低く、 尾柄部

に向かい細くなる。 口唇は厚く、 両顎先端

にそれぞれ一対の犬歯状歯がある。 尾鰭

は截形で、 後縁は丸く、 両葉の上縁と下縁

はわずかに後方に張り出す。

色彩　体色は濃い桃色から、 赤みがかった

オレンジ色。 生時、 吻端から尾柄にかけて

体側中央を走る濃橙色の 1 横帯と約 6 本

の白色縦帯があるが、 状況により体色を変

化させる。 背鰭始部基底の下方に黒色斑

がある。 背鰭前端の鰭膜には黒色斑があ

る。 尾柄の前方と尾鰭基底の中央に 2 褐

色斑点がある。

分布　日本、 インドネシア、 ニューカレドニ

ア、 フィリピン、 マーシャル諸島、 オースト

ラリア北西部、 サモア、 紅海、 タンザニア

から記録がある。 国内では高知県大月町、

大隅諸島、 琉球列島から知られている。

■ カタグロホホスジモチノウオ　Oxycheilinus orientalis　18 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki

備考　本種は本村ほか （2012） で奄美産

の 1 標本をもとに和名が提唱された。 本属

は本種の他に 2 未同定種と、 日本でこれ

までに報告がない 1 種が水中写真によって

報告されており （西山 ・ 本村、 2012）、 今

後の分類学的研究が望まれる。

（片山英里）

スズキ目 ベラ科 オオヒレテンスモドキ属

オオヒレテンスモドキ
Novaculoides macrolepidotus
(Bloch, 1791)

形 態　 背 鰭 IX, 13 ； 臀 鰭 III, 13 ； 胸 鰭

12 ； 側線鱗 20+6。 体は細長く、 頭部は小

さい。 幼魚では背鰭第 1、 第 2 棘部が高く

なり、 成魚では後方とほぼ同じ高さになる。

背鰭は棘部で低く、 軟条部でやや高くなる。

尾鰭は截形。

色彩　幼魚は体全体が褐色で、 体に不明

瞭な白色斑がある。 成魚は下顎から眼下、

頬部、 腹部まで白色。 体側は黒褐色を呈

する。 背鰭、 臀鰭および尾鰭には薄い緑

色と赤色の模様がある。 胸鰭基底の後方

から体側後方にかけて白色斑斑点が不規

則に並ぶ。 繁殖期の雄は体の緑色が強く

なり、 吻から眼および鰓蓋にかけて赤紫色

の斑紋がある。 背鰭の前端には 1 黒色斑

がある。

分布　インド・ 西太平洋に分布する。 国内

では伊豆諸島、 小笠原諸島、 静岡県、 大

隅諸島、 琉球列島から報告されている。

備考　本種はこれまで Novaculichthys と

みなされてきたが、 2004 年に新属 Nova-
culoides に移された。 島田 （2013） はこ

れまでに属の和名が与えられていなかった

■ オオヒレテンスモドキ　Novaculoides macrolepidotus　16 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki

前者にはオビテンスモドキ属を、 後者には

オオヒレテンスモノドキ属の新称を与えた。

本調査では 1 個体の若魚の水中写真が撮

影された。

（片山英里）
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スズキ目 ベラ科 ニセモチノウオ属

ニセモチノウオ
Pseudocheilinus hexataenia
(Bleeker, 1857)

形態　背鰭 IX, 11–12 ； 臀鰭 III, 9 ； 胸鰭

15–16 ； 側線鱗 16–18 + 5–8。 頬部の鱗

は水平方向にみて 2 列。 体高は高く、 吻

はよく尖る。 口は小さい。 上顎前端には 4
組の犬歯状歯がある。 背鰭前方の 2 棘は

糸状に伸びない。 臀鰭第 1 ・ 2 棘が伸長

する。 尾鰭は円形で大きく、 体長の約 3 分

の 1。

色彩　幼魚から成魚までほぼ同じ体色を示

スズキ目 ベラ科 ニセモチノウオ属

ヒメニセモチノウオ
Pseudocheilinus evanidus
Jordan & Evermann, 1903

形態　背鰭 IX, 11–13 ； 臀鰭 III, 9–11 ； 胸

鰭 14–15 ； 側線鱗 14–16 + 4–7。 体高が

高く、 吻は長い。 上顎前端には 3 組の犬

歯状歯がある。 頬部には水平方向に 2 列

（前方では 3 列） の鱗がある。 背鰭第 1 棘

は短く、 他の棘の約 2 分の 1。 背鰭前方 2

■ ヒメニセモチノウオ　Pseudocheilinus evanidus　KAUM–I. 58424, 21.8 mm SL

棘は糸状に伸びない。 成魚の臀鰭第 1、 2
棘が伸長する。 尾鰭は円形で大きい。

色彩　幼魚から成魚までほぼ同じ体色を示

す。 体はうすい赤橙色で、 体側全体に無

数の細い白色縦帯がある。 吻から眼下、

前鰓蓋にかけて銀白色の縦帯がある。

分布　イースター島は除くインド ・ 太平洋に

広く分布。国内では伊豆諸島、小笠原諸島、

静岡県以南の太平洋沿岸、 大隅諸島およ

び琉球列島に分布する。

備考　本種は体側に顕著な縦線がなく、 臀

鰭第 1、 2 棘が伸長することにより日本産

同属他種から識別される。 水深 40 m 付

近のやや深場の潮通しの良い岩礁やサン

ゴ礁域に生息し、 単独で行動する。 最大

体長 7 cm の小型種。 南日本ではニセモ

チノウオ P. hexataenia (Bleeker, 1857) に

比べ浅海のサンゴ礁域に出現する頻度が

低い。 本種は雌性先熟の性転換を行うが、

性転換のサイズには地域差があることが知

られている。

（片山英里）

■ ニセモチノウオ　Pseudocheilinus hexataenia　KAUM–I. 58510, 40.4 mm SL
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■ ニセモチノウオ　Pseudocheilinus hexataenia　KAUM–I. 55162, 34.4 mm SL

す。 体の地色は紫色で、 6 本の橙色縦帯

が走る。 成魚では頬部から顎にかけて白

色小斑点が散在する。 尾鰭基底上方に小

眼状斑がある。

分布　ハワイ諸島などを除くインド ・ 太平洋

域に広く分布。 国内では伊豆諸島、 小笠

原諸島、 伊豆半島以南の太平洋沿岸、 大

隅諸島、 琉球列島に分布する。

備考　本種は最大体長 8 cm 程度の小型種

で、 警戒心が強く、 水深 20 m 程度の斜面

に生えるサンゴの隙間などに生息する。 本

種の口はひじょうに小さく、 プランクトン類を

捕食する。 雌性先熟で約 3 cm 程度で性転

換をする。

（片山英里）

スズキ目 ベラ科 ニセモチノウオ属

ヤスジニセモチノウオ
Pseudocheilinus octotaenia
Jenkins, 1901

形態　背鰭 IX, 11–12 ； 臀鰭 III, 9–10 ； 胸

鰭 13–15 ； 側線鱗 17–18+5。 吻は細長く

よく尖る。 臀鰭の第 1 棘と第 2 棘は長く、

軟条とほぼ同長。 腹鰭は短く肛門に達しな

い。 尾柄は太く、 尾鰭は截形。

色彩　若魚から成魚まで体の地色は赤みが

かった白色で、 鰓蓋部は山吹色の小斑点

が散在する。 体側に細い 6 本の赤色縦線

がある。 その縦線に沿うように、 不明瞭な

山吹色斑が並ぶ。 眼を通る 2 本の白色縦

線がある。 吻の先端から眼隔域にかけて

細い白色帯がある。 垂直鰭は薄い黄色の

半透明。

分布　イースター島を除くインド ・ 太平洋に

■ ヤスジニセモチノウオ　Pseudocheilinus octotaenia　KAUM–I. 58494, 61.8 mm SL

分布する。国内では伊豆諸島、小笠原諸島、

高知県、 大隅諸島、 琉球列島に生息する。

備考　本種は体側に 7 本の赤色縦線をもつ

ことから同属他種と識別される。 潮通しの

よい岩礁やガレ場、 サンゴ礁域に単独で生

活する。

（片山英里）

■ ヤスジニセモチノウオ　Pseudocheilinus octotaenia
17 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki

■ ヤスジニセモチノウオ　Pseudocheilinus octotaenia
KAUM–I. 58425, 20.4 mm SL

■ ヤスジニセモチノウオ　Pseudocheilinus octotaenia
KAUM–I. 58495, 20.8 mm SL
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スズキ目 ベラ科 シラタキダマシ属

ヤマシロベラ
Pseudocoris yamashiroi
(Schmidt, 1931)

形 態　 背 鰭 IX, 12 ； 臀 鰭 III, 12 ； 胸 鰭

13 ； 側線鱗 70–72。 体は細長く、 吻は尖

る。 成熟雄は背鰭第 1 棘が著しく伸長する

が、 その後方の棘は短く、 やや切れ込む。

雌は伸長しない。

色彩　幼魚は体全体が薄い桃色で、 吻か

ら眼の上下を通り、 体側中央にかけて走る

2 白色縦帯がある。 雌は体側が薄いオレン

ジ色で、 鰓蓋から腹部にかけてエメラルド

グリーンになる。 雄の体色は薄い緑色で、

腹側が白色。 繁殖行動時には腹側の白色

がより鮮やかになり、 下顎の腹側周辺が濃

い藍色の婚姻色を呈する。

分布　モーリシャス諸島以東のインド洋から

西太平洋にかけて広く分布する。 国内では

小笠原諸島、 伊豆諸島、 静岡県以南の太

平洋沿岸、大隅諸島、琉球列島に分布する。

備考　水深約 20 m の潮通しのよい、 岩礁

やガレ場およびサンゴ礁域に生息し、 大小

の群れを形成する。 亜熱帯の地域に広く分

布するが、 インド洋と西太平洋間の個体群

で体色に地理的変異があるとされる。

（片山英里）

■ ヤマシロベラ　Pseudocoris yamashiroi　17 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki

スズキ目 ベラ科 オグロベラ属

オグロベラ
Pseudojuloides cerasinus
(Snyder, 1904)

形態　背鰭 IX, 11 ； 臀鰭 III, 12 ； 胸鰭 13 ；

側線鱗 27。 体は細長い。 吻はとがり、 口

は小さい。 腹鰭は短く、 肛門に達しない。

尾鰭は緩やかな二重截形。 胸鰭は三角形。

■ オグロベラ　Pseudojuloides cerasinus　17 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki

色彩　若魚から雌までは体色が鮮やかなピ

ンク色を呈し、 吻部は黄色みを帯びる。 背

鰭および臀鰭は薄い黄色みがかった半透

明。 雄では、 体色は青みがかった緑色とな

り、 体側中央に鮮やかな黄色縦帯が走る。

水中では、 吻部から鰓蓋にかけて、 約 3
本の不明瞭な青色帯があり、 黄色縦帯直

上には 1 本の青色縦帯がある。 尾鰭後半

は黒色。

分布　ツアモツ諸島以東を除くインド・ 太平

洋に分布。 国内では伊豆諸島、 小笠原諸

島、 静岡県以南の太平洋沿岸、 大隅諸島、

琉球列島に生息する。

備考　本種の雌は同属他種とよく類似し、

混泳することもしばしばあるが、 吻部が薄

い黄色であることで識別される。 細長い体

で、 岩礁やサンゴ礁を縫うように泳ぐ。

（片山英里）
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スズキ目 ベラ科 カミナリベラ属

ハラスジベラ
Stethojulis strigiventer
(Bennett, 1833)

形態　背鰭 IX, 11 ； 臀鰭 III, 11 ； 胸鰭 14
–15；側線鱗 26。 体高はやや高く、 吻は丸

い。 胸鰭は上方がよく尖る。 背鰭前方は低

く、 尾鰭は二重截形。

色彩　幼魚は薄い緑身がかった褐色で、 体

の縦帯は不連続、 背鰭と臀鰭の後端基底

にそれぞれ黒色眼状斑がある。 若魚では

体側中央より下方に複数の白色縦帯があ

る。 尾柄上方に黒色斑がある。 成魚の雌

では眼下に 1 本と体側下方に約 5 本の白

色縦帯がある。 雄では吻端から眼の上方

を通り、 尾柄部に延びる 1 本の青白色縦

線があり、 上顎先端から胸鰭基底にかけて

と、 鰓蓋後方から体側中央に向かう 2 本の

青白色縦線があり、 それらの縦線間は鮮

やかなオレンジ色となる。

■ ハラスジベラ　Stethojulis strigiventer　KAUM–I. 39770, 34.9 mm SL

分布　ハワイ諸島とイースター島を除くイン

ド ・ 太平洋に分布。 国内では伊豆諸島、

小笠原諸島、 相模湾以南の太平洋沿岸、

大隅諸島、 琉球列島に分布する。

備考　同属他種と同様、 垂直鰭をたたみ、

胸鰭を動かして飛ぶように遊泳する。 幼魚

は浅いサンゴ礁域で普通にみられる。 本種

はアカオビベラ　S. bandanensis (Bleeker, 
1851) によく似るが、 雄は体側中央を走る

青白色縦帯が直線であること、 雌は腹部に

白色縦帯があることにより識別される。

（片山英里）

■ ハラスジベラ　Stethojulis strigiventer　KAUM–I. 39769, 31.4 mm SL

■ アカオビベラ　Stethojulis bandanensis　16 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki
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スズキ目 ベラ科 カミナリベラ属

アカオビベラ
Stethojulis bandanensis
(Bleeker, 1851)

形態　背鰭 IX, 11–12 ； 臀鰭 III, 11 ； 胸鰭

14–15 ； 側線鱗 25–28。 体高はやや高く、

吻は丸い。 胸鰭は上方がよく尖り三角形。

背鰭前方は低く、 尾鰭は二重截形。

色彩　幼魚は薄い褐色で、 体全体に白色

斑点が散在する。 背鰭と臀鰭後端の基底

にそれぞれ眼状斑があり、 尾柄のやや上

■ アカオビベラ　Stethojulis bandanensis　KAUM–I. 41078, 75.8 mm SL

方に 1 黒色斑点がある。 若魚は不明瞭な

体側上方と中央に 2 白色縦帯があるが、

成長とともに消失する。 雌は体全体が灰色

で、 体側上方に小白色斑点が散在する。

若魚と雌では上顎の後方から眼下にかけ

て、黄色部がある。雄は体側上方が褐色で、

下方が白色。 吻前端から発し、 眼の上方

で背鰭基底に向かって走るものと、 下顎か

ら発し、 胸鰭基底で上方に曲がり、 尾柄の

下方に向かって走る 2 縦線がある。 眼の

後端から体側上方へと、 上顎から胸鰭後

方に向かって伸びる短い 2 縦線がある。 下

方の 2 本は、 胸鰭基底で上方に湾曲し、

その部分の縦帯間が橙色を呈する。

分布　ハワイ諸島、 マルケサス諸島および

イースター島を除く東インド洋と太平洋に広

く分布する。 国内では伊豆諸島、 小笠原

諸島、 千葉県以南の太平洋沿岸、 大隅諸

島、 琉球列島に生息する。

備考　本種の雄はカミナリベラ S. terina 
Jordan & Snyder, 1902 やハラスジベラ S. 
strigiventer (Bennett, 1833) に似るが、 青

白色縦線が胸鰭基底で上方に湾曲すること

により識別される。 また雌は、 上顎と眼の

間に黄色部をもつことで同属他種の雌と識

別される。

（片山英里）

■ アカオビベラ　Stethojulis bandanensis　KAUM–I. 41077, 75.1 mm SL

■ アカオビベラ　Stethojulis bandanensis　KAUM–I. 40020, 39.5 mm SL■ アカオビベラ　Stethojulis bandanensis　KAUM–I. 46105, 44.3 mm SL
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スズキ目 ベラ科 カミナリベラ属

オニベラ
Stethojulis trilineata
(Bloch & Schneider, 1801)

形態　背鰭 IX, 11 ； 臀鰭 III, 10 ； 胸鰭 12– 
13 ； 側線鱗 20–21。 体高はやや高く、 吻

は丸い。 胸鰭は上方がよく尖り三角形。 背

鰭前方は低く、 尾鰭は二重截形。

色彩　雌の体側上方は薄い褐色を呈し、 白

色の小斑点が散在するが、 下方は白色で

2–3 本の暗色斑点縦列がある。 雄は山吹

色の体色に背鰭基底、 体側上方と下方、

吻から胸鰭基底にかけて 4 本の青色縦帯

がある。

分布　インド ・ 西太平洋に分布し、 国内で

は伊豆諸島、 小笠原諸島、 神奈川県以南

の太平洋沿岸、 大隅諸島、 琉球列島に生

息する。

備考　本種はハラスジベラ S. strigiventer 
(Bennett, 1833) に似るが、 胸鰭鰭条数と

腹部に 2–3 列の暗色斑点があることにより

識別される。

　幼魚から若魚は内湾のサンゴや転石など

を隠れ家として利用する。 成魚は沿岸の浅

いガレ場、 岩礁、 サンゴ礁などに生息する。

（片山英里）

■ オニベラ　Stethojulis trilineata　BSKU 106168, 24.2 mm SL

■ アカオビベラ　Stethojulis bandanensis　KAUM–I. 51223, 24.4 mm SL ■ アカオビベラ　Stethojulis bandanensis　16 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki

■ アカオビベラ　Stethojulis bandanensis　17 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki

■ オニベラ　Stethojulis trilineata　17 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki
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スズキ目 ベラ科 ニシキベラ属

コガシラベラ
Thalassoma amblycephalum
Bleeker, 1956

形態　背鰭 VIII, 13 ； 臀鰭 III, 10–11 ； 胸

鰭 14–15 ； 側線鱗 25–28。 体は全体的に

細長く、 頭部は丸みを帯びる。 吻は短く、

眼径と吻長がほぼ同長。 両顎は小さく、 そ

の後端は眼の前縁に達しない。 雄では背

鰭前半は後半より短く、 胸鰭は上方が長く、

下方が短い。 幼魚から雌の尾鰭は截形で、

雄では両葉先端の鰭条が伸長し、 大きく湾

入する。 成熟した雄ではより長く、 体長の

■ コガシラベラ　Thalassoma amblycephalum　KAUM–I. 41080, 91.2 mm SL

約 3 分の 1 になる。 頭部は鱗を欠く。

色彩　幼魚は白色の地色で、 背鰭と体側

背面、 および吻から尾柄にかけて 2 本の

黒色縦帯がある。 成長に伴い、 帯の縁辺

が不明瞭になり、 2 縦帯間が緑褐色となる。

雌の尾鰭両葉は尾柄から先端に向い、 橙

色を呈する。 雄では、 体と鰭はうすいピン

ク色、 頭部から胸鰭基底後方は黄緑色を

呈する。 眼の後端と眼下からそれぞれ鰓蓋

に向う、 2 本のピンク色の縦線がある。 尾

鰭には両葉の基底から先端にかけてピンク

色の帯がある。 性転換中の雄は、 体側の

体色は雌相を示し、 頭部は雄相を示す。

分布　ハワイ諸島などを除くインド ・ 太平洋

に分布する。 国内では伊豆諸島、 小笠原

諸島、 千葉県以南の太平洋沿岸、 九州西

岸、 大隅諸島、 琉球列島に広く分布する。

備考　南日本の太平洋沿岸では幼魚から

成魚まで、 浅い岩礁などで普通に観察され

る。 幼魚期の体色で白黒の縦帯をもつこと

はベラ科の中でも特徴的で、 本種は水中で

も容易に識別できる。 垂直鰭をたたみ、 胸

鰭を動かして、 岩礁やサンゴ礁に沿って飛

ぶように泳ぐ。 幼魚はしばしば群れを形成

し、 他種をクリーニングする姿もみられる。

雌性先熟の性転換をする。

（片山英里）

スズキ目 ベラ科 ニシキベラ属

ヤンセンニシキベラ
Thalassoma jansenii
(Bleeker, 1856)

形 態　 背 鰭 VIII, 13 ； 臀 鰭 III, 11 ； 胸 鰭

15 ； 側線鱗 25–28。 体は細長く、 頭頂部

から眼の前方にかけて、 丸みを帯びる。 成

魚の雄では口唇は厚く、 下顎の前端がこぶ

状になる。 幼魚の尾鰭は截形で、 成魚で

は深く湾入する。 胸鰭は上方が長く、 三角

形。 腹鰭は短く肛門に達しない。

色彩　幼魚では背側が黄緑色で、 腹側が

白色。 背鰭の前端、 中央のやや後方およ

び後端の鰭膜に 3 黒色斑紋があるが、 成

長にともない消失する。 尾鰭基底に 1 黒色

斑がある。 若魚と雌では体側の上半分が

黒褐色となり、 吻から臀鰭基底の下方が白

色を呈する。 成魚の雄では黄緑色の体色

に不明瞭な鞍状の斜帯となる。 頭部腹面

から腹部は緑色となる。 胸鰭は青色。

分布　東インド洋と西太平洋に分布する。

国内では伊豆諸島、 小笠原諸島、 伊豆半

島以南の太平洋沿岸、 九州西岸、 大隅諸

島、 琉球列島に生息する。

備考　本種はハコベラ T. quinquevittatum 
(Lay & Bennett, 1839) の幼魚に似るが、

上唇全体が白色になることと、 背鰭の斑紋

や尾柄部の斑紋が小さいことなどにより区

別される。

（片山英里）

■ コガシラベラ　Thalassoma amblycephalum　KAUM–I. 41081, 80.4 mm SL
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■ ヤンセンニシキベラ　Thalassoma jansenii　KAUM–I. 46107, 46.4 mm SL

スズキ目 ベラ科 ニシキベラ属

ヤマブキベラ
Thalassoma lutescens
(Lay & Bennett, 1839)

形態　背鰭 VIII, 13 ； 臀鰭 III, 11 ； 胸鰭 15
–17 ； 側線鱗 25–28。 体高はやや高く、 吻

は丸い。 背鰭と臀鰭は低い。 胸鰭は上方

が長く、 三角形。 幼魚から雌までの尾鰭は

截形。 雄の尾鰭両葉の先端は糸状に伸長

する。

色彩　幼魚は赤褐色の体色に、 吻端から

尾柄にかけて白色縦帯がある。 尾柄上方

に黒色斑がある。 雌は体全体が山吹色で、

頭部にはピンク色の虫食い模様がある。 背

鰭の中央と臀鰭基底、 尾鰭の両葉にピンク

色の縦帯が走る。 雄ではそれらの模様や

縦帯が紫色隣、 体は青色となる。 胸鰭の

後半部が青色になる。

分布　インド・ 太平洋に広く分布する。 国

■ ヤマブキベラ　Thalassoma lutescens　KAUM–I. 41076, 97.4 mm SL

■ ヤマブキベラ　Thalassoma lutescens　KAUM–I. 46039, 103.9 mm SL

内では伊豆諸島、 小笠原諸島、 千葉県以

南の太平洋沿岸、 九州西岸、 大隅諸島、

琉球列島に生息する。

備考　垂直鰭をたたんで胸鰭のみを使っ

て、 水中を飛ぶように遊泳する。 雌性先熟

の性転換を行い、 体サイズに性的二型が

ある。 本種は南日本のサンゴ礁や岩礁域

などで普通にみられる。

（片山英里）

■ ヤマブキベラ　Thalassoma lutescens
15 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki
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■ ヤマブキベラ　Thalassoma lutescens　FRLM 43039, 115.6 mm SL

■ ヤマブキベラ　Thalassoma lutescens　KAUM–I. 40130, 128.9 mm SL

■ ヤマブキベラ　Thalassoma lutescens　KAUM–I. 41083, 124.8 mm SL

■ ヤマブキベラ　Thalassoma lutescens　KAUM–I. 46040, 116.9 mm SL

■ ヤマブキベラ　Thalassoma lutescens　KAUM–I. 51255, 104.5 mm SL
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スズキ目 ベラ科 ニシキベラ属

キヌベラ
Thalassoma purpureum
(Forsskål, 1775)

形態　背鰭 VIII, 13 ； 臀鰭 III, 11 ； 胸鰭 15
–17 ； 側線鱗 25–28。 成魚から雌までは体

がやや細長く、 雄では体高が高くなる。 成

魚では尾鰭は二重截形で後縁が丸い。 腹

鰭は短く、 肛門に達しない。 胸鰭は上方が

長く、 三角形。 口は大きく成魚では眼の前

縁にわずかに達しない。

■ キヌベラ　Thalassoma purpureum　KAUM–I. 40021, 44.7 mm SL

色彩　幼魚の地色は黄緑色で、 腹部は白

色。 体側中央、 背鰭基底、 腹側に 3 本の

薄い赤色の縦帯があり、 その赤色部分に

約 5 本の不連続な鞍状斑がある。 背鰭前

端と中央の鰭膜に 2 黒色斑がある。 成長

するとともに、 赤色縦帯と黒褐色の鞍状斑

ははしご状の模様につながる。 雌の頭部に

は赤褐色の虫食い模様がある。 雄は、 体

の地色がエメラルドグリーンを呈し、 ピンク

色の 3 縦帯がある。 頭頂部と眼から鰓蓋

に延びるピンク色の模様がある。

分布　インド・ 太平洋に広く分布する。 国

内では伊豆諸島、 小笠原諸島、 千葉県お

よび福岡県以南の南日本、 大隅諸島、 琉

球列島に分布する。

備考　本種の幼魚はニシキベラ T. cupido 
(Temminck & Schlegel, 1845) やリュウグ

ウベラ T. trilobatum (Lacepède, 1801) に
よく似るが、 眼を通る明瞭な縦帯がなく、

細い虫食い状の斑紋になることにより識別

される。

（片山英里）

■ キヌベラ　Thalassoma purpureum　KAUM–I. 45983, 44.1 mm SL

■ キヌベラ　Thalassoma purpureum　KAUM–I. 45984, 30.1 mm SL ■ キヌベラ　Thalassoma purpureum　KAUM–I. 45985, 15.5 mm SL
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スズキ目 ベラ科 ハシナガベラ属

ハシナガベラ
Wetmorella nigropinnata
(Seale, 1901)

形態　背鰭 IX, 10 ； 臀鰭 III, 8 ； 胸鰭 12 ；

側線鱗 13–14 ＋ 4–5。 両顎は小さく、 吻

は細くよく尖る。 体高は高く、 尾柄は細い。

背鰭と臀鰭は高く、 腹鰭は丸い。 尾鰭は円

形。

色彩　幼魚では茶色の地色に 5 本の白色

横帯がある。 背鰭と臀鰭に目玉大の眼状

斑がある。 成長に伴い、 眼の後方の横帯

と背鰭 ・ 臀鰭後端の基底を結ぶ横帯が太く

黄色となり、 それ以外は消失する。 成魚の

体全体はえんじ色で、 背鰭と臀鰭の後端に

それぞれ眼状斑がある。 若魚と成魚では

腹鰭に全体を覆う眼状斑があり、 尾鰭には

不明瞭な黒色斑がある。

■ ハシナガベラ　Wetmorella nigropinnata　BSKU 106136, 43.4 mm SL

分布　ハワイ諸島とイースター島を除くイン

ド・ 太平洋に広く分布する。 国内では伊豆

諸島、 大隅諸島、 琉球列島に分布する。

南日本の太平洋沿岸では稀。

備考　本種は警戒心が強く、 岩礁の隙間な

どで生活をするが、 夕方になると活発に行

動し、 繁殖行動などもみられる （西山 ・ 本

村、 2012）。 日本では主に伊豆諸島の八

丈島と琉球列島の石垣島などでみられる。

（片山英里）

スズキ目 ベラ科 テンスモドキ属

テンスモドキ
Xyrichthys sciistius
(Jordan & Thompson, 1914)

形 態　 背 鰭 IX, 12 ； 臀 鰭 III, 12 ； 胸 鰭

13 ； 側線鱗 20 ＋ 6−7。 体は細長く、 同属

他種に比べると体高が低く、 鰓蓋部でもっ

とも高くなる。 背鰭前方は低く、 後方に向

かうにつれて高くなる。 尾鰭は截形。 腹鰭

は第 1 軟条が最長となる。 吻は長く、 口は

眼の下方にある。 口唇は厚く、 上顎は眼

径とほぼ同長。

■ テンスモドキ　Xyrichthys sciistius　FRLM 42872, 98.3 mm SL

色彩　体は淡い桃色を呈した白色。 吻から

尾柄にかけての背側は赤みがかった桃色

になる。 すべての鰭は半透明で、 腹鰭は

薄い桃色。

分布　日本と台湾以外では記録がない。 国

内では伊豆諸島、 小笠原諸島、 神奈川県

以南の太平洋沿岸、 大隅諸島、 琉球列島

での分布が確認されている。

備 考　 本 調 査 で は 約 90–105 m か ら 採

集された。 ホシテンス Iniistius pavo (Va-
lenciennes, 1840) や オ ビ テ ン ス モ ド キ

Novaculichthys taeniourus (Lacepède, 

1801) と比べるとやや深場に生息する。

　 本 種 の 学 名 と し て、 従 来 Novaculops 
woodi が 用 い ら れ て き た が （ の ち に、

Novaculops は Xyrichthys の新参異名とさ

れた）、 X. woodi はハワイ固有種であるこ

とから、 日本産の種には X. sciistius の学

名が適用された。 その後、 Randall (2013) 
は Novaculops を 改 め て 有 効 属 と 認 め、

sciistius、 woodi を他の 4 種とともにこの

属に含めた。 しかし、 これら 2 属の比較

は十分に行われたとは言い難いため、 ここ

では西山 ・ 本村 （2012） や島田 （2013）

に従い、暫定的に Xyrichthys として扱った。

（片山英里）
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スズキ目 ブダイ科 ブダイ属

タイワンブダイ
Calostomus carolinus
(Valenciennes, 1840)

形態　背鰭 IX, 10 ； 臀鰭 III, 9 ； 胸鰭 11– 
13 ； 背鰭前方鱗 3–4 ； 頬鱗列 1。 体は小

判型で、 頭部は丸く、 側扁している。 体高

は高い。 尾鰭後縁は雄相で浅い湾入型、

雌相では円形。 口は小さく、 上顎の後端は

眼の前縁に達さない。 歯は癒合が不完全

であり、 歯板を形成しない。

色彩　雄相の体色は、 濃緑色。 鰓蓋後方

から胸鰭をとおり臀鰭前方まで赤褐色であ

り、 鱗に沿って同色の点が列をなす。 頭部

には眼を中心に橙色の放射状模様が入る。

胸鰭を除き各鰭は体側と同色であり、 橙色

の不規則な模様がある。 胸鰭は中央付近

までは体側と同色であり、 先端 3 分の 1 は

透明。 雌相の体色は一様に濃赤褐色であ

り、 目立った模様はみられない。 各鰭とも

体側とほぼ同じ色彩であり、 臀鰭基部に濃

橙色の帯がみられる。 尾鰭の後縁は白く縁

どられる。

■ タイワンブダイ　Calostomus carolinus　KAUM–I. 51480, 200.8 mm SL

分布　紅海とイースター島を除くインド ・ 太

平洋とレヴィリャハド諸島 （メキシコ沖） に

分布する。国内では小笠原諸島、大隅諸島、

琉球列島に分布する。

備考　本種はブダイ C. japonicus (Valen-
ciennes, 1840) にひじょうによく似るが、 雄

相では眼に橙色の放射状の模様を有する

こと （ブダイでは放射状模様がない）、 尾

鰭が浅い湾入型であること （円形）、 雌相

では尾鰭の色彩が体と同色であること （尾

鰭は明瞭に赤い） により識別される。

　与論島では前浜沖水深 8 m で追い込み

網により捕獲された。

（桜井　雄）

■ タイワンブダイ　Calostomus carolinus　KAUM–I. 55065, 143.2 mm SL

スズキ目 ブダイ科 ブダイ属

チビブダイ
Calostomus spinidens
(Quoy & Gaimard, 1824)

形態　背鰭 IX, 10 ； 臀鰭 III, 9 ； 胸鰭 11– 
13 ； 背鰭前方鱗 4 ； 頬鱗列 1。 体は細長

い楕円形で、 頭部は丸く、 側扁している。

尾鰭後縁は円形。 口は小さく、 上顎の後

端は眼の前縁に達さない。 歯は癒合が不

完全であり、 歯板を形成しない。

色彩　体側上部は緑がかった褐色で腹部

は白い。 体側には不規則な黄褐色の斑紋

があり、 体側鱗には 1 濃桃色点が列をなし
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■ チビブダイ　Calostomus spinidens　KAUM–I. 41082, 81.4 mm SL

スズキ目 ブダイ科 ハゲブダイ属

オオモンハゲブダイ
Chlorurus boweri
(Snyder, 1909)

形態　背鰭 IX, 10 ； 臀鰭 III, 9 ； 胸鰭 15 ；

背鰭前方鱗 4–5；頬鱗列 2。体は小判型で、

頭部は丸く、 側扁している。 体高はやや低

い。 尾鰭後縁は雄相で両葉がわずかに伸

び、浅い湾入型、雌相では截形。口は小さく、

上顎の後端は眼の前縁に達さない。 歯は

癒合が完全であり、 歯板を形成する。 成魚

では上顎歯板が広く露出する。

色彩　雄相の体色は、 濃緑色であり、 鱗に

ている。 頭部には眼から上顎後端と下顎下

方に向かう斜めの 2 桃色線がある。 鰓蓋

部から眼の後方にかけても同色の不規則

な模様がある。 背鰭は白色のまだら模様

が入り、 上縁は濃い桃色、 臀鰭は白く、 橙

- 濃桃色の線状模様がある。 腹鰭は白色、

胸鰭は薄い黄色であり、 基部に 1 黒斑を

有する。 尾鰭前半は体と同色であり、 その

後方は白いまだら模様を有する帯状模様、

後縁は濃い桃色で縁どられる。

分布　紅海を除くインド ・ 西太平洋、 ミクロ

ネシア、 ガラパゴス諸島に分布する。 国内

では大隅諸島と琉球列島に分布する。

備考　本種はブダイ科の他種から、 歯が癒

合せず歯板を形成しないこと、 上顎前部の

歯が円錐状であること、 頬鱗列数が 1 であ

ること頬部に顕著な赤色斑を有しないこと、

尾鰭が円形であること、 胸鰭基部に 1 黒斑

をもつことから識別される。

　与論島では宇勝海岸沖水深 0.5 m で追

い込み網により捕獲された。

（桜井　雄）

スズキ目 ブダイ科 イロブダイ属

イロブダイ
Cetoscarus ocellatus
(Valenciennes, 1840)

形態　背鰭 IV, 10 ； 臀鰭 III, 9 ； 胸鰭 17– 
20 ； 胸鰭 14–15 ； 背鰭前方鱗 5–7 ； 上頬

部鱗列 3。 体は側扁し、 体高はやや低い。

成魚頭部は吻が長く、 口は体の正中線上

先端付近に開口し小さい。 幼魚の口は正

中線よりやや下方に開口する。 尾鰭は幼

魚で円形、 雌相は湾入形で、 雄相では両

葉がやや伸長する。 両額歯板は癒合する

が外面は小粒状を呈する。 成長に伴って

頭部が膨らむことはない。

色彩　雄相の体色は濃い緑色。 上唇、 胸

鰭基底、 腹鰭基底始部を結ぶ 1 黄橙色線

があり、 その上部の前方は黄橙色の点状

模様が密に並び、 後方は各鱗前方を縁取

るような同色の円弧状斑が並ぶ。 下唇から

肛門までは黄橙色の幅広い帯状模様が胴

体下面に沿う。 頬部から胸鰭基底下、 肛

門前方は無斑。 背鰭及び臀鰭は体側と同

じ緑色で基底部に沿って黄橙色の縦帯が

あり、 背鰭では前方は破線状。 腹鰭は薄

い黄色で前縁が緑色、 胸鰭は濃紺。 尾鰭

両葉縁は緑色でその内側に両葉先端方向

に向かう黄橙色線がある。 尾鰭後縁は後

方から橙色、 緑色の三日月斑、 黄橙色の

円弧斑が順に並ぶ。 雌は濃い赤茶褐色で

頬上部眼を通り体側の側線上部にかけて

はほぼ無斑。 下顎と鰓蓋には不規則な黒

褐色の点状模様がある。 体側は各鱗前方

を縁取るように黒褐色の円弧斑が並び、 各

鱗の中央に同色の横点列状斑がある。 背

鰭、 臀鰭及び尾鰭は体側と同色でほぼ無

斑。 胸鰭はくすんだ橙色、 腹鰭は黒褐色。

幼魚の体側は白く、 眼の前方から口裂を

通り下顎までと背鰭基底始部、 胸鰭基底を

通り腹鰭基底始部に達する 2 黒色横線が

あり、 その間が明るい橙色で腹面はやや

薄い。 背鰭第 2 棘から 8 棘にかけて黄橙

色の縁取りを持つ黒色の 1 眼状斑がある。

尾鰭は後縁付近と下部にやや不規則な橙

色の模様がある。 それ以外の目立った模

様がないが、 成長に伴い、 腹部から雌相

にみられる黒褐色模様が徐々に出現する。

分布　インド ・ 太平洋に分布する。 国内で

は大隅諸島、 琉球列島に分布する。 幼魚

は伊豆諸島、 和歌山以南の太平洋沿岸で

も確認される。

備考　本種は同科他種と比較して、 独特の

色彩により容易に識別される。 島田（2013）

はイロブダイの学名を C. bicolor (Rüppell, 
1829) としたが、 この学名は一般的に紅海

固有種に充てられている。

　与論島では供利沖の水深 10–12 m から

採集された。 本種はブダイ科の中でも大型

種であり、 全長は 80 cm に達する。

（桜井　雄）

■ イロブダイ　Cetoscarus ocellatus　KAUM–I. 58464, 48.8 mm SL
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■ オオモンハゲブダイ　Chlorurus boweri　18 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki

■ オオモンハゲブダイ　Chlorurus boweri　KAUM–I. 40138, 142.5 mm SL

■ オオモンハゲブダイ　Chlorurus boweri　KAUM–I. 40140, 137.0 mm SL

沿って短い赤紫の横線が並ぶ。 腹部はや

や赤みら先色を帯びる。 眼の後方から胸

鰭基部後方まで目立った橙色の三角の斑

紋がある。 眼の後方および上方に 4 本の

短い線状模様があり、 眼の前に濃赤紫色

の 1 斑紋が入る。 背鰭は濃緑色で 2 本の

橙線がある。 胸鰭と腹鰭は前縁が濃緑色

で内側はやや橙色がかる。 臀鰭は濃緑色

で基底に 1 赤紫線がある。 尾鰭は濃緑色

で鰭条に沿って数本の赤紫色縦線がある。

雌相の体色は一様に濃赤褐色であり、 鱗

に沿って短い赤褐色の横線が並ぶ。 背鰭

と臀鰭には不規則な縦線が並ぶ。 各鰭とも

体側とほぼ同じ色彩であり、 臀鰭基部に濃

橙色の帯がみられる。 尾鰭には鰭条に沿っ

て数本の青色縦線がある。 尾柄に目立っ

た斑紋はなく、 生時は尾柄より後方が淡色

に抜ける場合がある。

分布　台湾、 東沙諸島、 南沙諸島、 フィリ

ピン、 パラオ、 ジャワ島、 ミャンマー、 フィ

ジーに分布する。 国内では大隅諸島と琉球

列島に分布する。

備考　本種は同科他種と比較して、 雄相で

は体側に橙色大型の三角形の斑紋がある

ことで容易に識別される。 雌相では歯が融

合し歯板を形成すること、 頬の鱗列数が 2
であること、 体側や尾柄に明瞭な斑紋をも

たないこと、 背鰭に不規則な縦線をもつこ

とで識別される。

　与論島では前浜沖水深 10 m で追い込み

網により捕獲されたほか、 茶花沖のサンゴ

礁内で確認されている。

（桜井　雄）
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Parrotfishes

■ ナンヨウブダイ　Chlorurus microrhinos　KAUM–I. 46023, 256.0 mm SL

中央太平洋に分布する。 国内では小笠原

諸島、 和歌山県以南の太平洋沿岸、 大隅

諸島、 琉球列島に分布する。

備考　本種は同科他種と比較して、 体側に

目立った斑紋がなく、 頭部が膨らむもしくは

眼前の輪郭が吻にかけて急傾斜であるこ

と、 尾鰭の両葉が伸長することから識別さ

れる。

　与論島では茶花沖やハキビナ海岸の水

深 15–25 m 付近で確認されている。 本種

はブダイ科の中でも大型種であり、 全長は

70 cm に達する。

（桜井　雄）

■ ナンヨウブダイ　Chlorurus microrhinos　Color variation　KAUM–I. 51545, 412.0 mm SL

スズキ目 ブダイ科 ハゲブダイ属

ナンヨウブダイ
Chlorurus microrhinos
(Bleeker, 1854)

形態　背鰭 IX, 10 ； 臀鰭 III, 9 ； 胸鰭 15– 
17 ； 背鰭前方鱗 3–4 ； 頬鱗列 3。 体は細

長い丸みを帯びた長方形で、 側扁する。

尾鰭は湾入形で雄相では両葉が伸長する。

口は小さく、 上顎の後端は眼の前縁に達さ

ない。 歯は癒合が完全であり、 歯板を形成

する。 成魚では上顎歯板が広く露出する。

雄相では額は丸く膨らみ、 老成魚では膨出

する。 雌相では眼前の輪郭が丸みを帯び

ず、 吻にかけての傾斜が急である。

色彩　雄相の体色は、 濃緑色であり、 鱗に

沿って短い橙色の横線が並ぶ。 頬部には

口から胸鰭基底にかけて薄い緑の線があ

り、 鰓蓋後縁下部まで達する。 頭部はや

や暗色がかる。 各鰭は体側と同色であり、

背鰭、 臀鰭、 尾鰭にはくすんだ黄色の不

規則な線が入る。 胸鰭は濃い緑色であり、

上縁は体側と同色である。 雌相も体色には

大きな違いはない。 また体色側面上部がく

すんだ黄褐色になる色彩変異も確認されて

いる。

分布　ハワイ諸島、 小スンダ列島を除く西 ・
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Parrotfishes

■ ハゲブダイ　Chlorurus sordidus　KAUM–I. 55055, 216.5 mm SL

■ ハゲブダイ　Chlorurus sordidus　KAUM–I. 55052, 203.2 mm SL

■ ハゲブダイ　Chlorurus sordidus　KAUM–I. 51481, 260.2 mm SL

■ ハゲブダイ　Chlorurus sordidus　KAUM–I. 46018, 230.5 mm SL■ ハゲブダイ　Chlorurus sordidus　KAUM–I. 40142, 239.9 mm SL

■ ハゲブダイ　Chlorurus sordidus　KAUM–I. 45794, 219.6 mm SL

■ ハゲブダイ　Chlorurus sordidus　KAUM–I. 51479, 203.9 mm SL
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Scaridae
Parrotfishes

■ ハゲブダイ　Chlorurus sordidus　KAUM–I. 55056, 132.4 mm SL

■ ハゲブダイ　Chlorurus sordidus　KAUM–I. 46015, 157.8 mm SL

■ ハゲブダイ　Chlorurus sordidus　KAUM–I. 41249, 174.6 mm SL

■ ハゲブダイ　Chlorurus sordidus　KAUM–I. 40137, 180.4 mm SL

■ ハゲブダイ　Chlorurus sordidus　KAUM–I. 40139, 148.4 mm SL

■ ハゲブダイ　Chlorurus sordidus　KAUM–I. 46021, 179.9 mm SL

■ ハゲブダイ　Chlorurus sordidus　KAUM–I. 40141, 138.9 mm SL
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スズキ目 ブダイ科 ハゲブダイ属

ハゲブダイ
Chlorurus sordidus
(Forsskål, 1775)

形態　背鰭 IX, 10 ； 臀鰭 III, 9 ； 胸鰭 14– 
16 ； 背鰭前方鱗 3–4 ； 頬鱗列 2。 体は細

長い楕円形で、 頭部はやや長く、 丸みを帯

びた台形。 尾鰭は截形。 口は小さく、 上顎

の後端は眼の前縁に達さない。 歯は癒合

が完全であり、 歯板を形成する。 成魚では

上顎歯板が広く露出する。

色彩　雄相の体色は、 濃緑色であり、 鱗

に沿って短い橙色の横線が並ぶ。 腹部は

やや黄味を帯び、 1–2 本の緑色線がある。

体側は様々で、 濃緑色から大部分が黄色

の場合もある。 眼の後方に 2 本、 前方に

1 本の緑色線がある。 眼の前に黄緑色が

かった 1 斑紋が入る。 背鰭は濃緑色で 1
本の黄色線がある。 胸鰭と原鰭は前縁が

濃緑色で内側はやや薄い緑色。 臀鰭は濃

緑色で基底に 1 黄色線がある。 尾鰭は中

央が濃緑色で周囲は青く縁どられる。 雌相

の体色は一様に濃赤褐色であり、 口から

胸部にかけてはやや鮮やか。 体側は不規

則な茶褐色のまだら模様になる。 各鰭は体

側と同色で目立った模様はない。 尾柄中央

に大きな濃色の円斑を有する場合が多い。

生時は尾柄から後方が淡色になり、 この濃

色円斑がひじょうに目立つ。

分布　インド ・ 太平洋に分布する。 国内で

は小笠原諸島、駿河湾以南の太平洋沿岸、

大隅諸島、 琉球列島に分布する。

備考　本種は同科他種と比較して、 頭部が

丸みを帯びた台形であること、 頬の鱗列数

が 2 であること、 雄相では体側に目立った

斑紋がなく、 目の前に緑色がかった 1 斑紋

が入ること、 雌相では尾柄部に 1 濃色円

斑をもつことで識別される。 与論島では周

辺のサンゴ礁内で数多く確認されている。

（桜井　雄）

■ ハゲブダイ　Chlorurus sordidus　KAUM–I. 51510, 31.3 mm SL ■ ハゲブダイ　Chlorurus sordidus　18 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki

■ ハゲブダイ　Chlorurus sordidus　18 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki ■ ハゲブダイ　Chlorurus sordidus　18 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki

スズキ目 ブダイ科 アオブダイ属

イチモンジブダイ
Scarus forsteni
(Bleeker, 1861)

形態　背鰭 IX, 10 ； 臀鰭 III, 9 ； 胸鰭 14– 
15 ； 背鰭前方鱗 5–7 ； 頬鱗列 3。 体は細

長い楕円形で、 側扁する。 尾鰭は湾入形

で雄相の両葉は雌相のものよりも伸長す

る。 口は小さく、 上顎の後端は眼の前縁に

達さない。 歯は癒合が完全であり、 歯板を

形成する。 成魚では上顎歯板の 2 分の 1
が唇で覆われる。

色彩　雄相の体色は緑色で胸鰭より後方の

体側中央付近は淡いくすんだ桃色、 体側

鱗に沿って橙色の縁取りがある。 頭部には

主鰓蓋骨中央付近から眼の下を通る緑色

の線があり、 主上顎骨後端付近で上下に

二叉する。 上唇は当初絹縁どられる。 胸

鰭基底付近から尾柄下部付近にかけて弧

を描く 1 緑色縦線がある。 頭部の上顎上

から胸鰭、 背鰭棘前半に囲まれた部分が

濃色であるが、 死後この模様は急速に薄

れる。 背鰭、 臀鰭はくすんだ橙色で、 縁辺

は青色。 胸鰭は濃紫色で上縁は濃い緑色。

腹鰭はくすんだ橙色で前縁は青い。 尾鰭は

両葉の中央部がくすんだ橙色であり、 その

他の部分は青い。 雌相は体全体が赤褐色

で、 腹部は淡い色となる。 胸鰭後方に濃い

青および緑色からなる不規則な輪郭を持つ

楕円斑があり、 その上部に 1 白点が出る

場合がある。 生時は眼の後方から尾柄に

かけて体側中央に濃色の紡錘形模様が出

る。 腹鰭は淡い赤褐色、 背鰭、 臀鰭はや

や薄い橙色、 胸鰭、 尾鰭は濃い赤色。

分布　キーリング諸島以東、 ハワイ諸島、

マルケサス諸島、 イースター島を除く東イ

ンド～太平洋に分布する。 国内では小笠原

諸島、 相模湾以南の太平洋沿岸、 大隅諸

島、 琉球列島に分布する。

備考　本種の雄相は頭部上方に濃色域をも

つこと、 尾鰭が明瞭に湾入すること、 雌相

では体側中央に輪郭が不明瞭な濃い青～

緑色の斑紋をもつことで他種と識別される。

　与論島では前浜沖や供利漁港付近等の

周辺サンゴ礁域の水深 5–10 m 付近で確

認されている。

（桜井　雄）
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■ イチモンジブダイ　Scarus forsteni　KAUM–I. 45776, 257.6 mm SL

■ イチモンジブダイ　Scarus forsteni　KAUM–I. 45777, 273.0 mm SL

■ イチモンジブダイ　Scarus forsteni　KAUM–I. 45761, 235.9 mm SL■ イチモンジブダイ　Scarus forsteni　FRLM 43058, 202.6 mm SL
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Parrotfishes

スズキ目 ブダイ科 アオブダイ属

オグロブダイ
Scarus fuscocaudalis
Randall & Myers, 2000

形態　背鰭 IX, 10 ； 臀鰭 III, 9 ； 胸鰭 14 ；

背鰭前方鱗 4–5 ； 頬鱗列 3。 体は細長い

楕円形で、 側扁している。 尾鰭は円形で、

雄相では両葉はやや伸長する。口は小さく、

上顎の後端は眼の前縁に達さない。 歯は

癒合が完全であり、 歯板を形成する。 成魚

では上顎歯板の 2 分の 1 が唇で覆われる。

色彩　雄相の体色は橙色。 腹部に 2–3 本

の緑色縦線がある。 口周辺は緑色で下唇

に 1 本の橙色線がある。 眼の下、 頬部、

頤部は緑色。 背鰭は基部に黄色線があり、

その上は青緑色で縁辺付近に黄色の細い

縦線がある。 臀鰭は青色で基部に橙色の

帯がある。 腹鰭と胸鰭は薄い黄色で、 腹

鰭の前縁は青い。 尾鰭は両葉の縁辺と後

■ オグロブダイ　Scarus fuscocaudalis　KAUM–I. 46022, 186.5 mm SL

端が青く、 その他は橙色である。 雌相の色

彩は雄相とほぼ同じであるが、 尾鰭中央部

が明瞭に暗色である。

分布　日本、 グアム、 フィリピン、 インドネ

シア、 ニューギニアに分布する。 国内では

小笠原諸島、和歌山県以南の太平洋沿岸、

大隅諸島、 琉球列島に分布する。

備考　本種は雄相では橙色の色彩になるこ

と、 雌相では尾鰭中央が明瞭に暗色にな

ることにより他種と識別される。

　 与 論 島 で は 茶 花 沖 や 前 浜 沖 の 水 深

15–25 m 付近で確認されている。

（桜井　雄）

■ イチモンジブダイ　Scarus forsteni　KAUM–I. 51477, 175.2 mm SL ■ イチモンジブダイ　Scarus forsteni　16 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki

■ オグロブダイ　Scarus fuscocaudalis　17 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki
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スズキ目 ブダイ科 アオブダイ属

ヒブダイ
Scarus ghobban
Forsskål, 1775

形態　背鰭 IX, 10 ； 臀鰭 III, 9 ； 胸鰭 15– 
16 ； 背鰭前方鱗 5–7 ； 頬鱗列 3。 体は細

長い楕円形で、 側扁する。 尾鰭は雄相で

中央がやや膨らむ湾入形で、 雌相では截

形。 口は小さく、 上顎の後端は眼の前縁に

達さない。 歯は癒合が完全であり、 歯板を

形成する。 成魚では上顎歯板の 2 分の 1
が唇で覆われる。

色彩　雄相の体色は、 濃緑色であり、 鱗に

沿って短い橙色の縁取りが並ぶ。 頬部は

鈍い橙色。 眼の後方に 2 本、 前峰に 1 本、

下顎に 1 本の不明瞭な鈍い橙色の線があ

る。 唇は橙色。 背鰭、 臀鰭は青色で中央

に太い橙色の帯がある。 腹鰭は橙色で前

縁は薄い青色、 胸鰭は青色で基底と中央

が鈍い橙色。 尾鰭は緑色で前方と両葉中

央に帯状の橙色線が入る。 雌相は全体が

橙色がかった黄色で体側に破線状の青色

横線が 4–5 本ある。 眼の後方に 3 本の青

線があり眼の下を通るものは口に達してい

る。 唇の縁辺は青い。 各鰭も体と同色であ

るが縁辺や基底部は青い。

分布　ハワイ諸島とイースター島を除くイン

ド ・ 太平洋に分布する。 国内では小笠原

諸島、 東京以南の太平洋沿岸、 男女群島、

琉球列島に分布する。

備考　本種はブダイ科の中でも雌相は黄色

の体色 （他種では概ね赤もしくは赤褐色）

に青色の横線が入る独特の色彩で、 他種

と容易に識別される。 雄相では、 頬鱗列が

3 であること、 上顎歯板が唇で覆われるこ

■ ヒブダイ　Scarus ghobban　KAUM–I. 39994, 472.0 mm SL

と、 吻部外縁が垂直や丸くないこと、 腹部

に縦線をもたないこと、 眼上に横線をもた

ないこと、 尾柄部が淡色で体側と明瞭に分

けられないことで識別される。

　与論島では皆田海岸や前浜、 供利漁港

付近で確認されている。

（桜井　雄）

■ ヒブダイ　Scarus ghobban　FRLM 43023, 333.0 mm SL

■ ヒブダイ　Scarus ghobban　KAUM–I. 40323, 223.7 mm SL

■ ヒブダイ　Scarus ghobban　17 Apr. 2012
Photo by S. Harazaki
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スズキ目 ブダイ科 アオブダイ属

ブチブダイ
Scarus niger
Forsskål, 1775

形態　背鰭 IX, 10 ； 臀鰭 III, 9 ； 胸鰭 13– 
15 ； 背鰭前方鱗 6–8 ； 頬鱗列 3。 体はや

や体高の高い小判型で、 側扁する。 尾鰭

は円形であるが、 両葉は伸長し、 二重湾

入形に近い。 口は小さく、 上顎の後端は眼

の前縁に達さない。歯は癒合が完全であり、

歯板を形成する。 成魚では上顎歯板の 2
分の 1 が唇で覆われる。

色彩　体色は黒みがかった緑色で体色は

ほぼ一様。 体側鱗に沿って暗色の縁取り

がある。 主鰓蓋骨上部後方に明るい緑色

短い 1 横線がある。 上顎に 1 本、 下顎に

2 本の暗紫色線があり、 上唇は橙色。 胸

鰭は赤紫色、 背鰭、 臀鰭、 腹鰭、 尾鰭

は体とほぼ同色であり、 くすんだ橙色 - 黄

色の 1 線があり、 縁辺は青い。 雌相では

体側に多数の白色縦線がある。 幼魚は全

体が濃褐色で背部はやや淡いオリーブ色。

体側には青白色の小点が散在する。 尾柄

■ ブチブダイ　Scarus niger　KAUM–I. 46020, 110.9 mm SL

部には半月状の白色横線があり、 その前

の尾柄上辺、 下辺に黒色点が 1 つずつ存

在する。

分布　ハワイ諸島とイースター島を除くイン

ド ・ 太平洋に分布する。 国内では小笠原

諸島、 相模湾以南の太平洋沿岸、 大隅諸

島、 琉球列島に分布する。

備考　本種は濃色の体色と鰓蓋後部に 1
緑色点があることで他種と識別される。 幼

魚は独特の色彩により、 他種と容易に識別

が可能である。 与論島では茶花沖のサン

ゴ礁域で確認されている。

（桜井　雄）

■ ブチブダイ　Scarus niger　18 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki

■ スジブダイ　Scarus rivulatus　18 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki ■ スジブダイ　Scarus rivulatus　18 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki
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スズキ目 ブダイ科 アオブダイ属

スジブダイ
Scarus rivulatus
Valenciennes, 1840

形態　背鰭 IX, 10 ； 臀鰭 III, 9 ； 胸鰭 14– 
15 ； 背鰭前方鱗 6–7 ； 頬鱗列 3。 体は細

長い楕円形で、 側扁する。 尾鰭は截形。

口は小さく、 上顎の後端は眼の前縁に達さ

ない。 歯は癒合が完全であり、 歯板を形成

する。 成魚では上顎歯板の 2 分の 1 が唇

で覆われる。

■ スジブダイ　Scarus rivulatus　KAUM–I. 55000, 297.1 mm SL

色彩　雄相の体色は、 濃緑色であり、 体

前半は濃く、 後半はやや薄い。 頬部はや

や薄い緑色で、 中心に橙色の斑紋がある。

眼の周辺や頬部上方、 吻部には橙色の唐

草模様の斑紋がある。 鱗に沿った縁取りが

あり、 体前半は濃紫いろ、 後半は鈍い橙

色で点列状に並ぶ。 背鰭、 臀鰭は体と同

色であり、 赤紫線がある。 胸鰭は上縁が

濃い緑色、 その下に赤紫の線をもち、 鰭

全体はくすんだ黄緑色。 腹鰭はくすんだ黄

色で前縁が青い。 尾鰭は濃い緑と鈍い橙

色の不規則な模様が入り、 周辺は青い。

雌相は全体が褐色であり、 体側に数本の

横帯が入る場合がある。

分布　西太平洋に分布する。 国内では高

知県、 愛媛県、 大隅諸島、 琉球列島に分

布する。

備考　本種の雄相は頭部に橙色の唐草模

様があること、 頬部に橙色の斑紋がある

ことから他種と識別される。 一方雌相で

は目立った模様がなく、 オウムブダイ S. 
psittacus Forsskål, 1775 やダイダイブダ

イ S. globiceps Valenciennes, 1840 と

の識別は困難であるとされている （岸本、

1997）。

　与論島では茶花の水深 15 m 付近で確認

されている。

（桜井　雄）

■ スジブダイ　Scarus rivulatus　KAUM–I. 55064, 144.4 mm SL
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スズキ目 ブダイ科 アオブダイ属

オウムブダイ
Scarus psittacus
Forsskål, 1775

形態　背鰭 IX, 10 ； 臀鰭 III, 9 ； 胸鰭 13– 
15 ； 背鰭前方鱗 3–5 ； 頬鱗列 2。 体は細

長い楕円形で吻はやや突出し、 側扁する。

尾鰭は浅く湾入する。 口は小さく、 上顎の

後端は眼の前縁に達さない。 歯は癒合が

完全であり、 歯板を形成する。 成魚では上

顎歯板の 2 分の 1 が唇で覆われる。

色彩　雄相の体色は緑色であるが、 色彩

変異が激しく、 眼の後方から体側後方まで

一様にくすんだ黄色になるものから、 体側

鱗に沿って橙色の縁取りが全体に散らばる

ものまである。 主鰓蓋骨下部や頬部はくす

んだ桃色の斑紋があり、 下唇縁部にも同

色の 1 戦がみられる。 頭部上方の吻端か

ら眼にかけて濃色になる。 眼の後方に 2 本

の緑線がある場合が多い。 各鰭は緑色で、

背鰭、 臀鰭、 腹鰭には不規則な橙色の斑

紋がある。 雌相の色彩については、 スジブ

ダイ S. rivulatus Valenciennes, 1840 やダ

イダイブダイ S. globiceps Valenciennes, 
1840 に似るとされている （岸本、1997） が、

詳細は不明である。

分布　イースター島を除くインド ・ 太平洋に

分布する。 国内では和歌山県、 大隅諸島、

琉球列島から知られている。

備考　本種の雄相は頭部上方に狭い濃色

域をもつこと、 頬部に桃色の斑紋をもつこ

と、 吻部がやや突出すること、 体側が一様

にくすんだ黄色である場合が多いことで他

種と識別される （雌相についてはスジブダ

■ オウムブダイ　Scarus psittacus　KAUM–I. 55054, 208.1 mm SL

イ S. rivulatus Valenciennes, 1840 の 項

を参照のこと）。 与論島では前浜沖の水深

15 m 付近で確認されている。

（桜井　雄）

■ オウムブダイ　Scarus psittacus　KAUM–I. 40143, 194.1 mm SL

■ オウムブダイ　Scarus psittacus　KAUM–I. 40179, 217.9 mm SL

■ オウムブダイ　Scarus psittacus　17 Apr. 2012
Photo by S. Harazaki
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スズキ目 ブダイ科 アオブダイ属

ナガブダイ
Scarus rubroviolaceus
Bleeker, 1847

形態　背鰭 IX, 10 ； 臀鰭 III, 9 ； 胸鰭 14– 
16 ； 背鰭前方鱗 5–7 ； 頬鱗列 3。 体は細

長い長方形で、 吻部の外縁はほぼ垂直で

あり、 顔の輪郭は丸みを帯びた台形。 尾

鰭は湾入し、雄相では深く両葉は伸長する。

口は小さく、 上顎の後端は眼の前縁に達さ

ない。 歯は癒合が完全であり、 歯板を形成

する。 上顎歯板後部に犬歯状歯が 1–2 本

ある。 成魚では上顎歯板の 2 分の 1 が唇

で覆われる。

色彩　雄相の体色は緑色であり、 体側鱗

の縁辺は橙色の縁取りがある。 頭部上方

から体側後部までくすんだ黄色の大きな斑

■ ナガブダイ　Scarus rubroviolaceus　KAUM–I. 45780, 329.5 mm SL

紋がみられる場合があるが、 成長に伴い

消失する。 唇の縁辺は橙色に縁どられる。

背鰭は黄色で中央に点列状の青い帯状模

様があり、 縁辺は青い。 臀鰭は青く、 基底

付近に 1 本の黄色い帯状模様がある。 腹

鰭は前縁が青く、 その後ろは黄色い。 胸鰭

は青く、 基底と中央に不明瞭な黄色線が入

る。 尾鰭は青く、 基底中央と後縁の中央は

黄色い。 雌相は全体が赤褐色であり、 体

側鱗に沿って褐色の縁取りがある。 生時は

ほぼ体側中央から前半が濃色、 後半は淡

色の色彩を呈するが、 死後は不明瞭にな

る。 各鰭は体側とほぼ同色であるが、 胸

鰭の後縁はほぼ透明になる。

分布　イースター島を除くインド ・ 太平洋に

分布する。 国内では小笠原諸島、 和歌山

県以南の太平洋沿岸、 大隅諸島、 琉球列

島に分布する。

備考　本種は吻部外縁がほぼ垂直であり、

頭部の輪郭が丸みを帯びた台形であること

により他種と識別される。 なお、 本調査で

確認されたブダイ科の幼魚 （標準体長 8.8 
mm、 前浜海岸、 水深 6–8 m ； 標準体長

23.0 mm、茶花沖、水深不明 ) については、

尾柄部中央に目立つ 1 白色斑があること

から、 Bellwood & Choat (1989) に従えば

ナガブダイの幼魚である可能性が高い。

　与論島では周辺のサンゴ礁域で確認され

ている。 ブダイ科の中でも比較的大型であ

る。

（桜井　雄）

■ ナガブダイ　Scarus rubroviolaceus　KAUM–I. 45778, 255.1 mm SL

■ ナガブダイ　Scarus rubroviolaceus
KPM-NI 30789, 8.8 mm SL
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スズキ目 ブダイ科 アオブダイ属

オビブダイ
Scarus schlegeli
(Bleeker, 1861)

形態　背鰭 IX, 10 ； 臀鰭 III, 9 ； 胸鰭 14 ；

背鰭前方鱗 4 ； 頬鱗列 2。 体は細長い楕

円形で、側扁する。尾鰭は截形。口は小さく、

上顎の後端は眼の前縁に達さない。 歯は

癒合が完全であり、 歯板を形成する。 成魚

では上顎歯板の 2 分の 1 が唇で覆われる。

色彩　雄相の体色は、 黒みがかった緑色

■ オビブダイ　Scarus schlegeli　KAUM–I. 45779,
252.1 mm SL

で、 体側前半上部は濃い緑色、 体側後半

にも 1 本の横帯状の濃い緑色部分がある。

体側後半の背鰭第 9 棘 – 第 1 軟条付近と

第 4–5 軟条付近に黄色斑紋がある。 眼の

後方に 2 本前方に 1 本の濃い緑色線があ

り、 前方の線は口まで達する。 唇は青色で

その周辺は橙色。 背鰭と臀鰭はくすんだ橙

色で、 中央は濃い緑色、 縁辺は青色。 胸

鰭は濃紫色で上縁は濃い緑色。 腹鰭はく

すんだ橙色で前縁は青い。 雌相は体全体

が赤褐色で、 頭部や体前半上方には淡色

の不規則な模様が入る。 体側には数本の

淡色の 「く」 の字横線が入る。 淡色と濃色

の境目は鱗に沿っており、 鋸歯様である。

分布　キーリング諸島以東、 ハワイ諸島、

マルケサス諸島、 イースター島を除く東イ

ンド ・ 太平洋に分布する。 国内では小笠原

諸島、 和歌山県以南の太平洋沿岸、 大隅

諸島、 琉球列島に分布する。

備考　本種の雄相は頭部上方と体側中央

後部に淡色帯があること、 雌相は鋸歯様の

輪郭をもつ帯状模様があることで他種と識

別される。 与論島では周辺のサンゴ礁域の

水深 2–15 m 付近で確認されている。

（桜井　雄）

■ オビブダイ　Scarus schlegeli　KAUM–I. 41217, 223.8 mm SL

■ オビブダイ　Scarus schlegeli　KAUM–I. 55053, 235.7 mm SL

■ オビブダイ　Scarus schlegeli　KAUM–I. 45775,
284.6 mm SL

■ オビブダイ　Scarus schlegeli　FRLM 42946,
283.6 mm SL

■ オビブダイ　Scarus schlegeli　KAUM–I. 55063, 192.5 mm SL
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スズキ目 トラギス科 トラギス属

ヨツメトラギス
Parapercis clathrata
Ogilby, 1910

形態　背鰭 IV, 20–21 ； 臀鰭 I, 17 ； 胸鰭

17–18 ； 側線有孔鱗 57–60。 体は円筒形

で、 体前方はやや縦扁する。 口蓋骨歯を

もたない。 下顎前部の犬歯状歯は 3 対。

背鰭棘条部と軟条部の間に浅い欠刻があ

るが第 4 棘と第 1 背鰭軟条は鰭膜でつな

がる。 尾鰭は截形で上端は伸長しない。

色彩　体側上部はうすい褐色で、 体側下

部は白色。 頭部、 体側上部には褐色斑が

散在する。 雄には項部背面に 1 対の黒色

斑がある。 雌にはない。 体側上部には不

明瞭な褐色縦線が入り、 体側下部には明

瞭な黄褐色縦線が走る。 黄褐色縦線上に

は 10 の黄褐色斑が並び、 さらに黄褐色斑

上には黄褐色線上に沿って黒色点が並ぶ。

また体側には褐色縦線から黄色褐色縦線

にかけて 8–9 の不明瞭な褐色横線が入る。

背鰭棘条部の鰭膜は褐色。 背鰭軟条部と

臀鰭は半透明で、 各基部に褐色点が並ぶ。

腹鰭条部は白色で、 先端部は透明。 尾鰭

前部に 2 黒色縦線または黒色斑があり、

後部には 1 白色斑が入る。

分布　東インド洋と西太平洋に分布する。

国内では伊豆諸島、 相模湾以南の太平洋

沿岸、 大隅諸島、 琉球列島に分布する。

備考　サンゴ礁域の浅所で普通にみられる

が一般に食用としない。 肉食性で底生動物

や小魚を主に捕食する。 体長は 15cm 前

後に達する。

　水中では体の色彩や尾鰭に白色斑があ

る こ と で ワ ヌ ケ ト ラ ギ ス P. millepunctata 
(Günther, 1860) や カ モ ハ ラ ト ラ ギ ス P. 
kamoharai Schultz, 1966 と似るが、 本種

には白色斑を囲む大きな黒色斑がないこと

や、 雄には項部背面に 1 対の黒色斑があ

ること（雌は顕著ではない）から識別される。

（目黒昌利 ・ 原崎　森）

■ ヨツメトラギス　Parapercis clathrata　KAUM–I. 55141, 73.1 mm SL

スズキ目 トラギス科 トラギス属

ダンダラトラギス
Parapercis cylindrica
(Bloch, 1792)

形態　背鰭 V, 21–22 ； 臀鰭 I, 17 ； 胸鰭

14–16 ； 側線有孔鱗 48–52。 体は円筒形

で、 体前方はやや縦扁する。 両顎はほぼ

同長で下顎前部の犬歯状歯は 5 対。 口蓋

骨歯をもたない。 主鰓蓋骨に 2 棘あり、 前

鰓蓋骨の後縁は円滑。 背鰭第 3– ４棘が最

も長い。 背鰭棘条部と軟条部の間に深い

欠刻がある。 尾鰭は円形。

色彩　体色は灰褐色で、 体側には大きな

■ ダンダラトラギス　Parapercis cylindrica　KAUM–I. 51185, 45.9 mm SL
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9–10 本の褐色横帯がある。 背鰭軟条部と

臀鰭に褐色点が散在。 尾鰭には大きな暗

色斑がなく、 小黒色斑が散らばる。

分布　西太平洋に分布する。 国内では伊

豆半島以南の太平洋沿岸、 大隅諸島、 お

よび琉球列島に分布する。

備考　内湾性で水深 10 m 以浅のサンゴ礁

域に生息し、 底生動物を捕食する。 成魚

は体長 15cm 前後に達する。

（原崎　森）

スズキ目 トラギス科 トラギス属

ワヌケトラギス
Parapercis millepunctata
(Günther, 1860)

形態　背鰭 IV, 20–21 ； 臀鰭 I, 16–17 ； 胸
鰭 17–18 ； 側線有孔鱗 59–60。 体は円筒

形で、 体前方はやや縦扁する。 口蓋骨歯

をもたない。 下顎前部の犬歯状歯は 3 対。

背鰭棘では第 3 棘が最長。 背鰭棘条部と

軟条部の間に欠刻がある。

色彩　尾鰭基部近くに大きな 1 黒色斑があ

り、 そのすぐ後方によく目立つ小白色斑が

みられる。

分布　ハワイ諸島を除くインド ・ 太平洋に分

布する。 国内では小笠原諸島、 伊豆諸島、

和歌山県以南の太平洋沿岸、 大隅諸島、

琉球列島、 尖閣諸島に分布する。

備考　サンゴ礁域の浅所で普通にみられる

が一般に食用としない。 主に底生動物や小

魚を捕食する。 水中観察においては、 体

の色彩や尾鰭に白色斑があることでヨツメ

トラギス P. clathrata Ogilby, 1910 やカモ

ハラトラギス P. kamoharai Schultz, 1966
と似るが、 ワヌケトラギスにはこの白色斑

を囲む大きな黒色斑があることで識別は容

易。 体長は 17 cm 前後に達する。

（原崎　森）

■ ワヌケトラギス　Parapercis millepunctata　BSKU 108318, 94.8 mm SL

■ ワヌケトラギス　Parapercis millepunctata　KAUM–I. 39877, 71.6 mm SL

■ ワヌケトラギス　Parapercis millepunctata　16 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki
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スズキ目 トラギス科 トラギス属

サンゴトラギス
Parapercis multiplicata
Randall, 1984

形態　背鰭 V, 21 ； 臀鰭 I, 16–17 ； 胸鰭

14–15 ； 側線有孔鱗 56–58。 体は円筒形

で、 体前方はやや縦扁する。 口蓋骨歯を

もたない。 下顎前部の犬歯状歯は 4 対。

背鰭棘条部と軟条部の間に大きな欠刻が

あるが第 5 棘と第 1 背鰭軟条は軟条の基

部付近で鰭膜がつながっている。 尾鰭は截

形で上端は伸長しない。

色彩　体側上部は緑がかった薄い赤色で、

体側下部は白色。 頭部、 体側上部には橙

色斑または朱色点が散在する。 眼下には

橙色の斜線がはいる。 体側下部には不連

続な薄い橙色縦線と 8 本の赤色横帯がは

いる。 背鰭棘条部の鰭膜は白色で、 中央

に赤黒色斑がある。 背鰭軟条部は透明。

臀鰭条部は白色で縁辺は黄色で縁取られ

る。 背鰭軟条部と臀鰭の鰭膜には小さな赤

黒色点が並ぶ。 腹鰭条部の基部は白色で、

先端部は透明。 尾鰭は赤色半透明で、 赤

色点が散在する。

分布　オーストラリア北西部と西太平洋に分

布する。 国内では小笠原諸島、 伊豆諸島、

和歌山県以南の太平洋沿岸、 大隅諸島、

および琉球列島に分布する。

備考　本調査において本種は水深 7–17 m
の水深でみられた。 形態的にはトラギス P. 
pulchella (Temminck & Schlegel, 1843)
に似るが、 サンゴトラギスは体側に幅の狭

い 8 赤色横帯 （トラギスは体側に褐幅の広

い 6 褐色横帯） があることから識別される。

体長は 10cm 前後に達する。

（目黒昌利 ・ 原崎　森）

■ サンゴトラギス　Parapercis multiplicata　KAUM–I. 50865, 57.0 mm SL

スズキ目 トラギス科 トラギス属

オグロトラギス
Parapercis pacifica
Imamura & Yoshino, 2007

形態　背鰭 V, 21-22 ； 臀鰭 I, 17–18 ； 胸
鰭 17–18 ； 側線有孔鱗 58–60。 体は円筒

形で、 体前方はやや縦扁する。 口蓋骨歯

をもたない。 下顎前部の犬歯状歯は 4 対。

背鰭棘条部と軟条部の間に大きな欠刻が

ある。

色彩　体色は白色で、 尾鰭には大きな黒色

斑があり、 直後に小白色斑がない。 雄の

頬下部には茶褐色または暗色の半円形帯

か細長の同色斑を有するが、 斜帯はない。

雌の頭部には小黒色斑が多数ある。 雄の

腹部には 3 つ前後の小眼状斑列があり、

雌ではそれが 6–7 つある。

分布　フィジー諸島、 インドネシアから日本

にかけての西太平洋に分布する。 国内で

は伊豆諸島、和歌山県以南の太平洋沿岸、

大隅諸島、 および琉球列島に分布する。

備考　沿岸のサンゴ礁域にすむ普通種。 肉

■ オグロトラギス　Parapercis pacifica　KAUM–I. 40411, 66.6 mm SL
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食性で甲殻類や多毛類などの底生動物の

ほか、 小魚なども食べる。 食用にされるこ

ともあるがあまり一般的ではない。 体は白

色で、 尾鰭には大きな黒色斑があることが

特徴。

　本種とその近縁種群は分類学的に長ら

く 混 乱 し て い た が、 Imamura & Yoshino 
(2007) により再検討が行われ、 本種は

2007 年に新種記載された。 近縁種のイン

ド洋に分布する P. hexophtalma (Cuvier, 
1829) などは雄の頬部に数本の斜線があ

るのに対し、 オグロトラギスのみが斜線を

有さない。 体長は 20 cm 前後に達する。

（原崎　森）

スズキ目 トラギス科 トラギス属

ホムラトラギス
Parapercis randalli
Ho & Shao, 2010

形態　背鰭 V, 21 ； 臀鰭 I, 17 ； 胸鰭 17–
18 ； 腹鰭 I, 5 ； 側線有孔鱗 52–53。 体は

やや細長く、 円筒形で尾柄部は後方に向

かって側扁する。 上顎前方に 3 対の犬歯

が並び、 さらに後方に円錐歯が 1 列に並

ぶ。 犬歯後方には絨毛状歯が幅広く密に

並ぶ。 下顎前方の犬歯は 3 対で、 後方に

絨毛状歯がある。 鋤骨歯は円弧状をなす。

口蓋骨歯はない。 前鰓蓋骨の後縁は円滑

で、 主鰓蓋骨中央には 1 本の鋭い棘があ

る。 体の多くは櫛鱗で覆われるが、 頭部の

一部は無鱗で、 胸鰭基部のみ小円鱗で覆

われる。 尾鰭は浅く湾入し、 上葉後端はい

くぶん伸長する。 下葉後縁はやや丸みを帯

びる。

色彩　体側上部は淡赤色で、 体側下部で

はより淡くなる。 体背側面には 5 赤褐色鞍

状斑を、 腹側面には 8 赤橙色斑をもつ。

眼後部、 鰓蓋上方、 第 2–3 側線孔間およ

び第 5–6 側線孔間に濃褐色点をもつ。 頬

には眼の下縁から前鰓蓋骨下端にかけて

淡赤色で縁取られた赤橙色の斜走帯をも

つ。

分布　台湾および日本の与論島のみから知

られている。

備考　本種は与論島から採集された標本

（写真）に基づき、日比野ほか（2013）によっ

て日本初記録として報告、 新標準和名ホ

ムラトラギスが提唱された。 本報告はタイ

プ産地以外からの初記録であると同時に、

本種の北限記録である。 本種は琉球列島

に分布するセホシトラギス P. basimaculata 
Randall, Senou & Yoshino, 2008 と 類 似

しているが、 鰓蓋上方に濃褐色点が 2 個

あること （セホシトラギスでは 1 個の大きな

暗色斑をもつ）、 背側面の鞍状斑の幅が広

いこと （狭い）、 腹側面の赤橙色斑が 8 個

■ オグロトラギス　Parapercis pacifica　FRLM 42887, 127.7 mm SL

■ オグロトラギス　Parapercis pacifica　BSKU 106140, 35.3 mm SL■ オグロトラギス　Parapercis pacifica　BSKU 106112, 70.5 mm SL

■ オグロトラギス　Parapercis pacifica　17 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki
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■ ホムラトラギス　Parapercis randalli　FRLM 43053, 63.9 mm SL

スズキ目 トラギス科 トラギス属

マダラトラギス
Parapercis tetracantha
(Lacepède, 1801)

形態　背鰭 V, 20–21 ； 臀鰭 I, 16–17 ； 胸
鰭 17–18 ； 側線有孔鱗 59–65。 体は円筒

形で、 体前方はやや縦扁する。 口蓋骨歯

をもたない。 背鰭棘条部と軟条部の間に欠

刻があるが第 5 棘と第 1 背鰭軟条は鰭膜

でつながる。 截形で上端はやや伸長する。

下顎前部の犬歯状歯は 3 対。

色彩　体側上部は黄褐色で、 頭部覆面、

腹部は白色。 頭部には上下顎、 眼下と頭

部背面から鰓蓋後縁にかけて褐色帯がは

いる。 体側上部に 2 本の不明瞭な褐色縦

線と 9 本の褐色横帯がはいり、 前方の 3
褐色横帯の腹部先端にはそれぞれ黒色点

がある。 背鰭棘条部の鰭膜前方は褐色。

背鰭軟条部と臀鰭は半透明で臀鰭は赤褐

色に縁取られる。 背鰭と臀鰭それぞれに黒

色点が並ぶ。 腹鰭条部は白色。 尾鰭前部

に大きな黒色斑などはなく、 全体に小さな

黒色点が点在する。 尾鰭上下端は赤褐色

に縁取られる。

分布　東インド洋と西太平洋に分布する。

国内では伊豆諸島、 伊豆半島以南の太平

洋沿岸、 大隅諸島、 および琉球列島に分

布する。

備考　本調査では水深1–17 mでみられた。

形態的にはマトウトラギス P. ommatura 
Jordan & Snyder, 1902 に似るが、 下顎

前部の犬歯状歯は 3 対 （マトウトラギスは

4 対）、 眼下に幅広い褐色横帯がある （下

顎から鰓蓋上方にかけて 2 褐色縦線がは

しる） ことなどから識別される。 体長は 20 
cm 前後に達する。

（目黒昌利 ・ 原崎　森）

■ マダラトラギス　Parapercis tetracantha　KAUM–I. 50866, 51.1 mm SL

あること （10 個）、 頬の斜走斑が黄色から

赤橙色で周囲を赤色で縁取られること （縁

取りはない）、 尾鰭中央かそれよりわずか

に後方に 2 個の黒点が垂直方向に並ぶこ

と （尾鰭中央より前方に黒点が垂直方向に

4 個並ぶ）、 頭頂部に黒点を欠くこと （3 対

ある）、 臀鰭の黒点を欠くこと （3 個ある）、

尾鰭の横線模様を欠くこと （ある）、 下顎前

方に 3 対の犬歯があること（4 対）などによっ

て明瞭に区別される。

（日比野友亮 ・ 本村浩之 ・ 木村清志）
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スズキ目 ベラギンポ科 ベラギンポ属

ベラギンポ属の一種
Trichonotus sp.

形 態　 背 鰭 VI–VII, 39–43 ； 臀 鰭 I, 34– 
38 ； 有 孔 側 線 鱗 53–56 ； 鰓 耙 5–7 + 
19–22。体は細長く円筒形で、吻はよく尖る。

雄の背鰭伸長棘は 4−7 本。 背鰭前方部の

鰭膜は体高より高い。 雌は背鰭棘が伸長

しない。 尾鰭は雄では大きく円形で、 雌は

二重截形。 雄の腹鰭は臀鰭始部に達する

が、 雌では短く達しない。

色彩　体の地色は白色で、 褐色の鞍状斑

が 11 本あり、 各鞍状斑の下方には鮮やか

なオレンジ色の斑紋がある。 鞍状斑間の背

側に細い斑紋がある。 雄の鰓蓋部には同

じ大きさの青白色小斑が散在する。 背鰭伸

長棘は橙色と白色の縞模様。 雌の背鰭前

方に黒色斑はない。 垂直鰭には黄色と橙

色の小斑点が散在する。

分布　日本からベトナム、 インドネシアに分

布する。 国内では和歌山県以南の太平洋

沿岸、 大隅諸島、 琉球列島に生息する。

備考　本種はこれまでベラギンポ Trichono-
tus sp. 2 の地理的変異とみなされてきた

が、 鞍状斑が側線を越える、 雄の背鰭伸

長棘が多く 4 本以上 （ベラギンポは通常 3
本）、 繁殖期の雄の背鰭鰭膜に黒色斑点

列がある、 雌の背鰭前方には黒色斑がな

いことによって識別される。

　本種は同属のリュウグウベラギンポ T. 
elegans Shimada & Yoshino, 1984 に 比

べ、 砂底上に着底し、 雌雄ともに砂によく

潜る。 本属魚類は雌性先熟の性転換をす

ることが知られ、 性的二型が著しい。 体長

約 10 cm 以下の個体は雌で、 15 cm を越

えると雄の特徴をしめす。 現在、 分類学的

研究が進められている。

（片山英里）

■ ベラギンポ属の一種　Trichonotus sp.　17 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki

スズキ目 トビギンポ科 トビギンポ属

トビギンポ
Limnichthys fasciatus
Waite, 1904

形態　背鰭 24–26 ； 臀鰭 26–28 ； 背鰭＋

臀鰭 50–54; 胸鰭 12–14 ； 側線鱗 39–41。

背鰭前方鱗 15–17。 体は細長く円筒形。

成熟した個体では背鰭始部でもっとも体高

が高くなる。 吻はよく尖る。 上顎先端は肉

質で、 前方に張り出す。 眼は大きく背側

に上向きである。 頬部に 3 列の鱗がある。

腹鰭は短い。 腹鰭間に 1 枚の鱗をもつ。

尾鰭は截形で後縁は丸みを帯びる。

色彩　体の地色は白色で、 6–8 本の褐色

鞍状斑がある。 体側中央に太い褐色縦帯

がある。 体側中央付近で、 約 3−4 本の鞍

状斑が縦帯と接続する。 眼を通る細い黒色

横帯がある。 各鰭は透明。

分布　熱帯域をのぞく西太平洋 （台湾、オー

ストラリア、 ニュージーランド、 ケルマディッ

ク諸島、 フィジー諸島） に分布する。 国内

では小笠原諸島、 伊豆諸島、 千葉県以南

の太平洋沿岸、 大隅諸島、 琉球列島に分

布する。

備考　本項の記載は与論島産の標本に基

づく。 体サイズと体色の変異には変異が多

い。 与論島産では体色が薄く、 すべての

斑紋は薄い褐色となるが、 鹿児島県口之

■ トビギンポ　Limnichthys fasciatus　KPM-NI 30902, 23.9 mm SL

■ トビギンポ　Limnichthys fasciatus　KAUM–I. 40011, 37.7 mm SL
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スズキ目 トビギンポ科 トビギンポ属

ミナミトビギンポ
Limnichthys nitidus
Smith, 1958

形 態　 背 鰭 21–24 ； 臀 鰭 24–26 ； 背 鰭

＋ 臀 鰭 47–48 ； 胸 鰭 12–13 ； 側 線 鱗

38−39 ； 背鰭前方鱗 16−17。 体は細長く

円筒形。 吻はよく尖る。 眼は小さく、 背側

に上向きである。 尾柄腹側に欠刻がある。

腹鰭は小さい。 頬部は上顎後端にある 1
枚を除き無鱗。 腹鰭間の鱗はない。

色彩　体の地色は白色で、 7−12 本の鞍状

斑がある。体側中央を走る黒色縦帯があり、

個体によっては縦帯と鞍状斑が接続する。

眼を通り上顎後方に向かう薄い褐色横帯が

ある。 各鰭は透明。

分布　イースター島を除くインド・ 太平洋に

広く分布する。 国内では小笠原諸島、 静

岡県以南の太平洋沿岸、 大隅諸島、 琉球

列島に分布する。

備考　本項の記載は与論島産の標本に基

づく。 本種はトビギンポ L. fasciatus Waite, 
1904 と同様に体色に個体変異がある。 与

論島産の個体では、 鞍状斑の形状が三角

形と直線状の 2 タイプがみられた。 トビギ

ンポと比べて水深の深いところに生息し、

本調査においてもリーフ外側の水深約 10 
m 以深で採集された。

（片山英里）

■ ミナミトビギンポ　Limnichthys nitidus　KAUM–I. 40403, 28.7 mm SL

永良部や南日本沿岸産では、 濃褐色を呈

する。 また高知県と与論島の個体は最大 3 
cm 程度であるが、 千葉県、 駿河湾、 口之

■ トビギンポ　Limnichthys fasciatus　KAUM–I. 40012, 38.9 mm SL

永良部島のものは 5 cm に達する。

　本属魚類は常に砂底に潜って生活を

する。 本種はミナミトビギンポ L. nitidus 

Smith, 1958 より浅い砂地に生息し、 与論

島では主にリーフ内の砂だまりに多くみられ

た。

（片山英里）

■ ミナミトビギンポ　Limnichthys nitidus　NSMT-P 110317, 20.8 mm SL

■ ミナミトビギンポ　Limnichthys nitidus　NSMT-P 110465, 22.5 mm SL■ ミナミトビギンポ　Limnichthys nitidus　KAUM–I. 40402, 23.3 mm SL
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Triplefins

スズキ目 ヘビギンポ科 ヘビギンポ属

ヘビギンポ
Enneapterygius etheostoma
(Jordan & Snyder, 1902)

形態　背鰭 III-XIII–XVI- 9–11 ； 臀鰭 I, 17 
–22 ； 胸鰭 ii–iii + 5–7 + vi–viii (13–18) ；

腹鰭 I, 2 ； 側線鱗 18–22 + 16–21 ； 尾柄

周鱗 12。 体は細長く、 後部に向かうにした

がい側扁する。 体の大部分は腹部の無鱗

域周縁付近の円鱗を除き、 櫛鱗で被われ

ている。 頭部 ・ 鰓蓋部 ・ 胸鰭基部と腹部

は鱗に被われない。 前鼻孔は管状で、 先

端は皮弁になっており、 分枝する。 両眼の

上縁中央に皮弁があり、先端は分枝しない。

側線は 2 列あり、 前方の側線鱗列は有孔

鱗から、 後方は欠刻鱗からなる。

色彩　成熟した雄は婚姻色を呈し、 通常と

は色彩が異なる。 婚姻色の雄は体全体が

黒色。 第 2 背鰭後端から臀鰭にかけてと、

尾柄部には白色横帯がある。 尾鰭基部は

白く、 尾鰭皮膜は透明、 尾鰭軟条には褐

色横線が入る。 雌の体上部はうすい褐色

で、 下部は白色。 体には褐色横帯が 6–7
本はいる。 各鰭膜は透明で、 第 1 背鰭を

除く鰭には褐色線がはいる。

■ ヘビギンポ　Enneapterygius etheostoma　Male　KAUM–I. 45921, 45.2 mm SL

■ ヘビギンポ　Enneapterygius etheostoma　Female　KAUM–I. 48100, 48.9 mm SL

■ ヘビギンポ　Enneapterygius etheostoma　KPM-NI 30816, 28.4 mm SL
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スズキ目 ヘビギンポ科 ヘビギンポ属

エリマキヘビギンポ
Enneapterygius flavoccipitis
Shen, 1994

形態　背鰭 III-XII–XIII-8–11 ； 臀鰭 I, 17– 
18 ； 胸鰭 ii–iv+ 5–7 + vi–vii (14–16) ； 腹

鰭 I, 2 ； 側線鱗 14–18 + 19–21 ； 尾柄周

鱗 12。 体は細長く、 後部に向かうにしたが

い側扁する。 体の大部分は腹部の無鱗域

周縁付近の円鱗を除き、 櫛鱗で被われて

いる。 頭部 ・ 鰓蓋部 ・ 胸鰭基部と腹部は

鱗に被われない。 前鼻孔は管状で、 先端

は皮弁になっており、 分枝しない。 両眼の

上縁中央に皮弁があり、 短い毛状で先端

は分枝しない。 側線は 2 列あり、 前方の

側線鱗列は有孔鱗から、 後方は欠刻鱗か

らなる。

色彩　成熟した雄は婚姻色を呈し、 通常と

は色彩が異なる。 婚姻色の雄の体色は頭

部および体は黒色、 上顎先端上部から背

面部第 2 背鰭起部まで、 鰓蓋上部および

■ エリマキヘビギンポ　Enneapterygius flavoccipitis　Male　KAUM–I. 45831, 26.5 mm SL

分布　日本からベトナムにかけての沿岸に

分布する。 国内では北海道の奥尻島を北

限に全国に分布する。 ただし、 岩手県、 宮

城県、 福島県、 小笠原諸島からの記録は

ない。

備考　本調査では水深 1 m 以浅の潮間帯

岩礁域のタイドプールでみられた。 本種は

本属最大の種で、 全長 70 mm に達する。

　日本でみられる同属他種とは背鰭棘数が

13–16 （通常 14 以上） 有孔側線鱗数が

18–22、 鼻管皮弁が分枝することから識別

される。 与論島産を含む琉球列島産のヘビ

ギンポは雄の第 1 背鰭が他海域に比べる

と伸長する、 八丈島では成熟サイズが小さ

い個体群がみられるなど地域により形態的

に差異が認められる。

（目黒昌利）

■ エリマキヘビギンポ　Enneapterygius flavoccipitis　Male　KPM-NI 30800, 21.7 mm SL

■ エリマキヘビギンポ　Enneapterygius flavoccipitis　Female
KAUM–I. 41196, 14.8 mm SL

■ エリマキヘビギンポ　Enneapterygius flavoccipitis　Male
BSKU 106119, 24.8 mm SL



Tripterygiidae

ヘ
ビ
ギ
ン
ポ
科

449

Triplefins

胸鰭基部後部、 腹鰭基部から総排泄孔前

部にかけて黄色。 腹鰭と第 1 背鰭、 胸鰭

の大部分は黄色、 第 2 ・ 3 背鰭軟条およ

び基部は黒色、 臀鰭、 尾鰭も黒色で、 尾

鰭後縁は透明。 雌の体の地色は白色、 褐

色横帯が 5–6 本はいり、 成長に伴いやや

乱れる。 吻端から眼前縁にかけて褐色線

がはしる。 尾柄部には黒色斑がある。 臀

鰭を除く各鰭膜は透明で、 臀鰭は鰭条に

沿って黒色線がある。

分布　西太平洋に分布する。 国内では大

隅諸島および琉球列島から知られている。

備考　本調査では水深 10 m 以浅のサンゴ

礁 ・ 岩礁域でみられた。 日本でみられる同

属他種とは有孔側線鱗数が 15–18、 欠刻

側線鱗数が 19–21、 下顎感覚孔配置が通

常 3 + 1 + 3、 眼上 ・ 鼻管皮弁が不分枝で

先端はとがる、 雄の婚姻色、 尾柄に黒色

斑をもつことなどから識別される。

　本種は Shen (1994) により台湾産の標

本に基づき新種として記載された。 同年 E. 
bichrous Fricke, 1994 が北部オーストラリ

ア産の標本に基づき新種として記載された。

し か し、 E. bichrous は E. flavoccipitis と

同種であり、 Shen (1994) の出版が先で

あったため E. bichrous は E. flavoccipitis

■ エリマキヘビギンポ　Enneapterygius flavoccipitis　KPM-NI 30903, 17.8 mm SL

■ エリマキヘビギンポ　Enneapterygius flavoccipitis　KPM-NI 30758, 20.4 mm SL

の新参異名である。 また、 Chaing & Chen 
(2008) は Shen (1994) によって新種とし

て記載された E. rubicauda Shen, 1994 を

E. flavoccipitis の新参異名とした。 Fricke 
(1997, 2009) は E. rubicauda を有効として

いるが、 Fricke (2009) は Chaing & Chen 
(2008) を引用していない。

（目黒昌利）

■ ハクテンヘビギンポ　Enneapterygius leucopunctatus　Female　KAUM–I. 41188, 23.7 mm SL
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スズキ目 ヘビギンポ科 ヘビギンポ属

ハクテンヘビギンポ
Enneapterygius leucopunctatus
Shen, 1994

形 態　 背 鰭 III-XII–XII-9–11 ； 臀 鰭 I, 18– 
19 ； 胸鰭 iii–v + 5–6 + vi–viii (15–16) ； 腹

鰭 I, 2 ； 側線鱗 16–18 + 16–18 ； 尾柄周

鱗 12。 体は細長く、 後部に向かうにしたが

い側扁する。 体の大部分は腹部の無鱗域

周縁付近の円鱗を除き、 櫛鱗で被われて

いる。 頭部 ・ 鰓蓋部 ・ 胸鰭基部と腹部は

鱗に被われない。 前鼻孔は管状で、 先端

は皮弁になっており、 分枝しない。 両眼の

上縁中央に皮弁があり、 短い毛状で先端

は分枝しない。 側線は 2 列あり、 前方の

側線鱗列は有孔鱗から、 後方は欠刻鱗か

らなる。

色彩　体色の地色は淡い黄褐色で、 頭部

下部と腹部は乳白色。 吻端から眼前縁ま

で褐色線がはいる。 鰓蓋上には白 ・ 黒 ・

赤褐色点が散在し、 鰓蓋後方には褐色斑

がある。 胸鰭基部下方と腹鰭基部上方に

白色斑が 2 つはいる。 体には不明瞭な褐

色横帯がはいる。 鱗の縁辺には赤褐色点

があり、 体全体が褐色にみえる。 体中央

に白色点が並び、 尾柄部には黒色帯があ

る。 各鰭の鰭膜は透明。 第 1 背鰭には白

色斑、 黄褐色点がはいる。 第 2 背鰭は背

鰭基部および縁辺に黒色色素が密在する。

第 2、3 背鰭には不規則な白色線がはいる。

胸鰭鰭条には褐色および白色点が並ぶ。

尾鰭鰭条中央にも白色点が並ぶ。

分布　台湾と日本に分布する。 国内では高

知県、 鹿児島県沿岸、 大隅諸島、 琉球列

島から知られる。

備考　本調査では水深 10 m 以浅のサンゴ

礁 ・ 岩礁域でみられた。 日本でみられる同

属他種とは有孔側線鱗数が 16–18、 欠刻

側線鱗数が 16–18、 下顎感覚孔配置が通

常 4 + 1 + 4、 眼上 ・ 鼻管皮弁が不分枝で

先端はとがる、 胸鰭基部下方と腹鰭基部

に白色斑をもつ、 体中央に白色点が並ぶ、

尾柄部に黒色横帯があることなどから識別

される。

　本種は Shen (1994) により台湾産の標本

に基づき新種として記載されたが、 Frcike 
(1994) は 本 種 と E. hesiojenae Shen, 
1994 を E. vexiralius Fowler, 1946 の新参

異名とした。一方で Chaing & Chen (2008)
は E. leucopunctatus と E. hesiojenae は

別種であり両種は有効種であるとしたが、

E. vexiralius との比較検討は行わなかっ

た。 その後、 Endo et al. (2010) は本種と

E. vexiralius のタイプ標本との形態的な比

較を行い、 違いを明らかにし、 本種を有効

種と認めるとともに、 高知県と鹿児島県産

の標本を基に日本初記録として報告した。

（目黒昌利）

■ ハクテンヘビギンポ　Enneapterygius leucopunctatus　Female　KAUM–I. 41188, 23.7 mm SL

スズキ目 ヘビギンポ科 ヘビギンポ属

クサギンポ
Enneapterygius philippinus
(Peters, 1869)

形 態　 背 鰭 III-XI–XII-9–10 ； 臀 鰭 I, 16–
17；胸鰭 i–iv + 4–7 + vi–vii (13–15)；側線

鱗数 11–14 + 19–22 ； 尾柄周鱗 8。 体は

細長く、 後部に向かうに従い側扁する。 下

顎中央の感覚孔開孔数は 1。 短い眼上皮

弁をもつ。 前鼻管の皮弁はヘラ状で先端

は不分枝。 眼上皮弁は短く、 先端は分枝

しない。 体の大部分は腹部の無鱗域周縁

付近の円鱗を除き、 櫛鱗で被われる。 頭

部、 鰓蓋部、 胸鰭基部、 および腹部は無

鱗。側線は 2 列あり、前方の側線は有孔鱗、

後方は欠刻鱗からなる。

色彩　雄は婚姻色を呈し、 興奮時および繁

殖行動時は通常時と色彩が異なる。 婚姻

色の雄は頭部下部から胸鰭にかけて黒色。

体は暗緑色で鱗は赤く縁取られる。 各鰭は

黒色で、 第 1 背鰭前方の鰭膜は白色。 雌

■ クサギンポ　Enneapterygius philippinus　Male　FAUM–I. 50849, 20.8 mm SL
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スズキ目 ヘビギンポ科 ヘビギンポ属

クレナイヘビギンポ
Enneapterygius rhabdotus
Fricke, 1994

形態　背鰭 III-XII–XIII-8–10 ； 臀鰭 I, 17– 
18 ； 胸鰭 ii–iv + 5–7 + vi–viii (15–17) ； 腹

鰭 I, 2 ； 側線鱗 15–19 + 16–19 ； 尾柄周

鱗 12。 体は細長く、 後部に向かうにしたが

い側扁する。 体の大部分は腹部の無鱗域

周縁付近の円鱗を除き、 櫛鱗で被われて

いる。 頭部 ・ 鰓蓋部 ・ 胸鰭基部と腹部は

鱗に被われない。 前鼻孔は管状で、 先端

は皮弁になっており、 分枝しない。 両眼の

上縁中央に皮弁があり、 短い毛状で先端

は分枝しない。 側線は 2 列あり、 前方の

側線鱗列は有孔鱗から、 後方は欠刻鱗か

らなる。

色彩　成熟した雌雄で色彩が異なる。 雄の

体の地色は乳白色で、 鱗の縁辺は褐色で

縁取られる。 体には 4 本の幅の広い濃褐

色横帯がある。 吻端から眼前縁、 眼後縁

から第 1 背鰭起部にかけてと、 下顎後端

から眼の後下縁を通り項部にかけて、 褐色

線がある。 第 1 背鰭の鰭膜に褐色点があ

■ クレナイヘビギンポ　Enneapterygius rhabdotus　Male　KAUM–I. 40000, 19.3 mm SL

は体全体が乳白色で、 白色斑が散在する。

各鰭の鰭膜は透明。 胸鰭に黄色斑と黒色

点からなる横帯が交互にはいり、 縞模様を

形成する。

分布　インド ・ 西太平洋に分布する。 国内

では大隅諸島と琉球列島から知られる。

備考　本種は水深 1 m に満たない浅所を

好む。 与論島では水深 0.5 m ほどの小さ

な潮だまりに優占してみられた。

（田代郷国）
■ クサギンポ　Enneapterygius philippinus　Male　FAUM–I. 50849, 20.8 mm SL

■ クサギンポ　Enneapterygius philippinus　Female　FAUM–I. 46134, 23.6 mm SL
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スズキ目 ヘビギンポ科 ヘビギンポ属

オグロヘビギンポ
Enneapterygius signicauda
Fricke, 1997

形態　背鰭 III-XII–XIII-9–10 ； 臀鰭 I, 16– 
18 ； 胸 鰭 ii–iv + 5–7 + vi–vii (15–16) ；

腹鰭 I, 2 ； 側線鱗 17–19 + 16–17 （稀に

19） ； 尾柄周鱗 12。 体は細長く、 後部に

向かうにしたがい側扁する。 体の大部分は

腹部の無鱗域周縁付近の円鱗を除き、 櫛

鱗で被われている。 頭部 ・ 鰓蓋部 ・ 胸鰭

基部と腹部は鱗に被われない。 前鼻孔は

管状で、 先端は皮弁になっており、 分枝し

ない。 両眼の上縁中央に皮弁があり、 短

い毛状で先端は分枝しない。 側線は 2 列
あり、 前方の側線鱗列は有孔鱗から、 後

方は欠刻鱗からなる。

色彩　成熟した雄は婚姻色を呈し、 通常と

は色彩が異なる。 婚姻色の雄の体色は頭

部および体は朱色、 頭部下部から胸鰭基

部にかけては黒色、 両顎後端は朱色。 尾

鰭は基部から約 3 分の 2 が黒色で、 尾柄

に黒色部位はない。 尾鰭を除く各鰭条は淡

い朱色で、 各鰭膜は臀鰭を除き透明。 臀

鰭鰭膜は朱色。 頭部、 胸鰭基部、 体の白

色線は婚姻色時消える。 雌の体は朱色、

頭部腹部にかけては乳白色、 頭部には朱

色点が散在する。 頭部眼下部に白色線が

不規則にはいる。 鰓孔から胸鰭にかけて 2
本、 腹鰭にかけて 1 本の白色線がはしる。

体には I 字状と Y 字または V 字状の白色

横線が 5–6 本交互にはいる。 背鰭、 胸鰭

尾鰭鰭条は淡い朱色で、 腹鰭、 臀鰭鰭条

は白色。 すべての鰭膜は透明。

■ オグロヘビギンポ　Enneapterygius signicauda　Male　KAUM–I. 47821, 27.2 mm SL

る。 第 2 ・ 第 3 背鰭の鰭条は赤褐色、 鰭

膜の大部分は透明。 胸鰭は透明で、 基部

に 5–6 褐色斑がある。 臀鰭鰭条は褐色、

鰭膜の大部分が濃褐色で、 鰭の縁辺と後

部は透明である。 尾鰭は大部分が透明で、

中央に濃褐色の横帯が 1 本ある。 雌は雄

と体色はよく似るが、 鱗の縁辺は赤褐色に

縁取られる。 臀鰭の大部分は透明など雄

に比べ全体的に明るい体色をしている。

分布　西太平洋に分布する。 国内では与

論島以南の琉球列島から知られる。

備考　本調査では水深 1 m 以浅のサンゴ

礁 ・ 岩礁域タイドプールでみられた。 日本

でみられる同属他種とは有孔側線鱗数が

16–19、 欠刻側線鱗数が 16–19、 下顎感

覚孔配置が通常 4 + 1–3 + 4、 眼上 ・ 鼻管

皮弁は小さく、 不分枝で先端はとがる、 体

に 4 本、 尾鰭に 1 本の褐色横帯があるな

どから識別される。

　本種は Fricke (1994) によりマルケサス諸

島産の標本に基づき新種として記載され、

2002 年に与那国島産の標本に基づき日本

初記録として報告された。 これまで本種は

沖縄島以南の琉球列島から知られており、

本報告は標本に基づく北限記録となる。

（目黒昌利）

■ クレナイヘビギンポ　Enneapterygius rhabdotus　Female　KAUM–I. 40001, 19.9 mm SL
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■ ソメワケヘビギンポ　Enneapterygius similis　Male　KAUM–I. 51587, 22.6 mm SL

分布　西太平洋に分布する。 国内では奄

美大島以南の琉球列島から知られる。

備考　本調査では水深 10 m 以浅のサンゴ

礁 ・ 岩礁域でみられた。 日本でみられる

同属他種とは有孔側線鱗数が 17–19、 欠

刻側線鱗数が 16–17、 下顎感覚孔配置が

通常 4 + 1 + 4、 眼上 ・ 鼻管皮弁は小さく、

不分枝で先端がとがる、 雄の婚姻色時、

尾鰭の黒色域が尾柄にはない、 体に 5–6
本の白色横線があることから識別される。

（目黒昌利）

■ ソメワケヘビギンポ　Enneapterygius similis　Female　KAUM–I. 51391, 19.1 mm SL
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Tripterygiidae
Triplefins

スズキ目 ヘビギンポ科 ヘビギンポ属

ソメワケヘビギンポ
Enneapterygius similis
Fricke, 1997

形態　背鰭 III-XII–XIII-9–10 ； 臀鰭 I, 16– 
19 ； 胸 鰭 ii–iv + 5–7 + vii–viii (15–16) ；

腹鰭 I, 2 ； 側線鱗 16–19 + 17–21 ； 尾柄

周鱗 12。 体は細長く、 後部に向かうにした

がい側扁する。 体の大部分は腹部の無鱗

域周縁付近の円鱗を除き、 櫛鱗で被われ

ている。 頭部 ・ 鰓蓋部 ・ 胸鰭基部と腹部

は鱗に被われない。 前鼻孔は管状で、 先

端は皮弁になっており、 分枝しない。 両眼

の上縁中央に皮弁があり、 短い毛状で先

端は分枝しない。 側線は 2 列あり、 前方

の側線鱗列は有孔鱗から、 後方は欠刻鱗

からなる。

色彩　成熟した雄は婚姻色を呈し、 通常と

は色彩が異なる。 婚姻色の雄の体側前半

は朱色で第 2 背鰭後端直下から後方が黒

色。 頭部下部、 胸鰭。 腹鰭基底にかけて

黒色。 第 1、 第 2 背鰭軟条は赤色、 鰭膜

は透明。 第 3 背鰭、 尾鰭は黒色だが、 縁

辺は透明に縁取られる。 胸鰭、 腹鰭鰭条

は赤色で、 鰭膜は淡い赤色。 臀鰭は前半

部軟条及び鰭膜は赤色、 後半部は黒色、

縁辺は透明。 雌の体色は、 体側前半部の

地色は白色で、 第 2 背鰭後端直下から後

半部は黄緑色。 頭部は吻端から眼前縁に

褐色線がはいり、 頭頂部から鰓蓋骨にか

けて褐色。 眼下に褐色点が散在する。 体

には 6–7 本の褐色横帯があり、 体中央に

は白色点が並ぶ。 胸鰭基部には 2 褐色斑

がはいる。 背鰭 ・ 胸鰭鰭条は淡い赤色で、

鰭膜は透明。 腹鰭は白色。 臀鰭鰭条は前

半部が白色、 後半部は黄緑色で、 鰭膜に

は鰭条に沿って褐色斑がはいり、 基部近く

には白色点がある。 尾鰭鰭条は淡い黄緑

色で、 鰭膜は透明。

分布　西太平洋に分布する。 国内では琉

球列島から知られる。

備考　本調査では水深 20 m 以浅のサンゴ

礁 ・ 岩礁域でみられた。 日本でみられる

同属他種とは有孔側線鱗数が 16–19、 欠

刻側線鱗数が 17–21、 下顎感覚孔配置が

通常 4 + 1 + 4、 眼上 ・ 鼻管皮弁は小さく、

不分枝で先端はとがる、 雄の婚姻色時、

第 2 背鰭後端直下から臀鰭中央より後方

にかけて黒色であること、 雌を含む通常時

体色で体前半の地色は白色であることなど

から識別される。

（目黒昌利）

スズキ目 ヘビギンポ科 ヘビギンポ属

セグロヘビギンポ
Enneapterygius tutuilae
Jordan & Seale, 1906

形態　背鰭 III-XI–XIII-8–10 ； 臀鰭 I, 15– 
19 ； 胸鰭 13–15 ； 腹鰭 I, 2 ； 側線鱗 9–13 
+ 20–24 ； 尾柄周鱗 8。 体は細長く、 後部

に向かうにしたがい側扁する。 体の大部分

は腹部の無鱗域周縁付近の円鱗を除き、

櫛鱗で被われている。 頭部 ・ 鰓蓋部 ・ 胸

鰭基部と腹部は鱗に被われない。 前鼻孔

は管状で、 先端は皮弁になっており、 分枝

しない。 両眼の上縁中央に皮弁があり、 葉

状で先端は分枝しない。 側線は 2 列あり、

前方の側線鱗列は有孔鱗から、 後方は欠

刻鱗からなる。

色彩　成熟した雌雄で色彩が異なる。 雄の

頭部から腹部にかけては、 赤色点が密在

し、 鰓蓋部には黒色点が散在する。 体側

は黄緑色または褐色で白色斑が第 2 背鰭

後方と尾柄部にはいる。 第 1 背鰭鰭膜は

暗緑色または黄緑色で、 第 2、 第 3 背鰭

鰭膜は透明。 第 1 背鰭後方と第 2 背鰭前

方には不規則な赤色斑がはいり、 第 2 背

■ セグロヘビギンポ　Enneapterygius tutuilae　Male　KAUM–I. 50831, 17.4 mm SL

■ セグロヘビギンポ　Enneapterygius tutuilae　Male　KAUM–I. 58470, 21.6 mm SL
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Triplefins

スズキ目 ヘビギンポ科 ヘビギンポ属

セダカヘビギンポ
Enneapterygius unimaculatus
Fricke, 1994

形 態　 背 鰭 III-XII–XIII-9–10 ； 臀 鰭 I, 
17–18；胸鰭 ii–iv + 5–7 + vii–viii (15–16)；
腹鰭 I, 2 ； 側線鱗 14–17 + 17–20 （稀に

16） ； 尾柄周鱗 12。 体は細長く、 後部に

向かうにしたがい側扁する。 体の大部分は

腹部の無鱗域周縁付近の円鱗を除き、 櫛

鱗で被われている。 頭部 ・ 鰓蓋部 ・ 胸鰭

基部と腹部は鱗に被われない。 前鼻孔は

管状で、 先端は皮弁になっており、 分枝し

ない。 両眼の上縁中央に皮弁があり、 や

や長く剣状で先端は分枝しない。 側線は

2 列あり、 前方の側線鱗列は有孔鱗から、

後方は欠刻鱗からなる。

色彩　成熟した雄は婚姻色を呈し、 通常と

は色彩が異なる。 婚姻色の雄の体色は赤

みのある橙色で鱗に沿って褐色点が密集し

ており、 体に 4–5 本の褐色横帯を形成す

る。 頭部には黒色域があり、 両顎後端か

ら前鰓蓋骨、 鰓蓋骨下部にかけてと胸鰭

基部から腹鰭基部にかけて黒色で、 両顎

に黒色部位はない。 吻端から眼前縁に黒

色線がはいる。 体、 第 3 背鰭には白色点

が散在する。 背鰭、 尾鰭鰭条は白色と褐

色の縞模様。 胸鰭、 腹鰭は淡い赤みを帯

びた橙色で鰭膜は透明。 第 1 ・ 第 2 背鰭

鰭膜は緑黄色。 第 3 背鰭鰭膜は透明でそ

れぞれの鰭に褐色点が散在する。 臀鰭鰭

条 ・ 鰭膜は赤みを帯びた橙色で各鰭条先

端は白色、 鰭膜には黒色色素が密在する。

雌の体色は地色が淡い緑黄色で、 鱗の縁

辺に沿って褐色点が密集し、 体に 4–5 本

の褐色横帯を形成する。 頭部上部は褐色、

両顎後端から前鰓蓋骨、 際涯骨下部にか

けてと胸鰭基部から腹鰭基部にかけては

淡い緑黄色、 吻端から眼前縁に褐色線が

はいる。 体、 背鰭には白色点が散在する。

背鰭、 尾鰭、 臀鰭、 尾鰭鰭条は白色と赤

褐色の縞模様で、 鰭膜は透明。 臀鰭鰭膜

のみ褐色点が散在する。 胸鰭は淡い赤み

を帯びた橙色で鰭膜は透明。 腹鰭は白色。

■ セダカヘビギンポ　Enneapterygius unimaculatus　Male　KAUM–I. 40405, 31.5 mm SL

鰭中央には大きな黒色斑がある。 腹鰭の

基部側 1/2 は黒色。 臀鰭は 7–8 本の黒色

斜帯がはいる。 雌は全体の地色が白色で、

黄緑色または橙色の不規則な模様がはい

る。 第 1 背鰭鰭膜は橙色。 雌は第 2 背鰭

鰭膜に黒色斑をもたない。 そのほかの鰭膜

は透明。 腹鰭は白色。 臀鰭には 7 本の細

い黒色斜帯がはいる。

分布　インド ・ 太平洋に分布する。 国内で

は伊豆諸島、 小笠原諸島、 大隅諸島、 琉

球列島に分布する。

備考　本調査では水深 20 m 以浅のサンゴ

礁 ・ 岩礁域でみられた。 本種は小型のヘ

ビギンポ属魚類で、 全長 30 mm 前後。 日

本でみられる同属他種とは胸鰭が分枝しな

い、 胸鰭鰭条数が 12–16 （通常 14） であ

ること有孔側線鱗数が 9–13、 下顎感覚孔

配置が2 + 2 + 2であることから識別される。

　体色は変化しやすく、 周辺環境により緑

色、 赤色、 灰色などそれぞれの色が強い

個体がみられ、 変異に富む。

（目黒昌利） ■ セグロヘビギンポ　Enneapterygius tutuilae　Female　KPM-NI 30759, 17.4 mm SL

■ セグロヘビギンポ　Enneapterygius tutuilae　Female　KAUM–I. 47862, 17.2 mm SL
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Tripterygiidae
Triplefins

スズキ目 ヘビギンポ科 ヘビギンポ属

ヘビギンポ属の一種 1
Enneapterygius sp. 1

形態　背鰭 III-XII–XIII-10–11 ； 臀鰭 I, 18– 
19 ； 胸 鰭 iii–iv + 4–6 + vi–viii (15–16) ；

腹鰭 I, 2 ； 側線鱗 15–18 + 18–22 ； 尾柄

周鱗 8–12。 体は細長く、 後部に向かうに

したがい側扁する。 体の大部分は腹部の

無鱗域周縁付近の円鱗を除き、 櫛鱗で被

われている。 頭部 ・ 鰓蓋部 ・ 胸鰭基部と

腹部は鱗に被われない。 前鼻孔は管状で、

先端は皮弁になっており、 分枝しない。 両

眼の上縁中央に皮弁があり、 剣状で先端

は分枝しない。 側線は 2 列あり、 前方の

側線鱗列は有孔鱗から、 後方は欠刻鱗か

らなる。

色彩　成熟した雄は婚姻色を呈し、 通常と

は色彩が異なる。 婚姻色の雄は体色の地

色は透明感のある乳白色。 頭部の眼中央

より下部から胸鰭基部、 腹部にかけて黒色

で、 頭頂部は黒褐色斑点が散在する。 体

上部には褐色斑が並び、 体中央下部にも

黒色色素を含む 10 褐色斑が並ぶ。 臀鰭

基部皮下には 7–8 褐色斑がある。 各鰭鰭

膜は透明。 第 1 背鰭は褐色 ・ 黄色点が散

在し、 鰭膜後方上部は黒色。 第 2 背鰭は

鰭膜基部および縁辺に黒色色素が密在す

■ ヘビギンポ属の一種 1　Enneapterygius sp. 1　Male　KAUM–I. 51389, 20.2 mm SL

分布　西太平洋に分布する。 国内では奄

美大島以南の琉球列島から知られる。

備考　本調査では水深 10 m 以浅のサンゴ

礁 ・ 岩礁域でみられた。 日本でみられる同

属他種とは有孔側線鱗数が 14–17、 欠刻

側線鱗数が 17–20、 下顎感覚孔配置が通

常 3 + 1 + 3。 両眼の上縁中央の皮弁がや

や長く、 剣状で先端は分枝しない。 尾鰭鰭

条は白色と赤褐色の縞模様であることなど

から識別される。

（目黒昌利）
■ セダカヘビギンポ　Enneapterygius unimaculatus　Male　KAUM–I. 40405, 31.5 mm SL

■ ヘビギンポ属の一種 1　Enneapterygius sp. 1　Female　KAUM–I. 51589, 20.9 mm SL
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Triplefins

スズキ目 ヘビギンポ科 ヘビギンポ属

ヘビギンポ属の一種 2
Enneapterygius sp. 2

形態　背鰭 III-XI–XIII-9–10 ； 臀鰭 I, 16– 
18 ； 胸鰭 ii–iv + 5–7 + vi–viii (15–16) ； 腹

鰭 I, 2 ； 側線鱗 16–18 + 18–21 ； 尾柄周

鱗 12。 体は細長く、 後部に向かうにしたが

い側扁する。 体の大部分は腹部の無鱗域

周縁付近の円鱗を除き、 櫛鱗で被われて

いる。 頭部 ・ 鰓蓋部 ・ 胸鰭基部と腹部は

鱗に被われない。 前鼻孔は管状で、 先端

は皮弁になっており、 分枝しない。 両眼の

上縁中央に皮弁があり、 剣状で先端は分

枝しない。 側線は 2 列あり、 前方の鱗列

は有孔鱗から、 後方は欠刻鱗からなる。

色彩　成熟した雄は婚姻色を呈し、 通常と

は色彩が異なる。 婚姻色の雄は体色の地

色は赤色。 頭部の眼中央より下部から胸

鰭基部にかけて黒色。 体には明瞭な褐色

横帯がある。 第 1 背鰭は褐色で、 第 3 棘

後方に 1 黒色斑がある。 第 2 鰭鰭膜は透

明で、 鰭膜基部および縁辺に黒色色素が

密在する。 第 3 背鰭は透明。 胸鰭、 腹鰭

および臀鰭は赤色。 臀鰭軟条に沿って黒

色斑がある。 尾鰭は透明。 雌の体色は、

頭部下部は白色で、 吻端から眼前縁にか

けて褐色線がはいる。 胸鰭基部には 2 白

色線がはいる。 体には明瞭な褐色横帯が

あり、 体中央には白色点が並ぶ。 第 1 背

鰭は褐色で、第3棘後方に1黒色斑がある。

第 2 鰭鰭膜は透明で、 鰭膜基部および縁

辺に黒色色素が密在する。 第 3 背鰭は透

明。 胸鰭および臀鰭は赤色。 臀鰭軟条に

沿って黒色斑がある。 腹鰭歯白色で尾鰭

は透明。

分布　国内では千葉県以南の太平洋岸、

九州西岸、 大隅諸島、 琉球列島から知ら

れる。

備考　本調査では水深 2–10 m のサンゴ

礁 ・ 岩礁域から採集された。 本種は形

態的にハワイ諸島に生息する E. atriceps 
(Jenkins, 1903) によく似るが、 鼻管皮弁

形状、 臀鰭軟条数などに違いがみられる。

現在分類学的研究がすすめられている。

（目黒昌利）

■ ヘビギンポ属の一種 2　Enneapterygius sp. 2　Male　KAUM–I. 51390, 23.9 mm SL

る。 雌の体色は雄とほぼ同様で、 頭部下

部は黄色で、 吻端から眼前縁にかけて褐

色線がはいり、 頭頂部は黒褐色斑点が散

在する。 胸鰭基部には 2 褐色斑がはいる。

背鰭の黒色色素は雄より密度がない。

分布　国内では大隅諸島と琉球列島から知

られる。

備考　本調査では水深 2–20 m のサンゴ

礁 ・ 岩礁域から採集された。 本種は形態

的に E. nanus (Schultz, 1960) に似るが、

E. nanus のホロタイプとは有孔 ・ 欠刻側線

鱗などに違いがみられる。 現在分類学的

研究がすすめられている。

（目黒昌利）

■ ヘビギンポ属の一種 2　Enneapterygius sp. 2　Female　KAUM–I. 40407, 21.8 mm SL
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Tripterygiidae
Triplefins

スズキ目 ヘビギンポ科 ヘビギンポ属

ヘビギンポ属の一種 3
Enneapterygius sp. 3

形態　背鰭 III-XII–XII-9–10 ； 臀鰭 I, 18– 
19 ； 胸 鰭 ii–iv + 5–7 + vii–viii (15–16) ；

腹鰭 I, 2 ； 側線鱗 17–19 + 16–18 ； 尾柄

周鱗 12。 体は細長く、 後部に向かうにした

がい側扁する。 体の大部分は腹部の無鱗

域周縁付近の円鱗を除き、 櫛鱗で被われ

ている。 頭部 ・ 鰓蓋部 ・ 胸鰭基部と腹部

は鱗に被われない。 前鼻孔は管状で、 先

端は皮弁になっており、 分枝しない。 両眼

の上縁中央に皮弁があり、 短い毛状で先

端は分枝しない。 側線は 2 列あり、 前方

の側線鱗列は有孔鱗から、 後方は欠刻鱗

からなる。

色彩　頭部は白色、 体は黄色みを帯びた

白色。 吻端から眼前縁、 下顎から眼下縁

にかけて褐色線がはしる。 胸鰭基部には 2
褐色線がはいる。 体には褐色横帯があり、

尾柄部を除く横帯の形は逆凹状。 各背鰭

鰭膜は透明で、 鰭条は褐色。 臀鰭には褐

色横帯が入る。 尾鰭は透明で、 中央部に

幅の広い褐色横帯をもつ。

分布　国内では与論島以南の琉球列島か

ら知られる。

備考　本調査では水深 2–10 m のサンゴ

礁 ・ 岩礁域から採集された。 本種は形態

的に西太平洋に分布する E. fuscoventer 
Fricke, 1997 によく似る。 現在分類学的研

究がすすめられている。

（目黒昌利）

■ ヘビギンポ属の一種 3　Enneapterygius sp. 3　KAUM–I. 47825, 20.6 mm SL

スズキ目 ヘビギンポ科 クロマスク属

クロマスク
Helcogramma fuscipectoris
(Fowler, 1946)

形態　背鰭 III-XIII–XV-9–10 ； 臀鰭 I, 19– 
20 ； 胸鰭 i–ii + 7–8 + vii–viii ； 有孔側線鱗

19–24。 体は細長く、 後部に向かうに従い

側扁する。 下顎中央の感覚孔開孔数は 1。

短い眼上皮弁をもつ。 前鼻管の皮弁はヘラ

状で先端は軽く 2 分枝する。 吻は短く、 頭

部輪郭は丸みをおびる。 体は腹部周縁の

円鱗を除き、 櫛鱗で被われる。 頭部、 胸

鰭基部、腹部、および第 1 背鰭前方は無鱗。

側線鱗列は 1 列で、 有孔鱗のみ。

色彩　雄は婚姻色を呈し、 興奮時および繁

殖行動時は通常時と色彩が異なる。 婚姻

色の雄は頭部下部から胸鰭基部にかけて

黒色。 体は橙色。 上顎後端から前鰓蓋に

達する青色線がある。 雌および通常時の

雄の体色は全体的に半透明で黄色がかり、

不明瞭な褐色横帯が斜走する。 上唇先端

から眼下方前縁にかけて暗褐色線が走る。

頬部は赤色。

分布　西太平洋に分布する。 国内では伊

豆諸島、 高知県、 大隅諸島、 琉球列島か

ら知られる。

備考　本種は水深 2 m 以浅の潮通しの良

い岩礁上を好む。

（田代郷国）

■ クロマスク　Helcogramma fuscipectoris　Male　KAUM–I. 39909, 23.8 mm SL
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■ アヤヘビギンポ　Helcogramma inclinata　Male　KAUM–I. 51588, 23.6 mm SL

■ クロマスク　Helcogramma fuscipectoris　Female　KAUM–I. 39910, 20.3 mm SL

■ アヤヘビギンポ　Helcogramma inclinata　Male　KAUM–I. 51399, 34.1 mm SL
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スズキ目 ヘビギンポ科 クロマスク属

アヤヘビギンポ
Helcogramma inclinata
(Fowler, 1946)

形態　背鰭 III-XIII–XVI-9–12 ； 臀鰭 I, 20– 
22 ； 胸鰭 i–ii + 7–9 + vii–viii ； 有孔側線

鱗 26–35。 体は細長く、 後部に向かうに従

い側扁する。 下顎中央の感覚孔開孔数は

5–10。 短い眼上皮弁をもつ。 前鼻管の皮

弁はヘラ状で先端は単一形。 体は腹部周

縁の円鱗を除き、 櫛鱗で被われる。 頭部、

胸鰭基部、 および腹部は無鱗。 第 1 背鰭

前方に 1–2 鱗列を有する。 側線鱗列は 1
列で、有孔鱗のみ。成熟した雄は雌に比べ、

第 1 背鰭第 1 棘が伸長する。

色彩　雄は婚姻色を呈し、 興奮時および繁

殖行動時は通常時と色彩が異なる。 婚姻

色の雄は体全体が黒色になり、 上唇前方

から眼下縁を通り前鰓蓋に達する青色の縦

線を有する。 頭部の青色線より上部から後

部にかけて赤色で、 体幹部と鰭全域は黒

色。 雌および通常時の雄の体地色は乳白

色で、 体側には 7 本の褐色横帯が斜走す

る。 上唇先端から眼下方前縁にかけて暗

褐色線がはいる。

分布　日本からフィリピンにかけて分布す

る。 国内では大隅諸島と琉球列島から知ら

れる。

備考　アヤヘビギンポは上唇前方から眼下

縁を通り前鰓蓋に達する青色線をもつこと

で H. fuscopinna 類似種群に属する。 本類

似種群はインド洋 ・ 西太平洋から 11 種が

知られており、 アヤヘビギンポは第 2 背鰭

棘数が通常 15、 下顎中央の感覚管開孔

数が 5–10、 第 1 背鰭基底前方に鱗域をも

つことで、 同類似種群の他種と識別される。

（田代郷国）

■ アヤヘビギンポ　Helcogramma inclinata　Male　KAUM–I. 50848, 26.7 mm SL

■ アヤヘビギンポ　Helcogramma inclinata　Male　KAUM–I. 51586, 39.0 mm SL

■ アヤヘビギンポ　Helcogramma inclinata　Male　KAUM–I. 51241, 37.6 mm SL

■ アヤヘビギンポ　Helcogramma inclinata　Female　KAUM–I. 58367, 30.9 mm SL
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スズキ目 ヘビギンポ科 クロマスク属

テングヘビギンポ
Helcogramma rhinoceros
Hansen, 1986

形 態　 背 鰭 III-XIV–XV-10–12 ； 臀 鰭 I, 
19–21 ； 胸 鰭 ii + 7 + vii ； 有 孔 側 線 鱗

21–24。 体は細長く、 後部に向かうに従い

側扁する。 下顎中央の感覚孔開孔数は 1。

短い眼上皮弁をもつ。 前鼻管の皮弁はヘラ

状で先端は単一形。 体は腹部周縁の円鱗

を除き、 櫛鱗で被われる。 頭部、 胸鰭基

部、 腹部、 および第 1 背鰭基底前方は無

鱗。 側線鱗列は 1 列で、 有孔鱗のみ。 雄

は上唇前縁に側扁した大きな皮質突起をも

つ（雌はもたない）。成熟した雄は雌に比べ、

第 1 背鰭第 1 棘が伸長する。

色彩　雄は婚姻色を呈し、 興奮時および繁

殖行動時は通常時と色彩が異なる。 成熟し

た雄は皮質突起を含む頭部下部から胸鰭

基部にかけてと、 胸鰭の下部が黒色。 体

側は橙色。 第 2、 3 背鰭縁辺の鰭膜は透

明で細かい黒色点が密に分布する。 雌お

よび通常時の雄の体色は半透明。 体側中

央には赤褐色斑と黄色斑が縦列する。

分布　東インド洋と西太平洋に分布する。

国内では大隅諸島と琉球列島から知られ

る。

備考　本種の雄は上顎先端から伸びる特

徴的な皮質突起をもつ。 水深 5–8 m の潮

通しの良い岩礁に生息する。

（田代郷国）

■ テングヘビギンポ　Helcogramma rhinoceros　Male　KAUM–I. 51381, 27.2 mm SL

スズキ目 ヘビギンポ科 ニセヘビギンポ属

コクテンニセヘビギンポ
Norfolkia brachylepis
(Schultz, 1960)

形態　背鰭 IV-XII–XIII-9 ； 臀鰭 II, 17–20 ；

胸鰭 i–iv + 5–7 + vi–vii ； 腹鰭 I, 2 ； 側線

鱗 15–18 + 19–20。 体は細長く、 後部に

向かうにしたがい側扁する。 体の大部分は

櫛鱗で被われており、 頭部 ・ 鰓蓋部 ・ 胸

鰭基部と腹部は円鱗。 前鼻孔は管状で、

先端は皮弁になっており、 分枝する。 両眼

の上縁中央に皮弁があり、 葉状で幅広く先

端は 3–6 分枝する。 側線は 2 列あり、 前

方の側線鱗列は有孔鱗、 後方は欠刻鱗か

らなる。

色彩　体色は変異に富む。 体全体が黄褐

色で、 体側上部に 6 本の褐色横帯がはい

る。 頭部には胸鰭軟条には黒褐色点が散

在する。 背鰭には不規則な褐色の模様が

はいる。 胸鰭軟条には黒褐色点が散在す

る。 臀鰭には 8 本の黒色斜帯がはいる。

分布　インド ・ 西太平洋に分布する。 国内

では伊豆諸島、 小笠原諸島、 静岡県、 大

隅諸島、 琉球列島から知られる。

備考　日本産同属他種はニセヘビギンポ N. 
thomasi Whitley, 1964 のみ。 コクテンニセ

ヘビギンポは有孔側線鱗数が 15–18、 眼

上皮弁が分枝することからニセヘビギンポ

と識別される。 本調査では水深 15 m 以浅

の岩礁域から採集された。

（目黒昌利 ・ 田代郷国）

■ コクテンニセヘビギンポ　Norfolkia brachylepis　KPM-NI 30766, 29.6 mm SL
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スズキ目 ヘビギンポ科 ニセヘビギンポ属

ニセヘビギンポ
Norfolkia thomasi
Whitley, 1964

形態　背鰭 IV-XIII–XIV-7–10 ； 臀鰭 II, 17– 
22 ； 胸鰭 ii–iii + 6–7 + vi–viii ； 腹鰭 I, 2 ；

側線鱗 10–15 + 23–28。 体は細長く、 後

部に向かうにしたがい側扁する。 体の大部

分は櫛鱗で被われており、 頭部 ・ 鰓蓋部 ・

胸鰭基部と腹部は円鱗に被われる。 前鼻

孔は管状で、 先端は皮弁になっており、 分

枝しない。 両眼の上縁中央に皮弁があり、

幅広く葉状で先端は分枝しない。 側線は 2 
列あり、 前方の側線鱗列は有孔鱗、 後方

は欠刻鱗からなる。

色彩　体色は変異に富む。 体全体が赤褐

色で、 体側上部に 6 本の褐色横帯がはい

る。 頭部には眼から上顎前方と上顎後端

にかけて褐色帯がはいる。 背鰭には不規

則な褐色の模様がはいる。 臀鰭に多数の

黒色斜帯がはいる。

分布　ハワイ諸島を除く太平洋に分布する。

国内では小笠原諸島、 大隅諸島、 琉球列

島から知られる。

備考　ニセヘビギンポはコクテンニセヘビギ

ンポ N. brachylepis (Schultz,1960) と比較

して、 有孔側線鱗数が 10–15、 眼上皮弁

が分枝しないことから識別される。

（目黒昌利 ・ 田代郷国）

■ ニセヘビギンポ　Norfolkia thomasi　KAUM–I. 55191, 32.8 mm SL

スズキ目 ヘビギンポ科 カスリヘビギンポ属

カスリヘビギンポ
Ucla xenogrammus
Holleman, 1993

形態　背鰭 III-XIII–XIV-11–13 ； 臀鰭 I, 20 
–22 ； 胸鰭 v + 4 + vi ； 腹鰭 I， 2 ； 側線鱗

38–40。 体は細長く、 後部に向かうに従い

側扁する。 下顎は上顎より突出する。 下顎

中央の感覚孔開孔数は 2。 眼上皮弁をも

たない。 前鼻孔は管状で、 先端に短い皮

弁をもつ。 第 1 背鰭前方は無鱗。 側線は

1 列。

色彩　頭部 ・ 体は半透明。 頭部は不明瞭

な黄色斑と赤褐色斑が散在する。 上唇先

端から眼下方前縁にかけて赤褐色線が走

る。 体側は不明瞭な赤褐色のまだら模様

で覆わる。 背鰭と体側に斜走する淡い白色

横帯が約 10 本はいり、 縞模様を呈する。

興奮時のオスは体全体が濃い赤褐色にな

り、 縞模様がより鮮明になる。 第 2、 3 背

鰭の縁辺は黒化する。

分布　東インド洋と西太平洋の熱帯 ・ 亜熱

帯域に広く分布する。 国内では大隅諸島と

琉球列島から知られる。

備考　本種は突出した下顎をもつことで同

科他種と容易に識別される。

（田代郷国）

■ カスリヘビギンポ　Ucla xenogrammus　17 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki

■ コクテンニセヘビギンポ　Norfolkia brachylepis　KAUM–I. 51565, 34.3 mm SL
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スズキ目 イソギンポ科 タマカエルウオ属

タマカエルウオ
Alticus saliens
(Forster, 1788)

形態　背鰭 XIV, 21–23 ； 臀鰭 II, 25–27 ；

胸鰭 15 ； 腹鰭 I, 4。 体はやや細長く円筒

型で、 後部に向かうにつれ側扁する。 尾鰭

軟条は分枝しない。 背鰭棘条部と軟条部

の間は浅く欠刻する。 眼上皮弁をもつ。 雄

は正中線皮弁をもつが、 雌にはない。 下

唇に吸盤がない。

色彩　体側は褐色で、 腹部は白色。 頭部

に小暗色斑が散在する。 体側に白色横帯

が不規則に入る。

分布　インド ・ 太平洋の熱帯域に分布する。

国内では伊豆諸島、 小笠原諸島、 琉球列

島に分布する。

備考　日本産本属魚類はタマカエルウオの

み。 本種は岩礁性海岸の飛沫帯に生息し、

水中に入ることはほとんどない。 同様の生

態をもつヨダレカケ属とは下唇に吸盤がな

い （ヨダレカケ属にはある） ことで識別され

る。

（木村祐貴）

■ タマカエルウオ　Alticus saliens　Male　KAUM–I. 41070, 65.8 mm SL

■ タマカエルウオ　Alticus saliens　Male　KAUM–I. 41071, 59.0 mm SL

■ タマカエルウオ　Alticus saliens　Female　KAUM–I. 41096, 74.3 mm SL

■ タマカエルウオ　Alticus saliens　Female　KAUM–I. 46001, 67.1 mm SL



イ
ソ
ギ
ン
ポ
科

464

Blenniidae
Combtooth blennies

スズキ目 イソギンポ科 ヨダレカケ属

ヨダレカケ
Andamia tetradactyla
(Bleeker, 1858)

形態　背鰭 XV–XVII, 17–21 ； 臀鰭 II, 24– 
25 ； 胸鰭 15 ； 腹鰭 I, 4。 体はやや細長く

円筒型で、 頭部はやや縦扁し、 後部に向

かうにつれ側扁する。背鰭棘条部と軟条部、

および尾鰭軟条は伸長し、 雄の背鰭第 2

棘は著しく伸長する。 眼上皮弁をもつ。 下

唇に吸盤がある。

色彩　体側は褐色で、 腹部は白色。 頭部

に小黒斑が散在する。 体背部には黄色もし

くは白色の小斑点が散在する。

分布　日本、台湾、インドネシアに分布する。

国内では大隅諸島と琉球列島に生息する。

備考　国内における本属魚類は本種の他

に カ ン ム リ ヨ ダ レ カ ケ A. reyi (Sauvage, 
1880) が知られているが、 ヨダレカケは体

背部に黄色もしくは白色の小斑点があるこ

と （カンムリヨダレカケはないか、 あっても

少ない）、雄の頭部に正中線皮弁がない （あ

る） ことから識別される。 岩礁性海岸や消

波ブロックの飛沫帯に生息する。 皮膚の乾

燥を防ぐために、 時々体を回転させて湿ら

せる。 水上で産卵することが知られている。

（木村祐貴）

■ ヨダレカケ　Andamia tetradactyla　KAUM–I. 41160, 79.6 mm SL

スズキ目 イソギンポ科 クロスジギンポ属

クロスジギンポ
Aspidontus dussumieri
(Valenciennes, 1836)

形 態　 背 鰭 IX–XI, 29–34 ； 臀 鰭 II, 25–
30 ； 胸鰭 13–15 ； 腹鰭 I, 3。 体は細長く円

筒型で、 後部に向かうにつれ側扁する。 背

鰭起部は眼の後縁より後ろ。 口は下位で

腹面に開く。 体に側線がある。 尾鰭上端、

下端および中央部は伸長する。

色彩　体側は淡い茶色。 体側中央に暗色

縦帯と白色縦帯がある。 暗色縦帯は後方

に至るまで幅がほぼ一定で、 尾鰭後端付

近に達しない。 背鰭、 尾鰭および臀鰭は

黄色。

分布　インド ・ 太平洋の熱帯域に分布する。

国内では伊豆諸島、 小笠原諸島、 千葉県

以南の太平洋沿岸、 山口県日本海沿岸、

大隅諸島、 琉球列島に分布する。

備考　日本でみられる同属他種とは体側

の暗色横帯が後方まで幅が一定で、 尾

鰭 後 端 付 近 に 達 し な い こ と で 識 別 さ れ

る。 本属魚類はクリーナーフィッシュであ

るホンソメワケベラ Labroides dimidiatus 
(Valenciennes, 1839) に擬態し、 魚に近づ

いて鰭や鱗をかじり取って食べる。 ホンソメ

ワケベラとは口が下位にあることで識別で

きる。 本調査では水深 10 m までのサンゴ

礁域でみられた。

（木村祐貴）

■ クロスジギンポ　Aspidontus dussumieri　KAUM–I. 40398, 53.3 mm SL

スズキ目 イソギンポ科 インドカエルウオ属

インドカエルウオ
Atrosalarias holomelas
(Günther, 1872)

形態　背鰭 IX–X, 19–21 ； 臀鰭 II, 18–20 ；

胸鰭 16–17 ； 腹鰭 I, 2。 体は体高が高く、

側扁する。 鰓孔は大きい。 背鰭は高くて大

きく、 中央部に欠刻がない。 細い眼上皮弁

をもつ。 尾鰭軟条はすべて分枝しない。

色彩　体色は褐色。 背鰭縁辺が朱色で縁

取られる。 成魚では胸鰭基部に黒色斑が

ある。 幼魚は全身が黄色の個体が時折み

られる。
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■ インドカエルウオ　Atrosalarias holomelas　KAUM–I. 48005, 23.9 mm SL

分布　西太平洋の熱帯域。 国内では琉球

列島に分布する。

備考　国内では本属魚類は本種以外にホソ

■ ホホグロギンポ　Blenniella bilitonensis　Female　KAUM–I. 40049, 42.0 mm SL

■ ホホグロギンポ　Blenniella bilitonensis　Male　KAUM–I. 40050, 63.3 mm SL

カワインドカエルウオ A. hosokawai Suzuki 
& Senou, 1999 がみられるが、 眼上皮弁

が細いこと、 背鰭後端が尾鰭と根元付近

のみが鰭膜でつながること、 成魚でも尾鰭

軟条がすべて分枝しないことで識別される。

10 m 以浅のサンゴ礁域に多く生息し、 サ

ンゴの枝間を生活の場として利用している。

（木村祐貴）
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Combtooth blennies

■ ホホグロギンポ　Blenniella bilitonensis　Male　KAUM–I. 51359, 28.4 mm SL

■ ホホグロギンポ　Blenniella bilitonensis　Male　KAUM–I. 46003, 36.4 mm SL

スズキ目 イソギンポ科 ハナカルウオ属

モンツキカエルウオ
Blenniella chrysospilos
(Bleeker, 1857)

形態　背鰭 XIII, 19–21 ； 臀鰭 II, 20–23 ；

胸鰭 14 ； 腹鰭 I, 3。 体はやや細長く円筒

型で、 後部に向かうにつれ側扁する。 眼上

皮弁は 3 分枝する。 背鰭棘条部と軟条部

の間は浅く欠刻する。

色彩　体側は白色がかった淡い茶色。 腹

部は白色。 全身に赤色の小斑点が散在す

る。

分布　ハワイ諸島を除くインド ・ 太平洋の熱

帯域。 国内では大隅諸島と琉球列島に分

布する。

備考　サンゴ礁域に生息し、 サンゴなどに

あいた穴に住む。 頭部のみを出し、 驚くと

穴の中へ逃げ込んでしまう。 同属他種とは

全身に赤色の小斑点が散在することから容

易に識別される。 観賞魚として人気が高い。

本調査では水深 10 m までのやや浅い所で

みられた。

（木村祐貴）

■ モンツキカエルウオ　Blenniella chrysospilos　KAUM–I. 40388, 68.6 mm SL

スズキ目 イソギンポ科 ハナカルウオ属

ホホグロギンポ
Blenniella bilitonensis
(Bleeker, 1858)

形態　背鰭 XIII–XIV, 19–22 ； 臀鰭 II, 20– 
22 ； 胸鰭 14 ； 腹鰭 I, 3。 体はやや細長く

円筒型で、 後部に向かうにつれ側扁する。

項部皮弁がない。 上唇の下縁は円滑。 側

線の開孔はまばらで 1 列に並ぶ。 背鰭棘

条部と軟条部の間は欠刻する。 雄は正中

線皮弁をもつ。

色彩　体側は白色。 雄は体側に多くの褐色

縦線があり、 その後端は背鰭の欠刻をは

るかに越える。 雄の背鰭軟条部に多くの細

い暗色斜線がある。 雌は体側に褐色また

は暗色縦線がない。

分布　西太平洋の熱帯域に分布し、 国内で

は和歌山県、 高知県、 大隅諸島、 琉球列

島に分布する。

備考　本種はサンゴ礁域の岩礁性海岸に

生息し、 特にタイドプールで多くみられる。

本調査でも水深 1 m 以浅の場所で採集さ

れた。 鰓蓋が黒くなることが 「ホホグロ」

の由来である。

（木村祐貴）
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Combtooth blennies

■ タテガミカエルウオ　Cirripectes castaneus　Male　KAUM–I. 39965,
31.1 mm SL

■ タテガミカエルウオ　Cirripectes castaneus　Male　KAUM–I. 40379,
41.9 mm SL

■ タテガミカエルウオ　Cirripectes castaneus　Male　KAUM–I. 40399,
23.6 mm SL

■ タテガミカエルウオ　Cirripectes castaneus　Male　KAUM–I. 41214,
26.1 mm SL

■ タテガミカエルウオ　Cirripectes castaneus　Female　KAUM–I. 39946,
36.9 mm SL

■ タテガミカエルウオ　Cirripectes castaneus　Female　KAUM–I. 41089,
32.0 mm SL

■ タテガミカエルウオ　Cirripectes castaneus　Female　KAUM–I. 45899,
53.4 mm SL

スズキ目 イソギンポ科 タテガミカエルウオ属

タテガミカエルウオ
Cirripectes castaneus
(Günther, 1861)

形態　背鰭 XII, 14 ； 臀鰭 II, 15–16 ； 胸鰭

14–15 ； 腹鰭 I, 4。 体は体高が高く、 側扁

する。 背鰭の棘条部と軟条部の間は欠刻

しない。 項部皮弁は上半部と下半部が連

続しない。 項部皮弁の下半部は基部がうす

い。 前鰓蓋管の開孔部は単純。

色彩　体色は褐色。 雄は頭部から体側中

央部にかけて赤橙色の横線がはいる。 雌

は全身に赤橙色の網目模様がある。

分布　インド ・ 西太平洋の熱帯域に分布す

る。 国内では伊豆諸島、 小笠原諸島、 和

歌山県、 高知県、 大隅諸島、 琉球列島か

ら記録されている。

備考　本種は波当たりの良い岩礁性海岸に

■ タテガミカエルウオ　Cirripectes castaneus　Female　16 Apr. 2012
Photo by S. Harazaki

■ タテガミカエルウオ　Cirripectes castaneus　Male　16 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki

生息する。 同属他種とは項部皮弁の上半

部と下半部が連続しないこと、 項部皮弁の

下半部は基部がうすいこと、 眼下部に紅色

斑がないことから識別される。 本調査では

水深 15 m 以浅の岩礁域でみられた。

（木村祐貴）
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Blenniidae
Combtooth blennies

スズキ目 イソギンポ科 タテガミカエルウオ属

アミメミノカエルウオ
Cirripectes imitator
Williams, 1985

形 態　 背 鰭 XII, 14 ； 臀 鰭 II, 15 ； 胸 鰭

15；腹鰭 I, 4。 体は体高が高く、 側扁する。

背鰭の棘条部と軟条部の間は欠刻する。

項部皮弁は上半部と下半部が連続しない。

項部皮弁の下半部は基部が厚い。 前鰓蓋

管の開孔部は複雑。

色彩　体側は赤色がかった褐色、 腹側は

白色 （全身褐色の個体もいる）。 雄は頭部

に橙色の網目模様があり、 雌は体側中央

部から尾柄部にかけて橙色の網目模様が

ある。 背鰭および尾鰭は赤みを帯びる。

分布　インド ・ 西太平洋の熱帯域に分布す

る。 国内では伊豆諸島、 小笠原諸島、 和

歌山県、 高知県、 大隅諸島、 琉球列島か

ら記録されている。

備考　本種は波当たりの良い岩礁性海岸に

生息する。 同属他種とは項部皮弁の上半

部と下半部が連続しないこと、 項部皮弁の

下半部は基部が厚いこと、 眼下部に紅色

斑がないこと、 前鰓蓋管の開孔部が複雑

なことから識別される。 本調査では水深 15 
m 以浅の岩礁域でみられた。

（木村祐貴）

■ アミメミノカエルウオ　Cirripectes imitator　17 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki

■ アミメミノカエルウオ　Cirripectes imitator　16 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki

■ アミメミノカエルウオ　Cirripectes imitator　KAUM–I. 41162, 46.4 mm SL
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Combtooth blennies

スズキ目 イソギンポ科 タテガミカエルウオ属

ミノカエルウオ
Cirripectes polyzona
(Bleeker, 1868)

形 態　 背 鰭 XII, 14 ； 臀 鰭 II, 15 ； 胸 鰭

15；腹鰭 I, 3。 体は体高が高く、 側扁する。

背鰭の棘条部と軟条部の間は浅く欠刻す

る。 項部皮弁は上半部と下半部が連続しな

い。

色彩　うすい茶褐色や黄色がかった褐色な

ど、個体差がある。 体側に暗色横帯がある。

分布　ハワイ諸島を除くインド ・ 太平洋の熱

帯域に分布。 国内では三重県以南の太平

洋沿岸、 大隅諸島、 琉球列島に分布する。

備考　本種は波当たりの良い岩礁性海岸に

生息する。 同属他種とは項部皮弁の上半

部と下半部が連続しないこと、 腹鰭が 1 棘

3 軟条であることから識別される。 本調査

では水深 5 m 以浅のサンゴ礁域でみられ

た。

（木村祐貴）
■ ミノカエルウオ　Cirripectes polyzona

17 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki

■ ミノカエルウオ　Cirripectes polyzona　KAUM–I. 45911, 59.0 mm SL

スズキ目 イソギンポ科 エリグロギンポ属

エリグロギンポ
Crossosalarias macrospilus
Smith-Vaniz & Springer, 1971

形態　背鰭 XII, 16–18 ； 臀鰭 II, 18–20 ；

胸鰭 15 ； 腹鰭 I, 3。 体はやや細長く円筒

型で、 後部に向かうにつれ側扁する。 項部

皮弁をもつ。 背鰭起部に黒色皮弁をもつ。

背鰭第 3–10 棘は伸長する。

色彩　体はややくすんだ白色。 体側に小黒

斑点が縦列する。 腹鰭直前の鰓膜に左右

1対の大きな黒斑がある。下顎下方は黄色。

分布　西太平洋の熱帯域。 国内では琉球

列島に分布する。

■ エリグロギンポ　Crossosalarias macrospilus　16 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki



イ
ソ
ギ
ン
ポ
科

470

Blenniidae
Combtooth blennies

スズキ目 イソギンポ科 ニラミギンポ属

フタイロカエルウオ
Ecsenius bicolor
(Day, 1888)

形態　背鰭 XII, 16–18 ； 臀鰭 II, 18–20 ；

胸鰭 13 ； 腹鰭 I, 3。 体はやや細長く円筒

型で、 後部に向かうにつれ側扁する。 前鼻

孔の前縁と後縁に皮弁がある。 背鰭の棘

条部と軟条部の間は大きく欠刻する。

色彩　体の前半部は暗色で、 後半は淡色。

背鰭前部に小黒斑が入る。 臀鰭後部と尾

鰭縁部は橙色。

分布　東インド ・ 西太平洋の熱帯域に分布

する。 国内では大隅諸島と琉球列島に分

布する。

備考　日本でみられる同属他種とは体色が

体の前半、 後半で大きく異なることから容

易に識別される。 浅いサンゴ礁の小さな崖

や岩の割れ目に多い。 本調査では水深 10 
m 以浅にみられた。 観賞魚としても人気。

（木村祐貴）

備考　日本では本属魚類は本種のみ分布

する。 腹鰭直前の鰓膜にある黒斑が最大

の特徴であり、 「エリグロ」 の名前の由来と

なった。 サンゴ礁域に生息し、 礁縁部の水

深 15 m 以浅でみられる。 本調査では水深

10 m でみられた。

（木村祐貴）

■ エリグロギンポ　Crossosalarias macrospilus　KAUM–I. 51388, 68.0 mm SL

■ エリグロギンポ　Crossosalarias macrospilus　KPM-NI 30764, 63.6 mm SL

■ フタイロカエルウオ　Ecsenius bicolor　16 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki
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Combtooth blennies

■ フタイロカエルウオ　Ecsenius bicolor　KPM-NI 30735, 33.2 mm SL

■ フタイロカエルウオ　Ecsenius bicolor　FRLM 43161, 50.8 mm SL ■ フタイロカエルウオ　Ecsenius bicolor　KAUM–I. 45758, 31.7 mm SL

■ フタイロカエルウオ　Ecsenius bicolor　KAUM–I. 41091, 36.4 mm SL ■ フタイロカエルウオ　Ecsenius bicolor　16 Apr. 2012
Photo by S. Harazaki

スズキ目 イソギンポ科 ニラミギンポ属

ヒトスジギンポ
Ecsenius lineatus
Klausewitz, 1962

形態　背鰭 XII, 17–18 ； 臀鰭 II, 19–20 ；

胸鰭 13 ； 腹鰭 I, 3。 体はやや細長く円筒

型で、 後部に向かうにつれ側扁する。 前鼻

孔の後縁にのみ分枝しないやや長い皮弁

をもつ。 尾鰭分節軟条は分枝しない。 側線

は背鰭第 10 軟条直下まで達する。 背鰭の

棘条部と軟条部の間は大きく欠刻する。

色彩　体側は褐色で、 腹部は白色。 眼後

縁から一本の黒色縦帯をもつ。 黒色縦帯

は個体により不連続で斑紋状になる場合が

ある。 眼から黒色縦帯の上下に黄色縦帯

がある。 背鰭基部は褐色またはオレンジが

かった褐色。

分布　インド ・ 西太平

洋に分布する。 国内

では伊豆諸島、 小笠

原 諸 島、 大 隅 諸 島、

琉球列島に分布する。

備考　日本でみられる

同属他種とは背鰭の

棘条部と軟条部の間

に大きな欠刻がある、

前鼻孔の後縁のみに

皮弁がある、 背鰭軟

条数が 16–18、 臀鰭

軟条数が 18–20、 体

側に明瞭な 1 本の黒

色線または不連続な

黒色斑をもつことから

識別される。

（目黒昌利・木村祐貴）

■ ヒトスジギンポ　Ecsenius lineatus　17 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki
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Combtooth blennies

スズキ目 イソギンポ科 ニラミギンポ属

ゴイシギンポ
Ecsenius oculus
Springer, 1971

形態　背鰭 XII, 12–15 ； 臀鰭 II, 15–17 ；

胸鰭 13 ； 腹鰭 I, 3。 体はやや細長く円筒

型で、 後部に向かうにつれ側扁する。 眼は

上顎先端より前位。 前鼻孔の後縁にのみ

分枝しない短い皮弁をもつ。 尾鰭分節軟条

は分枝しない。 背鰭の棘条部と軟条部の

間は大きく欠刻する。

色彩　体側は褐色で、 腹部は白色。 赤み

を帯びる個体もいる。 下顎から鰓蓋にかけ

て 1 本の暗色縦線がある。 体側に 2 個 1
組の黒斑が数組並ぶ。

分布　日本、 台湾、 フィリピンに分布する。

国内では大隅諸島と琉球列島に分布する。

備考　日本でみられる同属他種とは背鰭の

棘条部と軟条部の間に大きな欠刻がある、

前鼻孔の後縁のみに皮弁がある、 背鰭軟

条数が 13–15、 臀鰭軟条数が 15–17、 体

側に 2 個 1 組の黒斑が数組並ぶことから

識別される。

　サンゴ礁域に生息し、 礁池や礁縁などの

浅所にみられる。 本調査では水深 10 m 以

浅でみられた。

（木村祐貴）

■ ゴイシギンポ　Ecsenius oculus　KAUM–I. 41107, 33.3 mm SL

■ ゴイシギンポ　Ecsenius oculus　KAUM–I. 39999, 33.3 mm SL

■ ゴイシギンポ　Ecsenius oculus　KAUM–I. 39964, 19.3 mm SL

スズキ目 イソギンポ科 ニラミギンポ属

イシガキカエルウオ
Ecsenius yaeyamaensis
(Aoyagi, 1954)

形態　背鰭 XII, 13–15 ； 臀鰭 II, 15–17 ；

胸鰭 13 ； 腹鰭 I, 3。 体はやや細長く円筒

型で、 後部に向かうにつれ側扁する。 眼は

上顎先端より前位。 前鼻孔の後縁にのみ

分枝しない短い皮弁をもつ。 尾鰭分節軟条

は分枝しない。 側線は背鰭第 10–12 軟条

直下まで達する。 背鰭の棘条部と軟条部

の間は大きく欠刻する。

色彩　体側は褐色のものから黄褐色のもの
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Combtooth blennies

■ イシガキカエルウオ　Ecsenius yaeyamaensis　KAUM–I. 41179, 44.4 mm SL

■ イシガキカエルウオ　Ecsenius yaeyamaensis　KAUM–I. 41166, 39.8 mm SL

まで個体によって変異がみられる。 腹部は

白色。 眼後部から体側まで黒色斑が線状

に並ぶ。 体側部の線状の黒色斑の上下に

黒色斑がある個体みられる。 体側後半部

には白色斑が散在する。 胸鰭基部から Y
字型の暗色縦帯が走る。

分布　東インド洋と西太平洋に分布する。

国内では伊豆諸島、 大隅諸島、 琉球列島

に分布する。

備考　日本でみられる同属他種とは背鰭の

棘条部と軟条部の間に大きな欠刻がある、

前鼻孔の後縁のみに皮弁がある、 背鰭軟

条数が 13–15、 臀鰭軟条数が 15–17、 胸

鰭基部から Y 字型の暗色縦帯がはいるこ

とから識別される。 本調査では水深 10 m
までのサンゴ礁域で多くみられた。

（目黒昌利 ・ 木村祐貴）

■ スジギンポ　Entomacrodus striatus　KAUM–I. 40032, 69.5 mm SL

スズキ目 イソギンポ科 スジギンポ属

キカイカエルウオ
Entomacrodus decussatus
(Bleeker, 1858)

形態　背鰭 XIII, 17–18 ； 臀鰭 II, 18–19 ；

胸鰭 14 ； 腹鰭 I, 4。 体はやや細長く円筒

型で、 後部に向かうにつれ側扁する。 前鼻

孔、 眼上に皮弁をもつ。 前部側線上に鱗

状の突起がない。 項部に分枝しない 1 対

の皮弁をもつ。 上唇の下縁全体にひだ状

の突起をもつ。

色彩　体側は暗褐色で、 腹部は白色。 体

側に不規則な多くの暗色縦線と、 多くの長

円形の淡色斑がある。 胸鰭基部に長方形

斑がある。 頭部腹面には顕著な斑紋がな

い。 各鰭に小黒斑点がある。

分布　西太平洋の熱帯域に分布する。 国

内では琉球列島から知られている。

備考　国内でみられる同属他種とは頭部腹

面には顕著な斑紋がないこと、 体側に不規

則な多くの暗色縦線と、 多くの長円形の淡

色斑があることで識別される。 波の荒い岩

礁性海岸やタイドプールに生息する。

（木村祐貴）

■ キカイカエルウオ　Blenniella periophthalma　KAUM–I. 40009, 22.4 mm SL
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Combtooth blennies

スズキ目 イソギンポ科 スジギンポ属

スジギンポ
Entomacrodus striatus
(Valenciennes, 1836)

形態　背鰭 XIII, 15–16 ； 臀鰭 II, 16–17 ；

胸鰭 14 ； 腹鰭 I, 4。 体はやや細長く円筒

型で、 後部に向かうにつれ側扁する。 前鼻

孔、 眼上に皮弁をもつ。 前鼻孔皮弁、 眼

上皮弁はともに分枝している。 項部に分枝

しない 1 対の皮弁をもつ。 上唇の下縁全体

にひだ状の突起をもつ。

色彩　体側上部は黄褐色で、 体側下部は

灰色。 体側に黒色斑の集団がある。 背鰭

と尾鰭の鰭条部には褐色点が散在する。

頭部腹面には顕著な斑紋がある。

分布　ハワイ諸島を除くインド ・ 太平洋に分

布する。 国内では伊豆諸島、 小笠原諸島、

相模湾以南の太平洋沿岸、 大隅諸島、 琉

球列島に分布する。

備考　日本でみられる同属他種とは上唇の

下縁全体にひだ状の突起をもつ、 背鰭軟

条数が 15–16、 臀鰭軟条数が 16–17、 頭

部腹面には顕著な斑紋がある、 体側には

明瞭な黒色斑の集団があることから識別さ

れる。 本調査では波当たりの良い 1 m 以

浅の潮間帯岩礁域でみられた。

（目黒昌利 ・ 木村祐貴）

スズキ目 イソギンポ科 セダカギンポ属

セダカギンポ
Exallias brevis
(Kner, 1868)

形態　背鰭 XII, 12–13 ； 臀鰭 II, 13–14 ；

胸鰭 15 ； 腹鰭 I, 4。 体は体高が高く、 よく

側扁する。 背鰭はやや長く、 深い欠刻があ

る。 前鼻孔、 眼上に皮弁をもつ。 前鼻孔 ・

眼上皮弁は分枝する。 項部には基底の長

い皮弁をもつ。 頤に 1 対の皮弁がある。

色彩　幼魚と成魚では色彩が異なる。 幼魚

の体側は白色で、 中心に黒色点のある褐

色斑が頭部 ・ 体側に密にはいり、 各鰭に

は散在する。 成魚の体側は黄みがかった

白色で、褐色点が頭部・体側に密にはいり、

各鰭に散在する。

分布　インド ・ 太平洋に広く分布する。 国

内からは伊豆諸島、 小笠原諸島、 紀伊半

島以南の太平洋沿岸、 大隅諸島、 琉球列

島に分布する。

備考　本属魚類はセダカギンポ 1 種のみ。

日本でみられる同科他属とは鰓孔が大きく

左右の際膜が峡部で連続する、 上顎に犬

歯がない、 項部には基底の長い皮弁をも

つ、 頤に 1 対の皮弁がある、 背鰭軟条数

が 12–13、 臀鰭軟条数が 13–14 であるこ

とから識別される。 本調査では水深 10 m
までのサンゴ礁域で多くみられた。 ミドリイ

シ類などのサンゴの枝間に身を隠して生息

している。

（目黒昌利 ・ 木村祐貴）

■ セダカギンポ　Exallias brevis　KAUM–I. 39941, 34.4 mm SL

■ セダカギンポ　Exallias brevis　KAUM–I. 39943, 28.5 mm SL
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スズキ目 イソギンポ科 カエルウオ属

ニセカエルウオ
Istiblennius edentulus
(Forster & Schneider, 1801)

形態　背鰭 XII–XIV, 19–21 ； 臀鰭 II, 20–
23；胸鰭 13–14；腹鰭 I, 3。 体はやや細長

く円筒型で、 後部に向かうにつれ側扁する。

前鼻孔、 眼上に皮弁をもつ。 眼上の皮弁

は不分枝で、 眼径と同長かそれより短い。

項部には分枝しない一対の皮弁をもつ。 側

線は背鰭中央の欠刻を越え、 背鰭軟条部

の中央付近に達する。 雄は頭部に正中線

皮弁がある。

色彩　雄の体側は褐色、 腹部は白色。 背

鰭基部から体側には不規則な薄い黄緑色

の横線がはいる。 頭頂から眼の後部、 上

顎後端にかけて薄い黄緑色の線がはいる。

雌の体側は黄褐色で、 腹部は白色。 雄に

比べてやや明るい体色。 背鰭基部から体

側には不規則な薄い黄緑色の横線がはい

る。 頭頂から眼の後部、 上顎後端にかけ

て薄い黄緑色の線がはいる。 背鰭、 体側

後部から尾柄部にかけて小暗色点が散在

する。

分布　ハワイ諸島を除くインド ・ 太平洋に広

く分布する。 国内では伊豆諸島、 紀伊半

島以南の太平洋沿岸、 九州西岸、 大隅諸

島、 琉球列島から知られている。

備考　日本でみられる同属他種とは臀鰭最

後部の軟条と尾柄部と鰭膜でほとんどつな

がらない、 眼上の皮弁が不分枝で眼径と

同長かそれより短い、 側線は背鰭中央の

欠刻を越え、 背鰭軟条部の中央付近に達

することから識別される。 本調査では水深

1 m 以浅の潮間帯岩礁域のタイドプールで

多くみられた。

（目黒昌利 ・ 木村祐貴）

■ ニセカエルウオ　Istiblennius edentulus　KAUM–I. 40029, 42.5 mm SL

■ ニセカエルウオ　Istiblennius edentulus　KAUM–I. 45953, 85.3 mm SL

■ ニセカエルウオ　Istiblennius edentulus　KAUM–I. 40048, 20.1 mm SL
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スズキ目 イソギンポ科 カエルウオ属

センカエルウオ
Istiblennius lineatus
(Valenciennes, 1836)

形態　背鰭 XIII, 21–24 ； 臀鰭 II, 20–25 ；

胸鰭 13–14 ； 腹鰭 I, 3。 体はやや細長く円

筒型で、 後部に向かうにつれ側扁する。 前

鼻孔、 眼上に皮弁をもつ。 眼上の皮弁は

掌状。 側線は背鰭中央の欠刻付近か、 そ

れより前方までしか達しない。 雄は頭部に

正中線皮弁がある。

色彩　体側は灰色がかった褐色で、 腹側は

白色。 体側に数本の暗色縦帯がある。 頭

部に数本の短い暗色横線がある。

分布　ハワイ諸島を除くインド ・ 太平洋の熱

帯域に分布する。 国内では伊豆諸島、 三

重県以南の太平洋沿岸、 大隅諸島、 琉球

列島から知られている。

備考　日本でみられる同属他種とは体側

に数本の暗色縦帯があることから識別され

る。 タイドプールでよくみられ、 危険を感じ

ると水面をスキップするように飛び跳ねて逃

げる。

（木村祐貴）

■ センカエルウオ　Istiblennius lineatus　FRLM 43033, 51.9 mm SL

■ センカエルウオ　Istiblennius lineatus　KAUM–I. 46100, 88.1 mm SL

■ センカエルウオ　Istiblennius lineatus　FRLM 42781, 61.4 mm SL
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■ オウゴンニジギンポ　Meiacanthus atrodorsalis　KAUM–I. 39940, 25.1 mm SL

スズキ目 イソギンポ科 ヒゲニジギンポ属

オウゴンニジギンポ
Meiacanthus atrodorsalis
(Günther, 1877)

形態　背鰭 IV, 25–28 ； 臀鰭 II, 15–18 ； 胸

鰭 13–15；腹鰭 I, 3。 体は細長く円筒型で、

後部に向かうにつれ側扁する。 鰓孔は小さ

い。 下顎に 1 対の著しく大きな犬歯をもつ。

背鰭は鰓蓋上端直上から始まり、 背鰭棘

条部と軟条部の間は欠刻しない。 尾鰭の

上葉と下葉は伸長する。

色彩　体側前方は紺色で、 体側後方は黄

色。背鰭は黄色で、前方に黒色縦帯がある。

臀鰭は薄い青色。 尾鰭は黄色い。 眼を通

り背鰭起部に達する 1 黒色斜帯がある。

分布　太平洋の熱帯域に分布する。 国内

では伊豆諸島、 静岡県以南の太平洋沿岸、

大隅諸島、 琉球列島から知られる。

備考　体色はイナセギンポ Plagiotremus 
laudandus (Whitley, 1961) に似るが、 眼

を通り背鰭起部に達する 1 黒色斜帯がある

ことから識別される。 鋭い犬歯と弱毒の毒

腺をもつ。 サンゴ礁域の浅所を活発に泳ぐ

遊泳性である。

（木村祐貴）

■ オウゴンニジギンポ　Meiacanthus atrodorsalis　BSKU 106117, 31.1 mm SL

■ オウゴンニジギンポ　Meiacanthus atrodorsalis
15 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki

スズキ目 イソギンポ科 ヒゲニジギンポ属

カモハラギンポ
Meiacanthus kamoharai
Tomiyama, 1956

形態　背鰭 IV, 25–27 ； 臀鰭 II, 15–16 ； 胸

鰭 15 ； 腹鰭 I, 3。 体は細長く円筒型で、

後部に向かうにつれ側扁する。 鰓孔は小さ

い。下顎に 1 対の大きな犬歯状の歯をもつ。

背鰭は鰓蓋上端直上から始まり、 背鰭棘

条部と軟条部の間は欠刻しない。 尾鰭の

上葉と下葉は伸長する。 側線をもつ。

色彩　体側は黒色。 個体によって体側下部

の黒色縦帯が網目状になる。 眼上部から

やや太い青白色線が尾柄部まで走る。 尾

柄部が白色。 頭部と背鰭に不規則な青白

色の線または点がはいる。

分布　日本にのみ分布。 伊豆諸島、 相模

湾以南の太平洋沿岸、 大隅諸島、 琉球列

島に分布する。

備考　遊泳性が高く転石や岩礁隙間を遊泳

している。 本属魚類は下顎に 1 対の大きな

犬歯状の歯があり、 その歯に毒腺をもつこ

とが知られている。 日本でみられる同属他

種とは体全体がほぼ黒色、 体側下部の黒

色縦帯が網目状になるなど、 体色が大きく

異なることから区別することができる。

（目黒昌利 ・ 木村祐貴）

■ カモハラギンポ　Meiacanthus kamoharai　15 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki
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スズキ目 イソギンポ科 ハタタテギンポ属

ニジギンポ
Petroscirtes breviceps
(Valenciennes, 1836)

形態　背鰭 X–XI, 14–16 ； 臀鰭 II, 14–16 ；

胸鰭 13–16 ； 腹鰭 I, 3。 体は細長く円筒型

で、 後部に向かうにつれ側扁する。 下顎の

犬歯は大きい。 下顎の皮弁は分枝しない。

項部に皮弁がない。 上側頭管の開孔数は

3。

色彩　体は茶色味を帯びる。 腹部は白色。

吻部から尾柄にかけて 1 本の暗色縦帯が

ある。個体によっては頭部に小黒斑がある。

分布　インド ・ 西太平洋の熱帯から温帯域

に分布する。 国内では青森県から九州南

岸の日本海、 東シナ海沿岸、 北海道襟裳

岬から九州南岸の太平洋沿岸、 伊豆諸島、

小笠原諸島、 大隅諸島、 琉球列島に広く

分布する。

備考　国内でみられる同属他種とは鰓蓋と

尾鰭基底に顕著な暗色斑がないこと、 下顎

の皮弁が分枝しないこと、 項部に皮弁がな

いことから識別される。 岩の割れ目だけで

なく、 巻き貝の殻や空き缶なども巣として利

用する。

（木村祐貴）

■ ニジギンポ　Petroscirtes breviceps　KAUM–I. 51259, 31.1 mm SL

スズキ目 イソギンポ科 ハタタテギンポ属

ハタタテギンポ
Petroscirtes mitratus
Rüppell, 1830

形態　背鰭 X–XI, 14–16 ； 臀鰭 II, 14–16 ；

胸鰭 13–16 ； 腹鰭 I, 3。 体は細長く円筒型

で、 後部に向かうにつれ側扁する。 下顎の

犬歯は大きい。 背鰭第 1 棘は第 2 棘より

長いか、 ほぼ同長。 大型の個体では背鰭

前端が高くなる。

色彩　体色は茶色味を帯びる。 体側に白

色、 橙色、 茶色の小斑点が不規則に散在

する。

分布　インド ・ 西太平洋の熱帯域に分布す

る。 国内では伊豆半島、 大隅諸島、 琉球

列島から知られる。

備考　国内でみられる同属他種とは背鰭第

1 棘が長くなることから識別される。 サンゴ

礁域に生息し、 内湾的な藻場や漁港内の

係留ロープなどにつく。

（木村祐貴）

■ ニジギンポ　Petroscirtes breviceps　KPM-NI 30807, 56.1 mm SL

■ ニジギンポ　Petroscirtes breviceps
17 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki
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■ ハタタテギンポ　Petroscirtes mitratus　KAUM–I. 48026, 49.8 mm SL

■ ハタタテギンポ　Petroscirtes mitratus　FRLM 42786, 39.5 mm SL

■ ハタタテギンポ　Petroscirtes mitratus　NSMT-P 110358, 31.4 mm SL

■ ハタタテギンポ　Petroscirtes mitratus　BSKU 108231, 47.6 mm SL

■ ハタタテギンポ　Petroscirtes mitratus　KAUM–I. 48011, 48.0 mm SL

■ ハタタテギンポ　Petroscirtes mitratus　KAUM–I. 51183, 12.1 mm SL

■ ハタタテギンポ　Petroscirtes mitratus　KPM-NI 30806, 59.0 mm SL
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スズキ目 イソギンポ科 テンクロスジギンポ属

イナセギンポ
Plagiotremus laudandus
(Whitley, 1961)

形 態　 背 鰭 VII–X, 27–30 ； 臀 鰭 II, 22–
24 ； 胸鰭 11–12 ； 腹鰭 I, 3。 体は細長く円

筒型で、 後部に向かうにつれ側扁する。 鰓

孔は小さい。 吻端は円く、 口は下位にあり

腹面に開く。 下顎後方に毒のない大きな犬

歯をもつ。 背鰭は眼後縁直上から始まり、

欠刻しない。 背鰭 ・ 臀鰭最後軟条は尾柄

と鰭膜でつながる。 腹鰭は小さく、 眼径よ

り短い。 尾鰭の上葉と下葉は伸長する。 側

線はない。

色彩　体側前方は紺色で、 体側後方は黄

色。 吻端は赤褐色。 背鰭前方は濃い青色、

背鰭前方縁辺に沿って黒色線がはいる。

その後方から黄色帯が斜めにはいり、 後

方縁辺は透明。 臀鰭前方は黄色、 後方縁

辺は透明。 尾鰭は上端と下端は黄色、 中

央部鰭膜は透明。

分布　西太平洋に分布する。 国内では伊

豆諸島、 相模湾以南の太平洋沿岸、 大隅

諸島、 琉球列島に分布する。

備考　日本でみられる同属他種とは体

に明瞭な黒色縦線がない、 臀鰭軟条数

が 22–24 で あ る こ と な ど か ら 識 別 す る

ことができる。 またオウゴンニジギンポ

Meiacanthus atrodorsalis (Günther,1877)
に体色がよく似るが、 吻端が赤褐色で、 眼

の後部に黒色線がない、 腹鰭が小さい、

体型がより細長いことなどから識別される。

潮通しの良いサンゴ礁域、 岩礁域の水深

10 m 程を遊泳する。

（目黒昌利 ・ 木村祐貴）

■ イナセギンポ　Plagiotremus laudandus　15 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki

■ イナセギンポ　Plagiotremus laudandus　BSKU 108304, 31.2 mm SL

■ テンクロスジギンポ　Plagiotremus tapeinosoma　16 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki
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スズキ目 イソギンポ科 テンクロスジギンポ属

テンクロスジギンポ
Plagiotremus tapeinosoma
(Bleeker, 1857)

形 態　 背 鰭 VII–IX, 34–39 ； 臀 鰭 II, 28–
33 ； 胸鰭 11–12 ； 腹鰭 I, 3。 体は細長く円

筒型で、 後部に向かうにつれ側扁する。 鰓

孔は小さい。 吻端は円く、 口は下位にあり

腹面に開く。 下顎後方に大きな犬歯をもつ。

背鰭は眼後縁直上から始まり、欠刻しない。

背鰭 ・ 臀鰭最後軟条は尾柄と鰭膜でつな

がる。 側線はない。

色彩　腹部は白い。 吻端から尾柄にかけ

て小黒斑が並んでできた黒色縦帯がある。

頭部下部は橙色。 背鰭下部は黄色味を帯

びる。

分布　インド ・ 太平洋の熱帯から温帯域に

分布する。国内では伊豆諸島、小笠原諸島、

千葉県以南の太平洋沿岸、 大隅諸島、 琉

球列島から知られる。

備考　本種は体側に小黒斑が並んでできた

黒色縦帯があることから他種と識別される。

活発に遊泳し、 他の魚の皮膚の一部をか

じり取って食べる。 岩礁域やサンゴ礁域の

浅所でみられる。

（木村祐貴）

■ テンクロスジギンポ　Plagiotremus tapeinosoma　KAUM–I. 40152, 30.9 mm SL

■ テンクロスジギンポ　Plagiotremus tapeinosoma　KAUM–I. 39883, 41.6 mm SL

■ テンクロスジギンポ　Plagiotremus tapeinosoma　KPM-NI 30734, 44.6 mm SL
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スズキ目 イソギンポ科 タネギンポ属

タマギンポ
Praealticus bilineatus
(Peters, 1868)

形態　背鰭 XII–XIII, 18–19 ； 臀鰭 II, 20–
21；胸鰭 15；腹鰭 I, 4。 体はやや細長く円

筒型で、 後部に向かうにつれ側扁する。 前

鼻孔、 眼上に皮弁をもつ。 眼上の皮弁は

掌状で前鼻孔の皮弁は小さく不分枝。 項部

には皮弁はもたない。

色彩　体側は白みがかった褐色で、 腹部は

白色。 頭部と胸鰭に多くの白色小斑が密に

散在し、 体側にも不規則に散在する。

分布　西太平洋の熱帯域に分布する。 国

内では千葉県以南の太平洋沿岸、 熊本県

以南の九州西岸、 大隅諸島、 琉球列島で

報告されている。

備考　本種の学名は、 従来 P. margari-
tarius (Snyder, 1908) と さ れ て い た が、

Bath (1992) に よ っ て P. margaritarius 
(Snyder, 1908) は P. bilineatus (Peters, 
1868) の 新 参 異 名 と さ れ た。 岩 礁 性 タ

イドプールに多くみられ、 タネギンポ P. 
tanegasimae (Jordan & Starks, 1906) と

似た生息環境を好むがプールを棲み分け

ていることが多い。 頭部の白色小斑は興奮

時や固定後には黒色に変化する。

（木村祐貴）

■ タマギンポ　Praealticus bilineatus　KAUM–I. 45914, 45.9 mm SL

■ タネギンポ　Praealticus tanegasimae　FRLM 43034, 60.4 mm SL

■ タネギンポ　Praealticus tanegasimae　FRLM 43035, 48.3 mm SL
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Combtooth blennies

スズキ目 イソギンポ科 タネギンポ属

タネギンポ
Praealticus tanegasimae
(Jordan & Starks, 1906)

形態　背鰭 XIII–XIV, 17–19 ； 臀鰭 II, 18– 
20 ； 胸鰭 14–15 ； 腹鰭 I, 4。 体はやや細

長く円筒型で、 後部に向かうにつれ側扁す

る。 前鼻孔、 眼上に皮弁をもつ。 眼上の

皮弁は長く羽根状で前鼻孔の皮弁は小さく

不分枝。 項部には皮弁はもたない。 雄は

頭部に正中線皮弁がある。 雌は正中線皮

弁をもたない。

色彩　体側は緑がかった濃い灰色で、 腹部

は白色。 体側には暗褐色の横斑がはいる。

雄の背鰭と尾鰭は朱色に縁取られる。 頬

部に褐色の斜走線がはいる。 体側後半部

には少数の青白色点をもつ。

分布　日本、 台湾、 グアムに分布する。 国

内では小笠原諸島、 伊豆諸島、 和歌山県

以南の太平洋沿岸、 九州西岸、 大隅諸島、

琉球列島に分布する。

備考　日本で本属魚類は本種以外にタマギ

ンポ P. billineatus (Peters, 1868)、 カブキ

ギンポ P. striatus (Bath, 1992) の 2 種が

知られているが、 タマギンポとは眼上皮弁

の形状が羽根状 （タマギンポは掌状）、 生

鮮時に白色点が少ない （多い）、 カブキギ

ンポとは頬の斜走線が下部で合一しない

（カブキギンポはする）、 体側の白色点が少

ない （多い） ことから識別される。

　潮あたりのよい水深 1 m 以浅の潮間帯岩

礁域のタイドプールで多くみられる。 危険を

感じると水中を飛び出して安全なプールへ

と移動する。

（目黒昌利 ・ 木村祐貴）

■ タネギンポ　Praealticus tanegasimae　KAUM–I. 39751, 18.0 mm SL

スズキ目 イソギンポ科 ロウソクギンポ属

ロウソクギンポ
Rhabdoblennius nitidus
(Günther, 1861)

形態　背鰭 XII, 18–22 ； 臀鰭 II, 19–23 ；

胸鰭 14 ； 腹鰭 I, 3。 体はやや細長く円筒

型で、 後部に向かうにつれ側扁する。 前鼻

孔、 眼上に皮弁をもつ。 眼上皮弁は長く分

枝しない。 項部に皮弁はもたない。

色彩　体側は黄褐色。 雄の吻部から鰓蓋

上部、 項部にかけてと腹鰭基部は褐色。

雌の同じ部位は褐色にならない。 体側中央

に褐色斑が並ぶ。 背鰭、 臀鰭は黄褐色で、

背鰭縁辺は赤く縁取られる。臀鰭は透明で、

下部は黄色く縁取られる。 頬部、胸鰭基部、

背鰭、 尾鰭には青白色点が散在し、 体側

にも青白色の短線がはいる。

分布　西太平洋に分布する。 国内では伊

豆諸島、 紀伊半島以南の太平洋沿岸、 九

州西岸、 大隅諸島、 琉球列島に分布する。

備考　日本でみられる本属魚類は本種の

み。 日本産同科他種とは尾鰭軟条の大部

分が分枝する、 腹鰭が 1 棘 3 軟条、 臀鰭

最後軟条の大部分が尾柄部と皮膜でつな

がる、 項部に皮弁がない、 長い眼上皮弁

をもつことなどから識別される。

　 ロ ウ ソ ク ギ ン ポ の 学 名 は R. ellipse 
(Jordan & Starks, 1906) とされていた。 し

かし、 Bath (2004) はそれより以前に記載

された R. nitidus (Günther, 1861) が有効

であるとし、 R. ellipse を新参異名とした。

なお、 R. nitidus のタイプ産地は “Chinese 
Sea” であるが、 中国南シナ海沿岸におけ

る本種の詳しい分布状況は分かっていな

い。 本調査では水深 1 m 以浅の潮間帯岩

礁域のタイドプールで多くみられた。

（目黒昌利 ・ 木村祐貴）

■ ロウソクギンポ　Rhabdoblennius nitidus　KAUM–I. 41124, 35.8 mm SL
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Blenniidae
Combtooth blennies

スズキ目 イソギンポ科 ヤエヤマギンポ属

ヤエヤマギンポ
Salarias fasciatus
(Bloch, 1786)

形態　背鰭 XII, 18–20 ； 臀鰭 II, 19–21 ；

胸鰭 14 ； 腹鰭 I, 3。 体はやや細長く円筒

型で、 後部に向かうにつれ側扁する。 眼上

皮弁が長い。 眼上皮弁と項部皮弁は分枝

する。 背鰭は浅く欠刻する。 正中線皮弁は

ない。

色彩　体側は褐色で腹部は白色。 胸鰭付

近から体側中央にかけて数本の細い暗色

縦帯がある。 体側に白色斑が不規則にあ

る。 背鰭基部に暗色斑が並ぶ。 側線上に

は小暗斑が並ぶ。 胸鰭、 臀鰭、 尾鰭に小

黒斑が散在する。

分布　インド ・ 西太平洋の熱帯域に分布す

る。 国内では三重県、 琉球列島から知ら

れる。

備考　サンゴ礁域の水深 5m 以浅やタイド

プール内に生息する。 国内でみられる同属

他種とは眼上皮弁と項部皮弁が分枝するこ

と、 背鰭の欠刻が浅いことから識別される。

（木村祐貴）

■ ヤエヤマギンポ　Salarias fasciatus　KAUM–I. 47956, 52.5 mm SL

■ ヤエヤマギンポ　Salarias fasciatus　KAUM–I. 39998, 29.6 mm SL

■ ヤエヤマギンポ　Salarias fasciatus　KAUM–I. 39741, 32.2 mm SL

■ ヤエヤマギンポ　Salarias fasciatus　KAUM–I. 39872, 91.7 mm SL
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Clingfishes

スズキ目 ウバウオ科 ミサキウバウオ属

ミサキウバウオ
Lepadichthys frenatus
Waite, 1904

形 態　 背 鰭 16–17 ； 臀 鰭 12–14 ； 胸 鰭

27 ； 尾鰭 11 ； 脊椎骨 14+20=34。 頭部は

縦扁し、 体後部に向かうにしたがい側扁す

る。 吻はやや上向きに突出し、 他種に比

べ口唇は厚い。 体は無鱗。 背鰭は 1 基。

腹鰭は吸盤状で形は単形 （前後で二分さ

れない）。 背鰭と臀鰭は尾鰭と鰭膜でつな

がる。 3 対の前鰓蓋感覚管孔を有する。

色彩　体色は暗橙色から褐色で吻端から

眼の後ろにかけて暗色の太い縦帯がある。

頭部腹面や腹鰭は黄褐色を呈する。 背鰭、

臀鰭および尾鰭の縁辺は薄い褐色で縁ど

られる。

分布　西太平洋と南太平洋。 国内では伊

豆諸島、 千葉県以南の太平洋沿岸、 九州

西岸、 大隅諸島、 琉球列島から記録され

ている。

備考　全長 7 cm になる。 潮溜まりから岩

礁域やサンゴ礁の水深 6 m 以浅に生息す

る。 吸盤状の腹鰭を使って岩などに張り付

く。 ウバウオ Aspasma minima (Döderlein, 
1887) は生息環境によって体色の個体差が

著しく、 雌雄の体形にも相違がみられるが、

ミサキウバウオには体色や体形に雌雄差

はみられないようである。 同属のミナミウバ

ウオ Lepadichthys sp. とは背鰭軟条数が

15–18 （ミナミウバウオでは 11–12）、 臀鰭

軟条数が 12–14 （10） であることから識別

される。

（原口百合子）

■ ミサキウバウオ　Lepadichthys frenatus　KAUM–I. 40010, 25.2 mm SL

スズキ目 ウバウオ科 ミサキウバウオ属

ミナミウバウオ
Lepadichthys sp.

形態　背鰭 11–12 ； 臀鰭 10 ； 胸鰭 27 ；

尾鰭 11 ； 脊椎骨 13 + 19 = 32。 頭部はや

や縦扁し、 体後部は側扁する。 吻はやや

突出する。 腹鰭は吸盤状で、 形は前後で

二分されず、 単形。 背鰭と臀鰭は尾鰭と鰭

膜でつながる。 3 対の前鰓蓋感覚管孔を有

する。

色彩　体色は赤褐色で頭部腹面側は乳白

色。 白色の縦線が背中線上と体側および

腹側にある。 体側の縦線は吻から眼の上

縁を通り尾鰭に達する。 腹面の縦線は下

顎の縫合部から出て肛門付近に達する。

いずれの縦線も後方にむかうにしたがい不

明瞭となる。 体側に淡色の小斑点がある。

各鰭膜は透明。

分布　和歌山県、 高知県、 大隅諸島、 琉

球列島から記録されている。

備考　岩礁やサンゴ礁域の潮だまりに生息

す る。 Motomura et al. (2010) は 屋 久 島

から 17 個体のミサキウバウオ L. frenatus 
Waite, 1904 を報告した。 しかし、 そのうち

の 1 標本はミナミウバウオと再同定された

（Motomura & Aizawa, 2011）。 そのため、

本項では本種の分布域に大隅諸島を加え

た。

（原口百合子）

■ ミナミウバウオ　Lepadichthys coccinotaenia　KAUM–I. 58305, 19.6 mm SL
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Callionymidae
Dragonets

スズキ目 ネズッポ科 コブヌメリ属

コブヌメリ
Diplogrammus xenicus
(Jordan & Thompson, 1914)

形態　背鰭 IV-8 ； 臀鰭 7 ； 胸鰭 ii + 15–
17 ； 腹鰭 I, 5 ； 尾鰭 i + 7 + ii。 体は細長く、

扁平する。 体全体が無鱗で粘液質におお

われる。 眼下管の先端は分枝する。 鰓蓋

部に大きな皮弁がある。 吻は突出し、 やや

尖る。 前鰓蓋骨に強い 1 棘 （前鰓蓋骨棘）

がある。この棘は、基部に前向突起が 1 本、

背縁に小棘が 3–9 本あり、 後端が上方に

強く曲がる。 鰓孔は丸い。 体側面下部に

体軸方向に走る皮褶が 1 本ある。 雄成魚

の第 1 背鰭第 1 棘は糸状に伸長する。 第

2 背鰭と臀鰭の軟条は最終軟条のみが分

枝する。

色彩　頭部から体背面、 側面にかけて、 茶

色から灰色の大理石模様を呈し、 体腹面

は白色である。 体側面下部にある皮褶に

多数の黒点が並ぶ。 第 1 背鰭は茶色から

灰色を呈し、 複雑な形の白色斑がある。 第

2 背鰭と尾鰭の鰭膜は透明で、 軟条上に

白色斑がある。 臀鰭は半透明である。 腹

鰭は茶色から灰色で、 黒色点が散在し、 1
黒褐色帯がある。 この黒褐色帯は環境に

よって不明瞭になることもある。 雄成魚で

は、 第 2 背鰭と尾鰭が、 それぞれ茶色か

ら灰色の大理石模様で、 臀鰭は灰色を呈

する。 頭部と臀鰭下半部には、 青色の虫

食い状模様がある。 また、 体側面、 第 2
背鰭、 および尾鰭にはそれぞれ青色点が

多数散在する。

分布　日本と南緯 30 度前後のオーストラリ

ア東西両沿岸に分布する。 国内では伊豆

諸島、 小笠原諸島、 千葉県以南の太平洋

沿岸、 山口県以南の日本海沿岸、 大隅諸

島、 および琉球列島に分布する。

備考　本種はミナミコブヌメリ D. goram-
ensis (Bleeker, 1858) によく似る。 しかし、

コブヌメリでは眼下管の先端が分枝するが、

ミナミコブヌメリでは分枝しないことで異な

る。 また、 コブヌメリよりミナミコブヌメリの

方が南方に分布し、 沖縄島以北ではコブヌ

メリの生息数が多く、 八重山諸島以南では

ミナミコブヌメリの生息数が多くなる （岡村、

2009）。 与論島ではコブヌメリは水深 10 m
以浅の砂底で生息が確認された。

（岩坪洸樹）

■ コブヌメリ　Diplogrammus xenicus　KAUM–I. 48111, 24.3 mm SL

■ コブヌメリ　Diplogrammus xenicus　KAUM–I. 40393, 26.2 mm SL

■ コブヌメリ　Diplogrammus xenicus　KAUM–I. 40418, 33.9 mm SL
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Dragonets

スズキ目 ネズッポ科 ヒメテグリ属

ヒメテグリ
Minysynchiropus kiyoae
(Fricke & Zaiser, 1983)

形態　背鰭 IV-9 ； 臀鰭 8 ； 胸鰭 ii + 15 ；

腹鰭 I, 5 ； 尾鰭 i + 7 + ii。 体は細長く、 扁

平する。 体全体が無鱗で粘液質におおわ

れる。 吻は突出し、 やや尖る。 前鰓蓋骨

棘は、 背縁に小棘が 5 本あり、 後端が上

方に強く曲がる。 鰓孔は丸い。 側線は体

側面後部で下方に大きく湾入し、 途中で分

枝することなく尾鰭まで続く。 腹鰭後縁の鰭

膜は胸鰭基底上端付近に接続する。 雄成

魚の第 1 背鰭は、 各棘がやや伸長する。

第 2 背鰭と臀鰭の軟条は最終軟条のみが

分枝する。

色彩　体は濃褐色、 褐色、 および白色が

入り混じった大理石模様。 腹面は白色を呈

する。 頭部から胸鰭基底周辺にかけて細

長い鮮青色斑が散在する。 雄の第 1 背鰭

は半透明で、 上部に細長い橙色斑、 下部

に橙色点が散在する。 雌の第 1 背鰭は前

半部が褐色と白色のまだら模様で、 後半部

は一様に褐色を呈する。

分布　日本とパラオ諸島からのみ記録があ

る。 国内では伊豆諸島、 小笠原諸島、 静

岡県以南の太平洋沿岸、 大隅諸島、 およ

び琉球列島に分布する。

備考　浅い岩礁域の礫底や砂底に生息す

る。

（岩坪洸樹）

■ ヒメテグリ　Minysynchiropus kiyoae　KAUM–I. 41150, 21.1 mm SL

■ ヒメテグリ　Minysynchiropus kiyoae　16 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki

■ ミヤケテグリ　Neosynchiropus moyeri　KAUM–I. 58419, 28.3 mm SL



ネ
ズ
ッ
ポ
科

488

Callionymidae
Dragonets

スズキ目 ネズッポ科 コウワンテグリ属

コウワンテグリ
Neosynchiropus ocellatus
(Pallas, 1770)

形態　背鰭 IV-8 ； 臀鰭 7 ； 胸鰭 ii + 17– 
20 ； 腹鰭 I, 5 ； 尾鰭 i + 7 + ii。 体は細長

いが、 ネズッポ科の中では体高が比較的

高い。 体全体が無鱗で粘液質おおわれる。

吻は突出し、 やや尖る。 前鰓蓋骨棘は、

背縁に1小棘があり、後端が上方に曲がる。

鰓孔は丸い。 第 1 背鰭棘長は雄の成魚で

は第 2 背鰭軟条長の 2 倍程度だが、 雄幼

魚と雌では第 2 背鰭軟条長と同程度であ

る。 第 2 背鰭軟条と第 1 軟条を除く臀鰭軟

条は、 先端が 2 分枝する。

色彩　成魚では雌雄ともに以下の共通の色

彩をもつ。 頭部から体側面にかけて黒褐

色の大理石模様で、 体腹面は白色である。

第 2 背鰭は褐色斜帯が 4–5 列ある。 胸鰭

に橙色線が 2–3 本ある。 腹鰭は黒褐色を

呈し、 1 白色帯があり、 橙色で縁取られる。

尾鰭は紅色斑が 2 列並ぶ。 雄成魚は、 頭

部に青色点が散在する。 また、 第 1 背鰭

には 2–6 個の眼状模様がある。 この眼状

模様より上部では背鰭棘に対しほぼ平行

な細い褐色帯が多数あるが、 下部では第

1 棘基部を中心とした円状の褐色帯が 4–6
列ある。 不連続の青色斜線が、 第 2 背鰭

に 6–9 列、 臀鰭に 2–3 列ある。 雌成魚は

第 1 背鰭が濃黒褐色で、 白色で縁取られ

る。 また、 臀鰭に黒褐色斜帯が 4 本ある。

幼魚は体全体が乳白色で、 下顎は橙色。

褐色帯が尾柄に 1 本、 眼下に 3 本ある。

■ コウワンテグリ　Neosynchiropus ocellatus　KPM-NI 30736, 38.2 mm SL

スズキ目 ネズッポ科 コウワンテグリ属

ミヤケテグリ
Neosynchiropus moyeri
(Zaiser & Fricke, 1985)

形態　背鰭 IV-8 ； 臀鰭 7 ； 胸鰭 18–23 ；

腹鰭 I, 5 ； 尾鰭 i + 7 + ii ； 脊椎骨数 6 + 
12 = 18。 体は細長く縦扁し、 無鱗で粘液

質におおわれる。 尾柄は細長く、 後方に向

かってより細くなる。 吻は突出し、 吻端は

尖る。 口は小さく、 主上顎骨後端は眼の中

央を越えない。 前鰓蓋骨に強い 1 棘 （前

鰓蓋骨棘） がある。 側線は体背側寄りを

走る。 雄の背鰭棘はすべて糸状に伸長す

る。 第 2 背鰭のすべての軟条および第 1
軟条を除く臀鰭軟条は、先端が 2 分枝する。

色彩　体背面から体側面にかけて紅色の大

理石模様で、 体腹面は白色を呈する。 雄

の第 1 背鰭は帯状模様で、 眼鏡状模様を

含む上部の帯状模様はオリーブ色、 下部

の帯状模様は明るい赤色を呈する。 帯状

模様は白色で縁取られ、 帯の間は濃緑黄

色を呈する。 雌の第 1 背鰭は黒色で、 前

縁を除く縁辺が白色で縁取られる。 第 2 背

鰭の地色は黄色がかった白色で、 不規則

な紅色斜帯が走る。 臀鰭は、 雄では灰色

がかった白色を呈し、 複数の短い鮮青色線

が散在する。 一方、 雌では、 白色の地に

4–5 本の紅色斜帯が走る。 尾鰭の地色は

白で紅色の斑点が散在する。

分布　西太平洋に分布する。 国内では伊

豆諸島、 静岡県以南の太平洋沿岸、 鹿児

島県東シナ海沿岸、 大隅諸島、 および琉

球列島に分布する。

備考　本種は通常、 藻類被度の高い転

石地に生息している。 コウワンテグリ N. 
ocellatus (Pallas, 1770) と同所的に分布し

ている場所では、 より水深の深い場所に生

息する。

（岩坪洸樹）

■ ミヤケテグリ　Neosynchiropus moyeri　17 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki
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Dragonets

第 1 背鰭が濃黒褐色で、 白色で縁取られ

る。 第 2 背鰭は、 橙色斑が 4–5 列並ぶ。

胸鰭と尾鰭は橙色味を帯びた透明である。

腹鰭は橙色帯が 2 本ある。 臀鰭は黒褐色

斜帯が 4 本ある。

分布　東インド洋から太平洋にかけて分布

する。 国内では伊豆諸島、 伊豆半島以南

の太平洋沿岸、 大隅諸島、 および琉球列

島に分布する。

備考　本種はミヤケテグリ N. moyeri (Zai-

ser & Fricke, 1985) によく似る。 しかし、 コ

ウワンテグリの成魚では体の大理石模様が

黒褐色であることに対し、 ミヤケテグリの成

魚では紅色であることで異なる。

（岩坪洸樹）

■ コウワンテグリ　Neosynchiropus ocellatus　Female　KAUM–I. 40410, 22.3 mm SL

■ コウワンテグリ　Neosynchiropus ocellatus　Male　KAUM–I. 39730, 35.9 mm SL

■ コウワンテグリ　Neosynchiropus ocellatus　KAUM–I. 47850, 14.2 mm SL
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Eleotridae / Xenisthmidae
Sleeper / Wrigglers

スズキ目 カワアナゴ科 カワアナゴ属

チチブモドキ
Eleotris acanthopoma
Bleeker, 1853

形 態　 背 鰭 VI-I, 7–8 ； 臀 鰭 I, 7–8 ； 胸

鰭 15–17 ； 縦列鱗 48–56 ； 背鰭前方鱗

33–46。 体は円筒状で、 やや側扁する。

頭部は縦扁する。 下顎は上顎よりも前方

に突出する。 前鰓蓋骨の後縁に下を向く棘

状突起がある （通常は皮下にあさく埋没）。

舌の前縁は丸い。 鰓孔はややひろく、 その

前下端は前鰓蓋後縁下付近にまで達する。

胸鰭基部、 腹鰭前方部、 背鰭前方部、 腹

部は円鱗で、 のこる体側大半は櫛鱗で被

われる。 頬の後半と鰓蓋に円鱗がある （眼

下に数枚の埋没鱗がある個体もいる）。 腹

鰭は左右完全に分かれ、 癒合膜は発達し

ない。 尾鰭は円形で、頭長よりもやや短い。

頭部に感覚管やその開孔がない。 眼下に

6 本の明瞭な横列孔器列があり、 その前か

ら 2 番目と 4 番目のものは、 頬中央をはし

る縦列孔器列よりも下方にまで達する。

色彩　状態により体色は変化に富むが、 ふ

つう灰褐色の地に黒にちかい暗灰色のまだ

ら模様がある。他のカワアナゴ属魚類同様、

頭部から尾部にかけての背面が淡色に、

その腹方は暗色に、 塗り分けられたような

状態になることもある。 胸鰭基部に 2 黒色

斑がある （明色時に明瞭）。

分布　インド ・ 太平洋の熱帯 ・ 亜熱帯域に

分布する。 国内では伊豆半島から琉球列

島にかけての各地から記録されている。

備考　日本産カワアナゴ属魚類は 4 種が知

られ、 さらに吉郷ほか （2005） は沖永良

部島の洞穴から同属の 1 未同定種を報告

している。 このうちチチブモドキは、 琉球列

島の河川汽水域やその周辺ではもっともふ

つうに見られる種のひとつ。 やはり琉球列

島の河川に見られる同属のオカメハゼ E. 
melanosoma Bleeker, 1853 やテンジクカ

ワアナゴ E. fusca (Forster, 1801) に似る

が、 鰓蓋上部と下部を走る孔器列が鰓蓋

後縁で接しないこと、 眼下に横列孔器列が

6 本あり、 その前から 3 番目のものは頬中

央を走る縦列孔器列よりも下方に達しない

ことで識別できる。

　本種は与論島において茶花の水路の下

流部でみられ、 散在する転石の下に単独

で生息していることが観察された。 同所は、

底質がコンクリートで、 水深は 0.2–0.3 m
であった。

（渋川浩一 ・ 岩坪洸樹）

■ チチブモドキ　Eleotris acanthopoma　KAUM–I. 47984, 33.9 mm SL

■ ヤナギハゼ　Xenisthmus clarus　KPM-NI 30906, 16.5 mm SL

■ ヤナギハゼ　Xenisthmus clarus　KAUM–I. 41151, 13.9 mm SL
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Wrigglers

スズキ目 ヤナギハゼ科 ヤナギハゼ属

ヤナギハゼ
Xenisthmus clarus
(Jordan & Seale, 1906)

形態　背鰭 VI-I, 12–13 ； 臀鰭 I, 11–12 ；

胸鰭 15–17 ； 縦列鱗 56–65 ； 背鰭前方

鱗 19。 体は細長い円筒状で、 やや側扁す

る。 下顎は上顎よりも前方につよく突出す

る。 下唇腹側の遊離縁は左右連続し、 頤

部に付着しない。頬や鰓蓋上部、胸鰭基部、

体側前半は円鱗で、 体側後半は櫛鱗で被

われる。 腹鰭は左右完全に分かれ、 癒合

膜は発達しない。 尾鰭は円形で、 頭長と

ほぼ同長。 頭部の感覚管は良く発達する。

前方肩甲管と後眼肩甲管は連続し、 開孔

A' B C D(S) E F H I J K' がある。 前鰓蓋

は開孔 M' N O P Q' がある。 頬の孔器列

は発達程度が悪く、 眼の下縁に沿う 1 列を

除き、 明瞭な列をなさない。

色彩　頭部と体は白色で、 背面は淡いベー

ジュ。 下顎の先端付近から吻、 眼の中央、

胸鰭基部を通りそのまま尾鰭にまで至る 1
本の明瞭な暗褐色縦帯がある。 この縦帯

のすぐ上方はわずかに暗色がかり、 とくに

大型個体では不明瞭な斑状となる。 尾鰭に

は、 これら暗色部の上を縁どるような白色

縦帯がはいる。 その他の鰭は無色。 大型

個体では、 第 2 背鰭に不明瞭な暗色点列

をもつことがある。

分布　西部 ・ 中部太平洋の熱帯 ・ 亜熱帯

域に分布する。 国内では奄美大島以南の

琉球列島から記録されている。

備考　日本産ヤナギハゼ属魚類は、 未記

載種も含め 5 種が報告されている。 多くは

サンゴ礁浅所のガレ場に生息し、 死サンゴ

塊の中から見つかることもよくある。 ヤナギ

ハゼは、 淡色時の体に吻から尾鰭にかけ

て 1 本の暗色縦帯がある、 という独特の体

色により、 他の日本産同属既知種とは容

易に識別される。

（渋川浩一）

スズキ目 ヤナギハゼ科 ヤナギハゼ属

クロヤナギハゼ
Xenisthmus sp.

形態　背鰭 VI-I, 13 ； 臀鰭 I, 12–13 ； 胸鰭

15–17 ； 縦列鱗 69 ； 背鰭前方鱗 17。 体

は細長く円筒状で、 やや側扁する。 下顎

は上顎よりも前方につよく突出する。 下唇

腹側の遊離縁は左右連続し、 頤部に付着

しない。 胸鰭基部および体側前半は円鱗

で、 体側後半は櫛鱗で被われる。 頭部は

無鱗。 腹鰭は左右完全に分かれ、 癒合膜

は発達しない。 尾鰭は円形で、 頭長とほぼ

同長。 頭部の感覚管は良く発達する。 前

方肩甲管と後眼肩甲管は連続し、 開孔 A' 
B C D(S) E F H I J K' がある。 前鰓蓋は

開孔 M' N O P Q' がある。 頬の孔器列は

発達程度が悪く、 眼の下縁に沿う 1 列を除

き、 明瞭な列をなさない。

色彩　頭部と体は、 背面が淡灰褐色、 側

面や腹面が黒褐色と、 明瞭に塗り分けられ

る。 胸鰭基部上端に淡いベージュの 1 斑

がある。 背鰭条の中央に黒色点があり、 1

縦点列をなす。 臀鰭は基部付近が黒褐色。

尾鰭の大半は黒褐色で、 不規則な淡褐色

部があり、 縁辺はほぼ透明。 胸鰭と腹鰭

はほぼ透明。

分布　奄美大島から報告された未記載種

（林ほか、 1990）。 国内では他に沖縄島や

渡嘉敷島、 国外ではサイパン島からも知ら

れている。

備考　頭部や体が背面を除きほぼ一様な暗

色であるという独特な体色により、 同属の

既知種とは容易に識別される。

（渋川浩一）

■ クロヤナギハゼ　Xenisthmus sp.　KPM-NI 30813, 22.0 mm SL

■ ヤナギハゼ　Xenisthmus clarus　KPM-NI 30721, 12.8 mm SL
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Gobiidae
Gobies

スズキ目 ハゼ科 ダテハゼ属

ヒメダテハゼ
Amblyeleotris steinitzi
(Klausewitz, 1974)

形態　背鰭 VI-I, 11–12; 臀鰭 I, 12; 胸鰭

18–20; 腹鰭 I, 5; 縦列鱗 65–70; 横列鱗

19–22; 背鰭前方鱗 0; 脊椎骨 10+16。 体

はやや細長く、 側扁する。 吻はやや尖

る。 頭部の感覚管は、 前眼肩甲管に開口

B' C(S) D(S) E F G H'、 後眼肩甲管に開

口 K' L'、 前鰓蓋管に開口 M' N O' がある。

鰓孔は、 眼の後縁下と前鰓蓋骨後縁下の

中間付近に達する。 頭部は無鱗。 躯幹部

から尾部にかけての前方では小円鱗、 後

方では後方ほど大きな弱い櫛鱗で被われ

る。 第 1 背鰭は第 2 背鰭とほぼ同じ高さ。

■ ヒメダテハゼ　Amblyeleotris steinitzi　17 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki

各鰭に伸長鰭条を欠く。腹鰭は膜蓋を欠き、

左右に大きく 2 分するが、 基底近くで癒合

膜により連結する。

色彩　生時の体色は、 体の地色が黄色み

を帯びた白色で、 地色よりも幅の狭い 5 本

の赤色横帯があり、 第 1 横帯は鰓蓋上、

第 2 横帯は第 1 背鰭下、 第 3 ・ 第 4 横帯

は第 2 背鰭下、 第 5 横帯は尾柄上にある。

第 1– 第 4 横帯はやや斜行する。 各横帯

間に 2–4 本の直線状もしくは乱れた線状の

淡黄色横線がある。 頭部は側面から後部

にかけて水色の小斑点が点列をなす。 眼

下に赤色横帯が発現することがある。 両背

鰭の鰭膜に 1–2 列の多数の黄色小斑点が

鰭条に沿って並ぶ。 第 2 背鰭の基底に沿っ

て、 水色と黄色の破線状細縦線が交互に

走る。 臀鰭の正中より縁辺側に水色で縁

取られた淡黄色縦帯がある。 尾鰭の基底

から下縁にかけて、 水色で縁取られた淡黄

色帯がある。

分布　マーシャル諸島、 インド ・ 西太平洋

の熱帯 ・ 亜熱帯域に分布する。 国内では

伊豆諸島、 相模湾以南の南日本、 大隅諸

島、 琉球列島から知られる。

備考　ダテハゼ属の計数値は背鰭前方鱗と

脊椎骨を除き Yanagisawa (1978) に基づ

く。 本種は、 生時、 背鰭鰭膜に多数の黄

色小斑点があることにより、 日本産の同属

他種から容易に識別できる。 礁池内の浅い

砂底や、 水深 30 m 以浅のサンゴ礁外縁

部のガレ場の砂底などに単独またはペアで

生息し、 テッポウエビ類と共生する。

（瀬能　宏）

■ クビアカハゼ　Amblyeleotris wheeleri　16 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki
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Gobies

スズキ目 ハゼ科 ダテハゼ属

クビアカハゼ
Amblyeleotris wheeleri
(Polunin & Lubbock, 1977)

形態　背鰭 VI-I, 11–12; 臀鰭 I, 11–12; 胸
鰭 18–19; 腹鰭 I, 5; 縦列鱗 60–65; 横列

鱗 18–23; 背鰭前方鱗 21; 脊椎骨 10+16。

体はやや細長く、 側扁する。 吻はやや尖

る。 頭部の感覚管は、 前眼肩甲管に開口

B' C(S) D(S) E F G H'、 後眼肩甲管に開

口 K' L'、 前鰓蓋管に開口 M' N O' がある。

鰓孔は、 眼の後縁下と前鰓蓋骨後縁下の

中間よりもやや前方に達する。 頭部は背鰭

前方を除いて無鱗。 躯幹部から尾部にか

けては、 前方では小円鱗、 後方では後方

ほど大きな弱い櫛鱗で被われる。 第 1 背

鰭は第 2 背鰭とほぼ同じ高さで、 雄の第 1
背鰭第 3 棘は伸長する。 腹鰭は膜蓋を欠

き、 左右に大きく 2 分するが、 後縁が大き

く湾入する癒合膜により連結する。

色彩　生時の体色は、 体の地色が黄色み

を帯び、 尾鰭基底上のものを含めて 6 本

の紫みを帯びた赤色横帯がある。 各横帯

は輪郭が明瞭で、 第 2– 第 5 横帯は地色

よりも幅広い。 後頭部から口角にかけての

横帯は不明瞭。 眼下から口角にかけてや

■ クビアカハゼ　Amblyeleotris wheeleri　17 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki

や明瞭な赤色横帯を発現することがある。

体側に水色の小斑点が散在し、 各横帯を

縁取る傾向がある。 吻を除く頭部側面や後

頭部、 両背鰭に橙色あるいは赤橙色の小

斑点が散在する。 これら斑点のうち、 頭部

側面や背鰭基底付近のものは赤みが強い。

尾鰭は、 上葉の基底近くに赤橙色の 1 小

斑があり、 下葉には上葉の小斑と対を成す

位置から水色の縁取りのある橙色の噴射

状縦線が斜め後下方に向かう。 臀鰭の正

中よりも基底側に幅広い茶色の 1 縦帯があ

り、 その上 ・ 下縁は橙色と水色の 2 重細

縦線で縁取られる。

分布　マーシャル諸島、 インド ・ 西太平洋

の熱帯 ・ 亜熱帯域に分布する。 国内では

伊豆・小笠原諸島、 相模湾以南の南日本、

薩南諸島、 琉球列島から知られる。

備考　本種は、 生時、 体側の横帯が幅広

く明瞭で、 横帯間の地色は黄色みを帯びる

こと、 頭部や両背鰭に橙色あるいは赤橙色

の小斑点が散在することにより、 日本産の

同属他種から容易に識別できる。 サンゴ礁

外縁部の水深 32 m 以浅のガレ場の砂底

に単独またはペアで生息し、 テッポウエビ

類と共生する。

（瀬能　宏）

スズキ目 ハゼ科 サラサハゼ属

サラサハゼ
Amblygobius phalaena
(Valenciennes, 1837)

形態　背鰭 VI-I, 14 ； 臀鰭 I, 14 ； 胸鰭 18– 
19 ； 縦列鱗 54–57 ； 背鰭前方鱗 24–28。

体はやや短く、側扁する。 頭部は側扁する。

吻は丸くわずかに突出し、 前方で上唇をあ

■ サラサハゼ　Amblygobius phalaena　KAUM–I. 51349, 54.7 mm SL

さく被う。 下顎と上顎はほぼ等位。 舌の前

縁はほぼ直線的で、 くぼまない。 鰓孔は狭

く、 その前端は前鰓蓋後縁下より後方にあ

る。 下顎側部に外側を向く左右 1–2 対の

大型歯がある。 鰓蓋部や胸鰭基部、 腹鰭

前方部、 背鰭前方部、 腹部は円鱗で、 の

こる体側大半は櫛鱗で被われる。 背鰭は

三角形。 腹鰭は吸盤状で、 膜蓋と癒合膜

が発達する。 尾鰭は円形で、 頭長とほぼ

同長。 頭部の感覚管は良く発達し、 前眼

肩甲管に開口 B' C(S) D(S) E F G H'、 後

眼肩甲管に開口 K' L'、 前鰓蓋管に開口 M' 
L O' がある。 眼下に多数の短い横列孔器

列がある。

色彩　頭や体は淡い灰褐色で、 背部はや

や暗色がかる。 体側に 5 本の暗色横帯が

はいり、 帯の後縁あるいは前後縁は黒色

線状となる。 体側腹半にはふつう 9–10 本

ほどの水色横線が並ぶ。 頬から鰓蓋にか
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スズキ目 ハゼ科 ホシハゼ属

ホシハゼ
Asterropteryx semipunctata
Rüppell, 1830

形態　背鰭 VI-I, 10–11 ； 臀鰭 I, 9 ； 胸鰭

16–18 ； 縦列鱗 23–25 ； 背鰭前方鱗 6–8。

体はふと短く、 側扁する。 頭部は側扁す

る。 前鰓蓋後縁に 2–9 本 （通常 3–7 本）

の短い棘条突起がある。 下顎は上顎より

もわずか前方に突出する。 舌の前縁は丸

みを帯び、 くぼまない。 鰓蓋と頬後部は櫛

鱗で、 頬前部と鰓蓋膜は円鱗で被われる。

体側の大半は櫛鱗で被われ、 胸鰭基部や

腹鰭前方部のみ円鱗。 第 1 背鰭の第 3 棘

条は糸状に伸長する。 腹鰭は左右に分か

れ、 痕跡的な癒合膜があるが、 膜蓋はな

い。 尾鰭は円形で、 頭長とほぼ同長。 頭

部の感覚管は良く発達し、 前眼肩甲管に開

孔 B' C(S) D(S) E F G H'、 後眼肩甲管に

開孔 K' L'、前鰓蓋管に開孔 M' L O' がある。

眼下に 5 本の短い横列孔器列がある。

色彩　頭部と体は灰褐色かやや赤みがかっ

た暗灰色で、 体側に 3 列ほどの不規則な

暗色斑列がはいる （明色時に明瞭）。 頬や

■ ホシハゼ　Asterropteryx semipunctata　Male　KAUM–I. 46074, 28.3 mm SL

けて 3–4 本ほどの青色斜帯 （ふつう不規

則な破線状） がはいる。 第 1 背鰭の後半

に 1 黒色斑がある。 尾鰭基底上部のすこ

し後方に 1 黒色斑があり、 それより後方に

さらに 2–3 個ほどの暗色斑がある。 雄成

魚は体や鰭の暗色みが強くなり、 尾鰭は白

色みがかる。

分布　インド ・ 太平洋の熱帯 ・ 亜熱帯域に

分布する。 国内では伊豆諸島、 静岡県以

南の本州、 四国、 九州、 大隅諸島、 琉球

列島から知られる。

備考　日本産サラサハゼ属は 7 種が記録さ

れており、 さらにいくつかの未同定種の存

在も報告されている （渋川ほか、 2011）。

そのうちサラサハゼは、 サンゴ礁浅所の礁

原や礁池の砂礫底でみられる普通種。 西

表島から記録のあるスフィンクスサラサハ

ゼ A. sphynx (Valenciennes, 1837) に 体

型や体色が似るが、 第 1 背鰭が三角形で

（スフィンクスサラサハゼは四角形）、 その

後半に目立つ 1 黒色斑がある （ない） こと

により容易に区別できる。

（渋川浩一）

■ ホシハゼ　Asterropteryx semipunctata　Female　KPM-NI 30821, 19.1 mm SL

■ ホシハゼ　Asterropteryx semipunctata　KAUM–I. 51193, 12.4 mm SL
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鰓蓋、 体側に多数の輝青点があり、 体側

のものは各鱗に 1 つずつ整然と並ぶ。 同

様の輝青点は、 第 2 背鰭や臀鰭、 尾鰭に

も散在する。 第 1 背鰭中央に弧状の暗色

帯があり、 その外側は透明。 第 2 背鰭、

臀鰭、 尾鰭は茶色みがかる。

分布　インド ・ 太平洋の温帯から熱帯域に

かけて分布する。 国内では、 千葉県以西

の本州、四国、九州、琉球列島、伊豆諸島、

および小笠原諸島から記録されている。

備考　ホシハゼ属には 8 種が知られ （Shi-
bukawa & Suzuki, 2007）、 日本からは 7
種が記録されている。 そのうちホシハゼ

は、 岩礁域やサンゴ礁の浅所にみられる

普通種。 九州以北からも知られる本属魚

類は本種のみ。 屋久島あるいは奄美大島

以南から知られるヒメホシハゼ A. ensifera 
(Bleeker, 1874) や ヤ ノ ウ キ ホ シ ハ ゼ A. 

atripes Shibukawa & Suzuki, 2002 に似る

が、 前鰓蓋後縁に棘状突起が複数あるこ

とや （ヒメホシハゼは 1 本）、 明色時、 体

側に多数の暗色斑紋があること （ヤノウキ

ホシハゼは体側に 1 本の暗色縦帯がある

か、 全体的に暗色） 等で区別できる。 前

鰓蓋後縁の棘状突起数は Shibukawa & 
Suzuki (2002) に基づく。

（渋川浩一）

スズキ目 ハゼ科 クモハゼ属

クロヤハズハゼ
Bathygobius coalitus
(Bennett, 1832)

形態　背鰭 VI-I, 9 ； 臀鰭 I, 9 ； 胸鰭 19 （遊

離鰭条 4） ； 腹鰭 I, 5 ； 尾鰭分枝鰭条 7+6, 
分節鰭条 9+8 ； 縦列鱗 33 ； 横列鱗 11 ；

背鰭前方鱗 21。前鼻孔頂部に皮弁がない。

上下両唇端は等しい。 頤の台形の皮蓋後

側端は突出しない． 頭部感覚管はよく発達

し、 前眼肩胛管に開孔 B' C (S) D (S) E F 
G H'、 後眼肩胛管に開孔 K' L'、 前鰓蓋管

に開孔 M' N O' があり、 H’ と K’ は融合し

ない。 頬中央に溝が縦走する。 胸鰭上部

■ クロヤハズハゼ　Bathygobius coalitus　Male　FRLM 43036, 54.3 mm SL

の遊離分枝鰭条は 4 本で、 2 条に枝分か

れする。 腹鰭は長楕円形で、 膜蓋中央部

は突出せず、 棘と第 1 軟条間は浅く切れ

込む。頬と主鰓蓋部は無鱗、第 1 背鰭前方、

項部、 胸鰭基底、 腹鰭基底前方、 腹部は

小円鱗、 残りの体側は櫛鱗を被る。 背鰭

前方の鱗は眼後縁と前鰓蓋骨後縁間の中

央上方に達する。

色彩　生鮮時、 体の地色はにぶい黄、 腹

面は白である。 頭部に白点が散在し、 体

側に数本の白点列が縦走する。 体側正中

線上に暗い灰みのブラウン斑が並ぶ。 背

鰭は灰みの白、 臀鰭と尾鰭は明るい青み

のグレイ、 背鰭と尾鰭上 ・ 中央部に暗い赤

点が散在する。

分布　インド ・ 西太平洋。 国内では伊豆諸

島、 小笠原諸島、 千葉県以南の太平洋沿

岸、大隅諸島、および琉球列島に分布する。

備考　本項の記載は与論島与論漁港 で

採集された 1 標本 （FRLM 43036、 体長

54. 3 mm） に基づく。 観察標本は明仁親

王 ・ 目黒 (1980) のクロヤハズハゼに一致

する。 学名は明仁ほか (2013) にしたがっ

た。 第 1 背鰭に赤系の斑点が散在する、

体側正中線上に下方に伸びないブラウン系

の斑紋が縦列する、 胸鰭基底上部に白色

点があるなどで近似のクモハゼ B. fuscus 
(Rüppell, 1830) と、 吻の傾斜が緩い、 鰓

蓋部に明瞭な黒斑がないなどで近似のスジ

クモハゼと区別可能。

（鈴木寿之）

スズキ目 ハゼ科 クモハゼ属

スジクモハゼ
Bathygobius cocosensis
(Bleeker, 1854)

形態　背鰭 VI-I, 9 ； 臀鰭 I, 8 ； 胸鰭 18 （遊

離鰭条 3） ； 腹鰭 I, 5 ； 尾鰭分枝鰭条 8+7, 
分節鰭条 9+8 ； 縦列鱗 38 ； 横列鱗 11 ；

背鰭前方鱗 11。前鼻孔頂部に皮弁がない。

上唇はやや突出する。 頭部感覚管はよく

発達し、 クロヤハズハゼと同様である。 頤

の台形の皮蓋後側端はつよく突出する。 頬

中央に溝が縦走する。 胸鰭上部の遊離分

枝鰭条は 3 本で、 2–3 条に枝分かれする。

腹鰭は長楕円形で、 膜蓋中央部は突出せ

ず、 棘と第 1 軟条間は浅く切れ込む． 頬と

主鰓蓋部は無鱗、 第 1 背鰭前方、 項部、

胸鰭基底、 腹鰭基底前方、 腹部は小円鱗、

残りの体側は櫛鱗を被る． 背鰭前方の鱗

は前鰓蓋骨後縁上方に達する。

色彩　繁殖期の生鮮時、 雄の体の地色は

暗い黄で、 体側鱗はオリーブみのグレイで

縁取られる。 垂直鰭はうすい黄からあさい

黄で、 背鰭中央にオレンジ系の雲状斑が

あり、 臀鰭は黄色みのグレイ、 尾鰭鰭条は

はあさい黄で上葉に黄みのオレンジ点が散

在する。

分布　紅海とイースター島を除くインド ・ 太

平洋。 国内では伊豆諸島、 小笠原諸島、

千葉県以南の太平洋沿岸、 九州、 大隅諸
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■ スジクモハゼ　Bathygobius cocosensis　Male　KAUM–I. 45909, 37.6 mm SL

島、 および琉球列島に分布する。

備考　本項の記載は与論島前浜海岸沖水

深 0.3 m で採集された 1 標本 （KAUM–
I. 45909、 雄、 体長 37. 6 mm） に基づく。

観察標本は明仁親王 ・ 目黒 (1980) のスジ

クモハゼ B. cocosensis に一致する。 雌お

よび繁殖期以外の雄の生鮮時、 体の地色

は灰みの白、 腹部に 2 個の暗色斑、 体側

背面に 5 個の暗色鞍状斑、 体側正中線上

に 9 個の暗色縦列斑がある。

（鈴木寿之）

■ スジクモハゼ　Bathygobius cocosensis　KAUM–I. 40047, 27.0 mm SL

■ スジクモハゼ　Bathygobius cocosensis　KAUM–I. 45955, 33.5 mm SL

スズキ目 ハゼ科 クモハゼ属

ヤハズハゼ
Bathygobius cyclopterus
(Valenciennes, 1837)

形態　背鰭 VI-I, 9 ； 臀鰭 I, 8 ； 胸鰭 20 （遊

離鰭条 4） ； 腹鰭 I, 5 ； 尾鰭分枝鰭条 7+6, 
分節鰭条 9+8 ； 縦列鱗 37 ； 横列鱗 14 ；

背鰭前方鱗 15。前鼻孔頂部に皮弁がある。

上唇は突出する。 頤の台形の皮蓋後側端

は弱く突出する． 頭部感覚管はよく発達し、

クロヤハズハゼとほぼ同様であるが、 開孔

の前眼肩甲管 H’ と後眼肩甲管 K’ は融合

する。 頬中央に溝が縦走し、 その上側の

皮膚は伸張し溝を被う。 胸鰭上部の遊離

分枝鰭条は 4 本で、 3–4 条に枝分かれす

る。 腹鰭は円形で、 膜蓋中央部は突出し、

棘と第1 軟条間は深く切れ込む。頬は無鱗、

主鰓蓋部上部、 第 1 背鰭前方、 項部、 胸

鰭基底、 腹鰭基底前方、 腹部は小円鱗、

残りの体側は櫛鱗を被る。 背鰭前方の鱗

は眼の後縁近くまで達する。

色彩　生鮮時、 体の地色は白、 頭部には

明るい黄とにぶい黄の小点が密在し、 体側

鱗はにぶい黄で縁取られる。 頭部に黒点

が散在する。 躯幹部後半から尾部、 尾柄

部後部にオリーブの 2 鞍状帯があり、 体側

正中線上に黒色斑が縦列する。 各鰭は無

色 ・ 半透明、 背鰭と尾鰭にブラウン系の斑

点が縞模様をなす。

分布　イースター島を除くインド ・ 太平洋。

国内では伊豆諸島、 千葉県以南の太平洋

沿岸、 大隅諸島、 および琉球列島に分布
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■ ヤハズハゼ　Bathygobius cyclopterus　Female　KAUM–I. 46096, 37.2 mm SL

する。

備考　本項の記載は与論島茶花水深 0.5 
m で採集された 1 標本 （KAUM–I. 46096、

雌、 体長 37. 2 mm） に基づく。 観察標本

は明仁親王・目黒 (1980) のヤハズハゼ B. 
cyclopterus に一致する。 頭部に黒点が散

在する、 体側正中線上に黒色斑が縦列す

る、 体側背面に 2 暗色鞍状帯があるなど

で近似のクサビハゼと区別可能。

（鈴木寿之）

スズキ目 ハゼ科 クモハゼ属

シジミハゼ
Bathygobius peterophilus
(Bleeker, 1853)

形態　背鰭 VI-I, 10；臀鰭 I, 8；胸鰭 18 （遊

離鰭条 4） ； 腹鰭 I, 5 ； 尾鰭分枝鰭条 7+6, 
分節鰭条 9+8 ； 縦列鱗 32 ； 横列鱗 11 ；

背鰭前方鱗 10。前鼻孔頂部に皮弁がない。

上下両唇端は等しい。 頤の台形の皮蓋後

側端は弱く突出する。 頭部感覚管はよく発

達し、 クロヤハズハゼとほぼ同様であるが、

開孔の前眼肩甲管 C がない。 頬中央に溝

が縦走する。 胸鰭上部の遊離分枝鰭条は

■ シジミハゼ　Bathygobius peterophilus　Male　FRLM 42809, 31.3 mm SL

4 本で、 2 条に枝分かれする。 腹鰭は長楕

円形で、 膜蓋中央部は突出せず、 棘と第

1 軟条間は浅く切れ込む。 頬と主鰓蓋部は

無鱗、 第 1 背鰭前方、 項部、 胸鰭基底、

腹鰭基底前方、 腹部は小円鱗、 残りの体

側は櫛鱗に被わる。 背鰭前方の鱗は主鰓

蓋部中央上方に達する。

色彩　生鮮時、 体の地色は黄みのブラウ

ン、 体側鱗は暗い灰みのブラウンで縁取ら

れる。 吻は黒、 胸鰭前部に三角形の黒斑

がある。 垂直鰭はグレイ系、 鰭条はブラウ

ン系である。

分布　バリ島とスラウェシ島。 国内では千

葉県以南の太平洋沿岸、 奄美大島以南の

琉球列島から記録されている。

備考　本項の記載は与論島茶花海岸横河

口で採集された 1 標本 （FRLM 42809、

雄、 体長 31. 3 mm） に基づく。 観察標本

は明仁親王・目黒 （1980） のシジミハゼ B. 
petrophilus に一致する。 両眼間隔が広い、

両眼間隔域の感覚管開孔 C がない、 頭部

背面に横列孔器列があるなどで日本産同

属他種から区別可能。 西表島では夏季に

限って、 河川河口付近の海岸に堆積したヒ

ルギ類の枯れ葉の間に多数みられる。 そ

の際の体色は枯れ葉とほぼ同色である。

その他の生息水深などの情報は極めて少

ない。

（鈴木寿之）
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スズキ目 ハゼ科 ヨリメハゼ属

ヨリメハゼ
Cabillus tongarevae
(Fowler, 1927)

形態　背鰭 VI-I, 9 ； 臀鰭 I, 8 ； 胸鰭 17–
18 ； 縦列鱗 27–28 ； 背鰭前方鱗 0。 体は

やや短く、 区幹部前部では円筒形に近く、

それよりも後方では側扁する。 頭部は縦扁

する。 下顎と上顎はほぼ等位。 舌の前縁

はくぼむ。 鰓孔は狭く、 その下端は胸鰭基

底の下端付近か、 それよりわずか前方に

ある。 腹部は円鱗で、 のこる体側大半は

櫛鱗で被われる。 腹鰭前方部はほぼ無鱗

だが、 円鱗がある個体もいる。 頭部、 胸

鰭基部は無鱗。 胸鰭上部に遊離軟条はな

い。 腹鰭は吸盤状で、 膜蓋と癒合膜が発

■ ヨリメハゼ　Cabillus tongarevae　KPM-NI 30834, 15.0 mm SL

達する。 尾鰭は円形で、頭長よりやや短い。

頭部の感覚管は良く発達し、 前眼肩甲管に

開孔 B' C(S) D(S) E F G H'、 後眼肩甲管

に開孔 K' L'、 前鰓蓋管に開孔 M' L O' が

ある。 眼下に横列孔器列がなく、 すべて縦

列。

色彩　頭部と体は白色にちかく、 わずかに

褐色みを帯びる。 頬の前半は暗色となる個

体が多い。 眼の後背部から両顎を通り頤

部に達する暗色斜帯があり、 それと垂直に

交わる暗色斜帯が瞳から頬上部にかけて

ある。 第 1 背鰭下に三角形の不明瞭な暗

色斑がある。 体側上半には X 字状の小黒

色斑が散在する。 尾鰭基底に黒色の横帯

があり、 その前縁中央に前方を向く突出部

がある。 第 1 背鰭には、 通常、 基底にそっ

て黒色斑がある。

分布　インド ・ 太平洋の熱帯 ・ 亜熱帯域に

分布する。 国内では静岡県以西の本州、

四国、 九州、 大隅諸島および琉球列島か

ら記録されている。

備考　ヨリメハゼ属にはインド ・ 太平洋の熱

帯 ・ 亜熱帯から 8 種が知られ （Kovačić & 
Bogorodsky, 2013）、 日本からは 4 種と複

数の未記載種が報告されている （瀬能ほ

か、 2004 ； Shibukawa & Aizawa, 2013）。

そのうちヨリメハゼはサンゴ礁浅所のガレ場

等にみられる小型種。 ふだんは死サンゴ

塊の下や堆積した死サンゴ片の中に潜む。

後眼肩甲管とその開孔 K' L' をもつことでミ

カゲハゼ C. lacertops Smith, 1959 に似る

が、 尾鰭基底に暗色横帯があること （ミカ

ゲハゼでは尾鰭基底の暗色斑は縦長） な

どで容易に区別できる。

（渋川浩一）

■ ズングリハゼ　Callogobius flavobrunneus　KPM-NI 30812, 34.0 mm SL
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スズキ目 ハゼ科 オキナワハゼ属

ズングリハゼ
Callogobius flavobrunneus
(Smith, 1958)

形態　背鰭 VI-I, 9–10; 臀鰭 I, 8; 胸鰭 16 
–18; 腹鰭 I, 5; 縦列鱗 32–40; 横列鱗 12–
14; 背鰭前方鱗 12–16; 脊椎骨 10+16。 体

は太短く、 頭部はやや縦扁し、 躯幹部から

尾部にかけて徐々に側扁する。 頭部の感

覚管は、 前眼肩甲管に開口 B' C(S) D(S) 
E F G H' がある。 後眼肩甲管と前鰓蓋管

を欠く。 前鰓蓋管の位置に 3 個の単一孔

器がある。 頭部下方の 2 縦走孔器列は口

角直後で中断しない。 鰓孔は前鰓蓋骨と主

鰓蓋骨の後縁間の中間下に達しない。 体

の被鱗域は頬や鰓蓋、 後頭部から始まる。

被鱗域の前方では円鱗だが、 体側鱗は第

2 背鰭起部から後方が櫛鱗となる。 第 1 背

鰭は第 2 背鰭とほぼ同じ高さで、 両背鰭の

基底は接する。 腹鰭に膜蓋を欠き、 左右

に 2 分するが、痕跡的な癒合膜で連結する。

色彩　鮮時の体色は、 体は焦げ茶を主体と

する白、 黒、 茶の斑模様。 不明瞭な焦げ

茶色の 3 横帯が第 1 背鰭下および第 2 背

鰭後半下、 尾鰭基底上にある。 両背鰭、

尾鰭は白と茶の斑模様で、 全体的に黄色

みを帯びる。 第 1 背鰭第 1–2 棘間に 1 黒

色小斑がある。 腹鰭と臀鰭は、 縁辺を除

いて全体が白い斑入りの焦げ茶色。 幼魚

は、 頭部に眼を中心とする焦げ茶色の 3
放射状線あり、 体の横帯は明瞭で幅が広

く、 第 1 背鰭の第 1–2 棘間の鰭膜に 2–3
個の小斑点が第 1 棘に沿って並ぶ。

分布　インド ・ 太平洋の熱帯 ・ 亜熱帯域に

分布する。 国内では大隅諸島、 与論島以

南の琉球列島から知られる。

備考　本種は体が寸詰まりで、 腹鰭は左右

に 2 分すること、 第 1 背鰭に 1 黒色斑が

あること （幼魚では 2–3 個）、 腹鰭は焦げ

茶色であること、 成魚の体側の横帯は不明

瞭になることなどの特徴により、 日本産同

属他種から識別できる。 幼魚は、 同サイズ

のフタスジハゼ C. sclateri (Steindachner, 
1879) に似るが、 尾鰭基底上の横帯の幅

が広く （フタスジハゼでは狭い）、 各横帯の

色彩は一様で輪郭が明瞭 （斑が入り、 形

が乱れる）。 本種は、 礁池内の潮下帯に生

息し、密集した細かい死サンゴ片の下にテッ

ポウエビ類が掘削したと考えられる空洞内

から多く採集される。

（瀬能　宏）

■ ズングリハゼ　Callogobius flavobrunneus　KPM-NI 30831, 17.0 mm SL

■ ズングリハゼ　Callogobius flavobrunneus　KPM-NI 30819, 10.6 mm SL
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スズキ目 ハゼ科 オキナワハゼ属

オキナワハゼ
Callogobius hasseltii
(Bleeker, 1851)

形 態　 背 鰭 VI-I, 9–10; 臀 鰭 I, 7–8; 胸

鰭 16–18; 腹 鰭 I, 5; 縦 列 鱗 32–42; 横

列鱗 17–22; 背鰭前方鱗 15–22; 脊椎骨

10+16。 体はやや細長く、 頭部は縦扁し、

躯幹部前部では円筒形に近く、 それよりも

後方では徐々に側扁する。 頭部の感覚管

は、 前眼肩甲管に開口 B' C(S) D(S) E F 
G H'、 前鰓蓋管に開口 M' N O' がある。

後眼肩甲管を欠く。 頭部下方の 2 縦走孔

器列は口角直後で中断しない。 鰓孔は前

鰓蓋骨と主鰓蓋骨の後縁間の中間下に達

しない。 体の被鱗域は頬と後頭部から始ま

り、 前方では円鱗、 後方では櫛鱗となる。

第 1 背鰭は第 2 背鰭とほぼ同じ高さで、 両

背鰭の基底は接近する。 腹鰭に膜蓋があ

り、 不完全な吸盤状で、 癒合膜の後縁は

湾入する。

色彩　鮮時の体色は、 体は焦げ茶色を主

体とした白、 黒、 茶の斑模様で、 胸部から

腹部にかけては白い。 頭部には眼を中心と

する焦げ茶色の 3 放射状線がある。 躯幹

から尾部にかけては焦げ茶色の 3 横帯が

第 1 背鰭下および第 2 背鰭後部下、 尾鰭

基底上にある。 第 2 背鰭前部下にも 1 横

帯をもつ場合もある。 第 1 背鰭に 1–2 本、

第 2 背鰭に 2–3 本、 臀鰭に 1 本の焦げ茶

色の斜走帯があるが、 大きな個体では鰭

全体が焦げ茶色になる傾向がある。 尾鰭

は全体が焦げ茶色で、 上葉上部に眼径よ

りもやや大きな 1 黒色斑がある。 腹鰭に茶

色の小斑がある。 幼魚の体の地色は灰み

の白で、 放射状線や各横帯は明瞭。 尾鰭

は白く縁取られ、 基底近くに 1 白色横帯が

ある。

分布　マーシャル諸島、 東インド ・ 西太平

洋の熱帯 ・ 亜熱帯域に分布する。 国内で

は長崎県香焼・千葉県館山以南の南日本、

大隅諸島、 琉球列島から知られる。

備考　本種は体がやや細長く、 第 1 ・ 第 2
背鰭の基底は接近すること、 腹鰭の後縁

は湾入すること、 成魚でも体の横帯は比較

的明瞭であること、 尾鰭上葉上部に眼径よ

りもやや大きな 1 黒色斑があることなどの

特徴により、 日本産の同属他種から識別で

きる。 ただし、 分類学的に未解決の近似種

が複数知られており、 同定には注意を要す

る。 本種は潮間帯から潮下帯、 河口や礁

池など、 サンゴ礁域浅所の幅広い環境に

生息している。

（瀬能　宏）

■ オキナワハゼ　Callogobius hasseltii　KPM-NI 30815, 21.2 mm SL

■ オキナワハゼ　Callogobius hasseltii　KPM-NI 30894, 16.2 mm SL
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スズキ目 ハゼ科 オキナワハゼ属

ナメラハゼ
Callogobius okinawae
(Snyder, 1908)

形態　背鰭 VI-I, 10–11; 臀鰭 I, 7–9; 胸鰭

15–19; 腹鰭 I, 5; 縦列鱗 40–49; 横列鱗

16–21; 背鰭前方鱗 3–19; 脊椎骨 10+16。

体は細長く、 頭部から躯幹前部にかけてや

や縦扁し、 それよりも後方では徐々に側扁

する。 頭部の感覚管は、 前眼肩甲管に開

口 B' C(S) D(S) E F G H'、 前鰓蓋管に開

口 M' N O' がある。 後眼肩甲管を欠く。 頭

部下方の 2 縦走孔器列は口角直後で中断

する。 鰓孔は前鰓蓋骨と主鰓蓋骨の後縁

間のほぼ中間下に達する。 体の被鱗域は

鰓蓋上部の後頭部から始まり、 すべて円

■ ナメラハゼ　Callogobius okinawae　KAUM–I. 46116, 35.8 mm SL

鱗。第 1 背鰭は第 2 背鰭とほぼ同じ高さで、

両背鰭の基底は大きく離れる。 腹鰭に膜蓋

があり、 不完全な吸盤状で、 癒合膜の後

縁は湾入する。

色彩　鮮時の体色は、 体の地色はほぼ全

体が灰みを帯びた茶色で、 胸部から腹部

にかけては白い。 頭部には眼を中心に焦

げ茶色の 3 放射状線がある。 体側の鱗は

中心が白っぽく、正中では 1 縦点列をなす。

両背鰭は縁辺を除き全体が茶色で、 基底

付近に焦げ茶色の斑点列がある。 尾鰭は

焦げ茶色で、 上葉上部に眼径よりも小さい、

やや不明瞭な 1 小黒斑がある。 腹鰭と臀

鰭は淡い茶色もしくは透明で、 鰭条に沿っ

て茶色の小斑がある。 幼魚は、体に白、茶、

焦げ茶の斑模様があり、 小さな個体では躯

幹部から尾部にかけて焦げ茶色の 3 横帯

がある。 頭部の放射状線は明瞭。 尾鰭は

焦げ茶色で後縁が白く縁取られ、 幅広い 1
白色横帯がある。

分布　マーシャル諸島、 西太平洋の熱帯 ・

亜熱帯域に分布する。 国内では大隅諸島、

琉球列島から知られる。

備考　本種は体が細長く、 成魚では横帯を

欠くこと、 第 1 ・ 第 2 背鰭の基底間が大き

く離れていること、 左右の腹鰭は 2 分しな

いこと、 頭部下方の縦走孔器列が口角後

方で中断することなどの特徴により、 日本

産の同属他種から容易に識別できる。 本

種は礁池内の浅所に生息し、 岸寄りのタイ

ドプールの礫下に多い。

（瀬能　宏）

■ ナメラハゼ　Callogobius okinawae　KAUM–I. 39996, 33.5 mm SL

スズキ目 ハゼ科 オキナワハゼ属

フタスジハゼ
Callogobius sclateri
(Steindachner, 1879)

形態　背鰭 VI-I, 9–10; 臀鰭 I, 7–9; 胸鰭 15–

18; 腹鰭 I, 5; 縦列鱗 26–34; 横列鱗 10–12; 

背鰭前方鱗 11–15; 脊椎骨 10+16。 体は太

短く、 頭部はやや縦扁し、 躯幹部から尾部

にかけて徐々に側扁する。 頭部の感覚管

は、 前眼肩甲管に開口 B' C(S) D(S) E F G 

H' がある。 後眼肩甲管と前鰓蓋管を欠く。

前鰓蓋管の位置に 3 個の単一孔器がある。

頭部下方の 2 縦走孔器列は口角直後で中

断しない。 鰓孔は前鰓蓋骨と主鰓蓋骨の

後縁間の中間下に達しない。 体の被鱗域

は頬や鰓蓋、 後頭部から始まる。 被鱗域

の前方では円鱗だが、 体側鱗は第 1 背鰭

起部から後方が櫛鱗となる。 第 1 背鰭は

第 2 背鰭とほぼ同じ高さで、 両背鰭の基

底は接する。 腹鰭に膜蓋を欠き、 左右に 2

分するが、 痕跡的な癒合膜で連結する。

色彩　鮮時の体色は、 体の地色が黄みあ

るいは青みを帯びた白色。 頭部は焦げ茶

色と白の斑模様、 躯幹部から尾部にかけ

ての体側鱗は茶色の網目模様をなし、 3 本

の焦げ茶色の横帯が第 1 背鰭下、 第 2 背

鰭後半下、 尾鰭基底上にある。 尾鰭基底

上の横帯の幅は狭い。 第 1 背鰭の上縁は

淡い黄色で縁取られ、 第 1–3 棘間の鰭膜

に黒斑がある。 黒斑から下方には焦げ茶
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■ フタスジハゼ　Callogobius sclateri　KAUM–I. 51491, 34.2 mm SL

スズキ目 ハゼ科 オキナワハゼ属

オキナワハゼ属の一種 4
Callogobius sp. 4

形態　背鰭 VI-I, 9; 臀鰭 I, 7; 胸鰭 18; 腹
鰭 I, 5; 縦列鱗約 25; 横列鱗 8。 体はやや

太短く、 頭部はやや縦扁し、 躯幹部から

尾部にかけて徐々に側扁する。 頭部の感

覚管は未発達。 後頭部から項部にかけて

と、 体側は円鱗で被われる。 第 1 背鰭は

第 1–3 棘までがほぼ同じ長さで、 第 2 背

鰭とほぼ同じ高さ。両背鰭間はやや離れる。

腹鰭は左右に 2 分し、 膜蓋はあるが、 癒

合膜はない。

色彩　鮮時の体色は、 体の地色が灰みを

帯びた白色で、 頭部には眼を中心とする黄

みを帯びた茶色の 3 放射状線がある。 頬

と、 後頭部から項部にかけては白と茶の斑

模様。 躯幹部から尾部にかけては、 黄み

を帯びた茶色の 2 横帯が第 1 背鰭下と尾

鰭基底上にあり、 前者の幅は広く、 後者は

狭い。 第 2 背鰭下の体側には、 やや不明

瞭な淡い茶色の X 字状斑がある。 第 1 背

鰭は第 1 棘に 3 個の焦げ茶色の小斑点が

並び、 その後方は白、 茶、 橙色の斑模様

で、 基底近くでは焦げ茶色となり、 体側の

横帯に連なる。 第 2 背鰭には、 やや不規

則な淡い茶色の 2 斜走横帯があり、 それ

ぞれは体側の X 字状斑に連なる。 尾鰭は

ほぼ全体が透明だが、 基底上の横帯の直

後は白く、 上下 1 対の淡い茶色の小斑点

がある。 臀鰭は後部の焦げ茶色斑と白色

域を除き透明。 胸鰭は鰭条が白く、 後方に

焦げ茶色の斑紋がある。 腹鰭は透明。

分布　与論島。

備考　上記の記載は、 与論島の前浜海岸

の水深 7 m の礫下から得られた 1 標本

色で、 体側の横帯に連なる。 第 2 背鰭の

上縁は淡い黄色で縁取られ、 それより下方

は焦げ茶色の斑模様で、 体側の横帯に連

なる。 尾鰭は透明で、 茶色の小斑が鰭条

上に並ぶ。 臀鰭は縁辺を除いて茶色。 腹

鰭は透明。 幼魚は、 頭部に眼を中心とす

る焦げ茶色の 3 放射状線あり、 体の横帯

は明瞭。

分布　インド ・ 太平洋の熱帯 ・ 亜熱帯域に

分布する。 国内では高知県柏島以南の南

日本、 大隅諸島、 琉球列島から知られる。

備考　本種は体が寸詰まりで、 腹鰭は左右

に 2 分すること、 第 1 背鰭の第 1–3 棘間

の鰭膜に 1 黒色斑があること、 腹鰭はほぼ

透明であること、 成魚でも体側の横帯は明

瞭であること、 体側の櫛鱗域は第 1 背鰭起

部下から始まることなどの特徴により、 日

本産同属他種から識別できる。

　本種は、 礁池内の浅所にもみられるが、

むしろ水深 5–15 m の礁斜面の礫下から多

く採集される。

（瀬能　宏）

■ フタスジハゼ　Callogobius sclateri　KAUM–I. 45908, 25.3 mm SL
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■ オキナワハゼ属の一種 4　Callogobius sp. 4　KPM-NI 30898, 9.2 mm SL

（KPM-NI 30898、体長 9.2 mm） に基づく。

この標本は、 斑紋の完成度は高いが、 体

長から判断して幼魚であり、 頭部側線系は

未完成と考えられる。 背鰭前方鱗や縦列

鱗は一部が剥離しており、 正確に計数でき

なかった。日本からは、腹鰭が大きく 2 分し、

膜蓋はあるが癒合膜がなく、 幼魚期に第

2 背鰭下に明瞭な横帯をもたないという特

徴を有する種は報告されていないため、 学

名未確定ではあるが掲載した。 Motomura 
et al. (2010) が報告した Callogobius sp. 
1 は、 鰭や体の斑紋が一見本種に似てい

るが、 腹鰭が完全な吸盤状で明らかに別

種である。 また、 Motomura et al. (2010)

により鈴木ほか （2004） に基づき屋久

島 か ら 記 録 さ れ た Callogobius sp. 2 や

Callogobius sp. 3 とも色彩が異なるため、

与論島産の種を Callogobius sp. 4 として

区別した。

（瀬能　宏）

■ タカノハハゼ　Cryptocentrus caeruleomaculatus　KPM-NI 30866, 51.6 mm SL

スズキ目 ハゼ科 イトヒキハゼ属

タカノハハゼ
Cryptocentrus caeruleomaculatus
(Herre, 1933)

形態　背鰭 VI-I, 9–10; 臀鰭 I, 8–9; 胸鰭

16–17; 腹鰭 I, 5; 縦列鱗 58–65; 横列鱗

18–21; 背鰭前方鱗 0; 脊椎骨 10+16。 体

はやや細長く、 側扁する。 吻はやや尖

る。 頭部の感覚管は、 前眼肩甲管に開口

B' C(S) D(S) E F G H'、 後眼肩甲管に開

口 K' L'、 前鰓蓋管に開口 M' N O' がある。

鰓孔は、 前鰓蓋骨後縁下に達する。 頭部

は無鱗。 躯幹部から尾部にかけての前方

では小円鱗、 後方では後方ほど大きな弱

い櫛鱗で被われる。 第 1 背鰭は伸長鰭条

を欠き、 第 2 背鰭よりもやや高い。 腹鰭は

吸盤状で、 膜蓋と癒合膜が発達する。

色彩　生鮮時の体色は、 体の地色は灰み

の白から灰みの茶色、 あるいは黄色く、 頭

部には多数の赤色小斑点が斜走点列をな

す。 体側に灰色から赤みを帯びた茶色の

やや不明瞭で幅の広い横帯が 6–7 本ある。

また、 ほぼ全域に青色小斑点が散在し、

正中に沿って眼径よりやや小さい黒色ある

いは暗紫色の小斑が 4 個並ぶ。 これら小

斑のうち、 少なくとも前方 2 個はほぼ同大。

第 1 背鰭の鰭膜に 1 黒色縦列斑がある。

臀鰭と腹鰭にに赤 ・ 青灰 ・ 黄からなる鷹の

羽様の縞模様がある。

分布　インド ・ 西太平洋の熱帯 ・ 亜熱帯域

に分布する。 国内では大隅諸島、 琉球列

島から知られる。

備考　イトヒキハゼ属の計数値は背鰭前方

鱗と脊椎骨を除き Yanagisawa (1978) に

基づく。 本種は、 生時、 頭部側面に赤色

小斑点が斜走点列をなすこと、 体側正中の

斑紋は少なくとも前方の 2 個はほぼ同大で

あることにより、 日本産の同属他種から容

易に識別できる。 河口の周辺や礁池内な

ど、 水深 8 m 以浅の砂底や砂泥底に生息

し、 テッポウエビ類と共生する。

（瀬能　宏）
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■ タカノハハゼ　Cryptocentrus caeruleomaculatus　KPM-NI 30867, 40.8 mm SL

■ タカノハハゼ　Cryptocentrus caeruleomaculatus　KPM-NI 30868, 45.7 mm SL

■ タカノハハゼ　Cryptocentrus caeruleomaculatus　KPM-NI 30847, 17.6 mm SL



Gobiidae

ハ
ゼ
科

505

Gobies

スズキ目 ハゼ科 シノビハゼ属

オビシノビハゼ
Ctenogobiops aurocingulus
(Herre, 1935)

形 態　 背 鰭 VI-I, 11; 臀 鰭 I, 11; 胸 鰭 18 
–20; 腹 鰭 I, 5; 縦 列 鱗 48–56; 横 列 鱗

17–22; 背鰭前方鱗 0; 脊椎骨 10+16。 体

はやや細長く、 側扁する。 吻はやや尖

る。 頭部の感覚管は、 前眼肩甲管に開口

B' C(S) D(S) E F G H'、 後眼肩甲管に開

口 K' L'、 前鰓蓋管に開口 M' N O' がある。

鰓孔は、 前鰓蓋骨後縁下をわずかに越え

る。 頭部は無鱗。 躯幹部から尾部にかけ

ての体側は後方ほど大きい弱い櫛鱗で被

われる。 腹部は大部分が円鱗で被われる。

■ オビシノビハゼ　Ctenogobiops aurocingulus　KPM-NI 30865, 19.7 mm SL

第 1 背鰭は第 2 背鰭よりも高く。 伸長鰭条

を欠き、 第 1 ・ 第 2 棘は他の棘よりも明ら

かに長く、 前者が最長。 腹鰭は吸盤状で、

膜蓋と癒合膜が発達する。

色彩　生鮮時の体色は、 体の地色はうすい

黄色あるいは黄色みを帯びた白色。 頬に 2
条の焦げ茶色の小斑点列が斜走し、 それ

ぞれの斑点は黄色線で連なる傾向がある。

躯幹部から尾部にかけての体側に、 灰み

を帯びた茶色のやや不明瞭な斑点が 3 縦

列斑を形成する。 これらのうち、 上 2 列は

眼径大、 下 1 列は瞳孔大で、 これらの上

を被うように黄色あるいは茶色の明瞭な小

斑が散在し、 それらは体側下半部では黄

色横線となる。 第 1 背鰭の基底近くに黄色

あるいは黒色の弧状縦線がある。 第 2 背

鰭の正中よりやや基底側に橙色と水色の 2
重縦線がある。 臀鰭の正中より縁辺側に

黄色と水色の 2 重縦線があり、 その縁辺

側は幅広く黒ずむ。 胸鰭に明瞭な 1 白色

斑がある。

分布　マーシャル諸島、 サモア諸島、 東イ

ンド ・ 西太平洋の熱帯 ・ 亜熱帯域に分布

する。 国内では大隅諸島、 琉球列島から

知られる。

備考　本属魚類は胸鰭基底に 1 白色斑が

目立つことが特徴。 本種は頬の斑紋が 2
条の斜走斑点列であること、 第 1 背鰭第 1
棘が最長で、 糸状に伸長しないこと、 体側

下半に黄色横線があることで日本産の同属

他種から容易に識別される。

（瀬能　宏）

スズキ目 ハゼ科 イトヒキハゼ属

クロホシハゼ
Cryptocentrus nigrocellatus
(Yanagisawa, 1978)

形態　背鰭 VI-I, 9–10; 臀鰭 I, 8–9; 胸鰭

16–17; 腹鰭 I, 5; 縦列鱗 70–78; 横列鱗

20–25; 背鰭前方鱗 3; 脊椎骨 10+16。 体

はやや細長く、 側扁する。 吻はやや尖

る。 頭部の感覚管は、 前眼肩甲管に開口

B' C(S) D(S) E F G H'、 後眼肩甲管に開

口 K' L'、 前鰓蓋管に開口 M' N O' がある。

鰓孔は、 前鰓蓋骨後縁下に達する。 頭部

は項部中央を除き無鱗。 躯幹部から尾部

にかけては小円鱗で被われる。 第 1 背鰭

は伸長鰭条を欠き、 第 2 背鰭とほぼ同じ高

さ。 腹鰭は吸盤状で、 膜蓋と癒合膜が発

達する。

色彩　生時の体色は、 体の地色は黄色み

あるいは灰みを帯びた茶色で、 後頭部から

■ クロホシハゼ　Cryptocentrus nigrocellatus
16 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki

尾柄背部にかけて白色鞍状斑が 5 個並ぶ。

眼隔域から下顎先端にかけては白い。 鰓

蓋に眼径よりも大きい、 白い縁取りの明瞭

な黒色眼状斑がある。 躯幹部から尾部に

かけての体側は、 背部に瞳孔大の 4–5 個

の黒色小斑が 1 列に並ぶ。 背部以外では

大小の白 ・ 茶 ・ 黒の色斑がまだら模様を

作るが、 体側正中では黒色縦斑列、 腹部

では白と黒の横帯を形成する傾向がある。

背鰭と尾鰭全体に灰みを帯びた茶色の小

斑点あるいは小斑点列がある。 臀鰭に 5
本の焦げ茶色あるいは黒色の斜走帯があ

る。 腹鰭に焦げ茶色あるいは黒色と白色の

縞模様がある。

分布　フィリピン諸島およびスマトラから

ニューギニア島西部にかけて分布する。 国

内では駿河湾以南の南日本、 大隅諸島、

琉球列島から知られる。

備考　本種は鰓蓋の大きな黒色眼状斑によ

り、 日本産の同属他種から容易に識別でき

る。 礁池内や礁斜面などサンゴ礁の水深

18 m 以浅に生息し、 砂地に面した岩盤の

下でテッポウエビ類と共生する。

（瀬能　宏）
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スズキ目 ハゼ科 シノビハゼ属

シノビハゼ
Ctenogobiops pomastictus
Lubbock & Polunin, 1977

形態　背鰭 VI-I, 11–12; 臀鰭 I, 11–12; 胸
鰭 18–20; 腹鰭 I, 5; 縦列鱗 52–64; 横列

鱗 19–26; 背鰭前方鱗 0; 脊椎骨 10+16。

体はやや細長く、 側扁する。 吻はやや尖

る。 頭部の感覚管は、 前眼肩甲管に開口

B' C(S) D(S) E F G H'、 後眼肩甲管に開

口 K' L'、 前鰓蓋管に開口 M' N O' がある。

鰓孔は、 前鰓蓋骨後縁下をわずかに越え

る。 頭部は無鱗。 躯幹部から尾部にかけ

ての体側は後方ほど大きい弱い櫛鱗で被

われる。 腹部は大部分が円鱗で被われる。

■ シノビハゼ　Ctenogobiops pomastictus　KPM-NI 30870, 46.8 mm SL

第 1 背鰭は伸長鰭条を欠き、 第 2 背鰭よ

りもわずかに高い。 第 2 棘または第 3 棘

が最長。 腹鰭は吸盤状で、 膜蓋と癒合膜

が発達する。

色彩　生鮮時の体色は、 体の地色はうすい

黄色あるいは黄色みを帯びた白色。 頬に 2
条の橙色あるいは焦げ茶色の小斑点列が

縦走し、 それぞれの斑点は黄色線で連な

る傾向がある。 躯幹部から尾部にかけての

体側に 3 縦列斑がある。 上 2 列の斑点は

灰みを帯びた茶色で、 輪郭が不明瞭。 ま

た、 背側の 1 列は瞳孔大、 正中の 1 列は

眼径大。 腹側の 1 列は瞳孔大で、 青い縁

取りのある黄色円形斑からなる。 第 1 背鰭

の基底近くに黄色あるいは橙色の弧状縦

線がある。 第 2 背鰭の正中よりやや基底

側に黄色縦線がある。 臀鰭の正中より基

底側に黄色と水色の 2 重縦線があり、 そ

の縁辺側は幅広く黒ずむ。 胸鰭に明瞭な 1
白色斑がある。

分布　マーシャル諸島、 インド ・ 西太平洋

の熱帯 ・ 亜熱帯域に分布する。 国内では

駿河湾以南の南日本、 大隅諸島、 琉球列

島から知られる。

備考　本種は頬の斑紋が 2 縦列斑であるこ

と、 尾部の腹側に 1 縦列斑があること、 第

1 背鰭に伸長鰭条を欠くことにより、 日本産

の同属他種から容易に識別される。

（瀬能　宏）

■ オビシノビハゼ　Ctenogobiops aurocingulus　KPM-NI 30809, 40.9 mm SL
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スズキ目 ハゼ科 イソハゼ属

イソハゼ
Eviota abax
(Jordan & Snyder, 1901)

形態　背鰭 VI-I, 10 ； 臀鰭 I, 8 ； 胸鰭 16 ；

腹鰭 I, 5 ； 尾鰭分枝鰭条 7+6, 分節鰭条

9+8；縦列鱗 25；横列鱗 8；背鰭前方鱗 0。

頭部感覚管は本属魚類としては完全型で、

前眼肩胛管に開口 B' C(S) D(S) E F H'、
前鰓蓋管に開口 N' O' がある。 第 1 背鰭

第 1 棘は糸状に伸長し、 後端を倒すと第 2
背鰭第 2 軟条基底に達する。 胸鰭第 4–15
軟条は分枝する。 左右の腹鰭間に膜蓋と

癒合膜はなく、 第 5 軟条は不分枝で短くそ

の長さは第 4 軟条の 14%、 第 4 軟条は 4
本の分枝を持ち各分枝間に 9–11 分節があ

る、 第 3 と 4 軟条間の鰭膜は先端近くまで

発達する。 胸鰭基底上端から第 1 背鰭後

端を結ぶ線より前方、 胸鰭基底、 腹鰭前

方は無鱗、 腹部は円鱗、 残りの体側は櫛

鱗を被る。

色彩　生鮮時、 体の地色は黄みから青み

の白 ・ 半透明、 体側鱗の各鱗鞘に明るい

オレンジの横斑がある。 頭部にこいオレン

ジ斑が密在、 主鰓蓋部上方の項部に 1 黒

斑がある。 眼下に黒の 3 垂線、 後半部に

多数の黒斑が、 それぞれ皮下にある。 胸

鰭基部に 2 個の黄みのブラウン斑がある。

体側中央に 7 個、 体腹側に 9 個の黒斑が

皮下に並ぶ。 各鰭はグレイ、 第 1 背鰭第

1 棘に先端に向かって暗いブラウンの斑点

が並ぶ。 背鰭と尾鰭に明るいオレンジの点

列がある。 臀鰭鰭条に明るいオレンジ斑が

ある。

分布　済州島、 日本、 台湾。 国内では伊

豆諸島、 小笠原諸島、 青森県から長崎県

の日本海 ・ 東シナ海沿岸、 千葉県以南の

太平洋沿岸、 大隅諸島、 琉球列島から知

られる。

備考　本項の記載は与論島茶花水深 2–3 
m で採集された 1 標本 （KPM-NI 30822、

雄、 体長 20. 3 mm） に基づく。 観察標本

は Lachner & Karnella (1980) の E. abax
に一致する。 腹鰭は第 4 軟条に 4 本の分

枝を持ち、 第 3 と 4 軟条間の鰭膜は先端

近くまで発達する、 第 1 背鰭第 1 棘に先

端に向かって暗色点が並ぶ、 項部の 1 黒

斑は背面にあるなどで近似のミナミイソハ

ゼ E. japonica Jewett & Lachner, 1983 と

区別可能 （ミナミイソハゼでは同 4 軟条は

13 本の分枝を持ち、同鰭膜の発達は悪い、

同棘の上半部に暗点がない、 同 1 黒斑は

側面にある）。

（鈴木寿之）

■ イソハゼ　Eviota abax　Male　KPM-NI 30822, 20.3 mm SL

■ イソハゼ　Eviota abax　KPM-NI 30889, 14.5 mm SL

■ イソハゼ　Eviota abax　KPM-NI 30874, 15.2 mm SL

■ イソハゼ　Eviota abax　KPM-NI 30849, 17.2 mm SL

■ イソハゼ　Eviota abax　KPM-NI 30824, 15.4 mm SL

■ イソハゼ　Eviota abax　KPM-NI 30890, 14.6 mm SL
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スズキ目 ハゼ科 イソハゼ属

コビトイソハゼ
Eviota distigma
Jordan & Seale, 1906

形態　背鰭 VI-I, 8 ； 臀鰭 I, 8 ； 胸鰭 16 ；

腹鰭 I, 5 ； 尾鰭分枝鰭条破損 , 分節鰭条

9+8；縦列鱗 26；横列鱗 6；背鰭前方鱗 0。

頭部感覚管はイソハゼと同様。 第 1 背鰭

棘は伸長しない。 胸鰭第 10-16 軟条は分

枝する。 左右の腹鰭間に膜蓋と癒合膜は

なく、 第 5 軟条は不分枝で短くその長さは

第 4 軟条の 10%、 第 4 軟条は 11 本の分

枝をもち各分枝間に 1–2 分節がある、 第

3 と 4 軟条間の鰭膜は先端近くまで発達す

■ コビトイソハゼ　Eviota distigma　Male　KPM-NI 30850, 16.9 mm SL

る。 鰓膜上後端から第 1 背鰭第 5 棘基底

を結ぶ線より前方、 胸鰭基底、 腹鰭前方

は無鱗、 腹部は円鱗、 残りの体側は櫛鱗

を被る。

色彩　生鮮時、 体の地色は青みの白 ・ 半

透明、 黒の微小点が散在し、 体側鱗の各

鱗鞘にこい赤の横斑がある。 頭部にオレ

ンジからブラウン系の斑点が密在する。 胸

鰭基部に 2 個の黒斑がある。 体腹側に 7
個の黒斑が皮下に並ぶ。 尾柄部後端付近

の中央に 1 個の大きな黒斑が皮下にある。

垂直鰭はグレイ、 さえた黄みの赤の縁辺に

沿う縞模様がある。

分布　ハワイ諸島を除くインド ・ 太平洋。 国

内では小笠原諸島、 大隅諸島、 琉球列島

から知られる。

備考　本項の記載は与論島茶花水深 2 m
で採集された 1 標本 （KPM-NI 30850、雄、

体長 16.9 mm） に基づく。 観察標本は

Lachner & Karnella (1980) の E. distigma
に一致する。 尾柄部後端付近の中央に

1 黒斑がある、 胸鰭基部に 2 黒斑があ

る、 背鰭に赤系の縞斑紋があるなどで近

似のコメツブイソハゼ E. nigramembrana 
Greenfield & Suzuki, 2013 と区別可能 （コ

メツブイソハゼでは尾柄部後端付近の背側

に 1 黒斑がある、 胸鰭基部に赤系の 1 横

斑がある、 背鰭に縞斑紋がない）。

（鈴木寿之）

スズキ目 ハゼ科 イソハゼ属

シロイソハゼ
Eviota guttata
Lachner & Karnella, 1978

形態　背鰭 VI-I, 9 ； 臀鰭 I, 8 ； 胸鰭 18 ；

腹鰭 I, 5 ； 尾鰭分枝鰭条 6+6, 分節鰭条

9+8；縦列鱗 23；横列鱗 7；背鰭前方鱗 0。

頭部感覚管はイソハゼと同様。 第 1 背鰭

棘は伸長しない。 胸鰭第 5–17 軟条は分

枝する。 左右の腹鰭間に膜蓋と癒合膜は

なく、 第 5 軟条は不分枝で短くその長さは

第 4 軟条の 8%、 第 4 軟条は 8 本の分枝

を持ち各分枝間に 1 分節がある、 第 3 と 4
軟条間の鰭膜は先端近くまで発達する。 胸

鰭基底上端から第 1 背鰭後端を結ぶ線よ

り前方、 胸鰭基底、 腹鰭前方は無鱗、 腹

部は円鱗、 残りの体側は櫛鱗を被る。

色彩　生鮮時、 体の地色は黄みの白 ・ 半

透明、 体腹側をのぞく体側鱗の各鱗鞘にさ

えた黄の横斑がある。 頭部前半部はさえた

黄、 さえたオレンジ斑が散在し、 眼の後方

に 1 黒斑が皮下にある。 胸鰭基部にあさ

い黄とうすいピンクの 2 斑がある。 体背面

に明るい赤みの黄点が密在する。 腹部皮

下にさえた黄とつよい赤みのオレンジの斜

帯が 3 個ずつ交互に並び、 体側中央に 7
個、 尾部腹側に 6 個の明るい赤みのオレ

ンジ斑が皮下に並ぶ。 垂直鰭は灰みの白

からグレイ、 第 2 背鰭と尾鰭にさえた黄点

が散在、 臀鰭基底にさえた黄斑がある。

分布　西インド洋と西太平洋。 国内では伊

豆諸島、 小笠原諸島、 千葉県以南の太平

洋沿岸、大隅諸島、琉球列島から知られる。

備考　本項の記載は与論島麦屋水深 6–8 

■ シロイソハゼ　Eviota guttata　KPM-NI 30769, 13.7 mm SL
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■ シロイソハゼ　Eviota guttata　Male　KPM-NI 30791, 17.7 mm SL

m で採集された 1 標本 （KPM-NI 30791、

雄、 体長 17.7 mm） に基づく。 観察標本

は Greenfild & Randall (2010) の E. guttata

に一致する。 頭部表面に黒斑がない、 体

側の赤系斑は長方形などで近似のアカホシ

イソハゼ E. melasma Lachner & Karnella, 

1980 やクロホシイソハゼ E. smaragdus 
Jordan & Seale, 1906 と区別できる。

（鈴木寿之）

■ ミナミイソハゼ　Eviota japonica　Male　KPM-NI 30823, 17.1 mm SL

■ ミナミイソハゼ　Eviota japonica　Male　KPM-NI 30825, 13.5 mm SL

■ ミナミイソハゼ　Eviota japonica
KPM-NI 30793, 11.7 mm SL

■ ミナミイソハゼ　Eviota japonica
KPM-NI 30862, 11.5 mm SL
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スズキ目 ハゼ科 イソハゼ属

アカホシイソハゼ
Eviota melasma
Lachner & Karnella, 1980

形態　背鰭 VI-I, 9 ； 臀鰭 I, 8 ； 胸鰭 17 ；

腹鰭 I, 5 ； 尾鰭分枝鰭条 6+6, 分節鰭条

9+8；縦列鱗 24；横列鱗 7；背鰭前方鱗 0。

頭部感覚管はイソハゼと同様。 第 1 背鰭

棘は伸長しない。 胸鰭第 12–16 軟条は分

枝する。 左右の腹鰭間に膜蓋と癒合膜は

なく、 第 5 軟条は不分枝で短くその長さは

■ アカホシイソハゼ　Eviota melasma　Male　KPM-NI 30744, 17.9 mm SL

スズキ目 ハゼ科 イソハゼ属

ミナミイソハゼ
Eviota japonica
Jewett & Lachner, 1983

形態　背鰭 VI-I, 9 ； 臀鰭 I, 8 ； 胸鰭 15 ；

腹鰭 I, 5 ； 尾鰭分枝鰭条 7+7, 分節鰭条

9+8 ； 縦列鱗 26 ； 横列鱗 6 ； 背鰭前方鱗

0。 頭部感覚管はイソハゼとほぼ同様であ

るが、 前眼肩胛管に開孔 H' がない。 第 1
背鰭第 1 棘はやや伸長し、 後端を倒すと

第 2 背鰭第 1 軟条基底に達する。 胸鰭第

9–14 軟条は分枝する。 左右の腹鰭間に膜

蓋と癒合膜はなく、 第 5 軟条は不分枝で短

くその長さは第 4 軟条の 12%、 第 4 軟条

は 13 本の分枝を持ち各分枝間に 1–2 分

節がある、 第 3 と 4 軟条間の鰭膜の発達

は悪い。 胸鰭基底上端から第 1 背鰭後端

を結ぶ線より前方、 胸鰭基底、 腹鰭前方

は無鱗、 腹部は円鱗、 残りの体側は櫛鱗

を被る。

色彩　生鮮時、 体の地色は黄みから青み

の白 ・ 半透明、 体側鱗の各鱗鞘にさえた

オレンジの横斑がある。 頭部先端にさえた

オレンジ点が密在、 眼の後方と前鰓蓋骨後

縁上方に 2 個の黒斑がある。 眼下にこい

赤の 2 垂線、 頭部後半部に多数のこい赤

斑が、 それぞれ皮下にある。 胸鰭基部に

2 個のこい灰みのブラウン斑がある。 体背

側に 6 個、 体側中央に 7 個、 体腹側に 10
個の黒斑が皮下に並ぶ。 垂直鰭はグレイ、

背鰭と尾鰭に明るい黄みの赤の点列があ

る。 臀鰭鰭条に明るい黄みの赤斑がある。

分布　三重県以南の太平洋沿岸、 大隅諸

島、 琉球列島から知られる。

備考　本項の記載は与論島茶花水深 2–3 
m で採集された 1 標本 （KPM-NI 30823、

雄、 体長 17.1 mm） に基づく。 観察標本

は Jewett & Lachner (1983) の E. japo-
nica の原記載や図に一致する。 胸鰭基底

下方に黒点がない、 臀鰭起部から尾鰭基

部下端にかけ 7 黒斑があるなどで近似のホ

シヒレイソハゼ E. queenslandica Whitley, 
1932 と区別可能 （ホシヒレイソハゼでは胸

鰭基底下方に 1 黒点がある、 臀鰭起部か

ら尾鰭基部下端にかけ 6 黒斑がある）。

（鈴木寿之）

■ ミナミイソハゼ　Eviota japonica　KPM-NI 30891, 12.6 mm SL

■ アカホシイソハゼ　Eviota melasma　KPM-NI 30768, 15.5 mm SL
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第 4 軟条の 12%、 第 4 軟条は 7 本の分

枝を持ち各分枝間に 1–3 分節がある、 第

3 と 4 軟条間の鰭膜は先端近くまで発達す

る。 胸鰭基底上端から第 1 背鰭第 4 棘基

底を結ぶ線より前方、 胸鰭基底、 腹鰭前

方は無鱗、 腹部は円鱗、 残りの体側は櫛

鱗を被る。

色彩　生鮮時、 体の地色は灰みの白 ・ 半

透明、 腹部は白、 体腹側をのぞく体側鱗

の各鱗鞘に明るいオレンジの横斑がある。

頭部に明るい赤みのオレンジ斑が散在し、

鰓蓋部上方に 1 黒斑がある。 胸鰭基部に

2 個の明るい赤みのオレンジ斑がある。 体

側中央に 7 個、 体腹側に 10 個の明るい

赤みのオレンジ斑が皮下に並ぶ。 垂直鰭

は明るいグレイからグレイ、 第 2 背鰭は黄

みがかり、 尾鰭にオレンジ系の小斑が散在

し、 臀鰭基底に 3 個の明るい赤みのオレン

ジ斑がある。 腹鰭は白である。

分布　東インド・西太平洋、サモア諸島、マー

シャル諸島。 国内では愛媛県、 大隅諸島、

琉球列島から知られる。

備考　本項の記載は与論島茶花水深 6–8 
m で採集された 1 標本 （KPM-NI 30744、

雄、 体長 17.9 mm） に基づく。 観察標本

は Lachner & Karnella (1980) の E. mela-
sma の原記載や図に一致する。 項部の

1 黒斑は側面にある、 体側の赤系斑は長

方形などで近似のシロイソハゼ E. guttata 
Lachner & Karnella, 1978 やクロホシイソ

ハゼ E. smaragdus Jordan & Seale, 1906
と区別可能。

（鈴木寿之）

スズキ目 ハゼ科 イソハゼ属

ナンヨウミドリハゼ
Eviota prasina
(Klunzinger, 1871)

形態　背鰭 VI-I, 10 ； 臀鰭 I, 8 ； 胸鰭 17 ；

腹鰭 I, 4 ； 尾鰭分枝鰭条 6+6, 分節鰭条

9+8 ； 縦列鱗 24 ； 横列鱗 7 ； 背鰭前方鱗

0。 頭部感覚管はイソハゼとほぼ同様であ

るが、 前眼肩胛管に開孔 H' がない。 第 1
背鰭棘は伸長しない。 胸鰭第 11–16 軟条

は分枝する。 左右の腹鰭間に膜蓋と癒合

膜はなく、 第 5 軟条もない、 第 4 軟条は 7
本の分枝を持ち各分枝間に 2 分節がある、

第 3 と 4 軟条間の鰭膜の発達は悪い。 胸

鰭基底上端から第 1 背鰭後端を結ぶ線よ

り前方、 胸鰭基底、 腹鰭前方は無鱗、 腹

部は円鱗、 残りの体側は櫛鱗を被る。

色彩　生鮮時、 体の地色は うすい緑 ・ 半

透明、 体側鱗の鱗鞘前部につよい赤みの

黄の横斑がある。 頭部につよい赤みの黄

斑が密在、 胸鰭基底に同色の横斑がある。

体側に 5 個、 体腹側に 7 個のあさいブラウ

ン斑が皮下に並ぶ。 尾柄部後端付近の中

央に 1 個の黒斑が皮下にある。 垂直鰭は

■ ナンヨウミドリハゼ　Eviota prasina　Male　KAUM–I. 40005, 17.6 mm SL

■ ナンヨウミドリハゼ　Eviota prasina　Male　KPM-NI 30792, 12.7 mm SL

■ ナンヨウミドリハゼ　Eviota prasina　Female　KAUM–I. 40006, 18.0 mm SL
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明るいグレイ色、 背鰭と尾鰭につよい赤み

の黄点が散在する。

分布　インド ・ 西太平洋。 国内では伊豆諸

島、 千葉県以南の南日本、 大隅諸島、 琉

球列島から知られる。

備考　本項の記載は与論島麦屋水深0.5–1 
m で採集された 1 標本 （KAUM–I. 40005、

雄、 体長 17. 6 mm） に基づく。 観察標本

は Lachner & Karnella (1980) の E. pra-
sina に一致する。 頭部の黄系斑が点状で

垂帯にならないことで近似のミドリハゼ E. 

スズキ目 ハゼ科 イソハゼ属

ホシヒレイソハゼ
Eviota queenslandica
Whitley, 1932

形態　背鰭 VI-I, 10 ； 臀鰭 I, 9 ； 胸鰭 16 ；

腹鰭 I, 5 ； 尾鰭分枝鰭条 7+6, 分節鰭条

9+8 ； 縦列鱗 24 ； 横列鱗 7 ； 背鰭前方鱗

0。 頭部感覚管はイソハゼとほぼ同様であ

るが、 前眼肩胛管に開孔 H' がない。 第 1
背鰭棘は伸長しない。 胸鰭第 12–15 軟条

は分枝する。 左右の腹鰭間に膜蓋と癒合

膜はなく、 第 5 軟条は不分枝で短くその長

さは第 4 軟条の 8%、 第 4 軟条は 9 本の

分枝を持ち、 第 3 と 4 軟条間の鰭膜の発

達は悪い。 胸鰭基底上端から第 1 背鰭後

端を結ぶ線より前方、 胸鰭基底、 腹鰭前

方は無鱗、 腹部は円鱗、 残りの体側は櫛

鱗を被る。

■ ホシヒレイソハゼ　Eviota queenslandica　KPM-NI 30772, 13.7 mm SL

色彩　生鮮時、 体の地色は黄みから青み

の白 ・ 半透明、 腹部をのぞく体側鱗の各

鱗鞘に明るいオレンジの横斑がある。 頭部

先端にこい黄みのピンク点が密在、 眼の後

方と前鰓蓋骨後縁上方に 2 個の暗い灰み

のブラウン斑がある。 眼下にこい黄みのピ

ンクの 2 垂線、 頭部後半部に黒小点が密

在する多数のオレンジ系斑が、 それぞれ皮

下にある。 胸鰭基部に 2 個、 その下方に

1 個、 黒小点が密在するこいオレンジ斑が

ある。 体側中央に 6 個、 体腹側に 8 個の

黒斑が皮下に並ぶ。 垂直鰭はグレイ、 背

鰭と尾鰭に明るい赤みのオレンジの点列が

ある。

分布　東インド ・ 西太平洋。 国内では徳島

県、 大隅諸島、 琉球列島から知られる。

備考　本項の記載は与論島麦屋水深 6–8 

m で採集された 1 標本 （KPM-NI 30771、

雄、 体長 14.7 mm） に基づく。 観察標本

は Lachner & Karnella (1980) の E. queens-
landica に一致する。 尾柄部後端付近の中

央に黒斑がない、 胸鰭基底下方に 1 黒点

がある、 臀鰭起部から尾鰭基底下端にか

け 6 黒斑があるなどで近似のナンヨウミドリ

ハゼ E. prasina (Klunzinger, 1871) と区別

可能 （ナンヨウミドリハゼでは尾柄部後端

付近の中央に 1 黒斑がある、 胸鰭基底下

方に 1 黒点がない、 臀鰭起部から尾鰭基

底下端にかけ 5 黒斑がある）。

（鈴木寿之）

toshiyuki Greenfield & Randall, 2010 と区

別可能 （ミドリハゼでは頭部に 5–6 本の赤

系のジグザグ横帯がある）。

（鈴木寿之）

■ ホシヒレイソハゼ　Eviota queenslandica　Male　KPM-NI 30771, 14.7 mm SL

■ ホシヒレイソハゼ　Eviota queenslandica
KPM-NI 30773, 12.4 mm SL

■ ホシヒレイソハゼ　Eviota queenslandica
KPM-NI 30722, 14.3 mm SL
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スズキ目 ハゼ科 イソハゼ属

ムスジイソハゼ
Eviota saipanensis
Fowler, 1945

形態　背鰭 VI-I, 9 ； 臀鰭 I, 8 ； 胸鰭 15 ；

腹鰭 I, 4 ； 尾鰭分枝鰭条 6+6, 分節鰭条

9+8 ； 縦列鱗 24 ； 横列鱗 7 ； 背鰭前方

鱗 0。 頭部感覚管はイソハゼとほぼ同様

であるが、 前眼肩胛管に開孔 H' がない。

第 1 背鰭第 1 棘は糸状に伸長し、 後端を

倒すと第 2 背鰭第 7 軟条に達する。 胸鰭

第 10–15 軟条は分枝する。 左右の腹鰭間

に膜蓋と癒合膜はなく、 第 5 軟条もない、

第 4 軟条は 7 本の分枝を持ち各分枝間に

1–2 分節がある、 第 3 と 4 軟条間の鰭膜

の発達は悪い。 雄の生殖突起基部の左右

にヒダ状皮弁がある。 胸鰭基底上端から第

2 背鰭起点を結ぶ線より前方、 胸鰭基底、

腹鰭前方は無鱗、 腹部は円鱗、 残りの体

側は櫛鱗を被る。

色彩　生鮮時、 体の地色はあさい黄緑 ・ 半

透明である。 頭部に 4 本、 胸鰭基部に 1

■ ムスジイソハゼ　Eviota saipanensis　Male　KAUM–I. 51462, 15.2 mm SL

本のさえた赤の横帯、 尾柄部後端付近の

中央に 1 個の黒斑がある。 体側に 6 本の

にぶい赤の横帯が皮下に並ぶ。 垂直鰭は

紫みのピンク、 尾鰭にさえた赤の小点列が

ある。

分布　台湾南部、 マリアナ諸島、 パラオ諸

島、 カロリン諸島、 琉球列島、 大東諸島。

備考　本項の記載は与論島茶花与論港付

近タイドプール水深 0.5 m で採集された 1
標 本 （KAUM–I. 51462、 雄、 体 長 15.2 
mm） に基づく。 観察標本は Lachner & 
Karnella (1980) の E. saipanensis に一致

する。 頭部に 4 本、 胸鰭基部に 1 本、 体

側皮下に 6 本の赤系の横帯が並ぶことで

同属他種と区別できる。

（鈴木寿之）

スズキ目 ハゼ科 イソハゼ属

クロホシイソハゼ
Eviota smaragdus
Jordan & Seale, 1906

形態　背鰭 VI-I, 9 ； 臀鰭 I, 9 ； 胸鰭 16 ；

腹鰭 I, 5 ； 尾鰭分枝鰭条 6+6, 分節鰭条

9+8；縦列鱗 23；横列鱗 7；背鰭前方鱗 0。

頭部感覚管はイソハゼと同様。 第 1 背鰭

棘は伸長しない。 胸鰭第 3–15 軟条は分枝

する。左右の腹鰭間に膜蓋と癒合膜はなく、

第 5 軟条は不分枝で短くその長さは第 4 軟

条の 13%、 第 4 軟条は 7 本の分枝を持ち

各分枝間に 4–6 分節がある、 第 3 と 4 軟

■ クロホシイソハゼ　Eviota smaragdus　Male　KAUM–I. 45934, 21.3 mm SL

条間の鰭膜は先端近くまで発達する。 胸鰭

基底上端から第 2 背鰭第 4 軟条基底を結

ぶ線より前方、 胸鰭基底、 腹鰭前方、 腹

部は無鱗、 残りの体側は櫛鱗を被る。

色彩　生鮮時、 体の地色はうすい黄緑 ・ 半

透明である。 頭部先端は黒、 あさいオレン

ジ斑が散在し、 主鰓蓋部上方の背面に 1
黒斑、 胸鰭基部に 2 個のさえたオレンジ斑

がある。 体背側に 5 個、 体側中央に 5 個、

体腹側に 9 個のにぶい紫みの赤斑が皮下

に並ぶ。 垂直鰭はオリーブみのグレイ、 背

鰭基底にライラックの縦帯、 尾鰭ににぶい

紫みの赤点が散在する。

分布　マリアナ諸島、 ニューへブリデス諸

島、 ノーフォーク島、 フィジー諸島、 サモア

諸島、 オーストラリア北西岸 ・ 北東岸、 大

隅諸島、 琉球列島。

備考　本項の記載は与論島茶花水深 0.5 
m で採集された 1 標本 （KAUM-I. 45934、

雄、 体 長、 21.3 mm） に 基 づ く。 観 察

標 本 は Lachner & Karnella (1980) の E. 
smaragdus に一致する。 項部の 1 黒斑

は背面にある、 体側皮下の赤系斑は丸

いなどで近似のシロイソハゼ E. guttata 
Lachner & Karnella, 1978 や ア カ ホ シ イ

ソ ハ ゼ E. melasma Lachner & Karnella, 
1980 と区別可能。

（鈴木寿之）
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■ キンホシイソハゼ　Eviota storthynx　Male　KPM-NI 30857, 15.6 mm SL

■ キンホシイソハゼ　Eviota storthynx　Male　KPM-NI 30859, 16.2 mm SL

■ キンホシイソハゼ　Eviota storthynx　KPM-NI 30858, 17.1 mm SL ■ キンホシイソハゼ　Eviota storthynx　KPM-NI 30878, 13.3 mm SL
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スズキ目 ハゼ科 イソハゼ属

キンホシイソハゼ
Eviota storthynx
(Rofen, 1959)

形態　背鰭 VI-I, 8 ； 臀鰭 I, 7 ； 胸鰭 15 ；

腹鰭 I, 5 ； 尾鰭分枝鰭条 6+5, 分節鰭条

9+8 ； 縦列鱗 23 ； 横列鱗 6 ； 背鰭前方鱗

0。 頭部感覚管はイソハゼとほぼ同様であ

るが、 前眼肩胛管に開孔 H' がない。 第 1
背鰭第 1–3 棘は糸状に伸長し、 最長の第

2 棘の後端を倒すと尾柄部に達する。 胸鰭

軟条は全て分枝しない。 左右の腹鰭間に

膜蓋と癒合膜はなく、 第 5 軟条は不分枝で

短くその長さは第 4 軟条の 12%、 第 4 軟

条は 7 本の分枝を持ち各分枝間に 3–4 分

節がある、 第 3 と 4 軟条間の鰭膜は先端

近くまで発達する。 胸鰭基底上端から第 1
背鰭第 5 棘基底を結ぶ線より前方、 胸鰭

基底、 腹鰭前方は無鱗、 腹部は円鱗、 残

りの体側は櫛鱗を被る。

色彩　生鮮時、 体の地色は灰みの白 ・ 半

透明、 腹部をのぞく体側鱗の各鱗鞘にあさ

い黄の横斑がある。 鼻管は明るい赤、 頭

部側 ・ 腹面はピンク、 眼の後方と前鰓蓋

骨下縁にこい青斑、 胸鰭基部に 2 個の明

るい黄みのオレンジ斑がある。 腹腔上部は

黒、 尾部下半部に 1 本梯子状の黒斑があ

る。 第 1 背鰭下半部、 第 2 背鰭、 臀鰭、

尾鰭下部は紫みのピンク、 第 1 背鰭前 4
棘は先端に向かって赤から黒の点列があ

る。 第 2 背鰭に明るいオレンジの点列があ

る。 尾鰭にさえた黄と黒の点列の縞模様が

ある。

分布　東インド ・ 西太平洋。 国内では小笠

原諸島、 伊豆諸島、 和歌山県以南の太平

洋沿岸、 長崎県、 大隅諸島、 琉球列島か

ら知られる。

備考　本項の記載は与論島茶花水深 5 m
で採集された 1 標本 （KPM-NI 30857、雄、

体長 15.6 mm） に基づく。 観察標本は

Lachner & Karnella (1980) の E. storthynx
に一致する。 尾鰭基部に 3 個の黒点が横

に並ぶ、 尾鰭に黒と黄系の縞模様があるな

どで近似のハナグロイソハゼ E. shimadai 
Greenfield & Randall, 2010と区別可能（ハ

ナグロイソハゼではいずれもない）。

（鈴木寿之）

スズキ目 ハゼ科 イソハゼ属

ミドリハゼ
Eviota toshiyuki
Greenfield & Randall, 2010

形態　背鰭 VI-I, 9 ； 臀鰭 I, 8 ； 胸鰭 16 ；

腹鰭 I, 4 ； 尾鰭分枝鰭条 6+6, 分節鰭条

9+8 ； 縦列鱗 23 ； 横列鱗 6 ； 背鰭前方鱗

0。 頭部感覚管はイソハゼと同様。 第 1 背

鰭棘は伸長しない。 胸鰭第 11–15 軟条は

分枝する。 左右の腹鰭間に膜蓋と癒合膜

はなく、 第 5 軟条もない、 第 4 軟条は 5 本

の分枝を持ち各分枝間に 1–2 分節がある、

第 3 と 4 軟条間の鰭膜の発達は悪い。 胸

鰭基底上端から第 2 背鰭起部を結ぶ線よ

■ ミドリハゼ　Eviota toshiyuki　KPM-NI 30774, 11.7 mm SL

り前方、 胸鰭基底、 腹鰭前方は無鱗、 腹

部は円鱗を、 残りの体側は櫛鱗被る。

色彩　生鮮時、 体の地色は灰みの白 ・ 半

透明、 腹部をのぞく体側鱗の各鱗鞘にさえ

た黄みの赤の横斑がある。 頭部に 5–6 本

のさえた黄みの赤のジグザグ横帯がある。

胸鰭基部に 2 個さえた黄みの赤斑がある。

体側に 5 本のこい赤の横帯、 体腹側に 8
個の暗いグレイ斑が皮下に並ぶ。 尾柄部

後端付近の背側に 1 黒斑が皮下にある。

垂直鰭は無色 ・ 透明、 背鰭に黒点とさえ

た黄みの赤斑が散在し、 あさい黄と黒の帯

で縁取られる。 臀鰭に黒点が密在し、 基底

に 2 個のさえた黄みの赤斑がある。

分布　伊豆諸島、 小笠原諸島、 和歌山県

以南の太平洋沿岸、 大隅諸島、 琉球列島、

南大東島。

備考　本項の記載は与論島麦屋水深 6–8 
m で採集された 1 標本 （KPM-NI 30774、

体 長 11.7 mm） に 基 づ く。 観 察 標 本 は

Greenfild & Randall (2010) の E. toshi-
yuki の原記載や図に一致する。 前眼肩胛

管に開孔 H' がある、 頭部に赤系のジグザ

グ横帯がある、 胸鰭基部の斑紋は円形、

尾柄部後端付近に大きな 1 黒斑がある、

尾鰭に赤点はないなどで近似のイソハゼ属

の一種 4 と区別可能。

（鈴木寿之）

■ キンホシイソハゼ　Eviota storthynx　KPM-NI 30861, 15.1 mm SL
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スズキ目 ハゼ科 イソハゼ属

イソハゼ属の一種 1
Eviota sp. 1

形態　背鰭 VI-I, 8 ； 臀鰭 I, 8 ； 胸鰭 14 ；

腹鰭 I, 4；尾鰭破損；縦列鱗 24；横列鱗 5；

背鰭前方鱗 0。 頭部感覚管はイソハゼとほ

ぼ同様であるが、 前眼肩胛管に開孔 H' が
ない。 第 1 背鰭第 2 棘が最長であるが伸

長しない。 胸鰭第 9–13 軟条は分枝する。

左右の腹鰭間に膜蓋と癒合膜はなく、 第 5
軟条もない、 第 4 軟条は 8 本の分枝を持

ち各分枝間に 1 分節がある、 第 3 と 4 軟

条間の鰭膜の発達は悪い。 胸鰭基底上端

から第 2 背鰭起部を結ぶ線より前方、 胸

鰭基底、 腹鰭前方は無鱗、 腹部は円鱗、

残りの体側は櫛鱗を被る。

■ イソハゼ属の一種 1　Eviota sp. 1　KAUM–I. 40383, 12.0 mm SL

色彩　死後、 やや時間を経た体の地色は

白である。 眼から上後方に 2 本のブラウ

ン系斜線、 項部に数本のブラウン系横帯、

胸鰭基部に 1 個のブラウン系斑がある。 躯

幹部に 2 本、 臀鰭上方の尾部に 2 本の太

いブラウン系横帯、 尾柄部に 2 個のＸ字状

のブラウン系斑がある。

分布　与論島と西表島。

備考　本項の記載は与論島前浜海岸沖水

深 2–10 m で採集された 1 標本 （KAUM–I. 
40383、 体長 12. 0 mm） に基づく。 未記

載種と考えられ、 現在著者らにより研究が

進められている。 眼から上後方に走る 2 暗

色斜線や胸鰭基部にある 1 暗色斑などが

特徴である。

（鈴木寿之）

スズキ目 ハゼ科 イソハゼ属

イソハゼ属の一種 2
Eviota sp. 2

形態　背鰭 VI-I, 8 ； 臀鰭 I, 8 ； 胸鰭 15 ；

腹鰭 I, 4 ； 尾鰭分枝鰭条 6+6, 分節鰭条

9+8 ； 縦列鱗 21 （右側） ； 横列鱗 5 ； 背

鰭前方鱗 0。 頭部感覚管は本属魚類とし

ては未発達で、 前眼肩胛管に開孔 B' C(S) 
D(S) E' があり、 前鰓蓋管はない。 第 1 背

鰭第 1 棘が最長で、 糸状によく伸長し、 後

端は倒すと第 2 背鰭基底後端に達する。

胸鰭軟条は全て分枝しない。 左右の腹鰭

間に膜蓋と癒合膜はなく、 第 5 軟条もない、

第 4 軟条は 2 本の分枝を持ち、 第 3 と 4
軟条間の鰭膜の発達は悪い。 第 1 背鰭前

部下方の体側中央から第 2 背鰭第 4 棘基

底と、 臀鰭起部をそれぞれ結ぶ線より前は

無鱗、 残りの体側には櫛鱗を被る。

色彩　生鮮時、 体と鰭の地色はこい黄であ

る。 頭部に黄みのブラウン点が密在する。

胸鰭基部に 2 個の黄みのブラウン斑があ

■ イソハゼ属の一種 2　Eviota sp. 2　Male　KAUM–I. 50855, 11.3 mm SL

る。 躯幹部に 2 本、 尾部に１本の太い黄

みのブラウン横帯、 3 個のＸ字状の黄みの

ブラウン斑がある。

分布　与論島と西表島からのみ知られてい

る。

備考　本項の記載は与論島茶花漁港水深

15–17 m で採集された 1 標本 （KAUM–I. 
50855、 雄、 体長 11.3 mm） に基づく。 西

表島産の体長 9.8 mm の幼魚の生鮮時の

体の地色はうすいベージュで微小黒点が密

在する。 イソハゼ属の 1 種 1 に斑紋が類

似するが、 本種の腹鰭第 4 軟条は 2 本の

分枝をもつ、 胸鰭基部に 2 個の暗色斑を

もつなどで区別可能 （イソハゼ属の一種 1
では第 4 軟条は 8 本の分枝をもち、 胸鰭

基部に 1 個の暗色斑がある）。 未記載種と

考えられ現在著者により研究中である。 ま

たヤミイソハゼ E. lacrimae Sunobe, 1988
にも類似するが、 生時や鮮時、 体が黄系、

第 1 背鰭第 1 棘の上方は白くない、 前眼

肩胛管に開孔 F がないなどで区別可能 （ヤ

ミイソハゼでは体はグレイ系、 第 1 背鰭第

1 棘の上方は白い、 前眼肩胛管に開孔 F
がある）。

（鈴木寿之）

スズキ目 ハゼ科 イソハゼ属

イソハゼ属の一種 3
Eviota sp. 3

形態　背鰭 VI-I, 9 ； 臀鰭 I, 8 ； 胸鰭 16 ；

腹鰭 I, 5 ； 尾鰭分枝鰭条 6+6, 分節鰭条

9+8 ； 縦列鱗 24 ； 横列鱗 6 ； 背鰭前方鱗

0。 頭部感覚管はイソハゼとほぼ同様であ ■ イソハゼ属の一種 3　Eviota sp. 3　Female　NSMT-P 110521, 16.1 mm SL
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るが、 前眼肩胛管に開孔 H' がない。 第

1 背鰭第 1 棘が最長であるが伸長しない。

胸鰭第 11–16 軟条は分枝する。 左右の腹

鰭間に膜蓋と癒合膜はなく、 第 5 軟条は

不分枝で短くその長さは第 4 軟条の 12%、

第 4 軟条は 4 本の分枝を持ち各分枝間に

3 分節がある、 第 3 と 4 軟条間の鰭膜の

発達は悪い。 胸鰭基底上端から第 1 背鰭

第 4 棘基底を結ぶ線より前方、 胸鰭基底、

腹鰭前方は無鱗、 腹部は円鱗、 残りの体

側は櫛鱗を被る。

色彩　死後、 やや時間を経た体の地色は

白、 腹部をのぞく体側鱗の各鱗鞘に明るい

黄みのオレンジの横斑がある。 虹彩に明

るい赤の放射帯がある。 頭部に明るい黄

みのオレンジ斑が散在する。 胸鰭基部に 2
個の明るい赤斑がある。 体側に数本の不

明瞭なさえたオレンジの横帯がある。 体腹

側に 8 個の赤みのブラウン斑が並ぶ。 背

鰭は明るい黄、 さえた赤点が散在する。 臀

鰭はこい黄みのピンク、 尾鰭はうすいピン

クである。

分布　与論島。

備考　本項の記載は与論島茶花漁港沖で

採集された 1 標本 （NSMT-P 110521、雌、

体長 16.1 mm） に基づく。 胸鰭に分枝軟

条がある、前鰓蓋管に開孔がある、生鮮時、

体側鱗の鱗鞘縁辺は赤系、 主鰓蓋部上方

に黒斑はない、 尾柄部後端付近に暗点は

ない、 腹鰭鰭膜は未発達などで、 すくなく

とも和名のある本属魚類に一致する種はな

い。 複数の標本による比較研究が必要で

ある。

（鈴木寿之）

スズキ目 ハゼ科 イソハゼ属

イソハゼ属の一種 4
Eviota sp. 4

形態　背鰭 VI-I, 9 ； 臀鰭 I, 8 ； 胸鰭 16 ；

腹鰭 I, 4 ； 尾鰭分枝鰭条 7+6, 分節鰭条

9+8 ； 縦列鱗 23 ； 横列鱗 5 ； 背鰭前方鱗

0。 頭部感覚管はイソハゼとほぼ同様であ

るが、 前眼肩胛管に開孔 H' がない。 第 1
背鰭第 2 棘が最長で、 わずかに伸長する。

胸鰭第 11–15 軟条は分枝する。 左右の腹

鰭間に膜蓋と癒合膜はなく、 第 5 軟条もな

い、 第 4 軟条は 5 本の分枝を持ち各分枝

■ イソハゼ属の一種 4　Eviota sp. 4　Female　KPM-NI 30770, 12.7 mm SL

間に 1–2 分節がある、 第 3 と 4 軟条間の

鰭膜の発達は悪い。 胸鰭基底上端から第

1 背鰭第 6 棘基底を結ぶ線より前方、 胸

鰭基底、 腹鰭前方は無鱗、 腹部は円鱗、

残りの体側は櫛鱗を被る。

色彩　生鮮時、 体の地色は青みの白 ・ 半

透明である。 頭部にさえた黄みの赤斑が散

在する。 胸鰭基部に 2 個のさえた黄みの

赤の縦斑がある。 腹膜に微小黒点が密在

する。 体側に 5 個、 体腹側に 9 個のさえ

た黄みの赤斑が皮下に並ぶ。 背鰭と尾鰭

は無色 ・ 透明、 さえた黄みの赤点が散在

する。 臀鰭にグレイ、 基底に 2 個のさえた

黄みの赤斑がある。

分布　与論島。

備考　本項の記載は与論島麦屋水深 6–8 
m で採集された 1 標本 （KPM-NI 30770、

雌、 体長 12.7 mm） に基づく。 前眼肩胛

管に開孔 H' がない、 頭部後半部の赤斑が

つながらない、 胸鰭基部の斑紋が縦斑で

ある、 尾柄部後端付近の皮下に黒点や斑

がない、 尾鰭に赤点が散在するなどで近

似のミドリハゼ E. toshiyuki Greenfield & 
Randall, 2010 と区別可能。 今後、 大小複

数の標本でミドリハゼとの比較が必要であ

る。

（鈴木寿之）

スズキ目 ハゼ科 サンカクハゼ属

セホシサンカクハゼ
Fusigobius duospilus
Hoese & Reader, 1985

形態　背鰭 VI-I, 9 ； 臀鰭 I, 8 ； 胸鰭 18–
20 ； 縦列鱗 23–25 ； 背鰭前方鱗 0。 体は

やや短く、側扁する。 吻は三角形にとがる。

下顎は上顎よりわずか前方にまで突出す

る。 舌の前縁はほぼ直線的で、くぼまない。

鰓孔は狭く、 その前端は前鰓蓋後縁下より

後方にある。 胸鰭基部や腹鰭前方部は円

鱗で、 のこる体側大半は櫛鱗で被われる。

頭部は無鱗。 背鰭の棘条は伸長しない。

胸鰭上部に遊離軟条はない。 腹鰭は左右

癒合する。 腹鰭の膜蓋はなく、 癒合膜の

後縁はやや湾入する。 尾鰭は円形で、 頭

長とほぼ同長。頭部の感覚管は良く発達し、

前眼肩甲管に開孔 B' C(S) D(S) E F G H'、
後眼肩甲管に開孔 K' L'、 前鰓蓋管に開孔

M' L O' がある。 眼下の孔器列はほぼ縦列

で、 明瞭な横列とはならない。

色彩　頭部と体はほぼ白色で、 わずかに

ベージュみがかり、 橙色あるいは褐色の小

点が散在する。 生時は体の透明感が強く、

脊椎骨に沿って交互にはいる白色と黒色の

線状模様が透けて見える。 尾鰭基底中央

の黒色斑は三角形に近い。 第 1 背鰭には、

第 1 棘上部から第 3 棘の基部付近にかけ

てはいる 1 本の黒色垂線があり、 第 5 棘と

第 6 棘の間に瞳大ほどの明瞭な黒斑があ

る。

分布　インド ・ 太平洋の温帯から熱帯域に
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■ セホシサンカクハゼ　Fusigobius duospilus　KPM-NI 30901, 18.2 mm SL

スズキ目 ハゼ科 サンカクハゼ属

カタボシサンカクハゼ
Fusigobius humeralis
(Randall, 2001)

形態　背鰭 VI-I, 9 ； 臀鰭 I, 8 ； 胸鰭 17–
19；縦列鱗25；背鰭前方鱗0。体はやや短く、

側扁する。 吻は、 同属他種に比べ丸みを

帯びる。 下顎は上顎よりわずか前方にまで

突出する。 舌の前縁はほぼ直線的で、 くぼ

まない。 鰓孔は狭く、 前端は前鰓蓋後縁

下より後方にある。 胸鰭基部や腹鰭前方

部は円鱗で、 のこる体側大半は櫛鱗で被

われる。 頭部は無鱗。 背鰭の棘条は伸長

しない。 胸鰭上部に遊離軟条はない。 腹

鰭は左右癒合した吸盤状で、 後縁はやや

湾入し、 膜蓋がある。 尾鰭は円形で、 頭

長とほぼ同長。頭部の感覚管は良く発達し、

前眼肩甲管に開孔 B' C(S) D(S) E F G H'、
後眼肩甲管に開孔 K' L'、 前鰓蓋管に開孔

M' L O' がある。 眼下の孔器列はほぼ縦列

で、 明瞭な横列とはならない。

色彩　頭部と体はほぼ白色で、 わずかに

ベージュあるいは淡灰褐色みがかり、 橙色

あるいは褐色の小点が散在する。 生時は

■ カタボシサンカクハゼ　Fusigobius humeralis　KAUM–I. 45917, 27.8 mm SL

体の透明感がやや強く、 脊椎骨に沿って交

互にはいる白色と黒色の破線状模様がわ

ずかに透けて見える。 胸鰭の上方に、 瞳

大かそれよりやや小さな 1 暗色斑がある。

尾鰭基底中央の黒色斑は楕円形に近い。

第 1 背鰭には、 ふつう第 1 棘上部から第

3 棘の基部付近にかけて 1 本の暗色垂線

があるが、 鰭の後部には明瞭な黒色斑が

ない。

分布　インド ・ 西太平洋の熱帯 ・ 亜熱帯域

に分布する。 国内では伊豆諸島、 大隅諸

島および琉球列島から記録されている。

備考　カタボシサンカクハゼは、 吻が短く丸

みが強いこと、 体つきもズングリした印象

があること、 胸鰭上方に明瞭な 1 暗色斑が

あること等により、 同属他種と区別できる。

第 1 背鰭前部に不明瞭な暗色垂線をもつ

個体が多く、 そうした個体は、 やはり胸鰭

上部に 1 暗色斑をもつセスジサンカクハゼ

F. gracilis (Randall, 2001) に似るが、 セス

ジサンカクハゼの吻はより長く尖り、 体つき

もよりほっそりとしており、 腹鰭の膜蓋はふ

つう発達せず、 体側に散在する褐色点はよ

り細かい。計数形質の値は Randall (2001)
に従った。

（渋川浩一）

かけて分布する。 国内では静岡県以西の

本州、 四国、 九州、 大隅諸島、 琉球列島、

伊豆諸島、 小笠原諸島から記録されてい

る。

備考　サンカクハゼ属にはインド ・ 太平洋

の熱帯 ・ 亜熱帯域から 11 種が知られる。

日本からは 9 種が報告されており、 いずれ

もサンゴ礁や岩礁域の砂底にみられる。 セ

ホシサンカクハゼは第 1 背鰭の前部に 1
本の黒色垂線があることでセスジサンカク

ハゼ F. gracilis (Randall, 2001) に似るが、

第 1 背鰭後部に明瞭な 1 黒色斑をもつこと

や、 尾鰭基部の黒色斑がふつう三角形に

近いこと等で区別できる。

（渋川浩一） ■ セホシサンカクハゼ　Fusigobius duospilus　16 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki
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スズキ目 ハゼ科 サンカクハゼ属

ハタタテサンカクハゼ
Fusigobius inframaculatus
(Randall, 1994)

形態　背鰭 VI-I, 9 ； 臀鰭 I, 8 ； 胸鰭 17–
19 ； 縦列鱗 23–24 ； 背鰭前方鱗 0。 体は

やや短く、側扁する。 吻は三角形にとがる。

下顎は上顎よりわずか前方にまで突出す

る。 舌の前縁はほぼ直線的で、くぼまない。

鰓孔は狭く、 その前端は前鰓蓋後縁下よ

り後方にある。 胸鰭基部や腹鰭前方部は

円鱗、 のこる体側大半は櫛鱗で被われる。

頭部は無鱗。 第 1 背鰭の第 1 棘条が糸状

に伸長する。 胸鰭上部に遊離軟条はない。

腹鰭は左右癒合した吸盤状で、 後縁はや

や湾入し、 膜蓋がある。 尾鰭は円形で、

頭長よりやや短い。 頭部の感覚管は良く発

達し、 前眼肩甲管に開孔 B' C(S) D(S) E 
F G H'、 後眼肩甲管に開孔 K' L'、 前鰓蓋

管に開孔 M' L O' がある。 眼下の孔器列

はほぼ縦列で、 明瞭な横列とはならない。

色彩　頭部と体はほぼ白色で、 わずかに黄

色みあるいはベージュみがかり、 周囲また

■ ハタタテサンカクハゼ　Fusigobius inframaculatus　KAUM–I. 40366, 46.8 mm SL

は後部が細く暗褐色で縁どられた橙色の小

点が散在する。 生時は体の透明感が強く、

脊椎骨に沿って交互にはいる白色と黒色の

線状模様が透けて見える。 尾鰭基底中央

の黒色斑は眼径大かそれよりやや小さく、

三角形に近い。 第 1 背鰭および第 2 背鰭

には橙色点が散在し、 とくに基部付近のも

のは大型。

分布　インド ・ 西太平洋の熱帯 ・ 亜熱帯

域にかけて分布する。 国内では伊豆諸島、

静岡県以西の本州、四国、九州、大隅諸島、

琉球列島および小笠原諸島から記録されて

いる。

備考　ハタタテサンカクハゼは、 雄の第 1
背鰭の第 1 棘が糸状に伸長することで、 日

本産の同属他種との区別は容易。 紅海か

ら知られる F. longipinnis Goren, 1978 に

酷似し、 尾鰭基部の黒色斑がやや大きい

ことや、 雄の第 1 背鰭第 1 棘条がやや

短いこと、 胸鰭条数の最頻値が 19 （F. 
longipinnis では 18） であること等により区

別できるとされる。 ただしその差は微妙で

あり、 中間的な状態を示す場合もあるため、

両種の分類学的扱いにはさらなる検討が必

要。

（渋川浩一）

■ ハタタテサンカクハゼ　Fusigobius inframaculatus　KAUM–I. 40374, 49.5 mm SL

■ ハタタテサンカクハゼ　Fusigobius inframaculatus　16 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki
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スズキ目 ハゼ科 サンカクハゼ属

サンカクハゼ
Fusigobius neophytus
(Günther, 1877)

形態　背鰭 VI-I, 9 ； 臀鰭 I, 8 ； 胸鰭 16–
19 ； 縦列鱗 24–25 ； 背鰭前方鱗 0。 体は

やや短く、側扁する。 吻は三角形にとがる。

下顎は上顎よりわずか前方にまで突出す

る。 舌の前縁は直線的かやや丸みを帯び、

くぼまない。 鰓孔は狭く、 前端は前鰓蓋後

縁下より後方にある。 胸鰭基部や腹鰭前

方部は円鱗で、 のこる体側大半は櫛鱗で

被われる。 頭部は無鱗 （鰓蓋上部に小円

鱗をもつものもいる）。 背鰭の棘条は伸長し

ない。 胸鰭上部に遊離軟条はない。 左右

の腹鰭は癒合するが、 後縁がやや湾入し、

膜蓋は痕跡的。 尾鰭は円形で、 頭長とほ

ぼ同長。 頭部の感覚管は良く発達し、 前

眼肩甲管に開孔 B' C(S) D(S) E F G H J'、
後眼肩甲管に開孔 K' L'、 前鰓蓋管に開孔

M' L O' がある。 眼下の孔器列はほぼ縦列

で、 明瞭な横列とはならない。

■ サンカクハゼ　Fusigobius neophytus　KAUM–I. 46062, 42.6 mm SL

色彩　頭部と体は淡いベージュあるいは黄

色みがかった淡褐色で、 微小な褐色点が

散在する。 生時は体の透明感がやや強く、

脊椎骨に沿って交互にはいる白色と黒色の

線状模様がわずかに透けて見える。 尾柄

部中央側面に、 下を向くくさび形の 1 暗色

斑がある （生時および鮮時はふつう不鮮

明）。 尾鰭基底中央の黒色斑は小さく、 縦

長の楕円形に近い。 第 1 背鰭は、 上縁が

細く白色で縁どられ、 第 1 棘と第 2 棘の間

に明瞭な小黒点がある （第 2 棘と第 3 棘

の間にも小黒点がある個体もいる）。

分布　インド ・ 太平洋の熱帯 ・ 亜熱帯域に

分布する。 国内では小笠原諸島、 四国、

大隅諸島および琉球列島から記録されてい

る。

備考　サンカクハゼは、 第 1 背鰭が三角

形に近く、 その上縁が細く白色で縁どられ、

第 1 棘と第 2 棘の間に明瞭な黒色点があ

ること、 尾柄部中央側部にくさび形の 1 暗

色斑があること （生時や鮮時はふつう不明

瞭） 等で、 同属他種と区別できる。

（渋川浩一）

■ サンカクハゼ　Fusigobius neophytus　KAUM–I. 46075, 32.2 mm SL

■ オオモンハゼ　Gnatholepis anjerensis　KPM-NI 30846, 25.3 mm SL
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スズキ目 ハゼ科 オオモンハゼ属

オオモンハゼ
Gnatholepis anjerensis
(Bleeker, 1851)

形態　背鰭 VI-I, 10–11 ； 臀鰭 I, 10–12 ；

胸鰭 14–17 ； 縦列鱗 25–29 ； 背鰭前方鱗

7–13。 体はややふと短い円筒状で、 側扁

する。 頭部はやや側扁する。 吻は丸く、 上

顎より前方に突出する。 上顎は下顎よりわ

ずか前方にまで突出する。 下唇の後端は

やや肥大する。 舌の前縁は丸い。 鰓孔は

狭く、 前端は前鰓蓋後縁下より後方にあ

る。 頬や鰓蓋、 後頭部、 胸鰭基部、 腹鰭

前方部は通常円鱗で被われ （腹鰭前方部

をのぞき、 ときに櫛鱗が混じる）、 項部およ

びのこる体側大半は櫛鱗で被われる。 胸

鰭上部に遊離軟条はない。 腹鰭は左右癒

合した吸盤状で、 膜蓋と癒合膜は発達す

■ オオモンハゼ　Gnatholepis anjerensis　KAUM–I. 51192, 25.1 mm SL

る。 膜蓋の後縁は鋸歯状に切れ込む。 尾

鰭は円形で、 頭長とほぼ同長。 頭部の感

覚管は良く発達し、 前眼肩甲管に開孔 B' 
C D(S) F H'、 後眼肩甲管に開孔 K' L'、 前

鰓蓋管に開孔 M' L O' がある。 眼下に複数

の短い横列孔器列がある。

色彩　頭部と体は灰褐色で、 背方はやや暗

色がかかる。 体側には多数の暗色点が散

在し、 多くは不規則な破線状となる。 体側

中央には 6 個の眼径大ほどの暗色斑点が

縦走する。 眼下に細く明瞭な 1 黒色垂線が

ある。 胸鰭基部の上方に暗色で縁どられた

赤色小斑がある個体も多い。 第 1 背鰭に

は数列の暗色点列が縦走する。 臀鰭は下

縁が暗色がかるが、 明瞭な斑紋はない。

分布　インド ・ 太平洋の熱帯 ・ 亜熱帯域に

分布する。 国内では静岡県以西の本州、

四国、 大隅諸島および琉球列島から記録

されている。

備考　オオモンハゼ属にはインド ・ 太平洋

の熱帯 ・ 亜熱帯域から 10 種が知られる。

日本からは 4 種が報告されており、 いずれ

もサンゴ礁の砂底やガレ場、 内湾の砂泥底

等にみられる。 オオモンハゼは体形や体色

がアデオオモンハゼ G. ophthalmotaenia 
(Bleeker, 1854) やヒシヒレオオモンハゼ G. 
yoshinoi Suzuki & Randall, 2009 に 似 る

が、 第 1 背鰭が第 2 背鰭とほぼ同高であ

ること （ヒシヒレオオモンハゼでは第 2 背

鰭より明らかに高い）、 臀鰭に顕著な斑紋

がないこと （アデオオモンハゼには赤色

や黄色の円形斑点が散在する） 等で区別

できる。 オオモンハゼ属魚類の計数値は、

Larson & Buckle (2012) に従った。

（渋川浩一）

■ カタボシオオモンハゼ　Gnatholepis cauerensis　16 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki
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スズキ目 ハゼ科 オオモンハゼ属

カタボシオオモンハゼ
Gnatholepis cauerensis
(Bleeker, 1853)

形態　背鰭 VI-I, 10–11 ； 臀鰭 I, 10–12 ；

胸鰭 12–18 ； 縦列鱗 24–30 ； 背鰭前方鱗

7–12。 体はややふと短い円筒状で、 側扁

する。 頭部はやや側扁する。 吻は丸く、 上

顎より前方に突出する。 上顎は下顎よりわ

ずか前方にまで突出する。 下唇の後端は

やや肥大する。 舌の前縁は丸い。 鰓孔は

狭く、 前端は前鰓蓋後縁下より後方にある。

頬や鰓蓋、 背鰭前方部、 胸鰭基部、 腹鰭

前方部は通常円鱗で被われ （鰓蓋や胸鰭

基部ではときに櫛鱗が混じる）、 のこる体側

大半では櫛鱗で被われる。 胸鰭上部に遊

■ カタボシオオモンハゼ　Gnatholepis cauerensis　KPM-NI 30767, 41.9 mm SL

離軟条はない。 腹鰭は左右相合した吸盤

状で、 腹鰭と癒合膜は発達する。 膜蓋の

後縁は鋸歯状に切れ込む。 尾鰭は円形で、

頭長とほぼ同長。 頭部の感覚管は良く発

達し、 前眼肩甲管に開孔 B' C D(S) F H'、
後眼肩甲管に開孔 K' L'、 前鰓蓋管に開孔

M' L O' がある。 眼下に複数の短い横列孔

器列がある。

色彩　頭部と体は淡褐色あるいはベージュ

で、 背方はやや暗色がかる。 体側には

5–7 本ほどの赤色あるいは暗色の破線が

縦走し、 体側中央には 6 個の眼径大ほど

の暗色斑点が縦走する。 眼下に細く明瞭な

1 黒色垂線がある。 胸鰭基部の上方には

眼径大ほどの 1 黒色斑があり、 ふつうその

中央に小さな 1 黄色点がある。 背鰭には、

基部付近に赤みを帯びた暗色縦帯があり、

その上方に同色の斑点列が数列縦走する。

臀鰭は下縁が暗色がかり、 基部付近に暗

赤色の縦線あるいは点列をもつ個体も多

い。

分布　インド ・ 太平洋の熱帯 ・ 亜熱帯域に

分布する。 国内では千葉県以西の本州、

四国、 九州、 大隅諸島、 琉球列島および

小笠原諸島から記録されている。

備考　カタボシオオモンハゼは日本産の同

属他種に比べ体形がやや細長いこと、 ふ

つう体側に赤色あるいは暗色の明瞭な破線

模様があること、 胸鰭基部の上方に 1 黒

色斑があり、 その中央にふつう黄色点があ

ること等で区別できる。

（渋川浩一）

スズキ目 ハゼ科 コバンハゼ属

ヒメクロコバンハゼ（新称）
Gobiodon ater
Herler, Bogorodsky & Suzuki, 2013

標 本　KAUM–I. 41075、 雌、 体 長 15.2 
mm、 鹿児島県大島郡与論町シゴー沖 （北

緯 27 度 01 分 20 秒、 東経 128 度 25 分

47 秒）、水深 2–10 m、2011 年 8 月１8 日、

タモ網、 目黒昌利 ・ 片山英里。

形態　背鰭 VI-I, 10 ； 臀鰭 I, 8 ； 胸鰭 18 ；

腹鰭 I, 5 ； 尾鰭分枝鰭条 8+7, 分節鰭条

9+8, 上 ・ 下不分節鰭条 7 ・ 6。 体高と尾柄

高は低く、 それぞれ体長の 35% と 14%。

両顎はほぼ同長、 後端は眼中央にわずか

に達しない。 鰓孔は狭く、 胸鰭基底間に限

られる。 頭部感覚管は前眼肩胛管に開孔

B' C(S) D(S) E F H'、 前鰓蓋管に開孔 M' 
N O' がある。 頭部腹面の左右に深い溝が

ある。 第 1 背鰭は半円形で、 棘は伸張し

■ ヒメクロコバンハゼ （新称）　Gobiodon ater　Female　KAUM–I. 41075, 15.2 mm SL

ない。 胸鰭下端の 1 軟条は不分枝。 腹鰭

はカップ状で、 後端は腹鰭起点と臀鰭起点

間の中央に達する。 体に鱗はない。

色彩　生鮮時、 体の地色はブラウンみの

オリーブ、 背面は暗いブラウンみのグレイ、

体に斑紋はない。 垂直鰭はベージュで縁辺

は黒、 対鰭は暗いブラウンみのグレイであ

る。
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分布　エジプト（紅海）、モルジブ（インド洋）、

台湾、 与論島。

備考　本項の記載は与論島シゴー沖水深

2–10 m で採集された 1 標本 （KAUM–I. 
41075、 雌、 15.2 mm） に基づく。 観察

標 本 は Herler et al. (2013) の G. ater の

原記載や図に一致する。 小型種で体長

は最大で約 30 mm、 体が一様に暗色で

ある、 頭部腹面の左右に深い溝がある、

第 1 背鰭は半円形で棘は伸張しない、 体

と尾柄が低いなどで同属他種と区別できる。

本報告は G. ater の日本における初めての

記録となる。 本種の体が一様に暗色である

こと、 小型種であることに因み新標準和名

ヒメクロコバンハゼを提唱する。

（鈴木寿之）

スズキ目 ハゼ科 コバンハゼ属

セアカコバンハゼ
Gobiodon axillaris
De Vis, 1884

形態　背鰭 VII-I, 10 ； 臀鰭 I, 9 ； 胸鰭 20 ；

腹鰭 I, 5 ； 尾鰭分枝鰭条 9+7, 分節鰭条

9+8, 上 ・ 下不分節鰭条 7 ・ 6。 上唇はや

や突出する。 両顎後端は瞳の前縁下に達

する。 鰓孔は狭く、胸鰭基底間に限られる。

頭部感覚管の開孔はヒメクロコバンハゼと

同様。 頭部腹面の左右に溝はない。 第 1

■ セアカコバンハゼ　Gobiodon axillaris　Male　KAUM–I. 51577, 24.2 mm SL

背鰭は台形で、 棘は伸張しない。 胸鰭下

端の 1 軟条は不分枝。 腹鰭はカップ状で、

後端は腹鰭起点と臀鰭起点間の中央にわ

ずかに達しない。 体に鱗はない。

色彩　生鮮時の体と鰭の地色は明るい黄で

ある。 頭部に 5 本、 胸鰭基底に 1 本の明

るい赤の横帯があり、 前より 2 本目の横帯

は眼を通る。 鰓孔上端付近に 1 黒点、 頭

部背面から背鰭基底に沿って 7 個の明る

い赤点が並ぶ。

分布　サイパン島、 フィジー諸島、 ソネット

島 （タイ）。 国内では小笠原諸島、 和歌山

県以南の太平洋沿岸、 大隅諸島、 琉球列

島に生息する。

備考　本項の記載は与論島前浜海岸水

深 8 m で 採 集 さ れ た 1 標 本 （KAUM–I. 
51577、 雄、 体 長 24.2 mm） に 基 づ く。

観察標本は Randall (2005) の G. axillaris
に一致する。 体は黄系で、 頭部から胸鰭

基底にかけ数本の赤系の横線がある、 頭

背面から背鰭基底に沿って数個の赤点が

並ぶなどで同属他種と区別可能。

（鈴木寿之）

スズキ目 ハゼ科 コバンハゼ属

ムジコバンハゼ
Gobiodon fuscoruber
Herler, Bogorodski & Suzuki, 2013

形態　背鰭 VI-I, 10 ； 臀鰭 I, 8 ； 胸鰭 18 ；

腹鰭 I, 5 ； 尾鰭分枝鰭条 9+8, 分節鰭条

9+8, 上 ・ 下不分節鰭条 7 ・ 7。 両顎はほ

ぼ同長、 後端は眼の中央にわずかに達し

ない。 鰓孔は狭く、 胸鰭第 1 軟条基底から

胸鰭基底下端やや下方間に限られる。 頭

部感覚管の開孔はヒメクロコバンハゼとほ

ぼ同様であるが、 前鰓蓋管に開孔 N がな ■ ムジコバンハゼ　Gobiodon fuscoruber　KAUM–I. 51262, 18.1 mm SL
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■ ムジコバンハゼ　Gobiodon fuscoruber　Female　KAUM–I. 41118, 20.6 mm SL

い。 頭部腹面の左右に深い溝がある。 第

1 背鰭は台形で、 棘は伸張しない。 胸鰭

上の 1 軟条は不分枝。 腹鰭はカップ状で、

後端は腹鰭起点と臀鰭起点間の中央に達

する。 体に鱗はない。

色彩　生鮮時、体の地色は灰みのブラウン、

背面は暗いブラウンみのグレイである。 眼

下に不明瞭な 1 本の暗いブラウンみのグレ

イの垂線がある。 各鰭は暗いブラウンみの

グレイである。

分布　インド ・ 西太平洋。 国内では小笠原

諸島、 和歌山県以南の太平洋沿岸、 大隅

諸島、 琉球列島に分布する。

備考　本項の記載は与論島シゴー沖水深

2–10 m で 採 集 さ れ た 1 標 本 （KAUM–
I. 41118、 雌、 体 長 20.6 mm） に 基 づ

く。 観察標本は Herler et al. (2013) の G. 
fuscoruber の原記載や図にほぼ一致す

る。 ただし原記載では前鰓蓋管に 3 開孔

があるとしているが、 観察標本では 2 開孔

しかなかった。 しかしここでは個体変異と

スズキ目 ハゼ科 コバンハゼ属

タスジコバンハゼ
Gobiodon rivulatus
(Rüppell, 1830)

形態　背鰭 VI-I, 10 ； 臀鰭 I, 8 ； 胸鰭 19 ；

腹鰭 I, 5 ； 尾鰭分枝鰭条 9+8, 分節鰭条

9+8, 上 ・ 下不分節鰭条 7 ・ 6。 両顎はほ

ぼ同長、 後端は瞳の前縁下をやや越える。

鰓孔は狭く、 胸鰭第 1–16 軟条基底間に限

られる。 頭部感覚管の開孔はヒメクロコバ

ンハゼと同様。 頭部腹面の左右に溝はな

い。 第 1 背鰭は半円形で、 棘は伸張しな

い。 胸鰭下端の 1 軟条は不分枝。 腹鰭は

カップ状で、 後端は腹鰭起点と臀鰭起点間

の中央をやや越える。 体に鱗はない。

色彩　生鮮時、 体の地色はこいオレンジ、

頭部腹面と腹部は明るい緑みの黄である。

頭部から胸鰭基底にかけて 7 本、 体側に

多数のグレイに縁取られた灰みの白の横

線がある。 各鰭は灰みの白色、 背鰭の基

底にあさい黄と白の 2 縦帯、 臀鰭の基底

に白の 1 縦線がある。

分布　インド ・ 西太平洋。 国内では小笠原

諸島、 和歌山県以南の太平洋沿岸、 大隅

諸島、 琉球列島に分布する。

備考　本項の記載は与論島シゴー沖水深

2–10 m で 採 集 さ れ た 1 標 本 （KAUM–

I. 41120、 雌、 体長 16.9 mm） に基づく。

観察標本はWinterbottom & Emery (1986)
の G. rivulatus に一致する。 頭部から尾部

にかけ多数の白の横線があることで同属他

種と区別可能。

（鈴木寿之）

考えた。 体は一様にブラウン系である、 頭

部腹面の左右に深い溝がある、 第 1 背

鰭は台形で棘は伸張しない、 体はよく側

扁し体高が高く尾柄部がやや細いなどで

同属他種と区別可能。 これまで本種は G. 
unicolor (Castelnau, 1873) と さ れ て き た

が、G. unicolorはG. histrio (Valenciennes, 
1837) の新参異名とされた （Herler et al., 
2013）。 Herler et al. (2013) によれば、 ヒ

トスジコバンハゼ Gobiodon sp. D （鈴木ほ

か、 2004） は本種の幼魚であり、 和名を

ムジコバンハゼに統一することを提唱する。

（鈴木寿之）

■ タスジコバンハゼ　Gobiodon rivulatus　KAUM–I. 51261, 16.1 mm SL
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■ タスジコバンハゼ　Gobiodon rivulatus　KAUM–I. 41119, 17.7 mm SL

■ タスジコバンハゼ　Gobiodon rivulatus　Male　KAUM–I. 41120, 16.9 mm SL

スズキ目 ハゼ科 コバンハゼ属

アイコバンハゼ
Gobiodon sp. 1

形態　背鰭 VI-I, 10 ； 臀鰭 I,9 ； 胸鰭 20 ；

腹鰭 I, 5 ； 尾鰭分枝鰭条 9+8, 分節鰭条

9+8, 上 ・ 下不分節鰭条 7 ・ 6。 両顎はほ

ぼ同長、 後端は眼の中央にやや達しない。

鰓孔は狭く、 胸鰭第 1–17 軟条基底間に限

られる。 頭部感覚管の開孔はヒメクロコバ

ンハゼと同様。 頭部腹面左右に溝はない。

第 1 背鰭は台形で、 棘は伸張しない。 胸

鰭下端の 1 軟条は不分枝。 腹鰭は皿状で、

後端は腹鰭起点と臀鰭起点間の中央に達

しない。 体に鱗はない。

色彩　生鮮時、体の地色は灰みのブラウン、

頭部腹面は明るい青である。 眼の上縁か

■ アイコバンハゼ　Gobiodon sp. 1　KPM-NI 30729, 23.8 mm SL

ら下方にかけて１本の灰みのブラウンの垂

線、 鰓孔上端付近に瞳大の 1 黒点がある。

各鰭は明るい灰みブラウンで、 背鰭の基底

ににぶい黄の縦帯、 臀鰭基底に明るい青

みのグレイの縦帯がある。
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スズキ目 ハゼ科 コバンハゼ属

フタスジコバンハゼ
Gobiodon sp. 2

形態　背鰭 VI-I, 10 ； 臀鰭 I, 9 ； 胸鰭 18 ；

腹鰭 I, 5 ； 尾鰭分枝鰭条 8+7, 分節鰭条

9+8, 上 ・ 下不分節鰭条 4 ・ 4。 両顎はほ

ぼ同長、 後端は眼の中央にやや達しない。

鰓孔は狭く、 胸鰭基底上端やや上方から

下端やや上方間に限られる。 頭部感覚管

の開孔はヒメクロコバンハゼと同様。 頭部

腹面の左右に深い溝がある。 第 1 背鰭は

台形で、 棘は伸張しない。 胸鰭下端の 1
軟条は不分枝。 腹鰭はカップ状で、 後端

は腹鰭起点と臀鰭起点間の中央に達する。

体に鱗はない。

色彩　生鮮時、 体と鰭の地色は暗いブラウ

ンみのグレイ、 頭部の側面と腹面、 腹部は

ベージュである。 虹彩はこい黄みのピンク

で、 眼の上縁から頭部腹面にかけ 2 本の

グレイに縁取られた灰みの白の横線があ

■ アイコバンハゼ　Gobiodon sp. 1　Female　KAUM–I. 41182, 24.7 mm SL

■ フタスジコバンハゼ　Gobiodon sp. 2　Female　KAUM–I. 41122, 23.0 mm SL

分布　和歌山県以南の太平洋沿岸、 大隅

諸島、 琉球列島に分布する。

備考　本項の記載は与論島供利漁港沖水

深 1–10 m で採集された 1 標本 （KAUM-I. 
41182、 雌、 体長 24.7 mm） に基づく。 観

察標本は Aoyagi (1943) のアイコバンハゼ

に一致する。 本種はこれまで G. micropus 
Günther, 1861 と さ れ る こ と が 多 か っ た

が、 G. micropus の ホ ロ タ イ プ （BMNH 
1848.2.16） を調査したところ、 背鰭 VI-
I, 13、 臀鰭 I, 11、 頭部腹面左右に溝が

あり、 両背鰭はよく発達した鰭膜でつなが

り、 本種とは異なる。 また Winterbottom & 

Emery (1986) は G. micropus の体色はオ

レンジであるとしており、 本種とは異なる。

体の地色はブラウン系、 頭部腹面は青系

で、 体と同色の眼下垂線がある、 鰓孔上

端に 1 黒点があるなどで同属他種と区別可

能。 未記載種と考えられ、 現在、 著者らに

より記載が進められている。

（鈴木寿之 ・ 渋川浩一）
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■ フタスジコバンハゼ　Gobiodon sp. 2　KAUM–I. 42725, 18.8 mm SL

■ フタスジコバンハゼ　Gobiodon sp. 2
KAUM–I. 41121, 23.5 mm SL

■ フタスジコバンハゼ　Gobiodon sp. 2　KAUM–I. 40051, 20.4 mm SL

る。 背鰭と臀鰭の基底に灰みの白の縦線

がある。 尾鰭後縁は太い無色半透明帯で

縁取られる。

分布　西沙群島、 サイパン島、 日本。 国

内では小笠原諸島、 徳島県以南、 大隅諸

島、 琉球列島に分布する。

備考　本項の記載は与論島シゴー沖水深

2–10 m で採集された 1 標本 （KAUM–I. 
41122、 雌、 体長 23.0 mm） に基づく。 観

察標本は明仁親王ほか (1984) のフタスジ

コバンハゼに一致する。 本種はこれまで G. 
fulvus Herre, 1927 とされることが多かった

が、 原記載によると G. fulvus は生時、 体

はオレンジ色で、 頭部に横線はなく、 鰓蓋

上後端に 1 黒色点があり、本種とは異なる。

本種は体と鰭がグレイ系、 眼の上縁から頭

部腹面にかけ白の 2 本の垂線があり、 尾

鰭後縁は太く無色半透明であるなどで同属

他種と区別可能。 未記載種と考えられ、 現

在、 著者らにより研究が進められている。

（鈴木寿之）

スズキ目 ハゼ科 シロズキンハゼ属

シロズキンハゼ
Hetereleotris poecila
(Fowler, 1946)

形態　背鰭 VI-I, 9–11 ； 臀鰭 I, 8–9 ； 胸鰭

15–18 ； 縦列鱗 32–35 ； 背鰭前方鱗 0。

体はふと短い円筒状で、 やや側扁する。

頭部は縦扁する。 下顎は上顎よりもわずか

前方に突出する。 前鼻孔と後鼻孔はともに

短い管の先端に開孔する。 舌の前縁は浅く

くぼむ。 鰓孔は狭く、 その下端は胸鰭基部

の下端付近にある。 第 1 鰓弓下肢外側の

大部分は皮膜で覆われ、 第一鰓裂が閉じ

た状態になっている。 体側の鱗は円鱗。 背

鰭前方部や腹鰭前方部、 頭部は無鱗。 胸

鰭上部の 2 軟条は糸状に遊離する。 腹鰭

は左右完全に分かれ、 膜蓋や癒合膜は発

達しない。 尾鰭は円形で、 頭長よりやや短

い。 頭部の感覚管は比較的よく発達し、 前

眼肩甲管に開孔 B' C(S) D(S) E F H' をも

つ。 前鰓蓋管と後眼肩胛管はない。 眼下

に 4 本の明瞭な横列孔器列がある。

色彩　頭部と体は茶褐色で、 不規則な暗色

斑がはいる。 頭部背面に幅広い淡灰褐色

の鞍状斑がある。 尾鰭基底に沿って細い

黒褐色縦帯がはいる。 胸鰭には不規則な

暗褐色の帯模様がはいり、 基部の上端に

は 1 黒褐色斑がある。

分布　和歌山県以西の本州、 四国、 九州、

琉球列島および小笠原諸島から採集されて

いる。 国外では台湾、 スリランカおよびコ

モロ諸島からの記録がある。

備考　計数値は明仁親王 ・ 目黒 （1981）

に従った。 日本を含む西太平洋から知ら

れるシロズキンハゼ属魚類は、 シロズキン

ハゼとササガキハゼ H. exilis Shibukawa, 
2010 の 2 種 の み で あ る （Shibukawa, 
2010）。 ササガキハゼはシロズキンハゼに

比べ体が細長く、 第 2 背鰭条数が I, 12、

臀鰭条数が I, 11 であること、 体側の被鱗

域が尾柄部からそのやや前方にまでしか

達しないこと、 頭部感覚管がないこと等で、

容易に区別できる。 生息環境もまったく異

なり、 シロズキンハゼが潮間帯の潮だまり

や周辺の転石帯で見られるのに対して、 サ

サガキハゼはより深所 （ホロタイプは水深

53 m） から採集されている。

（渋川浩一）

■ シロズキンハゼ　Hetereleotris poecila　KAUM–I. 40008, 21.5 mm SL
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スズキ目 ハゼ科 クツワハゼ属

ホシカザリハゼ
Istigobius decoratus
(Herre, 1927)

形態　背鰭 VI-I, 10 ； 臀鰭 I, 9 ； 胸鰭 17–
19 ； 縦列鱗 27–29 ； 背鰭前方鱗 8–10。 体

は円筒状で、 側扁する。 吻は丸く、 上顎よ

りやや前方に突出する。 上顎は下顎よりわ

ずか前方にまで突出する。 舌の前縁はほ

ぼ直線的で、 くぼまない。 鰓孔は狭く、 前

端は前鰓蓋後縁下より後方にある。 胸鰭

基部や腹鰭前方部、 後頭部は円鱗で、 の

こる体側大半は櫛鱗で被われる。 頭部は

無鱗。 背鰭の棘条は伸長しない。 胸鰭上

部に遊離軟条はない。 腹鰭は左右癒合し

た吸盤状で、 膜蓋と癒合膜が発達する。

■ ホシカザリハゼ　Istigobius decoratus　KPM-NI 30808, 39.7 mm SL

尾鰭は円形で、 頭長とほぼ同長。 頭部の

感覚管は良く発達し、 前眼肩甲管に開孔

B' C(S) D(S) E F G H'、 後眼肩甲管に開

孔 K' L'、 前鰓蓋管に開孔 M' L O' がある。

眼下に横列孔器列がなく、 すべて縦列。

色彩　頭部と体は淡い灰褐色で、 腹面は白

色に近い。 体側には小黒点 （背部のもの

はときに赤みを帯びる） が散在し、 とくに体

側中央を縦走する 1 点列のものはやや大

型で目立つ。 体側の背半に細く不規則な褐

色の格子状模様がある。 第 1 背鰭の第 1
棘と第 2 棘の間の鰭膜に明瞭な小黒点が

ある （第 2 棘と第 3 棘間にも同様の黒色

点がある個体もいる）。 尾鰭基部中央の黒

色点は、 体側中央を縦に並ぶ黒色点とほ

ぼ同大。

分布　インド ・ 太平洋の熱帯 ・ 亜熱帯域に

分布する。 国内では伊豆諸島、 静岡県以

西の本州、 四国、 九州、 大隅諸島および

琉球列島から記録されている。

備考　クツワハゼ属にはインド ・ 太平洋の

熱帯 ・ 亜熱帯 ・ 温帯域から 10 種が知ら

れる。 日本からは 7 種が報告されており、

多くはサンゴ礁や岩礁域の砂底にみられる

が、 河川下流のマングローブ帯に侵入する

ものもいる。 ホシカザリハゼは第 1 背鰭の

第 1 棘と第 2 棘の間の鰭膜中央に明瞭な

1 黒色点があることで日本産同属他種と区

別できる。 小型個体にはヒメカザリハゼ I. 
goldmanni (Bleeker, 1852) に似て区別の

難しいものもいるが、 ふつう尾鰭に散在す

る黒色点がやや大型でより明瞭。

（渋川浩一）

■ シロズキンハゼ　Hetereleotris poecila　KAUM–I. 39995, 30.0 mm SL

スズキ目 ハゼ科 クツワハゼ属

ヒメカザリハゼ
Istigobius goldmanni
(Bleeker, 1852)

形 態　 背 鰭 VI-I, 9–10 ； 臀 鰭 I, 9 ； 胸 鰭

18–19 ； 縦列鱗 28–29 ； 背鰭前方鱗 7–8。

体は円筒状で、 側扁する。 吻は丸く、 上

顎よりやや前方に突出する。 上顎は下顎

よりわずか前方にまで突出する。 舌の前縁

はほぼ直線的で、 くぼまない。 鰓孔は狭く、

前端は前鰓蓋後縁下より後方にある。 胸

鰭基部や腹鰭前方部、 背鰭前方部は円鱗

で、 のこる体側大半は櫛鱗で被われる。 頭

部は無鱗。 背鰭の棘条は伸長しない。 胸
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■ ヒメカザリハゼ　Istigobius goldmanni　KAUM–I. 48025, 50.1 mm SL

鰭上部に遊離軟条はない。 腹鰭は左右癒

合した吸盤状で、膜蓋と癒合膜が発達する。

尾鰭は円形で、 頭長とほぼ同長。 頭部の

感覚管は良く発達し、 前眼肩甲管に開孔

B' C(S) D(S) E F G H'、 後眼肩甲管に開

孔 K' L'、 前鰓蓋管に開孔 M' L O' がある。

眼下に横列孔器列がなく、 すべて縦列。

色彩　頭部と体は淡い灰褐色で、 腹面は白

色に近い。 体側には小黒点 （背部のもの

はときに赤みを帯びる） が散在し、 体側中

央を縦走する 1 点列のものはふつうやや大

型で目立つ。 第 1 背鰭には数本の茶褐色

縦線がはいり、 鰭膜に明瞭な黒点はない。

尾鰭基部中央の黒色点は、 体側中央を縦

に並ぶ黒色点とほぼ同大。

分布　西太平洋、 アンダマン海、 オースト

ラリア北西岸の熱帯・亜熱帯域に分布する。

国内では大隅諸島および琉球列島から記

録されている。

備考　ヒメカザリハゼはホシカザリハゼ I. 
decoratus (Herre, 1927) （とくに小型個体）

に似るが、 第 1 背鰭の第 1 棘と第 2 棘の

間の鰭膜中央に明瞭な黒色点がないこと、

項部に多数の小黒色点が散在すること、 尾

鰭の黒色点はより細かいこと等で区別でき

る。

（渋川浩一）

スズキ目 ハゼ科 ハダカハゼ属

アカヒレハダカハゼ
Kelloggella cardinalis
Jordan & Seale, 1906

形 態　 背 鰭 VI-I, 12 ； 臀 鰭 I, 8 ； 胸 鰭

13–15 ； 縦列鱗 0 ； 背鰭前方鱗 0。 体は

細長い円筒状で、 側扁する。 吻は丸いが、

上顎より前方へは突出しない。 上下両顎

はほぼ等位か、 上顎が下顎よりわずか前

方に突出する。 鰓孔は狭く、 その下端は

胸鰭基部付近か、 そのわずか下方にある。

鱗はない。 顎歯は三尖頭。 背鰭の棘条は

伸長しない。 胸鰭上部に遊離軟条はない。

腹鰭は左右癒合した吸盤状で、 膜蓋と癒

■ アカヒレハダカハゼ　Kelloggella cardinalis　KAUM–I. 51463, 17.5 mm SL

合膜が発達する。 尾鰭は円形で、 頭長と

ほぼ同長。 頭部に感覚管やその開孔がな

い。 眼下の孔器列は退縮的で、 明瞭な列

をなすものは、 眼の下縁にそって並ぶ 1 列

のみ。

色彩　頭部と体は褐色みを帯びた黄緑色

で、 ときにつよく黒みがかる。 ふつう眼下

に不規則な暗色模様がはいる。 背鰭は上

部が細く黄色で縁どられ、 その縁どりの下

縁に細い暗褐色あるいは暗赤褐色の 1 縦

帯がある。 尾鰭後部も細く黄色で縁どられ

る。 大型個体では、 背鰭や尾鰭がつよく赤

みや橙色みを帯びる。

分布　西太平洋の熱帯 ・ 亜熱帯域に分布

する。 国内では伊豆諸島、 大隅諸島およ

び琉球列島から記録されている。

備考　ハダカハゼ属にはインド ・ 太平洋の

熱帯 ・ 亜熱帯域から 5 種が知られる。 日

本から記録のあるものは 2 種。 ふつう岩

礁性海岸のタイドプールや周辺浅所に見ら

れ、 そうした生息環境や、 体が細長く側扁

し、 頭が丸みを帯びること、 鱗がないこと、

顎歯が 3 尖頭であること等、 ハゼというよ

りむしろイソギンポ類に似る。 アカヒレハダ

カハゼは、 体側に暗色横帯をもたないこと

により同属他種との区別は容易。 本種の

生態に関しては、 Larson (1983) に詳しい。

（渋川浩一）
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スズキ目 ハゼ科 ミミズハゼ属

ミミズハゼ属の一種
Luciogobius sp.

形態　背鰭 9 ； 臀鰭 12 ； 胸鰭 12 ； 縦列鱗

0 ； 背鰭前方鱗 0。 体は極めて細長いミミ

ズ状。 頭部は縦扁する。 眼は退縮的で小

さく、 皮下に浅く埋没する。 舌の先端は深

く切れ込む。 鰓孔は狭く、 下端は胸鰭基部

下端付近にある。 鱗はない。 背鰭起点は

臀鰭起点を通る垂線よりも明らかに後方に

ある。 胸鰭は円形で、 上部に 1 遊離軟条

がある。 腹鰭は左右癒合した小さな皮弁状

■ ミミズハゼ属の一種　Luciogobius sp.　KAUM–I. 40013, 34.6 mm SL

で、 膜蓋と癒合膜が発達する。 頭部に感

覚管がない。 眼下に横列孔器列がなく、 す

べて縦列。 脊椎骨数は 21+22=43。 背鰭

の最初の 2 担鰭骨は、 第 26 脊椎骨の神

経棘にまたがる。

色彩　頭や体は明るい緑みの黄で、 腹側

は淡い。 頭や体の背半には、 細かく不明

瞭な暗褐色の色素胞が散在する。 鰓弁の

赤が鰓蓋を通して透けて見える。 背鰭や尾

鰭の基部付近が黄色みを帯びるほか、 鰭

はほぼ透明。

分布　与論島。

備考　今回の調査により採集された 1 個

体のみが知られる未記載種。 体型や脊

椎骨数の似る同属のナガミミズハゼ L. 
elongatus Regan, 1905 は、 背鰭や臀鰭、

胸鰭の鰭条数がいずれも少なく （ナガミミ

ズハゼではそれぞれ 6–9、 7–10、 7–10）、

体色も異なる。 やはり近似するホソミミズハ

ゼ （明仁ほか、 2013 の Luciogobius sp. 
3） は、 脊椎骨数が少ない （16–17+21–
23=38–39）。 ナガミミズハゼやホソミミズハ

ゼに近似する種は、 この他にも、 未報告

のものを含め複数の未記載種が存在する

ことが明らかとなっており （Yamada et al., 
2009）、 現在、 分類学的検討がすすめら

れている。

（渋川浩一）

スズキ目 ハゼ科 ダルマハゼ属

パンダダルマハゼ
Paragobiodon lacunicolus
(Kendall & Goldsborough, 1911)

形態　背鰭 VI-I, 9 ； 臀鰭 I, 8 ； 胸鰭 22 ；

腹鰭 I, 5 ； 尾鰭分枝鰭条 10+9, 分節鰭条

10+9, 上 ・ 下不分節鰭条 3 ・ 3 ； 縦列鱗

24 ； 横列鱗 6 ； 背鰭前方鱗 0。 第 1 背鰭

は丸い。 腹鰭はカップ状で、 膜蓋と癒合膜

はよく発達し、 後端は肛門にわずかに達し

ない。 頭部感覚管は前眼肩胛管に開孔 B' 
C(S) E F H'、 前鰓蓋管に開孔 M' N O' が

■ パンダダルマハゼ　Paragobiodon lacunicolus　Female　KAUM–I. 51194, 14.3 mm SL

■ パンダダルマハゼ　Paragobiodon lacunicolus　KAUM–I. 40392, 13.0 mm SL
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ある。 後頭部、 項部、 頬上部、 主鰓蓋部

上部をのぞき頭部に髭状皮質突起が密在

する。 鰓孔は狭く、 胸鰭第 2–17 軟条基部

間前方に限られる。 胸鰭基底上端から第 1
背鰭基底中央を結ぶ線より前方、 背鰭基

底下方、 胸鰭基底、 腹鰭前方、 腹部腹中

線上は無鱗、 残りの体側は櫛鱗を被る。

色彩　生鮮時、 体の地色はうすい黄、 頭部

はうすい黄のブラウンである。 垂直鰭は暗

い灰みのブラウン、 胸鰭は黒、 腹鰭はグレ

イである。

分布　ハワイ諸島を除くインド ・ 太平洋。 国

内では小笠原諸島、 和歌山県以南の太平

洋沿岸、 大隅諸島、 琉球列島。

備考　本項の記載は与論島茶花海岸水

深 2 m で 採 集 さ れ た 1 標 本 （KAUM–I. 
51194、 雌、 体 長 14.3 mm） に 基 づ く。

Suzuki & Randall (2011) の P. lacunicolus
に一致する。 体が淡色で斑紋がない、 成

魚の各鰭が暗色である、 チリメンハナヤサ

イサンゴなどの枝間の狭いハナヤサイサ

ンゴ属のサンゴを宿主にする （鈴木ほか、

2004） などで同属他種と区別可能。

（鈴木寿之）

スズキ目 ハゼ科 ダルマハゼ属

ヨゴレダルマハゼ
Paragobiodon modestus
(Regan, 1908)

形態　背鰭 VI-I, 9 ； 臀鰭 I, 8 ； 胸鰭 20 ；

腹鰭 I, 5 ； 尾鰭分枝鰭条 9+8, 分節鰭条

9+8, 上 ・ 下不分節鰭条 4 ・ 3 ； 縦列鱗

25 ； 横列鱗 7 ； 背鰭前方鱗 0。 第 1 背鰭

は丸い。 腹鰭はカップ状で、 膜蓋と癒合膜

はよく発達し、 後端は生殖突起起部に達す

る。 頭部感覚管はパンダダルマハゼと同

様。 後頭部、 項部、 頬上部、 主鰓蓋部上

部をのぞき頭部に髭状皮質突起が密在す

る。 鰓孔は狭く、 胸鰭第 2–17 軟条基底間

前方に限られる。 胸鰭基底上端から第 1
背鰭基底中央を結ぶ線より前方、 背鰭基

底下方、 胸鰭基底、 腹鰭前方、 腹部腹面

は無鱗、 残りの体側は櫛鱗を被る。

色彩　生鮮時、 頭部はあさい赤みのブラウ

ン、 体側と鰭は黒である。

分布　ハワイ諸島を除くインド ・ 太平洋。 国

内では小笠原諸島、 大隅諸島、 琉球列島

から知られる。

備考　本項の記載は与論島麦屋で採集

さ れ た 1 標 本 （KPM-NI 30728、 雄、 体

長 13.9 mm） に基づく。 Winterbottom & 
Emery (1986) の P. modestus に 一 致 す

る。 腹部腹中線付近に鱗がないことで、 そ

こに円鱗が分布する近似のダルマハゼ P. 
echinocephalus (Rüppell, 1830) と区別可

能。 また頭部の輪郭が角張り、 項部と頭

部腹面のヒゲが短く、 ヘラジカハナヤサイ

サンゴなどの枝間の空いたハナヤサイサン

ゴ属のサンゴを宿主にするなどで、 頭部輪

郭が丸く、項部と頭部腹面のヒゲが長く、ショ

ウガサンゴを宿主とするダルマハゼと区別

可能 （鈴木ほか、 2004）。 両種は体色で

区別できるとされているが、 体色は個体の

状態により変化がみられる。 現在、 本属魚

類の分類学的研究が著者らにより行われて

いる。

（鈴木寿之）

■ ヨゴレダルマハゼ　Paragobiodon modestus　Male　KPM-NI 30835, 10.3 mm SL

■ ヨゴレダルマハゼ　Paragobiodon modestus　Male　KPM-NI 30728, 13.9 mm SL
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■ ウミショウブハゼ　Pleurosicya bilobata　Male　KMP-NI 30882, 16.9 mm SL

■ ウミショウブハゼ　Pleurosicya bilobata　Female　KMP-NI 30884, 15.7 mm SL

スズキ目 ハゼ科 ウミショウブハゼ属

ウミショウブハゼ
Pleurosicya bilobata
(Koumans, 1941)

形態　背鰭 VI-I, 7–9 ； 臀鰭 I,7–9 ； 胸鰭

16–19 ； 縦列鱗 23–29 ； 背鰭前方鱗 0。

体はやや細長い円筒状で、 やや側扁する。

吻は尖る。 上顎は下顎よりわずか前方に

まで突出する。 舌の前縁は、 ふつうくぼむ。

鰓孔は広く、 その前端は前鰓蓋後縁下より

はるか前方にある。 体側鱗は櫛鱗。 頭部、

胸鰭基部、 背鰭前方部、 腹鰭前方部およ

び腹部は無鱗。 背鰭の棘条は伸長しない。

胸鰭上部に遊離軟条はない。 腹鰭は左右

癒合した吸盤状で、 膜蓋と癒合膜が発達す

る。 尾鰭は円形で、 頭長とほぼ同長。 頭

部の感覚管は良く発達し、 前眼肩甲管に開

孔 B' C(S) D(S) E F G H'、 前鰓蓋管に開

孔 M' L O' がある。 後眼肩甲管とその開孔
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スズキ目 ハゼ科 ウミショウブハゼ属

セボシウミタケハゼ
Pleurosicya mossambica
Smith, 1959

形態　背鰭 V–VI-I, 6–8 ； 臀鰭 I, 7–9 ； 胸

鰭 16–20 ； 縦列鱗 20–27 ； 背鰭前方鱗

6–13。 体はやや細長い円筒状で、 やや側

扁する。 吻は尖る。 上顎は下顎よりわず

か前方にまで突出する。 舌の前縁は丸み

を帯びるか、 わずかにくぼむ。 鰓孔は広

く、 その前端は前鰓蓋後縁下よりはるか前

方にある。 体側鱗は櫛鱗。 頭部、 胸鰭基

部、 腹鰭前方部および腹部は無鱗。 項部

側面は鱗で被われるが、 背鰭前方の背中

線上はふつう無鱗 （鱗で被われる個体もい

る）。 背鰭の棘条は伸長しない。 胸鰭上部

に遊離軟条はない。 腹鰭は左右癒合した

吸盤状で、 膜蓋と癒合膜が発達する。 尾

鰭は円形で、 頭長とほぼ同長。 頭部の感

覚管は良く発達し、 前眼肩甲管に開孔 B' 
C(S) D(S) E F G H'、 前鰓蓋管に開孔 M' 
L O'がある。後眼肩甲管とその開孔はない。

■ セボシウミタケハゼ　Pleurosicya mossambica　BSKU 108270, 13.1 mm SL

眼下に横列孔器列がなく、 すべて縦列。

色彩　着生宿主により、 様々。 頭部や体は

透明感の強い淡いピンク色や灰褐色あるい

は淡緑色。 上顎の先端付近から吻にかけ

て赤色や黄褐色の 1 縦帯がはいり、 眼の

後方や体の腹半も同色に染まる。 脊椎骨

に沿って交互にはいる白色と赤色あるいは

黒色の破線状模様が並ぶ。 第 1 背鰭には、

基底にそって半楕円形の 1 黒色斑がある。

分布　インド ・ 西太平洋の熱帯 ・ 亜熱帯域

に分布する。 国内では伊豆諸島、 千葉県

以南の本州から琉球列島にかけての地域

より記録されている。

備考　セボシウミタケハゼは、 第 1 背鰭の

基底にそった半楕円形の黒色斑があること

により日本産の同属他種と区別できる。 本

種には体色や体形、 被鱗域等に様々なも

のが見られることから、 今後さらなる分類

学的検討が必要とされる。 ウミトサカ類や

カイメン類、 スリバチサンゴ類に着生する。

計数値は Larson (1990) に従った。

（渋川浩一）

はない。 眼下に横列孔器列がなく、 すべて

縦列。

色彩　頭部と体は透明感が強く、 茶褐色の

まだら模様がはいり、小白色斑が散在する。

上顎の先端付近から眼にかけての吻部に

暗褐色の斜帯がはいる。 同色の 1 横帯が

眼下にもある。 雄は体や背鰭、 臀鰭が赤

みがかり、 第 2 背鰭の後端付近に瞳大か

それよりやや大きな 1 黒色斑がある。

分布　インド ・ 西太平洋の熱帯 ・ 亜熱帯域

に分布する。 国内では琉球列島から記録さ

れている。

備考　ウミショウブハゼ属にはインド ・ 太平

洋の熱帯 ・ 亜熱帯から 17 種が知られる。

日本からは 9 種が記録され、 さらに複数

の未同定種が報告されている。 ウミショウ

ブハゼは、 吻の傾斜が緩く、 細く尖ること、

体が細長いこと、 雄の第 2 背鰭後端付近

に黒色斑があること等により、 日本産の同

属他種との区別は容易。 その名の通りウミ

ショウブやリュウキュウスガモ等の海草類に

着生する。 ウミショウブハゼ属魚類の計数

値は Larson (1990) に従った。

（渋川浩一）

スズキ目 ハゼ科 イレズミハゼ属

ベンケイハゼ
Priolepis cincta
(Regan, 1908)

形 態　 背 鰭 VI-I, 10–11 ； 臀 鰭 I, 9 ； 胸

鰭 17–18 ； 縦列鱗 33–39 ； 背鰭前方鱗

19–22。 体はふと短く、 側扁する。 下顎は

上顎よりわずか前方にまで突出する。 舌の

前縁はほぼ直線的か、 ごくわずかくぼむ。

鰓孔は広く、 前端は前鰓蓋後縁下より前方

にある。 胸鰭基部や腹鰭前方部は円鱗で、

のこる体側大半は櫛鱗で被われる。 鰓蓋

に円鱗か櫛鱗がある。 頬は無鱗。 背鰭の

棘条は伸長しない。 胸鰭上部に遊離軟条

はない。 腹鰭は左右癒合するが、 後縁が

やや湾入し、 膜蓋はない。 尾鰭は円形で、

頭長よりやや短い。 頭部に感覚管やその

開孔がない。 眼下に横列孔器列がなく、 す

べて縦列。

色彩　頭部と体は黄褐色で、 12 本ほどの

淡いベージュあるいは淡灰褐色の細い横帯

がはいる （第 2 背鰭起点下より後方には 6
本）。 体側鱗のスケールポケット外縁はや

や暗色がかるが、 それにより形成される網

目模様は不明瞭。 背鰭や臀鰭、 尾鰭はく

すんだ黄色で、 外縁は青みを帯びた白色。

尾鰭には数列の小暗色点列がある。 幼魚

は第 1 背鰭の前下角に 1 黒斑がはいる。

分布　インド ・ 西太平洋の温帯から熱帯域

にかけて分布する。 国内では、 伊豆諸島、

小笠原諸島、 千葉県以西の本州、 四国、

九州、 大隅諸島および琉球列島から記録

されている。

■ ベンケイハゼ　Priolepis cincta　KAUM–I. 51573, 33.6 mm SL
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■ ベンケイハゼ　Priolepis cincta　KPM-NI 30752, 26.2 mm SL

■ ベンケイハゼ　Priolepis cincta　KAUM–I. 51492, 18.4 mm SL

スズキ目 ハゼ科 イレズミハゼ属

コベンケイハゼ
Priolepis fallacincta
Winterbottom & Burridge, 1992

形態　背鰭 VI-I, 8–9 ； 臀鰭 I, 8 ； 胸鰭 18–
19 ； 縦列鱗 27–31 ； 背鰭前方鱗 14–16。

体はふと短く、 側扁する。 下顎は上顎より

わずか前方にまで突出する。 舌の前縁は

ほぼ直線的か、 ごくわずかくぼむ。 鰓孔は

広く、 前端は前鰓蓋後縁下より前方にある。

胸鰭基部、 腹鰭前方部および腹部腹中線

付近は円鱗で、 のこる体側大半は櫛鱗で

被われる。 頬には円鱗と櫛鱗が混在する。

頬は無鱗。 背鰭の棘条は伸長しない。 胸

鰭上部に遊離軟条はない。 腹鰭は左右癒

■ コベンケイハゼ　Priolepis fallacincta　BSKU 108268, 13.0 mm SL

合するが、後縁がやや湾入し、膜蓋はない。

尾鰭は円形で、 頭長よりやや短い。 頭部

に感覚管やその開孔がない。 眼下に 6 本

の横列孔器列がある。

色彩　頭部と体は暗茶褐色で、 11 本ほど

のベージュあるいは淡灰褐色の細い横帯

がはいる （第 2 背鰭起点下より後方には 5
本）。 体側鱗のスケールポケット外縁はや

備考　ベンケイハゼ属にはインド ・ 太平洋

および大西洋の熱帯 ・ 亜熱帯 ・ 温帯域か

ら 35 種が知られ、 日本からは 10 種が報

告されている。 そのうちベンケイハゼは体

形や体色がコベンケイハゼ P. fallacincta 

Winterbottom & Burridge, 1992 やコクテン

ベンケイハゼ P. akihitoi Hoese & Larson, 
2010 に似るが、 第 2 背鰭起点下より後方

に 6 本の淡色横帯があること （コベンケイ

ハゼは 5 本）、 尾鰭に数本の小暗色点列

がはいること （コクテンベンケイハゼには暗

色斑点列がなく、 上縁付近に数個の黒色

斑がある） 等により区別できる。

（渋川浩一）
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■ フトスジイレズミハゼ　Priolepis latifascima　KAUM–I. 42697, 14.0 mm SL

スズキ目 ハゼ科 イレズミハゼ属

フトスジイレズミハゼ
Priolepis latifascima
Winterbottom & Burridge, 1993

形態　背鰭 VI-I, 8–9 ； 臀鰭 I, 7–8 ； 胸鰭

18–19 ； 縦列鱗 28–29 ； 背鰭前方鱗 0。

体はふと短く、 側扁する。 下顎は上顎より

わずか前方にまで突出する。 舌の前縁は

ほぼ直線的。 鰓孔は広く、 前端は前鰓蓋

後縁下より前方にある。 腹部は円鱗で、 の

こる体側大半は櫛鱗で被われる。 背鰭前

方部、腹鰭前方部、胸鰭基部、頭部は無鱗。

第 1 背鰭の第 1–4 棘条は糸状に伸長する。

胸鰭上部に遊離軟条はない。 腹鰭は左右

癒合するが、 後縁がやや湾入し、 膜蓋は

ない。 尾鰭は円形で、 頭長よりやや短い。

頭部に感覚管やその開孔がない。 眼下に

横列孔器列がなく、 すべて縦列。

色彩　頭部は黄色あるいは橙色で、 暗色で

縁どられた 4–5 本のベージュの横帯がは

いる。 最後の横帯は鰓蓋上後端付近で 2
分岐し、 後方の分枝は胸鰭基部にいたる。

分岐点付近での前後両分枝の太さは、 後

方の分枝の方がやや太い。 体はくすんだ

黄褐色で、 体側鱗のスケールポケット外縁

が暗色にならないため、 それにより形成さ

れる網目模様がほとんどない。 背鰭や臀

鰭、 尾鰭はややくすんだ黄色。

分布　日本 （伊豆諸島、 小笠原諸島、 千

葉県以西の本州、 大隅諸島、 琉球列島）

および台湾から記録されている。

備考　フトスジイレズミハゼはイレズミハゼ

P. semidoliata (Valenciennes, 1837) に体

形や体色が酷似するが、 体側に網目模様

がほとんどないこと、 背鰭の軟条数が通常

8 であること、 頭部の淡色横帯の最後のも

のが 2 分岐し、 その分岐点付近での前後

両分枝の太さは、 後方の分枝の方がやや

太いこと等で区別できる。

（渋川浩一）

や暗色がかるが、 それにより形成される網

目模様は不明瞭。 背鰭や臀鰭、 尾鰭は赤

褐色あるいはくすんだ黄色で、外縁は白色。

尾鰭には小暗色点列が散在するが、 明瞭

な列をなさない。

分布　西太平洋の熱帯 ・ 亜熱帯域にかけ

て分布する。 国内では四国、 九州、 大隅

諸島および琉球列島から記録されている。

備考　コクテンベンケイハゼは体形や体色

がベンケイハゼ P. cincta (Regan, 1908)
やコクテンベンケイハゼ P. akihitoi Hoese 
& Larson, 2010 に似るが、 第 2 背鰭起点

下より後方に淡色横帯が 5 本しかないこと

や （他 2 種では 6 本）、 体側の淡色帯がく

すみ、 縁どりもやや不明瞭であること （他

2 種ではより明瞭） 等により区別できる。

体長は最大でも 3 cm ほどと、 他 2 種に比

べやや小さい。

（渋川浩一）

■ フトスジイレズミハゼ　Priolepis latifascima　KPM-NI 30727, 13.1 mm SL
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スズキ目 ハゼ科 イレズミハゼ属

イレズミハゼ
Priolepis semidoliata
(Valenciennes, 1837)

形 態　 背 鰭 VI-I, 9–10 ； 臀 鰭 I, 7 ； 胸 鰭

17–18 ； 縦列鱗 31–32 ； 背鰭前方鱗 0。

体はふと短く、 側扁する。 下顎は上顎より

わずか前方にまで突出する。 舌の前縁は

ほぼ直線的。 鰓孔は広く、 前端は前鰓蓋

後縁下より前方にある。 腹部、 は円鱗で、

のこる体側大半は櫛鱗で被われる。 背鰭

前方部、 腹鰭前方部、 胸鰭基部、 頭部は

無鱗。 第 1 背鰭の第 1–4 棘条は糸状に伸

■ イレズミハゼ　Priolepis semidoliata　KPM-NI 30817, 23.1 mm SL

長する。 胸鰭上部に遊離軟条はない。 腹

鰭は左右癒合するが、 後縁がやや湾入し、

膜蓋はない。 尾鰭は円形で、 頭長よりや

や短い。 頭部に感覚管やその開孔がない。

眼下に横列孔器列がなく、 すべて縦列。

色彩　頭部は黄褐色で、 暗色で縁どられた

5 本のベージュの横帯がはいる。 最後の横

帯は鰓蓋上後端付近で 2 分岐し、 後方の

分枝は胸鰭基部にいたる。 分岐点付近で

の前後両分枝の太さはほぼ同じか、 後方

の分枝の方がやや細い。 体はくすんだ黄

褐色で、 体側鱗のスケールポケット外縁が

わずかに暗色であるため、 それにより形成

される網目模様がやや明瞭。 背鰭や臀鰭、

尾鰭はややくすんだ黄色。

分布　日本 （伊豆諸島、 小笠原諸島、 千

葉県以西の本州、 大隅諸島、 琉球列島）

および台湾から記録されている。

備考　イレズミハゼはフトスジイレズミハゼ

P. latifascima Winterbottom & Burridge, 
1993 に体形や体色が酷似するが、 体側に

やや明瞭な網目模様があることこと、 背鰭

の軟条数が通常 9 であること、 頭部の淡

色横帯の最後のものが 2 分岐し、 その分

岐点付近での前後両分枝の太さはほぼ同

じか、 後方の分枝の方がやや細いこと等で

区別できる。

（渋川浩一）

スズキ目 ハゼ科 ベニハゼ属

ベニハゼ
Trimma caesiura
Jordan & Seale, 1906

形態　背鰭 VI-I, 8 ； 臀鰭 I, 8 ； 胸鰭 17 ；

腹鰭 I, 5 ； 尾鰭分枝鰭条 6+5, 分節鰭条

9+8；縦列鱗 27；横列鱗 6；背鰭前方鱗 6。

両眼間と眼後方に深い溝がある． 第 1 背

鰭棘は伸長しない。 胸鰭中央 7 軟条は分

枝する。 左右の腹鰭間に膜蓋はなく、 癒合

膜は痕跡的、 腹鰭第 5 軟条は二叉し長さ

は第 4 軟条の 55% である。 頬は無鱗、 主

鰓蓋部上部、 胸鰭基底、 腹鰭前方、 腹部

前部腹中線上は円鱗、 第 1 背鰭前方、 項

部、 残る体側は櫛鱗を被る。 背鰭前方の

鱗は左右の眼後縁を結ぶ線に達する。

色彩　生鮮時、 体と鰭の地色は明るいグレ

イ、 鱗鞘前部と鱗縁は明るい赤と黒で二層

に縁取られる。 頭部腹面は明るい赤、背面・

側面に同色の斑紋が散在する。 眼の後方

から第 1 背鰭基底下方の鱗は縁取りがな

く、 ジクザクのグレイの縦線をなす。 第 2
背鰭基底後端に 1 カ所、 尾柄部背面に 1
カ所、 尾柄部腹面に 1 から 2 カ所、 体側

中央数カ所も鱗は縁取りがなくグレイ斑とな

る。 胸鰭基底にグレイの 2 斑、尾鰭基底上・

下部に白斑がある。 垂直鰭にはオレンジか

ら赤の斑点が密在する。

分布　西太平洋、 マーシャル諸島、 サモア

諸島。 国内では伊豆諸島、 静岡県以南の

太平洋沿岸、 大隅諸島、 琉球列島に分布

する。

備考　本項の記載は与論島麦屋水深 6–8 
m で採集された 1 標本 （KPM-NI 30778、

雄、 体長 28.0 mm） に基づく。 観察標本

は Winterbottom & Villa (2003) の T. cae-
siura に一致する。 第 1 背鰭第 2 棘が糸状

に伸長しない、 生時に吻に青系の微小点

が密在しない、 体側の白斑が小さい、 腹

部や臀鰭基底上方の体側に白斑がないな

どで近似のチゴベニハゼ T. naudei Smith, 
1957 と区別可能である。

（鈴木寿之）
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■ ベニハゼ　Trimma caesiura　Male　KPM-NI 30778, 28.0 mm SL

■ ベニハゼ　Trimma caesiura　KPM-NI 30777, 28.7 mm SL

■ ベニハゼ　Trimma caesiura　KPM-NI 30738, 26.2 mm SL

■ ベニハゼ　Trimma caesiura　KPM-NI 30899, 27.9 mm SL

■ ベニハゼ　Trimma caesiura　KPM-NI 30739, 16.9 mm SL

スズキ目 ハゼ科 ベニハゼ属

アオギハゼ
Trimma caudomaculatum
Yoshino & Araga, 1975

形態　背鰭 VI-I, 8 ； 臀鰭 I, 8 ； 胸鰭 14 ；

腹鰭 I, 5 ； 尾鰭分枝鰭条 6+5, 分節鰭条

9+8 ； 縦列鱗 27 ； 横列鱗 8 ； 背鰭前方鱗

10。 両眼間と眼後方に溝がない。 第 1 背

鰭前方に皮質隆起がない。 第 1 背鰭第 2
棘が糸状に著しく伸長し、 倒すと尾柄部ま

で達する。 胸鰭中央 4 軟条は分枝する。

左右の腹鰭間に膜蓋はなく、 癒合膜は痕

跡的、 第 5 軟条は不分枝で長さは第 4 軟

条の約 56% である。 頬、 主鰓蓋部上部、

胸鰭基底、 腹鰭前方、 腹部前部腹中線上

は円鱗、 第 1 背鰭前方、 項部、 残る体側

は櫛鱗を被る。 背鰭前方の鱗は左右の眼

中央を結ぶ線に達する。
■ アオギハゼ　Trimma caudomaculatum　16 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki
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■ アオギハゼ　Trimma caudomaculatum　Male　KAUM–I. 51572, 21.9 mm SL

色彩　生鮮時、体の地色はさえた赤み黄色、

頭部と躯幹部の腹面は白、 背側の鱗はグ

レイで縁取られる。 ライラックの 2 縦帯が、

吻から尾柄部末端、 上顎後端から臀鰭基

底後端まで走る。 尾鰭基底に大きなこい赤

紫斑がある。 背鰭、腹鰭、臀鰭は明るい紫、

中央に太い明るい黄の縦帯がある。 尾鰭

は前半部の鰭条は明るい赤紫とさえた赤み

の黄である。

分布　台湾南部と日本。 国内では伊豆諸

島、 和歌山県、 高知県、 大隅諸島、 琉球

列島から知られる。

備考　本項の記載は与論島前浜海岸水

深 15 m で 採 集 さ れ た 1 標 本 （KAUM–
I. 51572、 雄、 体長 21.9 mm） に基づく。

観察標本は Yoshino & Araga (1975) の T. 
caudomaculata の原記載や図にほぼ一致

する。 ただし、 原記載では胸鰭軟条は分

スズキ目 ハゼ科 ベニハゼ属

アオベニハゼ
Trimma maiandros
Hoese, Winterbottom & Reader, 2011

形態　背鰭 VI-I, 9 ； 臀鰭 I, 8 ； 胸鰭 17 ；

腹鰭 I, 5 ； 尾鰭分枝鰭条 6+5, 分節鰭条

9+8 ； 縦列鱗 25 ； 横列鱗 7 ； 背鰭前方鱗

0。 両眼間と眼後方に浅い溝がある。 第 1
背鰭前方に皮質隆起がない。 第 1 背鰭棘

は伸長しない。胸鰭中央5軟条は分枝する。

左右の腹鰭間に膜蓋と癒合膜はなく、 第 5
軟条は不分枝で長さは第 4 軟条の 34% で

ある。 頬、主鰓蓋部、第 1 背鰭前方、項部、

胸鰭基底は無鱗、、 腹鰭前方、 腹部前部

腹中線上は円鱗、 残る体側は櫛鱗を被る。

色彩　生鮮時、 体の地色はうすい黄、 頭部

はグレイ、 体側鱗はグレイで縁取られる。

頭部から胸鰭基部にかけ 6 個の大きなあ

さい黄の斑紋がある。 体背側に 8 個のあ

さい黄の斑紋、 体側中央から腹側に 9 本

■ アオベニハゼ　Trimma maiandros　KAUM–I. 41104, 13.0 mm SL

のあさい黄の横帯がある。 背鰭と尾鰭の地

色は灰みの白、 背鰭中央にあさい黄の 1
縦帯、 尾鰭前部にあさい黄の斑紋がある。

臀鰭はあさい黄である。

分布　西太平洋、 カロリン諸島、 マーシャ

ル諸島、 サモア諸島。 国内では伊豆諸島、

大隅諸島、 琉球列島に分布する。

備考　本項の記載は与論島シゴー沖水深

2–10 m で採集された 1 標本 （KAUM–I. 
41104、 体長 13.0 mm） に基づく。 生時、

体の地色は青系、 斑紋はオレンジ系であ

る。 観察標本は Hoese et al. (2011) の T. 
maiandros の原記載や図にほぼ一致する。

ただし、 原記載では項部と胸鰭基部に鱗が

あるとされているが、 観察標本では無鱗で

あった。 しかしこれは個体が小さいことから

未発達と考えられる。 生時の体の地色が

青系であることで同属他種と区別可能。

（鈴木寿之）

枝しないとされているが、 観察標本では中

央 4 軟条が分枝していた。 しかし、 ここで

は個体変異と考えた。 体側を青系の 2 縦

帯が走る、 尾鰭基底に大きなこ紫系斑があ

るなどで同属他種と区別可能。 最近まで、

近似の T. tevegae Cohen & Davis, 1969
の新参異名とされてきたが、 本種の第 1 背

鰭第 2 棘が著しく伸張することで、 伸張し

ない T. tevegae と区別可能（Winterbottom, 
2011）。

（鈴木寿之）
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スズキ目 ハゼ科 ベニハゼ属

チゴベニハゼ
Trimma naudei
Smith, 1957

形態　背鰭 VI-I, 8 ； 臀鰭 I, 8 ； 胸鰭 16 ；

腹鰭 I, 5 ； 尾鰭分枝鰭条 6+5, 分節鰭条

9+8 ； 縦列鱗 26 ； 横列鱗 7 ； 背鰭前方鱗

1。 両眼間と眼後方に深い溝がある。 第 1
背鰭前方に低い皮質隆起がある。 第 1 背

鰭第 2 棘がやや伸長する。 胸鰭中央数軟

条は分枝する。左右の腹鰭間に膜蓋はなく、

癒合膜は痕跡的、 第 5 軟条は二叉し長さ

は第 4 軟条の 51% である。 頬、 主鰓蓋部

は無鱗、 胸鰭基底、 腹鰭前方、 腹部前部

腹中線上は円鱗、 項部側面と残る体側は

櫛鱗を被る。 背鰭前方の鱗は主鰓蓋部上

方に 1 鱗のみ、 後部側面の鱗の前端は前

鰓蓋部後端上方をやや越える。

色彩　生鮮時、 体の地色は明るい黄みの

赤、 体側鱗はにぶい赤で縁取られる。 頭

部背面に白の網目状斑、 第１背鰭基底下

方にジクザクの白斑がある。 第 2 背鰭の起

部下と後端下に各1個、尾柄部背面に1個、

腹部から尾部腹側にかけて 5 個、 尾鰭基

■ チゴベニハゼ　Trimma naudei　KAUM–I. 40002, 12.2 mm SL

底上 ・ 下部に各 1 個の白斑がある。 胸鰭

基底にうすいスカイの 2 斑がある。 垂直鰭

はうすいピンク、 基底に明るい黄みの赤斑

がある。

分布　インド ・ 西太平洋、 マーシャル諸島。

国内では大隅諸島と琉球列島からのみ知

られる。

備考　本項の記載は与論島麦屋水深0.5–1 
m で採集された 1 標本 （KAUM–I. 40002、

体長 12.2 mm） に基づく。 観察標本は

Winterbottom & Villa (2004) の T. naudei
にほぼ一致する。 ただし、 記載では主鰓蓋

部に鱗があるとされているが、 観察標本で

はなかった。 しかし、 これは個体が小さい

ことから未発達と考えた。 第 1 背鰭第 2 棘

が糸状に伸長する、 生時、 吻に青系の微

小点が密在する、 腹部から尾部腹側にか

けて白斑が縦列するなどで近似のベニハゼ

T. caesiura Jordan & Seale, 1906 と区別

可能。 胸鰭基底の弓形の黒斑や眼下の垂

線の有無には個体変異があり識別形質に

はならない。

（鈴木寿之）

■ チゴベニハゼ　Trimma naudei　KPM-NI 30740, 8.9 mm SL

スズキ目 ハゼ科 ベニハゼ属

オキナワベニハゼ
Trimma okinawae
(Aoyagi, 1949)

形態　背鰭 VI-I, 9 ； 臀鰭 I, 9 ； 胸鰭 17 ；

腹鰭 I, 5 ； 尾鰭分枝鰭条 6+5, 分節鰭条

9+8 ； 縦列鱗 26 ； 横列鱗 7 ； 背鰭前方鱗

1。 両眼間と眼後方に深い溝がある。 第 1
背鰭前方に皮質隆起がない。 第 1 背鰭棘

は伸長しない。胸鰭中央8軟条は分枝する。

左右の腹鰭間に膜蓋はなく、 癒合膜は痕

跡的、 第 5 軟条は不分枝で長さは第 4 軟

■ オキナワベニハゼ　Trimma okinawae　KPM-NI 30737, 24.0 mm SL
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■ オキナワベニハゼ　Trimma okinawae　Female　KPM-NI 30900, 22.4 mm SL

条の 50% である。 頬、 主鰓蓋部は無鱗、

胸鰭基底、 腹鰭前方、 腹部前部腹中線上

は円鱗、 項部側面と残る体側は櫛鱗を被

る。 背鰭前方の鱗は主鰓蓋部上方に 1 鱗

のみ、 項部側面の鱗の前端は前鰓蓋部後

端上方にわずかに達しない。

色彩　生鮮時、 体の地色はこいピンク、 明

るい赤みのオレンジ斑が密在する。 眼下と

前鰓蓋骨後縁に 3 本の明るい赤みのオレ

ンジの垂帯がある。 各鰭は灰みのピンク、

鰭膜には微小白点が密在し、 垂直鰭には

あさい黄の斑紋が散在する。

分布　西太平洋、 オーストラリア北西岸。

国内では伊豆諸島、 小笠原諸島、 静岡県

以南の南日本、 大隅諸島、 琉球列島に分

布する。

備考　本項の記載は与論島麦屋水深 7 m
で採集された 1 標本 （KPM-NI 30900、雌、

体長 22.4 mm） に基づく。 観察標本は

Aoyagi (1949) のオキナワベニハゼ Eviota 

スズキ目 ハゼ科 シマイソハゼ属

アシナガシマイソハゼ（新称）
Trimmatom macropodus
Winterbottom, 1989

標本　KPM-NI 30775、 体長 11.4 mm、 鹿

児島県大島郡与論町麦屋沖 （北緯 27 度

01 分 13 秒、 東 経 128 度 26 分 30 秒 ）、

水深 6–8 m、 2012 年 8 月１4 日、 タモ網、

瀬能　宏 ・ 内野啓道。

形態　背鰭 VI-I, 8 ； 臀鰭 I, 7 ； 胸鰭 12 ；

腹鰭 I, 5 ； 尾鰭分枝鰭条 6+5, 分節鰭条

9+8 ； 縦列鱗 23 ； 横列鱗 4 ； 背鰭前方鱗

0。 鰓孔はやや狭く、 下端は前鰓蓋骨後縁

下に達する。 頭部感覚管はない。 第 1 背

鰭 2 棘は最長であるが糸状に伸張しない。

第 2 背鰭と臀鰭は最後の軟条をのぞく全

ての軟条、 胸鰭は全ての軟条が分枝しな

い。 左右の腹鰭間に膜蓋と癒合膜がなく、

第 1–2 軟条 （右側は 1–3 軟条） は二叉、

第 3–4 棘は不分枝 （右側は 4 軟条）、 第

4 軟条は著しく伸張して後端は尾柄部に達

し、 第 5 軟条は短くその長さは第 4 軟条の

15%、 各軟条間の鰭膜は発達が悪い。 胸

鰭基底上端と第 2 背鰭後端を結ぶ線より前

方、 胸鰭基底、 腹鰭前方、 臀鰭基底上方

は無鱗、 残りの体側は櫛鱗、 腹部は円鱗

を被る。

色彩　生鮮時、 体と鰭の地色は半透明 ・

灰みの白である。 躯幹部表面に明るい赤

の小点が密在し、 尾部表面はうすい黄が

かり、 尾柄部の体側鱗のいくつかはグレイ

で縁取られる。 虹彩は明るい赤みのオレン

ジ、 眼から 2 本のグレイの小点が混じった

あさい黄の垂線、 頭部後半部にグレイとあ

さい黄の小点が散在する。 腹膜上部はあさ

いブラウンから黒、 脊柱はグレイで所々に

同色の棘状模様がある。 臀鰭基底上方に

2 個、 尾柄部腹中線上に 3 個のグレイ斑

がある。 垂直鰭基底はつよい赤みのオレン

ジである。

分布　台湾、 フィリピン、 サンゴ海、 グレイ

トバリアリーフ。 国内では与論島と西表島

から記録された。

備考　本項の記載は与論島麦屋水深 6–8 
m で採集された 1 標本 （KPM-NI 30775、

体長 11.4 mm） に基づく。 観察標本は T. 
macropodus の原記載や図にほぼ一致す

る。 ただし、 原記載では腹鰭第 3 軟条は

分枝するとされているが、 観察標本の左側

では不分枝であった。 しかし、 右側が分枝

することからこれを変異と考えた。 色彩は

鈴木ほか （2004） のシマイソハゼ属の 1
種 2 に一致する。 体側鱗がある、 腹鰭第

1–3 軟条が分枝するなどで同属他種と区別

可能。 本報告は T. macropodus の日本に

おける初めての記録となる。 本種の腹鰭第

4 軟条が著しく長いことに因み新標準和名

アシナガシマイソハゼを提唱する。

（鈴木寿之）

■ オキナワベニハゼ　Trimma okinawae　KPM-NI 30743, 10.1 mm SL

caesiura okinawae の原記載に一致する。

頭部に 3 本のオレンジ系の垂帯がある、

体にオレンジ系斑が密在するなどで同属他

種と区別可能。

（鈴木寿之）
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■ アシナガシマイソハゼ （新称）　Trimmatom macropodus　KPM-NI 30775, 11.4 mm SL

■ シマイソハゼ　Trimmatom sp.　Male　KAUM–I. 51570, 18.4 mm SL
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スズキ目 ハゼ科 シマイソハゼ属

シマイソハゼ
Trimmatom sp.

形態　背鰭 VI-I, 9 ； 臀鰭 I, 10 ； 胸鰭 19 ；

腹鰭 I, 5 ； 尾鰭分枝鰭条 6+5, 分節鰭条

9+8；縦列鱗 23；横列鱗 6；背鰭前方鱗 0。

鰓孔は広く、 下端は眼の後縁下に達する。

頭部感覚管はない。 第 1 背鰭第 2 棘は糸

状に伸張し、 後端は倒すと尾柄部に達す

る。 第 2 背鰭と臀鰭は最後の軟条をのぞく

全ての軟条、 胸鰭は全ての軟条が分枝し

ない。左右の腹鰭間に膜蓋と癒合膜がなく、

第 1–4 軟条は二叉し、 第 5 軟条は不分岐

で短くその長さは第 4 軟条の 18%、 各軟

条間の鰭膜は発達が悪い。 胸鰭基底上端

と第 1 背鰭第 6 棘基部を結ぶ線より前方、

胸鰭基底、 腹鰭前方、 臀鰭基底上方は無

鱗、 残りの体側には櫛鱗、 腹部には円鱗

を被る。

色彩　生鮮時、 体の地色はグレイ、 吻から

頭部腹側はあさい黄みのオレンジである。

頭部に 2 本、 体側に 6 本のさえた黄みの

赤の横帯がある。 体側の最初の横帯は第

1 背鰭起点に始まり、 最後の 2 横帯は下

半分でつながる。 胸鰭基底にさえた黄みの

赤の横斑がある。 各鰭の鰭条はさえた黄

みの赤、 鰭膜は半透明である。

分布　大隅諸島と琉球列島。

備考　本項の記載は与論島前浜海岸水

深 15 m で 採 集 さ れ た 1 標 本 （KAUM–
I. 51570、 雄、 体長 18.4 mm） に基づく。

観察標本は明仁ほか （2013） や鈴木ほか

（2004） のシマイソハゼ Trimmatom sp. に

一致する。 第 1 背鰭第 2 棘が伸張する、

生時や鮮時に第 1 背鰭前部下の赤系横帯

は同鰭起部より前に出ないなどで、 同棘が

伸張せず、 同横帯が起部より前に出る近

似のスジシマイソハゼ T. pharus Winter-
bottom, 2001 と区別可能。

（鈴木寿之）

■ サザナミハゼ　Valenciennea longipinnis　KAUM–I. 47947, 65.1 mm SL

■ サザナミハゼ　Valenciennea longipinnis　KAUM–I. 47953, 79.4 mm SL

■ サザナミハゼ　Valenciennea longipinnis　KPM-NI 30837, 72.6 mm SL

■ サザナミハゼ　Valenciennea longipinnis　NSMT-P 110341, 68.3 mm SL
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スズキ目 ハゼ科 クロイトハゼ属

サザナミハゼ
Valenciennea longipinnis
(Lay & Bennett, 1839)

形態　背鰭 VI-I, 12–13; 臀鰭 I, 11–13; 胸
鰭 19–22; 腹鰭 I, 5; 縦列鱗 80–121; 横列

鱗 30–46; 背鰭前方鱗 0; 脊椎骨 10+16。

体は細長く、 前部では円筒形に近く、 後方

ほど側扁する。 吻は丸い。 頭部の感覚管

は、 前眼肩甲管に開口 B' C(S) D(S) E F 
G H'、 後眼肩甲管に開口 K' L'、 前鰓蓋管

に開口 M' N O' がある。 鰓孔は狭く、 主鰓

蓋骨中央下に達しない。 頭部は無鱗だが、

体側被鱗域の前部は主鰓蓋上方に達する。

体は後方のものほどやや大きくなる小さな

櫛鱗で被われる。 ただし、 体側被鱗域の

前部、胸部、腹部では埋没傾向のある円鱗。

第 1 背鰭は第 2 背鰭よりもやや高く、 伸長

鰭条を欠き、 外縁は概ね円い。 左右の腹

鰭は 2 分し、 膜蓋や癒合膜を欠く。 尾鰭は

大きな個体では菱形。

色彩　生時の体色は、 体の地色が灰みの

白から黄色あるいは茶色みを帯びた灰色。

頭部側面に 3 本の赤橙色縦線がある。 後

頭部から尾柄にかけての体側背部に 3 本

の赤橙色縦線あるいは縦点列がある。 同

様な 1 縦線が胸鰭基底から尾鰭基底にか

けての体側正中よりやや下方を走る。 この

縦線上に眼径よりやや小さな赤色楕円形斑

が 5 個並び、 それぞれの斑は上部を除き

逆Ω字状の水色線で縁取られる。 第 1 背

鰭は 3-5 本の赤橙色の斜走縦線があるが、

部分的に虫食い状になることもある。 上縁

前部は白く縁取られ、 第 4 棘の先端付近

に 1 小黒斑を持つ場合が多い。

分布　オーストラリア北西岸、 西太平洋の

熱帯 ・ 亜熱帯域に分布する。 国内では駿

河湾以南の南日本、 大隅諸島、 与論島以

南の琉球列島から知られる。

備考　本種を含めてクロイトハゼ属の計

数値は背鰭前方鱗数と脊椎骨数を除き、

Hoese & Larson (1994) に基づく。本種は、

体側に逆 O 字状の水色線で縁取られる楕

円形斑が並ぶことで、 日本産の同属他種

から容易に識別できる。 本種は礁池内の

汀線近くのごく浅い砂底に単独またはペア

でで生息する。 海底に巣穴を掘り、 巣穴の

すぐ近くでホバリングするが、 危険を察知

すると素早く巣穴に逃げ込む。

（瀬能　宏）

■ サザナミハゼ　Valenciennea longipinnis　KAUM–I. 47952, 42.8 mm SL

スズキ目 ハゼ科 クロイトハゼ属

オトメハゼ
Valenciennea puellaris
(Tomiyama, 1956)

形態　背鰭 VI-I, 11–13; 臀鰭 I, 11–13; 胸
鰭 19–22; 腹鰭 I, 5; 縦列鱗 72–91; 横列

鱗 21–33; 背鰭前方鱗 0; 脊椎骨 10+16。

体は細長く、 前部では円筒形に近く、 後方

ほど側扁する。吻は丸い。頭部の感覚管は、

前眼肩甲管に開口 B' C(S) D(S) E F G H'、
後眼肩甲管に開口 K' L'、 前鰓蓋管に開口

M' N O' がある。 鰓孔は狭く、 主鰓蓋骨中

央下に達しない。 頭部は無鱗。 体は後方

のものほどやや大きくなる小さな櫛鱗で被

われる。 ただし、体側被鱗域の前部、胸部、

■ オトメハゼ　Valenciennea puellaris　17 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki

腹部では埋没傾向のある円鱗。 第 1 背鰭

は三角形で、 第 2 背鰭よりも高く、 第 3 棘

が糸状に伸長する。 左右の腹鰭は 2 分し、

膜蓋や癒合膜を欠く。

色彩　生時の体色は、 体の地色が灰みの

白から黄色あるいは茶色みを帯びた灰色。

頭部側面に水色の点状あるいは破線状の

縦列斑が 3 列ある。 鰓蓋上部から尾柄上

部にかけての体側に、 眼径大の橙色の 1
縦列斑がある。 体背部には瞳孔大の橙色

の小斑点が散在する。 鰓蓋後縁から胸鰭

基底中央よりわずか下を通り尾鰭基底に至

る橙色の 1 縦線あるいは縦点列がある。 こ

れら体の橙色斑や橙色縦線は水色で縁取

られる傾向がある。 第 1 背鰭に橙色の小

斑点が散在する。 第 2 背鰭の基底近くに

橙色の 1 縦点列がある。 幼魚は体側の斑

紋がすべて斑点状で、 背鰭第 3 棘の伸長

部が白い。

分布　ポナペ島、 サモア諸島、 インド ・ 西

太平洋の熱帯 ・ 亜熱帯域に分布する。 国

内では小笠原諸島、 千葉県館山以南の南

日本、 大隅諸島、 琉球列島から知られる。

備考　本種は体側上半に橙色の斑点、 下

半に橙色の縦点列あるいは縦線があること

で、 日本産の同属他種からの識別は容易

である。 礁池や礁斜面などサンゴ礁の砂底

あるいは砂礫底に単独またはペアで生息す

る。 海底に巣穴を掘り、 巣穴のすぐ近くで

ホバリングするが、 危険を察知すると素早

く巣穴に逃げ込む。

（瀬能　宏）
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Gobiidae
Gobies

スズキ目 ハゼ科 クロイトハゼ属

アカハチハゼ
Valenciennea strigata
(Broussonet, 1782)

形 態　 背 鰭 VI-I, 17–19; 臀 鰭 I, 16–19; 
胸鰭 20–23; 腹鰭 I, 5; 縦列鱗 101–126; 
横 列 鱗 28–40; 背 鰭 前 方 鱗 0; 脊 椎 骨

10+16。 体は細長く、 前部では円筒形に近

く、 後方ほど側扁する。 吻は丸い。 頭部

の感覚管は、 前眼肩甲管に開口 B' C(S) 
D(S) E F G H'、 後眼肩甲管に開口 K' L'、
前鰓蓋管に開口 M' N O' がある。 鰓孔は

狭く、 主鰓蓋骨中央下に達しない。 頭部は

無鱗。 体は後方のものほどやや大きくなる

小さな櫛鱗で被われる。 ただし、 体側被鱗

域の前部、 胸部、 腹部では埋没傾向のあ

る円鱗。 第 1 背鰭は三角形で、 第 2 背鰭

よりもわずかに高い程度だが、 第 2–4 棘

が糸状に伸長する。 左右の腹鰭は 2 分し、

膜蓋や癒合膜を欠く。

色彩　生時の体色は、 体がほぼ一様に灰

色で、わずかに青みあるいは赤みを帯びる。

後頭部から項部にかけてやや濃く、 腹部は

淡い。 成魚は吻から眼、 鰓蓋にかけて黄

色いが、 稀に黄色くない場合もある。 頬か

ら鰓蓋上部にかけて黒い縁取りのある水色

の 1 斜走縦線がある。 第 1 背鰭に 3 本、

第 2 背鰭に 4 本、 尾鰭の上 ・ 下葉に 1 本

ずつ、 臀鰭の縁辺近くに 1 本の淡い桃色

縦線があるが、 水中では目立たない。 幼

魚は頭部の地色全体が黄色い。

分布　インド ・ 太平洋の熱帯 ・ 亜熱帯域に

分布する。 伊豆 ・ 小笠原諸島、 千葉県鴨

川以南の南日本、 大隅諸島、 琉球列島か

ら知られる。

備考　本種は頭部に水色の 1 斜走縦線が

あること、 躯幹部から尾部にかけて特徴的

な斑紋を欠くことで、 日本産の同属他種か

■ アカハチハゼ　Valenciennea strigata　KAUM–I. 40351, 83.9 mm SL

ら容易に識別できる。 礁池や礁斜面などサ

ンゴ礁の砂底あるいは砂礫底に単独または

ペアで生息する。 海底に巣穴を掘り、 巣穴

のすぐ近くでホバリングするが、 危険を察

知すると素早く巣穴に逃げ込む。

（瀬能　宏）

■ アカハチハゼ　Valenciennea strigata　BSKU 106110, 85.0 mm SL

■ アカハチハゼ　Valenciennea strigata　16 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki
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■ コモンヤツシハゼ　Vanderhorstia sp. 2　KPM-NI 30852, 49.1 mm SL

■ コモンヤツシハゼ　Vanderhorstia sp. 2　KPM-NI 30814, 27.7 mm SL

■ コモンヤツシハゼ　Vanderhorstia sp. 2
KPM-NI 30842, 26.3 mm SL

スズキ目 ハゼ科 ヤツシハゼ属

コモンヤツシハゼ
Vanderhorstia sp. 2
sensu Akihito et al. (2013)

形態　背鰭 VI-I, 12–13; 臀鰭 I, 13; 胸鰭

17–19; 腹鰭 I, 5; 縦列鱗 50–58; 横列鱗

14–16; 背鰭前方鱗 0; 脊椎骨 10+16。 体

は細長く、 前方では円筒形に近く、 後方ほ

ど側扁する。 頭部の感覚管は、 前眼肩甲

管に開口 B' C(S) D(S) E F G H'、 後眼肩

甲管に開口 K' L'、 前鰓蓋管に開口 M' N 
O' がある。 鰓孔は前鰓蓋骨後縁と眼の後

縁の中央下に達する。 頭部は無鱗。 躯幹

部から尾部にかけて後方ほど大きい円鱗で

被われる。 第 1 背鰭は第 2 背鰭よりもや

や高く、第 1 背鰭第 3 棘は糸状に伸長する。

尾鰭は前後に長く、 上葉後縁はやや尖る。

腹鰭は吸盤状で、 膜蓋と癒合膜が発達す

る。

色彩　鮮時の体色は、 体の地色が緑みを

帯びた黄色で、 体側下半では淡く、 胸部や

腹部は白い。 頭部は青く縁取られた黄色小

斑が側面から背面にかけて斜走縦列斑を

形成する。 躯幹部から尾部にかけての体

側に黄色や茶色、 あるいは部分的に赤み

を帯びた小斑が多数ある。 背部の斑紋は

小さく、 部分的に青く縁取られ、 対状の斑

紋が 1 縦点列をなす。 体側正中の斑紋は

やや大きく、 1 縦点列をなし、 それぞれの

斑紋の青い縁取りは横線状。 腹部にも同

様な 3 個の斑紋があり、 それぞれの斑紋

は青い縁取りも含めて横帯状。 第 1 背鰭

には基底近くに茶色と水色の弧状 2 重縦線

があり、 その後端は第 5 棘上で茶色の 1
小斑として終わる。 第 2 背鰭正中に黄色あ

るいは橙色の小縦列斑がある。 尾鰭には

基底近くに青く縁取られる橙色小斑が 1 横

帯を形成する。 臀鰭は正中付近に水色と

橙色の 2 重縦線があり、 その縁辺側は灰

みを帯びる。 腹鰭は縁辺が灰みを帯びた

白色で、 黄色の地に青色小斑点が密在す

る。

分布　ボルネオ島、 バリ島、 サイパン島。

国内では伊豆諸島、 相模湾以南の南日本、

大隅諸島、 琉球列島から知られる。

備考　本種は鈴木ほか （2004） にヤツシ

ハゼ属の 1 種 –2 として掲載されたハゼ

で、 標準和名は明仁ほか （2013） によ

り与えられた。 鈴木ほか （2004） では V. 

ornatissima Smith, 1959 に同定される可

能性が示唆されたが、 明仁ほか （2013）

によれば Smith (1959) の原記載とは縦列

鱗数や横列鱗数に違いがあり、 学名につ

いては検討中であるという。 本種の腹鰭の

縁辺は灰みを帯びた白色で、 橙色の縁取

りや環状の青色線がなく、 黄色の地に青色

小斑点が密在する。 また、 体側の斑紋は

細かくて大小の差が小さく、 成魚では青色

の縁取りと合わせて横帯あるいは横列斑を

作る傾向がある。 しかしながら、 分類学的

に未解決の種が複数知られており、 腹鰭

の色彩以外の特徴で識別することは難しい

場合がある。 礁池内の藻場など、 サンゴ

礁域浅所の砂泥底に単独またはペアで生

息し、 テッポウエビ類と共生する。 危険を

察知すると巣穴に逃げ込むが、 巣穴を放

棄することもある。

（瀬能　宏）

■ コモンヤツシハゼ　Vanderhorstia sp. 2
KPM-NI 30845, 22.6 mm SL

■ コモンヤツシハゼ　Vanderhorstia sp. 2
KPM-NI 30844, 22.5 mm SL
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Microdesmidae / Ptereleotridae
Dartfishes

スズキ目 オオメワラスボ科 オオメワラスボ属

オオメワラスボ
Gunnellichthys pleurotaenia
Bleeker, 1858

形態　背鰭 XX, 38–40; 臀鰭 37–38; 胸鰭

12–13; 腹鰭 I, 4; 脊椎骨 24–25+33。 体は

著しく細長く、 やや側扁する。 口は上位で、

口裂は斜行する。 下顎は厚く、 先端は軟ら

かく丸い。 前鼻孔と後鼻孔は互いに離れ、

それぞれ短い鼻管を備える。 頭部に感覚

管の開口を欠く。 鰓孔は狭く、 前端は鰓蓋

中央下に達する。 頬から鰓蓋および後頭

部から項部、 体側に微細な埋没鱗が敷石

状に散在する。 背鰭は 1 基で、 胸鰭基底

上方よりもわずか後方から始まり、 尾鰭基

底よりもわずか前方で終わる。 棘条部は軟

条部よりもわずかに低い。 臀鰭は背鰭軟条

部よりもわずかに高く、 背鰭最後軟条と相

■ オオメワラスボ　Gunnellichthys pleurotaenia　KPM-NI 30851, 58.5 mm SL

対した位置で終わる。 胸鰭は長卵形。 腹

鰭は小さく、 左右に 2 分する。 それぞれの

基底は接近するが、 癒合膜を欠く。 尾鰭は

円く、 後縁中央がわずかに角張る。

色彩　体色は、 頭部から躯幹部にかけての

地色が白あるいは黄色みを帯びた白。 尾

部は、 前方では躯幹部と同色で、 後方ほ

ど黄色みを増し、 後半では鮮やかな黄色。

下顎先端から眼、 鰓孔上端直上を経て、

尾鰭基底中央に至る灰みを帯びた茶色い 1
縦線がある。この縦線は躯幹部でやや淡く、

尾部後方ではほぼ黒色。 同様な 1 縦線が

上唇を除く吻背面から背鰭基底にかけての

背中線上にあり、 頭部では濃い。 背鰭は

透明で、 第 1 棘先端付近から後方へ、 灰

みを帯びた茶色い 1 縦線が鰭の中央付近

を走り、 背鰭軟条部後方まで延長する。 こ

の縦線よりも下方の鰭は黄色。 臀鰭は全

体が黄色く、 縁辺側の約 3 分の 1 が透明。

尾鰭は上 ・ 下葉のそれぞれ外側が透明で、

残りの部分は黄色。 基底中央から後方に

向かって、 始部に黒斑を持つ橙色の噴射

状斑がある。 胸鰭は透明。 腹鰭は白い。

分布　西 ・ 中央太平洋の熱帯 ・ 亜熱帯海

域に分布する。 国内では与論島以南の琉

球列島から記録されている。

備考　尾鰭基底を被う 1 黒斑がないこと、

鰓蓋上部に 1 黒斑がないこと、 下顎先端

が丸いこと、 体側に灰みを帯びた茶色 （固

定後は黒） の 1 縦線があることで、 日本産

の同属他種からの識別は容易である。 礁

池などごく浅いサンゴ礁域の藻場やその周

辺の砂底に単独で生息し、 海底からわず

か上方を体をくねらせながら泳ぐ。 危険を

察知すると垂直に掘られた無脊椎動物の巣

穴などに素早く逃げ込む。

（瀬能　宏）

スズキ目 クロユリハゼ科 ハタタテハゼ属

ハタタテハゼ
Nemateleotris magnifica
Fowler, 1938

形態　背鰭 VI-I, 28–32; 臀鰭 I, 27–30; 胸
鰭 19–20; 腹鰭 I, 5; 縦列鱗約 110–130; 
背鰭前方鱗 0; 脊椎骨 10+16。 体はやや

細長く、 よく側扁する。 吻端は丸い。 頭

部の感覚管は、 前眼肩甲管に開口 B' C 
D(S) E F H'、 前鰓蓋管に開口 M' N O' が
ある。 眼隔域から第 1 背鰭起部までの背

中線上に肉質の隆起縁が発達する。 鰓孔

は前鰓蓋後縁下に達する。 体前半は埋没

傾向のある小円鱗で被われる。 後半は後

方ほど大きい弱い櫛鱗で被われる。 第 1
背鰭は前半の鰭条が長く、 特に第 1 ・ 第 2
棘は著しく伸長する。 後半は第 2 背鰭より

も著しく低い。 腹鰭はやや長く、 左右に 2
分する。 左右の基底は接近するが、 癒合

膜はない。

色彩　頭部は前半が黄色い。 頭部後半か

ら体側前半にかけて淡い紅藤色。 眼の後

方の頭部側面に赤紫色の小斑点が散在す

る。 体側後半は橙色で、 後方ほど赤みを

増し、 尾柄部では黒ずむ。 第 1 背鰭は前

縁が橙色で、 伸長部の鰭膜は淡黄色。 背・

臀 ・ 尾鰭は橙黄色あるいは赤橙色で、 背 ・

臀鰭から尾鰭にかけて青灰色の縦線があ

る。 これら縦線の外側の鰭は黒ずむ。

分布　インド ・ 太平洋の熱帯 ・ 亜熱帯域に

分布する。 国内では伊豆 ・ 小笠原諸島、

千葉県鴨川以南の南日本、 大隅諸島、 琉

球列島から知られる。

備考　背鰭前方鱗数と脊椎骨数を除く計数

値は Randall & Allen (1973) に基づく。 本

種は、 第 1 背鰭前部の鰭条が著しく伸長

する、 背鰭伸長部は前縁を除いて全体が

淡黄色、 腹鰭全体が淡黄色、 体側後半は

明るい橙色といった特徴により、 日本産の

同属他種から容易に識別できる。 礁斜面

のガレ場の砂底に単独またはペアで生息

し、 海底から少し上でホバリングしながら潮

に乗って流れてくるプランクトン動物を捕食

する。 危険を察知すると大きな礫下に素早

く隠れる。

（瀬能　宏）

■ ハタタテハゼ　Nemateleotris magnifica　KAUM–I. 41105, 28.3 mm SL
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Dartfishes

■ ハタタテハゼ　Nemateleotris magnifica　18 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki

スズキ目 クロユリハゼ科 クロユリハゼ属

クロユリハゼ
Ptereleotris evides
(Jordan & Hubbs, 1925)

形態　背鰭 VI-I, 23–26; 臀鰭 I, 23–26; 胸
鰭 21–24; 腹鰭 I, 4; 縦列鱗 >150; 横列鱗

>40; 背鰭前方鱗 25; 脊椎骨 10+16。 体は

やや細長く、 側扁する。 吻端はやや尖る。

頤後方に肉質突起がない。 頭部の感覚管

は、 前眼肩甲管に開口 B' D(S) E F H'、
前鰓蓋管に開口 M' O' がある。 背鰭前方

の背中線上に肉質隆起縁がない。 鰓孔は

鰓蓋中央下と前鰓蓋後縁下の間に達する。

■ クロユリハゼ　Ptereleotris evides　KAUM–I. 58486, 81.3 mm SL

■ クロユリハゼ　Ptereleotris evides　BSKU 106109, 88.0 mm SL
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Ptereleotrididae
Dartfishes

体は埋没傾向のある小円鱗で被われるが、

体後方の鱗には少数の弱い櫛鱗が混在す

る。 垂直鰭は比較的高いが、 伸長鰭条を

欠く。 尾鰭後縁は湾入する。 左右の基底

は接近するが、 癒合膜はない。

色彩　生時、 体色は体前半が淡い青緑色、

後半は第 2 背鰭と臀鰭を含めて黒い。 第

1 背鰭は淡い赤みを帯びた灰色で、 上部

に淡い黄色域がある。 尾鰭は透明で、 上 ・

下縁は黒く縁取られる。 幼魚は垂直鰭の

縁辺が黒く、 第 1 背鰭、 第 2 背鰭の前部、

尾柄から尾鰭基底の上部にかけて黄色。

また、 尾鰭基底下部に眼径もしくはそれよ

りも大きい 1 黒色縦斑がある。

分布　インド ・ 太平洋の熱帯 ・ 亜熱帯域に

分布する。 国内では伊豆 ・ 小笠原諸島、

千葉県勝浦以南の南日本、 大隅諸島、 琉

球列島から知られる。

備考　本種を含めてクロユリハゼ属の計数

値は鱗数と脊椎骨数を除き、 Randall & 
Hoese (1985) に基づく。 本種は、 尾鰭上・

下縁が黒く縁取られること、 成魚は体後半

が第 2 背鰭 ・ 臀鰭とともに黒ずむこと、 幼

魚は尾鰭基底下部に 1 黒色縦斑をもつこ

とにより、 同属他種から容易に識別できる。

サンゴ礁域浅所の底層から中層に単独ま

たはペアで生息する。 幼魚は群れを作る。

（瀬能　宏）

■ クロユリハゼ　Ptereleotris evides　KAUM–I. 41229, 31.9 mm SL

■ クロユリハゼ　Ptereleotris evides　17 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki

■ クロユリハゼ　Ptereleotris evides　16 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki
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スズキ目 クロユリハゼ科 クロユリハゼ属

オグロクロユリハゼ
Ptereleotris heteroptera
(Bleeker, 1855)

形態　背鰭 VI-I, 29–33; 臀鰭 I, 27–30; 胸
鰭 21–24; 腹鰭 I, 4; 縦列鱗 >150; 横列鱗

>40; 背鰭前方鱗 28; 脊椎骨 10+16。 体は

細長く、 側扁する。 吻端はやや尖る。 頤

後方に肉質突起がない。 頭部の感覚管は、

前眼肩甲管に開口 B' D(S) E F H'、 前鰓

蓋管に開口 M' O' がある。 背鰭前方の背

中線上に肉質隆起縁がない。 鰓孔は鰓蓋

中央下に達する。 体は埋没傾向のある小

円鱗で被われる。 垂直鰭は低く、 伸長鰭

条を欠く。 尾鰭後縁は湾入する。 左右の基

底は接近するが、 癒合膜はない。

色彩　生時、 体色は淡い青緑色で、 腹部

は白い。 第 1 ・ 第 2 背鰭と臀鰭はほぼ無

■ オグロクロユリハゼ　Ptereleotris heteroptera　17 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki

色透明で、 各鰭の基底付近に沿って不明

瞭な黄色縦線がある。 尾鰭はわずかに黄

色みを帯び、 中央後方に眼径よりも大きな

1 黒色縦斑がある。

分布　インド ・ 太平洋の熱帯 ・ 亜熱帯域に

分布する。 国内では伊豆 ・ 小笠原諸島、

千葉県館山以南の南日本、 大隅諸島、 琉

球列島から知られる。

備考　尾鰭中央後半に 1 黒色縦斑をもつこ

とで同属他種から容易に識別できる。 サン

ゴ礁域浅所の底層から中層を群れで遊泳

する。 危険を察知すると大きな礫下などに

一斉に逃げ込む。

（瀬能　宏）

スズキ目 クロユリハゼ科 クロユリハゼ属

ゼブラハゼ
Ptereleotris zebra
(Fowler, 1938)

形態　背鰭 VI-I, 27–29; 臀鰭 I, 25–28; 胸
鰭 23–26; 腹鰭 I, 4; 縦列鱗 >130; 横列鱗

>35; 背鰭前方鱗 0; 脊椎骨 10+16。 体は

やや細長く、 側扁する。 吻端はやや尖る。

頤後方に肉質突起がある。 頭部の感覚管

は、 前眼肩甲管に開口 B' D(S) E F H'、
前鰓蓋管に開口 M' O' がある。 背鰭前方

の背中線上に肉質隆起縁がない。 鰓孔は

鰓蓋中央下に達する。 体は埋没傾向のあ

る小円鱗で被われる。 背鰭は低く、 第 1 背

鰭は横長の平行四辺形に近い。 垂直鰭に

伸長鰭条を欠く。 尾鰭後縁は截形もしくは

わずかに湾入する。 左右の基底は接近す

るが、 癒合膜はない。

■ ゼブラハゼ　Ptereleotris zebra　KAUM–I. 51385, 65.6 mm SL

色彩　生時、 体色は青緑色で、 体側に多

数の黄色あるいは桃色横線がある。 各横

線は青色で縁取られる。 眼から下顎後部

にかけて斜走横帯状に黒ずむ。 胸鰭基底

に 2 本の青色横線があり、 その間は赤い。

第 1 ・ 第 2 背鰭は黄色く、 縁辺は濃赤紫

色と水色の 2 重縦線によって縁取られる。

また、 基底に沿って水色の縦線がある。 臀

鰭は黄色く、 縁辺は幅広い赤色縦帯によっ

て縁取られる。 尾鰭はわずかに黄色みを

帯び、 特徴的な斑紋を欠く。

分布　インド ・ 太平洋の熱帯 ・ 亜熱帯域に

分布する。 国内では伊豆 ・ 小笠原諸島、

相模湾以南の南日本、 琉球列島から知ら

れる。

備考　本種は、 体側に多数の横線をもつこ

とで、 同属他種から容易に識別できる。 サ

ンゴ礁域浅所の底層から中層を群れで遊

泳する。 危険を察知すると大きな礫下など

に一斉に逃げ込む。

（瀬能　宏）

■ ゼブラハゼ　Ptereleotris zebra　NSMT-P 110462, 30.9 mm SL
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Ephippidae
Spadefishes

スズキ目 マンジュウダイ科 ツバメウオ属

ナンヨウツバメウオ
Platax orbicularis
(Forsskål, 1775)

形態　背鰭 V, 35–37 ； 臀鰭 III, 26–27 ； 胸

鰭 17–18 ； 側線有孔鱗 46–50。 体は強く

側扁し、 吻はやや尖る。 背鰭の棘条部と

軟条部の間に欠刻がない。 下顎下面に 5
対の小孔がある。 最外列顎歯の中央尖頭

は左右両脇の歯より大きい。

色彩　幼魚は黄色もしくは赤茶色。 20 cm
以上の成魚は茶褐色で、 眼と胸鰭基底上

を走る 2 本の暗色横帯がある。 暗色横帯

に小黒斑がみられる。 成魚の腹鰭は黒色。

分布　ハワイ諸島を除くインド ・ 太平洋。 国

内では岩手県以南の太平洋沿岸、 伊豆諸

島、 大隅諸島、 琉球列島に分布する。

備考　幼魚は落ち葉に擬態して漂流する。

マングローブ域にもみられる。 全長 50 cm
に達する。

（西　大樹）

■ ナンヨウツバメウオ　Platax orbicularis　FRLM 43005, 42.2 mm SL

■ ナンヨウツバメウオ　Platax orbicularis
KAUM–I. 51316, 34.6 mm SL



Ephippidae

マ
ン
ジ
ュ
ウ
ダ
イ
科

551

Spadefishes

スズキ目 マンジュウダイ科 ツバメウオ属

アカククリ
Platax pinnatus
(Linnaeus, 1758)

形 態　 背 鰭 V–VI, 34–37 ； 臀 鰭 III, 25–
27 ； 胸鰭 18–19 ； 側線有孔鱗 44–53。 体

は強く側扁し、 前頭部は窪む。 吻はわず

かに突出する。 背鰭の棘条部と軟条部の

間に欠刻がない。 下顎下面に 4 対の小孔

がある。

色彩　幼魚の体は全体的に黒色で、 周縁

に鮮やかな朱色の縁取りがある。 体色は

成長に伴い黄色味がかった銀色になる。

■ アカククリ　Platax pinnatus　KAUM–I. 47991, 22.5 mm SL

分布　インド ・ 西太平洋。 国内では千葉県、

琉球列島から知られる。

備考　美しい姿の幼魚は鑑賞魚として人気

がある。食用にもなるが、さほど好まれない。

全長 40 cm に達する。

（西　大樹）
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Siganidae
Rabbitfishes

スズキ目 アイゴ科 アイゴ属

ハナアイゴ
Siganus argenteus
(Quoy & Gaimard, 1825)

形態　背鰭 XIII, 10 ； 臀鰭 VII, 9 ； 胸鰭 16 

–18。 体は紡錘形で、 側扁している。 尾鰭

は強く二叉する。 背鰭棘 ・ 軟条間の欠刻

は深い。 腹鰭前の胸部に無鱗域がある。

背鰭棘と臀鰭棘は細い。 吻はやや長い。

背鰭軟条の先端は 2 分枝。

色彩　体色はオリーブグリーンで体側にくす

んだ黄色の点が不規則に並び、 縦線を形

成する場合もある。 鰓蓋上部後縁は暗色

になる。 背鰭は、 鰭条は体と同色であり鰭

膜はほぼ透明。 背鰭軟条は、 鰭条は体側

とほぼ同色であり、不明瞭な縞模様が入り、

鰭膜は透明。 臀鰭と腹鰭も背鰭にほぼ準じ

た色彩である。 腹鰭と尾鰭は体側とほぼ同

■ ハナアイゴ　Siganus argenteus　FRLM 43060, 247.3 mm SL

■ ハナアイゴ　Siganus argenteus　KAUM–I. 51343, 241.8 mm SL

■ ハナアイゴ　Siganus argenteus
KAUM–I. 40342, 167.7 mm SL

■ ハナアイゴ　Siganus argenteus
KAUM–I. 46011, 218.2 mm SL

■ ハナアイゴ　Siganus argenteus
KAUM–I. 51522, 254.7 mm SL
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スズキ目 アイゴ科 アイゴ属

ブチアイゴ
Siganus punctatus
(Schneider & Forster, 1801)

形態　背鰭 XIII, 10 ； 臀鰭 VII, 9 ； 胸鰭 16 
–17。 体は体高の高い小判形で、 側扁し

ている。 尾鰭は深く二叉し、 その先端は丸

みを帯びることも多い。 背鰭棘 ・ 軟条間の

欠刻は浅い。 腹鰭前の胸部は有鱗である。

背鰭棘と臀鰭棘は幅広い。 吻はやや突出

する。

色彩　体色は濃茶褐色であり、 体側全体に

暗橙色の小点が密に分布する。 この斑紋

は幼魚ではやや大きく、 成長に伴い相対的

に小さくなる。 鰓蓋上部に眼よりやや大き

い不明瞭な 1 暗色斑がある。 背鰭、 腹鰭、

臀鰭および尾鰭は体側と同じく茶褐色で明

瞭な斑紋をもたない。 胸鰭は透明。

分布　オーストラリア西岸と西太平洋に分布

する。 国内では小笠原諸島、 高知県柏島、

琉球列島から知られる。

備考　本種は体高の高い小判型体型であ

ること、 尾鰭が深く二叉すること、 鰓蓋上

部に眼より大きい 1 暗色斑をもつことから

チリメンアイゴ S. punctatissimus Fowler 
& Bean, 1929 や S. stellatus (Forsskål, 

■ ブチアイゴ　Siganus punctatus　KAUM–I. 45785, 308.8 mm SL

色である。 胸鰭はくすんだ黄色。

分布　インド ・ 太平洋に広く分布しており、

アイゴ属の中ではもっとも広域 （アフリカ西

岸 ： 東経 40° 付近－ピトケアン諸島 ： 西

経 130° 付近 ； Woodland, 1990） に分布

する種。 国内では伊豆諸島、 小笠原諸島、

伊豆半島以南の太平洋沿岸、 大隅諸島、

琉球列島に分布する。

備考　本種は形態上、 セダカハナアイゴ S. 
woodlandi Randall & Kulbicki, 2005 と ひ

じょうに似ているが、 体高が低く、 体長は

背鰭最終棘 ・ 臀鰭最終棘基底間の長さの

3.6 倍以下 （セダカハナアイゴでは 3.5 倍

以上）、 背鰭軟条先端が 2 分枝し、 鰭膜

は透明である （背鰭軟条は多分枝で鰭膜

は軟条に沿ってくすんだ橙色になる） ことに

より識別が可能である。

　本種は主にサンゴ礁周辺で中層を遊泳し

ており、 与論島では周辺海域でごく普通に

確認されている。 なお本調査では日本国内

に広く分布 （青森県から琉球列島） するア

イゴ S. fuscescens (Houttuyn, 1782) が与

論島から確認されなかった。

（桜井　雄）

■ ブチアイゴ　Siganus punctatus　KAUM–I. 47893, 287.6 mm SL
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スズキ目 アイゴ科 アイゴ属

アミアイゴ
Siganus spinus
(Linnaeus, 1758)

形態　背鰭 XIII, 10 ； 臀鰭 VII, 9 ； 胸鰭 16 
–18。 体は細長い紡錘形で、 体高は低く、

側扁している。 尾鰭はごく浅い湾入型、 背

鰭棘 ‐ 軟条間の欠刻は深い。 腹鰭前の胸

部に無鱗域がある。 背鰭棘と臀鰭棘は細

い。 後鼻孔の皮弁は比較的長い。 吻は短

い。

色彩　体色はオリーブグリーンで腹部はや

や白みがかる。 体側には淡色線が不規則

に走り、 虫食い状の斑紋をなす。 背鰭は、

鰭条は体と同色であり鰭膜はやや白い。 腹

■ アミアイゴ　Siganus spinus　KAUM–I. 40332, 119.3 mm SL

1775) と似ているが、 体側に暗橙色点が

密にある （チリメンアイゴでは小白色点、

S. stellatus では濃茶褐色の小点が密に

分布する） ことから識別される。 なお、 S. 

stellatus は紅海を含むインド洋に分布し

ており、 アンダマン海付近を除くとブチア

イゴと分布は重なっていない （Woodland, 
1990）。 本種は主にサンゴ礁域や藻場等

に生息しており、 与論島では周辺海域で漁

獲されている。

（桜井　雄）

■ アミアイゴ　Siganus spinus　KAUM–I. 39809, 67.9 mm SL

■ アミアイゴ　Siganus spinus　BSKU 108226,
68.7 mm SL

■ アミアイゴ　Siganus spinus　NSMT-P 110376,
53.8 mm SL

■ アミアイゴ　Siganus spinus　FRLM 42785,
70.0 mm SL
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鰭、 臀鰭共に白く、 各鰭とも不規則なまだ

ら模様がある。 尾鰭は体と同色であり、 横

帯状の模様が入る。 胸鰭は透明。

分布　ハワイ諸島を除く東インド ・ 西太平洋

に分布する。 国内では伊豆諸島、 静岡県

以南の太平洋沿岸、 大隅諸島、 琉球列島

に分布する。 アイゴ属の中ではハナアイゴ

S. argenteus (Quoy & Gaimard, 1825) に

次いで広く分布 （スリランカ ： 東経 80° 付

近からソシエテ諸島 ： 西経 150° 付近） す

る種 （Woodland, 1990）。

備考　本種は形態上 S. luridus (Rüppell, 
1829) とひじょうに似るが、 体側に明瞭な

強い虫食い模様があること （後者では不明

瞭な弱い虫食い模様）、 尾鰭基部に明瞭

な 1 白色斑があること （ない） により識別

される。 なお S. luridus は西インド洋、 紅

海、 ペルシャ湾、 地中海東岸に分布して

おり、 アミアイゴと分布が重なることはない

■ アミアイゴ　Siganus spinus　KAUM–I. 39743, 37.7 mm SL

スズキ目 アイゴ科 アイゴ属

ヒメアイゴ
Siganus virgatus
(Valenciennes, 1835)

形 態　 背 鰭 XIII, 10 ； 臀 鰭 VII, 9 ； 胸 鰭

16–17。 体は体高の高い小判形で、 側扁

している。 尾鰭は截形もしくはゆるい湾入

形。 背鰭棘 ‐ 軟条間の欠刻は浅い。 腹鰭

前の胸部は有鱗である。 背鰭棘と臀鰭棘

は幅広い。 吻は丸く突出しない。

色彩　体色はややくすんだ白色であり、 背

鰭始部から尾鰭にかけて体側上縁は黄色

い。 この黄色の部分に不規則な青点と破

線状の横線が並ぶ。 背鰭始部前方から眼

を通り下顎後方までと背鰭第 4 棘後方から

胸鰭基部上部を通り鰓孔部までに斜めの

暗色の斜め横帯が 2 本ある。 吻部はくす

んだ白色。 背鰭と尾鰭は黄色。 腹鰭と臀

鰭は白色。 胸鰭は透明。

分布　東インド洋 ・ 西太平洋 （ニューギニ

ア東部まで） に分布する。 国内では大隅

諸島と琉球列島に分布する。

備考　本種は形態上、 オーストラリア西

岸のインド洋と南西太平洋に分布する S. 
doliatus (Guérin-Méneville, 1829) とひじょ

うに似ているが、 体側上部に不規則な青色

の点や破線状模様が入ること （S. doliatus
は体側全体に細い青色の横線が入る） こ

とにより識別される。 なおヒメアイゴと S. 
doliatus はオーストラリアのポートダーウィ

ンやニューギニア島東端付近のみで同所的

に生息している以外は分布が重なっていな

い （Woodland, 1990）。

　本種は主にサンゴ礁域周辺に生息してお

り、 与論島では前浜沖の水深 15 m 付近で

確認されている。

（桜井　雄）

■ ヒメアイゴ　Siganus virgatus　16 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki

（Woodland, 1990）。 本種は主にサンゴ礁

域周辺の水深の浅いガレ場に生息してい

る。 与論島では寺崎海岸や茶花漁港、 麦

屋漁港、 宇勝海岸などの水深 0.5–6 m 付

近で採集されている。

（桜井　雄）
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Siganidae
Rabbitfishes

スズキ目 アイゴ科 アイゴ属

セダカハナアイゴ
Siganus woodlandi
Randall & Kulbicki, 2005

形 態　 背 鰭 XIII, 10 ； 臀 鰭 VII, 9 ； 胸 鰭

16–18。 体はやや体高の高い紡錘形で、

側扁している。 尾鰭は強く二叉し、 大きい。

背鰭棘 ・ 軟条間の欠刻は深い。 腹鰭前の

胸部に無鱗域がある。 背鰭棘と臀鰭棘は

細い。 吻はやや長い。 背鰭軟条の先端が

多分枝している。

色彩　体色はオリーブグリーンで体側には

橙色線が不規則に走り、 虫食い状の斑紋

や横線模様を形成する。 鰓蓋上部後縁は

暗色になる。 背鰭は、 鰭条は体と同色で

あり鰭膜はほぼ透明。 背鰭軟条の分枝部

は橙色をなしており、 その色彩は周辺の鰭

膜にも及ぶ。臀鰭も背鰭にほぼ準じた色彩。

腹鰭と尾鰭は体側とほぼ同色であり、 尾鰭

の後縁部はやや橙色みを帯びる。 胸鰭は

橙色。

分布　フィリピン、 インドネシア、 ニューカレ

ドニア、 フィジー諸島に分布する。 国内で

は伊豆諸島、 小笠原諸島、 茨城県以南の

太平洋沿岸、 男女群島、 大隅諸島、 琉球

列島に分布する。 過去に岩手県三陸沖か

らの記録もあるが無効分散と考えられる（岡

本ほか、 2001）。

備考　本種は形態上、 インド ・ 西太平洋

に広く分布するハナアイゴ S. argenteus 

(Quoy & Gaimard, 1825) とひじょうに似て

おり、 2005 年に新種記載されるまでハナ

アイゴと混同されていた可能性が高い （例

えば Woodland, 1990）。 ハナアイゴとの識

別については同種の項を参照のこと。 本種

は主にサンゴ礁域周辺で中層を遊泳して生

息しており、 与論島ではシゴー沖の水深 8 
m の地点からハナアイゴとともに採集され

た。

（桜井　雄）

■ セダカハナアイゴ　Siganus woodlandi　KAUM–I. 51518, 209.1 mm SL

■ セダカハナアイゴ　Siganus woodlandi　FRLM 43059, 284.7 mm SL
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Moorish idol

スズキ目 ツノダシ科 ツノダシ属

ツノダシ
Zanclus cornutus
(Linnaeus, 1758)

形態　背鰭 VII, 40–43 ； 臀鰭 III, 33–36 ；

胸鰭 18–19 ； 腹鰭 I, 5。 体は側扁し、 体

高は著しく高い。 口は小さく、 ブラシ状の歯

をもつ。 吻部は成長にともない突出する。

眼隔部に 1 対の突起がある （幼魚にはな

い）。 背鰭棘は伸長し、 特に第 3 棘は長く

糸状。 幼魚の口角上方に 1 棘がある。

色彩　体の地色は前半部が白色で、 後半

部は黄色。 頭部と尾柄にそれぞれ太い黒

色横帯が入る。尾鰭は黒色で、縁辺は白色。

分布　インド ・ 汎太平洋に分布する。 国内

では青森県以南の太平洋沿岸、 山口県以

南の日本海 ・ 東シナ海沿岸、 伊豆諸島、

小笠原諸島、 大隅諸島、 琉球列島に分布

する。

備考　ツノダシ科は 1 属 1 種からなり、 ニ

ザダイ科にもっとも近縁とされる。 水中で

は体形と色彩が似ていることからチョウ

チョウウオ科のハタタテダイ Heniochus 
acuminatus (Linnaeus, 1758) と混同され

ることが多いが、 尾鰭が黒色であることで

容易に区別できる。 特徴的な体形と鮮やか

な色彩もつことから、 観賞魚として人気が

高い。

（田代郷国 ・ 千葉　悟）

■ ツノダシ　Zanclus cornutus　FRLM 42718, 108.6 mm SL

■ ツノダシ　Zanclus cornutus　KAUM–I. 39963, 58.6 mm SL
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Acanthuridae
Surgeonfishes

スズキ目 ニザダイ科 クロハギ属

オスジクロハギ
Acanthurus blochii
Valenciennes, 1835

形態　背鰭 IX, 25–27 ； 臀鰭 III, 23–25 ；

胸鰭 17 ； 腹鰭 I, 5。 体長は吻長の約 5.5
倍以下。 下顎歯数は 22 以下。 顎歯の幅

は広く両側が鋸歯状となり、 口内側に倒す

ことができない。 尾柄部に内外に可動な 1
棘がある。

色彩　体側に顕著な縦帯や横帯がない。 背

鰭と臀鰭の基底後端に黒色斑がない。 頭

部に白色域がない。 眼後部、 鰓蓋部、 ま

たは胸鰭上方部に暗色斑がない。 尾柄の

可動棘を被う被膜は暗色。 生時の背鰭は

暗色で後半部に 5–8 本の縦帯がある （固

定後は不明瞭になる場合がある）。 尾鰭に

顕著な斑点がない。 胸鰭は暗色。 生時の

眼の直後に暗色黄域がある （固定後は暗

色）。

分布　インド ・ 太平洋に分布する。 国内で

は小笠原諸島、 大隅諸島、 琉球列島に分

布する。

備考　全長 40 cm になる。 岩礁域やサン

ゴ礁域に生息する。

（千葉　悟）

■ オスジクロハギ　Acanthurus blochii　KAUM–I. 51490, 269.6 mm SL

■ オスジクロハギ　Acanthurus blochii　FRLM 43056, 279.8 mm SL

スズキ目 ニザダイ科 クロハギ属

スジクロハギ
Acanthurus leucopareius
(Jenkins, 1903)

形態　背鰭 IX, 25–27 ； 臀鰭 III, 23–25 ；

胸鰭16–17；腹鰭 I, 5。下顎歯数は22以下。

顎歯の幅は広く両側が鋸歯状となり、 口内

側に倒すことができない。 尾柄部に内外に

可動な 1 棘がある。 体長は吻長の約 5.5
倍以下。

色彩　体側に顕著な横帯 ・ 縦帯がない。

背鰭と臀鰭の基底後端に黒色斑がない。

鰓蓋部に白色域がある。

分布　太平洋に分布する。 国内では伊豆

諸島、 小笠原諸島、 千葉県以南の太平洋

沿岸、 大隅諸島、 琉球列島、 大東諸島、

尖閣諸島に分布する。

備考　全長 25 cm になる。 岩礁やサンゴ

礁 域 に 生 息 す る。 ゴ マ ニ ザ A. guttatus 
Forster, 1801 に似るが、 腹鰭が黒色であ

ること、 体側の斑点は青褐色で目立たない

ことなどから識別できる。 供利港沖で撮影

された個体は、 臀鰭基部に青色の眼状斑

が認められるがスジクロハギの若魚と思わ

れる。

（千葉　悟）
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■ スジクロハギ　Acanthurus leucopareius　15 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki

■ ニジハギ　Acanthurus lineatus　KAUM–I. 39805, 180.5 mm SL
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Acanthuridae
Surgeonfishes

スズキ目 ニザダイ科 クロハギ属

ニジハギ
Acanthurus lineatus
(Linnaeus, 1758)

形態　背鰭 IX, 27–30 ； 臀鰭 III, 25–28 ；

胸鰭 16–17 ； 腹鰭 I, 5。 体長は吻長の約

5.5 倍以下。 下顎歯数は 22 以下。 顎歯の

幅は広く両側が鋸歯状となり、 口内側に倒

せない。尾柄部に内外に可動な1棘がある。

色彩　体側に 7–8 本の縦帯がある。 背鰭

と臀鰭の基底後端に黒色斑がない。

分布　インド ・ 太平洋に分布する。 国内で

は相模湾以南の南日本、 伊豆諸島、 小笠

原諸島、 大隅諸島、 琉球列島に分布する。

備考　全長 30 cm になる。 岩礁やサンゴ

礁域に生息する。 幼魚は内湾など潮間帯

付近でみられる。特徴的な色彩により幼魚・

成魚共に他種との識別は容易。

（千葉　悟）

■ ニジハギ　Acanthurus lineatus　KAUM–I. 39953, 32.4 mm SL

スズキ目 ニザダイ科 クロハギ属

ヒラニザ
Acanthurus mata
(Cuvier, 1829)

形態　背鰭 IX, 24–26 ； 臀鰭 III, 23–24 ；

胸鰭 16–17 ； 腹鰭 I, 5。 吻は極端に短く、

体長は吻長の約 6.0–7.1 倍。 頭長は尾柄

高の約 2.7–3.0 倍。 下顎歯数は 22–26 で、

顎歯の幅は広く両側が鋸歯状となり、 口内

側に倒すことができない。 尾柄部に内外に

可動な 1 棘がある。

色彩　成魚の体は暗色で尾鰭も同色。 体と

頭部に多数の青色縦帯がある。

分布　インド ・ 太平洋に分布する。 国内で

は千葉県館山以南の南日本、 伊豆諸島、

小笠原諸島、 大隅諸島、 琉球列島に分布

する。

備考　全長 40 cm になる。 岩礁域やサン

ゴ礁域に生息する。

（千葉　悟）

■ ニジハギ　Acanthurus lineatus　KAUM–I. 47905, 35.3 mm SL
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Surgeonfishes

■ ヒラニザ　Acanthurus mata　18 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki

スズキ目 ニザダイ科 クロハギ属

メガネクロハギ
Acanthurus nigricans
(Linnaeus, 1758)

形態　背鰭 IX, 28–32 ； 臀鰭 III, 26–29 ；

胸鰭 16 ； 腹鰭 I, 5。 顎歯の幅は広く両側

が鋸歯状となり、 口内側に倒すことができ

ない。 下顎歯数は 22 以下。 尾柄部に内

外に可動な 1 棘がある。

色彩　体は暗色で顕著な縦帯や横帯がな

い。 背鰭と臀鰭の基底後端に黒色斑がな

い。 眼下部に白色斑がある。 尾柄部は黒く

可動棘付近のみが黄色。 背鰭および臀鰭

の基部付近に黄色域がある。 尾鰭は白色

で黄色横帯がある。

分布　インド ・ 汎太平洋に分布する。 国内

では伊豆諸島， 小笠原諸島、 和歌山県串

本以南の南日本、 大隅諸島、 琉球列島、

大東諸島に分布する。

備 考　 全 長 25 cm に な る。 岩 礁 や サ ン

ゴ 礁 域 に 生 息 す る。 ナ ミ ダ ク ロ ハ ギ A. 
japonicas (Schmidt, 1931) に似るが、 眼

下部の白色域が上顎まで広がらない （ナミ

ダクロハギでは上顎付近まで広がる）、 尾

柄部が黒い （全体的に黄色）、 胸鰭基部

が暗色 （黄色。 固定後は淡色） であること

から識別される。

（千葉　悟）

■ メガネクロハギ　Acanthurus nigricans　15 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki

スズキ目 ニザダイ科 クロハギ属

ナガニザ
Acanthurus nigrofuscus
(Forsskål, 1775)

形態　背鰭 IX, 24–27 ； 臀鰭 III, 22–24 ；

胸鰭 16–17 ； 腹鰭 I, 5。 顎歯の幅は広く両

側が鋸歯状となり、 口内側に倒すことがで

きない。 下顎歯数は 22 以下。 尾柄部に内

外に可動な 1 棘がある。

色彩　頭部と胸部に橙色斑点が多数ある。

背鰭と臀鰭の基底後端に 1 黒色斑がある。

分布　インド ・ 太平洋に分布する。 国内で

は伊豆諸島、 小笠原諸島、 三浦半島以南

の南日本、大隅諸島、男女群島、琉球列島、

大東諸島、 尖閣諸島に分布する。

備考　全長 20 cm になる。 岩礁やサンゴ

礁域に生息する。

（千葉　悟）
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Acanthuridae
Surgeonfishes

■ ナガニザ　Acanthurus nigrofuscus
KAUM–I. 45751, 79.5 mm SL

■ ナガニザ　Acanthurus nigrofuscus　FRLM 43057, 100.5 mm SL

■ ナガニザ　Acanthurus nigrofuscus
KAUM–I. 51483, 98.4 mm SL

■ ナガニザ　Acanthurus nigrofuscus　KAUM–I. 51486, 63.9 mm SL

■ ナガニザ　Acanthurus nigrofuscus
KAUM–I. 40096, 36.2 mm SL

■ ナガニザ　Acanthurus nigrofuscus
16 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki

■ ナガニザ　Acanthurus nigrofuscus
15 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki
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Surgeonfishes

スズキ目 ニザダイ科 クロハギ属

モンツキハギ
Acanthurus olivaceus
Bloch & Schneider, 1801

形態　背鰭 IX, 23–25 ； 臀鰭 III, 22–24 ；

胸鰭15–17；腹鰭 I, 5。下顎歯数は22以下。

顎歯の幅は広く両側が鋸歯状となり、 口内

側に倒すことができない。 尾柄部に内外に

可動な 1 棘がある。

色彩　体側に顕著な縦帯や横帯がない。

胸鰭上部に暗色斑に囲まれた橙色域があ

る。 尾柄部可動棘周辺の暗色域は前方へ

のびない。 尾鰭後端に白色の三日月紋が

る。 幼魚の体色は全身黄色で、 体長が約

6 cm になると胸鰭上部に橙色の色素が現

れ始め、 体長約 12 cm 以上になると体色

が成魚の色彩に似てくる。

分布　東インド ・ 太平洋に分布する。 国内

では伊豆諸島、 小笠原諸島、 相模湾以南

の南日本、 男女群島、 大隅諸島、 琉球列

島、 大東諸島に分布する。 千葉県館山湾

では幼魚の記録がある。

備考　全長 35 cm になる。 岩礁やサンゴ

礁域に生息する。

（千葉　悟）

■ モンツキハギ　Acanthurus olivaceus　KAUM–I. 51488, 181.8 mm SL

■ モンツキハギ　Acanthurus olivaceus　KAUM–I. 40353, 31.3 mm SL■ モンツキハギ　Acanthurus olivaceus　FRLM 43061, 143.4 mm SL

スズキ目 ニザダイ科 クロハギ属

クログチニザ
Acanthurus pyroferus
Kittlitz, 1834

形態　背鰭 VIII, 27–30 ； 臀鰭 III, 24–28 ；

胸鰭 16；腹鰭 I, 5。 下顎歯数は 22 以下で、

顎歯の幅は広く両側が鋸歯状となり、 口内

側に倒すことができない。 尾柄部に内外に

可動な 1 棘がある。

色彩　体側に顕著な縦帯や横帯がない。 背

鰭と臀鰭の基底後端に黒色斑がない。 頭

部に白色域がなく鰓蓋部に暗色斑がある。

分布　東インド ・ 太平洋に分布する。 国内
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■ クログチニザ　Acanthurus pyroferus　KAUM–I. 45789, 167.4 mm SL

では伊豆諸島、 小笠原諸島、 大隅諸島、

琉球列島に分布する。 伊豆半島以南の南

日本では幼魚の記録がある。

備考　岩礁域に生息する。 幼魚の尾鰭後

縁は丸い。 幼魚の色彩には二型があり、

全身が黄色くキンチャクダイ科のコガネヤッ

コ Centropyge flavissima (Cuvier, 1831)
やヘラルドコガネヤッコ C. heraldi Woods 
& Schultz, 1953 に類似するもの、 体側の

前 3 分の 2 ほどがオリーブ色、 それより後

が暗色でキンチャクダイ科のナメラヤッコ C. 
vrolikii (Bleeker, 1853) に類似するものが

いる。 臆病なために巣穴から離れず、 鰓

蓋に鋭い棘をもつ小型のキンチャクダイ類

に擬態することで被捕食者となる危険性を

低くしていると想像される。

（千葉　悟）

■ クログチニザ　Acanthurus pyroferus　KAUM–I. 45869, 170.0 mm SL

■ クログチニザ　Acanthurus pyroferus　17 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki

■ クログチニザ　Acanthurus pyroferus
16 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki
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Surgeonfishes

スズキ目 ニザダイ科 クロハギ属

オハグロハギ
Acanthurus thompsoni
(Fowler, 1923)

形態　背鰭 IX, 23–26 ； 臀鰭 III, 23–26 ；

胸鰭 16–19 ； 腹鰭 I, 5。 吻は極端に短く、

体長は吻長の約 6.5 倍以上。 下顎歯数は

22 以上で、 顎歯の幅は広く両側が鋸歯状

となり、 口内側に倒すことができない。 尾

柄部に内外に可動な 1 棘がある。 成魚の

尾鰭後縁は湾入するが幼魚では湾入しな

い。

色彩　成魚の体は暗色で尾鰭は淡色。 幼

魚は眼後部、 鰓蓋部、 胸部を除いて透明

な白色。

分布　インド ・ 太平洋に分布する。 国内で

は伊豆諸島、 小笠原諸島、 和歌山県串本

以南の南日本、 琉球列島、 大東諸島に分

布する。

（千葉　悟）

■ オハグロハギ　Acanthurus thompsoni　KAUM–I. 45994, 147.5 mm SL

■ オハグロハギ　Acanthurus thompsoni　KAUM–I. 45996, 107.4 mm SL

■ オハグロハギ　Acanthurus thompsoni
18 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki

■ オハグロハギ　Acanthurus thompsoni
18 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki

■ オハグロハギ　Acanthurus thompsoni
18 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki

■ オハグロハギ　Acanthurus thompsoni
18 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki

■ オハグロハギ　Acanthurus thompsoni
18 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki
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スズキ目 ニザダイ科 クロハギ属

シマハギ
Acanthurus triostegus
(Linnaeus, 1758)

形態　背鰭 IX, 22–24 ； 臀鰭 III, 19–22 ；

胸鰭 14–16 ； 腹鰭 I, 5。 顎歯の幅は広く両

側が鋸歯状となり、 口内側に倒すことがで

きない。尾柄部に内外に可動な 1 棘がある。

色彩　体に 5–6 本の黒色横帯がある。

分布　インド ・ 汎太平洋、 アフリカ西岸に分

布する。 国内では伊豆諸島、 小笠原諸島、

千葉県館山湾以南の南日本、 男女群島、

琉球列島、尖閣諸島、大東諸島に分布する。

■ シマハギ　Acanthurus triostegus　FRLM 42784, 69.8 mm SL

■ シマハギ　Acanthurus triostegus　KAUM–I. 39705, 22.3 mm SL

■ シマハギ　Acanthurus triostegus　17 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki

備考　全長 25 cm になる。 岩礁やサンゴ

礁域に生息する。 幼魚、 成魚ともに体側に

ある 5–6 本の黒色横帯があることで容易に

識別できる。

（千葉　悟）
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スズキ目 ニザダイ科 クロハギ属

クロハギ
Acanthurus xanthopterus
Valenciennes, 1835

形態　背鰭 IX, 25–27 ； 臀鰭 III, 23–25 ；

胸鰭16–17；腹鰭 I, 5。下顎歯数は22以下。

顎歯の幅は広く両側が鋸歯状となり、 口内

側に倒すことができない。 尾柄部に内外に

可動な 1 棘がある。

色彩　体側に顕著な縦帯や横帯がない。 背

鰭と臀鰭の基底後端に黒色斑がない。 頭

部に白色域がない。 眼後部、 鰓蓋部、 ま

たは胸鰭上方部に暗色斑がない。 尾鰭の

可動棘を被う被膜は暗色。 生時、 背鰭は

暗色で後半部に 3–5 本の縦帯があり、 胸

鰭は黄色から透明で、 眼の直前および直

後部に黄色から暗黄色域がある。 尾鰭に

顕著な斑点がない。

分布　紅海を除くインド ・ 汎太平洋に分布

する。 国内では茨城県以南の南日本、 伊

豆諸島、小笠原諸島、大隅諸島、琉球列島、

大東諸島に分布する。

備考　全長 50 cm になる。 岩礁域やサン

ゴ礁域に生息する。 幼魚は内湾や河口で

みられるが、 成魚は礁湖やサンゴ礁外縁

の斜面などでみられる。

（千葉　悟）

■ クロハギ　Acanthurus xanthopterus　KAUM–I. 48135, 164.4 mm SL

■ クロハギ　Acanthurus xanthopterus　KAUM–I. 39839, 53.8 mm SL ■ クロハギ　Acanthurus xanthopterus　NSMT-P 110372, 39.1 mm SL
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スズキ目 ニザダイ科 サザナミハギ属

コクテンサザナミハギ
Ctenochaetus binotatus
Randall, 1955

形態　背鰭 VIII, 24–27 ； 臀鰭 III, 22–25 ；

胸鰭 15–16 ； 腹鰭 I, 5。 顎歯の幅が狭く先

端の片側だけが鋸歯状となり、 口内側に倒

すことができる。 尾柄部に内外に可動な 1
棘がある。

色彩　眼の外周は青い。 背鰭と臀鰭の基

底後端に 1 黒色斑がある （背鰭基底後端

の黒色斑がない個体もいる）。 成魚の尾鰭

は体色と同色であるが、 幼魚では尾鰭が

黄色。

分布　フィリピン、 モルッカ諸島、 マリアナ

諸島、 台湾、 小笠原諸島、 静岡県以南の

南日本、 琉球列島に分布する。

（千葉　悟）

■ コクテンサザナミハギ　Ctenochaetus binotatus　KAUM–I. 40134, 87.9 mm SL

■ コクテンサザナミハギ　Ctenochaetus binotatus
BSKU 108287, 47.4.9 mm SL

■ コクテンサザナミハギ　Ctenochaetus binotatus　KAUM–I. 45967, 66.2 mm SL

■ コクテンサザナミハギ　Ctenochaetus binotatus
18 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki

■ コクテンサザナミハギ　Ctenochaetus binotatus
16 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki
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スズキ目 ニザダイ科 サザナミハギ属

サザナミハギ
Ctenochaetus striatus
(Quoy & Gaimard, 1825)

形態　背鰭 VIII, 27–31 ； 臀鰭 III, 24–28 ；

胸鰭 16–17 ； 腹鰭 I,5。 顎歯の幅が狭く先

端の片側だけが鋸歯状となり、 口内側に倒

すことができる。 尾柄部に内外に可動な 1
棘がある。 成魚の尾鰭は湾入型。

色彩　頭部の斑点は頬部全体に広がらな

い。 背鰭と臀鰭の基底後端に 1 黒色斑が

ない。

分布　ハワイ諸島 ・ マルケサス諸島 ・ イー

スター島を除くインド ・ 太平洋に分布する。

国内では伊豆諸島、 小笠原諸島、 千葉県

館山湾以南の南日本、 大隅諸島、 琉球列

島、 大東諸島に分布する。

（千葉　悟）

■ サザナミハギ　Ctenochaetus striatus　KAUM–I. 45750, 51.6 mm SL

■ サザナミハギ　Ctenochaetus striatus　KAUM–I. 48148, 35.1 mm SL ■ サザナミハギ　Ctenochaetus striatus　KAUM–I. 45966, 51.7 mm SL

■ サザナミハギ　Ctenochaetus striatus
16 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki
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スズキ目 ニザダイ科 テングハギ属

テングハギモドキ
Naso hexacanthus
(Bleeker, 1855)

形 態　 背 鰭 VI, 25–29 ； 臀 鰭 II, 27–31 ；

胸鰭 17–18 ； 腹鰭 I, 3。 前頭部に角状突

起がない。 口および吻の背縁は丸い。 吻

部は前方へ膨出しない。 顎歯は、 細く先端

は尖る。 頭長は第 1 背鰭棘長の約 2.0 倍

以上。 体は比較的丸く、 体長は体高の約

2.9 倍以下。 体側背部は隆起しない。 尾柄

部に不可動な骨質板が 2 個ある。

色彩　体側に顕著な斑紋がない。 背鰭軟

条部外縁に白色帯がない。 舌は成長につ

れて黒くなる。

分布　インド ・ 太平洋、 クリッパートン島、

ココ島に分布する。 国内では千葉県館山湾

以南の南日本、 大隅諸島、 琉球列島、 大

東諸島に分布する。

備考　全長 70 cm になる。 岩礁域に生息

し、 大きな群れで中層を遊泳する。 雄は婚

姻色を示す。

（千葉　悟）

■ テングハギモドキ　Naso hexacanthus　KAUM–I. 46007, 232.9 mm SL

スズキ目 ニザダイ科 テングハギ属

ミヤコテングハギ
Naso lituratus
(Forster, 1801)

形 態　 背 鰭 VI–VII, 27–30 ； 臀 鰭 II, 28–
30 ； 胸鰭 15–17 ； 腹鰭 I, 3。 前頭部に角

状突起がないか、 または吻部が膨出する。

吻部は前方へ膨出しない。 吻は尖り、 その

背縁はややくぼむ。 顎歯は幅広く先端は丸

い。 頭長は第１背鰭棘長の約 1.7 倍以下。

体は比較的丸く、 体長は体高の約 2.9 倍

以下。 体側背部は隆起しない。 尾柄部に

不可動な骨質板が 2 個ある。

色彩　背鰭軟条部外縁に白色帯がある。

分布　モーリシャス諸島以東のインド ・ 太平

洋 （イースター島を除く）、 クリッパートン島

に分布する。 国内では伊豆諸島、 小笠原

諸島、 神奈川県三浦半島以南の南日本、

大隅諸島、 琉球列島、 大東諸島、 尖閣諸

島に分布する。

（千葉　悟）

■ テングハギモドキ　Naso hexacanthus　KAUM–I. 46006, 176.6 mm SL ■ テングハギモドキ　Naso hexacanthus　KAUM–I. 46008, 198.1 mm SL

■ ミヤコテングハギ　Naso lituratus　15 Apr. 2012
Photo by S. Harazaki
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■ ミヤコテングハギ　Naso lituratus　KAUM–I. 45763, 209.6 mm SL

■ ミヤコテングハギ　Naso lituratus　KAUM–I. 51482, 229.4 mm SL ■ ミヤコテングハギ　Naso lituratus　KAUM–I. 51386, 91.4 mm SL

■ ミヤコテングハギ　Naso lituratus　18 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki ■ ミヤコテングハギ　Naso lituratus　18 Apr. 2012
Photo by S. Harazaki

■ ミヤコテングハギ　Naso lituratus　18 Apr. 2012
Photo by S. Harazaki
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スズキ目 ニザダイ科 テングハギ属

キビレボウズハギ
Naso minor
(Smith, 1966)

形 態　 背 鰭 V ； 臀 鰭 II, 27-29 ； 胸 鰭 17 
–18 ； 腹鰭 I, 3。 尾柄部に不可動な骨質板

が 1 個ある。

色彩　骨質板基部は暗色、 尾鰭両葉に黄

色域がある。

分布　インド ・ 西太平洋に分布する。 国内

では伊豆諸島、 静岡県沼津、 与論島、 久

米島、 八重山諸島に分布する。

備考　最近まで稀種であると考えられてい

たが、 八重山諸島やフィリピンでは多く採

集されている。

（千葉　悟）

■ キビレボウズハギ　Naso minor　18 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki

スズキ目 ニザダイ科 テングハギ属

テングハギ
Naso unicornis
(Forsskål, 1775)

形態　背鰭 V–VI, 27–30 ； 臀鰭 II, 27–29 ；

胸鰭 17–19 ； 腹鰭 I, 3。 前頭部に角状突

起がある。 角状突起基部下縁から吻端ま

での距離は眼窩部前縁までの距離の約 2

倍。 体側背部は隆起しない。 尾柄部に不

可動な骨質板が 2 個ある。 大型個体では

尾鰭両葉端が糸状にのびる。

色彩　背鰭と臀鰭の先端は青い。 尾柄部

の骨質板は青い。 尾鰭は暗色で後縁のみ

白い。

分布　インド ・ 太平洋に分布する。 国内で

は青森から九州南岸、 伊豆諸島、 小笠原

諸島、 男女群島、 大隅諸島、 琉球列島、

尖閣諸島、 大東諸島に分布する。

備考　宇勝海岸沖から体長 70.2 mm の幼

魚が採集された。 テングハギ属の幼魚は

特徴が成魚とは異なるために同定が難し

い。 この個体は吻が尖ること、 尾柄部の骨

質板が 2 個で青いこと、 臀鰭先端が青いこ

と、 尾鰭後縁が白いことからテングハギに

同定された。

（千葉　悟）

■ テングハギ　Naso unicornis　KAUM–I. 41079, 70.2 mm SL
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スズキ目 ニザダイ科 ヒレナガハギ属

キイロハギ
Zebrasoma flavescens
(Bennett, 1828)

形態　背鰭 V, 23–26 ； 臀鰭 III, 19–22 ； 胸

鰭 14–16 ； 腹鰭 I, 5。 体側後半部に楕円

形の絨毛域がある。 尾柄部に内外に可動

な 1 棘がある。

色彩　生時の体色は一様に黄色であるが、

固定後は淡色。

分布　北太平洋に分布する。 国内では小

笠原諸島、 伊豆半島、 紀伊半島、 柏島、

奄美大島以南の琉球列島、 南大東島に分

布する。

備考　本種とゴマハギ Z. scopas (Cuvier, 
1829) の計数形質には明確な差異がない。

ゴマハギの黄色個体や本種とゴマハギの

交雑個体と思われるものも確認されている

ため、 今後の詳細な比較検討が必要であ

る。

（千葉　悟） ■ キイロハギ　Zebrasoma flavescens　18 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki

スズキ目 ニザダイ科 テングハギ属

サザナミトサカハギ
Naso vlamingii
(Valenciennes, 1835)

形態　背鰭 VI, 26–27 ； 臀鰭 II, 26–29 ； 胸

鰭 16–19 ； 腹鰭 I, 3。 前頭部に角状突起

がない。 吻部は前方へ膨出する。 頭長は

第１背鰭棘長の約 1.7 倍以下。 体は比較

的丸く、 体長は体高の約 2.9 倍以下。 体

側背部は隆起しない。 尾柄部に不可動な

骨質板が 2 個ある。 大型個体では尾鰭両

葉端が糸状にのびる。

色彩　吻部から眼に達する青色帯がある。

体側中央部には多数の青色のさざなみ状

の横線が走る。 頬部と体側の背側と腹側

には多数の青色の斑点がある。 背鰭と臀

鰭の先端は青い。 腹鰭は黄色。 尾鰭前方

に青色横帯がある。

分布　紅海、 ハワイ諸島、 イースター島を

除くインド ・ 太平洋とガラパゴス諸島に分布

する。 国内では伊豆諸島、 三浦半島以南

の南日本、 佐渡島、 奄美大島以南の琉球

列島に分布する。

備考　写真は水深 50m から採集した個体

で標本は残っていない。

（千葉　悟）

■ サザナミトサカハギ　Naso vlamingii　13 Aug. 2013　Photo by T. Ano
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スズキ目 ニザダイ科 ヒレナガハギ属

ゴマハギ
Zebrasoma scopas
(Cuvier, 1829)

形態　背鰭 V, 23–26 ； 臀鰭 III, 19–21 ； 胸

鰭 14–16 ； 腹鰭 I, 5。 体側後半部に楕円

形の絨毛域がある。 尾柄部に内外に可動

な 1 棘がある。

色彩　体側後半部の体色は生時 ・ 固定後

とも淡色。

分布　インド ・ 太平洋 （紅海、 ハワイ諸島、

ジョンストン島、 ウェーク島、 マルケサス諸

島を除く） に分布する。 国内では小笠原諸

島、 伊豆半島以南の太平洋沿岸、 奄美大

島以南の琉球列島、 南大東島に分布する。

（千葉　悟）

■ キイロハギ　Zebrasoma flavescens　KAUM–I. 42259, 115.9 mm SL

■ ゴマハギ　Zebrasoma scopas　16 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki
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■ ゴマハギ　Zebrasoma scopas　KAUM–I. 42260, 122.7 mm SL

■ ゴマハギ　Zebrasoma scopas　KAUM–I. 41241, 23.3 mm SL■ ゴマハギ　Zebrasoma scopas　KAUM–I. 41240, 27.9 mm SL
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スズキ目 ニザダイ科 ヒレナガハギ属

ヒレナガハギ
Zebrasoma veliferum
(Bloch, 1795)

形態　背鰭 IV, 28–32 ； 臀鰭 III, 22–26 ；

胸鰭 15–17 ； 腹鰭 I, 5。 体側後半部に絨

毛域がない。 尾柄部に内外に可動な 1 棘

がある。 背鰭と臀鰭が長い。

色彩　頭部と体側に黒褐色および白色の横

帯が多数はしる。

分布　西 ・ 中央太平洋 （マルケサス諸島を

除く）、 オーストラリア西岸、 レユニオン島、

スリランカに分布する。 国内では伊豆諸島、

小笠原諸島、 三浦半島以南の南日本、 男

女群島、 大隅諸島、 琉球列島、 大東諸島、

尖閣諸島に分布する。

備考　幼魚はゴマハギ Z. 
scopas (Cuvier, 1829) に

似るが、 ヒレナガハギは

頭部に眼と鰓蓋を横切る

黒色縦帯がある （ゴマハ

ギ に は な い ） こ と に よ っ

て 識 別 さ れ る。 西 イ ン ド

洋には形態的に酷似する

Z. desjardinii (Bennett, 
1836) が分布しており、 長

らく本種とは同種または同

種別亜種関係にあると考え

られていたが、 現在では本

種とは遺伝的にも分化した

別種であることが明らかに

なった。

（千葉　悟）

■ ヒレナガハギ　Zebrasoma veliferum　KAUM–I. 51489, 176.2 mm SL

■ ヒレナガハギ　Zebrasoma veliferum　KAUM–I. 40354, 19.9 mm SL
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スズキ目 カマス科 カマス属

オオヤマトカマス
Sphyraena africana
Gilchrist & Thompson, 1909

形態　背鰭 V-I, 9; 臀鰭 II, 8; 側線有孔鱗

129–138; 側線上方横列鱗 11; 鰓耙 1。 体

は細長く円筒形に近い。 上顎後端は鼻孔

下に達する。 第 1 鰓弓に鰓耙が 1 本ある。

腹鰭起部は第 1 背鰭起部直下にある。

色彩　体色は上半部が青みを帯びた灰色

で、 背部では濃い。 下半部は銀白色から

白色。 胸鰭基底上端付近から尾柄にかけ

ての体側下部に暗灰色の 1 縦帯がある。

腹鰭基底近くの体側に 1 暗灰色斑がある。

分布　インド ・ 西太平洋の熱帯 ・ 亜熱帯域

に分布する。 国内では琉球列島から記録さ

れている。

備考　日本産カマス属魚類のうち、 鰓耙

数が 1 本で、 腹鰭起部が第 1 背鰭起部

直下付近にある種には、 ホソカマス S. 
helleri Jenkins, 1901 およびヤマトカマス

S. japonica Bloch & Schneider, 1801、 オ

オヤマトカマスの 3 種が知られている。 与

論 島 産 の 標 本 （KAUM–I. 55091、 体 長

126.3 mm） は幼魚で、 標徴として重要な

体側の縦帯や腹鰭基底付近の斑紋は発現

していない。 しかし、 上顎後端が前鼻孔下

にあること、 側線有孔鱗数が 136 枚であ

ることを重視し、 オオヤマトカマスに同定し

た。 ホソカマスは上顎後端が鼻孔下に達せ

ず、 側線有孔鱗数は 140–150 枚の範囲に

ある。 また、 ヤマトカマスは上顎後端が鼻

孔下を越えて眼の前縁付近に達し、 幼魚

の尾鰭基底には黒色斑がない （与論島産

の標本には尾鰭基底上部から後縁にかけ

て黒色斑がある）。 今回の標本は腹鰭起部

が第 1 背鰭起部よりもわずか前方に位置し

（オオヤマトカマスは直下にあるとされてい

る）、 側線上方横列鱗数が 15 枚 （11 枚）

と若干多い値を示したが、 これらは個体変

異の範囲内とみなした。

（瀬能　宏）

■ オオヤマトカマス　Sphyraena africana　KAUM–I. 55091, 126.3 mm SL

スズキ目 カマス科 カマス属

オニカマス
Sphyraena barracuda
(Edwards, 1771)

形態　背鰭 V-I, 9; 臀鰭 II, 7–8; 側線有孔

鱗 75–87; 側線上方横列鱗 11–12; 鰓耙 0。

体は細長く円筒形に近いが、 躯幹部では

やや側扁する。 第 1 鰓弓に鰓耙を欠く。 第

2 背鰭と臀鰭の最後の軟条は伸長しない。

尾鰭後縁は湾入し、 中央に 1 対の葉状部

がある。 幼魚の尾鰭は二叉あるいは湾入

し、 葉状部を欠く。

色彩　体色は上半部が青みを帯びた灰色

で、 背部では濃い。 下半部は銀白色から

白色。 体背部から体側中央にかけて暗灰

色の横帯が多数並ぶ。 各鰭は黒く、 第 2
背鰭前縁上端と後方の鰭条、 臀鰭前縁上

端と後方の鰭条、 尾鰭上 ・ 下葉の後端は

それぞれ白い。 幼魚の体背部には濃いオ

リーブ色あるいは黒色の環状斑が並ぶ。

体側中央にも同様な斑紋が並ぶが、 より小

型の個体では黒斑列あるいは黒色縦帯を

形成する。 幼魚の各鰭は透明。

分布　インド ・ 太平洋、 大西洋の熱帯 ・ 亜

熱帯域に分布する。 国内では小笠原諸島、

若狭湾・相模湾以南の南日本、 大隅諸島、

琉球列島、 尖閣諸島から記録されている。

備考　体長 1.65 m に達する大型種で、 成

魚はサンゴ礁外縁部やさらに沖合に生息す

るが、 幼魚は河川汽水域や港などに出現

する。 幼魚は頭部をやや上に向けて中層

をホバリングしているが、 これはヒルギ類

の種子など植物片に擬態したものと考えら

れている。

（瀬能　宏）

■ オニカマス　Sphyraena barracuda　KAUM–I. 39859, 48.1 mm SL
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Gempylidae
Snake mackerels

スズキ目 クロタチカマス科 アオスミヤキ属

アオスミヤキ
Epinnula magistralis
Poey, 1854

形 態　 背 鰭 XV–XVI-I, 17–20 ； 臀 鰭 III, 
13–17 ； 胸鰭 15 ； 腹鰭 I, 5 ； 脊椎骨 16 + 
16 = 32。 体は側扁し、 体高はやや高い。

頭は大きく、 吻端は尖る。 口は大きく、 下

顎先端部は上顎先端部よりも前に突出す

る。 両顎側歯列は円錐歯で、 間隔は広く、

下顎のものが上顎のものより大きい。 また

牙状の歯が上顎先端部に 4–5 本、 下顎先

端部に 1 対存在する。 口蓋骨には小型の

円錐歯が 1 列に並ぶ。 鋤骨に歯はない。

背鰭は基底が長く、 第 1 背鰭は高い。 臀

鰭の基底は第 2 背鰭の基底よりもわずか

に短い。 背鰭と臀鰭ともに小離鰭はない。

胸鰭は短く、 丸い。 腹鰭は成長とともに退

化し、 体長 188 mm では著しく長く、 その

長さは胸鰭長よりも明らかに長いが、 すく

なくとも体長 335 mm 以降では胸鰭のほう

が長い。 主鰓蓋骨には 2 本の隆起線があ

る。 側線は体の背縁と復縁に沿って 2 本あ

り、 背縁のものは背鰭第 5 棘から第 6 棘

の直下付近で分枝し、 下降する。

色彩　体はほぼ一様に青みがかった淡褐

色。 鰭は第 1 背鰭、第 2 背鰭の背縁、腹鰭、

胸鰭、 および尾鰭両葉の後部は黒く、 その

他は淡褐色。

分布　カリブ海、インド洋東部、台湾、日本。

国内では三重県尾鷲沖、 土佐湾、 与論島

沖。

備考　本種は広域分布種であるにもかかわ

らず、 採集例が少なく、 とくに本標本 （体

長 780 mm） のような体長 50 cm を越え

る個体の採集例は極めて稀。 これにともな

い、 各海域の標本にもとづく詳細な形態比

較は行われておらず、 とくに日本産の標本

と大西洋産の標本とでは鰭条数にやや違

いがあるため、 亜種、 もしくは別種の可能

性が指摘されている （Nakamura & Parin, 
1993）。 アオスミヤキの腹鰭は小型個体

で長く、 大型個体になると短いため、 これ

はクロタチカマス科魚類に一般的に見られ

る成長にともなった鰭の退縮と考えられて

いるが、 この形態変化も含めて前記同様、

今後の分類学的研究が必要である。

　アオスミヤキ属は本種のみを含む 1 属 1
種で、 側線が 2 本あり、 そのうちの 1 本は

腹側付近を走ること、 背側の側線が背鰭第

5 棘から第 6 棘の直下付近で分枝すること、

および鋤骨に歯がないことによって、 同科

他属と識別される。 最大体長は 1 m に達

する。

　日本における本種の採集記録は、 三重

県尾鷲沖と土佐湾のみが知られており、 本

調査では、 与論島沖で漁獲され、 茶花漁

港で水揚げされた 1 標本を得た。 これは本

種の鹿児島県における初記録となる。

（岡本　誠）

■ アオスミヤキ　Epinnula magistralis　KAUM–I. 51544, 780.0 mm SL

スズキ目 クロタチカマス科 クロシビカマス属

クロシビカマス
Promethichthys prometheus
(Cuvier, 1832)

形態　背鰭 XVII–XIX-I, 18–20 + 2 ； 臀鰭

II, 15–18 + 2 ； 胸鰭 14–15 ； 腹鰭 I, 0–1 ；

脊椎骨 34。 体は側扁し、 短剣状。 口は

大きく、 両顎の側歯列は小型の犬歯状歯。

上顎の前端に長い牙状歯が 3–4 本、 下顎

の前端に 1 対の小さい牙状歯がある。 舌

には絨毛歯帯があり、 口蓋骨には小型の

犬歯状歯が一列に並ぶ。 鋤骨に歯はない。

側線は 1 本で、 胸鰭の上方で急激に下方

へと湾曲し、 その後方では直線状。 背鰭

の基底は長く、 後頭部から尾柄部まで連続

する。 背鰭と臀鰭の後端には 2 本の小離

鰭がある。 腹鰭は成長に伴って退化し、 大

型個体では消失する。 体表は円滑。

色彩　体はほぼ一様に銅褐色。 各鰭は黒

い。

分布　インド ・ 西部太平洋、 および大西洋

の温帯から熱帯域の水深 100–800 m に分

布する。 国内では福島県以南の太平洋側

■ クロシビカマス　Promethichthys prometheus　FRLM 42850, 397.3 mm SL
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■ クロシビカマス　Promethichthys prometheus　KAUM–I. 51150, 458.9 mm SL

スズキ目 クロタチカマス科 カゴカマス属

オオメカゴカマス
Rexea nakamurai
Parin, 1989

形 態　 背 鰭 XVIII-I, 14–16 + 2 ； 臀 鰭 I, 
12–13 + 2 ； 胸鰭 12–13 ； 腹鰭 I ； 脊椎骨

18–19 + 15 = 33–34。体は側扁し、短剣状。

口は大きく、 下顎先端部は上顎よりも長い。

両顎の側歯列は小型の犬歯状歯。 上顎の

前端に長い牙状歯が 3–6 本、 下顎の前端

に 1 対のやや短い牙状歯がある。 口蓋骨

には小型の犬歯状歯が 1 列に並ぶ。 鋤骨

に歯はないか、 もしくはまれに先端部に 1
対の小型の円錐歯がある。 側線は後頭部

から背鰭第 5 棘と第 6 棘の間の直下付近

までは単線で、 それ以降は分枝し、 上部

のものは背縁に沿って尾柄部まで続く。 一

方、 下部の側線は背鰭第 14 棘から第 19
棘の直下付近まで後下方へとカーブを描

き、 それ以降はほぼ直線状で尾鰭基部直

前まで続く。 背鰭と臀鰭の後端には 2 本の

小離鰭がある。腹鰭は成長に伴って退化し、

およそ体長 150 mm の個体までは小棘状

の腹鰭が確認できるが、 それ以降の大型

個体では消失する。 鱗は小さい円鱗で、 尾

柄部を含む尾部のおよそ 2/3 のみが鱗域。

色彩　体は青味を帯びた銀褐色。 第 1 背

鰭の前部と上縁は黒い。

分布　インド洋、 ハワイ、 九州・パラオ海嶺、

与論島沖の水深 340–370 m に分布する。

備考　本種は同属のカゴカマス R. prome-
theoides (Bleeker, 1856) に 似 て い る が、

分枝した上部の側線が小離鰭まで達するこ

と（カゴカマスでは第 2 背鰭後端付近まで）、

分枝した下部の側線がやや波打つこと （ほ

ぼ直線）、鱗域が尾部の後部に限ること （躯

幹部から尾柄部まで）、 および鰓耙が 1–2
尖頭 （2–4 尖頭） であることによって識別

できる。

　日本における本種の採集記録は、 九州 ・

パラオ海嶺 （北緯 26 度 11 分 ； 東経 135
度 48 分） のみが知られている。 本調査で

は、 与論島沖で漁獲され、 茶花漁港で水

揚げされていた 2 標本を得たが、 これは本

種の北限記録となり、 また鹿児島県におけ

る初記録となる。

（岡本　誠）

■ オオメカゴカマス　Rexea nakamurai　KAUM–I. 51280, 382.5 mm SL

と、 山陰以南の日本海側の沖合に分布す

る。

備考　本種は日周鉛直移動を行い、 夜間

はイカ、 小魚および甲殻類などを補食する

ため水深 50–150m 付近まで浮上し、 昼は

水深 100–700m の底層付近に生息する。

クロシビカマス属は世界で本種のみを含む

1 属 1 種で、 最大体長は 1 m に達する。

本調査では、 与論島沖で漁獲され、 茶花

漁港で水揚げされていた 2 標本を得た。

（岡本　誠）

■ オオメカゴカマス　Rexea nakamurai　FRLM 42849, 339.8 mm SL
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Trichiuridae / Scombridae
Cutlassfish / Mackerels

スズキ目 タチウオ科 タチウオ属

オキナワオオタチ
Trichiurus sp.

形態　背鰭 40–42 （肛門前） ； 胸鰭 11。

体は帯状に伸長し、 強く側扁する。 体高

は低く、 肛門前長の 13.5–17.6%。 口は

大きく、 上顎先端には鉤状部を備えた大

型の犬歯状歯をもち、 後方には大型の鋭

い歯が並ぶ。 下顎前端には先端がわずか

に鉤状となる大型の犬歯状歯をもつ。 両

眼の眼隔域は窪む。 眼は大きく、 頭長の

12.8–17.3%。 鰓蓋部の後下方は凹む。 腹

鰭と臀鰭を欠く。 尾鰭がなく、 尾部末端は

糸状に伸長する。 側線は胸鰭後方で急に

下降し、 腹側近くを走る。

色彩　体は一様に銀色で、 背鰭は乳白色

で、 その前縁は黒色。

分布　大隅諸島、 奄美群島、 琉球列島か

ら標本に基づく記録がある。

備考　本種は 1995 年に沖縄近海の深み

から得られた標本に基づき、 オキナワオオ

タチの仮称が与えられた （中坊 ・ 土居内、

2013）。 本標本は水深 140 m から漁獲さ

れた。 本種は両眼の眼隔域が窪むこと、

眼径が大きいことにより、 日本周辺に分布

する同属他種とは明瞭に異なる未記載種と

され、現在分類学的研究が進められている。

（遠藤広光 ・ 片山英里）

■ オキナワオオタチ　Trichiurus sp.　NSMT-P 110455, 735.0 mm TL

スズキ目 サバ科 カマスサワラ属

カマスサワラ
Acanthocybium solandri
(Cuvier, 1832)

形態　背鰭 XXIII–XXVIII-12–16+8–9 ； 臀

鰭 12–14+8–9 ； 胸鰭 23–24 ； 腹鰭 I, 5 ；

脊椎骨 30–32+31–33=62–64。 体はよく伸

長した紡錘形で、 やや側扁する。 口は大き

く、両顎には細かな鋸状の 1 歯列を備える。

上顎の後端は、 涙骨下に隠れる。 下顎先

端は上顎先端よりわずかに突出する。 吻

はよく尖り、 吻長は頭長の 2 分の 1。 鰓耙

はない。 背鰭は 2 基で、 第 1 背鰭の高さ

はほぼ一様で、 後端部で急に低くなる。 背

鰭と臀鰭の後方には、 それぞれ 8–9 基の

小離鰭をもつ。 腹鰭間棘は 2 本。 尾柄の

中央部には発達した長い隆起をもち、 その

後方部は尾鰭の基底付近にある短い 1 対

の隆起に挟まれる。 側線は 1 本で、 背鰭

中央下付近で急激に下降する。 体は小鱗

で覆われる。 鰾をもつ。

色彩　生鮮時には、頭と体の背側は青黒く、

体側から腹部の地色は銀色。 体側には 24
本から 30 本の細かな暗色の横縞をもつ。

鰭は臀鰭と腹側の小離鰭を除き黒色。

分布　世界の温帯から熱帯域に分布する。

国内では、 秋田県と青森県以南の日本沿

岸に分布する。

備考　本種は表層遊泳性で、 全長 2.2 m
に達する。

（遠藤広光）

■ カマスサワラ　Acanthocybium solandri　NSMT-P 110455, 735.0 mm SL

スズキ目 サバ科 ソウダガツオ属

ヒラソウダ
Auxis thazard thazard
(Lacepède 1800)

形態　背鰭 XI–XII, 10–12 + 7–8 ； 臀鰭 12 
–14 + 7–8 ； 胸鰭 22–25 ； 腹鰭 I, 5 ； 鰓耙

38–42。 体は細長い楕円形で、 やや側扁

した円筒形。 有鱗域は胸硬部と側線周辺

に限られ、 胸甲部の有鱗域は第 1 背鰭と

第 2 背鰭の間で急に狭くなる。 尾柄中央は

隆起する。

色彩　頭部背面および体背面は黒色。 体

側面の地色は青色で、 第 1 背鰭基底後端

直下から尾柄部前方にかけての体側上部

に多数の黒色斜走帯が入る。 腹面は一様

に銀色。 鰓蓋上方に体背面の黒色域とは

不連続な小黒色斑が入る。 臀鰭は白色で、

その他の鰭は黒色。

分布　東太平洋を除いた全世界の温帯から

熱帯にかけて広く分布する。 国内でも北海

道以南に広く分布するが、 日本海 ・ 東シナ

海では稀である。

備考　全長 60 cm に達する。 本種には東

太平洋に分布する 1 亜種が知られ、 本亜

種と比較して鰓耙数が 40–48 と多く、 臀鰭

起部における体高が低いこと、 胸鰭が短い

ことなどから識別される。

（畑　晴陵）
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■ ヒラソウダ　Auxis thazard thazard　KAUM–I. 58546, 359.2 mm SL

スズキ目 サバ科 イソマグロ属

イソマグロ
Gymnosarda unicolor
(Rüppell, 1836)

形態　背鰭 XIII–XV-II, 12–14+6–7 ； 臀鰭

12–13+6 ； 胸鰭 25–28 ； 腹鰭 I, 5 ； 鰓耙

11–14 ； 脊椎骨 19+19=38。 体はやや長

い紡錘形で、 やや側扁する。 口は大きく、

両顎には大きく、 鋭い円錐歯がまばらに並

ぶ。 第 1 背鰭は低く、 前端で高くならない。

両背鰭はよく接近する。 背鰭と臀鰭の後方

には 6–7 基の小離鰭をもつ。 尾鰭の両葉

はやや細い鎌状。 腹鰭間棘は 1 本で大き

い。 尾柄の中央部には発達した長い隆起

をもち、 その後方部は尾鰭の基底付近に

ある短い 1 対の隆起に挟まれる。 側線は

後方で波打つ。 体は胸甲部を除いて無鱗。

鰾は大きい。

色彩　体の背面は青黒く、 体側から腹側は

銀白色。 各鰭は暗灰色から黒色で、 第 2
背鰭と臀鰭の先端は白色。

分布　インド ・ 西太平洋の熱帯から亜熱帯

域に分布する。 国内では佐渡島、 長崎県

野母崎、 相模灘以南の日本の太平洋岸に

分布する。

■ イソマグロ　Gymnosarda unicolor　18 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki

備考　本種は沿岸表層性で、 最大で体長 2 
m に達する。

（遠藤広光）

スズキ目 サバ科 カツオ属

カツオ
Katsuwonus pelamis
(Linnaeus, 1758)

形態　背鰭 XV–XVIII–II, 12–14+8 ； 臀鰭

II, 13–15+6–7 ； 胸鰭 26–28 ； 腹鰭 I, 5 ；

鰓耙 56–65 ； 脊椎骨 41。 体は紡錘形で、

断面は楕円形。 口は中程度の大きさで、

両顎には 1 列の小円錐歯を備える。 口蓋

骨歯がない。 下顎先端は上顎先端よりわ

ずかに突出する。 吻は尖る。 第 1 背鰭の

前端は著しく高く、 その後急に低くなる。 背

鰭と臀鰭の後方には、 それぞれ 6–8 基の

小離鰭を備える。 尾柄の中央部には発達

した長い隆起をもち、 その後方部は尾鰭の

基底付近にある短い 1 対の隆起に挟まれ

る。 側線は 1 本で、 前半部では緩やかに

下降し、 後半部では直線的。 体は小鱗で

覆われる胸甲部を除いて無鱗。 鰾をもたな

い。

色彩　生鮮時には、頭と体の背側は青黒く、

体側から腹部の地色は銀色。 死後、 体側

に暗色の縦縞があらわれる。 垂直鰭は臀

鰭を除き暗色で、 やや黄色みを帯びる。 胸

鰭の上縁は黒色、他は灰色。 臀鰭は灰色。

分布　世界の温帯から熱帯域。 日本近海。

備考　本種は沿岸表層遊泳性で、 全長 1.1 
m に達する。

（遠藤広光）
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Scombridae
Mackerels

■ カツオ　Katsuwonus pelamis　KAUM–I. 45781, 349.9 mm SL

スズキ目 サバ科 サバ属

ゴマサバ
Scomber australasicus
Cuvier, 1832

形態　背鰭 XI–XII-I, 11–12+5 ； 臀鰭 I, 11 
–13+5 ； 胸 鰭 18–21 ； 腹 鰭 I, 5 ； 鰓 耙

33–40 ； 脊椎骨 14+17=31。 体は長い紡

錘形で、 断面は楕円形。 口はやや大きく、

両顎、 前鋤骨と口蓋骨には微小な円錐歯

の 1 列を備える。 吻はやや尖る。 眼瞼は

よく発達する。 鰓蓋後縁は直線的で、 やや

前傾する。 背鰭は 2 基でよく離れる。 第 1
背鰭は前方部が高い三角形状。 第 2 背鰭

と臀鰭の後方には 5 基の小離鰭を備える。

胸鰭は短く、 尖る。 腹鰭間突起は１本で小

さい。 尾柄中央部に顕著な隆起がなく、 尾

鰭の基底付近には短い 1 対の隆起をもつ。

側線は 1 本で、 前半部は緩やかに下降し、

後方ではほぼ直線的。 体はすべて小円鱗

で覆われる。 鰾をもつ。

色彩　生鮮時の体の地色は、 背側ではや

や緑青色、 側面から腹側にかけて銀白色。

眼の後方と体側は黄色みを帯びる。 体の

背側には虫食い状の暗色斑紋をもつ。 体

側中央にはやや大きな暗色斑点が 1 列に

並び、 その下方には多数の小暗色斑点が

密に分布する。 背鰭、 小離鰭と尾鰭は暗

色で、 第 2 背鰭と尾鰭後縁は黄色みを帯

びる。 胸鰭は黒色。 腹鰭と臀鰭は白色で、

前縁には暗色域がある。

分布　インド • 太平洋に分布する。 国内で

は、 北海道南部以南の日本海沿岸、 北海

道以南の太平洋沿岸、 東シナ海沿岸、 瀬

戸内海に分布する。

備 考　 本 種 は マ サ バ S. japonicus Hou-
ttuyn, 1782 とは体側下方に多くの小暗色

斑点をもつこと （マサバにはない）、 背鰭

第 1–9 棘間の基底長が尾叉長の 12% 未

満と短いこと （マサバでは 12% 以上） で

識別される （中坊 ・ 土居内、 2013）。 全

長およそ 50 cm に達する。

（遠藤広光）

■ ゴマサバ　Scomber australasicus　KAUM–I. 50843, 365.4 mm SL
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Mackerels / Eyebrowfish

スズキ目 サバ科 マグロ属

キハダ
Thunnus albacares
(Bonnaterre, 1788)

形態　背鰭 XII–XIV-14–15+8–9 ； 臀鰭 14 
–15+8–9 ； 胸鰭 32–35 ； 腹鰭 I, 5 ； 鰓耙

27–34 ； 脊椎骨 18+21=39。 体はやや細

長い紡錘形で、断面は楕円形。 口は大きく、

両顎には大きく、 鋭い円錐歯がまばらに並

ぶ。 第 1 背鰭は前端で高くなり、 後方では

低い。 両背鰭はよく接近する。 背鰭と臀鰭

の後方には 8–9 基の小離鰭をもつ。 大型

個体では第 2 背鰭と臀鰭が著しく伸長する。

胸鰭は長く、 その後端は第 2 背鰭起部の

直下を越える。 腹鰭間棘は 2 本。 尾柄の

中央部には発達した長い隆起をもち、 その

後方部は尾鰭の基底付近にある短い 1 対

の隆起に挟まれる。 側線は緩やかに下降

する。体は胸甲部を除いて無鱗。鰾をもつ。

色彩　体の背面は青黒く、 体側と腹側は銀

白色。 各鰭は暗灰色で黄色みを帯び、 大

型個体では第 2 背鰭、 臀鰭と小離鰭は鮮

明な黄色。 小離鰭の縁辺は黒色。 若魚の

体側下方には白色の斜線と点列が並ぶ。

分布　世界の温帯から熱帯域に分布する

（地中海には出現しない）。 太平洋岸沖に

分布し、 日本海では稀。

備考　本種は外洋表層性で、 最大で全長 2 
m に達する。

（遠藤広光）

■ キハダ　Thunnus albacares　KAUM–I. 45782, 367.5 mm SL

スズキ目 オオメメダイ科 オオメメダイ属

ミナミメダイ
Ariomma brevimanum
(Klunzinger, 1884)

形態　背鰭 X + I, 15 ； 臀鰭 II, 15 ； 胸鰭

23 ； 腹鰭 I, 5 ； 側線鱗 53。 体は細長く、

やや側扁する。 頭部背面の有鱗域の先端

は眼の後縁に達する。

色彩　体背面は黒色。 体側面および体腹

面は一様に銀色。 臀鰭は白色で、 他の鰭

は黒色。

分布　国外ではハワイ、 インドネシア、 紅

海などから知られる。 国内では神奈川以南

の太平洋側と熊本県から知られる。

備考　全長 70 cm 以上に成長する。 生態

は不明な点が多い。 ミナミメダイの和名は

南半球の冷水域に広く分布するメダイ科

の Hyperoglyphe antarctica (Carmichael, 
1818) にあてられることもある。

（畑　晴陵）

■ ミナミメダイ　Ariomma brevimanum　KAUM–I. 47837, 698.0 mm SL
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Bothidae
Lefteye flounders

カレイ目 ダルマガレイ科 セイテンビラメ属

セイテンビラメ
Asterorhombus intermedius
(Bleeker, 1865)

形 態　 背 鰭 79–86 ； 臀 鰭 60–65 ； 胸 鰭

11 （有眼側） ； 有孔側線鱗 53–54 ； 脊椎

骨 35–37。 口は大きく、 眼の前端に達す

る。 両眼間隔は狭い。 体高は高く、 体長

の 41.3–50.2%。 背鰭第 1 軟条は長く遊離

■ セイテンビラメ　Asterorhombus intermedius　BSKU 108303, 23.0 mm SL

し、 基底付近は細く、 鰭膜に皮弁がある。

その長さは体長の 8.4–19.5%。

色彩　成魚は体全体が褐色を帯び、 鰭条

と鰭膜には褐色と黒色、 白色の斑点が規

則的に散在する。 有眼側の上下に黄色に

黒色の縁取りがある斑紋が 3 対、 胸鰭後

方に 1 対ある。 尾柄のやや前方に眼径大

の黒色眼状斑がある。 若魚では、 白色の

体の地色に瞳孔大の眼状斑が約 4 対あり、

尾柄前方にある眼状斑は朱色。

分布　インド ・ 西太平洋に広く分布し、 国

内では相模湾以南の南太平洋沿岸、 山口

県、 長崎県、 琉球列島に生息する。

備考　本種は珊瑚礁域の砂底に生息する。

摂餌の際に、 背鰭第 1 鰭条を動かすが、

ルアーとしての役割については解明されて

いない （中坊 ・ 土居内、 2013）。 与論島

では水深約 20 m の砂底から 1 個体の若

魚が採集された。

（片山英里）

カレイ目 ダルマガレイ科 ホシダルマガレイ属

モンダルマガレイ
Bothus mancus
(Broussonet, 1782)

形態　背鰭 96–102 ； 臀鰭 74–81 ； 有眼

側胸鰭 11–13 ； 腹鰭 6 ； 側線上方横列鱗

76–89。 体は著しく側扁し、 丸みを帯びる。

眼は片方の体側のみに存在する。 口は小

さく、 上顎の後端は下眼の中央部に達しな

い。 両眼間隔が広く、 眼の前方に位置する

頭部背縁が窪む。 有眼側の鱗は側線鱗を

除いて櫛鱗であり、 著しく小さい。 有眼側

の腹鰭の起部は下眼の後端よりも前方に

ある。 腹鰭の基底は無眼側より有眼側が

長い。 有眼側の胸鰭はやや長く、 体側の

中央付近に達する。

色彩　有眼側の体側は茶褐色であり、 黒

色で縁取られた水色の環状紋が散在する。

有眼側の背鰭、 臀鰭、 胸鰭、 尾鰭には、

水色斑と黒色斑が散在する。 有眼側の側

線鱗上には、 やや輪郭が不明瞭な円形の

黒色模様が存在する。 無眼側の体側は一

■ モンダルマガレイ　Bothus mancus　KAUM–I. 42702, 275.4 mm SL

様に乳白色であるが、 雄の無眼側体側に

は、 無数の小黒斑が散在する。 無眼側の

背鰭、 臀鰭、 胸鰭、 尾鰭には白色斑が散

在する。

分布　インド ・ 西太平洋に生息する。 国内

では伊豆諸島、 小笠原諸島、 和歌山県以

南の太平洋沿岸、 大隈諸島、 琉球列島に

分布する。



Bothidae

ダ
ル
マ
ガ
レ
イ
科

585

Lefteye flounders

備考　本種は同属のトゲダルマガレイ B. 
pantherinus (Rüppell, 1830) に 類 似 す る

が、 眼の前方付近に位置する頭部背縁が

窪むこと、 背鰭軟条数がやや多いこと （ト

ゲダルマガレイでは 88–93）、 臀鰭軟条数

がやや多いこと （65–72）、 雄の眼の前縁

には多くの小棘がないこと、 雄の無眼側に

小黒斑が散在することから識別される。 ト

ゲダルマガレイよりもやや南方に分布する。

（大橋祐太）

■ モンダルマガレイ　Bothus mancus　KAUM–I. 42702, 275.4 mm SL

カレイ目 ダルマガレイ科 ホシダルマガレイ属

トゲダルマガレイ
Bothus pantherinus
(Rüppell, 1830)

形態　背鰭 88–93 ； 臀鰭 65–72 ； 有眼側

胸鰭 10–11 ； 腹鰭 6 ； 側線上方横列鱗

70–78。 体は著しく側扁し、 丸みを帯びる。

眼は片方の体側のみに存在する。 口は小

さく、 上顎の後端は下眼の中央部に達しな

い。 両眼間隔が広く、 雄の眼の前縁には

多くの小棘がある。 眼の前方に位置する頭

部背縁は窪まない。 有眼側の鱗は側線鱗

を除いて櫛鱗であり、 著しく小さい。 有眼

側の腹鰭の起部は下眼の後端よりも前方

にある。 腹鰭の基底は無眼側より有眼側

が長い。 有眼側の胸鰭は著しく長く、 尾鰭

付近に達する。

色彩　有眼側の体側は薄い黄土色であり、

白色の環状紋と黄色や橙色の小斑紋が散

在する。 有眼側の背鰭、 臀鰭、 胸鰭、 尾

鰭は薄い黄土色であり、 小白色斑が散在

する。有眼側体側のやや後方には、黄土色、

黒色、 小黒斑で形成された輪郭が不明瞭

■ トゲダルマガレイ　Bothus pantherinus　FRLM 42995, 70.7 mm SL

なハート型の模様が存在する。 無眼側の

体側は一様に薄い黄土色。 無眼側の背鰭、

臀鰭、 胸鰭、 尾鰭は薄い黄土色をしており

小白色斑や小黒色斑が散在する。

分布　インド ・ 西太平洋に生息する。 国内

では伊豆諸島、 小笠原諸島、 島根県 ・ 相

模湾以南の南日本、 大隈諸島、 琉球列島

に分布する。

（大橋祐太）
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Bothidae
Lefteye flounders

■ トゲダルマガレイ　Bothus pantherinus　KAUM–I. 51314, 35.9 mm SL■ トゲダルマガレイ　Bothus pantherinus　KAUM–I. 39944, 47.1 mm SL

■ トゲダルマガレイ　Bothus pantherinus　KAUM–I. 48062, 50.4 mm SL■ トゲダルマガレイ　Bothus pantherinus　KAUM–I. 48024, 70.9 mm SL

■ トゲダルマガレイ　Bothus pantherinus　NSMT-P 110323, 29.9 mm SL
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Tongue flatfishes / Soles

カレイ目 ベロガレイ科 ツキノワガレイ属

ジャノメツキノワガレイ
Samariscus triocellatus
Woods, 1960

形態　背鰭 64–70 ； 臀鰭 51–57 ； 胸鰭 4 ；

腹鰭 5 ； 側線有孔鱗 71–75 ； 脊椎骨 39。

体は長円形で、 体の後半に進むに従って

緩やかに低くなる。 眼は体の右側にあり、

下眼は上眼よりわずかに前方に位置する。

上顎後縁は下眼の前縁をわずかに越える。

背鰭鰭条は不分枝で、 上眼前縁よりも前

方から始まり、 その起部は頭部背中線より

もやや無眼側の方にずれる。 背鰭第 1–3
軟条は基底から 3 分の 1 が鰭膜で連続す

る。 有眼側の胸鰭は頭長より少し長い。 無

眼側は胸鰭がない。 腹鰭と臀鰭は不分枝

軟条である。 尾鰭は後縁が丸く、 鰭条は上

下の各 2 本を除き分枝する。

色彩　有眼側の体色は茶色のまだら模様。

体側の中央には眼径より少し大きい明瞭な

3 環状斑がある。 環状斑は側線より下方に

あり、 斑の上縁は側線に接する。 有眼側

胸鰭の後縁は黒い。

分布　インド ・ 太平洋に分布する。 国内で

は伊豆諸島と琉球列島から報告されてい

る。

備考　本種はサンゴ礁や岩礁の近接した砂

底に生息する。 与論島では水深 20 m の

岩礁間の砂底で採集された。 本種は時々

黒い胸鰭を振りながらゆっくりと海底を移動

する。 おそらく扁形動物に擬態していると思

われる。

（ジョン　ビョル）

■ ジャノメツキノワガレイ　Samariscus triocellatus　NSMT-P 110509, 80.0 mm SL

■ トウヨウササウシノシタ　Aseraggodes orientalis　KAUM–I. 48063, 43.2 mm SL
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Soleidae
Soles

カレイ目 ササウシノシタ科 トビササウシノシタ属

トウヨウササウシノシタ
Aseraggodes orientalis
Randall & Senou, 2007

形態　背鰭 66–72 ； 臀鰭 45–47 ； 腹鰭 5
（有眼側）、 5 （無眼側） ； 尾鰭 18 ； 側線

鱗 75–86；脊椎骨 35–36。 体は長楕円形。

眼は体の右側にあり、 両眼間隔は狭く、 上

眼が下眼よりもわずかに前方に位置する。

有眼側の前鼻管は長く下眼の前縁か、 そ

れよりわずかに後方に達する。 口はわず

かに曲がる。 背鰭と臀鰭は尾鰭と離れる。

尾柄部は短い。 両体側ともに胸鰭がない。

腹鰭は長く、 臀鰭の第 3–4 鰭条に達する。

尾鰭後縁は丸い。

色彩　有眼側は薄い黄色であり、 不定形な

乳白色の班紋が散在する。 その斑紋の間

に褐色や黒色の小斑点が散在する。 無眼

側は白色。

分布　日本と台湾に生息する。 国内では高

知県柏島と鹿児島県与論島から知られる。

備考　トウヨウササウシノシタは同属のム

シ ク イ サ サ ウ シ ノ シ タ A. cheni Randall 

& Senou, 2007 に 似 る が、 側 線 鱗 数 が

81–86 で多いこと （ムシクイウシノシタでは

73–76） から識別される。 与論島では水

深 2–3 m の岩礁間の砂底から採集された。

国内では 2 番目の記録となる。

（ジョン　ビョル）

■ トウヨウササウシノシタ　Aseraggodes orientalis　KAUM–I. 48063, 43.2 mm SL

カレイ目 ササウシノシタ科 トビササウシノシタ属

ムスメウシノシタ
Aseraggodes sp.

形態　背鰭 69；臀鰭 50；腹鰭 5 （有眼側）・

5 （無眼側） ； 側線鱗 67。 体は長楕円形。

眼は体の右側にあり、 両眼間隔は狭く、 上

眼が下眼よりもわずかに前方に位置する。

有眼側の前鼻管は長く下眼の前縁か、 そ

れよりわずかに後方に達する。 口はわずか

に曲がる。 両体側ともに胸鰭がない。

色彩　有眼側の体色は薄い黄土色あるい

は茶色であり、 不定形な白色斑と小黒点が

散在する。 側線上には眼径より大きい、 輪

郭のやや不明瞭な黒色斑が 3–4 個存在す

る。

分布　伊豆諸島、 神奈川県以南の太平洋

沿岸、 大隅諸島、 琉球列島に分布する。

備考　本項の記載は与論島産の 1 標本に

基づく。 与論島では水深 2–5 m の岩礁

域の砂底から採集された。 これまでムス

メウシノシタが属していたオトメウシノシタ

■ ムスメウシノシタ　Aseraggodes sp.
KAUM–I. 46060, 33.9 mm SL
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カレイ目 ササウシノシタ科 アマミウシノシタ属

アマミウシノシタ
Dagetichthys marginata
(Boulenger, 1900)

形 態　 背 鰭 71–74 ； 臀 鰭 56–57 ； 胸 鰭

5–6 （有眼側）・4–6 （無眼側）；腹鰭 5 （有

眼側） ・ 4 （無眼側） ； 尾鰭 14 ； 側線鱗

103–109 ； 脊椎骨 42。 体は楕円形。 口

はゆるく曲がって前方に開く。 吻端は丸い。

有眼側の前鼻管の先端に三角形の小皮弁

がある。背鰭と臀鰭は尾鰭と完全に連続し、

切れ込みない。 有眼側に柔らかい小皮弁

が散在する。

色彩　有眼側は黄褐色で不定形の大きな

暗色斑が散在する。 横帯はない。

分布　西インド洋と西太平洋に分布する。

国内では大隅諸島と琉球列島から報告され

ている。

備考　サンゴ礁域の砂底に生息する。 浅海

の砂底で砂を被って身を隠している。 与論

島では水深 2 m の岩礁域の砂底から採集

された。

　日本産ミナミシマウシノシタ属 Synaptura
の 中 で、 ワ モ ン ウ シ ノ シ タ S. annularis 
(Fowler, 1934) とミナミシマウシノシタ S. 
orientalis (Bloch & Schneider, 1801)
が Brachirus に 帰 属 さ れ た （Desoutter-
Meniger et al., 2001） こ と に 伴 い、 中

坊 ・ 土居内 （2013） は Brachirus をミナ

ミシマウシノシタ属とし、 Synaptura をア

マミウシノシタ属 （新称） とした。 しかし、

S. marginata Boulenger, 1900 は Daget-
ichthys に帰属されたため （Vachon et al., 
2008）、 アマミウシノシタ属という属の和名

は Synaptura ではなく Dagetichthys に適

用される。

（ジョン　ビョル）

■ アマミウシノシタ　Dagetichthys marginata　NSMT-P 110409, 327.7 mm SL

属 Parachirus Matsubara & Ochiai, 1963
は、 Randall (2005) によってトビササウシ

ノシタ属 Aseraggodes Kaup, 1854 の新参

異名とされた。 ムスメウシノシタは同属の

オトメウシノシタ A. xenicus (Matsubara & 
Ochiai, 1963) と似るが、 有眼側の側線上

に輪郭のやや不明瞭な眼径より大きい黒

色斑が 3–4 個存在すること、 背鰭鰭条数

が 69–74 と多いこと （オトメウシノシタでは

57–69）、 臀鰭鰭条数が 50–54 と多いこと

（オトメウシノシタでは 39–47） から識別さ

れる。

（ジョン　ビョル）
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カレイ目 ササウシノシタ科 ミナミウシノシタ属

ミナミウシノシタ
Pardachirus pavoninus
(Lacepède, 1802)

形態　背鰭 66–70 ； 臀鰭 50–53 ； 腹鰭 5 ；

側線鱗 75–82 ； 脊椎骨 38。 体は楕円形。

眼は体の右側にある。 口はわずかに曲が

る。 有眼側の前鼻管は短く、 下眼の前縁

を越えない。背鰭と臀鰭の軟条は分枝する。

背鰭、 臀鰭、 腹鰭の各軟条の基部に毒腺

の開孔部がある。両体側ともに胸鰭がない。

色彩　有眼側は薄い黄土色あるいは茶色

であり、 楕円形に近い不定形な白色斑が

散在する。 白色斑の中には小黒点がある。

白色斑の間に茶色と黄色の小斑点が散在

する。 無眼側は白色。

分布　東インド洋と西太平洋に分布する。

国内では千葉県以南の太平洋沿岸、 大隅

諸島、 琉球列島から報告されている。

備考　与論島では水深 3 m の岩礁域の

砂底から採集された。 サメ類は本種の毒

液が苦手なことが知られており、 そのため

にミナミウシノシタの毒を用いたサメの被

害対策に関する研究が行われたこともあ

る。 ミナミウシノシタの稚魚とオトメウシノ

シ タ Aseraggodes xenicus (Matsubara & 
Ochiai, 1963) の成魚は体形や色彩が酷似

する。

　ミナミウシノシタは西インド洋に生息する

同属の P. marmoratus (Lacepède, 1802)
と似るが、 側線鱗数が 75–82 と少ないこと

（後者では 83–102）、 背鰭と臀鰭に鱗がな

いこと （鱗がある） から識別される。

（ジョン　ビョル）

■ ミナミウシノシタ　Pardachirus pavoninus　KAUM–I. 48068, 118.0 mm SL

カレイ目 ササウシノシタ科 サザナミウシノシタ属

サザナミウシノシタ
Soleichthys heterorhinos
(Bleeker, 1856)

■ ミナミウシノシタ　Pardachirus pavoninus
NSMT-P110391, 73.1 mm SL

■ ミナミウシノシタ　Pardachirus pavoninus
NSMT-P110390, 119.8 mm SL

■ ミナミウシノシタ　Pardachirus pavoninus
BSKU 108255, 156.0 mm SL
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形態　背鰭 92–102 ； 臀鰭 77–87 ； 胸鰭

7–9 （有眼側） ・ 6–8 （無眼側） ； 腹鰭 4 ；

側線鱗 99–105 ； 脊椎骨 50。 体は低くて

長楕円形。 眼は突出し、 両眼間隔は狭い。

有眼側の前鼻管は長く、 後方に倒すと下眼

の中央に達する。 口はゆるく曲がって前方

に開く。 背鰭と臀鰭は尾鰭と連続しない。

色彩　有眼側は薄い黄土色あるいは茶色

であり、 楕円形に近い不定形な白色斑が

散在する。 白色斑の中には小黒点がある。

白色斑の間に茶色と黄色の小斑点が散在

する。 無眼側は白色。

分布　インド ・ 西太平洋に広く分布する。

国内では山口県の日本海側、 大隅諸島、

琉球列島から報告されている。

備考　やや目の粗い砂地や転石帯などの

サンゴ礁域や岩礁域に生息する。タイドプー

ルでも観察される。 与論島では水深 2–8 m
の岩礁域から採集された。 稚魚時にはさざ

波模様がなく、 体は白色で体後方は黄色で

ある。

　本種は同属の S. dori Randall & Munroe, 
2008 と似るが、 背鰭鰭条数が 92–102 で

多いこと （後者では 87–95）、 眼径より吻

長が短いこと（眼径は吻長の 1.35–2.22 倍；

S. dori では 0.65–0.95 倍）から識別される。

（ジョン　ビョル）

■ サザナミウシノシタ　Soleichthys heterorhinos　KAUM–I. 51506, 36.8 mm SL

■ サザナミウシノシタ　Soleichthys heterorhinos　BSKU 108251, 46.2 mm SL

■ サザナミウシノシタ　Soleichthys heterorhinos
NSMT-P 110396, 45.4 mm SL
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フグ目 モンガラカワハギ科 オキハギ属

イトヒキオキハギ
Abalistes filamentosus
Matsuura & Yoshino, 2004

形態　背鰭 III+25–27 ； 臀鰭 22–25 ； 胸鰭

14–15 ； 縦列鱗 33–39。 体は側扁し、 楕

円形を呈する。 体は板状の骨質鱗に覆わ

れる。 鰓孔の上端周辺に大きな鱗が数枚

ある。 尾柄は縦扁し、 幅の方が高さより大

きい。 第 1 背鰭は 3 棘から構成され、 第 1
棘は頑丈で長い。 腹鰭は単一で、 後端に

筒状の鞘状鱗がある。 筒状の鞘状鱗は前

後方向に 4 節に分かれ、 背腹方向に動か

すことができる。 尾鰭の背部と腹部の鰭条

が糸状に伸長する。

色彩　体の背方は褐色で、 背部に 3 個の

白色斑がある。 最初の白色斑は第 1 背鰭

基部の周囲にあり、 2 番目の白色斑は背

鰭第 3 棘の直後にある。 3 番目の白色斑

は第 2 背鰭基部の中央にある。 頬は綠褐

色で 3–4 本の褐色の溝が水平に走る。 第

1 背鰭の鰭膜には大きな 1 暗褐色斑があ

る。 第 2 背鰭と臀鰭は淡色で、 水平方向

に 4–5 本の波状の褐色線が走る。 尾鰭は

黄褐色で、 3–4 本の褐色の波状線が上下

方向に走る。

分布　オーストラリア北部、 ニューカレドニ

ア、 与論島以南の琉球列島から知られて

いる。

備考　オキハギ A. stellatus (Anonymous, 
1798) に似るが、 イトヒキオキハギでは尾

鰭が糸状に伸長し、 体に小黄色点や小青

色点をもたないことによって識別される。 与

論島の沖合の水深 90–105 m から 3 個体

が釣りによって採集された。 イトヒキオキハ

ギは日本では沖縄島以南から知られてい

た。 今回の与論島産の標本は北限更新記

録となる。

（松浦啓一）

■ イトヒキオキハギ　Abalistes filamentosus　FRLM 42900, 332.0 mm SL

■ イトヒキオキハギ　Abalistes filamentosus　KAUM–I. 51370, 260.7 mm SL

■ クマドリ　Balistapus undulatus　Male　FRLM 42965, 167.7 mm SL ■ クマドリ　Balistapus undulatus　Female　FRLM 42865, 133.4 mm SL



Balistidae

モ
ン
ガ
ラ
カ
ワ
ハ
ギ
科

593

Triggerfishes

フグ目 モンガラカワハギ科 クマドリ属

クマドリ
Balistapus undulatus
(Park, 1797)

形 態　 背 鰭 III+24–27 （ 通 常 25 か 26） ；

臀鰭 20–24 ； 胸鰭 13–15 （通常 14） ； 縦

列鱗 36–40。 体は側扁し、楕円形を呈する。

体は板状の骨質鱗に覆われる。 雄では吻

の背縁は直線的かやや凸状で、 雌ではや

や凹む。 眼の前方に 1 縦溝がない。 鰓孔

の上端周辺に大きな鱗が数枚ある。 第 1
背鰭は 3 棘から構成され、 第 1 棘は頑丈

で長い。 腹鰭は単一で、 後端に筒状の鞘

状鱗がある。 筒状の鞘状鱗は前後方向に

4 節に分かれ、 背腹方向に動かすことがで

きる。 尾柄側面に 2 列に並ぶ前方を向い

た棘がある。

色彩　体と頭部は暗緑色で、 やや茶色味

を帯び、 多数の橙色の波状線に覆われる。

口から胸鰭下方にかけて赤橙色線が 2–3
本走る。 雄の吻部は茶色で、 橙色の波状

線がない。 雌の吻部には波状線がある。

第 1 背鰭の鰭膜は淡橙色で、 第１棘と 2
棘の間の鰭膜の縁辺付近は黒い。 第 2 背

鰭、 臀鰭及び尾鰭の鰭条は橙黄色を呈す

る。 尾柄側面の逆向棘周辺に楕円形の黒

色斑がある。

分布　インド洋と西太平洋の熱帯域に分布

する。 国内では小笠原諸島、 伊豆諸島、

和歌山県以南の南日本、 大隅諸島、 琉球

列島に分布する。

備考　全長 30 cm になる。 繁殖期になると

サンゴ礁の底にすり鉢状の穴を作り産卵す

る。 小型の魚類、ウニ類、カニ類、ゴカイ類、

貝類などを食べる。 サンゴ礁でごく普通に

みられる種である。 与論島では水深 10–40 
m から採集された。

（松浦啓一）

■ クマドリ　Balistapus undulatus　Male　KAUM–I. 51403, 176.2 mm SL

■ モンガラカワハギ　Balistoides conspicillum　15 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki

フグ目 モンガラカワハギ科 モンガラカワハギ属

モンガラカワハギ
Balistoides conspicillum
(Bloch & Schneider, 1801)

形態　背鰭 III+25–27 ； 臀鰭 21–23 ； 胸鰭

14–15 ； 縦列鱗 39–50。 体は側扁し、 楕

円形を呈する。 体は板状の骨質鱗に覆わ

れ、 吻部の鱗は他の鱗より小さい。 眼の

前方に 1 縦溝がある。 鰓孔の上端周辺に

大きな鱗が数枚ある。 第 1 背鰭は 3 棘か

ら構成され、 第 1 棘は頑丈で長い。 腹鰭

は単一で、 後端に筒状の鞘状鱗がある。

筒状の鞘状鱗は前後方向に 4 節に分かれ、

背腹方向に動かすことができる。 尾柄側面
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に 3–4 列に並ぶ前方を向いた小棘がある。

色彩　体と頭部は黒い。 口より下方の体と

頭部に楕円状の白色斑が多数ある。 鰓孔

の上方から第 2 背鰭前部に至る体背部に

は、 橙色の網目状模様がある。 口の周辺

は橙黄色で、 その直後を細い黄色線が環

状に取り囲む。 眼の前方を黄色の帯が横

切る。 尾柄背面に橙色の網目状模様があ

る。 第 2 背鰭、 臀鰭及び胸鰭の基部に橙

黄色の線がある。 尾鰭は黒く、 中央部に

背腹方向に走る黄色帯がある。

分布　紅海を除くインド洋と西太平洋の熱帯

域に分布する。 国内では小笠原諸島、 伊

豆諸島、 岩手県 ・ 新潟県以南の南日本、

大隅諸島、 琉球列島などに広く分布する。

備考　全長 30 cm になる。 サンゴ礁外縁

部で、 群れを作らず単独か 2 尾で行動す

る。 与論島では水深 40 m 以浅から採集さ

れた。 甲殻類、 カニ類、 ウニ類、 貝類など

を食べる。

（松浦啓一）

■ モンガラカワハギ　Balistoides conspicillum　KAUM–I. 45793, 125.9 mm SL

フグ目 モンガラカワハギ科 モンガラカワハギ属

ゴマモンガラ
Balistoides viridescens
(Bloch & Schneider, 1801)

形 態　 背 鰭 III+25–26 ； 臀 鰭 23–24 ； 胸

鰭 14 ； 縦列鱗 29–32。 体は側扁し、 楕円

形を呈する。 体は板状の骨質鱗に覆われ

る。 眼の前方に 1 縦溝がある。 鰓孔の上

端周辺に大きな鱗が数枚ある。 第 1 背鰭

は 3 棘から構成され、第 1 棘は頑丈で長い。

腹鰭は単一で、 後端に筒状の鞘状鱗があ

る。 鞘状鱗は 4 節に分かれ、 背腹方向に

動かすことができる。 尾柄側面に 4–6 列に

並ぶ前方を向いた小棘がある。

■ モンガラカワハギ　Balistoides conspicillum　FRLM 43021, 150.6 mm SL
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■ ゴマモンガラ　Balistoides viridescens　KAUM–I. 51175, 34.2 mm SL

色彩　体は灰緑色で鱗の縁が黄色いため、

格子状の模様を形成する。 頬は暗黄色で、

眼から鰓孔と胸鰭基部にかけて幅広い暗

緑色の横帯がある。 上顎の縁辺は暗緑色。

第 1 背鰭の鰭膜には暗緑色の線と斑点が

ある。 第 2 背鰭と臀鰭、 胸鰭は暗黄色で、

縁辺は黒く縁取られる。 尾鰭は黄色で、 基

部と縁辺は黒い。

分布　ハワイ諸島を除くインド ・ 太平洋の

熱帯域に分布する。 国内では小笠原諸島、

神奈川県以南の太平洋沿岸、 大隅諸島、

琉球列島に分布する。

備考　全長 60 cm になる。 群を作らず、 単

独で行動する。 与論島では幼魚が採集さ

れた。 ウニ類、 カニ類、 貝類などを食べる。

（松浦啓一）

フグ目 モンガラカワハギ科 ソロイモンガラ属

クロモンガラ
Melichthys vidua
(Richardson, 1845)

形態　背鰭 III+31–35 ； 臀鰭 27–31 ； 胸鰭

14–15 ； 縦列鱗 50–59。 体は側扁し、 楕

円形を呈する。 体は板状の骨質鱗に覆わ

れる。 眼の前方に 1 縦溝がある。 鰓孔の

上端周辺に大きな鱗が数枚ある。 第 1 背

鰭は 3 棘から構成され、 第 1 棘は頑丈で

長い。 腹鰭は単一で、 後端に筒状の鞘状

鱗がある。 鞘状鱗は 4 節に分かれ、 背腹

方向に動かすことができる。

色彩　体と頭部、 第 1 背鰭は黒い。 第 2
背鰭と臀鰭は淡色で、 黒く縁取られる。 胸

鰭は黄色。 尾鰭後部は淡桃色で、 基部は

白い。

■ クロモンガラ　Melichthys vidua　FRLM 42886, 139.8 mm SL
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■ アカモンガラ　Odonus niger　KAUM–I. 42709, 149.5 mm SL

分布　インド ・ 太平洋と東太平洋の熱帯域

に分布する。 国内では北海道以南の太平

洋沿岸、小笠原諸島、伊豆諸島、大隅諸島、

■ クロモンガラ　Melichthys vidua　15 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki

琉球列島から知られている。

備考　全長 30 cm になる。 サンゴ礁外縁

部にみられる。 与論島では水深 10–30 m
から採集された。 海藻、 ウニ類、 カニ類、

貝類などを食べる。

（松浦啓一）
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フグ目 モンガラカワハギ科 アカモンガラ属

アカモンガラ
Odonus niger
(Rüppell, 1836)

形態　背鰭 III+33–36 ； 臀鰭 28–31 ； 胸鰭

14–15 ； 縦列鱗 29–34。 体は側扁し、 楕

円形を呈する。 体は板状の骨質鱗に覆わ

れる。 眼の前方に 1 縦溝がある。 1 対の

犬歯が口から外部に突出する。 下顎は上

顎より前方に位置し、 口は上を向く。 鰓孔

の上端周辺に大きな鱗が数枚ある。 第 1
背鰭は 3 棘から構成され、 第 1 棘は頑丈

で長い。 第 2 背鰭と臀鰭の前部は後部よ

り明らかに高い。 腹鰭は単一で、 後端に

筒状の鞘状鱗がある。 筒状の鞘状鱗は 4
節に分かれ、 背腹方向に動かすことができ

る。 尾鰭の上葉と下葉は後方に伸長する。

尾柄から第 2 鰭背前部下方に至る体側に、

小棘が 6–7 縦列を形成して並ぶ。

色彩　体は紺色を帯びた黒色。 口から鰓孔

までの頭部の色は体よりも淡く、 灰青色を

呈する。 第 2 背鰭、 臀鰭及び尾鰭は淡青

色に縁取られる。 眼から口にかけて、 2 本

の青色線が斜めに走る。 口から後方に 1
本の青色線が水平に走る。 歯は赤い。

分布　ハワイ諸島とイースター島を除くイン

ド ・ 太平洋に広く分布する。 国内では小笠

原諸島、 伊豆諸島、 神奈川県以南の太平

洋沿岸、 琉球列島から知られている。

備考　全長 50 cm になる （尾鰭の伸長部

を含む）。 サンゴ礁外縁部で大きな群れを

作ることが多い。 与論島では水深 5–8 m
の浅い所から採集された。 動物プランクトン

や海綿を食べる。 背鰭第 1 棘を第 2 棘で

固定して、 垂直に立てることができる。 敵

に襲われそうになると、 サンゴ礁の隙間や

穴に逃げ込んで、 背鰭第 1 棘と腰骨後端

の鞘状鱗を隙間や穴の壁に突っ張り、 体を

固定する。 このような防御行動はモンガラ

カワハギ科特有のものである。

（松浦啓一）

フグ目 モンガラカワハギ科 ムラサメモンガラ属

ムラサメモンガラ
Rhinecanthus aculeatus
(Linnaeus, 1758)

形 態　 背 鰭 III+23–26 ； 臀 鰭 21–22 ； 胸

鰭 13 ； 縦列鱗 32–39。 体は側扁し、 楕円

形を呈する。 体は板状の骨質鱗に覆われ

る。 眼の前方に 1 縦溝がない。 鰓孔の上

端周辺に大きな鱗が数枚ある。 第 1 背鰭

は 3 棘から構成され、第 1 棘は頑丈で長い。

腹鰭は単一で、 後端に筒状の鞘状鱗があ

る。 筒状の鞘状鱗は 4 節に分かれ、 背腹

方向に動かすことができる。 尾柄に前方を

向く小棘が 3 列に並び、 最下段の小棘列

の長さは上段の 2 列の小棘列の半分しか

ない。

色彩　体の背方は薄茶色で腹方は白い。

体側の鰓孔から第 2 背鰭前部の下方にか

けて大きな楕円形の黒色斑がある。 この黒

色斑から 1 黒色帯が斜め後方に第 2 背鰭

前部へと走り、 やや細い 2 本の黒色線が

臀鰭前部と中央へ斜走する。 細い 2 本の

黒色線が黒色斑から臀鰭に向かって斜走

する。 吻部は薄茶色。 眼から鰓孔へと黒

色帯が走り、 黒色帯の前後は青く縁取られ

る。 また、 この黒色帯からやや前方に眼と

胸鰭基部の下部を結ぶ青色線が走る。 両

眼を結ぶように眼隔域に 3 本の黒色線が

横に走り、 黒色線の前後は青く縁取られる。

口から胸鰭基部の下部に向かって、 1 本の

橙黄色線が斜めに走る。 尾柄の小棘列は

黒い。第 1 背鰭は黒褐色。第 2 背鰭と臀鰭、

胸鰭、 尾鰭に模様はない。

分布　インド ・ 太平洋に分布する。 国内で

は小笠原諸島、相模湾以南の太平洋沿岸、

大隅諸島、 琉球列島から知られている。

備考　全長 30 cm になる。 サンゴ礁の砂

地で普通にみられる。 与論島では多くの個

体がみられ、 20 個体以上が採集された。

雑食性で海藻やデトリタス、ウニ類、カニ類、

貝類などを食べる。

（松浦啓一）

■ ムラサメモンガラ　Rhinecanthus aculeatus　BSKU 106143, 127.3 mm SL
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■ ムラサメモンガラ　Rhinecanthus aculeatus　FRLM 42782, 91.3 mm SL

■ ムラサメモンガラ　Rhinecanthus aculeatus
BSKU 106144, 70.2 mm SL

■ ムラサメモンガラ　Rhinecanthus aculeatus　KAUM–I. 39782, 88.3 mm SL

■ ムラサメモンガラ　Rhinecanthus aculeatus
KAUM–I. 39744, 29.3 mm SL

■ ムラサメモンガラ　Rhinecanthus aculeatus
NSMT-P 110369, 26.4 mm SL

■ ムラサメモンガラ　Rhinecanthus aculeatus　16 Apr. 2012
Photo by S. Harazaki

■ ムラサメモンガラ　Rhinecanthus aculeatus　17 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki
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フグ目 モンガラカワハギ科 ムラサメモンガラ属

タスキモンガラ
Rhinecanthus rectangulus
(Bloch & Schneider, 1801)

形 態　 背 鰭 III+23–24 ； 臀 鰭 20–21 ； 胸

鰭 13 ； 縦列鱗 33–39。 体は側扁し、 楕円

形を呈する。 体は板状の骨質鱗に覆われ

る。 眼の前方に 1 縦溝がない。 鰓孔の上

端周辺に大きな鱗が数枚ある。 第 1 背鰭

は 3 棘から構成され、第 1 棘は頑丈で長い。

腹鰭は単一で、 後端に筒状の鞘状鱗があ

る。 筒状の鞘状鱗は 4 節に分かれ、 背腹

方向に動かすことができる。 尾柄に前方を

向く小棘が 4 列に並び、 最上方の小棘列

は他の 3 列より短い。

色彩　体の背方は薄茶色で腹方は白い。

眼から鰓孔と胸鰭基部を通り、 臀鰭の前部

に向かって斜めに走る幅広い黒色帯があ

る。 この黒色帯の背縁は黄色線で縁取ら

れる。 この黄色線は体側中央の、 鞘状鱗

の背方で枝分かれして、 第 2 背鰭後部へ

と斜め背方へ走り、 Y 字状の模様を形成す

る。 尾柄には前方が尖る細長い三角形の

黒色斑があり、 三角形の背縁、 腹縁およ

び後縁は黄色線で縁取られる。 両眼を結

ぶ 3 本の黒色線があり、 黒色線の前後は

青白色線で縁取られる。 尾柄の小棘列は

黒い。第 1 背鰭は暗褐色。第 2 背鰭と臀鰭、

胸鰭、 尾鰭に模様はない。

分布　イースター島を除くインド ・ 太平洋に

分布する。 国内では小笠原諸島、 伊豆諸

島、 神奈川県以南の太平洋沿岸、 大隅諸

島、 琉球列島などから知られている。

備考　全長 30 cm になる。 サンゴ礁の外

縁に生息する。 与論島では 3 個体が水深

10 m 以浅から採集された。 雑食性で海藻

やデトリタス、 ウニ類、 カニ類、 貝類などを

食べる。

（松浦啓一）

■ タスキモンガラ　Rhinecanthus rectangulus　KAUM–I. 39878, 109.4 mm SL

■ タスキモンガラ　Rhinecanthus rectangulus　KAUM–I. 45965, 70.8 mm SL ■ タスキモンガラ　Rhinecanthus rectangulus　KAUM–I. 41157, 45.3 mm SL
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フグ目 モンガラカワハギ科 ムラサメモンガラ属

クラカケモンガラ
Rhinecanthus verrucosus
(Linnaeus, 1758)

形態　背鰭 III+23–26 ； 臀鰭 21–23 ； 胸鰭

13–14 ； 縦列鱗 34–37。 体は側扁し、 楕

円形を呈する。 体は板状の骨質鱗に覆わ

れる。 眼の前方に 1 縦溝がない。 鰓孔の

上端周辺に大きな鱗が数枚ある。 第 1 背

鰭は 3 棘から構成され、 第 1 棘は頑丈で

長い。 腹鰭は単一で、 後端に筒状の鞘状

鱗がある。 筒状の鞘状鱗は 4 節に分かれ、

背腹方向に動かすことができる。 尾柄に前

方を向く小棘が 4 列に並び、 最上方の小

棘列は他の 3 列より明らかに短い。

色彩　体の背方は薄茶色で腹方は白い。

鞘状鱗の上方から臀鰭前部の体側に大き

な楕円形の黒色斑がある。 眼から胸鰭基

部にかけて、 前後縁が青白く縁取られた茶

褐色の帯が走り、 帯の中央部を青白色線

が眼から胸鰭基部へと走る。 茶褐色の帯を

前後で縁取る青白色線はさらに黄色線で縁

取られる。 両眼をつなぐ 2 本の茶褐色帯が

あり、 帯の前後は青白線で縁取られる。 口

角から胸鰭基部の下部にかけて赤色線が

斜めに走る。 尾柄に淡黄色の楕円形の斑

紋があり、 この斑紋を 1 本の黒色線が横

切る。 尾柄の小棘列は黒い。 背鰭と臀鰭、

尾鰭に模様はない。 尾鰭の背縁と腹縁は

橙色。

分布　インド洋と西太平洋の熱帯域に分布

する。 国内では小笠原諸島、 神奈川県以

南の太平洋沿岸、 大隅諸島、 琉球列島か

ら知られている。

備考　全長 30 cm になる。 与論島からは

2 個体が 2 m 以浅で採集された。 サンゴ

礁内の浅い所に生息する。 群は作らない。

雑食性で海藻やデトリタス、ウニ類、カニ類、

貝類などを食べる。

（松浦啓一）

■ クラカケモンガラ　Rhinecanthus verrucosus　KAUM–I. 51318, 57.8 mm SL

フグ目 モンガラカワハギ科 メガネハギ属

ムスメハギ
Sufflamen bursa
(Bloch & Schneider, 1801)

形態　背鰭 III+27–30 ； 臀鰭 25–27 ； 胸鰭

13–14 ； 縦列鱗 43–50。 体は側扁し、 楕

円形を呈する。 体は板状の骨質鱗に覆わ

れる。 眼の前方に 1 縦溝がある。 鰓孔の

上端周辺に大きな鱗が数枚ある。 第 1 背

鰭は 3 棘から構成され、 第 1 棘は頑丈で

長い。 腹鰭は単一で、 後端に筒状の鞘状

鱗がある。 筒状の鞘状鱗は 4 節に分かれ、

背腹方向に動かすことができる。 尾柄から

第 1 背鰭下方までの体側に鋭い小棘があ

り、 多数の縦列を形成する。

色彩　頭部と体は茶色。 白色線が口から肛

門にかけて走り、 肛門付近で前方に向きを

変え、 腹鰭基部で終わる。 弧状の褐色帯

■ クラカケモンガラ　Rhinecanthus verrucosus
FRLM 42993, 26.3 mm SL
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■ ムスメハギ　Sufflamen bursa　KAUM–I. 51377, 138.7 mm SL

が第 1 背鰭の基部付近から眼を通り、 胸

鰭基部下端に走る。 この褐色帯の後に、

もう 1 本の褐色帯が眼の後方から胸鰭基

部の上部へ走る。

■ ムスメハギ　Sufflamen bursa　FRLM 42888, 131.6 mm SL ■ ムスメハギ　Sufflamen bursa　17 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki

分布　アラビア海を除くインド ・ 太平洋の熱

帯域に分布する。 国内では小笠原諸島、

伊豆諸島、 神奈川県以南の太平洋沿岸、

大隅諸島、 琉球列島から知られている。

備考　全長 25 cm になる。 与論島では茶

花海岸の水深 7–35 m から 8 個体が採集

された。 雑食性。 藻類より底生動物を食べ

ることが多い。

（松浦啓一）

フグ目 モンガラカワハギ科 メガネハギ属

ツマジロモンガラ
Sufflamen chrysopterum
(Bloch & Schneider, 1801)

形態　背鰭 III+26–28 ； 臀鰭 23–26 ； 胸鰭

12–14 ； 縦列鱗 41–47。 体は側扁し、 楕

円形を呈する。 体は板状の骨質鱗に覆わ

れる。 眼の前方に 1 縦溝がある。 鰓孔の

上端周辺に大きな鱗が数枚ある。 第 1 背

鰭は 3 棘から構成され、 第 1 棘は頑丈で

長い。 腹鰭は単一で、 後端に筒状の鞘状

鱗がある。 筒状の鞘状鱗は 4 節に分かれ、

背腹方向に動かすことができる。 尾柄から

第 2 背鰭中央部までの体側に鋭い小棘が

あり、 多数の縦列を形成する。

色彩　頭部と体は褐色。 眼の腹方後端から

鰓孔直前の胸鰭基部まで淡黄色線が走る。

尾鰭の大部分は褐色で背縁と腹縁は白く、

後端も白い。 雄の口から腹部膜状部にか

けて濃紫色の帯が縦に走る。

分布　紅海を除くインド ・ 西太平洋の熱帯

域に分布する。 国内では小笠原諸島、 伊

豆諸島、 千葉県以南の南日本、 大隅諸島、
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■ ツマジロモンガラ　Sufflamen chrysopterum　Female　KAUM–I. 41068,
70.4 mm SL

■ ツマジロモンガラ　Sufflamen chrysopterum　Male　FRLM 42901, 133.4 mm SL

■ ツマジロモンガラ　Sufflamen chrysopterum　Female　KAUM–I. 45872,
98.7 mm SL

■ ツマジロモンガラ　Sufflamen chrysopterum　KAUM–I. 48149, 32.5 mm SL■ ツマジロモンガラ　Sufflamen chrysopterum　KAUM–I. 40371, 38.2 mm SL
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フグ目 モンガラカワハギ科 メガネハギ属

メガネハギ
Sufflamen fraenatum
(Latreille, 1804)

形態　背鰭 III+27–31 ； 臀鰭 24–28 ； 胸鰭

14–15 ； 縦列鱗 43–54。 体は側扁し、 楕

円形を呈する。 体は板状の骨質鱗に覆わ

れる。 眼の前方に 1 縦溝がある。 鰓孔の

上端周辺に大きな鱗が数枚ある。 第 1 背

鰭は 3 棘から構成され、 第 1 棘は頑丈で

長い。 腹鰭は単一で、 後端に筒状の鞘状

鱗がある。 筒状の鞘状鱗は 4 節に分かれ、

背腹方向に動かすことができる。 尾柄から

第 2 背鰭起部までの体側に鋭い小棘があ

り、 多数の縦列を形成する。

色彩　体は褐色で、 雄では 1 本の淡黄色

線が口角から斜め後方に走り、 鼻孔の下

方で終わる。 この淡黄色線は、 口角のや

や後方で腹方に向かう分岐を発し、 反対側

の分岐と連続する。 雌には淡黄色線はな

い。

分布　イースター島を除くインド ・ 太平洋の

熱帯域に分布する。 国内では小笠原諸島、

■ メガネハギ　Sufflamen fraenatum　KAUM–I. 45788, 203.3 mm SL

琉球列島から知られている。

備考　サンゴ礁で普通にみられる種で、 全

長 25 cm になる。 ウニ類、 カニ類、 貝類

などを食べる。 与論島でも多くの個体がみ

られ、 水深 10–50 m から採集された。 群

れは作らず、 単独で行動することが多い。

第 1 背鰭棘を立て、 第 2 背鰭棘によって

固定することができる。 敵に襲われそうに

なると、サンゴ礁の隙間や穴に逃げ込んで、

背鰭第 1 棘と腰骨後端の鞘状鱗を隙間や

穴の壁に突っ張り、 体を固定する。 このよ

うな防御行動を取った場合でも、 体の後半

部は露出していることが多く、 「頭隠して尻

隠さず」 の状態となる。 しかし、 体後半部

の鱗には小棘が多数あるため、 手でつか

んで引き出すことはできない。

（松浦啓一）

■ ツマジロモンガラ　Sufflamen chrysopterum　Male　15 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki ■ ツマジロモンガラ　Sufflamen chrysopterum　16 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki
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フグ目 モンガラカワハギ科 ナメモンガラ属

ホシモンガラ
Xanthichthys auromarginatus
(Bennett, 1832)

形態　背鰭 III+27–30 ； 臀鰭 25–27 ； 胸鰭

12–14 ； 縦列鱗 43–54。 体は側扁し、 楕

円形を呈する。 体は板状の骨質鱗に覆わ

れる。 眼の前方に 1 縦溝がある。 鰓孔の

上端周辺に大きな鱗がない。 第 1 背鰭は

3 棘から構成され、 第 1 棘は頑丈で長い。

腹鰭は単一で、 後端に筒状の鞘状鱗があ

る。 筒状の鞘状鱗は 4 節に分かれ、 背腹

方向に動かすことができる。 5 本の狭い溝

が頬をやや斜めに走る。 体側の鱗に小突

起があり、 多数の縦列を形成する。

色彩　雌雄で色が異なる。 雌の体と頭部は

暗褐色で、 背鰭と臀鰭、 尾鰭は茶褐色に

縁取られる。 雄の体は茶褐色で、 頭部は

暗褐色。口より下の頬は青い。背鰭と臀鰭、

尾鰭は黄色く縁取られる。

分布　インド ・ 西太平洋の熱帯域に分布す

る。 国内では伊豆諸島、 福岡県、 与論島

以南の琉球列島から知られている。

■ ホシモンガラ　Xanthichthys auromarginatus　Male　18 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki

伊豆諸島、 千葉県以南の南日本、 大隅諸

島、 琉球列島から知られている。

備考　全長 38 cm になる。 多くの場合水深

50 m 以浅のサンゴ礁外縁部に単独で生息

する。 与論島では水深 40–60 m から多く

の個体が採集された。 さらに、 2 個体が供

利沖の水深 80 m から釣りによって採集さ

れた。 ウニ類、 カニ類、 貝類などを食べる。

（松浦啓一）

■ メガネハギ　Sufflamen fraenatum　FRLM 42861, 155.5 mm SL

■ メガネハギ　Sufflamen fraenatum　17 Apr. 2012
Photo by S. Harazaki
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フグ目 モンガラカワハギ科 ナメモンガラ属

アオスジモンガラ
Xanthichthys caeruleolineatus
Randall, Matsuura & Zama, 1978

形態　背鰭 III+26–28 ； 臀鰭 26–28 ； 胸鰭

12–13 ； 縦列鱗 40–43。 体は側扁し、 楕

円形を呈する。 体は板状の骨質鱗に覆わ

れる。 眼の前方に 1 縦溝がある。 鰓孔の

上端周辺に大きな鱗がない。 第 1 背鰭は

3 棘から構成され、 第 1 棘は頑丈で長い。

腹鰭は単一で、 後端に筒状の鞘状鱗があ

る。 筒状の鞘状鱗は 4 節に分かれ、 背腹

方向に動かすことができる。 6 本の狭い溝

が頬をやや斜めに走る。

色彩　体の背方と頭部は橙色を帯びた薄茶

色で、 腹方は白い。 体側の背方と腹方を

分けるように不規則な 1 青色縦線が胸鰭腋

部から尾柄背部に向かって走る。 この青色

線の背縁に沿って橙色線が走る。 眼の直

後から鰓孔を通り、 胸鰭基部の下部へと橙

色を帯びた茶色の帯が走る。 茶色の帯の

前後は青色線で縁取られる。 頬の 6 本の

■ アオスジモンガラ　Xanthichthys caeruleolineatus　FRLM 43046, 140.4 mm SL

■ アオスジモンガラ　Xanthichthys caeruleolineatus　KAUM–I. 51474, 264.1 mm SL

備考　全長 22 cm になる。 水深 100 m 以

浅のサンゴ礁外縁部に単独で生息する。

与論島の茶花沖の水深 30 m で水中写真

によって確認されたが、 標本は採集されて

いない。 主に動物プランクトンを食べる。

（松浦啓一）
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フグ目 モンガラカワハギ科 ナメモンガラ属

スジナメモンガラ
Xanthichthys lienopunctatus
(Hollard, 1854)

形態　背鰭 III+27–29 ； 臀鰭 25–27 ； 胸鰭

13–14 ； 縦列鱗 44–46。 体は側扁し、 楕

円形を呈する。 体は板状の骨質鱗に覆わ

れる。 眼の前方に 1 縦溝がある。 鰓孔の

上端周辺に大きな鱗がない。 第 1 背鰭は

3 棘から構成され、 第 1 棘は頑丈で長い。

腹鰭は単一で、 後端に筒状の鞘状鱗があ

る。 筒状の鞘状鱗は 4 節に分かれ、 背腹

方向に動かすことができる。 3 本の狭い溝

が頬をやや斜めに走る。

色彩　体の背方と頭部は茶色を帯びた灰色

で、 腹方はやや白い。 鰓孔下端より背方

の体側に多数の褐色縦線が走る。 体側腹

方には多数の褐色点が散在する。 頬の 3
本の溝は暗褐色。 第 1 背鰭の鰭膜と背鰭

と臀鰭の基部は暗褐色。 尾鰭の中央部は

白く、 後縁 ・ 背縁 ・ 腹縁は赤い。

分布　インド ・ 西太平洋の熱帯域に分布す

る。 国内では伊豆諸島、 静岡県、 奄美大

島以南の琉球列島から知られている。

備考　全長 30 cm になる。 サンゴ礁の外

縁部に生息する。 与論島における採集水

深は 78 m であった。 主に動物プランクトン

を食べる。

（松浦啓一）

■ スジナメモンガラ　Xanthichthys lienopunctatus　FRLM 43046, 140.4 mm SL

溝は青白い。 溝の間は黄褐色。 第 1 背鰭

の鰭膜は灰白色で縁辺は黒い。 第 2 背鰭

と臀鰭の鰭条は褐色。 尾鰭の後縁は赤褐

色に幅広く縁取られ、 背縁と腹縁は赤い。

分布　インド ・ 西太平洋の熱帯域に分布す

る。 国内では小笠原諸島、 伊豆諸島、 与

論島以南の琉球列島から知られている。

備考　全長 30 cm になる。 モンガラカワハ

ギ科魚類としては、深い所に生息するため、

サンゴ礁でみかける機会は少ない。 沖縄で

は一本釣り漁法によって漁獲される。 サン

ゴ礁の水深 50–200 m に生息する。 与論

島での採集水深は 78 m であった。

（松浦啓一）
■ アオスジモンガラ　Xanthichthys caeruleolineatus　KAUM–I. 47838, 278.5 mm SL
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フグ目 カワハギ科 センウマヅラハギ属

アミメウマヅラハギ
Cantherhines pardalis
(Rüppell, 1837)

形態　背鰭 II+32–36 ； 臀鰭 29–32 ； 胸鰭

12–14。 体は強く側扁し、 やや長い菱形を

呈する。 第 1 背鰭は 2 棘で構成され、 第

１棘は長い。 第 2 棘は短くて、 皮下に隠れ

ている。 腹鰭は単一で、 筒状を呈する小

さな鞘状の鱗から構成される。 鞘状鱗は 3
節に分かれているが、 背腹方向に動かす

ことはできない。

色彩　体は褐色で、 網目状を呈する淡黄色

の模様がある。 尾柄上部に 1 白色斑があ

る。

分布　インド ・ 西太平洋の熱帯域のサンゴ

礁にみられる。 国内では小笠原諸島、 茨

城県以南の太平洋沿岸、 大隅諸島、 琉球

列島から知られている。

備考　全長 35 cm になる。 水深 30 m 以

浅のサンゴ礁外縁を単独で泳いでいること

が多い。 与論島では水深 10 m 以浅から

採集された。 小型甲殻類、ゴカイ類、貝類、

サンゴのポリプなどを食べる。

（松浦啓一）

フグ目 カワハギ科 センウマヅラハギ属

ハクセイハギ
Cantherhines dumerilii
(Hollard, 1854)

形態　背鰭 II+34–39 ； 臀鰭 28–35 ； 胸鰭

12–14。 体は強く側扁し、 やや長い菱形を

呈する。 第 1 背鰭は 2 棘で構成され、 第

１棘は長い。 第 2 棘は短くて、 皮下に隠れ

ている。 腹鰭は単一で、 筒状を呈する小さ

な鞘状の鱗から構成される。 鞘状鱗は前

後方向に 3 節に分かれているが、 背腹方

向に動かすことはできない。 尾柄に 2 対の

前方を向いた棘がある。

色彩　幼魚と若魚の体には多数の白色点

がある。 成魚になると体は褐色で、 白色点

はない。 背鰭、 臀鰭、 胸鰭は黄色。 尾鰭

は暗褐色。

分布　インド ・ 太平洋と東太平洋の熱帯域

のサンゴ礁にみられる。国内では伊豆諸島、

茨城県以南の太平洋沿岸、 大隅諸島、 琉

球列島から知られている。 北海道の日本

海沿岸からも記録がある。

備考　全長 35 cm になる。 水深 30 m 以浅

のサンゴ礁を 2 尾で泳いでいることが多い。

与論島の前浜沖の水深 10 m で確認され、

水中写真が撮影された。 小型甲殻類、 ゴ

カイ類、貝類、サンゴのポリプなどを食べる。

（松浦啓一）

■ ハクセイハギ　Cantherhines dumerilii　16 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki
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フグ目 カワハギ科 テングカワハギ属

テングカワハギ
Oxymonacanthus longirostris
(Bloch & Schneider, 1801)

形態　背鰭 II+31–35 ； 臀鰭 29–32 ； 胸鰭

10–12。 体はやや長く、 強く側扁する。 吻

は管状になり、 前方に突出する。 腹部膜

状部は小さく、 鞘状鱗はない。

色彩　体は緑青色で、 多数の細長い橙色

点に覆われる。 第 1 背鰭棘は橙色。 第 2
背鰭、 臀鰭、 胸鰭は淡色。 尾鰭は淡色で

後部に 1 黒色斑がある。腹部膜状部は黒く、

雄では小白色点が散在する。

分布　インド ・ 西太平洋の熱帯域のサンゴ

礁にみられる。国内では小笠原諸島、四国、

琉球列島から知られている。 備考　全長 10 cm。 与論島では体長 2 cm
の 1 個体が品覇沖の水深 3 m から採集さ

れた。 サンゴ礁を 2 尾で泳いでいることが

多い。 サンゴのポリプを食べる。

（松浦啓一）

■ テングカワハギ　Oxymonacanthus longirostris　KAUM–I. 40350, 20.1 mm SL

■ アミメウマヅラハギ　Cantherhines pardalis　KAUM–I. 41132, 57.8 mm SL
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フグ目 カワハギ科 コクテンハギ属

コクテンハギ
Pseudomonacanthus macrurus
(Bleeker, 1857)

形態　背鰭 II+29–30 ； 臀鰭 27–30 ； 胸鰭

11–12。 体は楕円形で、 強く側扁する。 第

1 背鰭は眼の中央上方より後方に位置す

る。 腹鰭は単一で、 筒状を呈する小さな鞘

状の鱗から構成される。 鞘状鱗は 2 節に

分かれているが、 背腹方向に動かすことは

できない。 鰓孔は眼の後半部下方から始ま

り、 斜め前方に伸長し、 眼の前縁下方より

前で終わる。

色彩　体は淡黄褐色で多数の小黒色点に

覆われる。 尾鰭の基部と後端に幅広い暗

褐色の横帯がある。 さらに、 尾鰭には多く

の波状の淡黄色線が上下方向に走る。

分布　西太平洋の熱帯域のサンゴ礁内の

ラグーンや藻場の水深 10 m 以浅に生息す

る。 国内では沖縄島から幼魚が採集されて

いた。 与論島から得られた標本は本種の

国内における成魚の初記録である。

備考　全長 23 cm。 与論島の皆田沿岸の

水深 1 m から体長 11.3 cm の個体が採集

された （Matsuura & Chiba, 2013）。 コク

テンハギ属の分類には問題があり、 今後

の検討を要する。

（松浦啓一）

■ コクテンハギ　Pseudomonacanthus macrurus　KAUM–I. 51413, 113.0 mm SL

フグ目 カワハギ科 ノコギリハギ属

ノコギリハギ
Paraluteres prionurus
(Bleeker, 1851)

形態　背鰭 II+25–28 ； 臀鰭 22–25 ； 胸鰭

10–11。 体は楕円形で、 強く側扁する。 第

1 背鰭は鰭膜で体背部に結合しているた

め、 十分に立てることができない。 腰骨後

端に鞘状鱗はない。 雄の尾柄には前方を

向いた棘が 2 対あり、 尾柄から第 2 背鰭

の中央下まで剛毛帯がある。

色彩　体の地色は白く、 体に 4 本の斜めの

黒色帯がある。 1 番目の黒色帯は眼から

背方に伸び、 反対側の帯と連結する。 2 番

目の黒色帯は胸鰭基部から背腹方向に伸

長し、 体背縁に向かう黒色帯の幅は広くな

り、 腹方に向かう黒色帯の幅は狭くなる。 3
番目の黒色帯は臀鰭起部の背方の体中部

から背方と腹方に伸び、 背方に向かう帯は

幅広く、 腹方に向かう帯の幅は狭い。 4 番

目の黒色帯は臀鰭中央の背方から尾柄背

部にかけてほぼ水平に走る。 体側面には

多数の褐色点が散在する。 第 1 背鰭の鰭

膜は黒色。 第 2 背鰭、 臀鰭、 胸鰭は淡色。

尾鰭は黄色く、 縁辺は黒い。

分布　インド ・ 西太平洋の熱帯域のサンゴ

礁にみられる。 国内では小笠原諸島、 伊

豆諸島、 伊豆半島以南の太平洋沿岸、 大

隅諸島、 琉球列島から知られている。

備考　フグ科のシマキンチャクフグ Canthi-
gaster valentini (Bleeker 1853) に擬態す

る。 群は作らず、 単独で行動する。 与論

島では 1 個体が採集された。

（松浦啓一）

■ ノコギリハギ　Paraluteres prionurus　KAUM–I. 48105, 19.8 mm SL
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フグ目 ハコフグ科 ハコフグ属

ミナミハコフグ
Ostracion cubicus
Linnaeus, 1758

形態　背鰭 9 ； 臀鰭 9 ； 胸鰭 10–11。 体は

骨板で構成される 「箱」 に収まっており、

横断面は四角形を呈する。 体の表面に棘

はない。

色彩　成魚の体は淡黄褐色で、 多くの骨板

には黒色点が 3 個あり、 黒色点で囲まれ

た部分は白い。 尾柄は黄色。 幼魚の体は

鮮やかな黄色で、 眼よりやや小さい黒色点

が多数散在する。

分布　インド ・ 太平洋の熱帯域のサンゴ礁

や岩礁に生息する。 国内では小笠原諸島、

伊豆諸島、 茨城県・新潟県以南の南日本、

大隅諸島、 琉球列島から知られる。

備考　全長 40 cm になる。 サンゴ礁でご

く普通にみられる。 与論島では水深 8 m
以浅から採集された。 小型甲殻類、 ゴカ

イ類、 貝類などを食べる。 体の表面から

粘液毒を出す。 ハコフグ O. immaculatus 
Temminck & Schlegel, 1850 に 似 る が、

色彩が異なる。 ハコフグの体側面には眼径

大の白色斑が多数あるが、 ミナミハコフグ

にはない。 両者の幼魚は黄色い体に多数

の黒色点をもつのでよく似ている。 このた

め両者を混同する可能性がある。 しかし、

ミナミハコフグの体は鮮やかな黄色である

のに対して、 ハコフグの体はくすんだ黄褐

色である。

（松浦啓一）

■ ミナミハコフグ　Ostracion cubicus　KAUM–I. 39775, 73.0 mm SL

■ ミナミハコフグ　Ostracion cubicus
KAUM–I. 39774, 13.3 mm SL

■ ミナミハコフグ　Ostracion cubicus　FRLM 42720, 42.9 mm SL

■ ミナミハコフグ　Ostracion cubicus　18 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki
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Boxfishes

フグ目 ハコフグ科 ハコフグ属

クロハコフグ
Ostracion meleagris
Shaw, 1796

形態　背鰭 7–8 ； 臀鰭 8 ； 胸鰭 11。 体は

骨板で構成される 「箱」 に収まっており、

横断面は四角形を呈する。 体の表面に棘

はない。

色彩　雌雄で体色が異なる。 雄の体は青く、

多数の黄色点に覆われる。 雌の体は暗褐

色で、 多数の白色点に覆われる。

分布　インド ・ 汎太平洋の熱帯域のサンゴ

礁や岩礁に生息する。 国内では小笠原諸

島、 伊豆諸島、 伊豆半島以南の太平洋沿

岸、 大隅諸島、 琉球列島から知られる。

備考　全長 18 cm になる。 与論島では 9
個体が水深 3 m 以浅から採集された。 皮

膚から粘液毒を出す。

（松浦啓一）

■ クロハコフグ　Ostracion meleagris　Female　BSKU 106146, 78.2 mm SL

■ クロハコフグ　Ostracion meleagris　Female　KAUM–I. 39987, 81.6 mm SL

■ クロハコフグ　Ostracion meleagris　Male　BSKU 106147, 92.5 mm SL

■ クロハコフグ　Ostracion meleagris　Male　KAUM–I. 40155, 104.0 mm SL
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Triodontidae
Three-toothed puffer

フグ目 ウチワフグ科 ウチワフグ属

ウチワフグ
Triodon macropterus
Lesson, 1831

形 態　 背 鰭 0 ま た は II + 10–12 ； 臀 鰭

9–10 ； 胸鰭 14–16。 体はやや長く、 側扁

する。腹部膜状部は大きい。尾柄は細長く、

縦扁する。 上顎に大きな歯板が 2 枚ある。

下顎の歯板は癒合して 1 枚となっている。

色彩　体は全体として鮮黄色を呈する。 背

部は暗黄色で、 腹部に向かって淡黄色とな

る。 腹部膜状部に大きな眼状黒色斑があ

る。

分布　インド洋と西太平洋の熱帯域に生息

し、 水深 100 m 以深から採集されることが

多い。 国内では福島県以南の太平洋沿岸、

富山湾、 琉球列島から知られている。

備考　全長 40 cm になる。 上顎に 2 枚、

下顎に 1 枚の歯板があるため Triodon （3
枚の歯） という属名が付いた。 与論島の沖

合の水深 130–250 m から 2 個体が採集さ

れた。

（松浦啓一）

■ ウチワフグ　Triodon macropterus　KAUM–I. 41221, 306.6 mm SL

■ クロハコフグ　Ostracion meleagris　Female　16 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki ■ クロハコフグ　Ostracion meleagris　Male　16 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki
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Puffers

■ サザナミフグ　Arothron hispidus　FRLM 42808, 43.4 mm SL

■ サザナミフグ　Arothron hispidus　KAUM–I. 48110, 23.6 mm SL

■ サザナミフグ　Arothron hispidus　18 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki
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Tetraodontidae
Puffers

■ コクテンフグ　Arothron nigropunctatus　KAUM–I. 45865, 169.6 mm SL

■ コクテンフグ　Arothron nigropunctatus　BSKU 108306, 167.4 mm SL

フグ目 フグ科 モヨウフグ属

サザナミフグ
Arothron hispidus
Linnaeus, 1758

形態　背鰭 10–11 ； 臀鰭 10–11 ； 胸鰭 16 
–19。 体は卵形を呈する。 上顎と下顎に

大きな歯板が 2 枚ずつある。 腹鰭はない。

体に多数の小棘がある。 鼻孔の皮弁は明

瞭に 2 つに分かれる。

色彩　体の背方は緑褐色で、 腹方は白い。

体側方と背方に多数の白色点がある。 腹

部には多数の暗褐色線が縦走する。 尾鰭

は緑褐色で、 白色点が散在する。

分布　インド ・ 汎太平洋に分布する。 国内

では小笠原諸島、 伊豆諸島、 青森県以南

の太平洋沿岸、 九州西岸、 大隅諸島、 琉

球列島から記録されている。

備考　全長 45 cm。 胃に大量の水を飲んで

体を膨らませることができる。 サンゴ礁に生

息するが、 河口部のマングローブ域にも出

現する。 群は作らない。 与論島の茶花海

岸の水深 1–2 m から 2 個体が採集された。

貝類、ウニ類、サンゴ、海綿、クモヒトデ類、

ヒトデ類、 海藻など様々な餌を食べる。

（松浦啓一）
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Puffers

フグ目 フグ科 モヨウフグ属

コクテンフグ
Arothron nigropunctatus
(Bloch & Schneider, 1801)

形 態　 背 鰭 10–12 （ 通 常 10） ； 臀 鰭

10–12 （ 通 常 11） ； 胸 鰭 17–20 （ 通 常

18）。 体は卵形を呈する。 上顎と下顎に

大きな歯板が 2 枚ずつある。 腹鰭はない。

体に多数の小棘がある。 鼻孔にある皮弁

は明瞭に 2 つに分かれる。

色彩　体の地色は暗褐色あるいは濃い灰

色で、 小さな黒色の斑紋をもつ個体が多い

が、 色彩は変化に富む。 体が黄色で小さ

な黒色の斑紋をもつ個体もいる。

分布　インド ・ 太平洋に分布する。 国内で

は小笠原諸島、 伊豆諸島、 神奈川県以南

の太平洋沿岸、 福岡県、 大隅諸島、 琉球

列島から記録されている。

備考　全長 25 cm。 胃に大量の水を飲んで

体を膨らませることができる。 サンゴ礁で普

通にみられる。 与論島でも多くの個体が確

認され、 水深 10 m 以浅から 6 個体が採

集された。 群は作らない。 貝類、 ウニ類、

サンゴ、 海綿、 海藻、 デトリタスなど様々

な 餌 を 食 べ る。 ミ ゾ レ フ グ A. meleagris 
(Anonymous, 1798) にも黄色い個体がい

るので、 コクテンフグの黄色個体と混同さ

れる場合がある。 コクテンフグでは口の周

囲が黒いが、 ミゾレフグの口の周囲は黒く

ないことで両者を識別することができる。

（松浦啓一）

■ モヨウフグ　Arothron stellatus　KAUM–I. 51417, 45.8 mm SL

■ コクテンフグ　Arothron nigropunctatus　KAUM–I. 39888, 183.0 mm SL■ コクテンフグ　Arothron nigropunctatus　BSKU 106131, 112.7 mm SL
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Puffers

フグ目 フグ科 キタマクラ属

ゴマフキンチャクフグ
Canthigaster amboinensis
(Bleeker, 1864)

形態　背鰭 11–12 ； 臀鰭 10–11 ； 胸鰭 16 
–17 （通常 17）。 上顎と下顎に大きな歯板

が 2 枚ずつある。 腹鰭はない。 体はやや

側扁し、 眼の後ろから背鰭起部までの背中

線上にキール状隆起がある。 吻はやや突

出し、 側面から見ると三角形を呈する。

色彩　体は褐色で多数の淡青色点に覆わ

れる。 眼から放射状に青色線が走る。 頬

に多数の褐色点や青色点がある。

分布　インド ・ 汎太平洋に分布する。 国内

では伊豆諸島と琉球列島から知られてい

る。

備考　全長 14 cm。 胃に大量の水を飲ん

で体を膨らませることができる。 サンゴ礁外

縁の波当たりの強い場所に生息する。 与

論島では茶花海岸のタイドプールと与論港

の水深 1 m から 1 個体ずつ採集された。

群は作らない。 サンゴ、 ゴカイ類、 ウニ類、

クモヒトデ類など様々な餌を食べる。

（松浦啓一）

■ ゴマフキンチャクフグ　Canthigaster amboinensis　KAUM–I. 45980, 58.3 mm SL

■ ゴマフキンチャクフグ　Canthigaster amboinensis　KPM-NI 30731, 76.6 mm SL

色彩　体は白く、 多数の小黒色点に覆われ

る。 成長によって色彩は大いに変化する。

成魚では腹部は白いが、 幼魚では腹部の

地色は黒で、 黄色や橙色の不規則な線が

走る。

分布　ハワイ諸島を除くインド ・ 太平洋に分

布する。 国内では小笠原諸島、 伊豆諸島、

新潟県 ・ 茨城県以南の南日本、 琉球列島

から知られている。

備考　全長 80 cm。 胃に大量の水を飲ん

で体を膨らませることができる。 サンゴ礁に

生息する。 与論島では幼魚が採集された。

群は作らない。 貝類、 カニ類、 ウニ類、 サ

ンゴ、 海綿、 海藻など様々な餌を食べる。

本種の学名の著者は Bloch & Schneider 
(1801)とされていたが、Anonymous (1798)
である （Fricke, 1999）。

（松浦啓一）

フグ目 フグ科 モヨウフグ属

モヨウフグ
Arothron stellatus
(Anonymous, 1798)

形 態　 背 鰭 11–12 ； 臀 鰭 11 ； 胸 鰭 17–
20。 体は卵形を呈する。 上顎と下顎に大き

な歯板が 2 枚ずつある。 腹鰭はない。 体

に多数の小棘がある。 鼻孔の皮弁は明瞭

に 2 つに分かれる。
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Puffers

フグ目 フグ科 キタマクラ属

ハナキンチャクフグ
Canthigaster axiologus
Whitley, 1931

形態　背鰭 9–10 （通常 10）；臀鰭 9–10 （通

常 9） ； 胸鰭 16–17 （通常 17）。 上顎と下

顎に大きな歯板が 2 枚ずつある。 腹鰭は

ない。 体はやや側扁し、 眼の後ろから背鰭

起部までの背中線上にキール状隆起があ

る。 吻はやや突出し、 側面から見ると三角

形を呈する。

色彩　体は白く、 4 本の黒色帯が背部を横

切る。 1 番目の横帯は後頭部にあり、 2 番

目の横帯は鰓孔の背方から鰓孔下端にか

けて走り、 3 番目の横帯は背鰭基部の前

半部から体側面の中部に達する。 最後の

横帯は尾柄背面から斜め前方に走り、 体

側面の中部に達する。 これらの横帯は橙

黄色や淡青色の点や短い線で交互に縁取

られる。 橙黄色や淡青色の点が下顎から

尾柄腹部までの体側面に並び、 縦列を形

成する。 吻の背部は淡褐色で、 橙黄色点

が散在する。 眼の周縁は淡青色線で縁取

られる。 短い橙黄色線と淡青色線が、 眼

から放射状に走る。 尾鰭は淡黄色で、 背

縁と腹縁は黒褐色。 尾鰭中央の鰭条には

淡黄色点が数個散在する。

分布　西太平洋に分布する。 国内では小

笠原諸島、 伊豆諸島、 千葉県以南の太平

洋沿岸、 大隅諸島、 琉球列島から知られ

ている。

備考　全長 14 cm になる。 通常、 サンゴ

礁外縁部の水深 10–20 m でみられる。 与

論島では前浜沖の水深 12–15 m から 1
個体が採集された。 雑食性で、 海綿、 貝

類、 カニ類、 クモヒトデ類、 海藻などを食

べる。 本種に対して C. coronata (Vaillant 
& Sauvage, 1875) という学名が用いられ

ていたが、 C. coronata はハワイ固有種で

ある （Randall et al., 2008）。

（松浦啓一）

■ ハナキンチャクフグ　Canthigaster axiologus　KAUM–I. 55127, 69.6 mm SL

フグ目 フグ科 キタマクラ属

シボリキンチャクフグ
Canthigaster janthinoptera
(Bleeker, 1855)

形態　背鰭 9–10 （通常 9）；臀鰭 9–10 （通

常 9） ； 胸鰭 16–18 （通常 17）。 上顎と下

顎に大きな歯板が 2 枚ずつある。 腹鰭は

ない。 体はやや側扁し、 眼の後ろから背鰭

起部までの背中線上にキール状の隆起が

ある。 吻はやや突出し、 側面から見ると三

角形を呈する。
■ シボリキンチャクフグ　Canthigaster janthinoptera　15 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki

■ ハナキンチャクフグ　Canthigaster axiologus　15 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki
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Tetraodontidae
Puffers

■ シボリキンチャクフグ　Canthigaster janthinoptera　KAUM–I. 39873, 54.1 mm SL

■ シボリキンチャクフグ　Canthigaster janthinoptera　KAUM–I. 50827, 49.1 mm SL

■ シボリキンチャクフグ　Canthigaster janthinoptera　BSKU 106135, 51.0 mm SL ■ シボリキンチャクフグ　Canthigaster janthinoptera　KAUM–I. 51332, 24.2 mm SL
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Puffers

フグ目 フグ科 キタマクラ属

シマキンチャクフグ
Canthigaster valentini
(Bleeker, 1853)

形態　背鰭 9 ； 臀鰭 9 ； 胸鰭 16–17 （通

常 17）。 上顎と下顎に大きな歯板が 2 枚

ずつある。 腹鰭はない。 体はやや側扁し、

眼の後ろから背鰭起部までの背中線上に

キール状の隆起がある。 吻はやや突出し、

側面から見ると三角形を呈する。

色彩　体は白く、 4 本の黒色帯が背方を横

切る。 最前部の横帯は後頭部にあり、 2 番

目の横帯は胸鰭上部にある。 3 番目の横

帯は背鰭起部を包む。 最後の横帯は尾柄

背面にある。 2 番目と 3 番目の横帯は体

腹部に達する。

分布　インド ・ 太平洋 （東はトゥアモトゥ諸

島まで） の熱帯域に分布する。 国内では

小笠原諸島、 伊豆諸島、 相模湾以南の太

平洋沿岸、 大隅諸島、 琉球列島から知ら

れている。

備考　全長 11 cm になる。 与論島では多く

の個体が確認され、 水深 15 m 以浅から 7
個体が採集された。

（松浦啓一）

■ シマキンチャクフグ　Canthigaster valentini　KAUM–I. 40337, 79.6 mm SL

■ シマキンチャクフグ　Canthigaster valentini　FRLM 43362, 93.2 mm SL

■ シマキンチャクフグ　Canthigaster valentini　KAUM–I. 39776, 55.9 mm SL

色彩　体は褐色で多数の小白色点に覆わ

れる。 眼から放射状に 10 本前後の淡青色

線が走る。

分布　インド ・ 太平洋 （東はピトケアン諸島

まで） の熱帯域に分布する。 1 個体がガラ

パゴス諸島から得られている。 国内では小

笠原諸島、伊豆諸島、神奈川県、大隅諸島、

琉球列島から知られている。

備考　全長 10 cm になる。 与論島では多

くの個体が確認され、 水深 1–10 m から 5
個体が採集された。 水深 10–20 m にいる

ことが多い。

（松浦啓一）
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Puffers

フグ目 フグ科 オキナワフグ属

オキナワフグ
Chelonodon patoca
(Hamilton, 1822)

形態　背鰭 8 ； 臀鰭 8 ； 胸鰭 15–16。 体は

長楕円形を呈する。 上顎と下顎に大きな歯

板が 2 枚ずつある。 腹鰭はない。 鼻孔の

前縁と後縁に三角形の皮弁がある。

色彩　体背部は淡褐色で、 多数の白色点

に覆われる。 体腹部は白い。 体側下部を

1 黄色縦線が眼下から尾柄下部に走る。

分布　インド ・ 西太平洋に分布する。 国内

では小笠原諸島、 紀伊半島、 琉球列島か

ら知られている。

備考　全長 30 cm になる。 マングローブが

生息する汽水域に多くみられる。 与論島で

は茶花海岸の水深 1 m 以浅から 3 個体が

採集された。

（松浦啓一）

■ オキナワフグ　Chelonodon patoca　KAUM–I. 39849, 86.1 mm SL

■ オキナワフグ　Chelonodon patoca　KAUM–I. 39848, 40.9 mm SL

■ シマキンチャクフグ　Canthigaster valentini　15 Apr. 2012　Photo by S. Harazaki
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Porcupinefishes

フグ目 ハリセンボン科 ハリセンボン属

ハリセンボン
Diodon holocanthus
Linnaeus, 1758

形態　背鰭 13–15 ； 臀鰭 13–15 ； 胸鰭 20 
–25。 上顎と下顎に大きな歯板が 1 枚ずつ

ある。 腹鰭はない。 体に多数の長くて、 鋭

い棘がある。 棘は立てることができる。 吻

から背鰭起部までの棘は 12–16 横列を形

成する。

色彩　体の背方は淡褐色で、 腹方は白い。

体に多数の小黒色点があるが、 鰭には黒

色点がない。 眼を横切る褐色の横帯があ

る。 鰓孔直前の背部に 1 褐色横帯がある。

胸鰭の背方に褐色の斑紋がある。 背鰭の

直前にも褐色斑紋がある。

分布　全世界の温帯 ・ 熱帯の浅海に分布

する。 国内でも北海道から琉球列島まで広

く分布する。

備考　与論島では茶花海岸の水深 3m 以

浅から 2 個体が採集された。 胃に大量の

水を飲んで体を膨らませ、 棘を立てること

ができる。 ヒトヅラハリセンボン D. liturosus 
Shaw, 1804 に似るが、 ハリセンボンには

鰓孔の直前の側面に褐色の横帯がないの

で区別できる。

（松浦啓一）

■ ハリセンボン　Diodon holocanthus　KAUM–I. 40322, 180.5 mm SL

フグ目 ハリセンボン科 ハリセンボン属

ヒトヅラハリセンボン
Diodon liturosus
Shaw, 1804

形態　背鰭 14–16 ； 臀鰭 14–16 ； 胸鰭 21 
–25。 上顎と下顎に大きな歯板が 1 枚ずつ

ある。 腹鰭はない。 体に多数の長くて、 鋭

い棘がある。 棘は立てることができる。 吻

から背鰭起部までの棘は 16–21 横列を形

成する。

色彩　体の背方は褐色で、 腹方は白い。

眼の下に白く縁取られた黒色横帯がある。

鰓孔の直前の鰓蓋に白く縁取られた黒色斑

がある。 この黒色斑の上方の体背面に白

く縁取られた黒色横帯がある。 胸鰭の背方

に白く縁取られた大きな黒色斑がある。 背

鰭前方の体背面と背鰭基部にそれぞれ白く

縁取られた大きな黒色斑がある。 鰭に黒色

点はない。

分布　ハワイ諸島を除くインド ・ 太平洋に分

布する。 国内では小笠原諸島、 青森県、

富山湾、 和歌山県、 琉球列島から記録さ

れている。

備考　与論島では茶花海岸と宇勝海岸の

水深 2　m からそれぞれ 1 個体が採集され

た。 胃に大量の水を飲んで体を膨らませ、

棘を立てることができる。 サンゴ礁、 砂地、

礫底、 岩礁域に生息する。 貝類、 ウニ類、

甲殻類などを食べる。

（松浦啓一）

■ ヒトヅラハリセンボン　Diodon liturosus　KAUM–I. 47894, 259.9 mm SL
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Local names of Yoron fishes

標準和名（科名・属名・種名） 与論名 備考
ヌタウナギ科 うなぎ
アイザメ科 あいざめ

カラスザメ科・オンデンザメ科 くろぶか 深海性の黒色のサメの総称。小型の個体は（くろぶかんか）
と呼ぶ

ウツボ科 うなぎ
　クモウツボ・ゴマウツボ・ハワイウツボ・
　ミナミウツボ・ワカウツボ うじうなぎ 黄色味を帯びた地色に褐色の「もじゃもじゃした」模様

のウツボの呼称
ニシン科
　ヤマトミズン・ホシヤマトミズン・
　ミズン みじゅん

　リュウキュウキビナゴ するる
サバヒー科 さばひー
ゴンズイ科 ふぐ
エソ科 をぅいしちゃ
ハダカイワシ科 はだかいわし
ギンメダイ科 ぎんめ
カクレウオ科 しっきーぬくわあ 「ナマコ（しっきー）の子供」の意
ボラ科 ぶら
トビウオ科 とぅびゅー
サヨリ科 うわーぐちきらー ダツに似ているが「上の口が切られている」の意
　マルサヨリ あみゅー
ダツ科 しじー
キンメダイ科
　ナンヨウキンメ あーみんたま 「赤い（あー）＋目玉（みんたま）」の意
　キンメダイ ながみんたま 「体高が低いキンメダイ」の意。「長い目玉」ではない。
イットウダイ科
　アカマツカサ属・イットウダイ属 あひょー
　アオスジエビス ましる
　ウケグチイットウダイ属 ぱまひょー
ヨウジウオ科
　タツノオトシゴ属 たつのおとしご
ヘラヤガラ科 ぱいぷき 「ぱい」はパイプが語源の可能性が高い
ヤガラ科 みだふ
フサカサゴ科
　ミノカサゴ亜科 みょー
　オニカサゴ属・オニオコゼ科 あふぁ
メバル科
　ユメカサゴ あらかぶ 鹿児島での呼称をそのまま使用
ハタ科
　アオノメハタ がらしみーばい
　アザハタ あーぱ
　ミナミイソハタ にーばい
　ニジハタ あーみ
　マハタ属 にーばい
　アカハタ しるっちゃ
　カンモンハタ いのーにーばい （いのー）は「リーフの内側」の意味
　スジアラ あーでぃん
キントキダイ科
　チカメキントキ ちょうちん・いきくさらー 口腔内が臭いため
　ゴマヒレキントキ あひょー・いーきぐまー 「鱗（いーき）＋細かい（ぐまー）」の意
　アカネキントキ・ホウセキキントキ いきくさらー 口腔内が臭いため
　オキナワクルマダイ あひょー
テンジクダイ科 みーぷっくら 「眼がふっくらした」の意
ムツ科 みゃーぬぱー 「猫の歯」の意
シイラ科 ぴゅーぬいゆー 「平べったい魚」の意

　与論島における魚類の名称は代々口頭伝承されている。特殊な発音を文字として記すのは困難であるが、なるべく発音に忠実な
文字で表記した。多くの魚で科や属レベルの総称のみが使用されているが、一部の種（特に水産上重要種）には固有の呼称がある。
すでに語源が不明な呼称も多いが、分かる範囲で備考欄に意味と由来を記した。メギス科やハゼ科など多くの小型魚には呼称がない。
与論における呼称とその意味は与論町の原田洋和氏と与論町漁業協同組合の方々の知見に基づく。

本書に掲載された魚類の与論における呼称一覧
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Vernacular names
Local names of Yoron fishes

標準和名（科名・属名・種名） 与論名 備考
アジ科 さじ
　クサヤモロ ながいゆー
　ツムブリ やまとぅながいゆー
　オキアジ ゆなだい ヌルヌルの粘液を指す

シマガツオ科 つばめ・はたぎゃー

「はたぎゃー」はハタンポ科の呼称でもある。シマガツオ
科は 30 年ほど前から漁獲が始まった ” 最近の魚 ” である
ため、古来からの呼称がなく、形態の似た？ハタンポの
呼称を流用

ハチビキ科 あかぼう
フエダイ科
　イシフエダイ さいなが
　バラフエダイ あかなー・あーな
　ヒメフエダイ みみじゃー
　ヨスジフエダイ やまとぅいゆー

　イッテンフエダイ いってんふえだい・いなふ
く

　アオダイ おーみ （おー）は「青」の意味
　ハナフエダイ あほーみ
　オオヒメ しらまち
　ヒメダイ しろーみ
タカサゴ科 むれーじ
　ウメイロモドキ あかじゅー
イサキ科
　チョウチョウコショウダイ・
　アジアコショウダイ てぃんなが

フエフキダイ科
　ノコギリダイ むちんか
　シロダイ・サザナミダイ ぱなんた
　ナガメイチ さーみぱなんた
　ハマフエフキ たまん 白みの強い小型個体は「しるたまん」と呼ぶ
　タテシマフエフキ やきたまん
　ホオアカクチビ・ムネアカクチビ うんなが・うむながー 「面長」の意
　ヨコシマクロダイ だるまー
タイ科
　キビレアカレンコ れんこだい
ヒメジ科 はたーし
　ホウライヒメジ あまん ヤドカリのことも「あまん」と呼ぶが、関係は不明
　コバンヒメジ・オジサン だふみ
ハタンポ科 はたぎゃー
イスズミ科 ばば
メジナ科 しばち

チョウチョウウオ科・キンチャクダイ科 さびちら
ただし、アカハラヤッコ、スミレヤッコ、トサヤッコ、
ナメラヤッコ、ヒレナガヤッコ、ヘラルドコガネヤッコ、
ヤイトヤッコは「さびちら」と呼ばない

カワビシャ科

　ツボダイ さびちら 30 年ほど前から漁獲され始めた魚。形態の似ている？キ
ンチャクダイから命名された

イシダイ科
　イシガキダイ いしがきだい
スズメダイ科 ぴき
　シチセンスズメダイ・ロクセンスズメダイ・
　シマスズメダイ・オヤビッチャ いやびき 「いや」は「綾（模様の意）」がなまったもの。

　クラカオスズメダイ・ナミスズメダイ・
　デバスズメダイ うるぬくぁー 枝サンゴに隠れるスズメダイ科の総称

　アマミスズメダイ・シコクスズメダイ・
　モンスズメダイ どぅーすーぴき 「尾（どぅー）+ 白（すー）+ スズメダイ（びき）」の意

　ミスジリュウキュウスズメダイ しろくろうるぬくぁー・し
ましまうるぬくぁー

本書に掲載された魚類の与論における呼称一覧 （つづき）



Vernacular names

魚
類
の
地
方
名

625

Local names of Yoron fishes

本書に掲載された魚類の与論における呼称一覧 （つづき）

標準和名（科名・属名・種名） 与論名 備考
ベラ科
　カンムリベラ なべーら
　ホンベラ属・ノドグロベラ属・
　カミナリベラ属・ニシキベラ属 くさび 細長いベラ類の総称

　トカラベラ すーくさび 「白い（すー）+ ベラ（くさび）」の意
　ミツボシキュウセン さーくさび 「砂（さー）+ ベラ（くさび）」の意
　ヤマブキベラ きんくさび 「黄色（きん）+ ベラ（くさび）」の意
ブダイ科 いらぶち
　ヒブダイ やしな
　スジブダイ（オス） かまちゃー
トラギス科 わにぶ
イソギンポ科 うまぬぱな 正面から見た顔が馬の鼻に見えることに由来
マンジュウダイ科
　ナンヨウツバメウオ ぽーぴちゃ
アイゴ科 あいなー
　セダカハナアイゴ・ハナアイゴ あい
ツノダシ科 ぽーぴちゃ
ニザダイ科
　シマハギ にーむし
　オスジクロハギ・ナガニザ・クログチニザ・
　メガネクロハギ・コクテンサザナミハギ・
　サザナミハギ

あーばた

　モンツキハギ みんばたあー・あーばた 「胸鰭（みんばた）+ 赤い（あー）」の意
　ニジハギ たちぐすく
　クロハギ・オハグロハギ・ゴマハギ・
　ヒレナガハギ・キイロハギ ぷしく

　テングハギ ちぬまる 「角（ちぬ）+ とがっていない（まる）」の意
　ミヤコテングハギ きんちる 「黄色（きん）+ 角（ちる）」の意
　キビレボウズハギ わじし
　トサカハギ とぅかじゃー
カマス科 はまし
　小型のカマス属 まーがまし 「真の（まー）+ カマス（がまし）」の意
クロタチカマス科 くるがまし 「黒（くる）+ カマス（がまし）」の意
タチウオ科
　オキナワオオタチ おーるばた
サバ科
　カマスサワラ そーら サワラが訛ったもの
　イソマグロ とぅかきん
　カツオ かち
　ゴマサバ さば

　キハダ しび 市場では 10 kg 未満のものを「しび」、それ以上のものを
「まぐろ」と呼ぶ

カレイ目 ぴびき
モンガラカワハギ科 ぷっくるび
　イトヒキオキハギ ゆしちゃぷっくるび

　モンガラカワハギ なるかんぷっくるび 「カボチャ（なるかん）＋モンガラカワハギ（ぷっくるび」
の意

　クロモンガラ どぅーすーぷっくるび 「尾（どぅー）+ 白い（すー）+ モンガラカワハギ（ぷっ
くるび）」の意

　アカモンガラ ぱにぷっくるび
　ムラサメモンガラ・クラカケモンガラ・
　タスキモンガラ さーぷっくるび 「砂（さー）+ モンガラカワハギ（ぷっくるび）」の意

　メガネハギ うむながぷっくるび 「面長な（うむなが）+ モンガラカワハギ（ぷっくるび）」
の意

ハコフグ科 ぱふ 「箱（ぱふ）」の意
フグ科
　ウチワフグ おーぎぷっくるび
　オキナワフグ ぴじし
ハリセンボン科
　ハリセンボン せんぼんばり
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